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i

序

　
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
史
を
著
し
た
書
籍
と
し
て
は
、
幕
末
の
草
創
期
か
ら
一
九
七
〇
年
の
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

発
足
ま
で
の
時
代
を
対
象
と
し
た
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』（
一
九
七
二
年
刊
）
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
に
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
稿

　
一
九
七
〇
～
二
〇
一
二
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
冊
は
い
ず
れ
も

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
を
中
心
に
書
か
れ
て
お
り
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
に
関
す
る
記
述
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
含
ん

で
い
な
い
。

　
二
〇
二
一
年
、『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』
刊
行
か
ら
約
五
十
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
に

関
す
る
活
動
記
録
を
文
字
と
し
て
後
世
に
残
す
べ
き
と
の
認
識
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
部
で
高
ま
り
、
新
た
な
図
書
館
史
の

刊
行
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
翌
二
〇
二
二
年
に
は
正
式
な
編
集
委
員
会
が
発
足
し
、
準
備
開
始
か
ら
約
二
年
を
経
て
、
こ
の
た

び
よ
う
や
く
そ
の
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
本
書
は
タ
イ
ト
ル
を
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
Ⅱ
』
と
し
て
い
る
が
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
に
と
ど
ま
ら
ず
慶
應
義
塾

大
学
の
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
に
関
す
る
記
述
を
含
む
。
対
象
と
す
る
時
代
は
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』
が
稿
を
終
え
た
一

九
七
〇
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
ま
で
の
五
十
年
で
あ
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
以
前
の
事
項
に
つ
い
て
も
一
部
記

し
て
い
る
。

　
こ
の
五
十
年
間
に
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
は
様
々
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
ま
ず
組
織
面
で
は
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七

二
年
に
か
け
て
の
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
と
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
セ
ン
タ
ー
設
立
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
九

九
三
年
に
は
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
誕
生

23/09/27

慶
應
義
塾
図
書
館
史
Ⅱ

理想社

慶
應
大
学
出
版
会 

様
本文
PB

〜
1
頁
四
　
校

1
　
通



ii

　　　　　

し
た
が
、
そ
れ
ら
が
一
九
九
九
年
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
部
門
）
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ

ー
（
計
算
室
部
門
）
に
分
離
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
施
設
面
で
は
、
松
下
記
念
図
書
館
（
一
九
七
一
年
）、
慶
應
義
塾
図
書
館
新
館
（
一
九
八
二
年
）、
日
吉
図
書
館
（
一
九
八
五

年
）、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
（
Μミ

ユ
ー

館
）（
一
九
九
一
年
）、
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
新
た
な
施

設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
急
速
に
進
展
し
、
一
九
九
二
年
に
は
最
初
の
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス

テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
が
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
。
現
在
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
そ
の
四
代
目
に
あ
た
る
。
ま
た
資
料
の
電
子

化
も
急
速
に
進
展
し
、
近
年
で
は
図
書
費
に
占
め
る
電
子
資
料
の
割
合
は
七
割
を
超
え
て
い
る
。
加
え
て
、
図
書
館
は
所
蔵
す

る
資
料
の
電
子
化
や
そ
の
発
信
に
も
努
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

や
学
生
と
の
協
働
な
ど
も
進
め
た
結
果
、
現
在
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
五
十
年
前
の
そ
れ
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

　
本
書
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
こ
の
よ
う
な
変
化
や
そ
の
背
景
、
特
徴
等
を
、
時
間
の
経
過
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い

は
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
記
述
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
を
通
じ
て
こ
の
五
十
年
に
わ
た
る
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
の

歩
み
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
編
集
に
あ
た
っ
た
編
集
委
員
会
メ
ン
バ
ー
、
原
稿
を
執
筆
し
た
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
あ
つ
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。

二
〇
二
三
年
九
月

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
　
須
田
　
伸
一



編集にあたって

iii

編
集
に
あ
た
っ
て

　
一
九
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』
の
続
篇
を
編
む
と
い
う
念
願
は
、
二
〇
一
二
年
の
『
慶
應
義
塾
図
書

館
史
稿
一
九
七
〇
～
二
〇
一
二
』
の
刊
行
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
が
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
の
活
動
を
中
心
に
書
か
れ
た

そ
れ
の
前
文
に
は
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
期
す
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
思
い
を
受
け
本
書
は

編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
。

　
本
書
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
史
稿
に
倣
っ
て
「
通
史
」「
各
論
」「
資
料
」
で
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
時
系
列
で
の
記
録
と
な
る
「
通
史
」
は
、
時
代
ご
と
に
三
つ
の
章
に
分
け
、
第
一
章
を
一
九
七
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
間
、
第

二
章
を
一
九
九
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
、
そ
し
て
第
三
章
を
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
九
年
ま
で
と
し
た
。
第
一
章
は
、
情
報

セ
ン
タ
ー
発
足
に
よ
る
組
織
改
編
と
そ
れ
に
続
く
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
新
図
書
館
の
建
設
、
第
二
章
は
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構

想
の
下
で
の
組
織
の
変
革
と
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
進
展
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
の
変
容
、
そ
し
て
第
三
章
は
章
の
タ
イ
ト
ル

の
と
お
り
、
二
十
一
世
紀
以
降
の
図
書
館
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
や
課
題
に
対
応
す
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
姿
を
描
く
こ

と
と
し
た
。

　
こ
の
通
史
に
加
え
て
、
特
に
重
要
な
十
個
の
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ん
で
「
各
論
」
と
し
て
深
掘
り
し
、
さ
ら
に
本
文
で
は
示
し
き

れ
な
い
出
来
事
や
統
計
な
ど
を
「
資
料
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

　
執
筆
に
は
で
き
る
だ
け
幅
広
く
職
員
が
か
か
わ
る
と
い
う
方
針
を
立
て
、
第
一
章
は
ベ
テ
ラ
ン
の
職
員
を
中
心
に
、
現
在
の

運
営
の
基
礎
が
築
か
れ
た
時
期
で
あ
る
第
二
章
、
第
三
章
は
若
手
・
中
堅
の
職
員
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。
執
筆
者
そ
れ
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ぞ
れ
が
、
過
去
の
記
録
・
資
料
を
調
査
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
が
、
特
に
七
〇
年
代
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
そ
の
間
に
在
籍
し

て
い
た
職
員
は
既
に
お
ら
ず
、
残
さ
れ
て
い
た
当
時
の
記
録
が
頼
り
の
執
筆
と
な
っ
た
。

　
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
原
稿
の
寄
せ
集
め
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
内
容
の
重
複
、
用
語
表
現
の
揺
れ
な
ど
は
で
き
る

限
り
調
整
し
た
が
、
各
章
ご
と
で
文
体
な
ど
独
自
性
を
残
し
て
い
る
点
は
ご
寛
容
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
今
回
の
執
筆
・
編
集
の
作
業
を
通
じ
て
、
そ
の
時
々
で
は
あ
ま
り
必
要
と
感
じ
な
く
て
も
、
後
世
の
た
め
に
き
ち
ん
と
記
録

を
残
し
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
、
過
去
の
記
録
か
ら
現
在
の
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の

成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
、
た
と
え
ば
、
今
の
利
用
規
則
が
な
ぜ
で
き
た
の
か
、
今
や
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
な

か
っ
た
時
代
の
有
様
、
そ
し
て
そ
の
後
の
変
革
に
至
っ
た
背
景
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
を
知
る
こ
と
は
、
自

身
が
今
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
環
境
へ
の
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
書
は
本

学
の
図
書
館
の
歴
史
を
記
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
本
学
以
外
の
大
学
図
書
館
の
歩
み
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
は

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
是
非
、
多
く
の
大
学
図
書
館
員
の
方
々
に
も
お
読
み
い
た
だ
き
ご
意
見
を
賜
れ
れ
ば
と
思
う
。

　
時
が
経
つ
ほ
ど
過
去
を
知
る
職
員
が
退
職
し
て
い
き
刊
行
が
困
難
に
な
る
と
い
う
焦
り
が
募
る
中
、
刊
行
準
備
開
始
か
ら
約

二
年
間
に
亘
る
共
同
作
業
を
経
て
本
書
を
上
梓
で
き
た
こ
と
に
胸
を
な
で
お
ろ
す
次
第
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
書
の
執
筆
お
よ
び
編
集
を
担
当
し
た
職
員
、
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
を
周
囲
で
支
援
し
て
く
れ
た
職
員
に
深
く
感

謝
し
た
い
。

二
〇
二
三
年
九
月

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
長

　
関
　
秀
行
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3

第
一
章

研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と 

発
展
（
一
九
七
〇
～
一
九
八
九
）

第
一
節
　
概
　
況

一
　
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足

情
報
セ
ン
タ
ー
以
前
の
慶
應
義
塾
図
書
館

　
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
、
慶
應
義
塾
創
立
五
〇
年
の
記
念
事

業
の
一
環
で
建
設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
図
書
館
は
、
関
東
大
震
災
や
第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
罹
災
も
乗
り
越
え
な
が
ら
慶
應
義
塾
の
教

育
・
研
究
を
支
え
続
け
た
。
蔵
書
の
増
加
に
応
じ
て
書
庫
の
増
改
築

を
重
ね
て
き
た
が
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
状
況
や
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
拡
大
へ
の
要
求
の
高
ま
り
か
ら
新
た
な
図
書
館
建
設
が
望
ま

れ
て
い
た
。
五
八
年
、
米
国
の
財
団
か
ら
資
金
援
助
が
受
け
ら
れ
る

可
能
性
が
浮
上
し
、
新
図
書
館
計
画
委
員
会
に
よ
る
新
図
書
館
建
設

計
画
案
が
作
ら
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
替
と
し
て
六

一
年
一
一
月
に
新
た
に
第
三
書
庫
が
増
築
さ
れ
、
隣
接
す
る
第
二
書

庫
と
の
間
の
行
き
来
の
た
め
に
ス
ロ
ー
プ
の
あ
る
廊
下
で
つ
な
が
れ

た
。
二
階
（
第
三
書
庫
三
階
）
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
や
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
六
五
年
に
は
三
階
雑
誌
室
（
第
三
書
庫

四
階
）
が
完
成
す
る
な
ど
、
第
三
書
庫
を
中
心
に
図
書
館
機
能
の
増

強
を
図
っ
て
い
っ
た
。

図
書
館
か
ら
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

　
三
田
で
は
新
図
書
館
建
設
に
進
展
が
な
い
中
、
研
究
室
棟
が
新
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
前
述
の
新
図
書
館
計
画
委
員
会
で

は
、
図
書
館
と
研
究
室
を
統
合
し
た
新
図
書
館
建
設
計
画
を
諦
め
、

機
能
の
一
体
化
と
組
織
強
化
を
基
本
構
想
と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
六
七
年
一
月
に
新
図
書
館
計
画
委
員
会
は
、「
研
究
・
教

育
情
報
セ
ン
タ
ー
委
員
会
」
に
改
称
さ
れ
た
。

　
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
資
料
は
図
書
館
、
研
究
室
、
研
究
所
な

ど
で
別
々
に
管
理
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
資
料
が
増
え
る
に
つ

れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
よ
り
効

率
的
な
情
報
提
供
や
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
へ
の
期
待
を
背
景

に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
の
資
料
の
収
集
・
整
理
・
管
理
の
統
合
を

目
標
と
す
る
図
書
館
組
織
の
改
編
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
研
究
室
職
員
に
も
司
書
資
格
を
持
つ
者
が
増
え
て
お
り
、

専
門
的
な
整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
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組
織
改
編
の
追
い
風
に
な
っ
た
。

　
六
八
年
一
二
月
、
佐
藤
朔
館
長
は
石
川
忠
雄
塾
長
に
「
慶
應
義
塾

研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
計
画
」
と
「
三
田
研
究
・
教
育
情
報
セ

ン
タ
ー
計
画
」
の
答
申
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
図
書
館
、
研
究
室
な
ど
の
図
書
館
施
設
を
で
き
る
だ
け
統

合
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
運
営
し
、
研
究
・
教
育
の
た
め

の
環
境
の
充
実
を
図
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
答
申
書
に
は
、
計
画

的
な
収
書
方
針
の
も
と
で
蔵
書
を
構
築
す
る
こ
と
、
開
架
制
を
推
進

し
て
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
、
機
械
化
を
進
め
て
効
率
的
に
デ
ー
タ

管
理
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
従
来
の
図
書
館
、
研
究
室
等
の
組
織
を
再

編
成
し
て
新
た
に
「
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
組
織
を

作
り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指
す
こ
と

に
な
っ
た
。
新
し
い
名
称
を
検
討
す
る
際
に
出
た
「
図
書
セ
ン
タ

ー
」
や
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
名
前
は
新
鮮
味
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
採
用
さ
れ
ず
、
当
時
の
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
「
情

報
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
の
名
称
変
更
は
、
図
書
館
職
員
に
専
門
職
と
し
て
の
役
割
を
強
く

求
め
る
そ
の
期
待
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
名
称
変
更
後
の
後
日
談
だ

が
、
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
で
は
図
書
館
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
に
く
く
、
外
部
の
人
に
説
明
す
る
際
に
は
「
要
す
る

に
図
書
館
の
こ
と
で
す
」
と
い
う
補
足
説
明
が
必
要
に
な
る
の
が
常

で
あ
っ
た
。
学
内
で
も
、
組
織
名
が
聞
き
慣
れ
な
い
名
称
に
変
わ
る

こ
と
に
抵
抗
感
を
持
つ
教
職
員
も
多
か
っ
た
。

　
六
九
年
四
月
に
は
「
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
準
備
本
部
（
準

備
事
務
室
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

す
べ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
及
ぶ
全
学
的
な
し
く
み
で
あ
っ
た
が
、
ま

ず
三
田
の
図
書
館
が
各
学
部
・
学
科
の
図
書
室
と
合
併
し
「
三
田
情

報
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
九
年
四
月
に
研

究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
準
備
事
務
室
の
諮
問
委
員
会
と
し
て
三
田

情
報
セ
ン
タ
ー
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
当
初
は
半
年
後
の
同

年
一
〇
月
に
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
学
園

紛
争
の
状
況
下
と
い
う
影
響
が
あ
り
、
ま
た
規
程
の
検
討
・
承
認
プ

ロ
セ
ス
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
七
〇
年
一
月
二
〇
日
の
評
議
員
会

で
の
可
決
を
経
て
七
〇
年
四
月
の
発
足
が
決
ま
っ
た
。

　
新
た
な
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
動
き
は
広
報
の
面
で
の

刷
新
に
も
つ
な
が
っ
た
。
七
〇
年
一
〇
月
に
は
利
用
者
向
け
の
図
書

館
機
関
誌
『
八
角
塔
』
の
後
継
誌
と
し
て
、『
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
』
第
一

号
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
はK

eio U
niversity Libraries &

 In-
form

ation Centers

の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
も
の
で
「
ク
ー
リ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
利
用
者
に
新
た
な
情
報
セ
ン
タ
ー
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
広
報
手
段
に
な
っ
た
。

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足

　
七
〇
年
四
月
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
前
年
六
月
に

慶
應
義
塾
図
書
館
長
に
就
任
し
た
高
鳥
正
夫
が
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー



第一章　研究・教育情報センターの設立と発展（一九七〇〜一九八九）

5

所
長
に
な
っ
た
。

　
制
定
さ
れ
た
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
規
程
で
は
「
慶
応
義
塾
図
書
館

（
三
田
）
と
慶
応
義
塾
大
学
研
究
室
（
三
田
）
の
図
書
・
資
料
を
収

集
し
」
と
さ
れ
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
図
書
館
と
研
究
室
の

資
料
の
統
合
・
集
中
化
が
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
の
主
眼
の
一
つ
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
三
田

地
区
所
在
の
研
究
所
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
機
関
の
図
書
・
資
料
の

収
集
・
整
理
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
、
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
け
る
学
術
資
源
の
一
括
管
理
と
そ
の
効
果
的
な
提
供
が
視
野

に
置
か
れ
て
い
た
。
当
時
は
図
書
館
と
研
究
室
の
蔵
書
を
一
元
的
に

管
理
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
他
大
学
に
先

駆
け
て
行
う
こ
と
は
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。

　
図
書
館
と
研
究
室
の
図
書
・
資
料
の
統
合
を
行
う
べ
く
、
三
田
情

報
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は
、
当
時
の
図
書
館
本
館
と
研
究
室
書
庫
棟
部

分
を
包
括
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
六
九
年
一
一
月
に
図
書
館
の
隣
に

建
設
さ
れ
た
三
田
の
新
研
究
室
棟
は
建
物
の
う
ち
図
書
館
に
近
い
部

分
が
書
庫
に
な
り
、
両
建
物
の
三
階
部
分
が
架
橋
（
渡
り
廊
下
）
で

つ
な
が
れ
た
。
雨
の
日
で
も
濡
れ
ず
に
研
究
室
と
図
書
館
の
行
き
来

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
利
用
・
運
用
管
理
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
同

時
に
、
研
究
室
書
庫
と
図
書
館
と
の
一
体
感
を
高
め
る
も
の
と
な
っ

た
。
組
織
の
面
で
は
、
図
書
館
所
属
の
職
員
に
加
え
て
、
研
究
室
棟

の
学
部
資
料
担
当
の
職
員
が
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
所
属
と
な
っ
た
。

組
織
構
成
と
し
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
部
と
テ
ク
ニ
カ
ル
サ

ー
ビ
ス
部
が
置
か
れ
た
。
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
以
前
は
運
用
部
と
呼

ば
れ
て
い
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
部
は
閲
覧
課
と
情
報
サ
ー
ビ
ス

担
当
で
、
従
来
整
理
部
と
呼
ば
れ
て
い
た
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部

は
収
書
課
と
整
理
課
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
総
務
課
、
複

写
・
印
刷
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
特
殊
資
料
担
当
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
と
テ
ク
ニ
カ
ル
と
い
う
用
語
に
よ
る
区
分
け
で
サ
ー
ビ

ス
を
捉
え
る
組
織
形
態
は
、
こ
の
時
に
始
ま
っ
た
。

　
図
書
館
か
ら
所
長
室
（
館
長
室
）、
総
務
課
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー

ビ
ス
部
の
事
務
室
が
研
究
室
棟
に
移
っ
た
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
部
は
図
書
館
と
研
究
室
棟
に
置
か
れ
、
閲
覧
課
は
図
書
館
に
第
一

閲
覧
、
研
究
室
に
は
第
二
閲
覧
と
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
い
た
。

　
研
究
室
棟
内
の
配
置
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

七
階

　
書
庫
（
法
学
部
図
書
）

六
階

　
法
学
資
料
室
（
カ
ウ
ン
タ
ー
、
事
務
室
、
逐
次
刊
行
物
）

五
階

　
経
商
資
料
室
（
カ
ウ
ン
タ
ー
、
事
務
室
、
逐
次
刊
行
物
）

四
階

　
書
庫
（
経
済
学
部
・
商
学
部
図
書
）

三
階

　
整
理
課
事
務
室
、
第
二
閲
覧
事
務
室
、
参
考
図
書
、
参

考
係
デ
ス
ク
、
複
写
印
刷
受
付

二
階

　
書
庫
（
文
学
部
図
書
）

一
階

　
収
書
課
事
務
室

地
下
一
階

　
所
長
室
、
本
部
事
務
室
、
総
務
事
務
室
、
印
刷
室

地
下
二
階
　
書
庫
（
文
学
部
資
料
、
個
人
文
庫
等
）

　
※
七
二
年
度
に
一
部
を
積
層
書
架
に
改
装
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新
た
に
発
足
し
た
収
書
課
で
は
、
図
書
館
と
研
究
室
の
図
書
予
算

を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
発
注
・
受
入
業
務
を
一
カ
所
で

ま
と
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
室
時
代
は
業
務
が
学
部
ご
と

の
縦
割
り
に
な
っ
て
い
た
が
業
務
内
容
で
分
け
る
こ
と
と
し
、
購
入

希
望
受
付
、
重
複
調
査
、
発
注
・
受
入
担
当
の
三
つ
の
担
当
が
設
け

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
学
部
で
購
入
す
る
資
料
を
他
学
部
の
利
用
者

も
利
用
で
き
る
よ
う
運
用
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
資
料
の
重
複
購
入

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
げ
た
。

分
類
表
の
見
直
し

　
三
田
で
は
資
料
の
整
理
を
一
カ
所
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
学

部
内
で
の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
図
書
を
他
学
部
所
属
者
も
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
資
料
整
理
に
用
い
る
分
類
表
の
統
一
に
つ
い

て
検
討
す
る
動
き
が
出
て
き
た
。

　
学
部
図
書
は
学
部
ご
と
（
文
学
部
は
専
攻
ご
と
）
に
独
自
の
簡
易

分
類
を
用
い
て
整
理
さ
れ
て
き
た
。
簡
易
分
類
は
主
題
の
範
囲
が
限

定
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
効
率
的
な
管
理
が
で
き
る
が
、

同
じ
分
類
番
号
の
図
書
が
増
え
て
く
る
と
分
類
の
意
味
を
な
さ
な
く

な
る
。
ま
た
、
同
じ
主
題
で
あ
っ
て
も
学
部
ご
と
に
異
な
る
分
類
番

号
で
あ
っ
た
た
め
、
横
断
的
に
資
料
を
探
す
こ
と
が
し
づ
ら
い
と
い

う
問
題
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
学
部
図
書
の
分
類
に
関
す
る
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
委
員

会
が
七
三
年
五
月
に
発
足
し
、
図
書
館
図
書
に
用
い
て
い
た
日
本
十

進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
ま
た
は
国
立
国
会
図
書
館
分
類
表
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
）
を
採
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
内
容
の
答
申
が
七
四
年
二

月
に
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
分
類
を
使
い
続
け
る
方

が
良
い
と
考
え
る
教
員
も
多
く
、
配
架
場
所
は
図
書
館
と
研
究
室
に

分
か
れ
て
い
る
た
め
、
異
な
る
分
類
で
あ
っ
て
も
大
き
な
支
障
は
な

い
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
学
部
図
書
に
対
し
て
は
そ
れ
ま
で
通
り
の

簡
易
分
類
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
図
書
館
が
出
来
る
ま
で

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
九
三
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
。
三
四
年
に
第

一
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
三
田
か
ら
大
学
予
科
一
年
生
が
移
っ
て
き
た
。

三
五
年
九
月
、
第
一
校
舎
一
〇
九
番
教
室
に
学
生
読
書
室
が
設
け
ら

れ
た
。
翌
年
四
月
に
第
二
校
舎
が
出
来
、
予
科
二
年
生
と
医
学
部
予

科
の
学
生
が
移
っ
て
き
た
。
そ
し
て
第
二
校
舎
一
階
の
西
北
側
に
大

学
予
科
図
書
室
が
出
来
た
。
二
十
坪
の
書
庫
に
蔵
書
が
九
千
冊
、
閲

覧
室
は
一
二
〇
坪
で
、
座
席
数
は
一
五
〇
席
だ
っ
た
。

　
五
〇
年
五
月
に
は
改
修
工
事
を
経
て
同
じ
場
所
に
、
職
員
六
名
で

運
営
す
る
「
慶
應
義
塾
図
書
館
日
吉
分
室
」
が
開
設
さ
れ
た
。
当
時

の
学
生
数
は
四
千
名
程
度
で
、
閲
覧
席
は
足
り
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
ほ
か
木
造
別
棟
に
は
、
事
務
室
と
教
員
読
書
室
が
別
に
設
け
ら
れ

て
い
た
。

　
五
五
年
度
に
は
医
学
部
進
学
課
程
の
設
置
、
五
七
年
度
に
は
商
学

部
と
工
学
部
計
測
工
学
科
の
開
設
な
ど
が
あ
り
、
学
生
数
は
急
増
、
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閲
覧
席
は
ま
す
ま
す
不
足
し
た
。
蔵
書
も
五
七
年
度
末
に
は
二
万
七

千
冊
に
な
り
、
図
書
室
か
ら
溢
れ
た
資
料
を
事
務
室
エ
リ
ア
に
配
架

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
当
時
の
野
村
兼
太
郎
図
書
館
長
は
、
五
六

年
一
一
月
に
日
吉
の
図
書
館
新
築
に
向
け
た
要
望
書
を
提
出
し
た
。

藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
の
建
設

　
慶
應
義
塾
創
立
百
年
に
あ
た
る
五
八
年
九
月
、
日
吉
分
室
か
ら
分

館
に
昇
格
し
た
図
書
館
が
開
館
、
一
〇
月
に
は
図
書
館
の
正
式
名
称

を
「
慶
應
義
塾
藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
」
と
す
る
命
名
式
が
行
わ
れ

た
。

　
図
書
館
の
建
設
費
用
は
、
五
七
年
七
月
に
慶
應
義
塾
藤
山
工
業
図

書
館
が
売
却
さ
れ
た
時
の
資
金
が
充
当
さ
れ
た
。
藤
山
工
業
図
書
館

の
建
物
は
藤
山
雷
太
氏
が
芝
区
白
金
に
建
て
た
私
設
図
書
館
で
、
四

四
年
三
月
に
ご
令
息
の
藤
山
愛
一
郎
氏
か
ら
慶
應
に
寄
贈
さ
れ
、
工

学
部
の
図
書
館
と
な
り
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
新
図
書
館

の
名
称
に
「
藤
山
」
の
名
が
残
っ
た
の
は
建
設
費
用
の
源
と
な
っ
た

元
の
建
物
の
寄
贈
者
へ
の
敬
意
の
表
れ
で
あ
る
。

　
図
書
館
は
半
地
下
、
地
上
二
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
独

立
棟
で
、
将
来
三
階
増
築
も
可
能
と
す
る
構
造
設
計
だ
っ
た
。
延
床

面
積
一
六
八
五
・
六
五
㎡
、
書
庫
は
三
四
〇
㎡
で
収
容
可
能
冊
数
は

約
十
万
冊
、
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
と
二
階
閲
覧
室
を
合
わ
せ
て
四

八
〇
㎡
、
座
席
数
は
三
〇
二
席
で
以
前
の
倍
に
な
っ
た
。

日
吉
研
究
室

　
戦
後
、
予
科
時
代
に
受
け
入
れ
た
蔵
書
の
う
ち
和
書
を
学
生
用
、

洋
書
を
研
究
室
用
に
分
け
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
三
田

と
違
っ
て
図
書
館
と
研
究
室
の
分
類
法
が
異
な
る
こ
と
は
な
く
、
Ｎ

Ｄ
Ｃ
に
よ
る
分
類
番
号
の
み
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
は
図
書

館
予
算
と
研
究
室
予
算
が
分
離
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
で
教
養
課
程
の

学
生
の
た
め
の
図
書
や
研
究
用
の
資
料
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　
五
一
年
五
月
、
旧
日
吉
寄
宿
舎
北
寮
に
教
員
研
究
室
、
書
庫
、
事

務
室
か
ら
な
る
日
吉
研
究
室
が
発
足
し
た
。
六
四
年
九
月
、
第
四
校

舎
北
側
の
増
築
部
分
が
研
究
室
棟
に
な
り
、
一
階
に
事
務
室
、
二
、

三
階
に
研
究
室
、
地
下
に
書
庫
が
出
来
た
。
六
七
年
七
月
に
は
綱
島

街
道
沿
い
、
研
究
室
棟
と
Ｔ
字
型
に
な
る
よ
う
な
位
置
に
四
階
建
て

の
新
研
究
室
棟
が
出
来
た
。
二
、
三
階
は
研
究
室
棟
と
渡
り
廊
下
で

結
ば
れ
、
教
員
用
の
相
部
屋
の
ほ
か
、
語
学
部
門
の
合
同
研
究
室
が

出
来
て
、
人
文
・
社
会
科
学
、
語
学
関
連
資
料
が
配
架
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
六
九
年
か
ら
の
学
園
紛
争
で
は
多
く
の
研
究
室
図
書
が

学
生
に
持
ち
出
さ
れ
て
紛
失
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
は
七
二
年
四
月
一
日
に
発
足
、
組
織
上
は
藤

山
記
念
日
吉
図
書
館
（
以
下
、
藤
山
記
念
図
書
館
）
と
日
吉
研
究
室

図
書
室
が
一
体
化
し
た
。
情
報
セ
ン
タ
ー
の
総
務
担
当
課
長
が
日
吉

研
究
室
主
事
を
兼
務
す
る
こ
と
で
情
報
共
有
は
容
易
に
な
っ
た
も
の
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の
、
事
務
室
は
依
然
と
し
て
藤
山
記
念
図
書
館
と
研
究
室
棟
に
分
か

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　
七
一
年
に
設
立
さ
れ
た
準
備
委
員
会
は
高
鳥
正
夫
研
究
・
教
育
情

報
セ
ン
タ
ー
所
長
が
委
員
長
と
な
り
、
藤
山
記
念
図
書
館
副
館
長
、

日
吉
研
究
室
運
営
委
員
長
を
幹
事
と
し
、
日
吉
主
任
、
各
部
門
主
査
、

図
書
館
関
係
者
な
ど
九
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
一
名
、
事
務
局
三
名
で
構

成
さ
れ
た
。
準
備
委
員
会
で
は
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
規
程
の
策
定
、

組
織
の
あ
り
方
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
発
足
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
た
。

　
蔵
書
構
築
に
お
い
て
は
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
調
整

が
図
ら
れ
た
。
藤
山
記
念
図
書
館
は
教
養
課
程
の
た
め
の
学
習
図
書

館
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
部
一
、
二
年
生
の

た
め
の
基
礎
的
な
資
料
、
語
学
視
聴
覚
資
料
な
ど
を
積
極
的
に
収
集

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
一
方
で
研
究
室
資
料
に
つ
い
て
は
、
目
録

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
相
互
利
用
が
促
進
さ
れ
た
。
三
田
と
同
様
、

情
報
セ
ン
タ
ー
化
に
は
図
書
館
と
研
究
室
間
で
の
不
要
な
重
複
購
入

の
回
避
、
分
類
・
目
録
作
業
の
標
準
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。

ま
た
、
日
吉
研
究
室
の
時
代
に
は
、
予
算
配
分
が
細
分
化
さ
れ
て
い

て
購
入
し
に
く
か
っ
た
複
合
主
題
の
資
料
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク

や
高
額
資
料
な
ど
の
購
入
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
吉
は
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学
部
・
研
究
科
か
ら
成
る
三
田

と
異
な
り
、
医
学
部
と
工
学
部
の
学
生
も
通
学
す
る
た
め
、
扱
う
主

題
が
多
分
野
に
亘
る
。
教
員
は
学
部
別
で
は
な
く
部
門
別
に
組
織
さ

れ
て
お
り
、
各
語
学
部
門
の
合
同
研
究
室
や
人
文
・
社
会
科
学
の
研

究
室
の
入
っ
た
新
研
究
室
棟
の
ほ
か
、
第
二
校
舎
（
生
物
学
、
物
理

学
、
化
学
）、
第
七
校
舎
（
数
学
）、
学
生
部
棟
（
心
理
学
、
美
術
）、

第
四
校
舎
倉
庫
跡
（
音
楽
学
）
な
ど
、
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ

ち
に
研
究
室
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
資
料
が
分
散
し
て
配

架
さ
れ
、
職
員
が
車
で
資
料
を
配
送
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
に
あ
た
り
、
事
務
室
の
改
修
が
行
わ
れ

た
。
第
四
校
舎
一
階
に
位
置
す
る
六
十
五
㎡
の
研
究
室
事
務
室
を
利

用
者
ス
ペ
ー
ス
（
教
員
閲
覧
室
）
に
変
更
、
そ
の
隣
の
一
七
番
教
室

一
三
〇
㎡
を
総
務
部
門
と
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
課
事
務
室
に
し

た
。
事
務
室
の
地
下
に
は
三
九
四
㎡
も
の
広
い
書
庫
が
あ
り
、
利
用

の
少
な
い
研
究
室
資
料
の
置
き
場
に
な
っ
て
い
た
。

　
藤
山
記
念
図
書
館
と
日
吉
研
究
室
に
所
属
し
て
い
た
職
員
が
同
じ

組
織
の
一
員
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
課
の
事
務
室
は
藤
山
記
念
図
書
館
に
あ
る
た

め
、
教
員
閲
覧
室
で
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
は
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ビ

ス
課
の
職
員
も
担
っ
た
。
さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
課
の
人

員
不
足
の
た
め
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
課
の
職
員
が
月
に
数
回
、

藤
山
記
念
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
補
助
に
入
る
体
制
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
以
降
、
藤
山
記
念
図
書
館
で
も
サ

ー
ビ
ス
の
近
代
化
を
進
め
て
い
っ
た
。
蔵
書
四
万
冊
を
開
架
式
に
変

更
、
事
務
室
の
一
部
を
利
用
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
を
拡
張
、
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さ
ら
に
雑
誌
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
改
善
を
進
め
た
。

一
方
、
研
究
室
側
で
も
、
新
着
雑
誌
を
中
心
と
し
た
研
究
者
用
閲
覧

室
の
設
置
、
研
究
室
書
庫
の
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
者
へ
の
開
放
、

コ
ピ
ー
機
の
設
置
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
進
め
た
。
し
か
し
職
員

数
の
不
足
が
続
き
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
と
は
言

い
難
か
っ
た
。

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
段
階
で
す
で
に
、
藤
山
記
念
図

書
館
、
研
究
室
書
庫
と
も
に
蔵
書
の
収
容
能
力
が
限
界
に
近
づ
い
て

い
た
た
め
、
ま
ず
は
学
習
図
書
館
と
研
究
図
書
館
の
機
能
を
併
せ
持

つ
新
図
書
館
の
建
設
が
切
望
さ
れ
た
。

　
当
時
、
日
吉
で
は
研
究
室
棟
や
事
務
棟
な
ど
数
多
く
の
施
設
の
新

設
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
と
も
に
総
合
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
新
図
書
館
建
設
は
先
送
り
に
な
っ
た
。

し
か
し
す
で
に
そ
の
時
、
新
図
書
館
の
建
設
場
所
の
候
補
地
と
し
て
、

そ
の
後
の
実
際
の
建
設
場
所
と
な
っ
た
銀
杏
並
木
と
第
四
校
舎
と
の

あ
い
だ
が
学
生
た
ち
の
利
用
し
や
す
さ
か
ら
は
適
当
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
当
時
の
記
録
が
あ
る
。

北
里
記
念
医
学
図
書
館

　
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現
在
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
北
里
記
念

医
学
図
書
館
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
三
階
建
て
、
延
床
面
積
八
八
〇
坪
の
建
物
で
、
三
一
年
に
逝

去
さ
れ
た
初
代
医
学
部
長
で
あ
っ
た
北
里
柴
三
郎
博
士
を
偲
ぶ
追
悼

事
業
の
募
金
を
財
源
と
し
た
。
建
て
ら
れ
た
当
初
は
委
託
と
い
う
形

で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
四
四
年
三
月
に
慶
應
義
塾
に
正
式
に
寄
付

さ
れ
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
や
そ
の
他
の

海
外
の
団
体
か
ら
の
資
料
寄
贈
を
受
け
、
ま
た
六
一
年
に
は
チ
ャ
イ

ナ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ボ
ー
ド
か
ら
の
財
政
支
援
で
内
部
改
装
工
事
に

着
手
し
、
約
八
十
坪
の
ス
ペ
ー
ス
を
拡
張
し
て
三
、
四
階
の
書
庫
を

整
備
す
る
な
ど
、
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
路
線

で
図
書
館
が
運
営
さ
れ
て
い
た
。

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
は
学
内
に
限
ら
ず
、
国
内
外
の
医
学
・
医

療
関
係
者
す
べ
て
に
公
開
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
医
学
専
門
図
書
館
と
し
て
、
医
学
・
医
療
関
係
資
料
の
収

集
・
提
供
と
い
う
通
常
の
図
書
館
業
務
に
留
ま
ら
ず
、
文
献
検
索
を

は
じ
め
多
種
多
様
な
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
日
本
医
学
図
書
館

協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
に
お
い
て
も
中
心
的
な
存
在
と
な
り
、
国
内
医

学
図
書
館
の
最
先
鋒
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
六
六
年
以
降
そ
の
業
務
は
国
際
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
Ｎ
Ｌ

Ｍ
（
米
国
国
立
医
学
図
書
館
）
の
日
本
代
理
部
と
な
り
、
Ｎ
Ｌ
Ｍ
が

提
供
す
る
医
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
へ
日
本
国
内

の
主
要
な
医
学
文
献
の
英
訳
索
引
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら

に
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
原
子
力
情
報
シ
ス
テ
ム
）
や
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
（
米

国
大
気
汚
染
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
国
際
機
関
へ
の
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
た
。
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業
務
内
容
は
ま
す
ま
す
拡
大
、
多
様
化
し
て
い
き
、
海
外
の
索
引

誌
や
抄
録
誌
か
ら
最
新
文
献
を
拾
い
出
す
文
献
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

検
索
結
果
の
パ
ン
チ
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
文
献
分
析
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
行
っ
た
。
文
献
分
析
サ
ー
ビ
ス
は
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に

関
す
る
文
献
を
継
続
的
か
つ
網
羅
的
に
収
集
し
、
抄
録
作
成
、
翻
訳

も
行
う
と
い
う
も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
者
に
は
学
内
の
研
究
会
、

外
部
の
病
院
、
製
薬
会
社
の
特
定
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
多
か
っ
た
。

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

　
七
〇
年
に
「
慶
應
義
塾
大
学
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
規
程
」

が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
七
一
年
四
月
に
北
里
記
念
医
学
図
書

館
は
組
織
名
を
「
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
」
へ
改
め
た
。
た
だ
し
設
立

時
の
覚
書
を
遵
守
し
北
里
博
士
の
名
も
残
す
必
要
も
あ
り
、「
医
学

情
報
セ
ン
タ
ー
（
北
里
記
念
医
学
図
書
館
）」
と
も
と
の
名
前
も
引

き
継
が
れ
た
。
こ
う
し
て
「
北
里
記
念
医
学
図
書
館
」
の
表
札
の
横

に
も
う
一
つ
、「
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
新
し
い
表
札
が
掲

げ
ら
れ
た
。
内
部
組
織
の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
従
来
の
総
務
部
、
整

理
課
、
運
用
課
の
一
部
二
課
制
は
、
総
務
担
当
、
資
料
サ
ー
ビ
ス
担

当
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
三
担
当
制
に
変
更
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
詳
細
は
本
章
第
二
節
三
「
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
譲
る

が
、
セ
ン
タ
ー
発
足
か
ら
一
年
後
の
七
二
年
四
月
、
外
山
敏
夫
常
任

理
事
を
設
立
発
起
人
代
表
と
し
て
、
医
学
・
医
療
情
報
を
提
供
す
る

専
門
機
関
と
な
る
財
団
法
人
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
た
。
図
書
館
地
下
一
階
の
八
十
坪
を
賃
貸
契
約
し

新
た
に
事
務
室
を
構
え
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
を
利
用
し
て

業
務
を
展
開
し
た
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
業
務
は
翻
訳
、
文
献
分
析
、
複
写
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

従
来
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
業
務
で
あ
っ
た
部
分
の
大
半
を
占
め
て

お
り
、
一
般
の
病
院
勤
務
医
、
開
業
医
、
医
薬
関
連
企
業
の
研
究
者

な
ど
、
主
と
し
て
学
外
者
を
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
し
て
い
た
。
情
報
サ

ー
ビ
ス
系
の
業
務
が
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
移
っ
た
こ
と
で
、
医
学
情
報
セ
ン

タ
ー
の
業
務
の
中
心
は
資
料
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
た
。

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
変
化

　
七
四
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
業
務
を
委
託
し
て
い
た
学
内
利
用
者
へ
の

文
献
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
附
属
収
益
事
業
と
し

て
再
開
し
た
。
初
年
度
は
約
六
万
八
千
件
、
五
十
四
万
枚
の
文
献
複

写
依
頼
が
あ
り
大
き
な
収
益
と
な
っ
た
。

　
徐
々
に
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
い
き
、
七
六
年
一
月
か
ら
は

新
着
雑
誌
の
目
次
の
コ
ピ
ー
を
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
シ
ー
ト
・
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
、
七
九
年
四
月
に
は
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
接
続
、
オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
検

索
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
）
を
学
内
利
用
者
に
限
定
し
て
開
始
し
た
。

　
ま
た
増
え
続
け
る
蔵
書
へ
の
対
応
と
し
て
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張

が
必
要
と
な
り
、
七
七
年
に
地
下
事
務
室
エ
リ
ア
に
収
容
能
力
三
万

冊
の
集
密
式
移
動
書
架
を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
、
書
庫
と
閲
覧
室
の
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窓
枠
を
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
す
る
な
ど
昭
和
初
期
以
来
の
施
設
・
設
備

の
改
善
も
進
め
ら
れ
た
。
八
〇
年
六
月
に
は
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
無
断
帯
出
防

止
装
置
）
が
設
置
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
っ
た
が
機
能
面
で
も
近

代
化
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。

理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
発
足

　
七
二
年
四
月
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
工
学
部
が
横
浜
市

日
吉
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
の
と
同

時
に
、
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
た
。
学
部
名
が
理
工
学
部

に
な
っ
た
の
は
八
一
年
で
あ
り
、
学
部
に
先
ん
じ
て
「
理
工
学
」
の

名
を
冠
し
た
こ
と
に
な
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
の
前
年
の
七
一
年
一

〇
月
に
は
、
新
し
く
建
て
ら
れ
た
松
下
記
念
図
書
館
で
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
て
い
た
。

　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
前
述
の
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
似
て
い

る
。
単
一
学
部
の
た
め
の
図
書
館
で
扱
う
主
題
が
限
ら
れ
て
お
り
、

利
用
者
数
も
三
田
、
日
吉
に
比
べ
て
少
な
い
分
、
専
門
性
に
特
化
し
、

特
に
研
究
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、
学
外
の

科
学
者
・
技
術
者
に
門
戸
を
広
げ
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
点
も

共
通
し
て
い
た
。

　
自
然
科
学
の
図
書
館
で
は
最
新
情
報
の
提
供
が
重
要
な
役
割
と
し

て
求
め
ら
れ
て
お
り
、
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
限
ら
れ
た
予
算

で
専
門
性
の
高
い
雑
誌
を
中
心
に
収
集
し
文
献
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
た
。
利
用
者
個
々
の
主
題
に
合
わ
せ
た
文
献
調
査
や
カ
レ
ン
ト

ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
、
学
術
雑
誌
の
目
次
を
提
供
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
シ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
そ
の
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
特
許
な
ど
の
技
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
理
工
学
分
野
特
有

の
も
の
で
あ
っ
た
。

二
　
新
図
書
館
の
建
設

三
田
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て

　
一
九
七
六
年
一
一
月
五
日
、「
新
図
書
館
・
研
究
室
棟
の
建
設
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
要
望
書
が
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
と
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
四
学
部
長
の
連
名
で
久
野
洋
塾
長
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が

発
端
と
な
り
新
図
書
館
建
設
に
向
け
た
計
画
の
策
定
が
具
体
化
し
て

い
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
阪
埜
光
男
学
務
担
当
理
事
を
委
員
長
、
各
学
部
長
を

主
な
委
員
と
す
る
「
新
図
書
館
・
研
究
室
棟
（
三
田
）
建
設
調
査
委

員
会
」
が
発
足
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
「
Ｌ
字
型
計
画
」
と
呼
ば
れ

る
、
研
究
室
棟
の
北
側
に
拡
張
す
る
形
で
新
図
書
館
を
建
設
す
る
構

想
の
実
現
を
前
提
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
室
棟
の
北
側

を
建
設
場
所
と
し
た
場
合
に
ど
の
く
ら
い
の
規
模
の
建
物
が
建
設
可

能
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
委
員
会
で
の
調
査
・

検
討
の
結
果
、
百
万
冊
を
収
容
、
座
席
数
一
千
席
の
閲
覧
室
を
持
つ

情
報
セ
ン
タ
ー
施
設
（
図
書
館
）
と
各
学
部
・
大
学
院
研
究
科
が
必

要
と
す
る
共
同
利
用
施
設
（
研
究
室
）
か
ら
成
る
複
合
施
設
を
、
延
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床
面
積
五
千
坪
程
度
の
建
物
と
し
て
八
一
年
三
月
ま
で
に
建
設
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
答
申
が
ま
と
め
ら
れ
、
七
七
年
五
月
に
提
出
さ
れ

た
。
し
か
し
、
建
設
予
定
地
と
さ
れ
た
敷
地
に
は
、
食
堂
（
山
食
）、

通
信
教
育
部
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
移
転

先
確
保
や
近
隣
民
家
の
日
照
権
交
渉
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
が
多
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

　
同
年
一
〇
月
、
五
月
に
交
代
し
た
石
川
忠
雄
塾
長
の
も
と
、
福
岡

正
夫
理
事
を
委
員
長
と
す
る
「
第
Ⅱ
期
新
図
書
館
・
研
究
室
棟
（
三

田
）
建
設
調
査
委
員
会
」
が
招
集
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
図

書
館
と
研
究
室
棟
を
融
合
さ
せ
る
Ｌ
字
型
計
画
か
ら
離
れ
、
よ
り
実

現
可
能
性
が
高
い
、
新
図
書
館
を
独
立
し
た
建
物
と
し
て
建
設
す
る

計
画
を
念
頭
に
置
い
て
検
討
さ
れ
た
。
新
図
書
館
が
建
設
さ
れ
れ
ば

研
究
室
棟
か
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
が
退
去
す
る
こ
と
に
な
り
、
研
究
室

部
分
が
実
質
的
に
拡
張
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
理
解
の
も
と

で
、
新
図
書
館
建
設
用
地
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　
新
図
書
館
の
敷
地
の
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
は
、（
Ａ
）
第

三
校
舎
を
取
り
壊
し
た
跡
地
、（
Ｂ
）
第
二
校
舎
を
取
り
壊
し
た
跡

地
、（
Ｃ
）
塾
監
局
前
の
緑
地
の
三
案
で
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
希
望

す
る
委
員
が
最
も
多
か
っ
た
Ａ
案
は
日
照
権
に
よ
る
日
影
規
制
の
理

由
で
除
外
さ
れ
た
。
さ
ら
に
Ｃ
案
は
規
模
が
二
千
五
百
坪
程
度
と
大

幅
に
縮
小
さ
れ
る
た
め
見
送
ら
れ
、
七
八
年
六
月
、
建
設
場
所
を
Ｂ

案
と
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
同
月
の
建
設
調
査
委
員
会
で
、
担
当
理
事
か
ら
新
図
書
館
建
設
の

提
案
が
な
さ
れ
た
。
第
二
校
舎
を
取
り
壊
し
そ
の
跡
地
に
図
書
館
を

建
て
る
と
い
う
内
容
（
Ｂ
案
）
で
、
こ
の
時
点
で
設
計
は
高
名
な
建

築
家
の
槇
文
彦
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
。
一
〇
月
に

建
設
委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
そ
の
後
槇
総
合
計
画
事
務
所
を
中
心
に

建
物
の
設
計
が
進
め
ら
れ
た
。
設
計
に
は
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要

望
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
第
一
次
案
が
提
出
さ
れ
た
際
、
斯
道
文
庫
、

古
文
書
室
、
塾
史
資
料
室
な
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
以
外
の
研
究
施
設
を

収
容
す
る
た
め
に
フ
ロ
ア
を
増
や
す
案
が
急
遽
浮
上
し
紛
糾
を
招
い

た
が
、
そ
の
後
基
本
設
計
を
見
直
し
、
増
設
す
る
フ
ロ
ア
は
研
究
室

資
料
を
配
架
す
る
「
総
合
資
料
室
」
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
決
着

し
た
。

　
七
九
年
三
月
に
最
終
的
な
新
図
書
館
基
本
設
計
案
が
ま
と
ま
り
、

建
設
委
員
会
か
ら
執
行
部
に
答
申
さ
れ
た
。
建
物
の
構
造
を
地
上
六

階
、
地
下
四
階
と
す
る
も
の
で
、
総
面
積
は
約
一
万
三
千
百
㎡
で
あ

っ
た
。
答
申
に
あ
た
っ
て
は
「
地
下
を
も
う
一
層
掘
っ
て
総
面
積
を

一
万
四
千
八
百
㎡
前
後
と
す
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
」
と
い
う
一

文
が
申
し
送
り
と
し
て
進
言
さ
れ
た
。
新
図
書
館
建
設
に
よ
っ
て
一

時
的
に
書
庫
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
も
の
の
そ
れ
は
永
続
的
な
も
の
で

は
な
く
、
新
た
な
図
書
館
に
は
よ
り
広
い
書
庫
ス
ペ
ー
ス
が
望
ま
れ

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
新
図
書
館
は
地
上
六
階
、
地

下
五
階
の
構
造
と
な
っ
た
。「
も
う
一
層
掘
ら
れ
た
」
地
下
五
階
は

そ
の
後
、
洋
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
た
め
の
フ
ロ
ア
と
し
て
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
る
。
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新
図
書
館
建
設
計
画
は
七
九
年
一
二
月
の
理
事
会
、
八
〇
年
一
月

の
評
議
員
会
に
お
い
て
最
終
的
に
承
認
さ
れ
た
。
同
年
二
月
に
は
工

事
場
所
と
な
る
第
二
校
舎
跡
地
で
新
図
書
館
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、
八

〇
年
三
月
に
工
事
着
工
と
な
っ
た
。
着
工
に
先
立
っ
て
七
九
年
七
月

の
時
点
で
、
近
隣
住
民
へ
の
新
図
書
館
建
設
計
画
の
周
知
を
行
う
た

め
、
東
西
南
北
の
各
門
に
建
設
計
画
が
掲
示
さ
れ
た
。
工
事
完
了
の

予
定
は
八
一
年
一
二
月
と
さ
れ
た
。

　
新
図
書
館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
を
研
究
・
教
育
の
た
め
に

い
か
に
使
い
や
す
く
、
同
時
に
い
か
に
管
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
配

置
す
る
か
な
ど
運
用
の
面
で
の
体
制
整
備
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

役
割
を
担
っ
た
の
が
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
も
と
に
設
け
ら

れ
た
特
別
委
員
会
で
あ
る
。
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
新
図
書
館
四

階
に
新
た
に
設
置
さ
れ
る
総
合
資
料
室
の
基
本
原
則
、
ま
た
現
図
書

館
お
よ
び
新
図
書
館
の
書
庫
内
に
お
け
る
図
書
の
配
置
に
関
す
る
基

本
原
則
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
各
学
部
の
図
書
の
配
置
場
所
が
決
ま
っ

て
い
っ
た
。
利
用
規
則
の
作
成
は
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
進

め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
八
〇
年
七
月
の
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、
図

書
館
の
名
称
を
「
慶
應
義
塾
図
書
館
（
新
館
）」
と
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　
新
館
建
設
工
事
は
予
定
通
り
完
了
し
、
七
九
年
一
二
月
八
日
に
新

館
内
で
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
八
二
年
二
月
か
ら
、
資

料
の
移
転
作
業
、
什
器
の
搬
入
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
た
。
什

器
は
既
成
の
家
具
も
あ
っ
た
が
、
新
館
の
意
匠
・
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ

せ
た
特
注
家
具
も
多
く
用
い
ら
れ
た
。

三
田
の
慶
應
義
塾
図
書
館
（
新
館
）
開
館

　
三
田
山
上
に
慶
應
義
塾
図
書
館
が
開
館
し
て
か
ら
七
〇
年
が
過
ぎ

た
八
二
年
四
月
八
日
、
待
望
の
図
書
館
新
館
が
開
館
し
た
。
図
書
館

長
は
十
三
年
務
め
た
高
鳥
正
夫
か
ら
四
月
一
日
に
就
任
し
た
大
江
晁

に
交
代
し
た
。
総
面
積
一
五
、一
九
三
㎡
と
な
る
新
館
は
、
そ
れ
ま

で
の
図
書
館
（
図
書
館
旧
館
）
の
約
二
・
四
倍
の
面
積
を
持
ち
、
日

本
の
大
学
図
書
館
と
し
て
は
当
時
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。
新

図
書
館
の
御
披
露
目
と
し
て
、
開
館
前
日
の
四
月
七
日
に
披
露
式
典

が
西
校
舎
五
一
七
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
一
一
時
四
〇
分
に
正
面

玄
関
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
引
き
続
き
館
内
二
階
閲
覧
室
で
の
開

館
披
露
宴
と
続
い
た
。
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
見
学
会
に
は
約
三
百
名

に
の
ぼ
る
学
内
外
の
関
係
者
が
参
加
し
た
。
開
館
後
は
国
内
外
の
図

書
館
関
係
者
の
み
な
ら
ず
建
築
関
係
者
含
め
、
半
年
間
で
二
千
人
近

く
の
見
学
者
が
来
館
し
た
。

　
新
館
は
二
十
年
間
の
使
用
を
想
定
し
た
広
さ
と
設
備
を
備
え
た
も

の
で
、
収
容
能
力
は
一
一
五
万
冊
、
旧
館
六
十
万
冊
と
研
究
室
棟
書

庫
十
五
万
冊
を
加
え
る
と
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
合
計
一
九
〇
万
冊
を

収
容
可
能
な
書
庫
が
確
保
さ
れ
た
。
当
時
の
蔵
書
数
一
〇
五
万
冊
で

の
使
用
率
は
五
十
五
％
と
な
り
、
新
館
開
設
に
よ
り
書
庫
ス
ペ
ー
ス

は
大
幅
に
拡
張
さ
れ
た
。
座
席
数
も
五
九
四
席
（
学
部
生
が
利
用
で

き
る
座
席
数
五
六
二
）
か
ら
一
、〇
九
九
席
（
同
八
七
〇
）
に
増
え
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た
。
さ
ら
に
全
館
空
調
完
備
と
な
り
、
教
室
棟
・
事
務
棟
に
ま
だ
冷

房
設
備
が
行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
最

も
居
心
地
の
良
い
空
間
と
な
っ
た
。

　
新
館
は
以
下
の
フ
ロ
ア
構
成
と
な
っ
た
。

六
階
　
所
長
室
、
事
務
室
（
本
部
、
総
務
、
収
書
、
整
理
）

五
階
　
図
書
館
・
情
報
学
資
料
室
、
情
報
処
理
室
、
研
修
室
、

貴
重
書
室

四
階
　
総
合
資
料
室
（
旧
経
商
資
料
室
・
旧
法
学
資
料
室
資
料
）

三
階

　
雑
誌
室

二
階

　
閲
覧
室
（
一
部
に
学
習
用
図
書
を
配
置
）、
グ
ル
ー
プ

学
習
室

一
階

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
、
目
録
ホ
ー
ル
、
複
写
セ
ン
タ

ー
、
事
務
室
（
選
書
、
閲
覧
）

地
下
一
階

　  

書
庫
（
図
書
館
図
書
）、 

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
、
視
聴
覚
室

地
下
二
階

　
書
庫
（
図
書
館
図
書
）

地
下
三
階

　
書
庫
（
文
学
部
・
法
学
部
図
書
）

地
下
四
階

　  

書
庫
（
和
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
） 

※
電
動
集
密
書
庫

地
下
五
階

　
書
庫
（
洋
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
）

　
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
土
地
が
狭
い
た
め
に
垂
直
方
向
に
層
を
重
ね

る
建
物
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
右
記
の
フ
ロ
ア
構
成
の
通
り
、
下
半

分
を
書
庫
と
し
て
地
下
深
く
に
埋
め
る
作
り
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ほ
か
の
建
物
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
高
さ
を
下
げ
る
と

い
う
配
慮
が
あ
っ
た
。

図
書
館
旧
館
の
改
修

　
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
図
書
館
の
本
館
と
し
て
の
機
能
は
新

館
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
本
館
と
し
て
の
役

割
か
ら
解
放
さ
れ
た
図
書
館
旧
館
に
対
し
て
も
、
新
館
の
開
設
が
一

段
落
し
た
八
二
年
一
〇
月
以
降
、
改
修
工
事
と
資
料
の
再
配
置
が
実

施
さ
れ
た
。

　
運
用
の
面
で
も
っ
と
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
旧
館
の
図
書
館

使
用
部
分
が
三
つ
の
書
庫
棟
の
み
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た

め
利
用
者
用
の
出
入
口
は
、
従
来
の
旧
館
の
正
面
玄
関
で
は
な
く
、

建
物
の
西
側
側
面
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
研
究
室
棟
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
を
考
慮
し
第
三
書
庫
三
階
に
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す
る
場
所
と
し
て
空
調
設
備
も
整
え
ら
れ
た
。
書

庫
内
の
設
備
改
修
も
行
わ
れ
、
第
一
書
庫
と
第
二
書
庫
で
は
書
架
を

木
製
か
ら
ス
チ
ー
ル
製
に
置
き
換
え
、
第
三
書
庫
で
は
一
、
二
階
に

小
閲
覧
室
を
設
け
た
。
ま
た
改
修
工
事
で
は
、
戦
災
に
よ
り
形
状
が

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
屋
根
も
復
旧
さ
れ
た
。

　
資
料
に
つ
い
て
は
再
配
置
の
作
業
期
間
中
は
利
用
で
き
な
く
な
る

た
め
、
速
や
か
な
移
動
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
研
究
室
棟
書
庫
に

配
架
さ
れ
て
い
た
経
済
学
部
と
商
学
部
の
図
書
を
八
二
年
一
〇
月
初

め
か
ら
旧
館
に
移
転
、
同
月
一
五
日
に
は
利
用
を
開
始
し
た
。
旧
分
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類
の
図
書
館
図
書
の
再
配
置
も
実
施
さ
れ
、
一
一
月
に
は
利
用
を
再

開
し
た
。
図
書
館
旧
館
の
改
修
工
事
は
一
二
月
に
完
了
し
、
新
館
開

設
に
と
も
な
う
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
た
な
資
料
配
置
は
以

下
の
よ
う
に
な
っ
た
。

新
館
　
図
書
館
図
書
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）、
学
部
図
書
（
文
・
法
学
部
）、

雑
誌
、
参
考
図
書
、
貴
重
書
、
教
養
図
書
、
マ
イ
ク
ロ

資
料
ほ
か

旧
館

　
図
書
館
図
書
（
旧
分
類
）、
学
部
図
書
（
経
済
・
商
学

部
ほ
か
）、
議
会
資
料
、
学
位
論
文
ほ
か

　
ま
た
、
旧
館
で
は
そ
れ
ま
で
図
書
館
で
使
用
し
て
い
た
ス
ペ
ー
ス

が
別
の
用
途
、
施
設
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
斯
道
文
庫
（
大
学
附
属
研
究
所
）
が
一
階
か
ら
移
り
、
第
二
・
第

三
書
庫
の
四
階
フ
ロ
ア
お
よ
び
屋
根
裏
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
く
の
学
生
に
利
用
さ
れ
て
い
た
二
階
の
大
閲
覧
室
・
小
閲
覧
室
は

そ
れ
ぞ
れ
慶
應
義
塾
の
会
議
室
と
な
っ
た
。
旧
館
南
東
角
に
あ
る
八

角
塔
の
部
分
は
、
図
書
館
関
連
で
は
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
本

節
四
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
」
参
照
）
の
配
架
場
所
お
よ
び
泉
鏡

花
の
遺
品
の
展
示
場
所
と
し
て
使
用
を
継
続
し
た
が
、
一
階
の
か
つ

て
複
写
・
印
刷
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
場
所
は
福
沢
記
念
室
と
な
っ
た
。

正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
の
旧
閲
覧
事
務
室
と
一
階
南
書
庫
は

塾
史
資
料
室
（
八
三
年
四
月
か
ら
は
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
な
っ

た
。
地
下
一
階
自
習
室
は
文
学
部
民
族
学
・
考
古
学
専
攻
の
資
料
室

と
な
り
、
さ
ら
に
地
下
ホ
ー
ル
が
新
設
さ
れ
た
。
図
書
館
の
象
徴
的

な
存
在
で
あ
っ
た
目
録
ボ
ッ
ク
ス
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
か
ら
撤

去
さ
れ
、
建
物
内
の
雰
囲
気
が
一
変
し
た
。

窮
屈
な
藤
山
記
念
図
書
館

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
藤
山
記
念
図
書
館
が
出
来
た
五
八
年
当

時
、
利
用
の
多
く
が
館
内
閲
覧
だ
っ
た
た
め
、
六
一
年
に
は
す
で
に

座
席
数
が
不
足
し
始
め
、
閲
覧
室
の
拡
張
に
取
り
組
み
始
め
た
。
六

九
年
度
か
ら
工
学
部
二
年
生
の
授
業
も
日
吉
で
行
う
こ
と
に
な
り
、

第
六
、
第
七
校
舎
が
新
設
さ
れ
た
。
学
生
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、

藤
山
記
念
図
書
館
も
当
初
の
設
計
通
り
三
階
の
増
築
を
計
画
、
さ
ら

に
二
階
の
拡
張
、
書
架
の
積
層
化
な
ど
を
行
い
、
座
席
数
も
六
六
六

席
に
増
や
す
計
画
を
立
て
た
。
計
画
は
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
す
ぐ
に

は
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
七
一
年
に
は
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
五
九
九

㎡
に
、
座
席
数
は
三
九
四
席
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
蔵
書
も
七
万

四
千
五
百
冊
、
職
員
は
十
八
名
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
七
二
年

以
降
、
資
料
の
利
用
は
閲
覧
室
と
書
架
の
間
を
金
網
で
仕
切
り
、
出

入
口
に
閲
覧
受
付
を
設
け
る
「
安
全
開
架
式
」
に
な
っ
た
が
、
利
用

者
と
資
料
の
増
加
に
よ
り
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
・
ス
ペ
ー
ス
不
足

と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
は
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
を
維
持
す
る
の
が

精
一
杯
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
状
況
改
善
が
望

ま
れ
た
。

　
七
八
年
に
は
藤
山
記
念
図
書
館
の
大
改
装
を
行
っ
た
。
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
五
名
の
職
員
だ
け
で
一
階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
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ー
ナ
ー
と
二
階
の
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
を
二
階
に
移
動
す
る
こ
と
で
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
を
二
階
に
集
中
化
し
た
。
さ
ら
に
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

を
設
置
し
荷
物
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
書
庫
と
座
席
数
の
不
足
と
い
う
問
題
は
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、

八
〇
年
の
『
慶
應
義
塾
大
学
報
』
や
『
塾
』
に
は
藤
山
記
念
図
書
館

の
窮
状
を
訴
え
る
記
事
が
散
見
さ
れ
て
い
た
。

日
吉
の
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て

　
七
九
年
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
・
研
究
や
施
設
な
ど
に
か
か

わ
る
問
題
を
検
討
す
る
「
日
吉
問
題
検
討
委
員
会
」
が
発
足
、
施
設

の
一
つ
と
し
て
図
書
館
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
の
検
討
に
よ
り
、
八
一
年
一
一
月
に
「
日
吉
図
書
館
建
設
委
員

会
」
が
発
足
、
日
吉
の
新
し
い
図
書
館
の
規
模
、
設
備
な
ど
に
つ
い

て
議
論
し
た
。

　
委
員
会
は
情
報
セ
ン
タ
ー
、
管
財
部
の
職
員
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

委
員
長
を
含
め
て
総
勢
四
十
三
名
と
い
う
大
所
帯
だ
っ
た
。
委
員
長

で
当
時
の
理
事
は
『
慶
應
義
塾
日
吉
図
書
館
開
館
二
〇
年
記
念
誌
』

の
中
で
、「
素
晴
ら
し
い
提
案
が
あ
っ
て
も
、
決
め
ら
れ
た
予
算
額

を
超
え
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
で
大
変
だ
っ
た
」
と

書
い
て
い
る
。
二
十
億
円
と
い
う
当
初
の
予
算
内
で
基
本
設
計
案
を

吸
収
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
二
年
三
月
に
は
慶
應

義
塾
創
立
一
二
五
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
日
吉
図
書
館
の
建

設
が
正
式
決
定
さ
れ
、
八
三
年
二
月
に
基
本
設
計
が
完
成
し
た
。
九

月
に
は
建
設
計
画
が
承
認
さ
れ
、
地
鎮
祭
を
行
っ
た
。

日
吉
の
新
図
書
館
開
館

　
三
田
の
新
図
書
館
開
館
か
ら
三
年
後
の
八
五
年
四
月
九
日
、
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
待
望
の
新
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
図
書
館
棟
地

下
に
相
当
す
る
フ
ロ
ア
に
事
務
部
門
が
入
る
こ
と
に
な
り
、
正
式
に

は
日
吉
図
書
館
・
事
務
棟
と
な
っ
た
。
七
二
年
に
日
吉
情
報
セ
ン
タ

ー
が
設
立
さ
れ
て
以
降
も
長
ら
く
藤
山
記
念
図
書
館
と
第
四
校
舎
の

研
究
室
の
二
カ
所
に
分
散
し
て
い
た
図
書
館
機
能
が
よ
う
や
く
一
カ

所
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
三
田
の
図
書
館
新
館
と
同
じ
槇
文
彦
氏
に
よ
る
設
計
で
あ
っ
た
が
、

重
厚
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
三
田
に
比
べ
、
明
る
い
デ
ザ
イ
ン
で
開
放

的
な
図
書
館
に
な
っ
た
。
衛
藤
駿
所
長
が
「
外
観
と
内
部
空
間
は

『
知
識
の
杜
を
逍
遥
す
る
若
者
た
ち
の
思
索
の
旅
』
に
ふ
さ
わ
し
く
、

樹
木
や
船
の
イ
メ
ー
ジ
が
造
形
化
さ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
と
の
調

和
も
素
晴
ら
し
い
も
の
」
と
当
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
自
身
の
印
象

を
残
し
て
い
る
。

　
日
吉
図
書
館
の
建
物
は
地
下
一
階
、
地
上
四
階
建
て
で
、
三
田
新

館
の
三
分
の
二
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
収
容
冊
数
は
学
生
用
資
料
、

研
究
者
用
資
料
そ
れ
ぞ
れ
に
二
十
万
冊
ず
つ
、
合
計
計
四
十
万
冊
で

三
田
新
館
の
三
分
の
一
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
座
席
数
は
三
田
よ
り

多
い
一
、二
〇
三
席
、
学
生
数
の
十
五
％
相
当
を
確
保
す
る
こ
と
が
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で
き
た
。
開
館
当
初
の
フ
ロ
ア
構
成
は
以
下
で
あ
る
。

四
階
　
研
究
者
用
フ
ロ
ア
、
事
務
室

三
階
　
書
庫
（
学
習
用
図
書
）、
閲
覧
席
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
、

グ
ル
ー
プ
学
習
室

二
階
　
書
庫
（
学
習
用
図
書
）、
閲
覧
室
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
、

喫
煙
室

一
階
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
、
目
録
ホ
ー
ル
、
複
写
室
、 

事
務
室
（
閲
覧
、
収
書
・
整
理
、
総
務
）

地
下
一
階

　
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
、
情
報
処
理
室

　
日
吉
図
書
館
は
一
階
か
ら
三
階
ま
で
が
学
習
図
書
館
、
四
階
が
研

究
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、
四
階
に
は
念
願
だ
っ
た
教
員
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
作
り
、
ス
タ
ッ
フ
を
配

置
し
た
。

　
新
図
書
館
の
課
題
は
学
習
図
書
館
と
し
て
の
利
用
の
活
性
化
だ
っ

た
。
授
業
に
必
要
な
資
料
を
中
心
に
収
集
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
合

わ
な
く
な
っ
た
も
の
や
利
用
頻
度
が
少
な
く
な
っ
た
も
の
な
ど
は
積

極
的
に
入
替
え
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
常
に
新
鮮
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
日
吉
図
書
館
が
出
来
て
も
依
然
と
し
て
図
書
館
外
に
配
架
さ
れ
て

い
る
資
料
群
が
あ
っ
た
。
第
二
校
舎
の
研
究
室
（
化
学
、
物
理
学
、

生
物
学
）
や
第
八
校
舎
の
研
究
室
（
美
術
、
音
楽
学
、
心
理
学
）、

第
七
校
舎
に
あ
る
数
学
研
究
室
な
ど
に
研
究
室
資
料
が
分
散
配
架
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
管
理
を
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
藤
山
記
念
図
書
館
は
、
日
吉
図
書
館
へ
の
移
転
後
も
、
地
下
書
庫

約
二
六
〇
㎡
を
保
存
書
庫
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
五

年
六
月
に
は
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
新
設
、
藤
山
記
念
館
と
し
て
教
職
員
、

学
生
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

工
学
部
図
書
館
の
変
遷

　
一
九
三
九
年
六
月
、
藤
原
銀
次
郎
を
理
事
長
、
小
泉
信
三
塾
長
を

学
長
と
し
た
藤
原
工
業
大
学
が
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
部
に
開
校
し
、

そ
の
後
四
四
年
八
月
に
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
と
な
っ
た
。
工
学
部

で
の
図
書
館
の
起
源
と
な
る
、
徳
川
武
定
子
爵
旧
蔵
の
「
戸
定
文

庫
」
を
中
心
と
し
た
資
料
室
が
校
舎
の
一
角
に
あ
っ
た
が
、
四
五
年

四
月
の
空
襲
に
よ
り
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　
一
方
、
芝
区
白
金
に
あ
っ
た
藤
山
雷
太
氏
が
設
立
し
た
私
設
図
書

館
「
藤
山
工
業
図
書
館
」
が
四
四
年
三
月
、
慶
應
義
塾
に
寄
贈
さ
れ

工
学
部
の
図
書
館
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
日
本
で
唯
一
の
理
工
学

専
門
図
書
館
だ
っ
た
。
そ
の
後
四
九
年
に
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
小

金
井
へ
の
移
転
が
決
ま
り
、
藤
山
工
業
図
書
館
は
そ
の
役
割
を
終
え

閉
館
と
な
っ
た
。

　
五
二
年
四
月
に
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
た
な
図
書
室
が
開
設
さ

れ
、
五
八
年
か
ら
は
中
央
図
書
館
（
三
田
）
小
金
井
分
室
に
改
称
さ

れ
た
。
六
四
年
の
増
築
を
経
て
六
五
年
一
〇
月
に
慶
應
義
塾
工
学
図

書
館
と
な
り
、
初
代
館
長
に
高
橋
吉
之
助
が
就
任
し
た
。
当
時
は
延

床
面
積
三
五
〇
㎡
、
座
席
数
八
十
席
、
収
容
冊
数
二
万
四
千
冊
の
小
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さ
な
図
書
館
だ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
専
門
の
図
書
館
職
員
が
配
置

さ
れ
、
以
前
は
閉
鎖
的
で
資
料
室
と
し
て
の
機
能
し
か
持
た
な
か
っ

た
保
存
中
心
の
図
書
室
か
ら
、
開
架
式
で
相
互
貸
借
も
行
う
サ
ー
ビ

ス
志
向
型
の
図
書
館
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

松
下
記
念
図
書
館
の
設
立

　
そ
の
後
工
学
部
が
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
横
浜
市
日
吉
の
矢
上

台
に
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
新
図
書
館
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
（
後
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
）

か
ら
建
設
費
用
全
額
の
寄
付
を
受
け
て
建
設
さ
れ
、
七
一
年
一
〇
月

四
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
鉄
筋
三
階
建
て
の
煉
瓦
色
の
建

物
は
「
松
下
記
念
図
書
館
」
と
命
名
さ
れ
た
。
小
金
井
時
代
の
図
書

館
に
比
べ
閲
覧
席
は
約
三
倍
、
収
容
能
力
は
約
四
倍
に
な
り
、
当
時

単
一
学
部
の
図
書
館
と
し
て
は
国
内
有
数
の
規
模
を
誇
っ
た
。
蔵
書

の
中
核
と
な
っ
た
の
は
学
術
雑
誌
で
、
特
に
ロ
シ
ア
語
雑
誌
の
量
は

国
立
国
会
図
書
館
に
並
ぶ
と
さ
れ
て
い
た
。
旧
藤
山
工
業
図
書
館
お

よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
移
管
資
料
を
中
心
に
約
六
万
冊
の
蔵
書
が

収
容
さ
れ
た
。

理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
保
存
書
庫
の
設
置

　
八
一
年
四
月
、
工
学
部
は
新
た
に
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
と
し

て
開
設
さ
れ
た
。

　
八
万
八
千
冊
の
収
容
能
力
が
あ
っ
た
書
庫
も
次
第
に
不
足
し
始
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
習
室
の

ス
ペ
ー
ス
を
削
減
し
て
書
架
を
増
設
し
た
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
移
管
資

料
の
受
入
を
中
止
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

八
二
年
か
ら
八
三
年
に
は
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
三
十
二
棟
に
あ
る
倉
庫

の
一
部
を
保
存
場
所
と
し
、
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
約
二
万
一
千

冊
を
収
容
し
出
納
利
用
で
対
応
し
た
。
さ
ら
に
八
七
年
三
月
か
ら
九

〇
年
二
月
ま
で
、
隣
接
す
る
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
藤
山
記
念
館
な
ど

に
も
資
料
の
一
部
を
移
動
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
八
九
年
に
工
学
部
創
立
五
〇
年
記
念
事
業

と
し
て
食
堂
、
教
職
員
談
話
室
や
会
議
室
か
ら
な
る
厚
生
棟
が
新
設

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
厚
生
棟
内
に
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
保
存
書

庫
が
設
置
さ
れ
た
。
四
階
建
て
の
厚
生
棟
の
地
下
一
階
に
設
け
ら
れ

た
保
存
書
庫
は
、
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
「
別
館
」
と
な
り
、
情

報
セ
ン
タ
ー
の
一
階
と
廊
下
で
結
ば
れ
た
こ
と
で
利
便
性
の
高
い
書

庫
と
な
っ
た
。

三
　
機
械
化
の
足
音

最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　
慶
應
義
塾
大
学
で
図
書
館
業
務
を
機
械
化
す
る
試
み
は
北
里
記
念

医
学
図
書
館
（
現
在
の
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
始
ま
っ

た
。
同
館
で
は
一
九
六
七
年
度
か
ら
、
工
学
部
管
理
工
学
科
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
東
京
芝
浦
電
気
株
式
会
社
（
現
東
芝
）
のT

O
S-
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B
A
C-5400

シ
リ
ー
ズ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
雑
誌
受
入
管
理
シ
ス
テ
ム
（SR

CC system
: Serials R

e-
cord Control system

 on Com
puter

）
と
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｓ: A

utom
atic Literature Indexing-Searching 

System

）
の
開
発
・
研
究
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
七
一
年
に
は

雑
誌
受
入
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
利
用
し
て
、
同
館
所
蔵
の
洋
雑

誌
目
録
を
作
成
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
後
の
八
〇
年
四
月
に
は
、

受
入
収
集
管
理
業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
処
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｃ
Ｓ 

Ａ
Ｃ
Ｑ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
（M

Edical Library and In-
form

ation Center A
utom

atic Control System
, A

CQ
uisi-

tion Sub sY
Stem

））
を
稼
働
さ
せ
た
。
資
料
の
発
注
、
重
複
調

査
、
受
入
、
登
録
、
会
計
な
ど
一
連
の
処
理
が
行
え
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
中
心
と
な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
書
架
目
録
を
機
械
可
読
化

し
た
も
の
で
、
他
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
も
共
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

当
初
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｃ
Ｓ
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
計
算
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
汎
用
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（FA

CO
M

-M
180

）
と

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
端
末
を
公
衆
通
信
回
線
で
接
続
し
て
使
用

し
て
い
た
。
プ
リ
ン
タ
は
図
書
館
内
に
は
な
く
、
別
の
建
物
に
出
力

物
を
取
り
に
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
バ
ッ
チ
処
理
で
は

な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
を
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
字
デ
ー
タ
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
和
書
の
デ

ー
タ
は
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
し
て
い
た
。

　
八
一
年
一
〇
月
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
部
に
新
た
に
設
置
さ
れ
たM

E
L-

CO
M

-CO
SM

O
 700 Ⅲ

を
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
専
用
回
線
で
接
続
さ
れ
た
端
末
と
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
が

館
内
に
も
設
置
さ
れ
、
利
便
性
が
向
上
し
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ａ
Ｃ

Ｓ
は
図
書
館
業
務
の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
志
向
し
て
お
り
、
八
三

年
度
に
は
目
録
管
理
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
お
よ
び
雑

誌
管
理
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
の
稼
働
を
開
始
し
た
。

三
田
に
お
け
る
初
期
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　
三
田
で
は
、
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
名
称
を
打
ち
立
て
、

六
九
年
ご
ろ
か
ら
業
務
機
械
化
に
着
手
し
た
。

　
七
〇
年
四
月
に
は
図
書
予
算
を
管
理
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
ビ
ッ
ク
、

B
udget Inform

ation Control on Com
puter

）
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
図
書
予
算
の
使
用
状
況

を
月
ご
と
に
把
握
し
た
り
、
業
者
（
書
店
）
へ
の
月
々
の
支
払
い
額

を
算
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
利
用
し
て
統
計
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
支
払

い
関
係
の
数
値
デ
ー
タ
や
業
者
・
予
算
等
の
コ
ー
ド
類
の
み
を
扱
い
、

書
誌
情
報
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
そ
の
後
、
改
良
を

重
ね
長
き
に
亘
っ
て
使
わ
れ
た
。

　
次
に
開
発
さ
れ
た
の
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
ピ
ッ
ク
、Periodicals In-

form
ation Control on Com

puter

）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
三
田
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だ
け
で
は
な
く
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
セ
ン
タ
ー
や
諸
研
究
所
を
含

む
学
内
で
所
蔵
す
る
雑
誌
の
総
合
目
録
（
タ
イ
ト
ル
順
リ
ス
ト
）
を

作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
七
一
年
八
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
。

書
誌
情
報
に
は
漢
字
を
含
ま
ず
、
和
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
等
は
ロ
ー
マ

字
で
表
記
し
て
い
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
原
則
と
し
て
年
一
回
、
改
定

版
が
出
力
さ
れ
、
八
八
年
ま
で
使
わ
れ
た
。

　
七
二
年
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
ミ
ッ
ク
、M

A
R
C-Ⅱ

 Inform
ation 

Control on Com
puter

）
の
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
当
時
購

入
し
て
い
た
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
磁
気
テ
ー
プ
を
目
録
作
業
に
利
用

す
る
も
の
で
、
受
入
れ
た
図
書
の
目
録
カ
ー
ド
を
自
前
の
用
紙
に
印

刷
し
て
い
た
。
七
三
年
七
月
に
、
使
用
し
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

機
種
変
更
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
書
換
え
や
、
英
小
文
字
が
使
え
な

か
っ
た
プ
リ
ン
タ
で
英
語
の
目
録
デ
ー
タ
を
印
刷
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
と
の
共
同
に
よ
る
文
字
セ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
改
良
を
行
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
種
の
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
た
財
団
法
人
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
と
協
定

を
結
び
、
同
研
究
所
と
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索

の
実
験
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
七
八
年
一
二
月
に
は
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
端
末
と
プ
リ
ン
タ
を
導
入
し
、
整
理
課
の
洋
書
目
録
業
務
用
と

し
て
、
公
衆
回
線
に
よ
る
書
誌
情
報
の
検
索
を
開
始
し
た
。
そ
れ
に

合
わ
せ
三
田
で
は
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
テ
ー
プ
の
購
入
を
中
止
し
、
独

自
に
開
発
し
て
来
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
も
運
用
を
終
了
し
た
。

　
七
三
年
に
は
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
ア
イ
ク
、A

cquisition Inform
a-

tion Control on Com
puter

）
の
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は

収
書
・
受
入
れ
業
務
全
般
を
機
械
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
継
続
図
書
を
管
理
す
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
大
部
分
完
成
し

た
と
こ
ろ
で
業
務
で
の
使
用
を
開
始
し
た
が
、
一
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
正
や
追
加
、
更
新
デ
ー
タ
の
入
力
が
な
さ
れ
な
い
状
況
が
続
き
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
は
短
命
で
終
わ
り
、

そ
の
後
の
継
続
図
書
の
発
注
、
受
入
な
ど
の
管
理
は
手
作
業
で
行
わ

れ
た
。
た
だ
し
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
使
わ
れ
た
継
続
図
書
の
管
理
番
号
は
手

作
業
で
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
言
葉
は
長
い

間
、
継
続
図
書
管
理
業
務
を
意
味
す
る
語
と
し
て
使
わ
れ
続
け
た
。

現
在
で
も
一
部
の
職
員
は
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
の
資
料
を
継
続
し
て
購

入
す
る
こ
と
を
「
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
す
る
」
な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
る
。

　
七
四
年
に
は
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
シ
ッ
ク
、Circulation Inform

a-
tion Control on Com

puter

）
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
総
合

的
な
閲
覧
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

実
際
に
運
用
さ
れ
た
の
は
閲
覧
・
貸
出
の
統
計
処
理
の
み
で
あ
っ
た
。

統
計
処
理
で
は
、
一
日
ご
と
の
デ
ー
タ
を
人
手
で
集
計
し
た
も
の
を

一
カ
月
分
ま
と
め
て
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
打
ち
込
み
、
各
種
統
計
表
の

打
ち
出
し
に
利
用
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、
一
年
分
を
ま
と
め
た

統
計
表
も
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
ほ
か
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
デ
ィ
ッ
ク
、D

issem
ination of Infor-

m
ation Controlled by Com

puter

）
の
開
発
が
試
み
ら
れ
た
。

こ
れ
は
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
サ
ー
ビ
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ス
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
試
行
し
た
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
記
述
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
は
、
い
ず
れ
も
バ
ッ
チ
処
理

を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
は
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
で

あ
る
。
使
用
し
て
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
図
書
館
専
用
で
は
な
く
、

他
の
部
署
や
教
員
、
学
生
と
の
共
用
の
大
型
汎
用
機
で
あ
っ
た
た
め
、

使
用
で
き
る
時
間
や
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
量
な

ど
様
々
な
制
約
を
受
け
な
が
ら
の
運
用
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
利
用

　
八
〇
年
一
〇
月
、
三
田
計
算
室
の
汎
用
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
漢

字
が
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
八
一
年
一
月
、

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
同
年
四
月
か
ら
正
式
頒
布
が
開
始
さ
れ
る

国
立
国
会
図
書
館
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
テ
ス
ト
用
磁
気
テ

ー
プ
の
提
供
を
受
け
、
利
用
す
る
上
で
必
要
と
な
る
様
々
な
シ
ス
テ

ム
の
実
験
、
開
発
を
行
っ
た
。
そ
し
て
八
二
年
度
か
ら
整
理
課
で
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
実
用
を
開
始
し
た
。
整
理
課
で
は
、
以
前

か
ら
国
立
国
会
図
書
館
印
刷
カ
ー
ド
（
国
会
カ
ー
ド
）
を
購
入
し
、

和
書
の
目
録
作
業
に
利
用
し
て
き
た
。
国
会
カ
ー
ド
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
同
じ
デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ
れ
る
が
、
図
書
の
出
版
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
デ
ー
タ
の
入
力
、
国
会
カ
ー
ド
作
成
ま
で

の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
大
き
く
、
受
け
入
れ
た
時
点
で
国
会
カ
ー
ド
が
ま

だ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
頻
発
し
て
い
た
。
ま
た
、
図
書
と
カ
ー
ド

と
を
つ
き
合
わ
せ
る
作
業
自
体
に
も
手
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
加
え

て
、
購
入
し
た
カ
ー
ド
の
蓄
積
、
保
存
に
も
多
く
の
時
間
と
ス
ペ
ー

ス
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
検

索
す
る
こ
と
で
機
械
的
に
国
会
カ
ー
ド
の
有
無
を
知
る
方
法
を
自
主

開
発
し
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
整
理
対
象
と
な
る
和
書
を
受
け
入
れ
た
段
階
で
、
書
名
、

著
者
名
の
初
め
の
三
文
字
ず
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
六
文
字
、
ま
た
は

書
名
の
初
め
の
六
文
字
を
検
索
キ
ー
（
濁
点
を
省
い
た
カ
タ
カ
ナ
）

と
し
て
パ
ン
チ
カ
ー
ド
に
打
っ
て
お
く
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
方
は
、
毎
週
テ
ー
プ
が
送
ら
れ
て
来
る
都
度
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

デ
ィ
ス
ク
記
憶
装
置
（
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
に
蓄
積
し
、
同
様
の
方
法
で
六

文
字
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
。
そ
し
て
こ
の
フ
ァ

イ
ル
を
使
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
カ
タ
カ
ナ
六
文
字
の
検
索

キ
ー
を
持
つ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
レ
コ
ー
ド
を
バ
ッ
チ
処
理
に

よ
っ
て
抽
出
す
る
の
で
あ
る
。
ノ
イ
ズ
と
し
て
、
不
必
要
な
レ
コ
ー

ド
も
あ
る
程
度
出
て
き
て
し
ま
う
が
、
七
十
～
八
十
％
の
割
合
で
必

要
な
レ
コ
ー
ド
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
抽
出
結

果
を
基
に
、
溜
め
て
あ
る
国
会
カ
ー
ド
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

　
当
初
は
、
国
会
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
た
め
の
し
く
み
で
あ
っ
た
が
、

八
三
年
三
月
か
ら
は
、
国
会
カ
ー
ド
の
購
入
を
中
止
し
、
そ
れ
に
代

わ
っ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
自
前
で
目
録
カ
ー
ド
を
打

ち
出
す
運
用
に
変
更
し
た
。
三
田
計
算
室
の
大
型
汎
用
機
を
使
用
し
、

特
注
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
用
紙
を
用
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
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か
ら
国
会
カ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
様
の
目
録
カ
ー
ド
を
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
た
だ
し
、
当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
、
目
録
カ
ー
ド
と

し
て
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
厚
さ
の
紙
に
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
打
ち
出
し
た
も
の
を
カ
ー
ド
専
用
の
複
写
機
で
厚
手

の
カ
ー
ド
に
コ
ピ
ー
し
て
利
用
者
用
目
録
カ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
た
。

　
そ
の
後
、
八
三
年
九
月
に
整
理
課
に
導
入
さ
れ
た
端
末
を
使
い
、

一
〇
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
レ
コ
ー
ド
を
抽
出
す
る
作
業

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
あ
た
っ
て
、
カ
タ
カ
ナ

六
文
字
の
検
索
キ
ー
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
や
書
名
の
読
み
も
検
索
キ

ー
に
加
え
、
そ
れ
ら
を
端
末
か
ら
直
接
入
力
し
、
画
面
に
表
示
さ
れ

る
検
索
結
果
の
中
か
ら
該
当
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
必
要
な
レ
コ
ー

ド
を
抽
出
で
き
る
し
く
み
を
構
築
し
た
。
レ
コ
ー
ド
抽
出
後
の
目
録

カ
ー
ド
印
刷
は
バ
ッ
チ
処
理
で
は
あ
っ
た
が
、
作
業
効
率
を
高
め
る

効
果
は
大
き
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
図
書
の
出
版
か
ら
デ
ー
タ

配
布
ま
で
三
カ
月
程
度
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
っ
た
た
め
、
受
け
入
れ

た
図
書
の
目
録
カ
ー
ド
を
作
成
し
利
用
に
供
す
る
ま
で
に
は
、
少
な

か
ら
ぬ
時
間
を
要
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
八
四

年
か
ら
は
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
の
Ｔ
Ｒ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
利
用
も

開
始
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
同
じ

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
配
布
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に

比
べ
る
と
タ
イ
ム
ラ
グ
が
小
さ
い
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
同

じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
比
較
的
簡
単
に

導
入
で
き
、
目
録
作
業
の
時
間
短
縮
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
構
想

　
三
田
の
図
書
館
新
館
は
八
二
年
四
月
に
開
館
し
た
が
、
そ
の
五
階

の
情
報
処
理
室
は
図
書
館
業
務
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
す
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
図
書
館
新

館
の
開
館
後
か
ら
、
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
新
シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け

た
予
備
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
業
務
機
械
化
計
画
案
の
作
成
が

開
始
さ
れ
た
。
七
月
に
は
「
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
機
械
化
計

画
書
（
予
備
版
）」
が
文
学
部
図
書
館
・
情
報
学
科
の
協
力
の
も
と

予
備
調
査
委
員
会
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長

名
で
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
業
務
機
械
化
を
進
め

る
意
義
と
、
図
書
館
業
務
専
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
理

由
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
計
画
書
に
続
い
て
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
・
情
報
学
科

の
合
同
に
よ
る
計
算
機
調
査
委
員
会
が
発
足
し
、
図
書
館
業
務
処
理

と
図
書
館
・
情
報
学
の
研
究
・
教
育
に
適
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機

種
に
関
し
て
、
国
産
系
三
社
と
外
資
系
二
社
の
中
位
汎
用
機
、
下
位

汎
用
機
、
ミ
ニ
コ
ン
を
調
査
し
、
八
三
年
一
月
に
最
終
報
告
書
を
担

当
理
事
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
つ
い
て
、
第
一
順
位
は
専
用
中
型
機
、
第
二
順
位
は
共
用
大
型
機

と
さ
れ
て
い
た
。
担
当
理
事
等
と
の
協
議
の
結
果
、
財
政
的
見
地
か

ら
共
用
大
型
機
を
使
用
す
る
の
が
現
実
的
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
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れ
、
八
四
年
度
に
リ
プ
レ
ー
ス
さ
れ
る
三
田
計
算
室
の
大
型
機
を
利

用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
八
三
年
九
月
に
は
三
田
情
報
セ

ン
タ
ー
内
に
大
型
機
の
端
末
八
台
と
プ
リ
ン
タ
二
台
が
、
ま
た
大
型

機
側
に
情
報
セ
ン
タ
ー
専
用
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
四
四
六
Ｍ
Ｂ
×
二

台
）
が
導
入
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
開
発
と
デ
ー
タ
入
力
用
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
予
備
調
査
委
員
会
は
八
三
年
四
月
に
導
入
委
員
会
へ
と
改
組
さ
れ

た
。
開
発
を
開
始
す
る
シ
ス
テ
ム
は
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｓ
（K

eio U
niver-

sity Library A
utom

ation System

）
と
名
付
け
ら
れ
、
選
書
、

収
書
、
整
理
、
貸
出
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
雑
誌
管
理
、
総
務
等
の
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、
業
務
全
般
を
カ
バ
ー
す
る
ト

ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
独
自
開
発
に
よ
る
構
築
が
目
標
と
さ
れ
た
。
そ

の
第
一
次
五
カ
年
計
画
で
は
、
ま
ず
三
田
に
お
い
て
標
準
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
近
い
将
来
に
お
け
る
四
セ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

核
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
開
始
予
定
時
期
は
以

下
の
通
り
と
さ
れ
た
。

Ａ
．
貸
出
シ
ス
テ
ム
（
閲
覧
業
務
） 

八
五
年
四
月

Ｂ
．
整
理
シ
ス
テ
ム
（
目
録
業
務
） 

八
六
年
四
月

Ｃ
．
総
務
シ
ス
テ
ム
（
予
算
管
理
・
支
払
業
務
）

 

八
六
年
四
月

Ｄ
．
収
書
シ
ス
テ
ム
（
受
入
業
務
） 

八
七
年
四
月

Ｅ
．
雑
誌
管
理
シ
ス
テ
ム 

八
八
年
四
月

　
た
だ
し
こ
の
時
点
で
、
最
初
の
貸
出
シ
ス
テ
ム
以
外
の
開
発
に
つ

い
て
、
確
実
な
見
通
し
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因

の
一
つ
は
、
後
述
す
る
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
の
動
向
次
第
で
情

報
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
が
影
響
を
受
け

る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
当
時
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
に
よ
る
図
書

館
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
最
初
に
開
発
す
る
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
四
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閲

覧
業
務
担
当
者
の
会
合
が
も
た
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
た
。

最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
利
用
者
Ｉ
Ｄ
と
図
書
識
別
Ｉ
Ｄ
（B

ook 
ID

）
の
体
系
を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
利
用
者
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て

は
学
籍
番
号
と
教
職
員
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
で
大
き
な
問
題
は
な

か
っ
た
が
、
図
書
識
別
Ｉ
Ｄ
の
方
は
検
討
を
要
し
た
。
図
書
識
別
Ｉ

Ｄ
の
基
と
な
る
の
は
各
セ
ン
タ
ー
で
受
入
れ
時
に
付
与
さ
れ
る
登
録

番
号
で
あ
る
が
、
各
セ
ン
タ
ー
で
独
自
の
番
号
体
系
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
一
つ
の
地
区
を
と
っ
て
も
時
代
ご
と
で
異
な
る
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
三
田
で
は
、
六
九
年
度
ま
で
は
和
書
・
洋
書
等

の
区
別
は
な
く
受
入
順
の
番
号
の
み
で
あ
っ
た
が
、
情
報
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
た
七
〇
年
度
か
ら
は
八
桁
と
な
り
、
先
頭
二
桁
が
登
録
年
度

（
西
暦
下
二
桁
）、
三
桁
目
が
資
料
種
別
（
和
書
、
洋
書
な
ど
）、
四

桁
目
か
ら
八
桁
目
が
受
入
順
の
番
号
と
い
う
体
系
に
変
わ
っ
た
。

　
閲
覧
業
務
担
当
者
の
会
合
を
重
ね
た
結
果
、
各
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ

ま
で
の
登
録
番
号
は
凍
結
し
、
八
四
年
度
か
ら
は
四
キ
ャ
ン
パ
ス
共

通
の
体
系
で
の
登
録
番
号
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
形
式
は
、

先
頭
一
桁
が
地
区
コ
ー
ド
（
例
え
ば
三
田
は
一
）、
二
桁
目
が
資
料
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種
別
（
和
書
、
洋
書
な
ど
）、
三
桁
目
か
ら
九
桁
目
が
受
入
順
の
番

号
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
チ
ェ
ッ
ク
デ
ィ
ジ
ッ
ト
を
付

加
し
た
十
桁
が
図
書
識
別
Ｉ
Ｄ
と
な
る
。
凍
結
以
前
の
古
い
登
録
番

号
体
系
の
も
の
に
は
、
登
録
番
号
と
は
連
動
し
な
い
番
号
の
図
書
識

別
Ｉ
Ｄ
を
機
械
的
に
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
検
討
・
調
整
と
並
行
し
て
、
貸
出
業
務
機
械
化

実
施
に
関
す
る
職
員
向
け
の
広
報
誌
の
発
行
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
な
ど
を
行
っ
た
。

三
田
の
閲
覧
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
学
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
業
務
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
す
で
に
日

吉
で
八
二
年
か
ら
既
存
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
っ
て
運

用
し
て
い
る
実
績
（
後
述
）
が
あ
っ
た
。
三
田
の
閲
覧
業
務
の
シ
ス

テ
ム
化
に
あ
た
っ
て
も
既
存
の
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
た

が
、
三
田
固
有
の
貸
出
対
象
冊
数
の
多
さ
（
当
時
約
八
十
万
冊
）、

貸
出
規
則
の
複
雑
さ
、
利
用
者
の
種
類
の
多
様
さ
な
ど
に
対
応
可
能

な
既
存
の
ソ
フ
ト
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
シ
ス
テ
ム
設
計
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
ま
で
独
自
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
あ
た
り
、
三
田
の
閲
覧
課
で
は

最
初
に
閲
覧
業
務
の
現
状
分
析
を
行
っ
た
。
閲
覧
業
務
を
利
用
者
登

録
、
貸
出
、
返
却
、
更
新
（
貸
出
期
間
の
延
長
）、
予
約
、
問
い
合

わ
せ
対
応
、
督
促
、
統
計
、
蔵
書
点
検
の
九
つ
に
分
け
、
そ
の
一
つ

一
つ
に
つ
い
て
業
務
の
構
成
内
容
を
正
確
に
把
握
し
分
析
し
て
い
っ

た
。
八
四
年
三
月
に
は
ほ
ぼ
全
体
の
分
析
を
終
え
た
。

　
現
状
分
析
に
続
き
シ
ス
テ
ム
の
設
計
を
進
め
た
。
シ
ス
テ
ム
設
計

に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
四
点
の
方
針
を
立
て
た
。

①
　
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る

②
　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
対
応
す
る

③
　
貸
出
冊
数
の
増
加
に
対
応
す
る

④
　
運
用
を
容
易
に
す
る

　
現
場
の
閲
覧
担
当
者
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
三
田
の
職
員
と

の
間
で
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
そ
れ
ら
に
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
を
検
討
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
従
来
の
手

作
業
で
の
業
務
で
は
曖
昧
だ
っ
た
ル
ー
ル
や
処
理
手
順
を
機
械
処
理

に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
明
瞭
化
し
て
い
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
設
計
は

八
四
年
六
月
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
並
行
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
貸
出
処
理
を
行
う
た
め
の
準
備
作
業
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
①

基
本
デ
ー
タ
の
作
成
、
②
図
書
へ
の
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
の
貼
り
付
け
、
③

利
用
券
の
発
行
で
あ
る
。

①
　
基
本
デ
ー
タ
の
作
成

　
基
本
デ
ー
タ
に
は
利
用
者
デ
ー
タ
と
所
蔵
デ
ー
タ
が
あ
る
。
利
用

者
デ
ー
タ
の
う
ち
学
生
の
デ
ー
タ
は
学
生
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
、
教
職

員
の
デ
ー
タ
は
人
事
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
流
用
し
た
。
利
用
者
デ
ー
タ

は
定
期
的
な
更
新
が
必
要
と
な
る
。
一
方
、
所
蔵
デ
ー
タ
は
目
録
カ

ー
ド
を
も
と
に
一
括
で
作
成
し
た
。
所
蔵
デ
ー
タ
は
詳
細
な
書
誌
情
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報
を
含
ま
ず
、
日
常
の
貸
出
業
務
に
必
要
な
請
求
記
号
、
貸
出
用
の

Ｉ
Ｄ
番
号
（B

ook-ID

）、
貸
出
規
則
を
示
す
コ
ー
ド
、
配
置
場
所

を
示
す
コ
ー
ド
等
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
書
誌
情
報
と
し
て
は
簡
易

な
書
名
と
著
者
名
程
度
の
固
定
長
デ
ー
タ
を
必
要
に
応
じ
て
図
書
ご

と
に
追
加
入
力
が
可
能
で
、
延
滞
資
料
の
督
促
作
業
等
の
際
に
利
用

す
る
。

②
　
図
書
へ
の
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
の
貼
り
付
け

　
先
行
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
業
務
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
し
て
い
た
日

吉
で
は
図
書
や
利
用
者
の
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
に
バ
ー
コ
ー
ド
を
使
用
し
て

い
た
。
し
か
し
三
田
で
は
、
ラ
ベ
ル
破
損
時
な
ど
の
作
り
替
え
の
容

易
さ
を
考
慮
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
で
は
な
く
、
当
時
ま
だ
図
書
館
業
務

で
使
用
さ
れ
て
い
た
英
文
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
簡
単
に
打
ち
出

せ
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
た
。
貸
出
対
象
と
な
る
約
八
十
万

冊
の
う
ち
利
用
頻
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
約
五
十
万
冊
に
対
し
て
、

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
全
職
員
で
分
担
し
て
一
斉
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ
ラ
ベ
ル

を
貼
り
付
け
る
作
業
を
実
施
し
た
。
残
り
は
順
次
貼
り
付
け
を
進
め

て
い
き
、
そ
の
後
の
新
規
受
入
図
書
は
受
入
作
業
時
に
貼
り
付
け
た
。

③
　
利
用
券
の
発
行

　
図
書
利
用
券
に
つ
い
て
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
で
独
自
の
も
の
を
発

行
し
た
。
こ
の
利
用
券
に
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
使
用
す
る
日
吉
で
も
、

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
使
用
す
る
三
田
で
も
使
え
る
よ
う
、
両
方
の
形
式
の
利
用

者
番
号
（U

ser-ID

）
を
印
字
し
た
。

　
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
、
レ
ス
ポ
ン
ス
の
速
さ
、
信
頼
性
等
を
評
価
し
、

FA
CO

M
-K

-280

と
い
う
オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
選
ば
れ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
は
、
三
田
の
職
員
四
名
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
支
援
を
得
な
が
ら
進
め
た
。
開
発
後
半
に
は
並
行
し
て
、
閲
覧

業
務
ス
タ
ッ
フ
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
、
運
用
テ

ス
ト
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
な
が
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
バ
ッ
グ
（
エ
ラ
ー
の
発
見
・
修
正
）
と
職
員
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
運
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
も
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
期

間
約
三
カ
月
で
ス
ム
ー
ズ
に
本
番
運
用
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
新

し
い
シ
ス
テ
ム
は
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
（CIR

culation SY
Stem

）
と

名
付
け
ら
れ
八
五
年
一
一
月
二
五
日
に
運
用
を
開
始
し
た
。

日
吉
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
械
化
は
、
三
田
で
開
発
さ
れ
た
図
書
予

算
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
を
、
七
四
年
に
日
吉
用
に
改
造
し
Ｈ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
エ
イ
チ
ビ
ッ
ク
）
と
し
て
利
用
し
始
め
た
の
が
最
初
で
あ

る
。

　
八
二
年
四
月
か
ら
は
藤
山
記
念
図
書
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
業
務

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
専
用
小
型
オ
フ

ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る
メ
モ
レ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
Ｋ

─5
を
使
用
し
た
公
共
図
書
館
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
大
学
図
書
館
で
使
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
書
誌
デ
ー
タ
を
持
た
ず
、
利
用
者
名
は
カ
タ
カ
ナ
と
い
う



26

第一部　通　史

も
の
で
あ
っ
た
が
、
貸
出
・
返
却
の
手
続
き
時
に
は
利
用
者
が
提
示

す
る
図
書
利
用
券
と
図
書
に
貼
付
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

だ
け
で
処
理
が
完
了
す
る
た
め
、
利
用
者
・
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
双
方

に
と
っ
て
利
便
性
、
効
率
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。
シ
ス
テ
ム
導
入

前
に
比
べ
、
貸
出
冊
数
は
約
四
割
増
加
し
た
。
貸
出
冊
数
増
加
に
と

も
な
い
、
書
架
整
理
業
務
が
追
い
付
か
な
く
な
り
、
学
生
ア
ル
バ
イ

ト
を
導
入
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
延
滞

資
料
の
督
促
や
利
用
統
計
の
作
成
、
蔵
書
点
検
等
も
、
従
来
と
く
ら

べ
て
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
八
七
年
四
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た
メ
モ
レ
ッ
ク
ス
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ア
ン

　
Ｋ
─5
の
リ
プ
レ
ー
ス
時
期
に
合
わ
せ
、
三
田
で

稼
働
し
て
い
た
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
日
吉
で
も
導
入
し
、FA

CO
M

 
K
-270R

上
で
稼
働
を
開
始
し
た
。
当
初
は
前
シ
ス
テ
ム
と
同
様
、

図
書
館
予
算
で
購
入
し
た
資
料
（
藤
山
記
念
図
書
館
に
配
置
さ
れ
た

資
料
）
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
八
八
年
九
月
か
ら
は
研
究
室

の
資
料
を
も
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
八
八

年
四
月
か
ら
は
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
も
導
入
し
た
。

　
日
吉
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
閲
覧
業
務
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
と
並
行
し
、

目
録
作
業
の
シ
ス
テ
ム
化
も
進
め
ら
れ
た
。
八
一
年
に
は
日
本
メ
モ

レ
ッ
ク
ス
社
と
図
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
を
結
び
、

冊
子
体
目
録
作
成
に
着
手
す
る
一
方
、
図
書
館
図
書
の
和
書
の
利
用

者
用
目
録
カ
ー
ド
作
成
を
中
止
し
た
。
八
三
年
六
月
に
は
閲
覧
業
務

シ
ス
テ
ム
の
所
蔵
デ
ー
タ
と
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
書
誌
デ

ー
タ
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
和
書
の
簡
略
な
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
、
ま
ず
は
八
一
年
度
と
八
二
年
度
に

受
け
入
れ
た
図
書
館
図
書
の
和
書
の
書
名
お
よ
び
著
者
名
索
引
の
冊

子
体
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
そ
の
後
も
リ
ス
ト
の
内
容
を
更
新
し
続

け
、
八
八
年
に
は
、
八
一
年
度
以
降
八
七
年
一
二
月
ま
で
に
整
理
し

た
図
書
館
和
書
の
累
積
版
冊
子
体
目
録
（
書
名
、
著
者
名
各
八
冊
、

分
類
十
冊
）
を
作
成
し
、
続
け
て
補
遺
版
を
作
成
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
同
じ
く
八
八
年
か
ら
は
、
三
田
で
開
発
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｔ
Ｒ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
目
録
カ
ー
ド

を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を
研
究
室
の
和
書
の
整
理
に
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

外
部
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
図
書
館
の
閲
覧
業
務
、
受
入
業
務
、
目
録
業
務
等
の
機
械
化
だ
け

で
な
く
、
外
部
の
業
者
が
提
供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
も
進
め
ら
れ
た
。

　
導
入
が
最
も
早
か
っ
た
の
は
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
七
九
年
四

月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
し
た
。
翌
八
〇
年
に
は
海
外

の
化
学
・
生
物
学
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るLockheed D

IA
LO

G
を
試
験
的
に
導
入
し
た
。

　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
八
〇
年
七
月
に
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
の
ほ
か
、
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Ｃ
Ａ
Ｓ
、IN

SPEC

等
の
海
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。

　
三
田
で
は
八
二
年
の
図
書
館
新
館
の
開
館
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ま
で

洋
書
目
録
業
務
用
と
し
て
使
っ
て
き
た
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
情
報
検
索
端
末
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク
に
移
動
し
一
般
利
用

者
に
無
料
で
開
放
し
た
。
た
だ
し
、
検
索
す
る
デ
ー
タ
が
三
田
の
蔵

書
の
デ
ー
タ
で
は
な
い
た
め
、
検
索
結
果
が
即
、
利
用
者
の
要
求
を

満
た
す
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
デ
ィ
ス
ク
容
量
の
制
限
か
ら
収
録
範
囲
が
限
ら
れ
た
。

ま
た
、
レ
コ
ー
ド
の
累
積
、
更
新
が
三
カ
月
に
一
度
し
か
行
わ
れ
な

い
、
不
用
に
な
っ
た
Ｃ
Ｉ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
出
版
前
の
目
録
情
報
）
が

消
去
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
っ
た
。

　
八
八
年
に
は
三
田
お
よ
び
日
吉
でLEX

-D
B

、
日
経
テ
レ
コ
ン
、

リ
ー
ガ
ル
ベ
ー
ス
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
等
、
複
数
の
外
部
情
報
検
索
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
た
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
も
、
試
行
を
含
め
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
導

入
が
進
め
ら
れ
た
。
一
部
で
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ

ド
ラ
イ
ブ
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

目
録
業
務
の
展
開

　
三
田
で
は
、
八
六
年
四
月
に
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
目
録
所
在
情

報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の
利
用
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
各
国
の
大
学
図
書
館
等
が
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
向
か
っ
て
所
蔵
資
料
の
書
誌
情
報
・
所
蔵
情
報
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
登
録
す
る
こ
と
で
、
書
誌
情
報
を
共
同
利
用
し
目
録
業
務
の

効
率
化
・
標
準
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
参
加
す
る
図
書
館
の
総

合
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
で
資
料
の
相
互
利
用
を
も
促
進
す
る
、
い

わ
ゆ
る
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
八
八
年
五
月
か
ら
世
界
最
大
の
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で

あ
る
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
利
用
も
開
始
し
た
。
二
つ
の
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
の
利
用
に
つ
い
て
詳
細
は
第
二
部
各
論
第
二
章
の
「
目
録
の
変

遷
」
に
譲
る
が
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
目
録
作
業
の
効
率

化
が
進
み
、
書
誌
デ
ー
タ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
蓄
積
（
機
械
可
読

化
）
も
進
ん
だ
。

　
三
田
以
外
の
三
つ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
も
八
九
年
中
に
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ

Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
へ
参
加
し
、
デ
ー
タ
の
登
録
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
作
成
し
て
き
た
全
体
の
雑
誌
リ
ス
ト
（
Ｐ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
は
八
八
年
版
ま
で
で
終
了
し
、
以
降
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─

Ｃ
Ａ
Ｔ
に
登
録
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、N

ew
 PICC

と
し
て
所

蔵
雑
誌
目
録
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
八
六
年
度
か
ら

相
互
利
用
協
定
を
結
ん
で
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
協
力
し
、
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
に
登
録
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
九
〇
年
三
月

に
『
早
稲
田
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
欧
文
雑
誌
総
合
目
録
』
を
刊
行

し
た
。

　
九
〇
年
五
月
、
三
田
で
は
そ
れ
ま
で
機
械
可
読
化
し
て
き
た
書
誌

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
学
内
で
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
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ム
（
三
田
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
独
自
開
発
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
の

大
学
図
書
館
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
本
と
し
、

図
書
館
職
員
が
一
部
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
は
使
い
慣
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
で
は
な
く
Ｐ
Ｌ
／
Ⅰ

だ
っ
た
た
め
、
改
変
に
は
多
少
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
ま
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
は
接
続
せ
ず
、
計
算
セ
ン
タ
ー
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
図
書
館
内
の
端
末
を
専
用
回
線
で
結
び
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
方
式
で
接
続
し

て
い
た
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
運
用
開
始
当
初
の
検
索
対
象
資
料
は
、
三
田
で

所
蔵
す
る
八
八
年
以
降
に
出
版
さ
れ
た
洋
書
お
よ
び
洋
雑
誌
合
わ
せ

て
八
万
八
千
タ
イ
ト
ル
の
デ
ー
タ
で
、
検
索
用
端
末
は
メ
イ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
前
に
四
台
、
目
録
ホ
ー
ル
、
総
合
資
料
室
、
旧
館
三
階
に
各

一
台
設
置
さ
れ
た
。

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
デ
ー
タ
を
増
や
す
た
め
、
さ
ら
に
は
八

九
年
一
二
月
か
ら
開
発
が
開
始
さ
れ
た
新
し
い
図
書
館
ト
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
稼
働
に
向
け
、
目
録
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
が
開
始
さ
れ
た
。

四
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
後
─
収
書
計
画
の
立
案
と
実
行

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
図
書
館
と
し
て
の
優
れ
た
蔵
書

構
築
を
目
指
し
創
設
当
初
か
ら
収
書
計
画
を
立
案
し
た
。
一
九
七
〇

年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
第
一
次
収
書
計
画
、
次
い
で
第
二
次
収
書

計
画
を
七
三
年
か
ら
七
五
年
に
か
け
て
実
行
し
て
い
っ
た
。
第
一
次

収
書
計
画
で
は
、
各
学
部
・
各
学
科
の
図
書
委
員
（
教
員
）
を
対
象

に
「
図
書
資
料
収
書
方
針
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
、
そ

こ
で
受
け
た
要
望
資
料
を
購
入
・
整
備
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。

第
二
次
収
書
計
画
で
は
図
書
館
と
各
学
部
の
蔵
書
の
特
色
を
明
ら
か

に
し
「
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
収
書
方
針
と
第
二
次
収
書
計
画
」
を

成
文
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
部
と
図
書
館
と
の
収
書
上
の
連
携

が
緊
密
と
な
り
、
将
来
の
動
向
を
見
通
し
た
蔵
書
構
築
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
計
画
的
、
積
極
的
な
収
書
を
具
体
化
す
る
に
は
図
書
予
算

の
増
額
が
必
須
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
収
書
計
画
を
掲
げ
当
局
へ
の

積
極
的
な
増
額
要
求
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
予
算
額
は
年
々
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
十
年
間
で
四
・
七
倍
に
ま
で
上
昇
し
た
。

図書予算の推移

年度
予算額

（単位千円）
1970 年度を

100 とした指数

1970 115,324

1971 127,238 110

1972 137,778 119

1973 153,110 133

1974 174,850 152

1975 211,253 183

1976 279,776 243

1977 343,352 298

1978 428,234 371

1979 544,021 471
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七
〇
年
代
、
教
員
か
ら
の
資
料
購
入
の
推
薦
は
間
断
な
く
続
き
、

高
額
資
料
に
つ
い
て
は
選
定
会
議
に
諮
っ
た
上
で
予
算
の
許
す
限
り

入
手
し
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
誰
も
が
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
著
作
の
初
版
や
教
員
の
研
究
対
象
と
な
る
文
学
、

経
済
学
、
法
学
、
経
済
学
、
社
会
学
な
ど
に
相
応
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
次
々
と
蔵
書
に
し
て
い
っ
た
。

　
七
一
年
の
「
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
以
降
、
一
ド
ル
＝
三
六
〇

円
の
固
定
相
場
か
ら
完
全
に
変
動
相
場
制
に
変
更
さ
れ
る
七
三
年
ま

で
の
過
渡
期
は
、
図
書
館
の
洋
書
・
外
国
雑
誌
の
購
入
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
書
店
は
固
定
相
場
制
時
代
の
在
庫
の
扱
い
に
混
乱

し
、
そ
の
対
策
と
し
て
書
店
側
が
独
自
の
換
算
レ
ー
ト
の
策
定
を
行

う
方
向
で
話
が
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
書
店
換
算
レ
ー
ト
は
、
円
高

差
益
を
顧
客
側
が
有
効
に
活
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
学
図
書

館
界
で
は
こ
の
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
大
学
間
の
す
り
合
わ
せ

や
書
店
と
の
交
渉
を
幾
度
と
な
く
行
っ
た
。
当
時
、
三
田
情
報
セ
ン

タ
ー
も
換
算
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
書
店
の
主
張
と
折
り
合
い
が
つ
か

ず
、
長
期
間
に
亘
っ
て
価
格
交
渉
が
な
さ
れ
た
。
七
三
年
に
は
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
紙
不
足
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
要
因
と
な
っ
て

和
書
も
値
上
が
り
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
ろ
の
図
書
館
の
目
録
ホ
ー
ル
で
は
、
書
店
の
営
業
担
当
が

利
用
者
用
の
カ
ー
ド
目
録
を
ひ
い
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
た
も
の

で
あ
る
。
書
店
は
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
国
内
外
の
市
場
に
出
物
が
あ
る
と
、
営
業
活
動
の
一
つ

と
し
て
販
売
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
配
布
す
る
。
当
時
、
大
学
に

書
籍
を
売
り
込
む
た
め
に
ま
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、

図
書
館
に
や
っ
て
き
て
カ
ー
ド
目
録
で
所
蔵
の
有
無
を
確
認
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

学
生
用
基
本
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
旧
館
の
二
階
開
架
室
に
は
約
一
万
二
千
冊
の
学
習
図
書
を
主
体
と

し
た
小
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
。
第
一
次
収
書
計
画
に
、
こ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
強
化
が
基
本
方
針
と
し
て
採
り
あ
げ
ら
れ
、

七
〇
年
七
月
、「
学
生
用
基
本
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
称
し
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
と
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
従
来
の
学
生
用
基
本
図
書
（
請
求
記
号
は

Ｓ
Ａ
・
Ｓ
Ｂ
）
に
各
専
門
分
野
の
基
本
図
書
を
加
え
て
約
三
万
冊
を

目
途
に
継
続
的
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
中
心

と
な
る
各
専
門
分
野
の
基
本
図
書
を
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
教
員

の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
学
部
の
概
論
科
目
を
持

つ
約
二
百
名
の
教
員
に
高
鳥
正
夫
所
長
名
で
推
薦
図
書
リ
ス
ト
の
提

出
を
依
頼
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
推
薦
に
基
づ
い
て
購
入
し
た
図
書
を

加
え
、
学
生
の
自
主
的
な
勉
学
に
応
え
る
適
切
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
七
一
年
四
月
か
ら
安
全
開
架
式
で
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

安
全
開
架
式
と
は
、
利
用
し
た
い
図
書
を
職
員
が
出
納
す
る
閉
架
式

と
は
異
な
り
、
利
用
者
は
書
架
で
図
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
閲
覧
席
に
持
ち
出
す
際
に
一
定
の
手
続
を
必
要
と
す
る
閲
覧
方
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式
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
盗
難
や
紛
失
防
止
の
た
め
に
閲
覧
だ
け

で
も
厳
密
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。

貴
重
書
収
集

　
収
書
計
画
で
は
和
漢
書
の
貴
重
書
等
の
購
入
を
積
極
的
に
諮
る
こ

と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
購
入
し
た
中
で
、
和
書
収
集
に

お
け
る
大
き
な
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、
卒
業
生
で
国
文
学
者
の
横
山

重
氏
旧
蔵
の
「
御
伽
草
子
」
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
御
伽
草
子

と
は
、
室
町
時
代
に
現
れ
た
短
編
の
物
語
小
説
で
あ
る
が
、
横
山
氏

旧
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
御
伽
草
子
」
に
彩
色
の
挿
絵
を
入
れ

た
奈
良
絵
本
と
呼
ば
れ
る
古
写
本
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
七
五
年

か
ら
横
山
氏
旧
蔵
の
奈
良
絵
本
の
購
入
を
開
始
し
、
七
七
年
に
は
室

町
末
江
戸
初
写
の
『
四
十
二
乃
物
諍
』、『
文
正
草
子
』
な
ど
、
そ
の

後
も
収
集
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　
洋
書
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
学
部
教
員
に
協
力
を
求
め
て
い
く
こ

と
も
収
書
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
七
八
年
、
経
済
学
部
二
名
、

商
学
部
一
名
、
文
学
部
一
名
の
教
員
に
よ
る
購
入
希
望
が
あ
り
、
十

八
～
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
演
劇
作
品
約
一
千
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「French D
ram

a

」
の
購
入
を
決
定
し
た
が
、
注
文
の
段
階
で
一

足
先
に
他
へ
売
却
済
と
な
っ
た
。
そ
の
直
後
、
同
様
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
同
教
員
等
に
よ
り
購
入
希
望

書
が
再
度
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
度
目
の
希
望
は
叶
い
、
無
事
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
購
入
希
望
書
の
推
薦

文
に
は
、
入
手
困
難
な
オ
ペ
ラ
の
台
本
や
古
典
が
含
ま
れ
る
な
ど
極

め
て
貴
重
で
あ
り
、
研
究
の
振
興
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
、
と

い
う
強
い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
翌
年
に
は
類
似
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
十
七
～
十
八
世
紀
の
英
国
演
劇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
二
四
〇

点
の
冊
子
も
購
入
し
て
い
る
。

　
七
九
年
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
（incunabula

）
の
本
格
的
な
収

集
が
始
ま
っ
た
。
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
と
は
、
一
四
五
四
～
五
五
年
ご

ろ
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
金
属
活
字
に
よ
る
印
刷
で
「
四
十
二
行
聖

書
」
を
完
成
さ
せ
て
か
ら
一
五
〇
〇
年
末
ま
で
の
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
活
版
印
刷
さ
れ
た
印
刷
物
を
指
す
。『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
年
代
記
』

（
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
版
、
一
四
八
〇
）
は
、
購
入
価
格
が
非
常
に
高
額

で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
慣
例
で
あ
っ
た
年
賦
分
割
に
よ
っ
て
七
九
・

八
〇
年
度
に
分
け
て
支
払
い
を
行
っ
た
。
こ
の
資
料
は
記
念
す
べ
き

第
一
回
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会
「
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
と
ア
ー

サ
ー
王
伝
説
展
」（
一
九
八
五
年
）
に
展
示
さ
れ
た
。

新
館
開
館
前
後
の
収
書

　
増
加
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
新
図
書
館
へ
の
移
転
の
年
に
あ
た
る
八
二
年
度
は
、
新
た
に
貴
重

書
書
庫
が
完
備
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
特
に
和
装
本
の
収
集
に
力

を
入
れ
て
い
た
。
寛
永
こ
ろ
刊
の
古
活
字
版
『
秋
夜
長
物
語
』、『
鴉

鷺
合
戦
物
語
』、
寛
永
二
〇
年
刊
の
『
料
理
物
語
』、『
古
今
和
歌
集

嘉
禄
本
』、
室
町
末
近
世
初
写
の
『
白
氏
文
集
』
な
ど
多
数
の
善
本



第一章　研究・教育情報センターの設立と発展（一九七〇〜一九八九）

31

を
文
学
部
教
員
の
推
薦
に
基
づ
き
購
入
し
て
い
る
。
和
書
に
限
ら
ず

洋
書
に
お
い
て
も
、
貴
重
書
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
は
、
専
門
知
識

を
持
た
な
い
図
書
館
員
が
書
店
の
案
内
や
古
書
店
カ
タ
ロ
グ
だ
け
で

収
集
に
値
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
教
員
の
購
入

希
望
申
請
書
に
書
か
れ
た
推
薦
文
を
読
む
と
、
教
員
の
見
識
の
深
さ

と
鑑
識
眼
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
た
。
ど
う
し
て
価
値
を
見
極
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
あ
る
教
員
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
書
店
や

展
示
会
に
足
を
運
ん
で
模
写
や
リ
プ
リ
ン
ト
で
は
な
い
本
物
を
見
る

機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
目
が
肥
え
て
く
る
、
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。
や
は
り
、
教
員
の
協
力
な
く
し
て
は
図
書
館
の
貴
重
書
収

集
は
成
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
八
〇
年
代
は
、
選
定
会
議
に
諮
る
対
象
高
額
資
料
の
数
が
増
大
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
、
毎
年
の
購
入
点
数
も
七
十
点
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
最
も
多
く
の
選
定
資
料
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の

は
八
八
年
度
で
あ
る
。
和
書
・
洋
書
の
選
定
資
料
全
七
十
五
点
の
う

ち
、
購
入
を
決
定
し
た
資
料
は
七
十
点
、
そ
の
他
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
や
視
聴
覚
資
料
を
含
め
る
と
全
一
三
七
点

を
購
入
し
、
開
催
し
た
選
定
会
議
は
七
回
に
及
ん
だ
。

　
収
集
さ
れ
た
貴
重
書
は
、
八
五
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
慶
應

義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会
の
テ
ー
マ
設
定
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
展
示
の
目
玉
と
な
る
資
料
や
関
連
の
深
い
資
料
が
展
示
会
で
の

利
用
を
想
定
し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
八
二
年
、
フ

ラ
ン
ス
の
著
名
な
詩
人
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
草
稿

“Coronilla ”

を
競
売
で
落
札
し
購
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
関
連
資
料
と
し
てCain

夫
人
宛
の
書
簡
、V

oi-
lie

夫
人
宛
の
書
簡
な
ど
を
八
八
年
ま
で
の
間
に
購
入
し
た
。
こ
の

時
採
ら
れ
た
収
集
の
方
針
は
、
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
に
新

風
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ま
で
図
書
館
の
資
料
収
集
は
図
書
を
中
心

と
し
て
き
た
。
特
に
貴
重
書
は
研
究
・
教
育
上
必
要
な
サ
ン
プ
ル
と

し
て
個
別
に
購
入
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
な
か
で
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー

書
簡
の
よ
う
な
未
公
開
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
網
羅
的
に
入
手
す
る
こ

と
は
慶
應
の
貴
重
書
収
書
に
お
け
る
新
た
な
展
開
で
あ
っ
た
。
当
時

の
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
で
あ
る
大
江
晃
教
授
は
「
こ
う
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
は
事
前
に
用
意
す
る
も
の
で
は
な
く
、
慶
應
の
研
究
者

に
よ
っ
て
現
に
そ
の
研
究
を
す
る
た
め
の
希
望
が
出
た
時
に
収
集
す

る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
方
針
を
加
え
る
こ
と
で
慶
應
で
の
研

究
が
顕
著
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
後
も
こ
の
収
集
方
針
は
引
き
継
が
れ
、
ヴ
ァ
レ
リ
ー
関
連

の
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
長
い
年
月
を
か
け
て
さ
ら
に
補
強
さ
れ
て

い
っ
た
。

　
こ
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
書
簡
に
つ
い
て
は
後
日
談
が
あ
る
。
八
三
年
に

遺
族
か
ら
慶
應
義
塾
長
宛
て
に
こ
の
草
稿
の
公
表
を
禁
ず
る
と
い
う

手
紙
が
届
い
た
の
で
あ
る
。
専
門
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
を

公
表
し
た
場
合
、
人
格
権
と
の
か
ら
み
が
あ
り
名
誉
棄
損
で
訴
え
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
図
書
館
で

は
仏
文
学
専
攻
の
教
員
の
許
可
を
得
た
学
内
者
お
よ
び
共
同
研
究
者
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の
み
に
閲
覧
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
、
複
写
、
書
写
を
当
面
の

間
禁
じ
た
。
未
公
開
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
図
書
館
で
扱
う
上
で
の
難

し
さ
を
痛
感
し
た
一
件
で
あ
っ
た
。

　
八
八
年
は
第
二
回
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会
「
書
物
に
見

る
西
欧
哲
学
・
科
学
思
想
の
流
れ
」
展
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
展
示
会
で
使
用
す
る
資
料
と
し
て
八
七
年
度
の
選
定
会
議
で
購

入
を
決
定
し
て
い
た
サ
ク
ロ
ボ
ス
コ
の
十
三
世
紀
末
写
本
『
算
法
に

つ
い
て
』
は
、
当
該
年
度
内
に
輸
入
許
可
が
下
り
な
い
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
展
示
会
に
間
に
合
う
か
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
翌
八

八
年
に
な
っ
て
や
っ
と
許
可
が
降
り
、
一
一
月
末
開
催
の
展
示
会
に

無
事
間
に
合
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
八
九
年
の
選
定
会
議
で
、
一
冊
の
購

入
価
格
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
購
入
価
格
で
最
高
額
の
資
料
が
選
定

さ
れ
た
。
世
界
最
初
の
複
式
簿
記
書
と
言
っ
て
も
良
い
、
現
在
の
複

式
簿
記
の
原
型
で
あ
る
ル
カ
・
パ
チ
ョ
ー
リ
の
『
ス
ム
マ
』
で
あ
る
。

商
学
部
教
員
六
名
に
よ
る
四
ペ
ー
ジ
も
の
購
入
希
望
理
由
書
が
出
さ

れ
、
そ
の
中
に
は
「
我
が
国
最
初
の
洋
式
簿
記
書
の
訳
本
で
あ
る
福

澤
諭
吉
の
『
帳
合
之
法
』
と
合
わ
せ
持
つ
こ
と
の
意
義
は
大
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
で
も
あ
る
こ
の
資
料

は
、
高
額
だ
っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
購
入
金
額
の
二
割
を

商
学
部
の
図
書
予
算
か
ら
拠
出
し
た
と
い
う
記
録
か
ら
は
、
希
望
し

た
教
員
の
こ
の
資
料
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
見
て
取
れ
る
。

『
ス
ム
マ
』
の
購
入
希
望
理
由
書
に
名
を
連
ね
た
六
名
の
推
薦
教
員

の
一
人
で
あ
っ
た
友
岡
賛
商
学
部
助
教
授
（
当
時
）
に
、
四
ペ
ー
ジ

も
の
購
入
理
由
書
に
な
っ
た
こ
と
を
伺
う
と
、
最
初
に
書
い
た
推
薦

理
由
が
短
か
っ
た
こ
と
で
図
書
館
か
ら
「
購
入
価
格
に
見
合
う
長
さ

の
推
薦
理
由
を
書
い
て
ほ
し
い
」
と
の
注
文
付
き
で
再
提
出
を
申
し

わ
た
さ
れ
た
た
め
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
大
学
図
書
館
の
収
書
は
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
好
き
な
も

の
を
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
収
集
を
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
大
学
の
研
究

支
援
に
紐
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
者
で
あ
る
教
員
と

図
書
館
が
常
に
タ
ッ
グ
を
組
み
、
鑑
識
眼
を
経
て
選
定
さ
れ
た
資
料

が
研
究
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
知
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
図
書
館
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
の
だ
と
言
え
よ
う
。

新
聞
の
収
集

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
以
前
、
新
聞
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

と
並
ぶ
速
報
性
の
高
い
情
報
の
入
手
手
段
で
あ
り
、
特
に
海
外
の
ニ

ュ
ー
ス
を
知
る
手
段
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
た
め
、
八
〇
年
代
に

入
る
と
各
国
の
新
聞
に
つ
い
て
購
入
希
望
が
増
え
て
い
っ
た
。
研
究

者
に
と
っ
て
は
過
去
の
新
聞
も
有
用
で
あ
っ
た
が
、
製
本
し
て
保
存

し
て
い
く
に
は
多
く
の
場
所
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
紙
の
質
が
悪

い
こ
と
か
ら
起
こ
る
酸
性
劣
化
に
よ
り
、
判
読
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
新
聞
を
長
く
保
存
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ

た
。
新
聞
・
雑
誌
の
受
入
・
管
理
担
当
で
あ
っ
た
三
田
情
報
セ
ン
タ

ー
資
料
課
で
は
、
国
内
主
要
新
聞
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
の
保
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存
に
徐
々
に
切
り
替
え
て
い
た
。
海
外
新
聞
に
つ
い
て
も
所
蔵
タ
イ

ト
ル
が
次
々
と
増
え
て
い
っ
た
が
、
原
版
製
本
の
保
存
場
所
に
限
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
三
年
、
海
外
新
聞
に
つ
い
て
も
縮
刷
版
や
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
の
保
存
に
切
り
替
え
て
い
く
計
画
を
立
て
た
。

世
界
最
古
の
日
刊
新
聞
で
あ
る“T

he T
im

es ”

を
は
じ
め
、“N

ew
 

Y
ork T

im
es ”  “Le M

onde ”  “ П
равда”

（
プ
ラ
ウ
ダ
）
な
ど
主
要

国
新
聞
の
市
販
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
計
画
的
に
毎
年
購
入
し
、
原
版
製
本
は
廃
棄
し
て
い
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
が
市
販
さ
れ
て
い
な
い
新
聞
に
つ
い
て
は
、

所
蔵
す
る
新
聞
原
版
を
基
に
業
者
に
依
頼
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

作
製
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
光
学
デ
ィ
ス
ク
よ
り
も
圧
倒

的
に
長
い
、
百
年
以
上
の
長
期
保
存
に
耐
え
う
る
と
言
わ
れ
る
記
録

媒
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
時
期
販
売
さ
れ
て
い
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス

と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ル
ム
は
保
存
環
境
が
適
切
で
な
い
と
材
質
が
変
化

し
酢
酸
臭
が
発
生
、
融
解
す
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
ま
わ

り
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
ベ
ー
ス
で
は
な
い
フ
ィ
ル
ム
に
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

こ
の
時
代
に
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
所
蔵
が
増
大
し
た
が
、
図
書
館
新
館

に
は
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
保
存
に
適
し
た
書
庫
設
置
は
想
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
箱
詰
め
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
通
常
の
紙

資
料
と
同
じ
フ
ロ
ア
の
書
架
に
配
架
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
残
念
な

こ
と
に
マ
イ
ク
ロ
資
料
は
劣
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
っ
た
。

雑
誌
の
収
集

　
七
〇
～
八
〇
年
代
は
教
員
か
ら
外
国
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購

入
を
希
望
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
七
六
年
か
ら
国
の
私
学
助
成

が
拡
大
し
、
私
立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
費
等
補
助
金
を
そ
の
購
入

に
充
て
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
補
助
金
で
購
入
し
た
資
料

は
所
属
機
関
の
備
品
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
た
め
、
購
入
さ
れ
た
外
国
雑
誌
は
図
書
館
で
受
入
れ
た
。
当
時
、

雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
売
買
専
門
の
書
店
が
あ
り
、
外
国
雑
誌
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
揃
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
八
二
年
新
館

オ
ー
プ
ン
時
は
、
旧
館
と
合
わ
せ
て
一
九
〇
万
冊
の
収
容
能
力
に
な

っ
た
た
め
、
二
十
年
先
ま
で
は
資
料
増
加
に
耐
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
た
。
図
書
館
に
あ
ら
ゆ
る
学
術
雑
誌
が
創
刊
号
か
ら
揃
っ
て
い

く
こ
と
は
学
内
研
究
者
の
文
献
入
手
に
は
有
利
と
な
っ
て
い
っ
た
が
、

新
館
の
雑
誌
書
架
は
当
初
の
想
定
よ
り
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
埋
ま
っ

て
い
っ
た
。

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
遠
山
音
楽
文
庫
」

　
慶
應
義
塾
関
係
者
旧
蔵
書
の
寄
贈
が
相
次
い
だ
八
〇
年
代
、
大
口

の
寄
贈
で
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仲
間
入
り
を
し
た
文
庫
が
あ
る
。

日
本
を
代
表
す
る
音
楽
評
論
家
の
遠
山
一
行
氏
が
六
二
年
に
私
財
を

投
じ
設
立
し
た
遠
山
音
楽
財
団
附
属
図
書
館
の
蔵
書
で
あ
る
。
西
洋

中
世
、
ル
ネ
サ
ン
ス
、
現
代
音
楽
に
関
す
る
約
三
万
点
の
西
洋
音
楽
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関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
、「
遠
山
音
楽
文
庫
」
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
。
寄
贈
の
最
終
決
定
の
前
に
遠
山
氏
本
人
が
三
雲
夏
生
文
学

部
長
と
連
れ
立
っ
て
旧
館
の
設
置
場
所
を
見
分
し
、
公
開
方
法
に
関

し
て
も
確
認
し
て
い
た
と
い
う
。
総
合
大
学
で
は
類
を
見
な
い
音
楽

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
蔵
書
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
音
楽
資
料
の

目
録
作
成
に
熟
練
し
た
図
書
館
員
一
名
も
増
員
さ
れ
た
。
遠
山
音
楽

文
庫
は
、
配
置
記
号
を
Ｔ
Ｙ
と
し
、
附
属
図
書
館
時
代
に
付
与
さ
れ

て
い
た
独
自
の
分
類
番
号
を
使
用
し
て
新
た
な
請
求
記
号
が
付
与
さ

れ
、
旧
館
三
階
第
三
書
庫
、
四
階
第
一
書
庫
北
に
配
置
さ
れ
た
。
資

料
寄
贈
の
ほ
か
に
遠
山
音
楽
財
団
か
ら
寄
付
さ
れ
た
五
千
万
円
を
原

資
と
し
た
「
遠
山
記
念
音
楽
研
究
基
金
」
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
基

金
は
、
音
楽
学
担
当
教
員
の
研
究
活
動
と
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

な
ど
の
資
金
に
役
立
て
ら
れ
た
ほ
か
、
図
書
館
で
は
毎
年
、
音
楽
研

究
資
料
購
入
資
金
（
百
万
円
相
当
）
に
よ
っ
て
新
た
に
資
料
を
購
入

し
た
。
ま
た
、
設
備
拡
充
用
に
別
途
寄
付
さ
れ
た
五
百
万
円
に
よ
っ

て
特
製
書
架
、
視
聴
覚
ブ
ー
ス
、
レ
コ
ー
ド
資
料
を
利
用
す
る
た
め

の
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
一
式
が
図
書
館
に
配
置
さ
れ
、
遠
山
音
楽
文
庫

は
八
五
年
四
月
に
晴
れ
て
公
開
と
な
っ
た
。

「
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

　
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
シ
ョ
ン
と
言
え
ば

「
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。
六
二
年
、
小
説
家
、
俳
人

で
も
あ
り
、
慶
應
義
塾
在
学
中
に
劇
作
で
も
有
名
で
あ
っ
た
久
保
田

万
太
郎
氏
か
ら
没
後
の
著
作
権
す
べ
て
を
譲
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

六
三
年
に
設
置
さ
れ
た
「
久
保
田
万
太
郎
記
念
資
金
委
員
会
」
で
は
、

久
保
田
氏
の
全
著
作
物
や
資
料
の
整
理
・
保
管
、
全
著
作
物
の
公
刊
、

そ
し
て
印
税
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
記
念
事
業
を
行
う
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
。
六
六
年
、
こ
の
委
員
会
委
員
で
図
書
館
長
で
あ
っ
た
佐
藤

朔
文
学
部
教
授
の
提
唱
で
図
書
館
に
「
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

が
発
足
し
た
。
第
一
期
収
集
の
対
象
者
は
、
文
芸
誌
『
三
田
文
学
』

に
関
連
す
る
物
故
者
の
同
人
作
家
と
、
当
時
存
命
で
あ
っ
た
芸
術
院

会
員
の
堀
口
大
學
、
西
脇
順
三
郎
、
獅
子
文
六
、
高
橋
誠
一
郎
を
加

え
た
五
十
四
名
で
あ
っ
た
。
発
足
当
初
は
、
旧
館
八
角
塔
の
二
、
三

階
を
陳
列
・
保
管
場
所
と
し
て
い
た
。
収
集
方
法
は
、
卒
業
生
や
文

人
の
遺
族
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
古
書
店
で
関

連
資
料
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
久
保
田
万
太
郎
記
念
資
金
か
ら
購

入
し
て
い
た
。
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に

個
人
か
ら
自
身
の
文
学
作
品
を
蔵
書
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
寄
贈
が
急

増
し
た
。
後
に
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

名
前
が
文
学
館
ガ
イ
ド
等
に
掲
載
さ
れ
た
際
、
特
殊
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
だ
っ
た
。

資
料
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
受
入
れ
担
当
者
も
変
わ
り
、
収
集
の
方

針
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
資
料
の
整
理
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
た
。
受
入

れ
保
留
資
料
は
研
究
室
棟
地
下
二
階
の
書
庫
に
放
置
さ
れ
、
し
ば
ら

く
手
つ
か
ず
の
ま
ま
受
入
れ
は
頓
挫
し
た
。
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八
〇
年
代
に
受
け
入
れ
た
個
人
文
庫
／
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　「
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
高
橋
誠
一
郎
文
庫
」

　
慶
應
義
塾
図
書
館
監
督
、
慶
應
義
塾
長
代
理
、
文
部
大
臣
な
ど

数
々
の
要
職
を
歴
任
し
た
高
橋
誠
一
郎
元
経
済
学
部
教
授
の
没
後
、

八
二
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
慶
應
義
塾
は
同
氏
旧
蔵
の
浮
世
絵
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
譲
り
受
け
た
。
著
名
な
浮
世
絵
の
個
人
コ
レ
ク
タ
ー

で
も
あ
っ
た
同
氏
が
収
集
し
た
約
千
五
百
点
に
お
よ
ぶ
浮
世
絵
は

「
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
最
重
要
資
料
の
一

つ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
旧
蔵
書
約
三
千
六
百
冊
が
図
書
館

に
寄
贈
さ
れ
、
こ
の
旧
蔵
書
を
「
高
橋
誠
一
郎
文
庫
」
と
称
し
個
人

文
庫
と
し
た
。
高
橋
氏
は
、
一
九
一
一
年
の
英
国
留
学
当
時
か
ら
太

平
洋
戦
争
終
結
時
に
か
け
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
、
重
商
主
義
経
済
学

説
な
ど
の
様
々
な
経
済
古
典
洋
書
を
収
集
し
て
い
た
。
同
氏
が
古
版

本
購
入
の
際
に
基
準
と
し
た
の
は
版
本
の
稀
覯
性
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
、
翻
刻
が
出
版
さ
れ
て
い
て
も
徹
底
し
て
原
典
主
義
を
貫

き
収
集
し
た
。
そ
の
旧
蔵
書
に
は
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
『
グ
ラ
チ

ア
ヌ
ス
教
令
集
』、
マ
ル
ク
ス
が
書
籍
商
の
珍
品
と
呼
ん
だ
ペ
テ
ィ

の
『
政
治
算
術
論
集
』
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版

に
よ
る
復
刻
が
盛
ん
だ
っ
た
八
〇
年
代
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と
な

る
原
典
が
少
な
く
と
も
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
二
十
点
近
く
あ

っ
た
こ
と
で
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
は
世
界
に
誇
る
貴
重
書
を
一
度
に

所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
竹
内
好
文
庫
」

　
八
二
年
五
月
、
竹
内
好
氏
の
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
和
書
三
千

八
百
冊
、
中
国
書
約
二
、一
七
〇
冊
、
洋
書
約
七
十
冊
）
を
購
入
し

た
。
本
学
の
教
員
だ
っ
た
竹
内
好
氏
は
魯
迅
研
究
者
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
中
国
文
学
者
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
七
八
年

五
月
に
文
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
の
教
員
六
名
か
ら
購
入
希
望

申
請
が
あ
り
、
古
書
業
者
に
よ
り
販
売
価
格
が
見
積
も
ら
れ
た
が
高

額
の
た
め
一
度
不
採
択
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
売
却
価
格
に

つ
い
て
減
額
の
提
示
が
あ
っ
た
こ
と
で
購
入
が
決
定
し
た
。
こ
の
購

入
に
関
す
る
覚
書
に
は
、
遺
族
か
ら
直
接
購
入
し
代
金
前
納
で
あ
っ

た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
旧
蔵
書
は
一
括
配
架
の
個

人
文
庫
と
は
な
ら
ず
、
図
書
館
図
書
と
学
部
図
書
の
中
に
混
架
さ
れ

た
。Ｔ

Ａ
・
Ｔ
Ｂ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
慶
應
義
塾
関
係
者
の
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
個
人

文
庫
と
し
て
個
人
名
を
冠
し
た
文
庫
に
、
数
字
で
始
ま
る
請
求
記
号

が
付
与
さ
れ
て
い
た
が
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
国
内
外
著
名
人

の
旧
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
購
入
さ
れ
始
め
、
こ
う
し
た
資
料
群
を
混

架
せ
ず
に
ま
と
め
て
別
置
す
る
た
め
、
新
た
な
配
置
記
号
Ｔ
Ａ
（
和

書
）
／
Ｔ
Ｂ
（
洋
書
）
を
付
与
し
て
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ａ
を
付
与
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
野
村
兼
太
郎
旧
蔵
書
が

あ
る
。
野
村
氏
は
、
一
九
四
四
年
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
の
中
で
初
め
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て
「
図
書
館
長
」
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
で
は
、
官

僚
的
肩
書
を
嫌
う
伝
統
が
あ
り
「
塾
長
」
以
外
に
「
長
」
の
つ
く
役

職
は
不
要
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
図
書
館
の
開
設
以
降
、

図
書
館
長
を
「
図
書
館
監
督
」
と
呼
ん
で
き
た
が
、
当
時
の
塾
長
で

あ
る
小
泉
信
三
が
、
ア
メ
リ
カ
式
中
央
図
書
館
構
想
に
基
づ
い
て
す

べ
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
図
書
館
を
管
理
す
る
中
央
図
書
館
長
職

を
設
け
よ
う
と
し
た
の
が
変
更
理
由
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

野
村
氏
は
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
近
世
地
方
史
料
を
自
費
で
買

い
集
め
、
研
究
資
料
と
し
て
経
済
学
部
の
研
究
室
や
図
書
館
に
保
存

し
て
い
た
。
同
氏
の
没
後
、
六
九
年
に
古
文
書
室
（
現
在
の
文
学
部

古
文
書
室
）
が
設
置
さ
れ
、
研
究
室
配
置
の
資
料
は
古
文
書
室
に
収

め
ら
れ
た
が
、
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
文
書
と
寄
贈
さ
れ
た

旧
蔵
書
の
経
済
社
会
思
想
史
関
連
図
書
約
九
三
〇
冊
は
ま
と
め
て
野

村
文
庫
と
称
し
た
。
こ
の
時
、
同
氏
旧
蔵
の
古
文
書
は
古
文
書
室
と

図
書
館
に
泣
き
別
れ
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ｂ
を
付
与
し
た
中
で
大
部
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
挙
げ
る
。
八
二

年
に
購
入
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
関
す
る
多
く
の
著
作
・

研
究
書
を
収
集
し
て
い
た
ヴ
ェ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
ペ
ン
ズ
の
旧
蔵
書
約

七
百
冊
で
あ
る
。
八
六
年
に
購
入
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル
旧
蔵
書

は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
桂
冠
詩
人
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ

ニ
ス
ン
の
作
品
が
各
種
の
異
版
に
い
た
る
ま
で
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ル

氏
が
克
明
に
書
誌
事
項
を
記
し
た
図
書
カ
ー
ド
や
ノ
ー
ト
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
も
別
置
す
る
こ
と
な
く
資
料
と
と
も
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
八
八
年
に
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
長
く
館
長

を
務
め
た
書
誌
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル
の
約
千
七
百
冊
の

旧
蔵
書
を
購
入
し
た
。

　
幻
の
「
藤
山
現
代
中
国
文
庫
」

　
八
二
年
の
新
館
オ
ー
プ
ン
直
前
に
、
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
は
ず

の
文
庫
が
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
衆
議
院

議
員
と
し
て
中
国
と
の
国
交
回
復
に
情
熱
を
傾
け
た
藤
山
愛
一
郎
氏

は
、
四
四
年
に
同
氏
の
父
で
あ
る
藤
山
雷
太
氏
が
設
立
し
た
藤
山
工

業
図
書
館
の
建
物
と
蔵
書
を
慶
應
に
寄
贈
し
て
い
る
。
慶
應
義
塾
大

学
工
学
部
設
立
の
端
と
な
っ
た
こ
と
や
、
巨
額
の
寄
付
に
よ
る
貢
献

で
慶
應
と
は
非
常
に
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
る
が
、
中
国
に
関
す
る

貴
重
資
料
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
八
一
年
春
に
同
氏

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
藤
山
現
代
中
国
文
庫
」
約
一
万
冊
を
図

書
館
に
寄
贈
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
最
初
に
『
長
沙
大
公

報
』
が
寄
贈
さ
れ
収
蔵
し
た
後
、
残
り
の
分
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
う

ど
新
館
建
設
中
だ
っ
た
た
め
に
図
書
館
移
転
後
に
受
入
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
引
っ
越
し
が
完
了
し
新
館
で
の
開
館
準
備
作
業
が

始
ま
っ
た
八
二
年
二
月
八
日
の
未
明
、
千
代
田
区
永
田
町
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
火
災
が
発
生
し
、
死
者
三
十
三
名
、
負
傷
者
三

十
四
名
を
出
す
惨
事
と
な
っ
た
。
当
時
藤
山
の
事
務
所
は
同
ホ
テ
ル

内
に
あ
り
、
寄
贈
さ
れ
る
は
ず
の
文
庫
も
そ
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
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運
悪
く
出
火
フ
ロ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、
寄
贈
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
残

り
の
資
料
は
灰
塵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　「
山
中
散
生
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
日
吉
）

　
八
二
年
六
月
、
故
山
中
散
生
（
ち
る
う
）
旧
蔵
書
が
日
吉
研
究
室

書
庫
に
収
め
ら
れ
た
。
八
一
年
晩
秋
、
親
交
の
あ
っ
た
経
済
学
部
の

横
部
得
三
郎
教
授
が
、
山
中
氏
が
著
書
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
・
資

料
と
回
想
』
に
使
用
し
た
資
料
が
夫
人
の
手
元
に
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
同
じ
経
済
学
部
の
永
戸
多
喜
雄
教
授

が
様
々
な
手
続
き
の
労
を
取
り
購
入
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
山
中
氏
は
詩
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
前
の
日
本
で
詩
の
翻
訳
や

図
書
の
出
版
、
展
覧
会
の
企
画
等
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
運
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
・
芸
術
家
の
限
定
初
版
本
、
著
者
の
サ

イ
ン
や
献
辞
が
入
っ
た
図
書
・
雑
誌
九
十
七
点
、
山
中
氏
と
交
流
が

あ
っ
た
マ
ン
・
レ
イ
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
、
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ

ア
ー
ル
等
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
書
簡
六
十

一
点
の
ほ
か
、
写
真
、
自
筆
原
稿
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　「
古
医
書
」（
信
濃
町
）

　
七
三
年
『
古
医
書
目
録
』
が
限
定
三
五
〇
部
発
行
さ
れ
た
。
目
録

発
行
に
あ
た
り
、
戦
前
か
ら
寄
贈
さ
れ
図
書
館
の
貴
重
書
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
資
料
群
を
古
医
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
整
理
し
た
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
る
の
は
故
富
士
川
游
博
士
の
旧
蔵
書

一
、七
五
三
点
（
富
士
川
文
庫
）
と
故
石
黒
忠
悳
氏
の
旧
蔵
書
一
三

三
点
（
石
黒
文
庫
）
で
、
そ
の
他
四
四
四
点
の
資
料
が
あ
っ
た
。
富

士
川
文
庫
に
は
一
五
〇
〇
年
代
の
古
書
が
十
一
点
も
含
ま
れ
て
い
た

（
富
士
川
氏
の
旧
蔵
書
は
京
都
大
学
や
東
京
大
学
に
も
多
く
が
寄
贈

さ
れ
て
い
る
）。
石
黒
文
庫
に
は
陸
軍
軍
医
時
代
の
一
次
資
料
が
多

く
、
森
鷗
外
と
の
書
簡
な
ど
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
資

料
に
は
『
解
體
新
書
』『
瘍
醫
新
書
』
な
ど
が
あ
る
。
古
医
書
に
つ

い
て
は
三
田
で
も
所
蔵
が
あ
り
、
中
で
も
近
世
初
頭
の
医
学
史
で
有

名
な
曲
直
瀬
家
（
曲
直
瀬
道
三
）
文
書
が
有
名
で
あ
る
。
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第
二
節

　
各
セ
ン
タ
ー

一
　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
と
サ
ー
ビ
ス
の
変
化

　
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
一
九
七
〇
年
四
月
一
日
、

同
時
に
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
。
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
に

と
も
な
い
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
資
料
の
管
理
が
一
元
化
さ
れ
る
と
と

も
に
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
の
改
善
も
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
。

　
七
〇
年
四
月
か
ら
、
受
付
で
の
入
館
証
の
交
付
を
止
め
、
学
生
証

で
入
館
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
研
究
室
棟
書
庫
の
図
書
の
利

用
は
従
来
通
り
教
員
に
利
用
上
の
優
先
権
を
置
き
な
が
ら
、
大
学
院

生
が
直
接
入
庫
し
資
料
の
貸
出
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
利
用
時
間

も
平
日
午
後
八
時
ま
で
に
拡
大
し
利
便
性
を
高
め
た
。

　
一
方
で
、
学
部
生
へ
の
貸
出
条
件
が
貸
出
期
間
一
週
間
、
貸
出
冊

数
一
冊
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
り
、
図
書
館
二
階
に
安
全
開
架
式

に
よ
る
一
万
二
千
冊
の
学
習
用
図
書
を
配
置
し
て
い
た
が
学
生
間
で

の
共
有
の
た
め
貸
出
禁
止
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
学
部
生
の

資
料
利
用
に
は
未
だ
厳
し
い
制
限
が
残
っ
て
い
た
。「
よ
り
使
わ
れ

る
図
書
館
」
を
目
指
す
改
革
と
し
て
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
か

ら
一
年
後
の
七
一
年
三
月
に
資
料
の
再
配
置
を
実
施
し
、
学
生
に
よ

る
利
用
の
九
割
を
占
め
る
図
書
約
十
八
万
冊
を
第
三
書
庫
の
一
階
と

二
階
に
配
置
し
、
三
階
の
雑
誌
フ
ロ
ア
と
併
せ
て
第
三
書
庫
全
体
を

安
全
開
架
式
の
開
架
制
と
し
た
。
蔵
書
全
体
で
は
ま
だ
四
割
に
も
な

ら
な
い
量
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
資
料
の
取
り
出
し
を
出
納
士
に

依
頼
す
る
閉
架
式
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
利
用
者
が
書
架
か
ら
直
接

本
を
手
に
取
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
開
架
式
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
復
元

　
こ
の
こ
ろ
行
わ
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
復
元
は
、
図
書
館
の
み

な
ら
ず
、
慶
應
義
塾
に
お
け
る
戦
災
か
ら
の
復
帰
の
象
徴
と
も
言
え

る
も
の
だ
っ
た
。
図
書
館
の
一
階
か
ら
二
階
へ
の
中
央
階
段
の
踊
り

場
に
設
置
さ
れ
た
、
高
さ
六
・
四
五
ｍ
、
幅
二
・
六
一
ｍ
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
は
、
洋
画
家
和
田
英
作
氏
の
原
画
を
元
に
小
川
三
知
氏
の

手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
絵
は
慶
應
義
塾
の
精
神
を
表
す

「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
四
五
年
五
月
の
空

襲
に
よ
り
図
書
館
が
火
災
の
被
害
を
受
け
た
際
に
焼
失
し
て
し
ま
っ

た
が
、
七
一
年
、
小
川
氏
の
下
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
学
ん
だ
弟
子

の
大
竹
龍
蔵
氏
が
恩
師
の
代
表
作
と
も
言
え
る
こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
の
復
元
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
三
年
の
工
期
を
経
た
七
四
年

一
一
月
に
完
成
し
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
二
十
九
年
振
り
に
復
活
し

た
。
総
経
費
は
約
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た
。

新
図
書
館
の
建
設

　
一
九
七
八
年
六
月
の
新
図
書
館
・
研
究
棟
（
三
田
）
建
設
調
査
委
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員
会
に
お
い
て
、
担
当
理
事
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
た
新
図
書
館
建
築

計
画
は
七
九
年
一
二
月
の
理
事
会
、
八
〇
年
一
月
の
評
議
員
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
同
年
三
月
に
着
工
し
た
建
築
工
事

は
順
調
に
進
み
、
当
初
の
予
定
通
り
八
一
年
一
一
月
末
に
完
成
し
た
。

一
二
月
八
日
に
引
き
渡
し
が
完
了
し
、
同
日
新
館
内
で
竣
工
式
が
執

り
行
わ
れ
た
（
新
図
書
館
建
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
章
第
一
節
二

「
新
図
書
館
の
建
設
」
に
譲
る
）。

新
図
書
館
へ
の
資
料
移
転

　
新
図
書
館
へ
は
大
量
の
蔵
書
と
す
べ
て
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
移
転

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
大
事
業
の
た
め
に
、
八
一
年
九
月
に
三

田
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
計
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
詳
細
な
計

画
が
練
ら
れ
た
。

　
資
料
の
移
転
準
備
と
し
て
、
ま
ず
現
状
の
棚
使
用
幅
の
計
測
を
行

う
必
要
が
あ
っ
た
。
資
料
が
置
か
れ
て
い
る
書
架
の
棚
幅
が
一
定
で

は
な
く
、
使
用
し
て
い
る
棚
段
数
が
そ
の
ま
ま
新
図
書
館
の
書
庫
に

当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
計
測
に
は
、
新
図
書
館
で
使
用

さ
れ
る
棚
の
幅
と
な
る
九
十
セ
ン
チ
の
目
盛
り
を
つ
け
た
木
製
の
棒

を
使
用
し
た
。
資
料
を
目
一
杯
詰
ん
で
い
る
書
架
で
は
、
一
段
を
一

段
と
換
算
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
特
に
製
本
雑
誌
は
厚
み
が

あ
り
、
新
し
い
書
架
に
収
容
し
切
れ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
余
裕

を
持
た
せ
て
計
算
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
製
本
雑
誌
は
厚
く
重
い
た

め
、
一
段
を
三
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
結
束
し
て
運
ぶ
こ
と
を
想
定
し
、

三
十
セ
ン
チ
を
基
本
単
位
に
計
算
し
た
。

　
次
に
新
図
書
館
で
の
配
架
先
を
指
示
す
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

資
料
移
転
に
際
し
て
新
書
架
の
頭
か
ら
順
番
に
並
べ
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
複
雑
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
必
要
な
い
が
、
そ
の
や
り
方
だ
と
常
に

一
カ
所
で
し
か
作
業
が
進
め
ら
れ
ず
、
大
量
の
資
料
移
動
に
お
い
て

は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
短
期
間
で
資
料
移
転
を
完
了
す
る
に
は
、

同
時
に
複
数
箇
所
で
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
た
め
、
旧

書
架
と
新
書
架
の
間
で
の
書
棚
レ
ベ
ル
で
の
対
応
表
作
り
が
欠
か
せ

な
か
っ
た
。
マ
ッ
プ
作
成
に
お
い
て
も
最
も
神
経
を
使
っ
た
の
は
雑

誌
の
移
転
で
あ
る
。
新
図
書
館
三
階
の
雑
誌
室
で
は
、
研
究
室
と
図

書
館
の
雑
誌
の
一
本
化
に
あ
た
っ
て
双
方
の
請
求
記
号
を
廃
止
し
、

タ
イ
ト
ル
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
架
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。

資
料
移
動
に
際
し
て
は
、
そ
の
後
の
増
加
分
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
マ
ッ
プ
作
成
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
一
本
化
の
作
業
は
想
像
以
上
に
大
変
な
も
の
と
な
っ
た
。
マ

ッ
プ
完
成
後
は
、
配
架
場
所
を
指
示
す
る
た
め
の
札
を
作
成
し
、
移

転
対
象
と
な
る
資
料
へ
の
挟
み
込
み
作
業
を
行
っ
た
。

　
図
書
館
は
学
期
末
試
験
が
終
了
す
る
八
二
年
二
月
三
日
を
最
後
に

閉
館
し
、
そ
の
日
か
ら
本
格
的
な
新
図
書
館
へ
の
移
転
作
業
に
入
っ

た
。
資
料
の
移
動
は
業
者
（
東
京
通
運
（
株
））
に
委
託
し
、
二
月

八
日
か
ら
約
一
カ
月
間
か
け
て
行
っ
た
。
資
料
移
転
実
施
後
に
は
、

資
料
が
正
し
い
位
置
に
配
架
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
適
切
な
配
置

に
再
調
整
を
行
う
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
前
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述
の
通
り
、
棚
ご
と
に
余
裕
を
持
た
せ
て
計
測
し
た
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
三
つ
の
束
が
一
段
に
入
り
き
ら
ず
床
置
き
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
箇
所
が
多
発
し
た
。
雑
誌
の
移
転
作
業
に
は
職
員
も
加

わ
り
総
動
員
で
臨
ん
だ
が
、
業
者
に
よ
る
作
業
が
終
了
し
た
後
も
配

置
の
確
認
・
調
整
作
業
は
続
き
、
そ
の
た
め
に
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の

動
員
ま
で
行
っ
た
。

図
書
館
新
館
の
開
館

　
一
年
十
カ
月
に
及
ぶ
工
事
、
そ
の
後
の
移
転
作
業
を
終
え
、
八
二

年
四
月
八
日
、
慶
應
義
塾
図
書
館
（
新
館
）
の
開
館
を
迎
え
た
。
そ

れ
ま
で
は
図
書
館
と
研
究
室
書
庫
棟
と
で
分
散
し
た
状
態
の
ま
ま
管

理
・
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
新
館
が
で
き
た
こ
と
で
研
究

室
の
資
料
を
図
書
館
の
書
庫
に
収
容
し
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想
の
も
と
で
目
指
し
て
き

た
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
術
資
源
の
一
元
化
が
よ
り
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。

　
新
館
の
開
館
に
合
わ
せ
て
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
規
程
の
改
訂
が
な

さ
れ
、
組
織
変
更
が
実
施
さ
れ
た
。
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門
で

は
、
収
書
課
の
収
書
部
門
と
選
書
部
門
を
分
離
し
、
収
書
部
門
は
整

理
課
に
統
合
さ
れ
、
選
書
部
門
は
選
書
課
と
し
て
独
立
し
た
。
選
書

課
は
、
選
書
事
務
と
そ
れ
ま
で
収
書
部
門
が
行
っ
て
い
た
対
教
員
サ

ー
ビ
ス
の
窓
口
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図
書
の
発
注
・
受

入
・
予
算
管
理
業
務
は
整
理
課
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
収
書
課
と
い

う
名
称
は
廃
止
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
は
、
閲
覧

課
と
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
に
分
属
し
て
い
た
雑
誌
関
連
部
門
が
資
料

課
と
し
て
独
立
し
た
。
三
階
雑
誌
室
お
よ
び
新
た
に
設
け
ら
れ
た
四

階
総
合
資
料
室
の
ほ
か
、
西
校
舎
に
置
か
れ
て
い
た
図
書
館
・
情
報

学
資
料
室
（
後
述
）
が
新
館
五
階
フ
ロ
ア
に
移
動
し
、
資
料
課
の
一

部
門
と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
利
用
規
則
の
緩
和
も
進
ん
だ
。
貸
出
規
則
に
つ
い
て
は
、
当
時
貸

出
期
間
一
週
間
・
冊
数
二
冊
ま
で
だ
っ
た
学
部
生
の
貸
出
が
、
和
書

一
週
間
・
洋
書
一
カ
月
間
と
な
り
冊
数
も
五
冊
ま
で
に
な
っ
た
。
大

学
院
生
も
修
士
・
博
士
の
区
別
を
な
く
し
、
和
洋
と
も
一
カ
月
間
・

十
冊
ま
で
と
な
っ
た
。
ま
た
、
卒
業
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
学

外
で
研
究
機
関
に
所
属
す
る
卒
業
生
（
他
大
学
所
属
者
な
ど
）
へ
の

有
料
貸
出
券
の
発
行
を
始
め
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。

　
一
部
制
限
が
残
っ
て
い
た
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
、
新

館
開
館
を
機
に
出
口
に
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（B

ook D
etection System

：

無
断
帯
出
防
止
装
置
）
を
設
置
し
、
貴
重
書
や
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
除
い
て
、
全
面
開
架
に
移
行
し
た
。

　
ま
た
、
開
館
時
刻
を
授
業
開
始
前
の
図
書
館
利
用
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
そ
れ
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
前
八
時
四
五
分
に
繰
上
げ
た
。

閉
館
時
刻
は
、
平
日
は
午
後
九
時
、
土
曜
日
は
午
後
六
時
と
し
た
。

よ
く
使
わ
れ
る
図
書
館
へ

　
新
し
い
建
物
・
設
備
、
そ
し
て
規
則
の
面
で
の
様
々
な
改
善
に
よ
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り
、
図
書
館
新
館
は
入
り
易
く
居
心
地
の
よ
い
空
間
と
な
っ
た
。

　
新
館
開
館
後
、
入
館
者
数
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
一
日
四
、
五
千
人
、

学
期
末
な
ど
の
繁
忙
期
に
は
七
、
八
千
人
の
入
館
者
を
数
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
閲
覧
室
が
満
席
に
な
る
こ
と
も

度
々
あ
り
、
気
に
入
っ
た
席
の
確
保
の
た
め
に
、
図
書
館
利
用
の
合

間
の
授
業
時
間
に
荷
物
を
放
置
し
た
ま
ま
に
す
る
利
用
者
が
後
を
絶

た
な
い
、
と
い
う
新
た
な
問
題
も
生
ま
れ
た
。

　
新
館
に
設
け
ら
れ
た
新
し
い
施
設
の
利
用
も
好
調
で
あ
っ
た
。
四

階
に
設
置
し
た
教
員
用
の
個
室
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）
は
一
定
期
間
の

占
有
を
可
能
に
す
る
運
用
で
あ
っ
た
が
、
開
館
初
年
度
で
延
べ
一
七

四
件
も
の
利
用
が
あ
っ
た
。
地
下
一
階
の
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
も
、
当
時
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
備
え
た
教
室
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
延
べ
二

九
一
コ
マ
の
授
業
で
利
用
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
八
七
年
に
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
学
生
の
利
用
が
増
え
る

年
末
に
二
日
間
の
開
館
延
長
を
実
施
し
た
ほ
か
、
八
八
年
に
図
書
館

旧
館
の
開
館
時
間
を
午
後
五
時
五
〇
分
ま
で
か
ら
午
後
八
時
ま
で
に

延
長
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形
で
サ
ー
ビ
ス
時
間

を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
設
備
面
の
改
修
も
継
続
的
に
行
い
、
八
七
年

に
旧
館
書
庫
内
の
和
装
本
、
準
貴
重
書
の
配
架
箇
所
に
空
調
設
備
を

設
置
し
、
八
八
年
に
は
開
設
以
来
酷
使
さ
れ
て
き
た
新
館
の
正
面
扉

を
木
製
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
も
の
に
入
れ
替
え
た
。

　
研
究
室
で
管
理
さ
れ
て
い
た
学
部
図
書
が
図
書
館
の
書
庫
に
収
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
は
学
部
予
算
に
よ
っ
て

購
入
さ
れ
た
研
究
書
も
す
べ
て
開
架
で
利
用
で
き
る
図
書
館
と
な
っ

た
が
、
一
方
で
、
文
学
部
を
除
く
学
部
図
書
の
貸
出
規
則
で
は
学
部

生
の
利
用
に
対
す
る
一
定
の
制
限
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
蔵

書
に
組
み
込
ま
れ
た
運
用
が
始
ま
る
と
、
学
部
図
書
を
図
書
館
予
算

で
購
入
さ
れ
た
図
書
と
同
じ
よ
う
に
利
用
し
た
い
と
い
う
要
求
が
高

ま
っ
て
い
き
、
徐
々
に
学
部
図
書
の
貸
出
規
則
も
緩
和
さ
れ
て
い
っ

た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
時
点
で
は
、
経
済
学
部
の
図
書
は
学

部
生
が
借
り
ら
れ
る
期
間
は
三
日
間
で
あ
っ
た
が
、
八
七
年
に
は
商

学
部
図
書
と
同
じ
一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
八
八
年

に
は
経
済
学
部
図
書
、
商
学
部
図
書
と
も
に
、
図
書
館
図
書
と
同
じ

二
週
間
と
な
っ
た
。

選
書
・
収
書
の
充
実

　
選
書
業
務
に
お
い
て
「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
オ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
新
た

な
購
入
方
法
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
必
要
な
資
料
の
買
い
逃
し
を

防
ぐ
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
主
要
な
学
術
出
版
社
の
資
料

を
一
括
で
納
品
し
て
も
ら
う
購
入
方
法
で
あ
る
。
八
二
年
度
に
二
十

四
の
出
版
社
を
対
象
に
始
ま
り
、
翌
八
三
年
度
に
は
三
十
七
社
に
拡

大
し
た
。
図
書
予
算
の
枯
渇
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
研
究
・
教
育

に
必
要
な
図
書
の
購
入
を
優
先
で
き
た
当
時
の
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
ま
た
、
高
村
文
庫
、
松
本
文
庫
、
厨
川
文
庫
な
ど
い
わ
ゆ
る
個
人

文
庫
を
多
く
受
け
入
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
新
館
開
設
に

と
も
な
う
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
が
そ
う
い
っ
た
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
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ン
の
受
入
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
言
え
る

が
、
資
料
の
受
入
れ
量
の
飛
躍
的
な
増
加
は
後
述
す
る
滞
貨
資
料
発

生
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。

図
書
館
・
情
報
学
科
図
書
室
の
変
遷

　
文
学
部
図
書
館
学
科
（
六
八
年
に
図
書
館
・
情
報
学
科
に
改
称
）

の
図
書
室
は
五
一
年
の
開
設
以
来
図
書
館
一
階
に
設
置
さ
れ
て
い
た

が
、
六
二
年
以
降
は
そ
の
年
に
竣
工
し
た
西
校
舎
の
二
階
の
一
角
に

教
員
室
、
事
務
室
と
と
も
に
移
り
、
独
立
し
た
図
書
室
と
し
て
運
営

さ
れ
た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
と
は
別
の
組
織
で
は
あ
っ
た
が
、
情

報
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
属
場
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
図
書
分
類

は
図
書
館
学
科
創
設
以
来
デ
ュ
ー
イ
十
進
分
類
法
（
Ｄ
Ｄ
Ｃ
）
を
用

い
て
お
り
、
図
書
館
学
の
た
め
の
専
門
図
書
館
と
い
う
色
合
い
が
強

か
っ
た
。
八
二
年
の
図
書
館
新
館
の
開
館
を
機
に
、
図
書
室
は
図
書

館
・
情
報
学
資
料
室
と
し
て
新
館
五
階
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

移
転
に
際
し
て
、
教
員
室
や
事
務
室
は
文
学
部
の
他
の
専
攻
と
同
様

に
研
究
室
棟
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、
授
業
が
行
わ
れ
る
教
室
の
機
能

は
、
資
料
室
と
同
じ
新
館
五
階
に
あ
る
研
修
室
に
引
き
継
が
れ
た
。

研
修
室
は
他
の
学
部
・
専
攻
の
授
業
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
主
と
し
て
図
書
館
・
情
報
学
科
の
授
業
が
展
開
さ
れ
る
場
と
な

っ
た
。

分
類
変
更
と
目
録
整
備

　
図
書
館
新
館
の
開
館
を
き
っ
か
け
に
、
学
部
図
書
の
整
理
に
用
い

る
分
類
表
の
変
更
に
つ
い
て
の
議
論
が
再
燃
し
た
。
学
部
図
書
が
新

館
・
旧
館
に
配
架
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
状
況
を
受
け
、
学
部

図
書
の
分
類
番
号
を
図
書
館
図
書
と
同
じ
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
変
更
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
、
七
〇
年
の
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
時

に
も
検
討
さ
れ
た
が
そ
の
時
は
変
更
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
前
述
）。

学
部
ご
と
に
検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
、
文
学
部
の
英
米
文
学
科
・
ド

イ
ツ
文
学
科
・
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
採
用
し
さ
ら
に
独

自
の
請
求
記
号
使
用
も
や
め
て
図
書
館
図
書
と
完
全
に
一
本
化
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
三
学
科
の
請
求
記
号
変
更
は
新
館
開
館
前
の

七
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
目
録
の
一
本
化
、
す
な
わ
ち
図
書
館
と
研
究
室

の
合
同
目
録
の
整
備
を
進
め
た
。
七
九
年
に
は
学
部
図
書
の
著
者
名

目
録
カ
ー
ド
の
組
み
込
み
が
完
了
し
、
図
書
館
と
研
究
室
の
資
料
を

図
書
館
新
館
一
階
の
カ
ー
ド
目
録
だ
け
で
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
〇
年
八
月
に
著
者
名
目
録
カ
ー
ド
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
に
着
手
し
、
冊
子
体
目
録
『
慶
應
義
塾
大
学
三
田

情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
書
目
録
：
著
者
目
録
』（
和
漢
書
篇
十
五
巻
、
洋

書
篇
二
十
三
巻
）
を
翌
年
作
成
し
た
。
す
で
に
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー

の
蔵
書
数
は
百
万
冊
を
超
え
て
お
り
、
カ
ー
ド
目
録
の
維
持
が
危
ぶ

ま
れ
る
中
で
冊
子
体
の
蔵
書
目
録
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
か
っ
た
。
こ
の
冊
子
体
目
録
は
、
カ
ー
ド
目
録
が
新
館
に
移
転
さ
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れ
た
後
の
図
書
館
旧
館
で
の
目
録
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
日
吉

情
報
セ
ン
タ
ー
に
も
置
か
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
資
料
の
相
互
利

用
の
下
地
と
な
っ
た
。

常
態
化
す
る
滞
貨
資
料
の
問
題

　
八
五
年
に
英
国
下
院
議
会
資
料
五
、七
九
一
冊
を
四
学
部
と
分
担

購
入
す
る
な
ど
、
そ
の
後
も
資
料
の
充
実
は
着
々
と
図
ら
れ
て
い
っ

た
。
一
方
で
、
受
入
れ
冊
数
の
増
加
は
未
整
理
資
料
、
い
わ
ゆ
る
滞

貨
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
り
、
何
年
に
も
亘
る
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー

の
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
八
五
年
度
以
降
の
円
高
傾
向
に
よ
り
洋

書
の
購
買
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
に
よ

る
受
入
れ
冊
数
の
急
激
な
増
加
が
滞
貨
を
生
ん
だ
主
た
る
要
因
で
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
整
理
課
職
員
の
退
職
に
と
も
な
う
一
時
的
な
人

員
の
減
少
や
新
館
へ
の
移
転
作
業
に
力
を
結
集
す
る
た
め
の
整
理
業

務
の
一
定
期
間
停
止
も
重
な
り
、
未
整
理
資
料
の
滞
貨
を
減
ら
せ
な

い
状
況
が
続
い
た
。

　
窮
状
を
訴
え
て
一
時
的
な
人
員
補
強
を
図
る
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｔ
Ｒ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
な
ど
の
機
械
可

読
目
録
デ
ー
タ
を
活
用
し
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
の
割
合
を
増
や
す

こ
と
で
効
率
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
洋
書
に
つ
い
て
は
コ
ピ

ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
の
割
合
が
三
十
六
％
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
す
べ
て

手
入
力
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
の
量
を
思
っ
た
よ
う
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。
年
間
受
入
れ
冊
数
に
対
す
る
滞

貨
率
を
見
る
と
、
八
三
年
度
で
年
間
受
入
れ
冊
数
八
三
、二
五
〇
冊

に
対
し
四
十
五
・
七
％
、
八
四
年
度
は
八
三
、四
一
一
冊
に
対
し
三

十
六
・
一
％
、
八
五
年
度
は
六
四
、六
五
九
冊
に
対
し
三
十
一
・

八
％
と
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
解
消
に
向
か
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ

た
が
、
翌
八
六
年
度
の
受
入
れ
冊
数
は
急
激
な
円
高
の
影
響
で
七
三
、

六
五
二
冊
に
跳
ね
上
が
る
と
い
う
状
態
で
、
滞
貨
の
解
消
ま
で
に
は

及
ば
な
か
っ
た
。
受
入
れ
冊
数
の
増
加
は
蔵
書
の
充
実
と
い
う
点
で

は
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
八
八
年
ま
で
続
い
た
円
高
ド
ル
安
傾

向
は
、
図
書
館
に
お
け
る
整
理
業
務
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
続
け
た
。

学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
学
生
嘱
託

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
図
書
館
・
情
報
学
科
の
学
生
を
「
学

生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
契
約
で
雇
用
す
る
制
度
を

七
七
年
四
月
か
ら
始
め
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
の
学
生
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
授
業
の
合
間
な
ど
学
生
が
好
き
な
時
間
に
勤
務
時
間

を
決
め
て
働
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
の

期
待
が
あ
る
一
方
で
、
図
書
館
・
情
報
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
は
図

書
館
で
の
実
務
を
経
験
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。

　
七
七
年
の
開
始
当
時
、
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
図
書
整
理
補
助
要

員
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
職
員
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ

れ
ば
、
慣
れ
た
仕
事
は
単
独
で
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
録
か

ら
始
ま
っ
た
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
担
当
業
務
は
、
そ
の
後
、
閲
覧

業
務
、
雑
誌
業
務
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
目
録
業
務
で
は
、
資
料
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の
装
備
、
目
録
カ
ー
ド
へ
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
タ
イ
ピ
ン
グ
、
目
録
ボ

ッ
ク
ス
へ
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
を
担
当
し
た
。
目
録
カ
ー
ド
の
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
に
は
高
い
正
確
性
が
求
め
ら
れ
た
。
誤
っ
た
箇
所
に
フ

ァ
イ
ル
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
資
料
は
永
久
に
探
せ
な
く
な
る
。

こ
の
た
め
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
作
業
に
お
い
て
は
、
最
初
の
担
当
者
が
ま

ず
所
定
の
位
置
に
目
録
カ
ー
ド
を
挿
入
す
る
が
、
そ
の
際
に
カ
ー
ド

の
穴
に
通
し
て
い
る
金
属
の
棒
は
抜
か
ず
に
挿
入
し
た
カ
ー
ド
を
浮

い
た
状
態
に
し
て
お
く
（
プ
レ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
）。
そ
し
て
、
次
の

担
当
者
が
カ
ー
ド
の
挿
入
位
置
に
間
違
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

か
ら
棒
を
抜
い
て
カ
ー
ド
を
組
み
込
む
の
で
あ
る
。
学
生
ア
シ
ス
タ

ン
ト
が
担
当
し
て
い
た
の
は
こ
の
プ
レ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
ま
で
で
、
最

終
的
な
確
認
は
原
則
と
し
て
職
員
が
行
っ
た
。

　
八
二
年
の
新
館
開
設
後
も
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
度
は
継
続
し
た
。

図
書
館
・
情
報
学
科
の
授
業
が
新
館
五
階
の
研
修
室
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
図
書
館
は
学
科
の
学
生
に
と
っ
て
さ
ら
に
働
き
や
す

い
場
所
と
な
り
、
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
規
模
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

募
集
に
あ
た
っ
て
は
、
図
書
館
・
情
報
学
資
料
室
の
掲
示
板
に
募
集

広
告
を
出
し
、
希
望
す
る
学
生
に
対
し
職
員
が
面
接
を
行
い
採
用
し

た
。
週
に
一
、
二
時
間
程
度
勤
務
の
者
も
い
れ
ば
、
月
に
百
時
間
近

く
勤
務
す
る
つ
わ
も
の
も
い
た
。
学
科
創
設
以
来
、
卒
業
生
の
何
名

か
は
慶
應
の
職
員
と
し
て
就
職
し
図
書
館
に
配
属
さ
れ
る
と
い
う
流

れ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
の
頑

張
り
を
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
の
一
種
と
捉
え
る
学
生
も
い
た
。

　
七
〇
年
代
当
時
か
ら
、
慶
應
の
職
員
に
は
、
専
任
職
員
と
三
年
間

の
有
期
雇
用
の
嘱
託
職
員
の
ほ
か
に
、
学
生
嘱
託
（
以
下
、
学
嘱
）

と
い
う
身
分
の
職
員
が
い
た
。
学
嘱
は
、
現
役
の
大
学
生
を
嘱
託
職

員
と
し
て
雇
用
す
る
も
の
で
、
図
書
館
も
含
め
慶
應
内
の
多
く
の
職

場
で
働
い
て
い
た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
職
員
と
同

じ
昼
間
の
時
間
帯
に
勤
務
す
る
学
嘱
と
夜
間
の
時
間
帯
に
閉
館
ま
で

勤
務
す
る
学
嘱
が
い
た
。
八
二
年
の
新
館
開
館
当
時
、
昼
間
の
学
嘱

は
閲
覧
担
当
四
名
、
雑
誌
担
当
二
名
、
複
写
担
当
二
名
、
夜
間
の
学

嘱
は
閲
覧
担
当
五
名
と
い
う
人
数
構
成
で
あ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
す

る
ま
で
雇
用
は
継
続
で
き
た
が
、
学
生
が
本
分
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
留
年
し
た
分
の
年
数
は
差
し
引
い
て
雇
用
終
了
と
な
る
決
ま

り
で
あ
っ
た
。
若
い
学
嘱
た
ち
は
常
に
職
場
に
活
気
を
も
た
ら
す
存

在
で
も
あ
っ
た
。

　
学
嘱
は
慶
應
の
学
生
に
は
限
っ
て
お
ら
ず
、
昼
間
の
学
嘱
は
夜
間

に
大
学
に
通
う
学
生
で
構
成
さ
れ
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
毎
日
勤
務
と

な
る
。
一
方
、
夜
間
の
学
嘱
は
、
昼
間
の
時
間
帯
の
職
員
の
勤
務
終

了
後
の
開
館
業
務
を
担
う
た
め
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
五

日
、
毎
日
閉
館
の
午
後
九
時
ま
で
勤
務
し
た
。
平
日
の
午
後
六
時
以

降
は
学
嘱
五
名
の
み
で
カ
ウ
ン
タ
ー
を
回
す
た
め
、
五
名
全
員
で
の

週
五
日
勤
務
が
原
則
で
あ
っ
た
。
土
曜
日
も
開
館
し
て
い
た
た
め
、

土
曜
日
は
交
代
で
出
勤
し
午
後
六
時
ま
で
の
開
館
業
務
を
担
当
し
た
。

　
学
嘱
の
人
員
確
保
に
は
い
つ
も
苦
慮
し
て
い
た
。
特
に
夜
間
の
学

嘱
は
年
間
を
通
し
て
毎
日
夜
間
の
時
間
帯
が
拘
束
さ
れ
る
勤
務
条
件
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で
あ
っ
た
た
め
、
担
当
す
る
閲
覧
課
長
に
と
っ
て
欠
員
補
充
は
常
に

悩
み
の
種
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
は
、
毎
日
の
勤
務
を
必
須
と

し
な
い
非
常
勤
の
枠
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
何
と
か
欠
員
を
埋
め
な

が
ら
の
運
営
が
続
い
た
。

二
　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー

ス
ペ
ー
ス
不
足
の
問
題

　
藤
山
記
念
図
書
館
時
代
の
職
員
の
悩
み
は
「
場
所
」
が
足
り
な
い

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
一
九
八
五
年
の
新
図
書
館
建
設
ま
で
は
、

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
工
夫
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
学
部
一
、
二
年
生
が
通
う
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
藤
山
記
念
図
書
館

は
、
書
庫
面
積
三
四
〇
㎡
、
図
書
収
容
冊
数
約
十
万
冊
の
建
物
で
、

五
八
年
の
開
館
当
初
、
蔵
書
数
は
二
五
、六
四
六
冊
で
当
時
の
年
間

受
入
れ
冊
数
で
換
算
す
る
と
二
十
五
年
先
に
は
満
杯
と
な
る
計
算
で

あ
っ
た
。
ま
た
閲
覧
席
数
も
三
〇
二
席
し
か
な
く
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
在
籍
学
生
数
の
わ
ず
か
三
・
八
％
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
入
学
定
員

の
増
加
等
で
在
籍
学
生
数
は
増
え
、
蔵
書
量
も
図
書
予
算
の
増
額
と

と
も
に
増
え
続
け
ス
ペ
ー
ス
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
建
物
は
三
階
部
分
を
増
築
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
図

書
館
側
か
ら
増
築
計
画
を
提
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
承
認
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
既
存
の
ス
ペ
ー
ス
で
や
り
く
り
す
る

し
か
な
く
、
そ
の
た
め
の
工
夫
は
開
設
三
年
後
の
六
一
年
度
に
は
す

で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
に
閲
覧
席
を
追
加
し

た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
エ
リ
ア
の
用
途
変
更
、
書
架
・
閲
覧
席
の

増
設
、
資
料
移
動
な
ど
様
々
な
工
夫
を
繰
り
返
し
た
。
七
〇
年
度
に

は
閲
覧
席
数
は
三
九
四
席
に
ま
で
増
え
た
。

　
場
所
の
捻
出
の
た
め
に
事
務
室
の
書
庫
や
利
用
者
の
ス
ペ
ー
ス
へ

の
転
換
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
七
二
年
四
月
に
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー

が
組
織
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
課
と
総

務
担
当
が
図
書
館
か
ら
第
四
校
舎
に
事
務
室
を
移
し
た
。
そ
の
跡
地

と
な
る
図
書
館
一
階
事
務
室
の
一
部
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
と
し
て
拡

張
し
、
そ
こ
に
雑
誌
室
に
あ
っ
た
新
刊
雑
誌
二
四
〇
タ
イ
ト
ル
の
う

ち
二
一
〇
タ
イ
ト
ル
を
移
動
し
、
一
方
で
雑
誌
室
を
利
用
者
用
の
自

習
室
に
変
更
し
た
。
翌
七
三
年
度
に
は
一
階
の
ロ
ビ
ー
を
本
格
的
に

自
習
室
に
変
更
す
る
一
方
で
、
二
階
閲
覧
室
の
一
部
四
十
㎡
を
書
庫

に
転
用
し
、
さ
ら
に
七
四
年
度
に
は
所
長
室
と
会
議
室
を
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
室
と
し
た
ほ
か
、
再
び
二
階
閲
覧
室
の
一
部
四
十
㎡
を
書
庫
に

転
じ
た
。
こ
の
時
点
で
の
閲
覧
席
数
は
三
八
四
席
で
、
前
述
の
七
〇

年
度
時
点
の
数
に
比
べ
る
と
や
や
減
少
し
て
い
る
が
、
書
庫
部
分
の

面
積
は
四
二
〇
㎡
と
な
り
開
館
当
初
よ
り
も
八
十
㎡
増
え
た
。
七
六

年
度
に
は
、
さ
ら
な
る
ス
ペ
ー
ス
捻
出
の
た
め
、
藤
山
雷
太
氏
の
像

を
館
外
に
移
設
し
た
。

　
七
七
年
度
に
は
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
図
書
館
改
装
計
画
立
案

の
た
め
の
連
絡
会
を
設
置
し
、
週
一
回
業
務
終
了
後
に
会
合
を
も
っ

た
。
そ
し
て
開
館
二
十
年
に
あ
た
る
翌
七
八
年
度
に
か
な
り
大
き
な
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館
内
改
装
を
行
っ
た
。
ま
ず
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
を
二
階
閲
覧
室
の
一

角
に
移
設
し
、
二
階
閲
覧
室
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
の
跡
地
を
そ
れ
ぞ

れ
第
一
、
第
二
閲
覧
室
と
し
た
。
そ
し
て
第
二
閲
覧
室
お
よ
び
新
聞

閲
覧
ロ
ビ
ー
に
閲
覧
席
を
増
設
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
閲
覧
席
数
は
四

六
〇
に
増
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
在
籍
者
一
一
、三
七
二
名
に
対
す
る
座

席
設
置
率
は
四
・
〇
五
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
室
と
二
階
閲
覧
室
の
二
カ
所
に
分
か
れ
て
い
た
カ
ウ
ン
タ
ー
機

能
を
第
一
閲
覧
室
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
方
、
蔵
書
数
は
同
七
八
年
度
に
は
十
万
冊
を
超
え
た
。
そ
れ
ま

で
一
般
の
単
行
書
は
分
野
に
よ
っ
て
二
階
書
庫
と
地
下
書
庫
に
分
け

て
配
置
し
て
い
た
が
、
刊
行
年
で
分
け
る
こ
と
に
変
更
し
、
比
較
的

使
い
勝
手
の
よ
い
二
階
に
は
最
新
の
も
の
か
ら
六
一
年
出
版
ま
で
の

も
の
を
、
地
下
に
は
利
用
頻
度
が
少
な
く
な
っ
た
そ
れ
以
前
の
図
書

を
配
置
し
た
。
翌
七
九
年
度
に
は
地
下
書
庫
に
電
動
集
密
書
架
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
収
容
冊
数
は
十
二
万
二
千
八
百
冊
と
な
り

書
庫
不
足
も
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
蔵
書
数
は
す
で
に
十
一

万
冊
を
越
え
て
い
た
。
収
容
冊
数
が
増
え
た
こ
と
で
刊
行
年
の
区
分

け
を
見
直
し
、
地
下
書
庫
に
は
さ
ら
に
六
五
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た

図
書
を
移
動
し
た
。

　
そ
の
後
も
資
料
の
増
加
に
と
も
な
い
書
庫
の
狭
隘
化
は
進
み
続
け
、

二
階
の
書
架
が
あ
ふ
れ
始
め
た
た
め
、
八
二
年
度
に
地
下
書
庫
の
図

書
の
う
ち
六
〇
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
和
書
約
二
万
三
千
冊
を
書
架

か
ら
抜
き
出
し
て
箱
詰
め
に
し
た
。
そ
し
て
、
空
い
た
書
架
に
二
階

書
庫
か
ら
七
五
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
和
書
を
移
動
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
閲
覧
席
と
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
腐
心
し
て
い
た

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た
と
し
て
も
建
物
の
大
き
さ
は
決
ま

っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
奪
い
合
い
で
し
か
な
く
、
情
報

媒
体
や
学
習
形
態
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
Ａ
Ｖ
資
料
の
利
用

設
備
の
設
置
や
グ
ル
ー
プ
学
習
が
で
き
る
場
所
の
提
供
な
ど
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
研
究
室
の
方
で
は
、
七
五
年
度
に
研
究
室
地
下
書
庫
に
書

架
が
増
設
さ
れ
、
さ
ら
に
七
八
年
度
に
は
手
動
式
集
密
書
架
を
設
置

し
て
い
る
。
ま
た
八
三
年
度
に
は
、
自
然
科
学
系
（
化
学
、
生
物
学
、

数
学
）
研
究
室
に
お
い
て
も
、
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
収
容
ス
ペ
ー

ス
が
限
界
に
迫
り
、
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

図
書
館
と
同
様
に
研
究
室
側
で
も
書
庫
の
狭
隘
化
が
進
ん
で
い
た
わ

け
で
あ
る
。

藤
山
記
念
図
書
館
の
接
架
方
式

　
藤
山
記
念
図
書
館
内
に
は
ク
ロ
ー
ク
室
が
あ
り
、
全
面
的
に
開
架

書
架
を
実
現
で
き
る
設
計
だ
っ
た
が
、
開
館
当
初
は
時
期
尚
早
と
の

声
が
あ
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
だ
け
が
開
架
書
架
だ
っ
た
。
一
般
の

図
書
は
出
納
式
で
、
そ
れ
を
館
内
で
読
む
た
め
に
も
館
内
閲
覧
の
手

続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
。
接
架
方
式
は
そ
の
後
、
順
次
改
善
さ
れ
、

六
五
年
に
は
雑
誌
が
開
架
式
に
な
り
、
七
二
年
に
は
二
階
閲
覧
室
の

蔵
書
が
出
納
式
か
ら
安
全
開
架
式
に
、
さ
ら
に
七
六
年
に
は
地
下
書
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庫
も
出
納
式
か
ら
安
全
開
架
式
に
し
た
。
七
八
年
に
は
ロ
ッ
カ
ー
一

八
〇
人
分
を
増
設
し
入
館
者
全
員
が
入
館
時
に
荷
物
を
ロ
ッ
カ
ー
に

預
け
る
運
用
に
し
た
こ
と
で
、
全
館
を
開
架
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
変
更
に
よ
り
館
外
へ
の
無
断
帯
出
が
増
え
て
し
ま
い
、

八
〇
年
に
は
二
階
第
一
閲
覧
室
出
入
口
に
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
無
断
帯
出
防
止

装
置
）
を
設
置
し
て
い
る
。

貸
出
規
則
の
変
遷

　
藤
山
記
念
図
書
館
で
の
館
外
貸
出
は
、
開
館
当
初
は
一
人
一
冊
四

日
間
の
み
で
あ
っ
た
。
六
一
年
度
に
貸
出
期
間
を
一
週
間
に
し
た
も

の
の
、
一
年
間
の
館
内
閲
覧
が
六
五
、二
八
一
冊
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
館
外
貸
出
は
四
、三
四
一
冊
と
少
な
く
、
館
内
閲
覧
が
利
用
の

大
半
を
占
め
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
七
〇
年
代
以
降
は
貸
出
規
則
の
緩
和
が
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
。

七
〇
年
度
か
ら
は
休
業
期
間
中
の
館
外
貸
出
と
し
て
、
夏
季
お
よ
び

冬
季
休
業
期
間
中
の
館
外
貸
出
を
開
始
し
、
七
三
年
度
に
は
春
季
休

業
期
間
中
の
館
外
貸
出
も
開
始
し
た
。
七
五
年
度
に
貸
出
冊
数
を
一

冊
か
ら
二
冊
に
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
館
外
貸
出
が
増
え
、
同
年
度

の
貸
出
冊
数
は
一
七
、四
九
三
冊
と
な
っ
た
。
こ
の
年
度
の
館
内
閲

覧
冊
数
は
一
四
、四
〇
六
冊
で
、
こ
こ
で
初
め
て
館
外
貸
出
が
館
内

閲
覧
を
上
回
っ
た
。
こ
の
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
卒
論
登
録
者
の
み
が

対
象
で
あ
っ
た
通
信
教
育
課
程
生
へ
の
貸
出
に
つ
い
て
、
夏
期
ス
ク

ー
リ
ン
グ
生
へ
の
館
外
貸
出
も
三
田
と
同
時
に
開
始
し
て
い
る
。
七

六
年
度
に
は
、
貸
出
期
間
の
一
週
間
ご
と
の
延
長
、
予
約
制
度
と
一

夜
貸
出
制
度
（
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ロ
ー
ン
）
の
導
入
、
資
料
延
滞
時

の
罰
則
の
延
滞
金
か
ら
貸
出
停
止
へ
の
変
更
な
ど
の
規
則
変
更
を
行

っ
て
い
る
。
翌
七
七
年
度
か
ら
は
、
貸
出
不
可
で
あ
っ
た
期
末
試
験

期
間
中
の
館
外
貸
出
を
開
始
し
た
。
八
二
年
九
月
か
ら
は
、
学
生
へ

の
館
外
貸
出
を
そ
れ
ま
で
の
二
冊
一
週
間
か
ら
三
冊
二
週
間
に
変
更

し
、
貸
出
期
間
延
長
制
度
は
廃
止
し
た
。
こ
の
変
更
に
と
も
な
い
貸

出
冊
数
が
四
割
近
く
も
増
加
し
、
返
却
本
の
戻
し
作
業
な
ど
の
書
架

管
理
が
追
い
付
か
な
く
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
導
入
し
て
対
応
し
た
。

新
し
い
図
書
館
「
日
吉
図
書
館
」
の
誕
生

　
一
九
八
五
年
四
月
九
日
、
日
吉
に
新
し
い
図
書
館
「
日
吉
図
書

館
」
が
開
館
し
た
。
開
設
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
章
第
一
節
二
「
新

図
書
館
の
建
設
」
に
譲
る
が
、
日
吉
図
書
館
は
、
藤
山
記
念
図
書
館

の
ス
ペ
ー
ス
不
足
、
研
究
室
資
料
の
分
散
、
教
員
へ
の
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
で
き
な
い
状
況
等
、
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
図
書
館
棟
は
、
延
べ
床
面

積
は
九
、三
三
五
㎡
で
、
地
下
一
階
、
地
上
四
階
建
て
の
建
物
で
あ

る
。
地
上
部
分
と
地
下
の
一
部
を
図
書
館
と
し
、
地
下
の
図
書
館
以

外
の
部
分
に
は
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
務
室
等
が
入
っ
た
。
地
上
一

階
か
ら
三
階
ま
で
は
学
習
用
図
書
館
と
し
て
学
生
用
の
閲
覧
席
お
よ

び
学
生
用
の
図
書
・
雑
誌
二
十
万
冊
を
収
蔵
で
き
る
書
庫
を
備
え
、

四
階
に
は
二
十
万
冊
を
収
容
可
能
な
研
究
室
資
料
用
の
書
架
と
教
員
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用
の
閲
覧
席
を
配
置
し
た
。
地
下
一
階
に
は
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
、
業
務
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
た
め
の
情
報
処
理
室
を
設
置
し
、
将
来
の
た
め
の

保
存
書
庫
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
階
と
三
階
に
新
た

に
設
け
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
学
習
室
は
、
館
内
で
会
話
を
し
な
が
ら
学

習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
設
当
初
か
ら
人
気
の
施
設
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
二
階
北
側
に
は
喫
煙
が
可
能
な
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
た
。

　
開
館
時
、
一
階
か
ら
三
階
は
藤
山
記
念
図
書
館
に
あ
っ
た
十
七
万

冊
の
資
料
の
う
ち
、
箱
詰
め
に
し
て
い
た
二
万
三
千
冊
を
除
く
十
四

万
七
千
冊
の
学
生
用
図
書
（
図
書
館
図
書
）、
四
階
に
は
そ
れ
ま
で

第
四
校
舎
の
地
下
書
庫
に
あ
っ
た
研
究
室
資
料
（
図
書
・
製
本
雑

誌
）
十
四
万
冊
の
ほ
か
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
の
合
同
研
究
室
に
あ
っ

た
新
刊
雑
誌
が
置
か
れ
た
。

新
た
な
施
設
・
設
備

　
日
吉
図
書
館
に
な
っ
て
初
め
て
設
置
さ
れ
た
施
設
・
設
備
が
あ
る
。

　
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
は
、
日
吉
図
書
館
を
特
徴
づ
け
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
言
え
る
、
語
学
学
習
用
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
教
養
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
映
像
資
料
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
音
楽
Ｃ
Ｄ
等
の

Ａ
Ｖ
資
料
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
一
階
メ
イ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
二
十
四
席
分
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。
設
置
当

初
か
ら
常
に
人
気
が
あ
り
、
そ
の
利
用
の
多
く
は
映
画
ビ
デ
オ
の
視

聴
で
あ
っ
た
。
開
館
後
も
Ａ
Ｖ
資
料
の
追
加
購
入
を
積
極
的
に
進
め

た
。
ま
た
、
利
用
が
多
い
こ
と
に
よ
る
Ａ
Ｖ
機
器
の
消
耗
も
著
し
く
、

八
九
年
度
か
ら
は
三
年
計
画
で
機
器
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
下
の
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
は
、
そ
の
名
の
通
り
映
像
・
音
像
を
用
い
た

授
業
や
講
演
等
を
行
え
る
施
設
で
あ
る
。
収
納
式
の
小
さ
な
テ
ー
ブ

ル
が
付
い
た
固
定
席
七
十
二
席
の
ほ
か
、
補
助
席
を
含
め
る
と
九
十

人
ま
で
利
用
で
き
た
。
固
定
席
に
は
同
時
通
訳
も
可
能
な
音
声
出
力

端
子
が
備
わ
っ
て
い
た
。

　
四
階
南
側
に
は
教
員
用
個
室
で
あ
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
が
十
六
室
設

置
さ
れ
た
。
二
週
間
単
位
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
カ
月
前
か

ら
予
約
を
受
け
付
け
た
。
し
か
し
運
用
開
始
当
初
か
ら
、
予
約
し
な

が
ら
も
実
際
に
は
使
用
し
な
い
と
い
う
好
ま
し
く
な
い
利
用
が
多
発

し
た
。
予
約
で
満
室
の
場
合
に
は
（
実
際
に
は
使
わ
れ
て
い
な
く
て

も
）
緊
急
の
利
用
希
望
に
こ
た
え
ら
れ
な
い
と
い
う
不
都
合
を
解
消

す
る
た
め
、
八
六
年
度
か
ら
は
運
用
を
改
め
、
十
六
室
の
う
ち
二
室

は
週
一
度
だ
け
講
義
を
担
当
す
る
非
常
勤
講
師
の
利
用
を
想
定
し
て

同
一
曜
日
に
限
り
一
カ
月
先
ま
で
予
約
可
能
、
一
室
は
予
約
の
対
象

外
と
し
、
こ
の
三
室
は
当
日
申
込
み
の
時
間
貸
し
と
し
た
。

　
入
口
に
は
入
館
ゲ
ー
ト
（
入
館
者
自
動
チ
ェ
ッ
ク
装
置
）
を
学
内

の
図
書
館
で
初
め
て
設
置
し
た
。
利
用
者
は
こ
れ
に
藤
山
記
念
図
書

館
時
代
か
ら
閲
覧
業
務
シ
ス
テ
ム
用
に
配
布
し
て
い
た
図
書
利
用
券

の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
ら
せ
る
こ
と
で
入
館
で
き
る
。
当
初
は
、

装
置
の
反
応
が
遅
く
読
み
取
り
エ
ラ
ー
も
発
生
し
、
ま
た
利
用
者
側

の
不
慣
れ
も
手
伝
っ
て
、
入
館
時
に
渋
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
不
評
だ

っ
た
が
、
次
第
に
安
定
し
て
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
館
ゲ
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ー
ト
の
導
入
に
よ
り
入
館
資
格
の
確
認
に
職
員
が
介
在
す
る
必
要
が

な
く
な
り
、
か
つ
正
確
に
入
館
者
数
を
計
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

利
用
規
則
の
整
備

　
日
吉
図
書
館
へ
の
移
転
に
と
も
な
い
、
藤
山
記
念
図
書
館
時
代
の

利
用
規
則
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
ま
ず
貸
出
規
則
に
つ
い
て
、
二
・

三
階
に
置
い
た
図
書
館
図
書
は
、
教
員
・
学
生
と
も
二
週
間
三
冊
の

貸
出
に
統
一
し
た
。
八
七
年
度
に
は
さ
ら
に
見
直
し
を
行
い
、
和
書

は
二
週
間
、
洋
書
は
一
カ
月
間
、
冊
数
は
五
冊
ま
で
と
し
、
併
せ
て

貸
出
期
間
の
延
長
を
一
回
に
限
り
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
四
階
の
研
究
室
資
料
の
教
員
へ
の
貸
出
は
、
単
行
書
は
三
カ
月
三

十
冊
、
製
本
雑
誌
は
二
週
間
三
十
冊
と
い
う
藤
山
記
念
図
書
館
時
代

の
規
則
を
踏
襲
し
た
が
、
八
六
年
度
か
ら
は
原
則
と
し
て
製
本
雑
誌

は
貸
し
出
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
四
階
の
資
料
・
施
設
は
教

員
の
利
用
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
他
の
蔵
書
と
の
重
複
が
無
い
場
合

に
限
り
、
学
生
の
館
内
閲
覧
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
八

九
年
度
か
ら
は
、
大
学
院
生
の
四
階
の
閲
覧
席
の
利
用
お
よ
び
資
料

の
貸
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
貸
出
規
則
の
整
備
の
効
果
も
あ
り
、
貸
出
冊
数
は
開
館
当
初
の
八

五
年
度
に
は
八
万
六
千
冊
あ
ま
り
だ
っ
た
が
、
八
七
年
度
に
は
十
一

万
冊
を
超
え
た
。
そ
の
後
数
年
間
は
同
程
度
の
冊
数
で
推
移
し
た
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

　
日
吉
図
書
館
へ
の
移
転
を
契
機
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
課
は
、

閲
覧
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
雑
誌
・
研
究
室
の
三
つ
の
部
門
か
ら
な
る

新
体
制
の
も
と
で
再
出
発
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
長
ら
く
実
現

が
待
た
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
利
用
者
教
育
へ
の
取
組
み
を

本
格
的
に
開
始
し
た
。
利
用
案
内
（
日
吉
図
書
館
案
内
シ
リ
ー
ズ
）

の
作
成
、
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
ツ
ア
ー
の
実
施
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
使
う
ス
ラ
イ
ド

の
作
成
等
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
八
五
年
一
二
月
に

「
シ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’85
」
と
題
し
て
映
画
ビ
デ
オ
を
六
日

間
に
亘
っ
て
上
映
し
、
連
日
大
盛
況
だ
っ
た
。
こ
の
企
画
に
続
い
て
、

オ
ペ
ラ
の
ビ
デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
年
末
に
は
「
第
九
」
の
Ｃ
Ｄ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
し
て
い
る
。
上
映
す
る
映
画
の
選
定
や
そ
の
解
説

に
は
教
員
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、「
総
合
企
画
」

と
銘
打
っ
て
、
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
で
の
映
画
上
映
と
セ
ッ
ト
で
、
関
連
資

料
の
展
示
や
講
演
会
を
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
使
っ
た
企
画
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
継
続
し
た
。

　
八
六
年
一
〇
月
に
は
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
で
の
催
し
物
の
企
画
や
利
用
案

内
の
作
成
等
を
含
め
た
図
書
館
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
課
の
利
用
者
に
対
す
る
総
合
的
な
企
画
・
広
報
業

務
と
し
て
計
画
す
る
た
め
、
課
内
に
企
画
広
報
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
発
足
さ
せ
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
八
七
年
度
新
入
生
の
た
め
の
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
に
向
け
て
、
ポ
ス
タ
ー
・
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、
ス
ラ
イ
ド
の
改
訂
、
展
示
資
料
の
選
定
と
リ
ス
ト

の
作
成
等
、
精
力
的
に
準
備
作
業
を
行
っ
た
。
八
九
年
度
に
は
初
め

て
利
用
案
内
ビ
デ
オ
を
制
作
し
新
入
生
向
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

等
で
活
用
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
そ
の
後
、
学
生
の
協
力
も
得
な
が

ら
何
度
か
内
容
を
更
新
し
て
い
る
。

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
独
立
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
持
ち
、
学

生
だ
け
で
な
く
、
教
員
向
け
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
窓
口
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
が
大
幅
に
増
え
、
八
五
年
度
の
利
用
件
数
は

前
年
度
比
で
八
十
八
％
以
上
の
増
加
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
八
六
年
度
か
ら
法
学
部
の
授
業
「
法
学
情
報
処
理
」
に
、

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
職
員
を
派
遣
し
、
受
講
す
る
学
生

に
向
け
て
図
書
館
の
活
用
方
法
を
教
え
る
と
い
う
形
の
利
用
者
教
育

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
八
七
年
四
月
に
は
、
文
献
・
情
報
の
探
し
方

や
論
文
の
書
き
方
を
教
え
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹

介
し
た
り
す
る
「
日
吉
図
書
館
情
報
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
後
の
Ｉ
Ｌ
Ｐ
（Inform

ation Literacy 
Project

）
の
嚆
矢
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

入
館
者
数
の
推
移

　
藤
山
記
念
図
書
館
の
時
代
、
入
口
に
カ
ウ
ン
ト
・
ア
イ
と
い
う
セ

ン
サ
ー
式
の
入
館
者
数
測
定
装
置
が
八
一
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
装
置
に
よ
る
入
館
者
数
測
定
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
か
っ
た

が
、
日
吉
図
書
館
開
設
前
の
三
年
間
の
入
館
者
数
は
、
八
二
年
度
四

七
三
、二
六
八
名
、
八
三
年
度
四
六
〇
、二
九
六
名
、
八
四
年
度
四
四

四
、五
三
四
名
と
若
干
の
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い
た
。

　
新
し
い
日
吉
図
書
館
の
入
口
に
は
前
述
の
通
り
入
館
者
数
を
計
測

で
き
る
入
館
者
自
動
チ
ェ
ッ
ク
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
日
吉
図
書
館
の
入
館
者
数
は
、
開
設
し
た
八
五
年
度
に
六
三
四
、

三
八
七
名
、
八
六
年
度
七
二
七
、四
五
八
名
、
八
七
年
度
八
四
一
、七

一
三
名
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
き
、
そ
の
後
は
八
十
万
人
前
後
で
推

移
し
た
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
の
期
末
試
験
期
に
は
一
日
の
入
館
者
数

が
八
千
名
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
数
百
人
の
開
館
待
ち
の
行
列
の

た
め
に
開
館
を
早
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

開
館
時
間
の
変
遷

　
日
吉
図
書
館
に
な
り
開
館
時
間
は
大
幅
に
延
長
さ
れ
た
。
ま
ず
、

開
館
時
刻
を
九
時
か
ら
八
時
四
五
分
に
繰
り
上
げ
、
一
時
限
目
の
授

業
開
始
前
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
平
日
は
一
八
時
、
土
曜
日

は
一
六
時
で
あ
っ
た
閉
館
時
刻
は
、
授
業
期
間
中
は
二
一
時
、
土
曜

日
は
一
八
時
と
し
、
休
業
期
間
中
は
一
八
時
、
土
曜
日
は
一
六
時
と

し
た
（
開
館
直
後
の
八
五
年
四
月
、
五
月
の
二
カ
月
間
は
人
員
配
置

の
関
係
で
暫
定
的
に
一
九
時
（
土
曜
日
は
一
六
時
）
の
閉
館
と
し

た
）。
ま
た
、
通
信
教
育
部
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
中
の
平
日

は
二
〇
時
、
土
曜
日
は
一
八
時
ま
で
開
館
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
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よ
う
に
開
館
時
間
を
延
長
し
た
こ
と
で
、
期
末
試
験
期
間
の
開
館
時

間
延
長
や
日
曜
日
の
臨
時
開
館
の
実
施
は
停
止
し
た
。

　
平
日
二
一
時
ま
で
の
開
館
は
夜
間
学
生
嘱
託
を
中
心
に
維
持
し
て

い
た
。
し
か
し
、
開
館
一
年
目
の
年
度
末
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
退
職

し
、
専
任
職
員
が
交
代
で
夜
間
の
居
残
り
を
す
る
な
ど
、
臨
時
の
体

制
を
敷
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。

館
内
の
喧
騒
、
マ
ナ
ー
問
題
へ
の
対
処

　
学
生
の
利
用
マ
ナ
ー
は
常
に
職
員
を
悩
ま
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

　
藤
山
記
念
図
書
館
の
一
階
ロ
ビ
ー
は
、
喫
煙
が
で
き
る
談
話
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
き
た
が
、
そ
こ
で
の
喧
騒
が
七
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら

ひ
ど
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
八
〇
年
度
に
ロ
ビ
ー
の
長
机
の
一
部

を
個
人
用
キ
ャ
レ
ル
に
交
換
す
る
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同

年
度
後
期
か
ら
は
、
喫
煙
場
所
を
縮
小
す
る
と
と
も
に
館
内
で
の
私

語
・
飲
食
を
禁
止
と
し
た
。

　
日
吉
図
書
館
に
な
っ
て
か
ら
も
騒
音
、
マ
ナ
ー
問
題
へ
の
対
処
は

続
い
た
。
八
七
年
度
に
は
、
飲
物
（
特
に
ジ
ュ
ー
ス
缶
）
持
込
み
・

私
語
に
対
す
る
注
意
等
、
館
内
の
秩
序
維
持
の
た
め
「『
静
』（
し
ず

か
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
職
員
に
よ
る
館

内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
期
末
試
験
期
に
は
席
取
り
の

た
め
机
上
に
放
置
さ
れ
た
蔵
書
の
回
収
や
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
机

の
移
動
や
独
占
、
ワ
ー
プ
ロ
・
電
卓
の
閲
覧
室
で
の
使
用
等
の
行
為

に
対
す
る
指
導
も
行
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
大
き
な
改
善
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
後
も
マ
ナ
ー
・
ル
ー

ル
違
反
は
続
き
秩
序
維
持
に
苦
慮
し
た
。
夜
間
の
時
間
帯
の
ト
イ
レ

内
喫
煙
と
火
を
使
っ
た
悪
戯
、
階
段
最
上
部
で
の
喫
煙
、
グ
ル
ー
プ

学
習
室
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
机
椅
子
の
移
動
、
飲
食
、

紙
屑
の
放
置
等
、
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
等
が
散
見
さ
れ

た
。
盗
難
も
複
数
件
発
生
し
て
い
る
。

蔵
書
点
検
の
特
色

　
日
吉
で
は
学
内
で
は
最
も
早
く
八
二
年
度
に
閲
覧
業
務
を
機
械
化

し
た
。
そ
れ
に
あ
た
り
、
図
書
一
冊
ず
つ
にB

ook-ID

の
バ
ー
コ

ー
ド
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
た
。
貼
り
付
け
位
置
は
蔵
書
点
検
の
効
率

を
考
慮
し
、
本
の
背
を
左
に
し
た
と
き
の
表
紙
の
左
上
部
で
、
そ
こ

に
ラ
ベ
ル
の
左
端
を
上
向
き
に
し
て
縦
に
貼
り
付
け
た
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
蔵
書
点
検
の
際
に
は
右
手
に
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

（
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
を
持
ち
、
左
手
で
書
架
上
の
図
書
を
傾

け
て
上
部
だ
け
を
書
架
か
ら
引
き
出
し
、
右
側
の
表
紙
部
分
に
現
れ

る
バ
ー
コ
ー
ド
を
す
ば
や
く
読
み
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。
読
み
取
っ

た
デ
ー
タ
を
閲
覧
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
図
書

の
有
無
を
判
別
す
る
方
式
で
蔵
書
点
検
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
方
式
で
の
蔵
書
点
検
は
八
九
年
度
ま
で
つ
づ
け
た
。
そ

れ
以
降
は
、
他
の
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
た
の
と
同
様
、
蔵
書
点

検
用
の
リ
ス
ト
に
あ
る
請
求
記
号
と
書
架
上
の
図
書
の
請
求
記
号
を

人
の
目
で
見
て
照
合
す
る
方
式
に
な
っ
た
。
ま
た
、
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
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ベ
ル
を
こ
の
よ
う
に
貼
り
つ
け
た
の
は
当
初
か
ら
閲
覧
業
務
機
械
化

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
藤
山
記
念
図
書
館
に
あ
っ
た
学
生
用
図
書
の

み
で
あ
り
、
八
八
年
度
か
ら
新
し
い
閲
覧
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
）
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
室
資
料
に
対
し
て
は
、
表
紙
を
開
い
た

見
開
き
の
下
部
に
貼
っ
て
い
た
。
な
お
、
図
書
館
図
書
の
バ
ー
コ
ー

ド
ラ
ベ
ル
も
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
が
稼
働
を
開
始
し
た
九
八
年
度
か
ら

は
、
他
セ
ン
タ
ー
と
同
様
、
表
紙
の
下
部
に
水
平
に
貼
る
よ
う
に
な

っ
た
。

日
吉
図
書
館
開
設
後
の
資
料
配
置

　
所
蔵
資
料
の
増
大
に
備
え
て
、
日
吉
図
書
館
の
地
下
に
は
二
〇

一
・
八
三
㎡
の
予
備
書
庫
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
藤
山
記
念
図
書

館
（
図
書
館
移
転
後
は
改
称
さ
れ
藤
山
記
念
館
と
な
っ
た
）
の
地
下

部
分
二
五
九
・
五
七
㎡
も
保
存
書
庫
と
し
て
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
た
め
日
吉
図
書
館
へ
の
移
転
時
に
、
刊
行
年
の
古
い
図

書
を
藤
山
記
念
館
地
下
に
残
し
て
き
た
。

　
八
五
年
度
に
は
音
楽
学
研
究
室
お
よ
び
美
術
研
究
室
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
資
料
を
第
八
校
舎
か
ら
四
階
書
庫
に
移

動
し
た
。
ま
た
、
諸
国
語
合
同
研
究
室
の
ロ
シ
ア
語
図
書
も
す
べ
て

四
階
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
自
然
科
学
部
門
研

究
室
（
化
学
、
物
理
学
、
生
物
学
）
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
製
本
雑

誌
を
中
心
と
す
る
資
料
数
千
冊
を
第
二
校
舎
か
ら
藤
山
記
念
館
地
下

に
移
動
し
た
。
八
七
年
度
に
は
美
術
研
究
室
の
製
本
雑
誌
の
一
部
を

四
階
に
配
置
替
え
し
た
。

　
ま
た
旧
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
保
管
し
て
い
た
化
学
・
物
理
学
研

究
室
の
製
本
雑
誌
を
藤
山
記
念
館
地
下
に
戻
し
た
。
さ
ら
に
慶
應
義

塾
高
等
学
校
生
物
科
の
洋
雑
誌
を
生
物
学
研
究
室
へ
移
管
し
た
際
に

は
、
検
討
の
結
果
、
配
置
場
所
を
藤
山
記
念
館
地
下
と
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
移
動
に
よ
り
日
吉
の
研
究
室
資
料
の
う
ち
人
文
科

学
・
社
会
科
学
・
語
学
部
門
の
資
料
は
日
吉
図
書
館
四
階
お
よ
び
美

術
・
音
楽
学
研
究
室
に
、
自
然
科
学
部
門
の
資
料
は
藤
山
記
念
館
地

下
書
庫
お
よ
び
各
研
究
室
（
化
学
、
物
理
学
、
生
物
学
、
数
学
、
心

理
学
）
に
配
置
す
る
と
い
う
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
資
料
配
置

の
図
式
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　
八
八
年
度
に
は
日
吉
図
書
館
地
下
の
予
備
書
庫
ス
ペ
ー
ス
に
集
密

書
架
を
設
置
し
、
収
容
可
能
冊
数
約
八
万
冊
の
保
存
書
庫
と
し
た
。

　
ま
た
、
八
六
年
に
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

の
資
料
の
一
部
を
、
藤
山
記
念
館
地
下
に
移
転
し
一
定
期
間
預
か
る

と
い
う
協
力
も
行
っ
て
い
る
。
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
つ

い
て
は
理
工
学
部
開
設
五
十
年
記
念
事
業
で
作
ら
れ
る
厚
生
棟
内
保

存
書
庫
の
完
成
（
九
〇
年
二
月
）
ま
で
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
資

料
は
厚
生
女
子
学
院
学
生
寮
跡
の
書
庫
拡
張
工
事
完
成
（
九
〇
年
三

月
）
ま
で
を
預
か
り
期
間
と
し
た
。
い
ず
れ
の
資
料
も
利
用
者
の
入

庫
に
よ
る
利
用
は
認
め
ず
、
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
で
対
応
す
る
も

の
と
し
た
。
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選
書
と
蔵
書
構
築

　
藤
山
記
念
図
書
館
の
時
代
か
ら
、
学
生
用
図
書
の
購
入
に
つ
い
て

は
広
く
教
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
七
〇
年
六
月
か
ら
は
共

同
教
員
室
と
研
究
室
棟
に
投
書
箱
を
設
け
、
教
員
か
ら
の
学
生
の
た

め
の
図
書
の
推
薦
を
随
時
受
け
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
七

九
年
度
に
は
学
生
を
対
象
と
す
る
洋
書
の
推
薦
を
日
吉
と
三
田
の
教

員
全
員
に
対
し
て
依
頼
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
た
。

　
一
方
、
授
業
で
利
用
さ
れ
る
教
科
書
・
参
考
文
献
の
収
集
に
お
い

て
は
、
六
九
年
度
に
は
履
修
案
内
に
記
載
さ
れ
た
参
考
文
献
を
網
羅

的
に
購
入
す
る
こ
と
を
開
始
し
、
八
三
年
度
以
降
は
、
履
修
案
内
に

掲
載
さ
れ
る
図
書
は
複
本
三
冊
を
目
途
に
購
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
大
学
生
協
書
籍
部
の
「
教
科
書
一
覧
」
掲
載
図
書
も
収
集
の

対
象
と
し
た
。
日
吉
図
書
館
開
館
後
は
、
通
信
教
育
部
発
行
の
『
三

色
旗
』
の
“
塾
生
書
架
”
に
掲
載
さ
れ
た
参
考
文
献
も
チ
ェ
ッ
ク
し

未
収
蔵
分
を
発
注
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
教
員
と
は
各
専
門
分
野
の
蔵
書
構
築
で
も
連
携
し
て
い
る
。

七
六
年
度
に
は
工
学
部
工
学
基
礎
教
室
の
協
力
を
得
て
、
自
然
科
学
、

工
学
分
野
の
蔵
書
を
購
入
し
た
。
七
九
年
度
に
は
中
国
語
、
朝
鮮
語

等
の
諸
外
国
語
図
書
の
推
薦
依
頼
を
外
国
語
授
業
担
当
者
全
員
に
対

し
て
行
っ
た
。
ま
た
、
教
員
に
は
自
身
の
著
作
の
寄
贈
依
頼
も
常
時

行
っ
て
い
る
。
日
吉
図
書
館
開
館
後
は
、
研
究
室
資
料
選
定
業
務
へ

の
教
員
か
ら
の
支
援
を
得
る
た
め
、
一
階
事
務
室
脇
に
設
置
さ
れ
た

選
書
室
を
利
用
し
て
、
取
引
の
あ
る
書
店
八
社
に
よ
る
人
文
科
学
関

係
の
洋
書
の
見
計
ら
い
展
示
（
二
カ
月
ご
と
更
新
）
を
始
め
た
。

　
職
員
に
よ
る
選
書
を
強
化
す
る
た
め
に
、
七
七
年
度
に
図
書
選
定

委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
七
八
年
か
ら
は
、
学
生
の
興
味
を
ひ
く
よ

う
な
小
説
を
中
心
と
し
た
文
庫
お
よ
び
旅
行
ガ
イ
ド
を
図
書
資
料
費

で
購
入
し
、
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
専
用
書
架
に
置
い
た
。
日
吉
図

書
館
開
館
時
に
は
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
約
四
百
冊
を
新
た

に
購
入
し
、
二
階
に
「
バ
ル
コ
ニ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
設

置
し
た
。
八
六
年
度
以
降
は
、
一
般
教
養
書
の
収
集
に
つ
い
て
は
図

書
選
定
委
員
会
で
十
分
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
教
員
か
ら

の
推
薦
の
受
付
を
停
止
し
た
。

　
日
吉
図
書
館
で
は
新
た
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク
を
設
置
し
た
こ

と
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
需
要
が
増
大
し
た
（
前

述
）。
こ
の
た
め
、
欧
米
の
主
要
な
書
誌
・
索
引
類
を
新
た
に
購
入

し
、
ま
た
三
田
の
重
複
資
料
の
移
管
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
資
料
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
蔵
書
構
築
を
進
め
る
一
方
で
、
日
吉
図
書
館
の
学
生

用
図
書
（
図
書
館
図
書
）
の
蔵
書
量
は
、
当
初
か
ら
書
庫
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
で
あ
る
二
十
万
冊
を
上
限
と
す
る
と
い
う
方
針
が
あ
り
、

蔵
書
の
再
評
価
・
除
籍
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
行
う
た
め
の
蔵

書
再
編
成
室
が
開
設
当
初
か
ら
一
階
事
務
室
脇
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
研
究
室
資
料
の
選
書
に
つ
い
て
は
、
七
三
年
度
か
ら
、
研
究
室
・

各
教
室
で
受
入
・
整
理
し
た
洋
書
を
収
録
し
た
『
洋
書
通
報
』
の
定

期
的
な
作
成
・
配
布
を
始
め
た
。
ま
た
、
七
九
年
度
か
ら
は
研
究
室
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の
図
書
支
出
の
配
分
項
目
に
「
所
長
直
轄
─
そ
の
他
」
を
設
け
、
こ

の
予
算
を
使
っ
て
広
範
な
主
題
や
複
合
主
題
の
図
書
、
あ
る
い
は
基

本
的
な
書
誌
類
で
研
究
者
に
必
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
に
何
ら

か
の
事
情
で
収
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
購
入
し
た
。

日
吉
に
お
け
る
目
録
と
滞
貨
資
料
の
問
題

　
日
吉
で
は
、
日
常
の
目
録
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
、
七
三
年
か

ら
国
立
国
会
図
書
館
印
刷
目
録
カ
ー
ド
（
国
会
カ
ー
ド
）
を
使
用
し

て
い
た
。
七
七
年
に
は
日
本
出
版
販
売
株
式
会
社
（
日
販
）
の
目
録

印
刷
カ
ー
ド
を
試
験
的
に
導
入
し
た
。
翌
七
八
年
に
は
日
販
の
カ
ー

ド
を
正
式
導
入
し
、
図
書
の
出
版
か
ら
カ
ー
ド
の
配
布
ま
で
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
大
き
か
っ
た
国
会
カ
ー
ド
の
使
用
を
中
止
し
た
。
洋
書
の

目
録
作
業
で
は
、
当
時
三
田
で
も
使
用
し
て
い
た
米
国
議
会
図
書
館

印
刷
目
録
カ
ー
ド
（
Ｌ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
か
ら
購
入
し
利
用
し
て
い
た
が
、
洋
書
の
場
合
は
Ｌ
Ｃ
カ
ー

ド
を
利
用
で
き
る
割
合
は
低
か
っ
た
。
七
九
年
に
は
目
録
カ
ー
ド
を

コ
ピ
ー
で
き
る
専
用
の
コ
ピ
ー
機
を
導
入
す
る
な
ど
、
作
業
工
程
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
一
方
で
出
来
上
が
っ

た
目
録
カ
ー
ド
の
利
用
者
用
目
録
へ
の
組
み
入
れ
（
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
）
が
追
い
付
か
ず
、
同
七
九
年
度
末
に
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
待
ち
の

目
録
カ
ー
ド
が
四
万
四
千
枚
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
主
た
る
原
因

は
購
入
冊
数
の
増
加
で
あ
る
。
翌
八
〇
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
整
理
待
ち
が
和
書
で
発
生
し
、
八
一
年
度
に
は
洋
書
で
も
滞
貨
が

発
生
し
始
め
た
。

　
八
一
年
度
に
は
、
図
書
館
図
書
（
和
書
）
の
冊
子
体
目
録
の
作
成

を
目
的
に
、
日
本
メ
モ
レ
ッ
ク
ス
社
の
図
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
開
始
し
た
。
八
三
年
四
月
に
最
初
の
冊
子
体
目
録
が
完

成
し
、
図
書
館
図
書
（
和
書
）
の
利
用
者
用
目
録
カ
ー
ド
の
作
成
を

中
止
し
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、
和
書
の
整
理
の
処
理
速
度
は
ア
ッ

プ
し
た
が
、
受
入
冊
数
の
増
加
も
続
い
て
い
た
た
め
、
全
体
の
滞
貨

資
料
が
減
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
八
三
年
に
は
図
書
館
の
滞
貨
資
料

が
日
吉
主
任
会
議
（
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
代
表
教
員
に
よ
る
会

議
）
で
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
事
務
室
内
に
書
架
を
増
設

し
、
整
理
待
ち
図
書
に
対
す
る
至
急
処
理
の
要
望
に
対
応
で
き
る
態

勢
を
整
え
た
。
ま
た
、
同
八
三
年
度
に
は
、
冊
子
体
目
録
作
成
が
軌

道
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
和
書
の
整
理
冊
数
が
前
年
比
で
二
割
以

上
増
加
し
、
滞
貨
冊
数
は
九
割
近
く
減
少
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
吉
図
書
館
へ
の
移
転
作
業
や
職
員
の
退
職
に
よ
る
減

員
等
に
よ
り
八
四
年
度
末
に
は
滞
貨
冊
数
が
七
千
冊
近
く
ま
で
増
加

し
た
。
そ
こ
で
八
五
年
度
に
業
務
委
託
に
よ
る
整
理
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
同
年
度
の
整
理
冊
数
は
過
去
最
高
と
な
り
、
滞
貨
を
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
以
来
、
日
吉
と
三
田
の
間
で
は
、
相
互
に
目

録
カ
ー
ド
を
送
付
し
合
い
、
日
吉
で
三
田
の
蔵
書
を
、
三
田
で
日
吉

の
蔵
書
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
日
吉
の
図
書
館
図
書

（
和
書
）
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
八
三
年
度
に
目
録
カ
ー
ド
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作
成
を
や
め
た
た
め
、
八
四
年
度
分
か
ら
目
録
カ
ー
ド
に
替
え
て
冊

子
体
著
者
名
索
引
を
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
方
、
日
吉
に
送
ら

れ
て
来
て
い
た
三
田
の
目
録
カ
ー
ド
の
編
成
作
業
は
滞
り
が
ち
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
八
四
年
度
か
ら
は
そ
の
編
成
を
や
め
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
間
で
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
所
蔵
の
有
無
等
を

確
認
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
七

二
年
、
従
来
の
研
究
室
側
の
カ
ー
ド
目
録
（
合
同
目
録
）
に
藤
山
記

念
図
書
館
の
蔵
書
の
カ
ー
ド
を
繰
り
込
み
、
両
方
の
蔵
書
を
一
度
に

検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
し
か
し
日
吉
図
書
館
移
転
後
、
一

階
の
目
録
ホ
ー
ル
に
お
い
て
図
書
館
図
書
の
目
録
と
研
究
室
図
書
の

目
録
を
分
け
て
編
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
た
め
研
究
室
の
合
同

目
録
か
ら
藤
山
記
念
図
書
館
時
代
の
図
書
館
分
の
目
録
カ
ー
ド
を
除

去
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

　
八
九
年
度
に
は
、
図
書
館
図
書
を
従
来
の
和
洋
別
配
架
か
ら
、
利

用
上
の
便
宜
を
考
慮
し
て
和
洋
混
配
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
そ
れ
ま
で
和
洋
で
独
立
し
て
採
用
し
て
き
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
分
類
深
度

を
調
整
し
、
同
一
分
野
の
和
洋
の
図
書
が
書
架
上
で
並
ぶ
よ
う
に
し
た
。

三
　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
前
史

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
が
で
き
る
前
の
図
書
館
の
状
況
は
、
記
録

も
少
な
く
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
得
な
い
が
、
当
時
の
蔵
書
目
録
が

残
っ
て
い
る
。
一
九
三
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
図
書
館
和
洋
書
目
録
』
で
は
、
各
診
療
科
等
に
散
ら
ば
っ
て
い
る

図
書
が
網
羅
さ
れ
、
配
架
場
所
に
「
図
書
館
」
の
字
も
見
え
る
こ
と

か
ら
、
実
態
は
と
も
か
く
集
中
管
理
と
い
う
意
識
は
当
時
か
ら
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
こ
の
時
点
で
全
体
と
し
て
す
で
に
三

万
冊
ほ
ど
の
蔵
書
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
の
建
設
は
、
三
一
年
に
北
里
柴
三
郎
博
士

（
初
代
医
学
部
長
）
が
逝
去
さ
れ
た
際
に
、
博
士
を
偲
ぶ
門
下
生
お

よ
び
有
志
が
追
悼
事
業
を
企
画
し
、
思
案
の
結
果
博
士
の
名
を
永
久

に
記
念
す
る
医
学
図
書
館
の
建
設
を
決
め
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

三
四
年
に
「
北
里
博
士
記
念
医
学
図
書
館
建
設
会
」
が
結
成
さ
れ
、

翌
年
の
慶
應
義
塾
評
議
員
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
。

　
図
書
館
竣
工
目
前
の
三
七
年
に
な
り
、
医
学
部
図
書
館
長
で
あ
っ

た
草
間
良
男
教
授
は
、
新
し
い
図
書
館
の
運
営
体
制
を
構
築
す
べ
く

適
任
者
を
探
し
た
結
果
、
大
阪
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
の
高
木
武
之

介
を
同
年
五
月
に
招
聘
し
、
医
学
部
事
務
局
図
書
係
と
い
う
身
分
で

は
あ
っ
た
が
実
質
的
な
主
任
司
書
と
し
て
館
員
の
指
揮
監
督
者
に
据

え
た
。
高
木
は
、
各
教
室
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
資
料
を
一
カ
所
に
ま

と
め
る
た
め
に
、
従
来
の
分
類
を
見
直
し
て
独
自
の
新
し
い
分
類
体

系
を
作
成
し
た
。
な
お
、
こ
の
独
自
分
類
は
そ
の
後
見
直
さ
れ
、
五

六
年
か
ら
は
現
在
の
分
類
で
あ
る
Ｎ
Ｌ
Ｍ
分
類
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
は
三
七
年
一
〇
月
に
竣
工
、
一
一
月
に
完
成
披
露
が
行
わ
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れ
運
営
を
開
始
し
た
。
建
設
会
と
塾
長
と
の
間
に
取
り
交
わ
さ
れ
た

覚
書
の
「
医
学
者
一
般
に
之
（
図
書
館
）
を
利
用
せ
し
む
る
こ
と
」

を
守
り
、
学
外
の
医
学
研
究
者
や
医
療
従
事
者
、
医
療
関
係
の
専
門

家
に
分
け
隔
て
な
く
門
戸
を
開
放
し
た
。
そ
の
利
用
の
便
の
た
め
、

開
館
当
初
か
ら
日
曜
開
館
も
行
っ
た
。
開
館
当
初
の
休
館
日
は
、
祝

祭
日
と
年
末
年
始
（
一
二
月
三
〇
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
）
の
み
で

あ
っ
た
。
休
館
日
や
開
館
時
間
は
そ
の
後
状
況
に
応
じ
て
変
更
さ
れ

て
い
る
が
、
日
曜
開
館
は
現
在
も
な
お
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
は
、
建
物
を
建
設
会
が
所
有
し
、
そ
の
運
営
を
慶
應
義
塾

に
委
託
す
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、
四
四
年
に
正
式
に
慶
應
義
塾

に
寄
付
さ
れ
た
。
四
九
年
に
な
る
と
全
学
横
断
的
な
図
書
館
組
織
を

編
成
す
る
た
め
に
「
慶
應
義
塾
図
書
館
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
を
本
館
と
す
る
体
制
が
整
え

ら
れ
、
北
里
記
念
医
学
図
書
館
は
分
館
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
が
開
設
さ
れ
る
以
前
の
三
六
年
に
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
図
書
館
（
当
時
）
は
「
官
立
医
科
大
学
附
属
図
書

館
協
議
会
」（
二
七
年
創
立
。
現
在
の
日
本
医
学
図
書
館
協
会
）
に

加
盟
し
て
い
る
。
名
称
の
通
り
官
立
（
国
立
）
大
学
の
団
体
で
あ
っ

た
が
、
私
立
大
学
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
加
盟
し
た
の
は
、
医
学
図

書
館
と
し
て
団
結
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
協
議
会

は
三
一
年
に
『
医
科
大
学
共
同
学
術
雑
誌
目
録
』
を
刊
行
、
三
二
年

に
は
「
国
際
十
進
分
類
法
（
Ｕ
Ｄ
Ｃ
）」
医
学
の
部
を
訳
出
、
三
五

年
に
は
ド
イ
ツ
医
学
雑
誌
の
高
騰
問
題
に
関
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際

図
書
館
連
盟
）
の
会
議
で
声
明
を
発
表
す
る
な
ど
、
活
発
に
活
動
を

行
っ
て
い
た
。

　
協
議
会
加
盟
後
は
、
北
里
記
念
医
学
図
書
館
も
こ
う
し
た
活
動
に

積
極
的
に
携
わ
っ
た
。
医
学
研
究
者
を
対
象
と
し
た
外
国
雑
誌
の
目

次
内
容
速
報
を
作
成
・
配
布
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
を
五
四
年

に
日
本
大
学
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
、
横
浜
市
立
大
学
と
共
同
で

開
始
し
た
ほ
か
、
六
四
年
に
は
日
本
医
学
図
書
館
協
会
の
事
業
と
し

て
東
京
大
学
医
学
図
書
館
で
管
理
さ
れ
て
い
た
「
洋
書
綜
合
目
録
カ

ー
ド
」
の
移
管
を
受
け
、
そ
の
整
理
と
維
持
管
理
を
引
き
継
い
だ
。

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
独
自
の
取
組
み
と
し
て
は
、
六
六
年
に
Ｎ

Ｌ
Ｍ
に
日
本
医
学
雑
誌
文
献
の
索
引
を
作
成
し
提
供
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
Ｎ
Ｌ
Ｍ
が
開
発

し
た
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
現
在
の
Ｐ
ｕ
ｂ
Ｍ
ｅ
ｄ
の
前
身
）
に
日
本

の
主
要
な
医
学
文
献
の
英
訳
索
引
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
事
業
は
、
日
本
の
医
学
情
報
を
世
界
に
発
信
す
る
役
割
を
担
う
と

い
う
、
一
図
書
館
の
活
動
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
で
、
当
時
の
ス

タ
ッ
フ
が
広
い
視
野
を
持
ち
、
ま
た
医
学
界
全
体
に
貢
献
す
る
と
い

う
意
欲
に
満
ち
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
提
供
す
る
索
引
に

は
一
定
の
基
準
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
Ｎ
Ｌ
Ｍ
に
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
研
修
を
受
け
る
必
要
も
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
は
七
二
年
ま
で
の
六

年
間
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
六
九
年
に
は
日
本
原
子
力
研
究
所
（
原
研
）
が
発
行
し
て
い
る
抄

録
誌“N

uclear Science A
bstracts of Japan

”

に
採
録
さ
れ
る
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文
献
の
抄
録
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
こ
の
抄
録

は
七
〇
年
に
は
原
研
を
通
じ
て
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
に
も
提
供
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
七
〇
年
に
は
Ａ
Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
に
も
日
本
の
関
連
文
献
の
英

文
抄
録
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
開
始
し
て
い
る
。
同
時
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
に
対
し
て
も
「
環
境
公
害
文
献
集
」（「
科
学
技
術
文
献
速

報
・
環
境
公
害
篇
」）
の
「
医
学
の
部
」
に
対
し
て
文
献
情
報
を
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
外
部
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
相
応
の
収
入
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
財
源
に
雇
用
さ
れ
る
臨
時
職
員
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
た
。
こ
の
職
員
は
定
員
外
と
い
う
扱
い
で
あ
り
、
最
大
で
百
名
を

超
え
る
規
模
と
な
っ
て
い
っ
た
。

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
の
設
立

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
組
織
再
編
を
機
に
、
前
述
の
定
員
外
と
い
う

位
置
づ
け
の
臨
時
職
員
の
処
遇
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
一
年
以

上
に
わ
た
る
検
討
の
末
、
外
部
向
け
を
含
む
諸
サ
ー
ビ
ス
の
母
体
と

な
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
、
こ
れ
を
担
う
定
員
外
職
員
を
別
組
織

と
し
て
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
分
離
し
て
財
団
法
人
化
す
る
こ
と

に
な
り
、
財
団
法
人
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
が
七

二
年
四
月
に
発
足
し
た
。
企
業
で
は
な
く
財
団
法
人
に
な
っ
た
の
は
、

こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
活
動
が
、
医
学
・
医
療
情
報
に
関
す
る
社
会
的

な
要
請
に
応
え
る
た
め
で
あ
り
、
単
な
る
利
益
追
求
が
目
的
で
は
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
大
部
分
と
、
総
務
担
当
下

の
研
究
開
発
部
門
、
資
料
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
相
互
貸
借
と
複
写
部
門

が
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
時
点
で
図
書
館
が
行
っ
て
い

た
主
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
移
っ
た
格
好
と

な
り
、
結
果
的
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
図
書
資
料
の
収
集

業
務
の
ほ
か
に
閲
覧
・
貸
出
業
務
と
簡
単
な
参
考
調
査
の
み
と
、
大

幅
に
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
は
今
ま

で
と
変
わ
ら
ず
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
施
設
と
所
蔵
資
料
に
全
面
的

に
依
存
し
て
い
た
。
特
に
複
写
業
務
に
お
い
て
は
製
薬
企
業
な
ど
か

ら
の
利
用
が
増
加
し
、
そ
の
た
め
に
本
来
の
利
用
者
で
あ
る
学
内
所

属
者
の
利
用
に
支
障
が
出
る
と
い
う
事
態
も
招
い
た
。
組
織
名
称
も
、

「
国
際
」
の
有
無
の
違
い
だ
け
で
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
変
似

通
っ
て
い
る
た
め
利
用
者
に
混
乱
を
来
た
す
な
ど
、
し
ば
ら
く
の
間

は
業
務
の
区
別
も
あ
い
ま
い
な
状
態
が
続
い
た
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
分
離
か
ら
二
年
後
の
七
四
年
四
月
、
学
内
者
向
け
の

複
写
業
務
と
日
本
医
学
図
書
館
協
会
加
盟
館
へ
の
相
互
貸
借
業
務
が

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
七
七

年
一
〇
月
に
は
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
一
階
か
ら
地
下
に
変

更
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
も
地
下

に
移
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
業
務
の
切
り
分
け
が
明
確
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
も
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
複
写
業
務
に
よ
る
資
料
利
用
は
増
え

続
け
、
学
内
利
用
者
の
学
術
雑
誌
利
用
に
支
障
が
出
る
状
況
に
は
変

わ
り
が
な
か
っ
た
。
利
用
者
か
ら
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
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そ
の
状
況
は
八
二
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
複
写
業
務
を
開
館
か
ら
正
午
ま

で
と
閉
館
後
（
午
後
八
時
以
降
）
に
行
う
と
い
う
取
り
決
め
を
し
た

こ
と
で
、
よ
う
や
く
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
八
八
年
に
は
地
下

一
階
の
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
事
務
室
が
縮
小
さ
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
と
医
学
情
報
セ

ン
タ
ー
の
分
離
が
一
層
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

増
え
続
け
る
資
料
へ
の
対
応

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
が
開
館
し
た
三
七
年
時
点
の
蔵
書
数
は
約

三
万
冊
で
あ
っ
た
が
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
七
一
年
に
は

十
万
冊
を
超
え
、
三
十
年
強
の
間
に
約
三
倍
と
な
っ
て
い
た
。
一
方

で
利
用
者
に
必
要
な
情
報
を
届
け
る
と
い
う
使
命
の
た
め
、
資
料
収

集
の
手
が
休
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
増
え
続
け
る
資
料
を
収
め
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
が
駆
使
さ
れ
た
。

　
七
五
年
四
月
に
は
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
（
工
学
部
管
理
工
学
科

跡
地
）
に
旧
分
類
図
書
を
移
し
た
が
、
七
七
年
六
月
に
地
下
に
集
密

書
架
が
設
置
で
き
た
こ
と
で
資
料
を
戻
し
た
。
し
か
し
翌
七
八
年
に

は
書
庫
四
階
の
ス
ペ
ー
ス
見
直
し
に
よ
り
、
重
複
資
料
や
事
務
資
料

の
一
部
を
、
再
度
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
送
付
し
て
い
る
。

　
八
二
年
四
月
に
は
蔵
書
数
が
十
五
万
冊
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
計
算

上
の
書
架
収
容
能
力
十
四
万
六
千
冊
を
超
え
る
も
の
で
書
庫
狭
隘
化

は
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
発
行
年
が
古
く
利
用
の
少
な

く
な
っ
た
単
行
書
お
よ
び
参
考
図
書
一
万
三
千
冊
を
三
田
情
報
セ
ン

タ
ー
（
研
究
室
棟
地
下
書
庫
）
に
移
転
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
に
は

雑
誌
の
う
ち
重
複
し
て
所
蔵
し
て
い
た
四
千
七
百
冊
を
琉
球
大
学
か

ら
の
要
請
に
よ
り
寄
贈
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
両
者

に
と
っ
て
利
の
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
対
処
を
行
っ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
の
増
加
冊
数
約
五
千
六
百
冊
に
対
し
、

同
年
八
月
の
調
査
の
時
点
で
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
約
九
千
冊
分
し
か

な
く
、
一
年
半
後
に
は
ま
た
書
架
が
満
杯
と
な
る
と
い
う
予
測
に
悲

壮
感
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
。

　
八
五
年
四
月
に
は
、
資
料
配
架
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
た
め
に
書
庫

一
階
か
ら
四
階
の
閲
覧
席
十
八
席
を
撤
去
し
て
、
四
十
三
連
（
約
七

千
冊
相
当
）
の
書
架
を
増
設
し
た
。
翌
八
六
年
に
も
閲
覧
室
内
に
書

架
を
増
設
し
た
。
八
七
年
に
は
参
考
図
書
の
一
部
を
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
藤
山
記
念
館
の
地
下
書
庫
へ
移
送
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に

よ
っ
て
も
書
架
が
足
り
ず
、
資
料
の
床
置
き
が
常
態
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
八
八
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が
使
用
し
て
い
た

地
下
事
務
室
の
縮
小
に
よ
り
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
医
学
情
報
セ
ン
タ

ー
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
を
検
討

す
る
た
め
に
、
同
年
八
月
に
「
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
将
来
計
画
委
員

会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
所
長
と
教
員
六
名
、
ほ
か
に
副

所
長
（
現
在
の
事
務
長
に
あ
た
る
）
と
総
務
担
当
課
長
が
加
わ
っ
た
。

こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
単
な
る
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
策
に
と
ど
ま
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
の
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
機
能
と
規
模

を
持
つ
べ
き
か
、
長
期
的
な
見
通
し
の
上
に
立
っ
た
将
来
図
を
ま
と

め
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
増
え
続
け
る
資
料
へ
の
対
応
策
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に
焦
点
が
置
か
れ
た
。
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
や
、
他
大
学

の
医
学
図
書
館
と
の
分
担
保
存
な
ど
も
話
題
に
上
り
、
八
九
年
一
〇

月
に
中
間
報
告
書
を
出
し
て
委
員
会
活
動
は
実
質
的
に
終
了
し
て
い

る
。
委
員
会
で
は
三
十
年
後
の
資
料
数
と
棚
板
延
長
数
、
必
要
な
書

庫
の
広
さ
の
予
測
も
出
さ
れ
、
将
来
計
画
と
し
て
図
書
館
の
新
築
も

検
討
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
図
書
館
の
新
築
は
あ
く
ま
で
将
来
の
目

標
で
あ
っ
た
。
喫
緊
の
対
応
と
し
て
地
下
ス
ペ
ー
ス
に
集
密
書
架
を

設
置
し
、
加
え
て
九
〇
年
に
厚
生
女
子
学
院
の
閉
校
に
よ
っ
て
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
教
室
を
保
存
書
庫
と
し
て
確
保
で
き
た
こ
と
で
、
書

庫
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
苦
労
も
ひ
と
ま
ず
息
が
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
三
田
、
日
吉
に
預
け
て
い
た
資
料
の
ほ
か
、
外
部
業

者
の
倉
庫
に
保
管
し
て
い
た
資
料
も
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

視
聴
覚
資
料

　
図
書
館
に
視
聴
覚
資
料
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
六
五
年

の
こ
と
で
あ
る
。
地
下
に
あ
っ
た
三
四
会
・
慶
應
医
学
会
事
務
所
と

仁
誠
堂
書
店
が
移
転
し
た
た
め
、
そ
の
跡
地
を
使
っ
て
フ
ィ
ル
ム
・

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
（
そ
の
後
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

改
称
）。
所
蔵
資
料
は
十
六
ミ
リ
の
医
学
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
中
心
で
、

病
院
の
各
教
室
で
所
蔵
し
て
い
た
視
聴
覚
資
料
や
機
器
を
移
管
し
て

も
ら
い
集
約
し
た
ほ
か
、
新
規
に
購
入
す
る
も
の
も
あ
わ
せ
て
一
括

管
理
し
て
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
効
利
用
を
進
め
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
他
に
医
学
レ
コ
ー
ド
・
ブ
ッ
ク
、
語
学
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
な
ど
が
あ
っ
た
。
再
生
用
機
器
と
し
て
は
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
用

映
写
機
、
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
用
映
写
機
、
三
十
五
ミ
リ
ス
ラ
イ
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
な
ど
を
備
え
、
図
書
館

外
で
の
利
用
の
た
め
に
貸
出
も
行
っ
て
い
た
。

　
七
二
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
発
足
に
と
も
な
っ
て
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
七
七
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
側
の
職
員
が

不
在
と
な
っ
た
た
め
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
視
聴
覚
資
料
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
視

聴
覚
資
料
の
作
成
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
た
。
七
五
年
か
ら
ス
ラ
イ

ド
作
成
サ
ー
ビ
ス
を
、
八
七
年
に
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ
フ
ィ
ル
ム
へ
の
複
写
サ

ー
ビ
ス
も
開
始
し
て
い
る
。

学
外
入
館
者
の
利
用

　
三
七
年
の
開
館
以
来
北
里
記
念
医
学
図
書
館
は
学
外
利
用
者
に
広

く
門
戸
を
開
い
て
き
た
が
、
利
用
者
の
飛
躍
的
な
増
大
を
理
由
に
、

七
七
年
か
ら
学
外
利
用
者
の
登
録
制
を
開
始
し
た
。
最
初
の
来
館
時

に
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
当
日
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
が
、

そ
の
後
の
利
用
は
申
請
書
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
る
閲
覧
証
を
提
示

す
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
七
七
年
度
の
申

請
者
は
二
、五
六
七
名
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
一
、一
六
九
名
に
閲
覧

証
が
発
行
さ
れ
た
（
一
日
限
り
の
利
用
者
に
は
発
行
さ
れ
な
い
）。
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こ
の
数
字
か
ら
も
、
外
部
利
用
者
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
こ
の
閲
覧
証
発
行
に
か
か
る
負
荷
は
予
想

以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
七
八
年
か
ら
は
閲
覧
証
の
発
行
を
取
り
や

め
、
利
用
の
都
度
申
請
書
の
提
出
を
求
め
る
許
可
制
に
運
用
を
変
更

し
た
。
八
六
年
に
は
こ
の
許
可
制
を
廃
止
し
、「
学
外
入
館
者
名
簿
」

に
記
帳
の
上
、
番
号
札
を
胸
に
つ
け
て
入
館
す
る
方
式
に
改
め
ら
れ

た
。業

務
機
械
化
へ
の
取
組
み

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
に
も

早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
六
〇
年
代
な
か
ば
に
Ｍ
Ｅ
Ｄ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
最
先
端
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
触

れ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
国
内
の
図
書
館
界
で
も
六
〇

年
代
か
ら
図
書
館
業
務
の
機
械
化
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六

八
年
に
は
『
医
学
図
書
館
』
で
「
医
学
図
書
館
に
お
け
る
電
子
計
算

機
の
利
用
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
慶
應
か
ら
の
「
電
子
計
算
機

導
入
と
そ
の
周
辺
」、「
雑
誌
受
入
・
目
録
作
業
へ
の
Ｅ
Ｄ
Ｐ
導
入
─

北
里
記
念
医
学
図
書
館
で
の
開
発
例
─
」
と
い
う
二
本
の
記
事
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
七
一
年
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
っ
て
作
成

し
た“List of Foreign M

edical Periodicals

（
外
国
雑
誌
所
蔵

目
録
）”

を
刊
行
し
た
。
八
〇
年
か
ら
は
図
書
の
受
入
・
収
集
業
務

の
機
械
化
を
す
す
め
、
八
一
年
に
受
入
収
集
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
の
運
用
を
開
始
し
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
他
キ
ャ
ン

パ
ス
の
図
書
館
に
比
べ
い
ち
早
く
導
入
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
医

学
分
野
で
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
こ
と
や
、
企
業

に
も
ニ
ー
ズ
が
あ
り
多
少
の
費
用
が
か
か
っ
て
も
構
わ
な
い
と
い
う

利
用
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
七
九
年
四
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
が
提
供
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
。
こ
れ
が
最
初
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
導
入
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
一
年
半
ほ
ど
遡
る

七
七
年
一
〇
月
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が
専
用
回
線
に
よ
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
端
末

を
設
置
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
全
国
の
利
用

機
関
に
設
置
さ
れ
た
端
末
台
数
は
わ
ず
か
十
二
台
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
は
ま
だ
、
前
述
の
と
お
り
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
図
書
館
内
に
事
務
室
を
設

け
て
い
た
の
で
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
も
相
乗
り
す
る
形
で
こ
の
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｓ
端
末
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
専
用
回
線
と
端
末
機
の
使
用
料
だ
け
で
月
額
約
二
十

万
円
と
い
う
金
額
か
ら
、
こ
の
時
点
で
の
独
自
導
入
は
難
し
か
っ
た
。

七
八
年
六
月
に
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
は
一
般
公
衆
回
線
（
普
通
の
電
話
回
線
）

か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
が
拡
張
さ
れ
た
。
専
用
回
線
よ

り
安
価
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
七
九
年
四
月
に
医
学
情
報
セ

ン
タ
ー
は
独
自
で
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
端
末
を
導
入
し
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
で
は
複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
料
金
表
に
よ
れ
ば
、
一
分
間
あ
た
り
の
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利
用
料
が
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
医
学
文
献
フ
ァ
イ
ル
一
八
〇
円
、
Ｃ
Ａ

（Chem
ical A

bstracts

）Condensates

化
学
文
献
フ
ァ
イ
ル
二

〇
五
円
、
Ｔ
Ｏ
Ｘ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
毒
性
文
献
フ
ァ
イ
ル
二
〇
五
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
検
索
一
件
に
つ
き
二
〇
〇
円
の
手
数
料

が
か
か
っ
た
。
接
続
時
間
に
基
づ
き
料
金
が
加
算
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
利
用
者
に
自
由
に
使
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
図
書
館
職
員

で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
者
だ
け
が
扱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
ら
か
じ
め
利
用
者
か
ら
調
査
し
た
い
内
容
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

検
索
内
容
を
明
確
に
し
、
検
索
手
順
（
検
索
式
）
を
し
っ
か
り
と
事

前
に
準
備
し
て
か
ら
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
よ
り
短
い
接
続
時

間
で
適
切
な
検
索
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

　
八
〇
年
に
は
こ
の
一
般
公
衆
回
線
を
用
い
て
利
用
で
き
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
に
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
が
加
わ
っ
た
。
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
か
っ
た
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
Ｄ

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
の
導
入
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
幅
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
八
七
年
四
月
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
さ

れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
主
要
な
も
の
は
ほ
ぼ
網
羅

さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

各
種
目
録
等
の
刊
行

　
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
は
ま
だ
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
が
学
術
文
献

を
入
手
す
る
た
め
に
は
図
書
館
に
足
を
運
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
（
前
述
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
で
さ
え
図
書
館
に
来
る

必
要
が
あ
っ
た
）。
そ
の
解
決
策
の
一
つ
が
目
録
の
刊
行
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
は
多
く
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
七
〇
年
代
初
頭
に
は
『
コ
ン
テ
ン
ツ
速
報
』“N

ew
 B

ook List ”

を
発
行
し
て
い
た
。
七
六
年
に
は
新
規
に
図
書
館
に
入
っ
た
図
書
や

雑
誌
を
紹
介
す
る
『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
八
五

年
に
は
『
学
術
雑
誌
目
録
』
を
二
五
〇
部
作
成
し
、
学
内
の
医
局
お

よ
び
研
究
室
に
配
布
す
る
と
と
も
に
国
内
の
医
学
図
書
館
に
も
送
付

し
た
。
ほ
か
に
も
七
三
年
に
『
古
医
書
目
録
』、
七
六
年
『
フ
ィ
ル

ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
目
録
』
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
目
録
で
は
な
い
が
、
雑
誌
の
特
集
か
ら
最
新
の
医
学
界
の
動
向
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
和
雑
誌
特
集
記
事
主
題
索
引
」
と

い
う
も
の
も
作
成
し
て
い
た
。
こ
れ
は
冊
子
で
は
な
く
カ
ー
ド
目
録

と
し
て
整
備
し
て
い
た
も
の
で
、
参
考
係
が
雑
誌
を
配
架
す
る
前
に

索
引
化
す
る
特
集
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
を
も
と
に
目
録
係
が
カ
ー

ド
目
録
を
作
成
し
て
い
た
。
利
用
者
は
こ
の
カ
ー
ド
目
録
を
探
す
こ

と
で
、
図
書
だ
け
で
は
得
ら
れ
に
く
い
最
新
情
報
を
比
較
的
簡
便
に

得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
八
七
年
か
ら
は
リ
ス
ト
形
式
で
の
作
成
に
変

え
、
こ
の
索
引
作
成
は
九
七
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
。

看
護
短
期
大
学
図
書
室
の
開
設

　
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
看
護
婦
養
成
所
に
端
を
発
す
る
看
護
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教
育
体
制
は
、
五
〇
年
の
医
学
部
附
属
厚
生
女
子
学
院
開
設
を
経
て
、

八
八
年
四
月
に
慶
應
義
塾
看
護
短
期
大
学
（
以
下
「
看
護
短
大
」）

と
な
っ
た
。
厚
生
女
子
学
院
の
時
代
に
も
図
書
室
は
あ
っ
た
が
、
専

任
の
図
書
館
員
は
お
ら
ず
事
務
職
員
が
兼
務
し
て
い
た
。
看
護
短
大

の
開
設
に
際
し
て
設
け
ら
れ
る
新
し
い
図
書
室
の
運
営
を
医
学
情
報

セ
ン
タ
ー
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
開
設
に
先
立
つ
三
年
前
の
八
五
年
か
ら
、
総
務
担
当
課
長
が
看
護

短
大
設
立
準
備
委
員
と
し
て
加
わ
り
、
準
備
の
手
始
め
と
し
て
厚
生

女
子
学
院
図
書
室
の
蔵
書
点
検
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
分
野

の
蔵
書
数
を
把
握
し
、
設
置
基
準
に
適
合
し
た
資
料
の
準
備
が
開
始

さ
れ
た
。
翌
八
六
年
に
は
厚
生
女
子
学
院
図
書
室
の
蔵
書
の
再
分
類

を
実
施
し
た
ほ
か
、
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
千
五
百
冊
の
図
書

の
移
管
も
行
わ
れ
た
。
看
護
分
野
の
み
な
ら
ず
哲
学
、
心
理
学
、
社

会
学
、
教
育
学
な
ど
の
主
題
の
資
料
、
参
考
図
書
の
充
実
を
目
指
し

て
選
書
さ
れ
、
医
学
系
の
図
書
は
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
に
依

存
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
八
七
年
一
一
月
に
は
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
各
担
当
か
ら
選
出
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
六
名
で
看
護
短
大
図
書
室
準
備
委
員
会
を
組
織
し
て

運
用
案
を
検
討
、
そ
の
結
果
を
短
大
事
務
室
に
提
出
し
た
。
八
八
年

三
月
に
厚
生
女
子
学
院
図
書
室
か
ら
新
し
い
看
護
短
大
図
書
室
へ
の

移
転
作
業
が
行
わ
れ
、
四
月
一
一
日
に
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
の
新

た
な
図
書
室
の
担
当
と
し
て
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
専
任
職
員
一
名

が
配
属
さ
れ
た
。

　
図
書
室
は
看
護
短
大
校
舎
の
二
階
東
側
に
置
か
れ
、
床
面
積
は
二

百
㎡
で
あ
っ
た
。
座
席
七
十
六
席
、
蔵
書
一
万
五
千
八
百
冊
、
購
読

雑
誌
三
十
五
誌
を
備
え
、
開
館
時
間
を
平
日
は
八
時
四
五
分
か
ら
一

九
時
ま
で
、
土
曜
日
は
八
時
四
五
分
か
ら
一
七
時
ま
で
と
し
た
。
図

書
の
分
類
に
は
、
看
護
学
の
専
門
分
野
は
日
本
看
護
協
会
図
書
室
分

類
表
を
、
そ
れ
以
外
の
分
野
は
日
本
十
進
分
類
法
を
用
い
た
。

　
開
設
当
初
の
名
称
は
看
護
短
期
大
学
・
厚
生
女
子
学
院
図
書
室
で

あ
っ
た
が
、
九
〇
年
の
厚
生
女
子
学
院
廃
止
に
と
も
な
い
、
看
護
短

期
大
学
図
書
室
に
改
称
さ
れ
た
。

第
五
回
国
際
医
学
図
書
館
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）

　
一
九
八
二
年
に
、
嶋
井
和
世
所
長
が
日
本
医
学
図
書
館
協
会
（
Ｊ

Ｍ
Ｌ
Ａ
）
の
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
で
は
こ
の
こ
ろ
、
第

五
回
国
際
医
学
図
書
館
会
議
（5

th

Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）
を
日
本
で
開
催
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
。
討
議
の
結
果
こ
れ
を
八
五
年
に
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
日
本
組
織
委
員
会
の
事
務
局
は
、
会
長
に
近
い

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
務
局
は
八
三

年
二
月
に
正
式
に
設
置
さ
れ
、
二
年
以
上
に
亘
る
こ
の
準
備
に
総
務

担
当
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
嶋
井
所
長
の
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ

会
長
の
任
期
は
八
四
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
日
本
組
織
委
員
会
会
長

は
こ
の
会
議
終
了
ま
で
務
め
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｌ
は
八
五
年
九
月
三
〇
日
か
ら
一
〇
月
四
日
ま
で
の
五
日

間
、
日
本
大
学
会
館
（
市
ヶ
谷
）
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、
参
加
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者
は
六
十
四
カ
国
か
ら
五
六
七
名
、
発
表
論
文
数
は
一
二
八
編
に
も

及
ん
だ
。
ま
た
会
議
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
図
書
館
見
学
会
で
は
、
医

学
情
報
セ
ン
タ
ー
も
会
場
と
な
り
、
十
カ
国
四
十
四
名
の
外
国
人
参

加
者
の
来
訪
を
受
け
盛
況
と
な
っ
た
。

開
設
五
十
周
年
記
念
式
典

　
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
〇
日
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
北
里
記
念

医
学
図
書
館
開
設
五
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。
前
年
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
大
学
病
院
新
棟
（
現
二
号
館
）
十
一
階
臨
床
講
堂

（
現
大
会
議
室
）
を
会
場
に
行
わ
れ
、
横
山
哲
朗
所
長
の
式
辞
の
後
、

植
村
恭
夫
医
学
部
長
、
清
水
龍
瑩
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
、

牛
場
大
蔵
元
北
里
記
念
医
学
図
書
館
長
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
た
。
そ

の
後
は
講
演
会
が
催
さ
れ
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
大
学
の
ナ
ン
シ
ー
・

Ｍ
・
ロ
レ
ン
ツ
ィ
博
士
が
「
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
（
医
学
・
医
療
に
お
け
る

統
合
型
学
術
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
）
─
明
日
へ
向
け
て
─
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。
式
典
終
了
後
は
会
場
を
北
里
講
堂
に
移
し
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
た
。
学
内
外
か
ら
約
一
六
〇
名
の
出
席
者
が
あ
り
盛

会
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
記
念
出
版
物
と
し
て
『
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー

（
北
里
記
念
医
学
図
書
館
）
五
十
年
の
歩
み
』
と
『
医
科
大
学
に
お

け
る
学
術
情
報
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』（
翻
訳
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

四
　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー

小
金
井
か
ら
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
本
館
で
あ
る
松
下
記
念
図
書
館
は
、

工
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
小
金
井
か
ら
矢
上
へ
移
転
す
る
の
を
機
に

建
設
さ
れ
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
に
開
館
し
た
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
起
源
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

設
立
さ
れ
た
藤
原
工
業
大
学
（
以
下
「
藤
原
工
大
」）
が
四
四
年
に

慶
應
義
塾
大
学
に
寄
付
さ
れ
、
工
学
部
と
な
っ
た
時
に
校
舎
内
に
あ

っ
た
資
料
室
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
資
料
室
が
工
学
部
図

書
室
と
な
っ
た
が
、
四
五
年
四
月
の
空
襲
に
よ
り
学
部
校
舎
の
八
割

が
消
失
し
た
際
に
、
図
書
室
も
灰
塵
に
帰
し
た
。

　
改
め
て
図
書
室
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
の
は
、
い
く
つ
か
の
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
を
経
て
四
九
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
小
金
井
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
木
造
平
屋
、
五
〇
年
に
応
用
化
学
科

の
建
物
に
同
居
し
た
図
書
室
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
五
一
年
一
一
月

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
層
の
書
庫
、
木
造
モ
ル
タ
ル
造
り
の
閲
覧

室
を
備
え
た
建
物
が
落
成
し
、
五
二
年
四
月
に
新
た
な
図
書
室
と
し

て
開
室
し
た
。
当
時
の
書
架
収
蔵
力
は
二
万
四
千
冊
で
あ
っ
た
。
六

四
年
に
畠
山
文
化
財
団
よ
り
一
二
〇
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
書
庫
の

増
築
を
行
っ
て
収
容
力
は
二
倍
に
増
加
し
た
。

　
五
八
年
に
は
組
織
改
編
に
よ
り
三
田
を
中
央
図
書
館
と
し
、
工
学

部
図
書
室
は
小
金
井
分
室
と
な
っ
た
。
六
五
年
一
〇
月
に
は
分
室
か
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ら
分
館
に
昇
格
と
な
り
、
工
学
図
書
館
へ
と
改
称
さ
れ
た
。

　
実
は
、
松
下
記
念
図
書
館
に
は
も
う
一
つ
の
源
流
が
あ
る
。
そ
れ

は
四
四
年
三
月
に
慶
應
に
寄
贈
さ
れ
た
藤
山
工
業
図
書
館
で
あ
る
。

藤
山
工
業
図
書
館
は
実
業
家
の
藤
山
雷
太
氏
が
二
七
年
に
芝
区
（
現

港
区
）
白
金
に
開
設
し
た
私
立
の
工
業
関
連
の
専
門
図
書
館
で
あ
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
の
建
物
に
、
工
業
に
関
す
る
最
新
の
知
識

を
研
究
者
・
実
務
家
に
提
供
す
る
目
的
で
収
集
さ
れ
た
五
万
数
千
冊

の
蔵
書
が
備
わ
っ
て
い
た
。
藤
山
氏
の
死
後
に
慶
應
に
寄
贈
さ
れ
、

も
う
一
つ
の
工
学
部
図
書
館
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
戦
中
戦
後
は

軍
の
利
用
に
供
さ
れ
た
が
、
四
七
年
九
月
に
図
書
館
と
し
て
の
利
用

が
再
開
さ
れ
、
工
学
部
図
書
室
が
存
在
し
て
い
な
い
期
間
は
事
実
上

の
工
学
部
図
書
館
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
工
学
部
が
小
金

井
に
居
を
定
め
る
と
、
白
金
の
図
書
館
は
地
理
的
に
遠
い
こ
と
か
ら

利
用
者
が
激
減
し
た
た
め
、
五
七
年
に
土
地
建
物
を
売
却
す
る
こ
と

に
な
り
、
蔵
書
の
一
部
は
工
学
部
図
書
室
に
編
入
さ
れ
た
。

松
下
記
念
図
書
館
の
建
設

　
藤
原
工
大
の
当
初
の
構
想
は
、
日
吉
に
大
学
予
科
を
置
き
、
学
部

は
近
接
地
に
設
置
し
て
一
大
工
業
大
学
と
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

四
〇
年
に
日
吉
か
ら
谷
を
隔
て
た
丘
の
上
に
あ
る
矢
上
台
の
敷
地
を

買
収
し
て
い
た
。
戦
争
の
た
め
こ
の
計
画
は
頓
挫
し
て
い
た
が
、
工

学
部
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
が
手
狭
に
な
っ
た

こ
と
で
、
五
〇
年
代
後
半
か
ら
改
め
て
日
吉
・
矢
上
へ
の
復
帰
が
検

討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
つ
い
に
そ
の
構

想
が
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
ず
は
日
吉
に
一
般
・
基
礎
教
育
部
門
（
一
、
二
年
生
）
の
施
設

を
建
築
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
続
け
て
矢
上
台
に
専
門
課
程
、
大
学

院
の
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
が
、
自
己
資
金
が
足
り
ず
、

法
人
や
一
般
有
志
か
ら
の
援
助
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

最
終
的
に
は
二
十
一
億
六
千
万
円
超
の
寄
付
金
を
得
て
、
計
画
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
六
九
年
一
月
三
一
日
付
の
「
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
計
画
（
案
）」

に
よ
る
と
、
図
書
館
の
延
建
坪
は
三
五
〇
坪
で
二
階
建
て
の
独
立
棟

と
し
、
段
階
を
踏
ん
で
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
・
向
上
を
目
指
し
て
い
く

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
計
画
は
修
正
さ
れ
、
七
〇
年
一
月
七
日
付

「
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
計
画
の
概
要
～
矢
上
台
新
工
学
図
書
館
～
」

で
は
建
物
は
三
階
建
て
、
四
五
〇
坪
と
な
っ
て
い
た
が
、
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
よ
り
一
億
二
千
万
円
の
寄
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
最
終
的
に
は
以
下
の
規
模
と
な
っ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
（
全
館
冷
暖
房
付
き
）

建
築
面
積

　
　
一
、一
一
五
㎡
（
三
三
七
坪
）

延
床
面
積

　
　
二
、二
九
四
㎡
（
六
九
四
坪
）

書
架
収
蔵
力

　
八
万
八
千
冊

閲
覧
席

　
　
　
二
七
〇
席

　
こ
れ
は
藤
山
記
念
図
書
館
の
延
床
面
積
一
、六
八
三
㎡
を
超
え
、

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
、
単
一
学
部
の
図
書
館
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と
し
て
当
時
国
内
屈
指
の
規
模
で
あ
っ
た
。

　
図
書
館
建
築
工
事
は
、
七
一
年
二
月
六
日
に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
て

か
ら
順
調
に
進
み
、
八
月
末
に
完
了
し
た
。
九
月
初
旬
か
ら
は
資
料

の
移
動
作
業
が
行
わ
れ
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
か
ら
多
数
の
応
援

も
得
て
、
九
月
下
旬
に
書
庫
整
備
を
含
む
大
半
の
作
業
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
の
他
の
建
物
に
先
だ
ち
、
九
月
二
八
日
に
図
書

館
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
竣
工
式
の
前
に
松
下
電
器
産
業
の
松
下

幸
之
助
会
長
へ
の
慶
應
義
塾
お
よ
び
日
本
の
学
問
・
文
化
向
上
へ
の

貢
献
に
対
す
る
名
誉
博
士
の
称
号
授
与
式
が
行
わ
れ
、
竣
工
式
で
は

小
川
鍛
常
務
取
締
役
が
開
館
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
こ
の
際

の
鋏
は
記
念
品
と
し
て
現
在
も
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

　
矢
上
台
校
舎
の
建
築
は
そ
の
他
の
棟
も
九
月
ま
で
に
次
々
と
完
成

し
て
い
た
。
使
用
可
能
な
棟
で
は
後
期
授
業
を
さ
っ
そ
く
実
施
す
べ

く
、
一
〇
月
か
ら
機
械
工
学
科
と
応
用
化
学
科
が
第
一
陣
と
し
て
移

転
し
、
図
書
館
も
一
〇
月
四
日
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
そ
の
後

七
二
年
三
月
ま
で
に
全
学
科
の
移
転
が
完
了
し
、
新
校
舎
の
落
成
式

が
三
月
二
七
・
二
八
日
に
行
わ
れ
た
。

松
下
記
念
図
書
館
の
目
指
し
た
も
の

　
矢
上
へ
の
移
転
準
備
当
時
、
慶
應
で
は
図
書
館
・
研
究
室
の
施

設
・
資
料
を
一
元
的
に
管
理
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
を
作
る
構

想
が
進
ん
で
い
た
。
工
学
図
書
館
も
移
転
を
機
に
理
工
学
情
報
セ
ン

タ
ー
へ
と
改
編
さ
れ
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

　
前
述
の
「
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
計
画
の
概
要
」
で
は
、
こ
の
方

向
性
に
沿
い
、
新
施
設
に
お
け
る
業
務
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
筆

す
べ
き
は
、
任
務
と
し
て
「
塾
外
、
理
工
学
分
野
の
研
究
、
教
育
機

関
一
般
に
前
記
に
準
ず
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
そ
の
研
究
活
動

を
援
助
す
る
」
と
さ
れ
、
業
務
の
重
点
と
し
て
も
「
塾
内
外
の
研
究

者
・
研
究
機
関
及
び
産
業
界
に
対
し
て
、
迅
速
か
つ
適
確
な
情
報
提

供
活
動
を
行
な
う
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

前
身
の
藤
山
工
業
図
書
館
が
も
と
も
と
工
学
関
連
の
学
者
や
実
務
家

の
た
め
の
専
門
図
書
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
松

下
電
器
産
業
か
ら
の
寄
付
が
工
学
分
野
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
と
考
え
ら
れ
る
。
今
で
も
理

工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
理
工
学
分
野
に
携
わ
る
研
究
者
に
広
く

公
開
さ
れ
て
い
る
理
由
を
、
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ほ
か
に
も
「
研
究
者
の
研
究
情
報
収
集
の
労
力
を
、
で
き
る
か
ぎ

り
節
減
す
る
」、「
有
能
な
情
報
専
門
職
（
司
書
・
情
報
科
学
者
）
の

養
成
を
は
か
る
」
な
ど
、
科
学
技
術
情
報
の
流
通
量
が
飛
躍
的
に
増

大
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
施
設
・
組
織
・
サ
ー
ビ
ス
い
ず
れ
に

お
い
て
も
質
の
高
い
理
工
学
の
専
門
図
書
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ろ

う
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
松
下
記
念
図
書
館
は
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。
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資
料
収
集
の
努
力

　
松
下
記
念
図
書
館
開
設
前
後
に
は
、
特
筆
す
べ
き
蔵
書
の
収
集
も

開
始
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
少
な
い
予
算
の
中
で
の
海
外
資
料
の

収
集
で
あ
る
。
所
蔵
資
料
を
増
や
す
た
め
当
時
考
え
ら
れ
た
の
が
、

工
学
部
が
刊
行
す
る“K

eio Engineering R
eports ”

と
の
交
換

で
雑
誌
を
寄
贈
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
を
目
的
に

海
外
の
め
ぼ
し
い
図
書
館
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
モ
ス
ク
ワ
・
ロ
シ
ア

国
立
図
書
館
（
当
時
は
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
）
や
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
共
和
国

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
か
ら
返
信
が
あ
り
、
六
七
年
度
か
ら
雑
誌

の
交
換
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
理
工
か
ら
は
先
方
の
希
望
に
応
じ

て
『
太
陽
』
な
ど
の
一
般
和
雑
誌
を
送
り
、
先
方
か
ら
は
科
学
技
術

系
の
ロ
シ
ア
語
雑
誌
が
提
供
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
代
理
店
を
通
さ
ず

に
安
価
に
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か

ら
は
国
内
で
の
需
要
が
高
い“IB

M
 T

echnical D
isclosure B

ul-
letin

”

を
定
期
的
に
送
付
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
収
穫
で
、

当
時
は
外
部
か
ら
の
複
写
依
頼
の
半
分
近
く
が
こ
の
雑
誌
だ
っ
た
と

い
う
逸
話
も
あ
る
。

　
ま
た
、
七
一
年
一
月
の
新
特
許
法
施
行
に
と
も
な
い
特
許
の
公
開

公
報
等
が
七
月
以
降
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
々
特
許
庁
の
委

託
図
書
館
で
あ
っ
た
工
学
図
書
館
が
改
め
て
こ
の
管
理
委
託
図
書
館

へ
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
特
許
法
の
も
と
で
公
刊
さ
れ
る
す

べ
て
の
特
許
公
報
類
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
学

図
書
館
と
し
て
は
い
さ
さ
か
特
異
な
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
る
が
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｔ
資
料
（
後
述
）
と
と
も
に
学
外
か
ら
の
需
要
も
高
い
資
料
を

充
実
さ
せ
、
理
工
系
研
究
者
に
広
く
門
戸
を
開
き
、
京
浜
地
区
、
さ

ら
に
は
日
本
の
理
工
学
分
野
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
松
下
記

念
図
書
館
の
使
命
感
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
な
お
書
架
不
足
に
よ

り
、
残
念
な
が
ら
特
許
公
報
の
寄
贈
受
入
は
七
八
年
に
中
止
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
資
料
移
管

　
他
に
特
筆
す
べ
き
も
の
に
、
七
〇
年
代
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
雑
誌

や
特
許
関
連
資
料
、
テ
ク
ニ
カ
ル
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
松
下
記
念
図
書

館
の
初
期
の
蔵
書
充
実
の
一
助
と
な
っ
た
。
記
録
で
は
七
〇
年
三
月

に
お
よ
そ
一
万
二
千
冊
を
受
贈
し
、
そ
の
後
も
毎
年
継
続
的
に
五
千

冊
前
後
が
移
管
さ
れ
、
最
終
的
に
は
七
九
年
三
月
ま
で
続
い
て
総
数

は
約
六
万
冊
に
達
し
た
。

　
こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
資
料
移
管
は
、
六
九
年
に
打
診
を
受
け

た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
正
式
な
照
会
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
が
所
有

す
る
科
学
技
術
関
係
（
医
学
、
農
学
、
生
物
学
関
係
を
除
く
）
の
雑

誌
の
う
ち
、
国
立
国
会
図
書
館
へ
移
譲
し
た
も
の
を
除
き
、
収
集
後

五
年
以
上
経
っ
た
外
国
雑
誌
二
千
タ
イ
ト
ル
、
国
内
雑
誌
五
百
タ
イ

ト
ル
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
図
書
館
に
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
と
し
て
移
管
し
た
い
と
い
う
申
し
出
で
あ
っ
た
。
最
初
は
五
八

年
か
ら
六
三
年
ま
で
に
収
集
さ
れ
た
も
の
が
対
象
で
あ
っ
た
。
し
か

し
移
管
先
に
は
一
定
の
条
件
が
課
さ
れ
、
そ
れ
は
例
え
ば
次
の
よ
う



第一章　研究・教育情報センターの設立と発展（一九七〇〜一九八九）

67

な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
収
納
す
る
書
庫
が
完
備
し
て
い
る
こ
と

・
次
年
度
以
降
も
毎
年
続
け
て
保
管
に
応
じ
る
こ
と

・
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
一
般
に
対
し
て
公
開
さ
れ
る
理
工

系
専
門
ま
た
は
理
工
系
を
含
む
図
書
館
を
持
つ
こ
と

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
関
係
者
も
し
く
は
紹
介
者
に
閲
覧
上
の
便
宜
を

与
え
る
こ
と

・
一
般
利
用
者
の
要
求
に
応
じ
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
複
写
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
便
宜
を
図
る
こ
と

　
工
学
図
書
館
は
矢
上
台
へ
の
移
転
の
際
に
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
整
備
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
譲
渡
資
料
の
管
理
運
用
の
条

件
に
合
致
す
る
環
境
で
あ
っ
た
。
新
図
書
館
は
第
一
期
工
事
の
の
ち

漸
次
拡
張
す
る
予
定
は
あ
っ
た
が
、
資
料
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
至

急
増
設
を
実
現
し
、
竣
工
前
に
引
取
り
が
必
要
な
場
合
は
一
時
的
措

置
と
し
て
北
里
記
念
医
学
図
書
館
に
受
け
入
れ
る
旨
を
補
記
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
学
内
向
け
に
は
、
こ
れ
に
よ
り
工
学
図
書
館
の
雑
誌

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
国
立
国
会
図
書
館
に
次
い
で
国
内
最
大
の
も
の
と

な
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
に
内
定
の
結
果
を
受
け

た
が
、
他
の
移
管
先
と
し
て
東
京
農
工
大
学
も
採
択
さ
れ
た
。

　
松
下
記
念
図
書
館
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
譲
渡
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ

で
の
保
管
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
、
医
学
図
書
館
で
保
管
し
て
い
た

も
の
は
、
図
書
館
完
成
後
の
七
一
年
九
月
に
移
送
し
、
一
〇
月
か
ら

閲
覧
・
複
写
利
用
を
開
始
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
初
の
条
件
通
り
に
毎
年
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
移
管
を

受
け
、
蔵
書
を
充
実
さ
せ
た
が
、
書
架
の
狭
隘
化
が
進
み
、
七
九
年

に
移
管
受
入
を
終
了
す
る
に
至
っ
た
。
最
終
的
に
は
受
贈
雑
誌
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
五
八
年
か
ら
七
二
年
ま
で
の
十
五
年
分
と
な
っ
た
。

理
工
学
部
の
開
設
と
蔵
書
整
備

　
七
〇
年
に
矢
上
台
に
移
転
し
て
も
、
学
部
と
し
て
は
工
学
部
の
ま

ま
で
あ
っ
た
が
、
六
八
年
ご
ろ
か
ら
科
学
技
術
知
識
の
基
礎
と
な
る

理
学
系
学
科
が
必
要
だ
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
ず
は
七

四
年
に
数
理
工
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
布
石
と
し
て
理
工
学

部
設
立
に
向
け
て
の
検
討
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。

　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
数
理
工
学
科
新
設
の
た
め
七
三
年
か

ら
七
五
年
に
か
け
て
図
書
二
千
三
百
冊
、
雑
誌
一
五
〇
タ
イ
ト
ル
を

購
入
す
る
な
ど
の
蔵
書
整
備
を
行
っ
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入

は
特
別
予
算
で
賄
わ
れ
た
が
、
以
降
は
学
科
の
予
算
で
資
料
購
入
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
学
科
の
資
料
は
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
集

中
管
理
す
る
方
式
と
し
て
い
た
が
、
数
理
工
学
科
に
つ
い
て
は
七
五

年
一
二
月
に
新
設
の
研
究
棟
に
別
途
図
書
室
が
設
け
ら
れ
、
学
科
で

独
自
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
七
年
か
ら
は
理
工
学
情
報

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
図
書
室
に
派
遣
し
て
運
営
支
援
を
行
う
体
制
が

取
ら
れ
、
そ
れ
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
七
九
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
は
、
化
学
分
野
の
研
究
ツ
ー
ル
と

し
て
重
要
で
あ
る
が
、
大
部
で
高
額
な“G

m
elins H

andbuch 
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を
二
カ
年
計
画
で
購
入
す
る
な
ど

の
収
書
も
行
っ
た
。

　
八
一
年
四
月
に
理
工
学
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
際
、
新
た
に
物
理

学
科
と
化
学
科
が
新
設
さ
れ
た
。
工
学
部
は
発
展
的
に
廃
止
と
な
っ

た
。
こ
の
と
き
に
も
、
八
〇
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
二
学
科
の
た

め
に
特
別
予
算
で
図
書
三
、九
五
一
冊
、
雑
誌
一
五
四
タ
イ
ト
ル
を

購
入
し
た
。
タ
イ
ト
ル
選
定
に
あ
た
っ
て
はCitation Index

類

を
駆
使
し
て
調
査
を
行
い
、
選
定
リ
ス
ト
は
教
員
に
褒
め
ら
れ
た
と

の
逸
話
が
あ
る
。

　
理
工
学
部
の
一
期
生
が
卒
業
す
る
年
の
八
五
年
四
月
に
は
工
学
研

究
科
か
ら
理
工
学
研
究
科
へ
大
学
院
の
改
組
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

研
究
大
学
と
し
て
の
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、
異
な
る
背
景
を
持
っ

た
分
野
を
融
合
す
る
境
界
領
域
で
の
研
究
を
展
開
す
べ
く
、
新
た
に

計
算
機
科
学
、
物
質
科
学
、
生
体
医
工
学
の
三
専
攻
が
八
九
年
四
月

に
増
設
さ
れ
た
。

　
新
専
攻
用
の
資
料
収
集
の
う
ち
、
生
体
医
工
学
と
い
う
新
た
な
学

際
領
域
の
選
書
に
は
苦
心
が
と
も
な
っ
た
。
こ
の
分
野
に
つ
い
て
は

資
料
が
不
十
分
の
た
め
、
工
学
部
、
医
学
部
の
大
学
設
置
基
準
で
定

め
ら
れ
る
冊
数
を
参
考
に
図
書
三
千
冊
、
雑
誌
百
タ
イ
ト
ル
と
の
目

標
を
定
め
、
八
八
年
か
ら
八
九
年
の
二
年
に
分
け
、
特
別
予
算
を
計

上
し
て
収
集
を
行
っ
た
。

厚
生
棟
書
庫
増
設
と
資
料
再
配
置

　
理
工
学
部
・
研
究
科
の
発
展
と
と
も
に
、
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー

も
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
蔵
書
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
拡
大
し

て
い
っ
た
。
蔵
書
数
は
七
一
年
の
開
館
時
に
は
約
六
万
冊
だ
っ
た
が

八
九
年
に
は
二
十
万
冊
を
超
え
、
約
三
・
五
倍
に
達
し
て
い
た
。

　
し
か
し
書
庫
の
収
容
力
に
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
重
複
資
料
や
元

藤
山
工
業
図
書
館
の
蔵
書
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
一
部
資
料
な
ど
を
旧
小

金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
や
藤
山
記
念
館
地
下
書
庫
、
日
吉
寄
宿
舎
の
空
室

な
ど
へ
移
動
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を
図
っ
た
。
そ
の
一
方
、
館
内

の
配
置
を
見
直
し
て
書
架
を
増
設
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
九
七
・
五

㎡
の
予
備
書
庫
（
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
用
）
を
確
保
す
る
な
ど
の

努
力
も
行
っ
た
。

　
そ
う
し
た
対
策
に
も
限
界
が
あ
り
、
書
庫
増
設
の
陳
情
を
続
け
た

結
果
、
学
部
の
礎
と
な
る
藤
原
工
大
が
日
吉
で
開
校
し
て
五
十
年
目

に
あ
た
る
八
九
年
に
、
記
念
事
業
と
し
て
図
書
館
の
建
物
に
隣
接
し

て
厚
生
棟
（
十
六
棟
）
が
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
地
下
部

分
に
保
存
書
庫
を
増
設
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
厚
生
棟
は
八
九
年
三
月
に
竣
工
し
、
書
庫
の
床
面
積
は
四
〇
五
㎡

（
一
二
二
・
五
坪
）、
収
容
力
は
手
動
式
集
密
書
架
と
固
定
書
架
を
合

わ
せ
て
五
万
五
千
冊
で
あ
っ
た
。
厚
生
棟
の
書
庫
部
分
は
「
理
工
学

情
報
セ
ン
タ
ー
別
館
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
セ
ン
タ
ー
一
階

と
廊
下
で
結
ば
れ
た
。
既
存
の
建
物
（
十
五
棟
）
は
「
本
館
」
と
呼

ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。



第一章　研究・教育情報センターの設立と発展（一九七〇〜一九八九）

69

　
完
成
時
に
は
、
予
備
書
庫
に
移
動
さ
せ
て
い
た
六
〇
年
以
前
の
和

洋
雑
誌
、
七
〇
年
以
前
の
ロ
シ
ア
語
雑
誌
、
あ
わ
せ
て
約
三
万
冊
を

別
館
へ
移
動
し
、
ま
た
別
置
し
て
い
た
六
八
か
ら
七
二
年
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ｔ
移
管
雑
誌
約
二
万
九
千
冊
を
一
般
雑
誌
書
架
へ
混
配
で
き
た
の

が
大
き
な
改
善
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
雑
誌
を
中
心
に
合
計
約
十
二

万
冊
も
の
資
料
の
移
動
・
再
配
置
を
行
っ
た
。

　
翌
年
度
に
は
別
館
に
手
動
式
集
密
書
架
（
収
容
力
：
三
二
、二
五

〇
冊
）
を
設
置
し
、
本
館
か
ら
ロ
シ
ア
語
雑
誌
、
管
理
工
学
科
の
旧

図
書
を
移
動
、
空
い
た
書
架
に
図
書
を
拡
張
し
た
。
ま
た
、
藤
山
記

念
館
地
下
書
庫
の
旧
藤
山
工
業
図
書
館
蔵
書
、
旧
分
類
図
書
を
別
館

へ
引
き
取
り
、
ロ
シ
ア
語
図
書
、
社
史
や
参
考
図
書
類
を
予
備
書
庫

に
移
動
す
る
と
い
う
一
連
の
作
業
を
九
〇
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
完
了
し
た
。

学
術
雑
誌
目
録
の
刊
行

　
理
工
学
専
門
図
書
館
の
学
術
雑
誌
の
所
蔵
情
報
は
、
同
分
野
の
他

機
関
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
小
金
井
の

工
学
図
書
館
だ
っ
た
六
八
年
に
『
慶
應
義
塾
工
学
図
書
館
所
蔵
学
術

雑
誌
目
録
』
が
作
成
さ
れ
た
。
高
橋
吉
之
助
館
長
の
序
文
に
は
、
藤

山
工
業
図
書
館
が
果
た
し
て
き
た
奉
仕
の
精
神
を
継
承
し
、
矢
上
へ

の
移
転
を
控
え
て
理
工
学
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
陣
容
を
建
て
直
し
、

産
業
界
に
対
す
る
か
つ
て
の
藤
山
工
業
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
再
興

す
る
足
が
か
り
と
し
た
い
と
い
う
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
関
係
図

書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
当
時
、
こ

の
よ
う
な
冊
子
体
目
録
が
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
収
録
対
象

は
工
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
す
べ
て
の
学
術
雑
誌
、
学
会
議
事
録
・

逐
次
刊
行
の
単
行
書
の
一
部
、
特
許
等
で
、
和
文
雑
誌
編
、
欧
文
雑

誌
編
、
露
文
雑
誌
編
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
も
七
一
年
版
、
七
七
年
版
と
刊
行
が
続
き
、
拡
大
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
反
映
し
て
八
四
年
版
で
は
一
万
タ
イ
ト
ル
を
収
録
す

る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
欧
文
雑
誌
編
に
つ
い
て
は
『
学
術
雑

誌
総
合
目
録
：
自
然
科
学
欧
文
編
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て

所
蔵
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
こ
れ
に
新
規
デ
ー
タ
を
追
加
・
補
充
す
る

形
式
を
取
っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
な
お
、
最
終
版
は
九
七
年
版
で
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
搭
載
の
デ
ー
タ

が
元
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
の
デ
ー
タ
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
設
備
の
改
善

　
小
金
井
時
代
か
ら
、
施
設
や
人
員
な
ど
で
不
十
分
な
面
が
あ
り
な

が
ら
も
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
図
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
六
六
年
に

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
閲
覧
室
の
一
隅
に

「
雑
誌
展
示
棚
」
を
設
け
、
従
来
の
閉
架
書
庫
を
全
部
開
架
式
と
し

た
。
ま
た
、
雑
誌
の
配
列
を
分
類
順
か
ら
誌
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

順
に
変
更
し
た
。
教
員
・
大
学
院
生
向
け
の
参
考
調
査
サ
ー
ビ
ス
は

六
八
年
六
月
に
開
始
し
、
貸
出
・
返
却
と
い
っ
た
基
本
サ
ー
ビ
ス
以
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外
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
っ
た
。

　
矢
上
へ
移
転
し
て
か
ら
は
、
学
部
の
図
書
館
と
し
て
の
存
在
感
を

高
め
な
が
ら
新
し
い
設
備
、
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
進
め
た
。
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
式
コ
ピ
ー
機
や
Ｂ
Ｄ
Ｓ
（
図
書
無
断
帯
出
防
止
装
置
）
な

ど
、
図
書
館
の
基
本
設
備
と
し
て
現
在
で
は
当
た
り
前
と
考
え
ら
れ

る
機
器
が
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
当
時
は
冷
房
の
完
備
さ
れ
た
施
設
は
図
書
館
だ
け
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
快
適
な
研
究
環
境
を
求
め
て
教
員
も
多
く
滞
在
し
て
い
た
。

文
献
複
写
サ
ー
ビ
ス

　
文
献
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
小
金
井
時
代
の
六
五
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
海
外
か
ら
の
複
写
取
寄
せ
も
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
国
内
で

は
文
献
複
写
依
頼
に
応
じ
て
い
た
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
や
国
立
国
会
図

書
館
く
ら
い
で
あ
っ
た
た
め
、
大
学
図
書
館
や
企
業
の
図
書
室
に
働

き
か
け
を
行
い
、
応
え
て
く
れ
た
機
関
と
の
間
で
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
始
め
た

の
が
端
緒
で
あ
る
。
理
工
系
の
研
究
で
は
欠
か
せ
な
い
雑
誌
論
文
入

手
の
た
め
に
需
要
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
。

　
九
〇
年
前
後
の
状
況
で
は
、
依
頼
先
は
三
割
弱
が
学
内
（
主
に
医

学
情
報
セ
ン
タ
ー
）、
そ
し
て
早
稲
田
大
学
（
主
に
理
工
学
図
書
館
）、

東
京
工
業
大
学
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
公
私
立
大
の
理
工
系
図
書

館
と
続
く
。

　
八
九
年
度
の
統
計
で
は
相
互
貸
借
で
の
複
写
の
依
頼
件
数
が
学
内

外
合
わ
せ
て
一
、七
四
四
件
で
あ
る
一
方
、
複
写
を
学
外
へ
提
供
す

る
受
付
件
数
は
三
四
、二
二
七
件
と
桁
違
い
の
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
大
き
い
。
多
種
多
様
な
機
関
や
個
人
か
ら
の
申
込
に
は
文

献
を
特
定
で
き
な
い
・
し
に
く
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
対
応
に
苦
慮
す

る
こ
と
も
増
え
て
い
た
。
理
工
学
の
専
門
図
書
館
と
し
て
門
戸
を
開

き
広
く
研
究
者
に
貢
献
し
つ
つ
、
学
内
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど

う
拡
大
し
て
い
く
か
、
開
館
か
ら
二
〇
年
が
経
ち
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が

問
わ
れ
る
段
階
へ
と
差
し
か
か
っ
て
い
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
検
索
の
導
入

　
雑
誌
や
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
た
特
定
の
論
文
を
入
手
し
た
い
場
合

に
は
、
掲
載
誌
や
巻
号
な
ど
の
文
献
情
報
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
を

調
べ
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
抄
録
誌
・
索
引
誌
等
の
二
次
資
料
が

存
在
し
、
発
達
し
て
き
た
。
分
野
（
主
題
）
ご
と
に
代
表
的
な
二
次

資
料
が
あ
り
、
そ
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
が
情
報
収
集
技
術

の
基
本
で
あ
る
が
、
理
工
学
部
の
実
態
は
機
械
工
学
、
電
気
工
学
、

管
理
工
学
、
数
理
科
学
、
物
理
学
、
化
学
、
情
報
工
学
ほ
か
境
界
領

域
も
含
め
て
幅
広
く
、
細
分
化
さ
れ
た
主
題
ご
と
に
調
査
手
法
や
資

料
形
態
に
も
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
習
得
に
は
苦
労
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
二
次
資
料
の
デ
ー
タ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
冊
子

体
の
刊
行
だ
け
で
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
八
〇
年
七
月
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
、
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
を
用
い
た
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
電
話
回
線
を



第一章　研究・教育情報センターの設立と発展（一九七〇〜一九八九）

71

通
じ
て
専
用
端
末
機
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
係
員
が
フ
ァ
イ
ル
を
代
行

検
索
し
て
利
用
者
が
実
費
を
負
担
す
る
形
式
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
は
七
六
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
が
提
供
開
始
し
た
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
が
、
資
料
移
管
を
通
じ
た
関
係
も
あ
り
、
理
工
学
情
報
セ
ン

タ
ー
は
大
学
図
書
館
と
し
て
は
早
々
に
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
導
入

に
際
し
て
は
七
八
年
か
ら
二
年
の
試
行
期
間
を
設
け
、
複
数
の
学
科

の
教
員
や
博
士
課
程
の
学
生
に
声
を
か
け
て
検
索
方
法
や
結
果
を
一

緒
に
分
析
し
て
も
ら
い
、
検
索
技
術
の
習
得
に
努
め
て
準
備
を
整
え

た
。

　
そ
の
後
、
Ｂ
Ｒ
Ｓ
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（Chem

ical Inform
ation Sys-

tem

）、ST
N
 International

な
ど
も
追
加
導
入
し
て
い
っ
た
が
、

利
用
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
多
か
っ
た
の
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｔ
科
学
技
術
文
献
フ
ァ
イ
ル
（
科
学
技
術
全
般
）、C

A
-

Search

（
化
学
）、IN

SPEC

（
物
理
、
電
気
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）、

Chem
ical Substance

（
化
学
物
質
索
引
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
利
便
性
が
高
い
反
面
、
八
〇
年
代
時
点
で
は
日
本
語
文
献
が
少
な

い
、
使
用
料
が
高
額
、
検
索
方
法
が
複
雑
で
利
用
に
は
知
識
が
必
要
、

収
録
年
代
が
新
し
い
も
の
に
限
ら
れ
る
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
い
ず
れ
全
文
ま
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
入
手
で
き
る
よ
り
進
化
し
た

情
報
化
へ
の
道
筋
が
見
え
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。

広
報
紙
の
発
行

　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
に
つ
い
て
利
用
者
に
訴
求
す
る
手
段
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時
代
に
は
広
報
紙
の
発
行
が
有
力

で
あ
っ
た
。
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
の
ル
ー
ツ
は
『
理
工

学
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
で
、
八
二
年
七
月
と
八
三
年
四
月
に

発
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ス
と
銘
打
っ
て
は
い
る
が
内

容
は
利
用
ガ
イ
ド
の
色
が
強
い
も
の
で
、
開
館
時
間
、
貸
出
規
則
や

館
内
マ
ッ
プ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
発
行
は
こ
の
二
号
で
止
ま

っ
た
よ
う
で
、
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
の
後
、
八
九
年
一
一
月
に
発
刊
さ
れ
た
の
が
『
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
（
副
題
：
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
報
）』
で
あ
る
。
毎
月
出

る
こ
と
も
あ
れ
ば
一
年
以
上
空
く
こ
と
も
あ
る
不
定
期
刊
だ
っ
た
。

　
こ
れ
は
広
報
目
的
の
刊
行
物
だ
が
、
利
用
者
が
理
工
学
情
報
セ
ン

タ
ー
に
何
を
期
待
し
て
い
る
か
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
る
た
め
に
活
用
す
る
と
い
う
意
図
も
込
め

ら
れ
て
お
り
、
教
員
か
ら
の
提
言
や
要
望
を
受
け
て
翌
号
で
情
報
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
回
答
や
対
応
を
紹
介
す
る
と
い
う
、
意
見
交
換
の
性

格
も
持
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
広
報
紙
で
あ
っ
た
。
理
工
学
部
創
立
五
〇
年

を
迎
え
、
情
報
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
先
ど
う
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て

い
く
か
、
利
用
者
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
こ
う
と
い

う
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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第
一
節
　
概
　
況

一
　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生
と
メ
デ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
の
発
足

（
一
）
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

誕
生
ま
で
の
道
程

　
一
九
九
〇
年
四
月
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
と
と
も

に
誕
生
し
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
後
「
研
究
・

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
変
化
す
る

先
鋒
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
当
初
よ
り
図
書
館
機
能
と
情
報
の

発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
を
合
わ
せ
も
つ
施
設
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
構
想
が
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
と
と
も
に
、「
図
書

館
」
と
「
計
算
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
統
合
・
発
展
さ

せ
、
新
た
な
学
術
情
報
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
機
関
と
し
て
「
湘
南

藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
誕
生
ま
で
の
経
緯

は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
お
よ
び
総
合
政
策
学
部
・
環
境
情
報
学
部
の
両
学
部
の
創

設
と
密
接
に
関
係
す
る
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
に
至
る
道
筋
に
つ
い
て
は

す
で
に
『
慶
應
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
：
き
み
た
ち
は
未
来

か
ら
の
留
学
生
』
や
『
未
来
を
創
る
大
学
：
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
挑
戦
の
軌
跡
』
等
で
詳
細
に
語
ら
れ
て

い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
ま
た
、
全
学
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
誕
生
に
至
る
ま
で
の
時
代
背
景
と
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
「
メ

デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
」
に
つ
い
て
は
次
の
「（
二
）
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
と
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生
」
で
述
べ
る
。

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
が

開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
八
九
年
六
月
一
日
に
「
藤
沢
新
学
部
開
設
準

備
室
」（
以
下
、
開
設
準
備
室
）
が
発
足
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
第

一
回
の
開
設
準
備
室
会
議
は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
（
南
門
）
前

の
旧
電
機
労
連
跡
の
塾
監
局
第
二
分
室
で
開
催
さ
れ
た
。
初
期
メ
ン

バ
ー
は
室
長
の
松
本
三
郎
常
任
理
事
以
下
十
二
名
（
後
に
増
員
）、

事
務
局
五
名
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
当
時
の
情
報
セ
ン
タ
ー
関
係

者
は
管
理
職
を
含
め
五
名
が
参
加
し
た
。
開
設
準
備
室
発
足
当
時
は

ま
だ
職
員
も
兼
務
で
座
席
は
元
の
部
署
に
あ
り
、
必
要
な
時
に
集
ま

っ
て
会
議
を
行
う
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
新
学
部
設
置

認
可
申
請
に
係
る
作
業
も
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、
一
冊
一
千
ペ
ー
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ジ
に
も
わ
た
る
膨
大
な
認
可
申
請
書
類
を
複
数
作
成
す
る
た
め
に
、

情
報
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
手
伝
い
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

　
八
月
下
旬
に
な
る
と
、
第
一
回
目
の
「
新
学
部
図
書
委
員
会
」

（
以
下
、
図
書
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
、
資
料
収
集
に
つ
い
て
の
検

討
が
開
始
さ
れ
た
。
新
学
部
は
そ
の
性
格
上
、
既
存
の
学
部
に
は
な

い
新
し
い
要
素
を
含
む
た
め
、
情
報
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
、

語
学
を
中
心
に
多
岐
に
亘
る
資
料
を
収
集
し
つ
つ
、
問
題
発
見
・
問

題
解
決
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴
を
反
映
し
た
実
務
的
で
領
域
横
断

的
な
蔵
書
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
短
期
的
お
よ
び
長
期
的
な

収
集
計
画
や
今
後
の
基
本
方
針
は
、
開
設
準
備
室
の
メ
ン
バ
ー
お
よ

び
新
学
部
就
任
予
定
の
図
書
委
員
の
教
員
の
間
で
検
討
さ
れ
た
。
図

書
委
員
会
は
こ
の
後
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
ま
で
に
六
回
以
上
開
催
さ
れ
、

資
料
の
選
定
、
利
用
規
則
な
ど
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
用

に
係
る
重
要
な
事
項
を
最
終
決
定
す
る
場
と
な
っ
た
。

　
九
月
に
入
る
と
、
新
学
部
設
立
実
行
委
員
会
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
分
科

会
の
主
催
で
、
就
任
予
定
の
教
員
を
中
心
と
し
た
研
究
会
が
毎
週
土

曜
午
後
に
開
催
さ
れ
、
研
究
・
教
育
の
充
実
と
ス
タ
ッ
フ
間
の
交
流

が
図
ら
れ
た
。
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員
も
都
合
の
つ
く
限
り
出
席
し
て

情
報
を
共
有
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
の
ち
に
「
ア
ゴ
ラ
」
と
呼
ば
れ
、

大
学
で
は
珍
し
く
全
教
員
が
集
ま
り
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議

論
す
る
場
と
し
て
現
在
も
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
九
月
下

旬
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
使
用
す
る
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
仕

様
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
。
当
時
、
三
田
や
日
吉
の
図
書
館
カ
ー
ド

は
バ
ー
コ
ー
ド
と
Ｏ
Ｃ
Ｒ
フ
ォ
ン
ト
の
両
方
を
印
刷
し
た
紙
カ
ー
ド

を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
協
議
の
結

果
、
今
後
主
流
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
磁
気
カ
ー
ド
が
採
用
さ

れ
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
入
館
や
貸

出
に
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
特
別
教
室
へ
の

入
室
カ
ー
ド
と
し
て
も
機
能
し
た
た
め
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
後
は
学
生
や

教
職
員
に
と
っ
て
必
須
の
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　
一
〇
月
に
入
る
と
開
設
準
備
室
か
ら
「
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
事

務
組
織
（
案
）」、「
総
合
政
策
学
部
・
環
境
情
報
学
部
開
設
準
備
業

務
タ
イ
ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）」
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、
Ｓ

Ｆ
Ｃ
開
設
ま
で
の
具
体
的
な
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定
し
た
。
こ

の
時
点
で
は
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
事
務
組

織
の
一
部
で
、「
メ
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、「
初
年
度
の
暫
定
措
置
（
厚
生
棟
）」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
図
書
館
案
内
の
項
目
に
は
「
初
年
度
は
仮
の
建
物
な
の
で
簡

単
な
も
の
に
す
る
？
」「
塾
生
案
内
の
中
に
入
れ
て
し
ま
っ
て
は
？
」

な
ど
の
メ
モ
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
に
「
藤
沢
新
図
書
館
開

発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
も
作
成
さ
れ
、
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
確
定

し
、
一
〇
月
下
旬
に
は
小
金
井
倉
庫
で
資
料
の
移
動
に
係
る
作
業
も

開
始
さ
れ
た
。
小
金
井
倉
庫
と
は
、
か
つ
て
東
京
・
小
金
井
に
あ
っ

た
旧
工
学
部
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
で
、
新
学
部
用
に
新

た
に
購
入
し
た
資
料
や
三
田
か
ら
移
管
し
た
資
料
を
一
時
的
に
保
管

し
て
い
た
。
な
お
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
に
あ
た
っ
て
の
校
地
購
入
費
の
大
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半
は
こ
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
を
売
却
す
る
こ
と
で
賄
わ
れ
た
。

　
一
一
月
上
旬
に
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
言
語
教
育
用
の
Ａ
Ｖ
機
器
や
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち

情
報
セ
ン
タ
ー
の
職
員
二
名
が
大
阪
学
院
大
学
や
金
沢
工
業
大
学
の

関
連
施
設
を
視
察
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
開
設
当
初
か
ら
言
語
教

育
に
も
力
を
入
れ
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
ビ
デ
オ
や

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
映
像
資
料
も
積
極
的
に
購
入
し
た
。
目

録
デ
ー
タ
の
整
備
作
業
と
し
て
は
、
図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

の
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
仕
様
、
移
行
資
料
の
デ
ー
タ
、
中
国
・

朝
鮮
語
資
料
の
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
慶
應
バ
ー
ジ

ョ
ン
の
開
発
な
ど
が
同
時
に
進
め
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
慶
應
バ

ー
ジ
ョ
ン
と
は
、
カ
ー
ド
形
式
の
目
録
に
か
わ
り
、
藤
沢
、
三
田
の

目
録
情
報
約
三
十
万
冊
分
を
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
提
供
す
る
も
の
だ
っ

た
。
九
〇
年
当
時
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
新
し
い
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
期
待
さ
れ
、
そ
の
活
用
は
図
書
館
界
の
関
心
事
だ
っ
た
。
当
時
と

し
て
は
小
型
で
大
容
量
（
約
五
四
〇
Ｍ
Ｂ
）
な
こ
と
に
加
え
、
音
声

や
画
像
も
扱
え
る
た
め
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
多
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
考
え
て
い
た
。

　
一
一
月
に
は
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
取
り
扱
い
事
務
（
案
）」
が

発
表
さ
れ
、「
一
学
術
情
報
ユ
ニ
ッ
ト
、
二
情
報
シ
ス
テ
ム
ユ
ニ

ッ
ト
、
三
教
材
開
発
ユ
ニ
ッ
ト
、
四
研
究
活
動
の
支
援
に
関
す
る

事
項
、
五
藤
沢
市
民
総
合
図
書
館
と
の
協
力
、
六
関
連
委
員
会
の

庶
務
に
関
す
る
事
項
、
七
広
報
・
渉
外
」
の
七
項
目
に
つ
い
て
具

体
的
な
取
り
扱
い
業
務
が
明
記
さ
れ
た
。

　
一
二
月
に
な
る
と
三
田
の
図
書
館
新
館
五
階
に
開
設
準
備
室
と
全

学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
開
発
チ
ー
ム
の

共
同
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
当

初
か
ら
図
書
館
の
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
で
行
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
時
慶
應
で
は
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
は
稼
働

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
導
入
さ
れ
て
い
た

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
製
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（D

O
B
IS/E

。
早
稲
田
版
は
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
、

慶
應
で
は
同
時
期
に
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
富
士
通
の
シ
ス
テ
ム
で
構
築

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
のD

O
B
IS/E

の
利
用
は
当
初
か
ら
一
、
二
年
の
限
定
的
な

も
の
だ
っ
た
。
一
一
月
下
旬
に
は
当
時D

O
B
IS/E

を
導
入
し
て
い

た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
開
発
環
境
の
提
供
や
人
的
協
力
な
ど
図
書

館
シ
ス
テ
ム
立
ち
上
げ
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
り
、
一
二
月
か
ら

一
部
の
職
員
が
早
稲
田
大
学
の
二
十
四
号
館
に
間
借
り
し
、
シ
ス
テ

ム
の
準
備
作
業
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
同
じ
一
二
月
に
は
図
書
委
員
会
で
「
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

用
規
則
（
案
）」
が
承
認
さ
れ
た
。
当
時
の
案
に
は
、「
延
滞
料
は
一

日
十
円
。
た
だ
し
、
最
初
の
三
日
は
猶
予
。
教
職
員
も
徴
収
の
対
象

と
す
る
。」
と
あ
る
。
図
書
の
貸
出
期
間
は
三
田
、
日
吉
等
に
準
じ

た
が
、
雑
誌
の
貸
出
は
他
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
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方
向
で
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
開
館
時
間
は
未
定
だ
っ
た
。
一

二
月
一
八
日
に
図
書
館
棟
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
。
建
物

の
完
成
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
一
年
後
の
九
一
年
春
に
な
り
、
九
〇
年
の
開

設
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
す
で
に
確
定
し
て
い
た
。
一
二
月
下

旬
に
は
「
藤
沢
市
総
合
市
民
図
書
館
と
慶
應
義
塾
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

図
書
館
と
の
相
互
協
力
に
つ
い
て
（
素
案
）」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
理
念
の
中
に
「
地
元
と
の
共
存
」、「
開
か
れ
た
キ

ャ
ン
パ
ス
」
が
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
藤
沢
市
民
図
書
館
と
の
相

互
協
力
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
二
月
か
ら

翌
二
月
に
か
け
て
は
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
の
作
業
も
大
詰
め
を
迎
え

た
。
三
月
に
入
る
と
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
に
あ
わ
せ
て
仮
の
場
所
で
あ
る

∑シ
グ
マ

館
（
厚
生
棟
）
へ
資
料
搬
入
が
始
ま
り
、
大
勢
の
職
員
の
協
力

に
よ
り
資
料
を
書
架
に
並
べ
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
開
設
準

備
室
は
十
カ
月
の
開
設
準
備
期
間
が
終
了
し
、
三
月
三
一
日
を
も
っ

て
正
式
に
解
散
し
た
。

湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
館
（
∑
館
）

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
の
初
年
度
で
あ
る
九
〇
年
は
ま
だ
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
工
事
中
だ
っ
た
た
め
、
∑
館
の
地
下
一
階
の

南
側
半
分
を
間
借
り
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
∑
館
の
南
側
に

仮
設
の
書
架
を
た
て
、
事
務
室
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
カ
ウ
ン
タ
ー

で
仕
切
り
、
事
務
室
も
閲
覧
席
も
同
じ
ス
ペ
ー
ス
に
同
居
し
た
。
開

設
時
の
蔵
書
数
は
準
備
段
階
か
ら
購
入
を
進
め
て
き
た
資
料
と
三
田

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
移
管
資
料
で
図
書
五
七
、九
〇
四
冊
、
雑
誌

五
四
六
種
、
視
聴
覚
資
料
四
三
六
点
だ
っ
た
。
書
架
は
五
万
冊
程
度

の
収
容
能
力
を
見
越
し
て
い
た
が
、
逐
次
刊
行
物
資
料
の
増
加
や
作

業
用
書
架
と
し
て
、
六
月
に
は
約
二
万
冊
分
を
増
設
し
た
。
図
書
館

シ
ス
テ
ム
は
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
フ
ェ
イ
ン
ズFujisaw

a A
cadem

ic 
Inform

ation N
etw

ork System

）
と
名
付
け
ら
れ
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

専
用
端
末
も
二
台
設
置
さ
れ
た
。
建
物
が
仮
住
ま
い
だ
っ
た
た
め
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
限
定
さ
れ
、
閉
館
時
刻
は
二
一
時
だ
っ
た
。

貸
出
冊
数
は
無
制
限
だ
っ
た
が
、
在
学
生
が
一
年
生
の
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
初
年
度
の
貸
出
冊
数
は
少
な
く
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
も
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
発
注
業
務
は
書
店
に
依
頼
す
る
方
式
を

採
用
し
、
紀
伊
國
屋
書
店
と
川
上
書
店
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ

が
事
務
室
内
で
図
書
の
発
注
お
よ
び
目
録
デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
っ
た
。

目
録
業
務
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
のD

O
B
IS/E

を
採
用
し
た
こ
と
に

よ
り
、
開
設
当
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
目

録
整
理
業
務
の
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、
四
月
上
旬
か
ら
五
月
下
旬

ま
で
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
整
理
課
員
が
目
録
デ
ー
タ
の
整
備
の
た

め
派
遣
さ
れ
、
延
べ
十
四
名
が
目
録
デ
ー
タ
の
整
備
に
あ
た
っ
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
は
カ
ー
ド
目
録
を
見
た
こ
と
が
な
い
環
境
だ
っ
た
た

め
、
カ
ー
ド
目
録
の
調
べ
か
た
を
指
導
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か

っ
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
が
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
目
録

ボ
ッ
ク
ス
の
カ
ー
ド
を
ち
ぎ
っ
て
そ
の
ま
ま
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
持
っ
て
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い
く
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
九
一
年
二
月

六
日
～
四
月
四
日
の
約
二
カ
月
間
は
完
成
し
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

棟
（
Μミ

ユ
ー

館
）
へ
の
引
っ
越
し
の
た
め
に
臨
時
休
館
し
、
一
年
に
お

よ
ぶ
∑
館
で
の
仮
住
ま
い
を
経
て
、
九
一
年
四
月
五
日
に
つ
い
に
Μ

館
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

Μ
館
で
本
格
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
Μ
館
は
地
上
三
階
地
下
一
階
の
建
物
で
、
開
設
当
時
は
書
架
の
収

容
能
力
が
約
三
十
万
冊
と
い
わ
れ
、
二
十
四
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
耐

え
う
る
よ
う
に
建
物
の
一
階
の
ド
ア
は
す
べ
て
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
で
入
退

室
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
閉
館
時
刻
は
バ
ス

ダ
イ
ヤ
や
東
京
圏
に
帰
り
着
く
最
終
時
間
な
ど
を
考
慮
し
、
九
一
年

度
の
学
期
中
は
二
二
時
ま
で
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
最
終
バ
ス
の
時
刻

に
合
わ
せ
て
九
三
年
度
か
ら
二
三
時
閉
館
に
延
長
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
に
接
続
し
た
端
末
は
業
務
用
に
十
五
台
、

利
用
者
検
索
用
に
十
三
台
用
意
さ
れ
た
。
入
口
の
あ
る
一
階
部
分
は

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
メ
デ
ィ
ア
機
材
が
設
置
さ
れ
た

「
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
二
階
、
三
階
部

分
が
図
書
館
エ
リ
ア
だ
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
に
は
、
語
学
用
の

七
十
台
を
含
め
、
約
一
五
〇
台
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
光
景
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
Ｓ
Ｆ
Ｃ
を
象
徴
す
る
場
と

し
て
、
学
内
外
で
話
題
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
を
ベ
ー

ス
と
し
た
大
規
模
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｎ

Ｓ
）
を
基
盤
に
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
、
一
年
生
が
全
員
履
修

す
る
「
情
報
処
理
言
語
Ⅰ
」
の
授
業
や
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
搭

載
さ
れ
た
教
材
を
使
っ
た
言
語
教
育
な
ど
も
Μ
館
内
で
実
施
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
当
初
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
所
持
し
て
い
た
学

生
は
ま
だ
半
数
ほ
ど
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も

学
生
一
人
に
一
台
ず
つ
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
館

内
で
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
使
用
率
は
大
変
高
く
、
語
学
学
習
セ

ク
シ
ョ
ン
は
通
常
は
自
由
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
授

業
の
際
は
利
用
制
限
を
か
け
る
必
要
も
あ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対

応
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
は
苦
労
し
た
。

　
地
下
に
は
ス
タ
ジ
オ
エ
リ
ア
が
あ
り
、
Ａ
Ｖ
ス
タ
ジ
オ
（
映
像
編

集
室
、
撮
影
ス
タ
ジ
オ
、
音
響
編
集
室
）
と
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
が
予
約
制

で
利
用
で
き
た
。
当
時
も
今
も
図
書
館
施
設
内
に
ス
タ
ジ
オ
が
完
備

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
珍
し
か
っ
た
。
教
材
開
発
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

さ
れ
た
が
、
当
初
は
授
業
資
料
の
印
刷
な
ど
が
メ
イ
ン
で
な
か
な
か

開
発
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
草
創
期
に
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
開
設
に
至

る
さ
ま
ざ
ま
計
画
や
議
論
の
中
、
構
想
に
は
あ
っ
た
が
実
現
に
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
他
の
模
倣
で
は
な
い
自
分
た
ち

独
自
の
良
い
も
の
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
気
概
は
現
在
も
Ｓ
Ｆ
Ｃ
ス

ピ
リ
ッ
ト
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
日
本
で
初
め
て
図
書
館
に

使
わ
れ
た
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名
称
は
や
が
て
他
キ
ャ

ン
パ
ス
、
他
大
学
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
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（
二
）
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
と
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
計
画

　
急
速
に
進
む
情
報
化
に
よ
り
、
図
書
館
で
は
図
書
資
料
以
外
に
も

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
扱
う
よ
う
に
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
向
か
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
自
館
内

に
と
ど
ま
ら
ず
館
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
・
提
供
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
一
方
、
情
報
環
境
の
整
備
や
情
報
処
理
を
行
う
計
算

セ
ン
タ
ー
で
も
、
将
来
の
教
育
研
究
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
基
盤
と

し
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

一
九
七
〇
年
の
情
報
セ
ン
タ
ー
機
構
の
発
足
、
七
九
年
の
大
学
計
算

セ
ン
タ
ー
設
置
と
、
研
究
・
教
育
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
べ
く

新
し
い
方
策
を
先
取
し
て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
で
あ
っ
た
が
、
更
な

る
学
術
情
報
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
進
展
を
必
要
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
大
学
運
営
の
側
面
で
は
、
研
究
・
教
育
に
か
か
わ
る
諸
資

源
・
資
材
の
適
正
な
確
保
お
よ
び
そ
の
活
用
に
お
い
て
最
大
効
率
を

上
げ
う
る
し
く
み
を
必
要
と
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
八
九
年
九
月
、
清
水
龍
瑩
研

究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
と
下
郷
太
郎
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
所

長
は
、
新
し
い
学
術
情
報
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
の
効
率
的
な
し
く
み
の
構
想
を
得
る
た
め
、
藤
澤
益
夫

常
任
理
事
の
了
承
の
も
と
、「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
計
画
」

を
提
案
し
た
。
新
体
制
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
総
合
企
画
室
お
よ
び
両
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討

さ
れ
、
後
に
富
士
通
株
式
会
社
お
よ
び
フ
ァ
コ
ム
・
ハ
イ
タ
ッ
ク
株

式
会
社
の
応
援
を
得
て
、
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
発
展
し
た
。

　
翌
九
〇
年
七
月
に
第
一
次
構
想
と
な
る
「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
構

想
─
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
支
援
の
新
し
い
基
盤
整

備
を
目
指
し
て
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
八
月
に
常
任
理
事
会
へ
提
出
さ

れ
た
。
こ
の
構
想
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
電
算
機

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
つ
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と

し
た
新
し
い
学
習
・
教
育
・
研
究
支
援
お
よ
び
情
報
環
境
整
備
を
行

う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
両
セ
ン
タ
ー
統
合
の
必
要
性
が
再
確
認

さ
れ
、「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
設
置
を
目
的
と
し
、
研

究
・
教
育
の
一
層
の
発
展
と
学
校
経
営
の
効
率
化
の
た
め
に
情
報
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を
整
備
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
整

備
計
画
は
大
き
く
三
期
に
わ
か
れ
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
ま
で

の
初
期
計
画
と
し
て
、
全
学
の
統
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｓ
＝K

eio university IN
teG

rated inform
ation netw

ork 
System

）
の
整
備
と
、
所
蔵
資
料
目
録
情
報
の
遡
及
入
力
計
画
を

含
む
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
＝K

eiO
 uni-

versity System
 for M

ultim
edia O

nline Services

）
の
開
発

が
提
案
さ
れ
た
。

　
一
方
、
九
〇
年
四
月
の
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
と
同
時
に
設

立
さ
れ
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情
報
通
信
網
の
発
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展
を
基
盤
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
に
新
し
い
知

の
世
界
が
創
造
さ
れ
、
情
報
が
文
字
・
映
像
・
音
楽
を
含
め
た
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
・
マ
ル
チ
モ
ー
ド
へ
と
変
換
し
て
ゆ
く
状
況
の
中
、
改

革
に
挑
む
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
の
在
り
方
が
検
討
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
図
書
・
雑
誌
等
紙
媒
体
の
資
料
と
同
様
に
電
子

メ
デ
ィ
ア
も
提
供
す
る
「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
機
関
で
あ
る
こ
と
、
各

種
情
報
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
た
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
「
図
書

館
機
能
」
と
そ
れ
ら
を
介
し
て
提
供
さ
れ
る
情
報
を
加
工
・
編
集
す

る
「
計
算
セ
ン
タ
ー
機
能
」
を
融
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
両
者
の
機
能
を
統
合
・
発
展
さ
せ
、
単
体
で
の
存

在
を
超
え
た
学
術
情
報
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
機
関
と
し
て
、
湘
南

藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
新
た
な
名
称
で
誕
生
し
た
。
そ
し

て
こ
の
方
針
は
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
全
学

的
な
視
野
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
常
任
理
事
会
は
同
年
九
月
に
こ
の
構

想
お
よ
び
提
案
を
了
承
し
、
計
画
推
進
の
た
め
藤
澤
常
任
理
事
を
本

部
長
と
し
、
関
連
す
る
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
、
計
算
セ
ン
タ

ー
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
代
表
者
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
推
進
本
部
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
本
会
議

に
は
下
部
組
織
と
し
て
、
方
針
決
定
と
計
画
立
案
を
補
佐
す
る
た
め

の
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
推
進
本
部
事
務
会
議
、
各
シ
ス
テ
ム
の
計
画

原
案
検
討
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ
わ
せ
て
設
置
さ
れ

た
。
推
進
本
部
会
議
は
、
九
一
年
四
月
に
新
施
設
で
新
た
に
開
館
す

る
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
規
程
案
検
討
を
行
っ
て
い
く
と

同
時
に
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
の
整
備
拡
充
お
よ
び
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
開
発

と
運
用
開
始
を
九
一
年
度
計
画
と
し
て
進
め
て
い
っ
た
。
な
お
、
湘

南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
と
も
な
い
「
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
計
画
」
は
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
計
画
」
に
、
推
進
本

部
会
議
は
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
計
画
推
進
本
部
会
議
」
と
名
称
を
変

え
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
お
よ
び
事
務
長
が
正
式
参

加
し
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
の
整
備
は

年
度
内
に
ほ
ぼ
終
了
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
も
同
年
後
半
か

ら
一
部
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想

　
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
お
よ
び
そ
の
他
の
研
究
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
さ
れ
、
九
一
年
八
月
に
、「
メ
デ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
構
想
（
第
二
次
「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想
改
め
」）
─
研

究
・
教
育
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
（
案
）」
に
ま
と
め
ら
れ
常
任
理
事

会
に
提
出
さ
れ
た
。
翌
九
二
年
七
月
に
は
、
九
三
年
四
月
に
本
部
機

構
の
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
と
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

発
足
さ
せ
る
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
規
程
」
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
九
月

の
常
任
理
事
会
で
の
承
認
後
、
一
一
月
に
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
準
備
本

部
が
設
置
さ
れ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
準
備
本
部
に
は
、
本
部
長
に
藤
澤
常
任
理
事
、

副
部
長
に
倉
沢
康
一
郎
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
（
清
水
か
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ら
交
代
）、
下
郷
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
所
長
、
高
橋
潤
二
郎
湘
南
藤

沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
を
迎
え
、
本
部
運
営
委
員
に
各
キ
ャ
ン

パ
ス
の
両
セ
ン
タ
ー
の
事
務
長
級
、
本
部
実
行
委
員
に
は
課
長
・
主

任
級
の
人
員
を
配
し
組
織
の
発
足
に
必
要
な
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
基
盤
の
整
備

拡
充
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
は
、
三
つ
の
分
科
会
（
①
研
究
・

教
育
関
連
資
料
・
情
報
の
収
集
・
処
理
・
提
供
②
教
材
開
発
・
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
活
用
し
た
研
究
・
教
育
支
援
③
情
報
関
連
シ
ス

テ
ム
・
機
器
の
整
備
・
運
用
）
で
検
討
さ
れ
た
。

　
一
九
九
三
年
四
月
一
日
、
つ
い
に
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
、

大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、

本
部
機
構
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
お
よ
び
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
構
想
立
案
か
ら
四
年
の
歳
月
を
経
て

新
た
に
誕
生
し
た
こ
の
新
し
い
組
織
に
か
け
る
職
員
の
思
い
は
強
く
、

全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
発
足

を
記
念
す
る
と
同
時
に
旧
両
組
織
の
絆
を
深
め
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
で
は
従
来
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
電
算
サ

ー
ビ
ス
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
新
し
い
情
報
源

の
構
築
と
活
用
を
可
能
に
す
る
全
学
的
な
機
構
整
備
が
目
的
と
さ
れ

た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
慶
應
の
保
有
す
る
多
様
な
図
書
館
資
源

と
情
報
処
理
資
源
、
情
報
処
理
技
術
な
ど
、
つ
ま
り
書
物
も
情
報
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
研
究
・
教
育
情
報
の
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）
と
と
ら

え
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
既
存
の
関
連
機
関
（
情
報
セ
ン
タ
ー
と
計
算

セ
ン
タ
ー
）
を
統
合
し
、
研
究
・
教
育
を
支
援
す
る
学
内
単
位
組
織

と
し
て
各
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要
と

さ
れ
た
。
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

教
育
研
究
分
野
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
違
い
な
ど
の
特
性
に
あ
わ
せ
て
運

営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
そ
う
し
た
単
位
組
織
を
慶

應
義
塾
運
営
の
観
点
か
ら
管
理
す
る
全
学
的
機
構
も
必
要
と
な
る
。

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
は
そ
う
し
た
全
学
的
機
構
の
役
割
、
す
な
わ
ち
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
働
き
を
果
た
す
名
称
（
ロ

ゴ
）
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
規
程
で
、「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
は
、

研
究
・
教
育
活
動
に
必
要
な
情
報
関
連
環
境
を
整
備
・
運
用
し
、
こ

れ
を
効
果
的
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
の
研
究
・
教
育
の

発
展
に
寄
与
す
る
」
と
明
確
に
目
的
が
定
義
さ
れ
た
。
同
様
に
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
一
．
研
究
・
教
育
関
連
情
報
の
収
集
、

処
理
お
よ
び
提
供
に
関
す
る
業
務
、
二
．
情
報
関
連
シ
ス
テ
ム
お
よ

び
機
器
の
整
備
・
運
用
に
関
す
る
業
務
、
三
．
教
材
の
開
発
お
よ
び

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
支
援
に
関
す
る
業

務
、
四
．
研
究
活
動
の
支
援
に
関
す
る
業
務
、
五
．
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
業
務
、
と
規
定
さ
れ
た
。

各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
の
三
つ
の
業
務
で
、
こ
れ
ま

で
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
き
た
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
デ
ー
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タ
ベ
ー
ス
や
電
子
メ
ー
ル
等
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
環
境
を
活
用
し
て
教

育
・
研
究
の
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
組
織
の
再
編
成
と
構
築
さ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報
資
源

と
サ
ー
ビ
ス
は
統
合
さ
れ
、
相
互
に
補
完
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学
外
の
情
報
を
利
用
し
、
同
時
に
、

学
内
で
生
産
さ
れ
た
知
識
を
国
内
外
に
発
信
す
る
よ
う
な
情
報
環
境

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
分
離
と
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
の
廃
止

　
情
報
セ
ン
タ
ー
と
計
算
室
を
統
合
し
、
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
た

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
高
度
情
報
化
に
と
も
な
う
全
学

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、
よ
り
専
門
性
が
高
く

Ｉ
Ｔ
に
特
化
し
た
組
織
を
求
め
る
声
も
上
が
り
始
め
て
い
た
。
九
四

年
一
〇
月
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
本
部
運
営
委
員
会
分
科
会
の
下
に
、

理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち

上
げ
・
保
守
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
す
る
た

め
の
組
織
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
Ｎ

Ｔ
Ｇ
）
が
配
置
さ
れ
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
を
除
く
全
キ
ャ
ン
パ

ス
の
シ
ス
テ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
課
題
対
処
を
担
う
こ
と
と

な
っ
た
。
九
六
年
四
月
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
推
進
と
高
度
情

報
化
計
画
実
施
を
目
的
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
開
設
準
備
室
が
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
本
部
に
設
け
ら

れ
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

新
部
門
の
設
立
に
向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
だ
。
九
八
年
一
月
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
で
、
永
田
守
男
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
副

所
長
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
内
規
案
お
よ
び
組
織
図
案
と
と
も
に
、

将
来
の
Ｎ
Ｔ
Ｃ
の
発
展
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
。
同
年
三
月
に

は
改
定
内
規
案
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
で
暫
定
案
と
し

て
認
め
ら
れ
た
。
現
体
制
で
は
、
技
術
進
歩
が
急
速
に
進
む
時
代
の

情
報
化
に
対
応
し
き
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
の
整
備
の
た
め
に
は
中
央
に
権
限
を
集
中
し
、
組
織
を
安
定
さ
せ

た
上
で
技
術
者
を
拡
充
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
一
一

月
の
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
評
議
会
で
最
終
的
な
組
織
案
と
規
程
改
定
案

が
承
認
さ
れ
、
常
任
理
事
会
の
決
定
を
経
て
九
九
年
二
月
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
部
門
）
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
と
に
分
離
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

部
門
と
は
な
っ
た
が
、
引
き
続
き
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
傘
下
に
設
置
さ

れ
、
両
者
は
緊
密
な
連
携
を
取
っ
て
業
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。

　
新
た
な
体
制
で
大
学
の
教
育
・
研
究
体
制
を
支
え
て
き
た
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
Ｉ
Ｔ
Ｃ
で
あ
っ
た
が
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
し

て
は
、
次
第
に
慶
應
義
塾
全
体
に
対
応
す
る
組
織
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
背
景
に
は
新
川
崎
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
鶴
岡
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
看
護
医
療
学
部
と
相
次
ぐ
新
施
設
・
新
組
織
の
誕

生
も
あ
っ
た
が
、
大
学
だ
け
で
は
な
く
付
属
校
か
ら
も
情
報
イ
ン
フ
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ラ
整
備
の
要
望
は
高
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス

独
自
シ
ス
テ
ム
や
教
員
・
職
員
間
の
異
な
る
シ
ス
テ
ム
等
で
生
じ
る

不
具
合
解
消
を
目
的
と
し
た
統
合
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
大

学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
慶
應
全
体
の
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
が
Ｉ
Ｔ

Ｃ
に
任
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況

か
ら
、
大
学
の
組
織
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
切
り

離
し
、
慶
應
全
体
の
情
報
環
境
の
構
築
と
管
理
を
担
う
中
枢
機
能
と

し
て
慶
應
義
塾
（
法
人
）
直
下
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
、

二
〇
〇
四
年
六
月
の
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
評
議
会
お
よ
び
大
学
評
議
会

に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
独
立
が
決
定
さ
れ
た
。
翌
七
月
に
は
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
は
廃
止
さ
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
慶
應

義
塾
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
組
織
と
な
っ
た
。

　
一
九
九
三
年
に
四
年
の
歳
月
を
か
け
両
組
織
の
機
能
を
融
合
し
生

ま
れ
た
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
は
、
十
一
年
を
経
て
再
度
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
へ
と
戻
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
情
報
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
対
す
る
概
念
は
変
化
し
続
け
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
と
っ
て
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
目
的
で
は
な
く
情
報
を
入

手
・
活
用
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

紆
余
曲
折
あ
っ
た
組
織
改
編
は
、
両
組
織
が
慶
應
の
教
育
・
研
究
を

支
え
る
た
め
に
常
に
最
善
の
方
法
を
模
索
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

二
　
図
書
館
業
務
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入

（
一
）
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

　
第
一
章
第
一
節
三
「
機
械
化
の
足
音
」
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
図

書
館
業
務
を
機
械
化
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
）
す
る
試
み
は
一
九
六
〇

年
代
か
ら
行
わ
れ
、
実
際
に
運
用
も
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
特

定
の
用
途
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ま
た
各
情
報
セ
ン
タ
ー
で

独
自
に
運
用
さ
れ
て
い
た
。
単
一
の
シ
ス
テ
ム
に
す
べ
て
の
機
能
を

包
含
し
、
か
つ
全
情
報
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
実
現
は
当
時
の
職
員
の
夢
で
あ
っ
た
。

全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
構
想

　
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
研
究
・
教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
一
層

拡
充
し
た
い
と
情
報
セ
ン
タ
ー
が
将
来
の
展
望
を
描
く
傍
ら
で
、
計

算
セ
ン
タ
ー
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
の
生
産
・
加
工
・
蓄

積
・
利
用
が
全
学
問
分
野
に
お
け
る
将
来
の
研
究
・
教
育
に
不
可
欠

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
両
者
の
思
惑
は
、
八

九
年
に
両
セ
ン
タ
ー
が
機
能
的
・
組
織
的
に
統
合
し
、
新
し
い
学
術

支
援
サ
ー
ビ
ス
機
関
を
設
立
す
る
構
想
と
し
て
結
実
し
た
。
こ
れ
が

九
一
年
の
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
」
で
あ
る
が
、
そ
の
前
段
と
し

て
九
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想
─
慶
應
義
塾



82

第一部　通　史

大
学
に
お
け
る
研
究
・
教
育
の
新
し
い
基
盤
整
備
を
目
指
し
て
」
で
、

所
蔵
資
料
目
録
情
報
の
遡
及
入
力
計
画
を
含
む
全
学
統
合
図
書
館
シ

ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
の
開
発
が
提
案
さ
れ
た
。

　
八
九
年
ご
ろ
の
大
学
図
書
館
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
導
入
状
況
の
一

例
と
し
て
、
東
京
大
学
は
日
立
製
作
所
、
早
稲
田
大
学
は
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
。
慶
應
は
計
算
セ
ン
タ
ー

が
導
入
し
て
い
た
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
富
士
通
製
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
富
士
通
と
連
携
し
て
図
書
館
統
合
シ
ス
テ
ム
の
共
同
研
究
を

開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。
富
士
通
で
は
従
来
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
に
替
わ
る
新
シ
ス
テ
ム
（ILIS/X

70

）
を
構
想
中

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
図
書
館
の
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
る
ま
た
と

な
い
機
会
に
な
っ
た
。

機
械
化
計
画
担
当
発
足
、
開
発
開
始

　「
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
構
想
」
の
検
討
と
並
行
し
て
、
八
九
年
一

二
月
、
三
田
の
図
書
館
（
新
館
）
五
階
の
情
報
処
理
室
に
研
究
・
教

育
情
報
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
室
機
械
化
計
画
担
当
が
設
置
さ
れ
、
四

名
が
配
属
さ
れ
た
。
配
属
さ
れ
た
者
た
ち
も
最
初
は
手
探
り
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
を
発
行
す
る
な
ど

し
て
現
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

　
九
〇
年
二
月
か
ら
は
目
録
、
受
入
、
雑
誌
、
閲
覧
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
、
会
計
手
続
き
の
業
務
ご
と
に
作
業
委
員
会
（
後
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
と
改
称
）
が
設
置
さ
れ
、
各
情
報
セ
ン
タ
ー
の
業
務
担
当

者
と
機
械
化
計
画
担
当
で
内
容
の
検
討
を
開
始
し
、
同
年
末
ま
で
行

わ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
各
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
間
の
整
合
性
を
調
整
し
、

統
合
化
を
実
現
す
る
た
め
に
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
作
業
委
員
会
が
設

け
ら
れ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
の
設
計
に
際
し
て
は
各
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
望
を

取
り
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
ル
ー
ル
を
維
持
し
た
ま
ま
実
現
す

る
と
い
う
理
想
の
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
い
た
。
ま
た
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
目
録
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
）
と
の
間
に
お

け
る
書
誌
デ
ー
タ
の
入
手
・
登
録
な
ど
の
連
携
も
目
指
し
た
。
さ
ら

に
、
著
者
名
や
統
一
タ
イ
ト
ル
の
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
現
、
書

誌
デ
ー
タ
の
階
層
構
造
化
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
等
の
管
理
の
実
現
、
発

注
・
受
入
デ
ー
タ
と
の
連
携
、
雑
誌
の
製
本
管
理
、
予
算
管
理
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
実
装
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
設
計
・

開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
。

　
当
時
の
設
計
・
開
発
は
、
ま
だ
電
子
メ
ー
ル
な
ど
な
い
時
代
で
あ

っ
た
。
何
十
枚
に
も
及
ぶ
仕
様
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
学
内
便
を
使
っ

て
各
情
報
セ
ン
タ
ー
間
で
や
り
と
り
し
、
詳
細
な
説
明
は
内
線
電
話

で
行
っ
て
い
た
。

　
機
械
化
計
画
担
当
課
長
は
途
中
か
ら
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
課
長
が
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
開
設
と
同
時
に
機
械
化
計
画
担
当
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
本
館

（
Α
館
）
二
階
に
事
務
室
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
年
間
の
検
討

期
間
を
経
て
、
九
一
年
四
月
に
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
富
士
通
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）
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
（
Μミ

ユ
ー

館
）
内
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
格
的
に
開
発
・
シ
ス
テ
ム
テ
ス

ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　
す
べ
て
の
情
報
セ
ン
タ
ー
で
同
一
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、
各
情
報
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
不
可
欠

で
あ
る
。
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
や
学
外
へ
の

通
信
は
ま
だ
十
分
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。「
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー

構
想
」
で
は
全
学
の
統
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）
と

し
て
こ
の
整
備
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の

計
算
セ
ン
タ
ー
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
た
め
だ
け
に
構
築
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
九
一
年
度
末
ま
で
に
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム

運
用
の
た
め
の
前
提
条
件
が
整
え
ら
れ
た
。

書
誌
デ
ー
タ
の
整
備

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
は
書
誌
デ
ー
タ
や
所
蔵
デ
ー
タ
も
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
各
情
報
セ
ン
タ
ー
で
個
別
に
稼
働
し

て
い
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を

登
録
し
直
す
の
は
一
筋
縄
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
デ
ー
タ
の
形
式
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
書
誌
デ

ー
タ
に
つ
い
て
は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
次
の
五
種
類

が
あ
っ
た
。
①
三
田
・
日
吉
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
簡
略
書
誌
デ
ー
タ
　

②
医
学
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
カ
ナ
・
英
大
文
字
デ
ー
タ
　
③
三
田
の
Ｏ
Ｃ

Ｌ
Ｃ
に
よ
る
遡
及
入
力
デ
ー
タ
　
④
湘
南
藤
沢
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
Ｄ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
Ｓ
形
式
デ
ー
タ
　
⑤
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
に
登
録
さ
れ
て

い
る
三
田
、
医
学
の
書
誌
デ
ー
タ
。
こ
れ
ら
の
書
誌
デ
ー
タ
を
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
合
う
よ
う
変
換
し
て
登
録
す
る
ほ

か
、
重
複
し
て
い
る
も
の
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
中

で
も
①
と
②
は
正
式
な
書
誌
デ
ー
タ
と
し
て
扱
え
る
レ
ベ
ル
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
一
時
的
な
業
務
用
簡
略
書
誌
と
位
置
づ
け
、
改

め
て
正
式
な
書
誌
デ
ー
タ
を
遡
及
し
て
入
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
。Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
稼
働
準
備
と
本
稼
働

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
稼
働
開
始
は
九
一
年
度
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
計

画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
幅
に
遅
れ
次
年
度

に
持
ち
越
さ
れ
た
。
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
基
本
部
分
の
開
発
は
終
わ

っ
た
も
の
の
、
細
部
の
改
修
の
開
発
が
遅
れ
た
こ
と
や
、
デ
ー
タ
ロ

ー
ド
の
遅
れ
が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
。
書
誌
デ
ー
タ
を
登
録
す
る
た

め
に
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
一
日
二
十
時
間
登
録
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
稼
働
さ
せ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
を
登
録
す
る
ま
で
に
は
数
カ
月

か
か
る
こ
と
も
判
明
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
九
一
年
一
二
月
、
実
験
稼
働
と
し
て
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
最
初
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の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
運
用
試
験
が
開
始
さ
れ
た
。
九
二
年
一
二
月
か

ら
は
、
順
次
対
象
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
拡
大
し
な
が
ら
テ
ス
ト
を
進

め
、
最
初
に
目
録
整
理
業
務
シ
ス
テ
ム
、
翌
年
三
月
に
は
閲
覧
業
務

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
図
書
約
一
八
二
万

冊
、
雑
誌
六
四
万
四
千
冊
の
書
誌
・
所
蔵
レ
コ
ー
ド
が
搭
載
さ
れ
た
。

　
九
三
年
七
月
に
は
図
書
館
内
で
利
用
者
用
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
蔵
書
検
索

シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
を
開
始
し
、
全
情
報
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
資
料
の

一
括
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
は
所
蔵
の
有
無
を
調
べ

る
た
め
に
は
そ
の
セ
ン
タ
ー
ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
利

用
者
に
と
っ
て
利
便
性
は
格
段
に
向
上
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
運
用
が
開
始
さ
れ
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
入

力
に
対
す
る
反
応
が
遅
く
、
閲
覧
業
務
で
は
貸
出
・
返
却
に
時
間
が

か
か
り
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
利
用
者
の
行
列
が
で
き
た
。
目
録
業
務
で

も
、
書
誌
登
録
作
業
の
処
理
負
荷
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
業
務
を

効
率
的
に
行
う
為
に
ピ
ー
ク
時
間
を
避
け
て
時
差
出
勤
す
る
と
い
っ

た
対
策
も
と
ら
れ
た
。
ほ
か
に
目
録
作
成
業
務
の
外
部
委
託
も
行
う

等
の
対
応
も
行
っ
た
が
、
図
書
整
理
業
務
は
思
う
よ
う
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
の
原
因
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
が
す
べ
て
の
図
書
館
業
務
機
能

（
目
録
、
利
用
者
用
検
索
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）、
閲
覧
、
図
書
受
入
、
雑
誌

受
入
、
予
算
管
理
、
運
用
管
理
）
を
処
理
す
る
統
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
上
、
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
書
誌
の
階
層
構
造
、
貸

出
ル
ー
ル
で
も
各
情
報
セ
ン
タ
ー
の
既
存
の
運
用
を
極
力
実
現
さ
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
複
雑
な
ロ
ジ
ッ
ク
に
当
時
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
は
処
理
が
追
い
付
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
九
四
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
処
理
速
度
を

上
げ
る
こ
と
で
、
状
況
の
打
開
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
四
倍
の
処
理

能
力
を
持
つ
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（M

─1900/10

）
に
リ
プ
レ
ー

ス
し
た
。

　
九
五
年
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
─Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
開
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。
自
宅
か

ら
で
も
蔵
書
検
索
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り

拡
充
さ
れ
た
。

　
九
六
年
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
集
中
処
理
機
構
発
足
に
至
る
業

務
改
善
の
取
組
み
の
結
果
、
資
料
の
目
録
作
業
待
ち
の
滞
貨
が
一
掃

さ
れ
た
。
同
時
に
目
録
遡
及
入
力
作
業
が
三
田
を
除
い
て
ほ
ぼ
終
了

し
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
資
料
の
範
囲
は
徐
々
に
拡
大
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
が
、
数
十
万
件
規
模
で

の
デ
ー
タ
の
登
録
は
シ
ス
テ
ム
の
容
量
を
圧
迫
し
続
け
た
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
増
強
後
も
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
高
負
荷
の
一
因
の

と
な
っ
て
い
た
雑
誌
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
の
た
め
に
雑
誌
受

入
・
管
理
シ
ス
テ
ムK

O
H
EI

を
独
自
開
発
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
か

ら
こ
の
機
能
を
分
離
す
る
形
で
、
三
田
で
運
用
を
開
始
し
た
。

K
O
H
EI

は
そ
の
後
全
情
報
セ
ン
タ
ー
で
雑
誌
業
務
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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カ
ー
ド
目
録
を
活
用
し
た
も
う
一
つ
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

　
三
田
や
日
吉
で
は
、
日
本
語
や
英
語
の
図
書
の
ほ
か
に
、
中
国
語
、

朝
鮮
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
い
っ
た
非
ラ
テ
ン
語
系
言
語

資
料
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
言
語
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
利
用
者
に
不
便
を
強
い
て

い
た
。
当
面
の
対
策
と
し
て
、
カ
ー
ド
目
録
の
画
像
を
使
い
、
こ
れ

を
ロ
ー
マ
字
化
し
た
検
索
語
と
紐
づ
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
と

い
う
案
が
出
さ
れ
、
実
際
に
構
築
さ
れ
た
。
一
時
的
な
簡
易
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
い
う
位
置
づ
け
な
が
ら
、「
中
国
・
朝
鮮
・
ア
ラ
ビ
ア
・

ロ
シ
ア
語
資
料
目
録
（
通
称
「
ち
ゅ
う
か
ら
」）」
と
い
う
名
称
で
九

七
年
か
ら
提
供
を
開
始
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
か
つ
検
索
の
際
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
言
語
を
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ー

マ
ナ
イ
ズ
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
使
い
勝
手
は
良
い
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
図
書
館
に
行
か
ず
に
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
言
語
の
研
究
者
や
学
習
者
に
喜
ば
れ
る
存

在
と
な
っ
た
。

　
同
様
に
、
遡
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
い
え
所
蔵
数
が
多
く
す

べ
て
の
所
蔵
デ
ー
タ
を
登
録
す
る
ま
で
に
時
間
の
か
か
る
三
田
の
資

料
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
冊
子
体
目
録
（
カ
ー
ド
目
録
を
並
べ
て
コ

ピ
ー
し
、
冊
子
の
形
に
製
本
し
た
目
録
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
「
三
田

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
冊
子
体
目
録
電
子
版
」
を
構
築
し
た
。
検
索
結

果
に
近
い
ペ
ー
ジ
を
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
表
示
す
る
と
い
う
も
の
で
、
利

用
者
向
け
と
い
う
よ
り
は
業
務
用
と
し
て
内
部
で
使
用
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
た
。
一
九
一
二
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
三
田
で
受
け
入

れ
て
い
た
資
料
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
し
た
た
め
、
三
田
で
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
と
こ
ち
ら
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
網
羅
的
な
検
索
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
図
書
館
業
務
へ
の
パ
ソ
コ
ン
の
浸
透

パ
ソ
コ
ン
で
使
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
出
現

　
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
─Ｐ
Ｃ
8 

0 

0 

1
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
が
各
社
か
ら
続
々
と
発
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
般
家
庭
へ
も
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
〇
年
代

後
半
に
は
、
海
外
で
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
─Ｐ
Ｃ
互
換
機
（
Ｐ
Ｃ
／
Ａ
Ｔ
互
換

機
、
Ｄ
Ｏ
Ｓ
／
Ｖ
互
換
機
）
と
呼
ば
れ
る
事
実
上
の
統
一
規
格
（
デ

フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
が
日
本
国
内
で
も

徐
々
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
同
時
期
に
大
容
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う
こ

と
が
で
き
る
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
出
現
し
、
こ
の
長
所
を
活
か
し
た
辞

書
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
製
品
が
続
々
と
生
み
出
さ
れ
た
。

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
導
入
が
早
か
っ
た
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

八
八
年
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
─Ａ
Ｃ
Ｅ
（
貿
易
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、
リ

ー
ガ
ル
ベ
ー
ス
（
判
例
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
と
い
っ
た
Ｃ
Ｄ
─Ｒ

Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
翌
八
九
年
に
は
Ｃ

Ｄ
─Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
な
ど
、
九
〇

年
に
はN

ew
spaper A

bstracts

、B
usiness Periodicals

、
九
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一
年
に
は
Ｊ
─Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（
日
本
全
国
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、
法
律

判
例
文
献
情
報
、
判
例
マ
ス
タ
ー
（
判
例
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、

Index to Legal Periodicals

な
ど
毎
年
の
よ
う
に
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
が
進
み
、
海
外
製
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
他
の
セ
ン
タ
ー
で
も
九
〇
年
に
は
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
Ｍ
Ｅ

Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
医
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
な
ど
、
次
第
に
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
従
来
の
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検

索
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
購
入
す
れ
ば
追
加
の
支
払
い
は
不
要
で
、

接
続
時
間
に
よ
る
課
金
が
な
い
た
め
、
利
用
者
が
自
分
で
自
由
に
情

報
検
索
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
一
人
の
利
用
に
時

間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
他
の
利
用
者
が
使
い
た
く
て
も
使
え
な

い
と
い
う
問
題
も
起
き
た
。
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
種
類
の
増
大
に
あ
わ

せ
て
パ
ソ
コ
ン
を
増
設
す
る
な
ど
の
対
応
も
し
て
き
た
が
、
人
気
の

あ
る
タ
イ
ト
ル
は
、
予
約
待
ち
の
状
況
が
続
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
紙
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
読

め
る
よ
う
に
し
た
も
の
や
、
数
十
年
分
の
文
献
情
報
を
ま
と
め
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
も
出
現
し
、
収
録
さ
れ
る
デ
ー
タ
量
の
増
加
に
あ

わ
せ
て
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
何
十
枚
も
セ
ッ
ト
に
し
た
製
品
も
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
得
た
い
情
報
に
た
ど
り

着
く
た
め
に
何
度
も
Ｃ
Ｄ
の
入
れ
替
え
が
必
要
に
な
り
、
非
常
に
面

倒
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
こ
の
問
題
に
う

っ
て
つ
け
の
製
品
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
サ
ー
バ
に

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
を
接
続
し
た
り
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ

そ
の
も
の
を
サ
ー
バ
内
に
格
納
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
製
品
も
出
現
し
た
。
こ
の
製
品
を
用

い
る
と
同
じ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
同
時
に
複
数
人
で
利
用
す
る
こ
と
も

で
き
る
た
め
、
前
述
の
パ
ソ
コ
ン
や
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
占
有
問
題
に

対
す
る
解
決
策
に
も
な
っ
た
。

　
九
五
年
に
は
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
が
始
ま
っ
た
。Current 

Contents

とCom
pendex

（
工
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
は
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｘ
サ
ー
バ
上
で
稼
働
す
る
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
検
索
サ
ー
バ
に
よ

り
提
供
さ
れ
、telnet

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
たIN

SPEC

（
物
理
・
電
気
・
電
子
系
文
献

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
やScience Citation Index

（
科
学
文
献
の
引

用
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、M

athSci

（
数
学
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

はN
etW

are

サ
ー
バ
上
で
稼
働
す
る
検
索
サ
ー
バ
に
加
え
、
パ
ソ

コ
ン
側
に
専
用
の
検
索
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
か
、telnet

を
用
い
て
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。telnet

は
自
分
で
コ
マ
ン
ド

を
入
力
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し
、
専
用
の
検
索
ソ
フ
ト
は
検
索
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が
簡
単
に
で
き
る
利
点
が
あ
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
複
数
の
利
用
者
が
同
時
に
使
う
た
め
に
は
、
利

用
形
態
に
応
じ
た
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
必
要
で
あ
り
、
費
用
と
利
用

ニ
ー
ズ
の
関
係
か
らCurrent Contents

の
み
全
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
利
用
で
き
、
そ
れ
以
外
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス

（
理
工
学
部
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
利
用
で
き
た
。

　
理
工
学
で
は
九
九
年
にW

indow
s N

T

サ
ー
バ
上
で
稼
働
す
る

Silver Platter

社
の
Ｅ
Ｒ
Ｌ
（E

lectronic R
eference Li-

brary

）
サ
ー
バ
を
導
入
し
、Com

pendex

とM
athSci

の
提
供

を
こ
ち
ら
に
切
り
替
え
た
。
同
時
にIN

SPEC

と
科
学
技
術
文
献

速
報
はW

indow
s N

T

サ
ー
バ
上
で
稼
働
す
る
Ｃ
Ｄ
─Ｎ
ｅ
ｔ
サ

ー
バ
で
の
提
供
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｌ
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ

か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
使
い
勝
手
が
向
上
し
た
。
さ

ら
に
後
年
に
はSilverLinker

と
い
う
ツ
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果
に
、
当
時
導
入
が
進
ん
で
い
た
電
子
ジ

ャ
ー
ナ
ル
等
の
該
当
記
事
へ
の
リ
ン
ク
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
は
検
索
結
果
か
ら
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
文
献
本
文
に
ア
ク
セ

ス
す
る
し
く
み
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

　
三
田
で
も
九
五
年
こ
ろ
か
ら
館
内
に
構
築
し
た
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
、N

etW
are

サ
ー
バ
を
用
い
た
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
提
供
を

始
め
て
い
た
が
、
九
九
年
にW

eb of Science

と
朝
日
新
聞D

igi-
tal N

ew
s A

rchives

を
三
田
内
に
設
置
し
た
ロ
ー
カ
ル
サ
ー
バ
に

搭
載
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
全
キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
か
ら
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
少
し
趣
の
変
わ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
八
六
年
か
ら
情
報
セ
ン
タ

ー
が
購
入
し
て
三
田
計
算
室
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
提
供
し
て
い

た
日
経
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
デ
ー
タ
（
経
済
系
の
数
値
デ
ー
タ
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
端
末
機
で
し
か
使
え
な
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
九
二
年
か
ら
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
導
入
さ

れ
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
三
田
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を

機
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
二

〇
〇
〇
年
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
図
書
館
外
か
ら
も
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
利
用
者
は
図
書
館
の
開
館

時
間
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
必
要
な
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
九
三
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
利
用
が
日
本
国
内
で
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
う
し
た
傾
向
は
よ
り
強
ま
っ
て

い
く
よ
う
に
な
る
。

図
書
館
業
務
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
の
導
入

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
は
図
書
（
冊
子
）
で
し
か
得

ら
れ
な
か
っ
た
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

に
従
い
、
職
員
の
業
務
も
Ｉ
Ｔ
技
術
に
対
応
す
る
よ
う
に
変
化
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
関
連
業
務
は
若
手
の
男

性
職
員
に
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
彼
ら
自
身
も
も
と



88

第一部　通　史

か
ら
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
自
主
学
習
に

よ
っ
て
技
術
を
取
得
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
蓄
積
が
、
利
用
者
向

け
だ
け
で
な
く
、
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
原
動
力
に
も
な
っ
て
い

っ
た
。

W
indow

s
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
と
業
務
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
九
〇
年
代
初
頭
は
、
ま
だ
パ
ソ
コ
ン
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た

め
、
事
務
室
に
置
か
れ
る
パ
ソ
コ
ン
も
目
録
業
務
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

業
務
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
数
台
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
が

一
人
一
台
支
給
さ
れ
た
の
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
導
入
に
歩
調
を
合

わ
せ
た
九
八
年
の
こ
と
で
、
同
時
に
ロ
グ
イ
ン
認
証
な
ど
の
た
め
に

W
indow

s N
T

に
よ
る
図
書
館
独
自
の
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
構

築
さ
れ
た
。
〇
〇
年
に
は
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
バ
をW

in-
dow

s2000 Server

に
更
新
し
た
こ
と
で
、A

ctive D
irectory

を

採
用
し
た
ド
メ
イ
ン
構
成
（m

cvpn

）
に
な
り
、
よ
り
強
固
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
に
よ
る
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
（
三

田
、
日
吉
、
理
工
学
、
湘
南
藤
沢
で
利
用
開
始
）。

　
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
同
時
に
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
が
整
備

さ
れ
た
こ
と
で
、
業
務
で
作
成
さ
れ
る
文
書
の
電
子
化
が
進
み
、
そ

の
結
果
、
情
報
共
有
も
促
進
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
資
料
は
紙
で
配

布
さ
れ
、
回
覧
さ
れ
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で
あ
れ

ば
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
フ
ァ
イ
ル
サ
ー

バ
上
の
共
有
フ
ォ
ル
ダ
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、
誰
で
も
い
つ
で
も
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
人
事
異
動
の
際

の
資
料
の
引
き
継
ぎ
も
、
大
量
の
資
料
を
引
き
継
ぐ
必
要
が
な
く
な

り
、
部
門
内
で
の
資
料
の
継
承
も
簡
便
に
な
っ
て
い
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
業
務
と
の
融
合

　
九
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
育
に
力
を
入
れ
、
学
生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
そ
の
ベ
ー
ス
と
な

る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
入
学
初
年
度
か

ら
教
え
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｓ
は
学
生
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
湘

南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
に
習
熟
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
こ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
は
電
子
メ
ー
ル
やtelnet

を
使
っ
て

世
界
中
と
通
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
こ
れ
を
図
書
館
業
務
に

活
用
す
る
方
法
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
一
年
の
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｇ
Ｓ
の
計
画
で
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
運
用
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
成
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
各
情
報
セ
ン
タ
ー
に
も
順
次
配
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
新
し
い
技
術
に
興
味
の
あ
る
職
員
は
、
九
二
年
ご
ろ
か
ら
各
セ
ン

タ
ー
に
数
台
ず
つ
配
置
さ
れ
た
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、

何
が
で
き
る
の
か
に
興
味
を
持
ち
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
。
電
子
メ

ー
ル
を
使
っ
て
海
外
の
図
書
館
関
係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
電
子
掲
示
板
（
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
）
に
参
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加
し
た
り
、telnet

を
使
っ
て
海
外
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
接
続
し

て
所
蔵
を
確
認
し
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
挑
戦
し
て
み
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
報
告
・
発
表
す
る
こ
と
で
情
報
共
有
や
啓
発
に
貢
献

し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
特
に
海
外
の
図
書
館
の
情
報
が

続
々
と
組
織
内
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
な
技
術
の
活
用
に

対
す
る
職
員
の
夢
も
膨
ら
ん
だ
。

　
当
時
は
ま
だ
研
究
用
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
、
日
本
で
は
九
三
年
に
商
用
利
用
が
開
始
さ
れ
、
加
入
の
制
限
が

撤
廃
さ
れ
る
と
利
用
が
一
気
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
情
報
を
外

部
か
ら
得
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
も
活
用

す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
九
三
年
一
〇
月
こ
ろ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
公
開
し
た
。
九
六
年
に

は
、
他
の
セ
ン
タ
ー
も
順
次
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
っ
た
。

業
務
へ
の
電
子
メ
ー
ル
導
入

　
最
後
に
余
談
め
く
が
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
遷
に
つ
い
て

記
し
て
お
き
た
い
。
各
セ
ン
タ
ー
に
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
導
入
さ
れ
た
当
初
は
、
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
や
理
工
学
部
計
算

セ
ン
タ
ー
（
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
と
は
別
組
織
）
が
機
器
を
設
置
・

管
理
し
て
お
り
、
ド
メ
イ
ン
や
サ
ブ
ド
メ
イ
ン
の
設
定
も
統
一
さ
れ

た
ル
ー
ル
が
な
か
っ
た
た
め
、
付
与
さ
れ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
電
子
メ
ー
ル
が
一
般

化
す
る
と
、
そ
の
管
理
が
問
題
に
な
っ
た
。
〇
二
年
に
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
使
用
す
る
メ
ー
ル
サ
ー
バ
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
年
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
「@

lib.keio.ac.jp

」
に
一
本
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
独
自
の
メ
ー

ル
サ
ー
バ
は
一
九
年
に
廃
止
さ
れ
、
現
在
は
慶
應
義
塾
が
職
員
に
対

し
て
付
与
す
る
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

三
　
書
庫
問
題
へ
の
対
応

保
存
書
庫
建
設
へ
の
働
き
か
け

　
図
書
館
に
と
っ
て
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
い
つ
の
時
代
に
お
い

て
も
課
題
で
あ
る
が
、
と
く
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
は
蔵

書
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
書
庫
不
足
の
問
題
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　
情
報
セ
ン
タ
ー
全
体
の
蔵
書
数
は
、
九
一
年
に
は
約
二
八
八
万
冊

と
八
〇
年
の
約
一
五
一
万
冊
か
ら
十
年
間
で
約
一
・
九
倍
と
な
っ
た
。

九
一
年
時
点
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
全
体
の
書
架
収
蔵
可
能
冊
数
は
最

大
三
三
〇
万
冊
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
が
、
年
間
受
入
が
十
二
万
冊

以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
四
年
度
末
に
は
ほ
ぼ
収
容
可
能
な
最

大
量
に
達
す
る
と
推
測
さ
れ
た
。

　
要
因
の
一
つ
は
図
書
予
算
の
増
額
に
よ
る
購
買
力
の
上
昇
で
、
例

え
ば
八
二
年
度
の
三
田
の
図
書
館
予
算
二
億
七
、七
九
五
万
円
は
前

年
度
比
で
十
四
％
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
毎
年
増
額
が
続
い

た
。
ま
た
外
国
為
替
相
場
も
影
響
し
、
八
〇
年
代
前
半
に
一
ド
ル
二

〇
〇
円
か
ら
二
五
〇
円
の
間
で
推
移
し
て
い
た
も
の
が
八
五
年
秋
以
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降
急
激
に
円
高
に
な
り
、
八
六
年
末
に
は
一
六
〇
円
を
突
破
、
八
七

年
に
は
一
二
〇
円
台
に
ま
で
上
昇
し
た
こ
と
も
、
特
に
洋
書
の
購
買

力
を
強
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
に
文
部
省
の
助
成
金
（
私

立
大
学
研
究
設
備
整
備
等
補
助
金
）
が
八
五
年
か
ら
は
図
書
資
料
も

対
象
と
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
購
買
力
は
九
〇
年
代

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

　
八
二
年
に
三
田
に
収
容
能
力
一
一
五
万
冊
の
新
館
が
開
館
し
た
ほ

か
、
八
五
年
に
日
吉
図
書
館
が
開
館
、
九
一
年
に
は
湘
南
藤
沢
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
（
Μミ

ユ
ー

館
）
も
完
成
し
、
収
容
ス
ペ
ー
ス
も
拡
大

し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
続
々
と
届
く
新

刊
書
や
新
規
受
入
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
配
架
す
る
た
め
、
各
館
で
は
書

庫
空
間
を
捻
出
し
、
書
架
を
増
設
し
、
図
面
を
見
な
が
ら
資
料
移
動

計
画
の
立
案
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
に
資
料
の

保
管
・
保
存
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
見
出
す
な
ど
の
対
策
も
行
い
書

庫
不
足
を
し
の
い
で
い
た
が
、
ど
の
対
策
も
散
発
的
な
も
の
で
あ
り
、

図
書
館
全
体
に
と
っ
て
の
抜
本
的
な
書
庫
対
策
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　
増
え
続
け
る
蔵
書
に
対
応
す
る
た
め
、
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ

ー
本
部
事
務
室
は
九
〇
年
、
三
田
の
蔵
書
収
容
能
力
の
悉
皆
調
査
を

行
い
「
書
架
収
容
力
調
査
結
果
報
告
書
」、「
蔵
書
計
画
の
要
件
（
中

間
報
告
）」、「
資
料
保
存
の
問
題
」
を
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
将
来
的

な
全
学
の
蔵
書
規
模
を
五
百
万
冊
と
し
、
お
よ
そ
二
十
年
分
の
資
料

増
加
分
に
あ
た
る
二
百
万
冊
を
収
容
で
き
る
施
設
を
建
設
す
べ
き
と

し
て
、
九
一
年
度
に
大
学
当
局
に
保
存
図
書
館
建
設
を
提
案
し
た
。

　
そ
し
て
九
二
年
、
山
梨
県
山
中
湖
村
に
あ
る
慶
應
の
土
地
、
具
体

的
に
は
体
育
会
山
中
山
荘
の
東
側
の
飛
び
地
に
大
型
保
存
書
庫
を
建

設
す
る
と
い
う
計
画
が
当
局
か
ら
示
さ
れ
、
九
三
年
一
月
の
評
議
員

会
に
お
い
て
正
式
決
定
さ
れ
た
。
慶
應
に
と
っ
て
の
初
め
て
の
保
存

書
庫
と
な
る
「
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
時
点

で
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て
五
十
五
万
冊
規
模
の
書
庫
一
棟
を
建
設

し
、
そ
の
後
順
次
四
棟
ま
で
建
て
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
九
三
年
三
月
に
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
着
工
し
た
。
建
設
は
予
定
通
り
進
み
翌
九
四
年
三
月
に
竣
工
、

四
月
一
一
日
に
は
建
設
現
場
近
く
の
ホ
テ
ル
で
竣
工
披
露
の
式
典
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
式
典
に
は
当
時
の
鳥
居
泰
彦
塾
長
を
は
じ
め
内
池

慶
四
郎
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
所
長
、
山
中
湖
村
役
場
か
ら
高
村
朝
次
村

長
な
ど
関
係
者
が
多
数
出
席
し
た
。

　
山
中
は
地
上
二
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
延
べ
面
積

一
、三
二
〇
㎡
、
書
庫
面
積
は
九
一
六
㎡
で
あ
っ
た
。
書
庫
内
は
空

調
設
備
に
よ
り
温
度
は
二
十
度
、
相
対
湿
度
五
十
五
％
に
保
た
れ
、

冊
子
資
料
の
保
存
に
理
想
的
な
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
開
設
当
初
は
、

書
庫
狭
隘
化
に
最
も
悩
ま
さ
れ
て
い
た
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
当
時
。
現
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。

以
下
、
信
濃
町
）
か
ら
資
料
が
移
動
さ
れ
、
八
月
に
仮
運
用
を
開
始

し
、
一
〇
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
本
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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山
中
の
運
用
業
務
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
管
轄
し
た
。
業

務
委
託
先
の
選
定
で
は
、
信
濃
町
の
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
山

中
へ
の
主
た
る
移
動
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
関
係
の

深
い
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
に
業
務
を
委
託
す
る

こ
と
に
な
り
、
熟
練
し
た
専
従
の
係
員
二
名
が
着
任
し
た
。
主
な
業

務
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
通
じ
た
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

現
物
取
寄
せ
依
頼
と
文
献
複
写
依
頼
へ
の
対
応
で
あ
る
。
現
物
は
一

日
一
回
宅
配
便
で
申
込
地
区
へ
発
送
す
る
。
一
五
時
ま
で
に
依
頼
が

あ
っ
た
も
の
は
翌
々
開
館
日
に
は
資
料
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。

料
金
は
無
料
で
あ
る
。
利
用
が
済
ん
だ
資
料
は
各
セ
ン
タ
ー
か
ら
あ

る
程
度
の
量
を
ま
と
め
て
山
中
に
返
送
し
た
。

　
文
献
複
写
は
、
当
初
は
信
濃
町
の
雑
誌
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
。

料
金
は
館
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ
コ
ピ
ー
料
金
と
同
額
と
し
、
学
内
者
は

一
枚
三
十
円
で
あ
っ
た
（
〇
四
年
度
か
ら
十
円
に
値
下
げ
し
た
）。

三
田
も
九
六
年
四
月
か
ら
複
写
取
寄
せ
を
開
始
し
た
。
利
用
者
は
引

き
渡
し
時
に
料
金
を
支
払
う
こ
と
で
必
要
な
論
文
を
受
け
取
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
。

　
山
中
に
移
動
し
た
資
料
は
利
用
頻
度
が
落
ち
た
古
い
資
料
中
心
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
傷
ん
だ
ラ
ベ
ル
の
貼
り
替
え

や
補
修
を
し
た
り
、
破
損
を
調
査
し
て
定
期
的
に
所
蔵
館
に
修
復
を

依
頼
し
た
り
す
る
な
ど
、
資
料
保
存
の
た
め
の
業
務
も
行
っ
て
い
た
。

移
動
資
料
の
選
定

　
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学
部
・
研
究
科
を
主
た
る
サ
ー
ビ
ス
対
象

と
す
る
三
田
は
書
庫
狭
隘
化
が
と
く
に
深
刻
で
、
山
中
へ
の
資
料
移

動
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
移
動
対
象
の
選
定
は
難
航

し
た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
雑
誌
や
個
人
文
庫
は
準
備
の
不
足
や
目

録
の
未
整
備
に
よ
り
見
送
ら
れ
、
最
終
的
に
九
四
年
八
月
に
、
六
一

年
度
ま
で
に
受
け
入
れ
た
旧
分
類
洋
書
、
大
型
本
・
巻
子
本
、
旧
分

類
和
書
の
一
部
な
ど
計
約
十
万
冊
を
山
中
へ
運
搬
し
た
。

　
九
六
年
三
月
に
は
三
田
か
ら
の
第
二
次
移
動
と
し
て
五
九
年
以
前

の
洋
雑
誌
七
万
五
千
冊
を
移
動
し
た
。
移
動
資
料
の
候
補
に
は
、
旧

分
類
和
書
や
個
人
文
庫
な
ど
の
和
図
書
も
挙
が
っ
た
が
、
手
に
取
っ

て
読
む
利
用
の
仕
方
や
利
用
頻
度
な
ど
を
考
慮
し
、
洋
雑
誌
を
選
択

し
た
。
資
料
の
選
定
は
、
比
較
的
利
用
の
少
な
い
ま
と
ま
り
を
対
象

と
す
る
と
い
う
基
本
方
針
の
下
で
行
わ
れ
、
協
議
会
で
の
説
明
・
承

認
な
ど
定
め
ら
れ
た
手
続
き
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、
実
際
に
山

中
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
と
、
一
部
の
利
用
者
か
ら
は
戸
惑
い
や
苛

立
ち
の
声
が
上
が
っ
た
。「“
古
い
資
料
イ
コ
ー
ル
不
要
”
と
い
う
考

え
は
危
険
で
あ
る
」「
保
存
書
庫
は
三
田
近
辺
で
な
い
と
研
究
に
支

障
を
き
た
す
」
な
ど
の
苦
情
や
、
求
め
る
資
料
を
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
、
発
行
年
で
区
切
っ
て
一
律
に
移
動
し
た
こ
と

へ
の
不
満
で
あ
っ
た
。

　
信
濃
町
で
は
、
出
版
年
の
古
い
資
料
ほ
ど
利
用
が
少
な
く
な
る
傾

向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
と
の
兼
ね
合
い
で
何
年
ま
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で
の
資
料
を
移
動
可
能
か
と
い
う
視
点
で
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

九
三
年
一
一
月
の
協
議
会
に
お
い
て
、
四
四
年
以
前
刊
行
の
旧
分
類

図
書
約
一
万
七
千
冊
と
六
九
年
以
前
刊
行
の
雑
誌
約
五
万
八
千
冊
の
、

計
約
七
万
五
千
冊
を
移
動
対
象
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
最
初
に
こ

れ
ら
の
資
料
を
運
び
出
し
た
。
資
料
移
動
後
も
利
用
上
の
大
き
な
問

題
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
八
年
夏
に
は
当
初
の
計
画
ど
お
り
第

二
次
と
し
て
、
七
〇
年
代
の
雑
誌
約
二
万
八
千
冊
を
山
中
へ
移
動
し

た
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
約
四
万
二
千
冊
の
蔵
書
を
山
中
に

搬
入
し
た
の
は
九
六
年
三
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
六
五
年
以

前
の
雑
誌
約
二
万
七
千
五
百
冊
、
九
三
年
ま
で
の
ロ
シ
ア
語
雑
誌
約

一
万
冊
、
旧
分
類
図
書
お
よ
び
藤
山
工
業
図
書
四
千
四
百
冊
で
あ
る
。

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
書
架
で
製
本
雑
誌
に
ビ
ニ
ー
ル
紐
を
当
て
て

何
年
分
ま
で
移
動
で
き
る
か
を
計
測
し
、
移
動
前
に
は
既
に
山
中
に

移
動
済
み
の
信
濃
町
の
蔵
書
と
の
重
複
調
査
を
し
て
欠
号
補
充
や
美

本
の
見
極
め
を
行
っ
た
。
資
料
移
動
に
つ
い
て
教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
一
部
資
料
は
残
す
措
置
も
と
っ
た
。

　
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
九
六
年
七
月
に
和
書
一
万
八
千
三
百

冊
（
主
に
六
五
年
以
前
の
も
の
）、
洋
書
一
千
七
百
冊
（
地
下
書
庫

に
別
置
さ
れ
て
い
た
研
究
室
所
蔵
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
）、
和
雑

誌
三
千
五
百
冊
を
移
動
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
日
吉
図
書
館
内
で

資
料
再
配
置
が
行
わ
れ
、
一
般
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
書
庫
狭
隘
化
の
緩

和
に
つ
な
が
っ
た
。

　
山
中
に
文
献
複
写
を
依
頼
す
る
場
合
、
当
初
は
資
料
の
所
蔵
館
を

経
由
し
て
依
頼
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
自
館
資
料
で
な
い
場
合
に

は
山
中
に
直
接
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
理
工
学

の
資
料
移
動
後
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
や
処
理
ス
ピ
ー
ド
を
考
慮
し
て

見
直
し
が
行
わ
れ
、
ど
の
館
の
所
蔵
資
料
で
あ
っ
て
も
直
接
山
中
に

依
頼
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
理
工
学
か
ら
移
動
し
た
資
料
の

約
半
数
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
寄
贈
誌
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

Ｔ
へ
の
文
献
提
供
に
応
じ
る
必
要
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
も
直
接

山
中
に
依
頼
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

山
中
の
運
用
と
そ
の
後
の
書
庫
状
況

　
山
中
湖
畔
と
い
う
遠
隔
地
で
書
庫
を
運
用
す
る
こ
と
は
初
め
て
で

あ
っ
た
が
、
雑
誌
論
文
を
コ
ピ
ー
で
取
り
寄
せ
る
と
い
う
利
用
ス
タ

イ
ル
は
特
に
自
然
科
学
分
野
で
利
用
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
山
中
は

次
第
に
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
確
立

さ
れ
て
い
っ
た
。
信
濃
町
や
理
工
学
で
は
、
保
存
環
境
が
整
っ
て
い

る
山
中
に
利
用
頻
度
の
低
い
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
大
量
に
移

動
さ
せ
る
こ
と
で
、
図
書
館
内
に
は
利
用
頻
度
の
高
い
資
料
を
配
置

し
た
。
ま
た
、
余
裕
が
生
ま
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
な
ど
、
館
内
ス
ペ
ー
ス
の
効
率
よ
い
運
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
日
吉
や
湘
南
藤
沢
が
新
た

に
雑
誌
を
山
中
に
送
っ
た
ほ
か
、
信
濃
町
や
理
工
学
も
追
加
で
雑
誌

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
移
動
し
た
。
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
山
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中
内
で
の
重
複
資
料
の
除
籍
も
積
極
的
に
行
う
な
ど
し
て
、
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
努
め
た
。

　
三
田
に
お
い
て
は
、
利
用
者
か
ら
の
苦
情
や
反
発
は
あ
っ
た
も
の

の
、
洋
雑
誌
の
移
動
や
図
書
館
新
館
三
、
四
階
の
資
料
再
配
置
に
よ

り
、
雑
誌
書
架
の
狭
隘
化
は
一
息
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
図

書
に
つ
い
て
は
、
現
物
を
手
に
取
っ
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と

い
う
理
由
で
山
中
へ
の
移
動
対
象
か
ら
外
さ
ざ
る
を
得
ず
、
図
書
は

増
え
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
書
架
の
天
板
上
も
棚
と
し
て
利

用
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
資
料
移
動
が
相
次
ぎ
、
山
中
の
書
庫

は
満
杯
状
態
と
な
っ
た
。
山
中
地
区
に
追
加
の
書
庫
を
建
設
す
る
と

い
う
当
初
の
計
画
は
あ
っ
た
が
、
利
用
者
の
中
に
は
山
中
へ
の
資
料

移
動
に
対
す
る
不
満
も
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
山
中
以
外
の
外
部

保
管
場
所
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
候
補
地
の
選
定
に
は
各
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
立
地
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
加
え
ら
れ
、

九
七
年
に
は
保
管
業
者
へ
の
委
託
も
含
め
て
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
し
て
九
八
年
夏
、
東
急
東
横
線
白
楽
駅
か
ら
徒
歩
で
ア
ク
セ
ス
可

能
な
東
京
通
運
株
式
会
社
の
倉
庫
を
借
り
る
こ
と
が
決
ま
り
、
一
一

月
に
賃
貸
契
約
を
締
結
、
九
九
年
二
月
に
は
常
任
理
事
会
で
「
白
楽

サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
命
名
さ
れ
た
。「
サ
テ
ラ
イ
ト
」

に
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
開
設

　
九
九
年
三
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
は
、
東
京
通
運
株
式
会
社
横
浜
支
店
の
ビ
ル
の
三
階
と
四
階

の
倉
庫
を
賃
借
し
、
そ
こ
に
五
十
万
冊
規
模
の
手
動
式
集
密
書
架
を

設
置
し
て
書
庫
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
書
庫
不
足
へ
の
“
緊

急
避
難
”
と
い
う
位
置
づ
け
で
五
年
間
の
賃
借
契
約
を
結
び
、
そ
の

後
一
年
ご
と
に
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
白
楽
は
、
山
中
と
同
様
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
管
轄
し
、

開
設
当
初
は
専
任
二
名
、
そ
の
後
専
任
一
名
と
フ
ル
タ
イ
ム
の
業
務

委
託
二
名
（
株
式
会
社
湘
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
が
配
置
さ
れ
、
平

日
は
八
時
四
五
分
か
ら
一
八
時
ま
で
、
土
曜
日
は
一
六
時
ま
で
の
開

館
と
し
た
。
そ
の
後
運
用
が
安
定
し
、
利
用
動
向
が
定
着
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
開
館
時
間
を
平
日
一
六
時
四
五
分
ま
で
、
土
曜
日
は
休

館
と
し
、
常
駐
の
委
託
ス
タ
ッ
フ
二
名
で
の
運
用
に
変
更
さ
れ
た
。

　
白
楽
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
回
る
学
内
便
の
ル
ー
ト
に
も
組
み
込
ま

れ
、
学
内
便
の
時
間
に
合
わ
せ
て
、
利
用
者
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

っ
た
資
料
を
書
架
か
ら
抜
き
出
し
て
発
送
す
る
こ
と
が
業
務
の
基
本

サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
。
利
用
者
は
、
資
料
が
白
楽
に
あ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
資
料
と
同
様
に
、

翌
日
ま
た
は
翌
々
日
に
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
最
寄

り
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
と
い
う
立
地
で
来
館
利
用
も
想
定
し
て
い
た
た

め
、
閲
覧
席
十
席
や
コ
ピ
ー
機
も
設
置
し
、
資
料
の
貸
出
・
返
却
手

続
き
に
も
応
じ
て
い
た
。
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白
楽
に
移
動
し
た
資
料
で
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
た
の
は
、
三

田
の
八
四
年
以
前
受
入
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
の
図
書
館
図
書
約
十
三
万
冊

で
あ
る
。
区
切
り
年
代
は
書
庫
の
状
況
お
よ
び
教
員
か
ら
の
要
望
を

も
と
に
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
三
田
の
新
館
の
書
庫
の
逼
迫
状
況

は
一
時
的
に
改
善
さ
れ
た
が
、
白
楽
の
利
用
開
始
か
ら
二
年
後
に
は

早
く
も
八
五
年
か
ら
八
六
年
受
入
図
書
を
追
加
で
白
楽
に
移
動
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　
白
楽
に
お
け
る
三
田
の
資
料
で
大
き
な
割
合
を
占
め
た
も
う
一
つ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
山
中
に
移
動
し
て
い
た
旧
分
類
洋
書
約
十
万

冊
で
あ
る
。
山
中
へ
の
資
料
移
動
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
利
用
者
の

声
を
受
け
、
よ
り
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
白
楽
に
「
取
り
戻
す
」
こ
と
で

利
便
性
を
高
め
た
。
実
際
に
白
楽
に
来
館
す
る
利
用
者
は
多
く
は
な

く
、
資
料
を
取
寄
せ
る
と
し
て
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
白
楽

か
ら
の
学
内
便
で
の
取
寄
せ
よ
り
山
中
か
ら
の
宅
配
便
の
取
寄
せ
の

方
が
早
く
到
着
す
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
白
楽
は
「
行
こ
う
と
思
え

ば
す
ぐ
行
け
る
場
所
」
と
い
う
安
心
感
か
ら
か
、
山
中
と
比
べ
れ
ば

利
用
者
の
抵
抗
感
が
少
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
開
設
時
は
三
田
の
資

料
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
同
様
に
書
庫
狭
隘
化
に
苦
し
む
日

吉
や
湘
南
藤
沢
か
ら
も
資
料
が
加
わ
り
、
総
数
は
四
十
八
万
冊
に
上

っ
た
。

　
白
楽
は
も
と
も
と
倉
庫
で
あ
っ
た
た
め
、
書
庫
と
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

に
冷
房
は
あ
る
も
の
の
暖
房
設
備
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
冬
に

長
時
間
閲
覧
す
る
利
用
者
に
は
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
事
務
室
内
で
利
用

し
て
も
ら
う
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
た
。
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
も
、
冬
に
白
楽
に
出
向
い
て
作
業
を
す
る
と
き
に
は
寒
さ

対
策
が
何
よ
り
重
要
で
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
を
着
用
し
た
人
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

環
境
で
も
、
資
料
の
保
管
だ
け
で
な
く
閲
覧
利
用
の
機
能
を
備
え
、

少
な
い
な
が
ら
も
来
館
ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
た
。

山
中
と
白
楽
、
そ
し
て
そ
の
後

　
そ
の
後
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
資
料
の
年
間
受
入
数

の
伸
び
は
鈍
化
し
た
も
の
の
、
書
庫
不
足
に
悩
む
日
々
は
続
い
て
い

た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
委
員
会
が
、
〇
三

年
に
は
全
塾
書
庫
問
題
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
保
存
ス
ペ
ー
ス

の
効
率
的
運
用
や
長
期
的
な
視
点
で
の
書
庫
運
用
が
検
討
さ
れ
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
」
に
は
書

庫
増
設
を
目
指
す
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
、
〇
七
年
、
慶
應
義
塾
創
立

一
五
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
予
定
の
施
設
に
書
庫
を
併

設
す
る
提
案
と
、
今
後
二
〇
年
を
見
据
え
た
書
庫
政
策
の
展
望
を
ま

と
め
、
担
当
理
事
に
提
出
し
た
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
、
〇
九
年
度
に
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
新
教
育
棟
の

地
下
に
、
約
十
三
万
冊
収
容
可
能
な
「
日
吉
保
存
書
庫
」
が
作
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
各
保
存
書
庫
の
主
た
る
役
割
分

担
を
、
山
中
は
自
然
科
学
系
資
料
、
白
楽
は
人
文
・
社
会
科
学
系
資

料
、
日
吉
保
存
書
庫
は
人
文
社
会
科
学
系
の
主
に
雑
誌
と
す
る
こ
と
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を
明
確
に
し
、
よ
り
体
系
的
な
資
料
配
置
を
目
指
し
た
。

　
し
か
し
日
吉
保
存
書
庫
の
十
三
万
冊
と
い
う
規
模
は
、
当
時
要
求

し
て
い
た
保
存
書
庫
の
容
量
二
百
万
冊
に
は
到
底
及
ば
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
同
様
に
書
庫
不
足
の
問
題

を
抱
え
る
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
斯
道
文
庫
（
大
学
附
属
研
究

所
）
と
の
連
名
で
書
庫
増
設
要
望
書
を
提
出
し
た
の
を
は
じ
め
、
白

楽
か
ら
撤
退
し
て
二
百
万
冊
規
模
の
自
動
書
庫
を
設
置
す
る
計
画
案

と
し
て
ま
と
め
た
要
望
書
、
保
存
書
庫
の
建
設
候
補
地
を
具
体
的
に

記
し
た
提
案
書
な
ど
を
毎
年
の
よ
う
に
提
出
し
当
局
に
働
き
か
け
を

続
け
た
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
進
展
が
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
た
。

　
事
態
が
急
展
開
を
迎
え
た
の
は
一
三
年
、
白
楽
が
入
っ
て
い
る
建

物
が
あ
る
土
地
の
再
開
発
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
。
現
状
の
ま
ま
白
楽
の
利
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
収
蔵
資
料
約
四
十
八
万
冊
の
行
先
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
再
開
発
後
の
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
残
り
白

楽
を
存
続
さ
せ
る
案
と
と
も
に
別
の
外
部
書
庫
を
確
保
す
る
可
能
性

も
模
索
し
た
結
果
、
長
期
的
な
視
点
と
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
、

高
額
な
賃
料
を
支
払
い
続
け
る
外
部
の
書
庫
で
は
な
く
、
山
中
の
土

地
に
も
う
一
棟
、
百
万
冊
規
模
の
書
庫
を
建
設
し
、
白
楽
の
蔵
書
の

受
け
皿
と
し
つ
つ
全
学
的
な
書
庫
不
足
へ
の
対
処
に
つ
な
げ
る
こ
と

と
し
た
。
こ
う
し
て
二
〇
一
五
年
、「
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
二
号
棟
」

が
開
設
さ
れ
た
。

　
二
号
棟
は
一
号
棟
と
同
様
に
地
上
二
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
あ
っ
た
が
、
書
庫
面
積
は
一
、五
七
〇
㎡
、
収
容
規
模
は
約

百
万
冊
と
一
号
棟
よ
り
大
き
な
建
物
と
な
っ
た
。
こ
の
二
号
棟
へ
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
白
楽
の
資
料
の
搬
入
が
最
優
先
で
、
作
業
は
一
五
年

一
一
月
と
一
六
年
一
月
の
二
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
白
楽
の
書
架

も
転
用
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
二
回
の
資
料
移
動

に
続
け
て
空
い
た
書
架
を
解
体
、
二
号
棟
に
搬
入
・
組
立
て
る
作
業

も
行
わ
れ
た
。
白
楽
か
ら
の
移
動
・
退
去
を
含
め
作
業
全
体
が
完
了

し
た
の
は
三
月
末
で
あ
り
、
四
月
か
ら
二
号
棟
の
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。

四
　
集
中
処
理
機
構
の
発
足
と
本
部
の
機
能
強
化

三
田
の
未
整
理
資
料
滞
貨
一
掃
計
画
の
始
ま
り

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
け
入
れ
た
も
の
の
目
録
が
作
成
さ

れ
な
い
未
整
理
の
状
態
の
ま
ま
滞
留
す
る
図
書
が
増
え
る
一
方
で
あ

っ
た
。
主
に
洋
図
書
で
発
生
し
て
お
り
、
中
に
は
処
理
の
優
先
度
の

関
係
で
何
年
も
整
理
待
ち
と
な
っ
て
い
る
図
書
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
滞
貨
資
料
を
置
い
て
お
く
書
架
が
年
々
事
務
ス
ペ
ー
ス

を
侵
食
し
て
い
っ
た
。
整
理
担
当
内
に
も
問
題
意
識
は
あ
っ
た
も
の

の
膨
大
な
滞
貨
資
料
を
前
に
効
果
的
な
対
策
を
出
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
抜
本
的
か
つ
大
々

的
な
業
務
改
革
の
命
が
突
然
く
だ
さ
れ
た
。
九
四
年
六
月
、
後
に
リ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
た
業
務
改
革
の
幕
開
け
で
あ
る
。
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当
時
三
田
の
整
理
担
当
は
、
専
任
職
員
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
と
、

長
期
ア
ル
バ
イ
ト
で
構
成
さ
れ
る
「
第
二
整
理
」
と
い
う
呼
称
の
グ

ル
ー
プ
の
、
二
つ
の
ラ
イ
ン
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
こ
の

枠
組
み
を
外
し
て
、
滞
貨
資
料
を
扱
う
「
滞
貨
処
理
班
」
と
新
規
受

入
図
書
を
扱
う
「
カ
レ
ン
ト
処
理
班
」
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
カ
レ
ン

ト
処
理
班
を
二
つ
の
班
に
分
け
る
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
再
編
か
ら
改

革
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
最
初
に
職
員
に
示
さ
れ
た
、
改
革
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
の
前
提

と
な
る
計
画
は
以
下
の
内
容
だ
っ
た
。

・
九
四
年
九
月
よ
り
カ
レ
ン
ト
処
理
班
（
フ
ル
タ
イ
ム
八
名
×

二
班
）
と
滞
貨
処
理
班
（
フ
ル
タ
イ
ム
十
二
名
）
に
分
け
る
。

・
作
業
者
は
、
専
任
十
二
名
、
常
勤
嘱
託
五
名
、
非
常
勤
嘱
託

三
・
五
名
、
第
二
整
理
二
・
五
名
、
外
注
の
委
託
業
者
六
名

と
す
る
。

・
滞
貨
処
理
は
、
書
誌
レ
コ
ー
ド
を
外
部
か
ら
取
り
込
む
（
コ

ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
を
行
う
）
も
の
と
内
部
で
作
成
す
る

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
を
行
う
）
も
の
と
に
仕
分
け

し
て
行
う
。

・
滞
貨
処
理
に
お
い
て
計
画
通
り
の
数
値
目
標
を
安
定
的
に
ク

リ
ア
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
、
滞
貨
処
理
班
か
ら
カ

レ
ン
ト
処
理
班
に
人
員
を
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
大
量
の
受
入
に
備
え
て
カ
レ
ン
ト
処
理

班
に
も
一
定
の
余
裕
を
常
に
持
た
せ
、
新
た
な
滞
貨
を
生
ま

な
い
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

・
滞
貨
処
理
に
関
し
て
は
、
人
件
費
と
諸
経
費
四
千
万
円
を
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
外
の
予
算
か
ら
確
保
す
る
。

　
こ
の
計
画
内
容
を
受
け
て
、
各
班
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
た
中
堅

職
員
を
中
心
に
、
九
月
開
始
に
向
け
て
作
業
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
と

問
題
点
お
よ
び
検
討
事
項
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
鍵
と
な
る
処
理
冊

数
の
見
込
み
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
体
制
に
向
け
て

　
処
理
量
の
目
安
を
つ
け
る
た
め
、
滞
貨
処
理
の
対
象
と
な
る
図
書

は
九
四
年
七
月
末
ま
で
に
支
払
が
済
ん
だ
も
の
と
し
、
同
年
九
月
か

ら
二
年
間
で
の
三
田
に
お
け
る
滞
貨
一
掃
を
目
標
と
し
た
。

　
カ
レ
ン
ト
処
理
班
で
は
七
月
か
ら
処
理
方
法
の
見
直
し
を
始
め
た
。

二
つ
の
班
（
Ａ
班
・
Ｂ
班
）
の
処
理
能
力
は
同
程
度
で
あ
る
と
い
う

前
提
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
無
駄
を
そ
ぎ
落
と

し
、
よ
り
効
率
的
な
フ
ロ
ー
の
案
を
複
数
作
成
し
な
が
ら
、
Ａ
班
と

Ｂ
班
の
間
で
敢
え
て
異
な
る
フ
ロ
ー
で
処
理
の
速
さ
と
質
を
比
較
・

確
認
し
た
。
フ
ロ
ー
を
別
に
し
た
の
は
、
片
方
が
致
命
的
に
滞
る
事

態
が
発
生
し
て
も
半
分
の
処
理
量
は
確
保
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
最

終
的
に
最
も
妥
当
な
フ
ロ
ー
を
決
め
て
、
一
〇
月
以
降
は
両
班
で
統

一
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
滞
貨
処
理
班
は
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
カ
レ
ン
ト
処

理
よ
り
も
一
層
効
率
的
な
作
業
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
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作
成
す
る
目
録
情
報
の
完
成
度
に
つ
い
て
は
割
り
切
っ
た
方
針
が
必

要
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
処
理
フ
ロ
ー
を
簡
素
化
す
る
た
め
に
、
外
部

の
シ
ス
テ
ム
か
ら
取
り
込
ん
だ
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
記
述
や
業
務
委
託

ス
タ
ッ
フ
が
付
与
す
る
分
類
番
号
は
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
た
。
目
録
デ
ー
タ
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
処
理
に

か
か
る
負
荷
を
回
避
す
る
た
め
、
取
り
込
ん
だ
際
の
フ
ラ
ッ
ト
な
書

誌
階
層
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
著
者
名
も
典
拠
レ
コ
ー
ド
と
の
リ
ン
ク

処
理
は
行
わ
ず
標
目
形
を
統
一
す
る
だ
け
に
留
め
る
、
と
い
う
方
針

を
固
め
た
。

　
検
討
を
進
め
八
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
専
任
職
員
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
（
非
常
勤
嘱
託
や
第
二
整
理
の
メ

ン
バ
ー
）
に
向
け
て
新
し
い
業
務
体
制
に
つ
い
て
公
表
し
た
。
そ
の

後
一
人
一
人
へ
の
説
明
を
経
て
第
二
整
理
は
解
体
し
、
新
体
制
へ
の

転
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
九
四
年
九
月
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
滞
貨
処
理
と
カ
レ
ン
ト
処
理
の
二
本
立
て
に
よ
る
目
録
作

業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

　
新
体
制
下
で
も
し
ば
ら
く
試
行
錯
誤
が
続
い
た
。
目
録
デ
ー
タ
の

品
質
と
目
標
冊
数
の
処
理
を
維
持
す
る
た
め
、
人
材
配
置
の
見
直
し

や
、
目
標
値
を
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
る
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー
を

必
要
に
応
じ
て
行
い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る

共
有
を
検
討
し
た
。
プ
ロ
セ
ス
の
ス
リ
ム
化
は
、
自
分
た
ち
の
こ
だ

わ
り
を
ど
こ
ま
で
切
り
捨
て
る
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
と
の
戦
い
と
も

言
え
る
。
カ
レ
ン
ト
処
理
を
担
当
す
る
職
員
か
ら
は
、
滞
貨
処
理
班

で
採
っ
て
い
た
担
当
完
全
固
定
化
を
行
え
ば
効
率
が
良
く
な
る
と
い

う
提
案
も
あ
っ
た
が
、
期
間
に
定
め
の
あ
る
滞
貨
処
理
と
異
な
り
、

永
続
的
な
運
用
を
想
定
す
る
カ
レ
ン
ト
処
理
で
は
、
人
事
異
動
な
ど

に
よ
る
影
響
を
考
え
る
と
担
当
の
固
定
化
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
九
月
下
旬
か
ら
カ
レ
ン
ト
処
理
に
つ
い
て
も
一
部
業
務
委
託
化
を

検
討
し
始
め
、（
株
）
図
書
館
資
料
整
備
セ
ン
タ
ー
と
実
施
体
制
に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
合
意
し
た
作
業
の
方
法
は
、
館

内
で
の
処
理
と
委
託
先
で
の
処
理
（
外
部
処
理
）
に
分
け
る
こ
と
、

外
部
処
理
は
滞
貨
分
を
含
め
て
目
標
冊
数
を
提
示
す
る
こ
と
、
資
料

は
箱
単
位
で
搬
出
入
す
る
こ
と
、
箱
に
通
し
番
号
と
冊
数
を
記
入
し

て
管
理
す
る
こ
と
、
中
国
語
・
朝
鮮
語
・
ロ
シ
ア
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語

等
の
非
ラ
テ
ン
語
系
言
語
の
資
料
は
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
依
頼
す

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
少
し
ず

つ
後
述
す
る
「
集
中
処
理
」
の
片
鱗
が
垣
間
見
え
る
。

収
書
・
雑
誌
へ
の
展
開
と
外
付
け
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
九
月
下
旬
、
三
田
の
資
料
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ

ス
）
担
当
課
長
は
「
シ
ス
テ
ム
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
担
当
」
を

肩
書
に
加
え
、
雑
誌
業
務
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門
も
兼
任
し

て
さ
ら
な
る
業
務
改
革
を
進
め
た
。
先
々
を
見
据
え
た
効
率
化
を
目

指
し
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
本
体
と
は
別
に
業
務

補
助
の
た
め
の
「
外
付
け
シ
ス
テ
ム
」
を
独
自
に
開
発
・
導
入
し
て

い
っ
た
。
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①
　
基
本
カ
ー
ド
廃
止
とM

arier
　
目
録
業
務
の
機
械
化
が
進
む
中
、
三
田
に
お
い
て
目
録
業
務
に
必

要
不
可
欠
だ
っ
た
通
称
「
マ
ル
基
」
と
呼
ば
れ
る
基
本
カ
ー
ド
目
録

（
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
事
務
室
で
管
理
さ
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

カ
ー
ド
目
録
の
大
元
に
な
る
も
の
）
の
廃
止
に
つ
い
て
も
、
九
四
年

六
月
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
た
。
基
本
カ
ー
ド
の
廃
止
に
あ
た
っ
て

代
替
手
段
が
必
要
と
な
る
の
が
請
求
記
号
の
付
与
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
新
た
な
請
求
記
号
を
決
め
る
際
に
請
求
記
号
順
に
配
列
さ
れ
た

基
本
カ
ー
ド
目
録
を
参
照
し
て
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
、
追
い
込
み

番
号
の
採
番
や
著
者
記
号
・
著
作
番
号
の
管
理
を
シ
ス
テ
ム
的
に
行

う
、
請
求
記
号
自
動
付
与
シ
ス
テ
ム
「M

arier

」（
マ
リ
エ
ー
ル
）

の
開
発
を
進
め
た
。
ま
ず
は
受
入
れ
順
に
追
い
込
み
番
号
を
振
る
だ

け
の
簡
単
な
体
系
を
持
つ
学
部
図
書
の
請
求
記
号
へ
の
対
応
か
ら
着

手
し
、
一
〇
月
初
旬
に
は
基
本
カ
ー
ド
を
凍
結
し
てM

arier

の
運

用
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
、
枝
番
の
体
系
が
や
や
複
雑
な
学

部
図
書
の
継
続
も
の
の
請
求
記
号
へ
の
対
応
を
行
っ
た
が
、
さ
ら
に

複
雑
な
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
を
用
い
た
図
書
館
図
書
の
請
求
記
号
体
系
へ
の

対
応
を
果
た
し
た
の
は
、
九
六
年
六
月
で
あ
っ
た
。

②
　
発
注
・
受
入
シ
ス
テ
ム
「
ち
ょ
い
す
君
」
と
「K

O
H

E
I

」

　
収
書
担
当
は
、
発
注
の
管
理
お
よ
び
重
複
調
査
の
た
め
に
「
発
注

中
カ
ー
ド
」（
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
、
通
称
：
青
テ
ン
ポ
）
を
管

理
し
て
い
た
。
青
テ
ン
ポ
は
発
注
時
点
か
ら
整
理
終
了
ま
で
の
間
の

み
使
用
す
る
た
め
一
定
量
で
維
持
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
だ
が
、
図
書

滞
貨
の
量
に
比
例
し
て
管
理
す
る
青
テ
ン
ポ
の
量
も
増
え
て
い
っ
て

し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
予
算
執
行
の
た
め
発
注
は
止
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
滞
貨
に
拍
車
を
か
け
、
悪
循
環
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
寄
贈

図
書
や
シ
リ
ー
ズ
刊
行
物
な
ど
継
続
受
入
図
書
の
よ
う
に
都
度
発
注

を
し
な
い
資
料
の
青
テ
ン
ポ
も
作
成
し
て
い
た
こ
と
で
、
青
テ
ン
ポ

に
よ
る
業
務
を
維
持
す
る
た
め
に
相
当
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て

い
た
。

　
業
務
改
革
の
一
環
と
し
て
、
青
テ
ン
ポ
使
用
の
終
結
と
発
注
・
受

入
シ
ス
テ
ム
へ
の
業
務
移
行
を
目
指
し
て
、
九
五
年
に
導
入
し
た
の

が
丸
善
株
式
会
社
の
シ
ス
テ
ム
「
ち
ょ
い
す
君
」
で
あ
る
。「
ち
ょ

い
す
君
」
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
検
索
、
発
注
履
歴
に
よ
る
所
蔵
調
査
、
書

店
の
商
品
マ
ス
タ
ー
検
索
あ
る
い
は
簡
易
書
誌
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
発

注
デ
ー
タ
作
成
な
ど
に
よ
り
、
収
書
業
務
の
多
く
を
占
め
て
い
た
手

作
業
に
よ
る
所
蔵
調
査
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
維
持

し
続
け
て
い
た
青
テ
ン
ポ
の
情
報
の
「
ち
ょ
い
す
君
」
へ
の
遡
及
入

力
を
進
め
た
こ
と
で
、
青
テ
ン
ポ
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「
ち
ょ
い
す
君
」
導
入
と
並
行
し
て
、
雑
誌
業
務
の
作
業
負
担
軽

減
の
た
め
、
洋
雑
誌
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
（
受
入
確
認
作
業
）
に
つ
い

て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
の
夜
間
バ
ッ
チ
処
理
に
よ
る
半
自
動
化
を
行
う

シ
ス
テ
ム
「K

O
H
EI

」
を
開
発
・
導
入
し
た
。
ま
ず
は
洋
雑
誌
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
契
約
更
新
）
デ
ー
タ
をK

O
H
EI

に
遡
及
入
力
し

て
い
き
、
続
い
て
雑
誌
受
入
管
理
用
の
カ
ー
デ
ッ
ク
ス
（
雑
誌
の
受
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入
状
況
を
記
録
し
た
カ
ー
ド
）
の
記
録
を
元
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
デ
ー

タ
を
入
力
し
た
。
後
にK

O
H
EI

で
は
、
雑
誌
の
み
な
ら
ず
継
続
し

て
購
入
す
る
図
書
の
管
理
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。K

O
H
EI

の
導

入
を
契
機
に
、
雑
誌
業
務
全
体
の
こ
れ
ま
で
の
業
務
フ
ロ
ー
を
大
き

く
見
直
す
こ
と
に
な
り
、
組
織
は
解
体
さ
れ
、
収
書
業
務
は
収
書
担

当
へ
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
へ
、
製
本

業
務
は
閲
覧
担
当
へ
と
機
能
分
散
さ
れ
た
。

③
　
支
払
用
デ
ー
タ
作
成
「
る
い
」
と
「
業
者
管
理
」

　
発
注
・
受
入
と
は
別
に
、
支
払
処
理
に
お
い
て
も
独
自
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。「
ち
ょ
い
す
君
」・K

O
H
EI

か
ら
抽
出
し
た
支
払
デ

ー
タ
を
ま
と
め
る
シ
ス
テ
ム
「
る
い
」
と
、
業
者
コ
ー
ド
と
支
払
口

座
を
管
理
し
、
大
学
の
経
理
シ
ス
テ
ム
に
受
け
渡
す
仕
様
に
合
わ
せ

た
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
「
業
者
管
理
」
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
大
量
の
支
払
処
理
を
効
率
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

滞
貨
処
理
終
了
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　
当
時
採
り
得
た
最
善
の
策
と
、
半
ば
強
制
的
に
で
も
そ
れ
ら
を
推

し
進
め
る
実
行
力
を
も
っ
て
滞
貨
処
理
は
順
調
に
進
み
、
予
定
よ
り

早
い
九
五
年
九
月
に
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
資
料
滞
貨
は
一
掃
さ
れ

た
。
滞
貨
処
理
終
了
に
よ
り
、
滞
貨
処
理
班
は
解
散
し
カ
レ
ン
ト
処

理
班
に
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
整
理
担
当
は
「
収
書
」

「
整
理
」「
入
力
・
装
備
」
の
三
班
体
制
と
な
っ
た
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
滞
貨
処
理
を
開
始
し
よ
う
と

し
て
い
た
九
四
年
九
月
当
時
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
約
七
千

冊
の
未
整
理
滞
貨
資
料
を
抱
え
て
い
た
。
急
激
な
増
加
は
見
ら
れ
な

い
も
の
の
、
残
務
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
も
な
か
な
か
減

少
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
三
田
で
の
滞
貨
処
理
開
始
に
あ
た
っ
て

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
事
務
長
会
議
で
示
さ
れ
た
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
改
革
と
滞
貨
処
理
の
方
針
は
、

未
整
理
滞
貨
が
同
じ
よ
う
に
慢
性
化
し
て
い
た
日
吉
の
状
況
を
打
開

す
る
の
に
も
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
キ
ャ
ン

パ
ス
ご
と
で
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
日
吉
の
業
務
の
一
部
を
三
田
と
統
合
す
る
方
針
が
固
ま
っ
た
。

日
吉
で
は
そ
の
こ
と
に
心
理
的
な
抵
抗
を
感
じ
な
が
ら
も
、
独
自
に

具
体
的
な
滞
貨
解
消
策
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
新
方
針
に
全
面

的
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
は
滞
貨
解
消
を
目
指
し
、
九
五
年
一
一
月
か
ら
三
田
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
日
吉
の
目
録
作
成
が
開
始
さ
れ
た
。
処
理
は
順
調
に

進
み
、
予
定
通
り
年
度
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
録
処
理
の

統
合
か
ら
少
し
遅
れ
て
、
九
六
年
一
月
下
旬
よ
り
日
吉
の
和
図
書
の

発
注
・
受
入
業
務
も
三
田
に
統
合
し
た
。
同
年
四
月
に
は
三
田
・
日

吉
の
図
書
す
べ
て
の
発
注
・
受
入
・
目
録
作
成
業
務
を
三
田
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
資
料
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
で
一
括
処
理
す
る
体
制
に
変

更
し
た
。
こ
の
体
制
変
更
は
後
に
続
く
集
中
処
理
構
想
の
さ
き
が
け

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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三
田
で
の
雑
誌
業
務
の
フ
ロ
ー
変
更
に
よ
り
雑
誌
の
発
注
・
受
入

は
収
書
担
当
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
雑
誌
の
目
録
作
成
や
遡
及

入
力
に
つ
い
て
は
担
当
が
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
安
定

し
て
き
た
図
書
の
目
録
作
成
ラ
イ
ン
に
雑
誌
を
組
み
込
む
こ
と
は
難

し
く
、
雑
誌
の
発
注
・
受
入
・
支
払
入
力
か
ら
目
録
作
成
・
遡
及
入

力
ま
で
を
専
従
で
行
う
担
当
を
新
た
に
設
置
す
る
方
向
で
検
討
を
行

い
、
九
六
年
四
月
のK

O
H
EI

全
面
稼
働
と
と
も
に
雑
誌
担
当
が
発

足
し
た
。

　
九
六
年
六
月
に
は
、
新
規
受
入
れ
図
書
の
処
理
を
行
う
カ
レ
ン
ト

処
理
班
と
は
別
に
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

メ
デ
ィ
ア
担
当
が
新
設
さ
れ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
担
当

は
シ
ス
テ
ム
系
と
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
系
の
担
当
に
分
か
れ
て
お
り
、

後
者
は
カ
レ
ン
ト
処
理
で
は
扱
わ
な
い
目
録
情
報
の
遡
及
入
力
計
画

を
引
き
継
い
で
全
セ
ン
タ
ー
を
対
象
と
し
て
と
り
ま
と
め
て
い
っ
た

ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
移
行
の
際
な
ど
に
発
生
す
る
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
齟

齬
の
改
修
も
担
当
し
た
。
の
ち
に
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
系
の
担
当
は

デ
ー
タ
整
備
班
と
な
り
、
〇
二
年
後
半
に
後
述
の
集
中
処
理
機
構
へ

吸
収
さ
れ
そ
の
機
能
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
集
中
処
理
構
想
と
そ
の
方
針

　
九
七
年
一
二
月
に
新
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
）
の
選
定
が

開
始
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
レ
ス
ポ
ン
ス
の
ス
ピ
ー
ド
を

保
持
す
る
た
め
に
、
統
一
さ
れ
た
基
準
で
の
レ
コ
ー
ド
作
成
と
業
務

運
用
が
求
め
ら
れ
た
。
初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
も
共
通
の
レ
コ
ー
ド

作
成
基
準
は
作
ら
れ
て
い
た
が
、
各
セ
ン
タ
ー
で
従
来
の
業
務
に
合

わ
せ
た
運
用
が
行
わ
れ
、
必
ず
し
も
レ
コ
ー
ド
の
質
が
揃
っ
て
は
い

な
か
っ
た
。
特
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
や
利
用
者
も
利

用
す
る
書
誌
レ
コ
ー
ド
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で
作
成
す
る
よ
り
一
か
所

で
作
成
す
る
方
が
質
を
一
定
に
保
ち
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の

考
え
が
後
押
し
と
な
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ
の
シ
ス
テ
ム
移
行
に

合
わ
せ
て
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
業
務
統
合
を
進
め
る

べ
く
「
集
中
処
理
機
構
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
テ
ク

ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た
業
務
切
り
分
け
の

方
針
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　〈
図
書
〉　
一
連
の
業
務
改
革
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
、
発
注
・
受
入

か
ら
目
録
作
成
ま
で
一
貫
し
た
処
理
ラ
イ
ン
を
基
盤
と
す
る
。

　
購
入
資
料
の
選
定
は
各
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
発
注
入
力
・
受
入
は

集
中
処
理
化
す
る
。
書
店
か
ら
の
納
品
先
も
集
中
処
理
機
構
宛
て
と

し
、
寄
贈
や
見
計
ら
い
な
ど
各
セ
ン
タ
ー
に
直
接
資
料
が
届
い
た
場

合
は
、
受
入
が
決
定
し
た
も
の
を
集
中
処
理
機
構
に
送
付
す
る
。
支

払
関
連
の
業
務
は
全
セ
ン
タ
ー
分
を
統
合
し
、
集
中
処
理
機
構
で
行

う
。

　
目
録
作
成
業
務
は
、
三
田
の
請
求
記
号
の
み
に
対
応
し
て
い
た

M
arier

の
各
セ
ン
タ
ー
対
応
版
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
請
求
記

号
付
与
、
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
作
成
・
貼
付
ま
で
集
中
処
理
機
構
で
一

括
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
請
求
記
号
体
系
が
全
く
異
な
る
医
学
メ
デ
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ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館
（
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
は
別
組
織
だ
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
を
使
用
し
て
い
た
）
に
つ

い
て
は
、
書
誌
レ
コ
ー
ド
作
成
ま
で
を
対
象
と
す
る
。

　〈
雑
誌
〉　
集
中
処
理
を
行
う
の
は
三
田
・
日
吉
・
湘
南
藤
沢
の
三

セ
ン
タ
ー
の
み
と
す
る
。
た
だ
し
刊
行
頻
度
が
短
い
週
刊
誌
な
ど
一

部
の
雑
誌
は
各
セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
と
す
る
。
理
工
学
・
医
学
の
二

セ
ン
タ
ー
は
、
主
題
の
特
性
上
雑
誌
が
重
視
さ
れ
最
新
号
を
一
刻
も

早
く
利
用
者
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
雑
誌
を
集

中
処
理
の
対
象
外
と
す
る
。
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館
も
雑
誌
業
務

の
統
合
は
行
わ
な
い
。

　
支
払
入
力
は
受
入
を
行
っ
た
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
毎
月
の
支
払
締

め
作
業
は
集
中
処
理
機
構
で
行
う
。
請
求
書
類
は
締
日
前
に
集
中
処

理
機
構
宛
て
に
送
付
す
る
。
製
本
関
連
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
集
中

処
理
の
対
象
と
は
せ
ず
各
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
す
る
。

　
こ
の
業
務
切
り
分
け
の
方
針
を
基
に
し
て
、
集
中
処
理
機
構
の
立

ち
上
げ
に
向
け
た
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ
の
移
行
／
集
中
処
理
機
構
立
ち
上
げ
準
備

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
の
全
面
稼
働
は
九
九
年
一
月
と
決
定
し
た
が
、

目
録
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
三
カ
月
前
の
九
八
年
一
〇
月
に
先
行
稼
働
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
業
務
改
革
に
合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
た

M
arier

な
ど
の
外
付
け
シ
ス
テ
ム
も
同
時
に
目
録
モ
ジ
ュ
ー
ル
と

連
動
さ
せ
た
。
集
中
処
理
の
開
始
も
目
録
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
稼
働
と
時

期
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
集
中
処
理
機
構
の
立
ち
上
げ
準
備
を

進
め
た
。

　
構
想
段
階
で
は
、
図
書
は
請
求
記
号
ラ
ベ
ル
の
貼
付
ま
で
を
集
中

処
理
化
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
九
八
年
六
月
に
先
行
し
て
日
吉
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
図
書
に
対
し
て
請
求
記
号
付
与
お
よ
び
請
求
記
号

ラ
ベ
ル
作
成
・
貼
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
ラ
ベ
ル
関
連
の
業
務
は

各
セ
ン
タ
ー
で
固
有
の
仕
様
が
多
く
集
中
処
理
に
馴
染
ま
な
い
こ
と

が
わ
か
り
、
請
求
記
号
付
与
ま
で
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
図
書
は
全
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
、
雑
誌
は
ま
ず
三
田
・
日
吉
の
二

セ
ン
タ
ー
の
み
を
対
象
に
、
九
八
年
一
〇
月
か
ら
集
中
処
理
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
九
九
年
一
月

に
洋
雑
誌
す
べ
て
と
和
雑
誌
の
一
部
を
、
残
り
の
和
雑
誌
は
準
備
が

整
い
次
第
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
三
田
へ
の
業
務
統
合
の
経
験
か
ら
、

発
注
・
受
入
の
段
階
で
生
産
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
目
録
も
含
め
て

毎
日
一
定
数
を
処
理
す
る
と
い
う
一
貫
し
た
業
務
体
制
で
複
数
セ
ン

タ
ー
の
業
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
た
め
、
処
理
工

程
の
大
枠
は
集
中
処
理
化
後
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ

の
機
能
に
合
わ
せ
た
変
更
は
一
部
に
留
め
た
。
雑
誌
に
つ
い
て
は
複

数
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
行
う
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
が
、
雑
誌
担
当

立
ち
上
げ
の
時
か
ら
効
率
の
よ
い
処
理
ラ
イ
ン
を
構
築
し
て
お
り
、

大
き
な
変
更
は
必
要
な
か
っ
た
。

　
集
中
処
理
機
構
で
扱
う
図
書
・
雑
誌
す
べ
て
を
慶
應
の
職
員
だ
け
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で
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
業
務
委
託
化
を
進
め
る
こ
と

は
必
須
で
あ
っ
た
。
委
託
ス
タ
ッ
フ
に
は
集
中
処
理
機
構
に
常
駐
し

て
業
務
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
委
託
可
能
な
業
務
の
切
り

分
け
を
進
め
た
。
切
り
分
け
に
あ
た
っ
て
は
、
業
務
を
専
門
的
な
領

域
と
非
専
門
的
な
領
域
に
区
分
け
し
、
非
専
門
的
な
部
分
に
あ
た
る

業
務
は
基
本
的
に
業
務
委
託
に
任
せ
、
本
来
図
書
館
員
と
し
て
専
門

的
な
ス
キ
ル
・
知
識
を
活
か
し
て
臨
む
べ
き
業
務
や
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
に
専
任
職
員
を
重
点
的
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
作

り
が
、
業
務
改
革
（
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
実
施
の
も
う
一
つ
の

狙
い
で
も
あ
っ
た
。

集
中
処
理
機
構
の
発
足

　
九
八
年
一
〇
月
一
日
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
資
料
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
担
当
が
母
体
と
な
っ
て
集
中
処
理
機
構
が
発
足
し
た
。
委
託
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
受
入
九
名
、
目
録
二
十
二
名
、
雑
誌
八
名
の
約
四
十

名
の
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
時
期
を
ず
ら
し
て
段
階
的
に
集
中
処
理
化
を
進
め
た
雑
誌
業
務
は

比
較
的
順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
図
書
業

務
は
複
数
の
セ
ン
タ
ー
を
一
度
に
統
合
し
た
影
響
を
受
け
た
。
受
入

の
ラ
イ
ン
で
は
、
開
始
当
初
は
一
日
の
処
理
目
標
数
の
発
注
・
受
入

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
カ
月
ほ
ど
経
過
し
た
こ
ろ
に
は
順
調
に
流

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
図
書
目
録
の
ラ
イ
ン
は
受
入
以
上
に
大
き
く
混
乱
し
た
。
開
始
当

初
、
年
間
七
万
二
千
冊
を
処
理
す
る
た
め
に
設
定
し
た
、
一
日
三
百

冊
の
処
理
目
標
数
に
は
ほ
ど
遠
い
一
日
百
冊
し
か
処
理
が
で
き
な
か

っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
目
録
に
関
し
て
は
シ
ス
テ
ム
移
行
と
業
務
統

合
に
十
分
な
準
備
期
間
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
こ
と
が
災

い
し
、
再
度
の
未
整
理
滞
貨
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
立
ち
上
が

っ
た
ば
か
り
の
集
中
処
理
機
構
の
安
定
化
の
た
め
、
資
料
の
配
送
に

時
間
が
か
か
ら
な
い
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
、
統
合
し
て
数
年

経
過
し
て
い
る
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
処
理
優
先
度
を
低
く
す

る
こ
と
で
、
ま
だ
集
中
処
理
に
慣
れ
て
い
な
い
セ
ン
タ
ー
の
図
書
を

受
入
後
十
日
程
度
で
返
送
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
後
は
徐
々
に

新
シ
ス
テ
ム
の
操
作
や
書
誌
作
成
基
準
に
慣
れ
、
最
大
時
約
八
千
冊

あ
っ
た
未
整
理
滞
貨
は
、
稼
働
か
ら
半
年
後
の
九
九
年
四
月
に
は
約

二
千
五
百
冊
に
減
少
し
、
稼
働
一
年
ほ
ど
で
す
べ
て
の
滞
貨
を
解
消

し
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
組
織
再
編

　
便
宜
的
に
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
稼
働
開
始
し
た
集

中
処
理
機
構
は
、
完
全
で
は
な
い
に
し
て
も
全
セ
ン
タ
ー
の
テ
ク
ニ

カ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
帰
属
に
つ
い
て
今
後

ど
う
す
る
か
と
い
う
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
考
え
ら
れ
た
案
は

（
一
）
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
帰
属
、（
二
）
新
た
な
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
し
て
分
離
、（
三
）
図
書
と
雑
誌
に
分
割
し
そ
れ
ぞ
れ

三
田
・
日
吉
両
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
デ
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ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
で
の
議
論
の
結
果
、（
一
）
案
が
採
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
九
九
年
二
月
に
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
規
程
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

新
た
な
機
能
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
同

年
六
月
に
組
織
再
編
、
人
的
再
配
置
を
行
い
、
集
中
処
理
機
構
は
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
へ
の
帰
属
と

な
っ
た
。
人
的
再
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
各
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
本

部
に
集
約
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
必
要
な
人
員
が
各
セ
ン
タ
ー
か

ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
よ

り
、
三
田
の
図
書
館
新
館
六
階
は
フ
ロ
ア
全
体
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
本
部
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
は
選
書
と
予

算
管
理
が
主
な
も
の
と
な
り
、
総
務
担
当
も
図
書
費
の
支
払
に
関
す

る
業
務
を
行
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
に
人
員
が
削
減
さ

れ
た
。
例
え
ば
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
統
合
前
に
テ
ク
ニ

カ
ル
サ
ー
ビ
ス
担
当
と
総
務
担
当
を
合
わ
せ
る
と
管
理
職
を
含
め
専

任
職
員
十
二
名
だ
っ
た
が
、
統
合
後
は
五
名
に
縮
小
と
な
っ
て
い
る
。

集
中
処
理
機
構
の
評
価

　
集
中
処
理
機
構
は
、
稼
働
直
後
の
不
安
定
さ
を
克
服
し
た
後
は
順

調
に
当
初
予
定
し
て
い
た
成
果
を
上
げ
て
い
っ
た
。
稼
働
後
一
年
と

な
る
九
九
年
一
〇
月
に
、
集
中
処
理
機
構
の
自
己
点
検
と
評
価
、
今

後
の
方
向
性
の
検
討
を
開
始
し
た
。
九
九
年
一
一
月
の
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
拡
大
事
務
長
会
議
で
集
中
処
理
機
構
検
討
会
が
行
わ
れ
、
本

部
か
ら
集
中
処
理
機
構
の
現
状
の
説
明
、
各
セ
ン
タ
ー
と
の
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。
一
時
発
生
し
た
未
整
理
滞
貨
を
解
消
し
、
日
々
一
定

量
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
充
分
に
機
能
し
て
い
る

と
い
う
評
価
を
得
ら
れ
た
が
、
発
注
・
受
入
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

た
め
選
定
か
ら
実
際
の
発
注
入
力
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
し
て

し
ま
う
こ
と
、
外
部
か
ら
取
り
込
ん
だ
書
誌
レ
コ
ー
ド
を
修
正
し
た

も
の
に
比
べ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
で
作
成
し
た
書
誌
レ
コ

ー
ド
の
質
が
低
く
品
質
が
一
定
で
は
な
い
こ
と
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
不
備
や
不
足
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
厳
し
い
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

　
〇
二
年
九
月
に
は
集
中
処
理
機
構
の
中
長
期
的
な
展
望
を
探
る
た

め
の
包
括
的
な
評
価
を
行
う
目
的
で
集
中
処
理
機
構
評
価
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
〇
三
年
一
月
に
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
集
中
処
理

機
構
の
評
価
に
つ
い
て
」
と
い
う
冊
子
が
纏
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は

新
規
購
入
資
料
に
関
す
る
業
務
を
滞
り
な
く
進
め
て
い
る
点
、
書
誌

レ
コ
ー
ド
の
齟
齬
の
改
修
が
行
わ
れ
た
点
、
遡
及
入
力
が
再
開
さ
れ

た
点
、
支
払
業
務
の
効
率
化
が
進
ん
だ
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。
反

面
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
や
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
品
質
向
上
、
請
求
記

号
の
元
と
な
る
分
類
番
号
の
適
切
な
付
与
、
主
題
目
録
作
業
の
開
始

検
討
な
ど
の
改
善
点
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
受
入
・
支
払
・
目
録
作
成
の
処
理
ラ
イ
ン
と
、
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

そ
こ
に
収
め
ら
れ
る
レ
コ
ー
ド
の
維
持
・
管
理
は
、
現
在
で
も
基
幹

と
な
る
業
務
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
担
当
し
て
い
る
。
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集

中
処

理
機

構
の

発
足

と
本

部
の

機
能

強
化

：
組

織
の

変
遷

図
【
三
田
の
未
整
理
資
料
滞
貨
一
掃
計
画
の
始
ま
り
（
pp.95〜

96）】
1994

年
6
月
時
点

三
田

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
担

当

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
担

当

資
料

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

担
当

1994
年

9
月

整
理カ
レ

ン
ト

処
理

班
（

A
班

・
B
班

）

日
吉

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
発

注
・

受
入

・
目

録
業

務

滞
貨

処
理

班

【
滞
貨
処
理
終
了
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
（
pp.99〜

100）】
1996

年
4
月

資
料

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

担
当

選
書

収
書

整
理

入
力

・
装

備
雑

誌
＜

新
設

＞

雑
誌

業
務収
書

業
務

製
本

業
務

情
報

（
利

用
者

）
サ

ー
ビ

ス
業

務

特
殊

資
料

（
貴

重
書

室
）

情
報
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
担
当

（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）

情
報
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
担
当

（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
）

資
料

サ
ー

ビ
ス

担
当

（
閲

覧
、

雑
誌

等
）

資
料

サ
ー

ビ
ス

担
当

閲
覧

複
写

相
互

貸
借

選
書

収
書

整
理

（
第

一
整

理
）

（
第

二
整

理
）

特
殊

資
料

（
貴

重
書

室
）
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【
集
中
処
理
機
構
の
発
足
（
p.102）】

【
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
組
織
再
編
（
pp.102〜

103）】

1996
年

6
月

1998
年

10
月

1999
年

6
月

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
担

当

資
料

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

担
当

図
書

館
情

報
サ

ー
ビ

ス
担

当

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

本
部

集
中

処
理

機
構

集
中

処
理

機
構

受
入

担
当

整
理

担
当

雑
誌

担
当

D
B
メ

デ
ィ

ア
担

当
※

三
田

と
兼

務

資
料

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

担
当

選
書選
書

収
書

受
入

整
理

整
理 入
力

・
装

備
雑

誌

雑
誌

D
B
メ

デ
ィ

ア
＜

新
設

＞

D
B
メ

デ
ィ

ア

特
殊

資
料

（
貴

重
書

室
）

特
殊

資
料

（
貴

重
書

室
）

資
料

サ
ー

ビ
ス

担
当

資
料

サ
ー

ビ
ス

担
当
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そ
の
元
と
な
っ
た
三
田
の
滞
貨
一
掃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
始
ま
り
集
中

処
理
機
構
発
足
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
組
織
再
編
に
至
る
変
革
は
、

多
少
強
引
な
進
め
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
長
年
の
課
題

の
解
決
を
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
時
の
状
況
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

集
中
処
理
の
鍵
と
な
っ
た
も
う
一
つ
の
合
理
化

　
滞
貨
一
掃
処
理
と
集
中
処
理
機
構
の
運
用
に
お
け
る
処
理
ス
ピ
ー

ド
確
保
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
業
務
統
合
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
導
入
に
際
し
て
の
、
書
誌
レ
コ
ー
ド
作
成
方
法
の
大

幅
な
簡
素
化
の
決
断
で
あ
っ
た
。

　
初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
違
い
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
は
、
和
洋
と
も
書

誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
に
準
拠
し
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ

Ａ
Ｔ
と
連
動
し
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ

へ
の
登
録
を
行
う
に
は
処
理
フ
ロ
ー
が
複
雑
化
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
や
学
術
雑
誌
総
合
目
録
作
成
の
関
係
で
所
蔵
登

録
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
雑
誌
の
み
登
録
を
継
続
す
る
こ
と
し
、

図
書
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
登
録
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
合
理
化
は
、
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
維
持
の
停
止

で
あ
る
。
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
作
成
と
書
誌
レ
コ
ー
ド
と
の
リ
ン
ク
は
、

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
作
成
で
の
負
荷
が
大
き
く
、
シ
ス
テ
ム
の
動
き
を
遅

く
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
十
年
近
く
蓄
積
し
て
き
た
典
拠
レ
コ

ー
ド
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
移
行
さ
れ
な
い
の
は
残
念
で
も
あ
っ
た

が
、
書
誌
レ
コ
ー
ド
に
記
述
す
る
標
目
形
を
統
一
す
る
こ
と
で
検
索

の
質
を
極
力
落
と
さ
な
い
方
法
に
転
換
す
る
と
い
う
方
針
変
更
は
、

シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
確
保
の
た
め
に
は
必
須
で
あ
っ
た
。

　
全
く
異
な
る
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
の
デ
ー
タ
移
行
で
は
、
綿
密

な
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
複
数
の
変
換
パ
タ
ー
ン
へ
の
対
応
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
先
行

し
て
始
め
て
い
た
書
誌
階
層
の
フ
ラ
ッ
ト
化
に
つ
い
て
も
、
残
っ
て

い
た
和
書
の
書
誌
デ
ー
タ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を
こ
の
移
行
で
一
気
に
行

う
こ
と
が
で
き
た
。
レ
コ
ー
ド
の
品
質
を
保
つ
た
め
、
書
誌
デ
ー
タ

移
行
の
結
果
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
齟
齬
の
改
修
に
は
、
前

述
の
デ
ー
タ
整
備
班
が
専
従
で
対
応
し
た
。
処
理
ス
ピ
ー
ド
の
維
持

を
重
視
し
た
合
理
化
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
質
を

保
つ
た
め
の
機
能
も
集
中
処
理
機
構
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
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第
二
節

　
各
セ
ン
タ
ー

一
　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

目
録
情
報
の
遡
及
入
力

　
業
務
機
械
化
が
進
み
蔵
書
の
検
索
手
段
が
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
へ
と

変
わ
る
の
に
対
応
す
る
た
め
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
目
録
情
報

の
遡
及
入
力
に
取
り
組
ん
だ
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
目

録
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
始
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
九
〇
年
当
時
百
六
十

万
冊
を
超
え
て
い
た
三
田
の
蔵
書
の
大
部
分
は
そ
の
検
索
手
段
を
未

だ
カ
ー
ド
目
録
に
頼
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
で
検

索
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
化
し
て
い
く
遡
及
入
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
遡
及
入
力
は
八
九
年
七
月
に
開
始
さ
れ
、

ま
ず
図
書
館
図
書
の
う
ち
洋
書
を
対
象
に
取
り
組
ん
だ
。
遡
及
入
力

を
よ
り
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
す
べ
て
自
前
で
作

成
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
の
入
力
を
減
ら
し
、
既
存
の
デ

ー
タ
を
流
用
す
る
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
の
割
合
を
上
げ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
利
用
し
た
の
が
世
界
最
大
の
書
誌
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
で
あ
る
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
で
あ
る
。
八
八
年
に
専
用
端
末
を
導

入
し
て
日
常
の
洋
書
整
理
で
利
用
し
始
め
た
の
と
並
行
し
て
、
遡
及

入
力
の
た
め
に
、
約
十
五
万
冊
分
の
目
録
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
て
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｃ
に
送
付
、
マ
ッ
チ
し
た
書
誌
デ
ー
タ
を
磁
気
テ
ー
プ
で
取
り

寄
せ
る
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
〇
年
三
月
ま
で
に

約
四
万
冊
の
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
二
年
度
ま
で
に

合
計
で
約
一
七
万
件
の
洋
書
の
遡
及
入
力
が
行
わ
れ
た
。
一
方
、
九

一
年
度
に
は
遡
及
入
力
事
業
室
を
設
置
し
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
和
書
を

対
象
と
し
た
遡
及
入
力
が
開
始
さ
れ
た
。
和
書
の
場
合
に
は
洋
書
と

比
べ
て
外
部
の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
あ
っ
た

が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
の
協
力
関
係
か
ら
先
方
の
図
書
館
シ
ス

テ
ム
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
目
録
デ
ー
タ
（
早
稲
田
で

の
遡
及
入
力
の
成
果
）
を
三
田
の
和
書
の
遡
及
入
力
に
利
用
さ
せ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
一
一
万
件
分
の
目
録
カ
ー
ド
を
基
に
突
合

し
た
結
果
、
約
五
万
三
千
件
の
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
雑
誌
の
所
蔵
デ
ー
タ
（
製
本
雑
誌
一
冊
ず
つ
の
デ
ー

タ
）
に
つ
い
て
は
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
分
を
外
部
業
者
へ
の
業
務
委
託

に
よ
り
デ
ー
タ
化
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
和
書
、
洋
書
と
も
目
録
の
遡
及
入
力
に
取
り
組
み
、

三
田
に
つ
い
て
は
九
三
年
の
段
階
で
蔵
書
の
約
三
分
の
一
が
、
九
〇

年
か
ら
設
置
し
て
い
る
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
用
オ
ン
ラ
イ

ン
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
三
田
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
も
遡
及
入
力
は
着
々
と
推
し
進
め
ら
れ
、
図
書
館

新
館
一
階
目
録
ホ
ー
ル
で
利
用
に
供
し
て
い
た
目
録
カ
ー
ド
す
べ
て

の
遡
及
入
力
が
完
了
し
た
九
八
年
、
目
録
ボ
ッ
ク
ス
は
す
べ
て
撤
去

さ
れ
目
録
ホ
ー
ル
跡
地
は
次
代
の
用
途
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。
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滞
貨
資
料
へ
の
対
処

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
八
〇
年
代
以
降
抱
え
る
こ
と
に
な
っ

た
、
受
け
入
れ
後
未
整
理
の
ま
ま
滞
留
し
て
し
ま
う
大
量
の
資
料
、

い
わ
ゆ
る
滞
貨
資
料
の
問
題
が
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
り
深
刻
な

状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
外
国
為
替
レ
ー

ト
に
お
け
る
円
高
傾
向
は
、
八
九
年
に
円
安
に
傾
き
一
旦
受
入
冊
数

の
増
加
は
収
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
の
年
は
滞
貨
資
料
を
若
干
減
ら
す

に
と
ど
ま
っ
た
。
九
一
年
度
に
は
滞
貨
資
料
は
前
年
度
よ
り
さ
ら
に

増
え
て
五
万
六
千
四
百
冊
に
達
し
、
そ
の
内
洋
書
が
四
万
九
千
三
百

冊
を
占
め
て
い
た
。

　
滞
貨
資
料
の
増
加
に
よ
り
、
新
規
に
受
け
入
れ
た
図
書
が
事
務
ス

ペ
ー
ス
に
眠
っ
た
ま
ま
と
な
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
書
架
に
並
ぶ
ま
で

二
週
間
程
度
で
あ
る
も
の
が
数
カ
月
も
か
か
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
九
三
年
に
は
滞
貨
資
料
の
問
題
に
対
し
て
利
用
者
か
ら
強
い
不

満
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
整
理
体
制
の
強
化
を
図
る
一
方

で
、
そ
の
年
の
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議
会
に
お
い
て
、
追
加

対
策
と
し
て
目
録
作
業
者
の
一
時
的
な
増
員
お
よ
び
業
務
委
託
の
導

入
が
承
認
さ
れ
た
。

　
業
務
委
託
の
導
入
に
際
し
て
考
え
ら
れ
た
方
法
は
、
日
中
は
職
員

が
目
録
作
業
を
行
い
、
職
員
退
勤
後
の
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の

事
務
室
の
空
き
時
間
に
業
務
委
託
ス
タ
ッ
フ
が
目
録
作
業
を
行
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
収
書
と
整
理
の
作
業
方
法
の
見
直

し
（
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
が
計
画
・
実
行
さ
れ
た
。
こ
の
詳
細

は
前
節
「
四
　
集
中
処
理
機
構
の
発
足
と
本
部
の
機
能
強
化
」
で
触

れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
五
年
九
月
、
滞
貨
資
料
の
一
掃
が

宣
言
さ
れ
た
。

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
張

　
八
二
年
の
図
書
館
新
館
の
オ
ー
プ
ン
以
降
継
続
し
て
き
た
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は
そ
の
後
も
続
い
た
。

　
八
六
年
に
始
ま
り
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
毎
年
実
施
し
て
き
た
年

末
二
日
間
の
臨
時
開
館
に
加
え
て
、
九
五
年
に
は
冬
季
休
業
期
間
中

の
年
始
二
日
間
も
開
館
し
た
。
こ
の
年
の
年
末
年
始
の
臨
時
開
館
四

日
間
の
入
館
者
は
合
計
で
四
千
人
を
数
え
た
。
ま
た
、
そ
の
後
二
〇

〇
〇
年
に
は
土
曜
日
の
開
館
時
間
を
一
時
間
延
長
す
る
な
ど
、
そ
の

時
々
で
利
用
時
間
の
拡
大
に
努
め
た
。

　
貸
出
規
則
の
緩
和
も
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
の
効
果
が
大
き
い
。
九
二

年
に
大
学
院
生
の
貸
出
冊
数
を
十
冊
か
ら
十
二
冊
に
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
教
職
員
の
貸
出
冊
数
を
三
〇
冊
か
ら
三
五
冊
に
増
や
し
た
。
大

学
院
生
と
は
九
〇
年
代
以
降
、
大
学
院
自
治
会
を
窓
口
に
懇
談
会
や

座
談
会
を
活
発
に
開
き
図
書
館
に
関
す
る
要
望
を
聞
く
機
会
を
設
け

る
よ
う
に
し
て
、
利
用
制
限
の
緩
和
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
サ
イ
ク

ル
を
形
成
し
て
い
た
。

　
九
三
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
研
究
用
資
料
が
配
架
さ
れ
て
い
た
た
め

立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
た
図
書
館
新
館
地
下
四
階
・
五
階
の
書

庫
に
学
部
生
も
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
大
き
な
運
用
変
更
の
背
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景
に
は
、
書
庫
狭
隘
化
へ
の
対
処
と
し
て
の
度
重
な
る
資
料
再
配
置

の
結
果
、
地
上
階
に
あ
っ
た
洋
雑
誌
を
地
下
の
当
該
フ
ロ
ア
に
移
動

し
た
こ
と
に
と
も
な
う
学
部
生
の
利
便
性
確
保
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
当
初
試
験
的
に
一
部
の
授
業
で
の
み
実
施
し
て
い
た
リ
ザ

ー
ブ
ブ
ッ
ク
の
制
度
を
、
九
七
年
か
ら
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
授
業

を
対
象
と
す
る
よ
う
に
変
更
し
た
。
リ
ザ
ー
ブ
ブ
ッ
ク
は
図
書
館
の

蔵
書
と
は
切
り
離
し
た
も
の
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

授
業
を
履
修
す
る
学
生
に
必
読
資
料
の
利
用
を
保
証
す
る
上
で
図
書

館
が
果
た
す
べ
き
重
要
な
機
能
で
あ
る
。

　
施
設
面
の
改
善
も
徐
々
に
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
間
の
三
田
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
最
も
大
き
な
施
設
改
修
と
な
っ
た
の
は
、
九
八
年

の
図
書
館
新
館
一
階
受
付
へ
の
入
館
ゲ
ー
ト
の
導
入
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
以
前
は
、
入
館
の
都
度
利
用
者
一
人
一
人
が
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

座
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
学
生
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
入
館
確
認
を

行
っ
て
い
た
。
休
み
時
間
中
な
ど
学
生
の
入
館
が
多
い
時
間
帯
は
受

付
を
通
る
学
生
が
ひ
っ
き
り
な
し
で
、
入
館
の
た
め
に
列
を
な
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
入
館
時
の
滞
留
改
善
の
た
め
入
館
ゲ
ー
ト
を
複
数
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
大
幅

な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
従
来
は
受
付
で
も
行
っ
て
い

た
貸
出
手
続
き
を
メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
一
本
化
し
、
改
修
後
は
受

付
で
執
務
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
一
名
で
済
む
よ
う
に
し
た
。
改
修
に
あ

た
っ
て
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
窓
際
ま
で
寄
せ
る
こ
と
で
、
入
館
ゲ

ー
ト
を
三
か
所
設
置
す
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。
入

館
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
入
館
チ
ェ
ッ
ク
や
統
計
処
理
の
面
で
ス
タ

ッ
フ
の
作
業
負
担
を
大
幅
に
軽
減
し
た
だ
け
で
な
く
、
入
館
時
の
混

雑
解
消
な
ど
利
用
者
に
と
っ
て
の
利
便
性
向
上
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
た
。

書
庫
狭
隘
化
へ
の
対
応

　
九
〇
年
代
は
書
庫
狭
隘
化
へ
の
対
応
が
本
格
化
し
た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
八
二
年
の
図
書
館
新
館
建
設
に
よ
り
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
増
大

が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
に
と
も
な
う
研
究

室
の
資
料
と
の
統
合
、
新
規
受
入
冊
数
の
増
大
、
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
寄
贈
受
入
れ
な
ど
の
要
因
も
あ
り
、
書
庫
狭
隘
化
へ
の
対
策
の

必
要
性
が
常
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
書
庫
狭
隘
化
や
資
料
保
存
の
問
題
に
適
切
に
対
処
し

て
い
く
た
め
、
九
〇
年
に
「
資
料
保
存
対
策
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、

具
体
的
な
対
策
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
資
料

の
再
配
置
な
ど
の
工
夫
に
加
え
て
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外
に
資
料

の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
る
動
き
も
採
ら
れ
、
志
木
高
等
学
校
の
高

翔
寮
跡
地
に
保
管
場
所
と
し
て
使
え
る
倉
庫
を
作
り
、
そ
こ
に
新
聞

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
一
部
を
移
動
し
た
。
こ
の
倉
庫
へ
は
、
そ
の

後
九
二
年
に
個
人
文
庫
約
二
万
冊
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
形
態
の
も
の
と

重
複
す
る
新
聞
も
移
動
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
外
に
移
動
す
る
に

あ
た
っ
て
は
資
料
の
取
寄
せ
に
よ
る
利
用
を
保
証
す
る
必
要
が
あ
り
、

志
木
高
と
の
間
の
学
内
便
車
両
を
利
用
し
て
週
一
回
の
出
納
を
行
っ
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た
（
九
二
年
度
に
は
個
人
文
庫
資
料
に
つ
い
て
四
八
冊
の
利
用
が
あ

っ
た
）。
こ
の
時
の
志
木
高
倉
庫
へ
の
移
動
は
ご
く
一
部
の
資
料
で

は
あ
っ
た
が
、
三
田
に
お
け
る
書
庫
狭
隘
化
の
緩
和
に
寄
与
し
た
と

と
も
に
、
そ
の
後
に
続
く
資
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
キ
ャ
ン
パ
ス
外

に
求
め
る
対
策
の
端
緒
で
あ
っ
た
と
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
全
学
的
な
保
存
書
庫
と
し
て
建
設
が
決
ま
っ
た
山
中
資
料
セ
ン
タ

ー
の
竣
工
と
稼
働
開
始
は
九
四
年
度
に
予
定
さ
れ
た
が
、
三
田
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
を
待
つ
間
も
、
書
庫
狭
隘
化
対
策
を
続
け

る
必
要
が
あ
っ
た
。
専
門
書
と
は
別
の
、
学
生
が
気
軽
に
読
め
る
本

を
中
心
に
長
年
提
供
・
維
持
し
て
き
た
Ｕ
図
書
を
全
面
的
に
廃
止
・

除
籍
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
除
籍
し
た
Ｕ
図
書
は
そ
の
後
九

六
年
に
そ
の
一
部
を
北
米
の
大
学
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
Ｕ
図
書
の
跡

地
の
活
用
も
含
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
資
料
移
動
は
毎
年
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
九
四
年
一
〇
月
に
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
時
図
書
館
旧
館
に
配
置
さ
れ
て
い

た
旧
分
類
の
洋
書
を
中
心
と
し
た
約
十
万
冊
の
移
動
計
画
を
立
て
、

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議
会
や
各
学
部
図
書
委
員
会
に
お
い
て

提
案
し
計
画
は
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
中
へ
の
資
料
移
転
は
順

調
に
行
わ
れ
、
三
田
に
お
い
て
は
図
書
館
旧
館
内
で
そ
の
先
七
、
八

年
分
は
学
部
図
書
の
た
め
の
空
き
を
持
て
る
と
い
う
見
通
し
が
立
っ

た
。
そ
の
後
、
三
田
は
九
六
年
三
月
に
古
い
年
代
（
五
九
年
以
前
）

の
洋
雑
誌
約
七
万
五
千
冊
を
山
中
の
収
蔵
に
加
え
た
。

　
そ
し
て
こ
の
間
に
新
た
な
保
存
書
庫
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
九
九

年
三
月
に
「
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。

開
設
当
初
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
和
書
（
請
求
記
号

Ａ
）、
洋
書
（
請
求
記
号
Ｂ
）
の
一
部
お
よ
び
利
用
頻
度
の
低
い
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
約
二
十
万
冊
を
移
動
し
た
。
さ
ら
に
、
山

中
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
い
た
旧
分
類
の
洋
書
約
十
万
冊
を
、

よ
り
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
場
所
に
戻
す
目
的
で
白
楽
に
移
動
し
た
。

白
楽
と
は
学
内
便
を
通
じ
て
少
量
の
資
料
の
行
き
来
が
容
易
に
で
き
、

狭
隘
化
の
状
況
に
応
じ
て
白
楽
へ
移
動
す
る
一
方
で
、
利
用
頻
度
の

特
に
高
い
資
料
に
つ
い
て
は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
収
蔵
を
戻
す
な
ど
、

利
用
実
態
に
即
し
た
柔
軟
な
運
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
直
接
的
な
書
庫
狭
隘
化
対
策
と
は
異
な
る
が
、
九
〇
年
代

は
「
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
考
え
方
が
発
展
し
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
自
館
で
必
要
な
資
料
を
す
べ
て
所
蔵
す
る
こ
と
を
目
指
す

の
で
は
な
く
、
図
書
館
同
士
で
協
力
し
合
っ
て
資
料
の
円
滑
な
調
達

に
対
応
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。
三
田
で
も
九
三
年
に
当

時
の
資
料
サ
ー
ビ
ス
担
当
内
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
の
担
当
が
誕
生
し
た
。

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
の
図
書
館
の
資
料
の
利
用
希
望
が
多
く
な
っ

て
い
た
状
況
も
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
利
用
件
数
の

増
加
と
と
も
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
年
々
拡
張
し
て
い
っ
た
。
九

六
年
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
図
書
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
大
学
院
生
に

も
拡
大
し
た
。
九
八
年
に
は
、
各
学
部
と
調
整
を
図
り
そ
れ
ま
で
制

限
さ
れ
て
い
た
学
部
図
書
の
学
内
取
寄
せ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
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し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
図
書
館
新

館
の
メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
貸
出
・
返
却
と
は
別
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
専
用
窓

口
を
設
け
る
な
ど
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

新
た
な
情
報
環
境
の
進
展
に
と
も
な
う
変
化

　
九
〇
年
代
に
始
ま
る
新
た
な
情
報
環
境
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
は
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
や
業
務
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
海
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、
九
三
年
に
海
外
の
図
書
館
の
所
蔵
調

査
や
書
誌
事
項
の
調
査
に
活
用
さ
れ
始
め
た
の
が
、
三
田
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
最
初
で
あ
る
。

慶
應
か
ら
の
発
信
と
い
う
点
で
も
、
そ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
、
九
五
年
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
使
え
る
よ
う
に
し
た
。

　
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
は
、
所
蔵
す
る
紙
媒
体
の
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
新
た
な
展
開
・
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。
最
初

に
手
掛
け
た
の
は
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
が
所
蔵
し
て
い
た

慶
應
義
塾
の
古
写
真
約
八
百
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。
九
五
年
に

新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
、
翌
九
六
年
に
「
慶
應
義
塾
写
真
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
サ
イ
ト
に
ま
と
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
た
。
こ
の
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
皮
切
り
に
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
の

撮
影
機
材
を
配
備
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
工
房
」
を
館
内
に
設
け
る
な
ど
、

主
に
貴
重
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
の
環
境
を
整
え
て
い
っ

た
。
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き
は
、
〇
七
年
に
始
ま
るG

oogle 
B
ooks Library Project

へ
の
参
加
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
九
〇
年
代
後
半
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
の
整
備
が
進
み
、
特
に
慶
應
義
塾
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
整
備
や
学
内
施
設
に
も
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
特

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
九
六
年
の
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
で
あ
る
。
当
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ブ
ラ
ウ
ザ
を
介
し
た
情
報
発
信
が
国
内
で
も
急
速
に
進
み
、
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
、
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
に
取
り
か
か
っ

た
。
そ
の
後
公
開
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
図
書
館
に
と
っ
て
の

情
報
発
信
の
総
合
的
な
窓
口
と
な
り
、
そ
の
管
理
体
制
の
維
持
は
組

織
に
お
い
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
動
き
が

加
速
し
、
学
生
が
図
書
館
の
内
外
で
使
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
増
え

て
い
っ
た
。
九
八
年
に
は
、
新
た
な
情
報
利
用
環
境
の
整
備
の
一
環

と
し
て
、
図
書
館
新
館
一
階
に
「
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
」
を
設
置
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
目
録
情
報
の
遡
及
入
力
の
完
了
に
よ
り
カ
ー
ド
目
録

が
不
要
に
な
っ
た
後
の
跡
地
利
用
の
可
能
性
を
考
え
て
、
前
年
の
九

七
年
に
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
化
工
事
を
完
了
し

て
い
た
場
所
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
た
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indow
s

パ
ソ
コ
ン
約
三
十
台
を
並
べ
た
エ
リ
ア
と
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
各
種
情
報
源
を
検
索
で
き
る
ほ
か
、
入
手
し
た
情
報

を
加
工
・
分
析
す
る
た
め
の
様
々
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
利
用
で
き
た
。

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
図
書
館
のInform

ation Com
m
ons

を
参
考
に
、
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
机
を
配
置
し
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環

境
に
座
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
学
習
活
動
を
行
え
る
空
間
と
な
っ

て
い
た
。
当
時
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
人
気
の
エ
リ
ア
で
、
開
館
と
同
時

に
真
っ
先
に
席
が
埋
ま
っ
て
い
く
様
子
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
学

内
パ
ソ
コ
ン
の
設
置
は
新
館
の
他
の
フ
ロ
ア
に
も
進
み
、
二
〇
〇
〇

年
に
は
二
階
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
二
十
台
、
五
階
の
図
書
館
・
情
報

学
資
料
室
に
八
台
、
研
修
室
に
十
台
が
設
置
さ
れ
、
館
内
の
情
報
利

用
環
境
整
備
が
進
ん
だ
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
情
報
環
境
の
進
展
に
よ
り
九
〇
年
代
に
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
た
も
の
に
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
八
〇
年
代

後
半
か
ら
新
た
な
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
や
、
一
部
で
は
あ
る
が
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導

入
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
九
〇
年
代
は
多
様
な
検
索
手
段
を
提

供
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
定
着
し
て
い
き
、
毎
年

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
種
類
は
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
利
用
件
数
は
九
三

年
に
は
前
年
度
比
四
十
二
％
増
、
翌
九
四
年
に
は
六
十
％
増
と
な
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
専
用
端
末
で
の
利
用
で

あ
っ
た
た
め
、
学
期
末
の
繁
忙
期
に
は
予
約
待
ち
も
発
生
し
て
い
た
。

こ
の
急
激
な
利
用
増
へ
の
対
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
の
が
、
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
館
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
搭
載
で
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
い
う
媒
体
か
ら
始
ま
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
九

〇
年
代
後
半
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
に
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
多
様
化
に
と
も
な
い
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
で
は
そ
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
の
リ
テ
ラ
シ
ー
強
化
の
た
め
の
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
体
験
講
座
」
を
開
始
し
、
九
五
年
に
は
年
十
二
回
も
開
催
す

る
ほ
ど
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
い
た
。

貴
重
資
料
の
充
実

　
図
書
館
は
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
九
〇
年
代
以
降
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
環
境
、
情
報

の
電
子
化
の
進
展
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
が
激
し
い
。
一
方
で
図

書
館
に
は
変
わ
ら
ず
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
が
、
図
書
館
開
設
以
来
脈
々
と
収
集
し
て
き
た
貴

重
書
や
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
六
〇
年
代
以
降
活
発
に
な
っ

た
貴
重
資
料
の
購
入
・
受
入
は
九
〇
年
代
も
継
続
さ
れ
、
九
四
年
に

ガ
ス
パ
ル
ド
ン
文
庫
と
荒
俣
宏
博
物
誌
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
九
八
年

に
は
日
本
石
炭
産
業
関
連
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
入
れ
、
九
九
年

に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
世
界
的
に
も
著
名

な
井
筒
俊
彦
名
誉
教
授
の
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
井
筒

俊
彦
文
庫
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
は
、
九

三
年
に
梅
田
春
夫
氏
の
万
年
筆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
三
百
点
の
寄
贈
を
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受
け
て
い
る
。
ま
た
、
貴
重
資
料
の
公
開
と
し
て
、
九
九
年
に
花
井

卓
蔵
文
書
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
と
し
て
複
製
刊
行
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
九
〇
年
代
に
そ
の
後
の
時
代
も
含
め
て
慶
應
に
と
っ
て
重

要
な
貴
重
書
の
購
入
が
あ
っ
た
。
九
六
年
の
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
四

十
二
行
聖
書
』（
以
下
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
）
で
あ
る
。

　
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
は
、
西
洋
初
の
活
版
印
刷
の
書
物
で
あ
り
、

不
完
全
な
も
の
も
含
め
て
世
界
で
五
〇
部
ほ
ど
し
か
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
紙
に
印
刷
さ
れ
た
上
巻
一
冊
か
ら
な
る
こ
の
慶
應
義

塾
所
蔵
本
は
、
八
七
年
に
丸
善
株
式
会
社
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札

し
た
も
の
を
同
社
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
図
書
館

で
唯
一
の
所
蔵
と
な
る
こ
の
一
冊
は
、
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
先
駆
的

な
事
業
で
あ
る
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
二
部
第
四
章
「
資
料

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
み
」
参
照
）
の
研
究
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の

資
料
的
価
値
に
加
え
て
、
購
入
価
格
の
面
で
も
八
九
年
購
入
の
ル

カ
・
パ
チ
ョ
ー
リ
の
『
ス
ム
マ
』
を
抜
い
て
最
も
高
額
な
も
の
と
な

っ
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
は
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究

費
で
購
入
さ
れ
、
そ
の
後
〇
三
年
四
月
に
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
移
管
さ
れ
た
。
貴
重
資
料
の
扱
い
に
関
し
て
、
慶
應
の
場
合
、
研

究
者
へ
の
閲
覧
許
可
な
ど
は
基
本
的
な
運
用
と
し
て
図
書
館
職
員
の

判
断
・
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
と

八
二
年
に
受
け
入
れ
た
「
高
橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
理
事
直
轄
の
管
理
委
員
会
が
そ
れ
ぞ

れ
設
け
ら
れ
て
お
り
、
研
究
へ
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
展
示
会
へ
の

貸
出
や
画
像
の
利
用
な
ど
に
も
委
員
会
の
審
査
・
承
認
を
必
要
と
す

る
厳
格
な
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

二
　
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

遡
及
入
力

　
日
吉
で
は
、
全
学
の
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）

の
稼
働
に
向
け
、
一
九
九
〇
年
度
か
ら
所
蔵
す
る
資
料
の
書
誌
・
所

蔵
情
報
の
業
務
委
託
に
よ
る
遡
及
入
力
（
デ
ー
タ
化
）
を
開
始
し
た
。

最
初
に
そ
の
対
象
と
し
た
の
は
図
書
館
図
書
（
学
生
用
図
書
）
の
う

ち
の
和
書
で
あ
っ
た
。
翌
九
一
年
に
は
八
一
年
以
降
に
受
け
入
れ
た

そ
れ
ら
の
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
お
よ
び
全
所
蔵
デ
ー
タ
を
二
回
に
わ

け
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
搭
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
図
書
館
図
書
の

う
ち
和
書
の
多
く
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
た
め

業
務
上
の
重
複
調
査
等
で
の
利
用
を
開
始
し
た
。
九
三
年
度
に
は
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
が
稼
働
し
、
館

内
に
六
台
の
専
用
端
末
を
設
置
し
た
。
図
書
館
図
書
（
和
書
）
の
遡

及
入
力
は
九
五
年
の
年
末
ま
で
に
終
了
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
九

六
年
三
月
に
図
書
館
一
階
目
録
ホ
ー
ル
か
ら
、
図
書
館
図
書
（
和

書
）
の
目
録
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
六
台
を
撤
去
し
た
。
ま
た
、
非
図
書

資
料
の
遡
及
入
力
を
こ
の
年
に
開
始
し
て
い
る
。

　
九
六
年
度
中
に
は
研
究
室
の
予
算
で
購
入
し
た
研
究
室
図
書
を
含

む
和
書
す
べ
て
と
和
雑
誌
の
大
半
の
遡
及
入
力
が
終
了
し
た
。
こ
の



114

第一部　通　史

よ
う
な
遡
及
入
力
の
進
展
と
利
用
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
図
書

館
一
階
に
十
九
台
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
を
置
い
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し

た
。
ま
た
、
遡
及
入
力
が
完
了
し
た
和
書
の
カ
ー
ド
目
録
を
廃
棄
し

た
。
九
七
年
度
中
に
は
洋
書
お
よ
び
非
図
書
資
料
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ

す
べ
て
の
遡
及
入
力
が
完
了
し
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
な
お
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
等
の
言
語

の
資
料
は
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
と
は
別
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
そ
の
う
ち
、
中
国
語
図
書

約
二
万
冊
に
つ
い
て
は
九
七
年
度
中
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
実
験
的
に
検
索

シ
ス
テ
ム
「
ち
ゅ
う
か
ら
」
を
公
開
し
、
そ
の
後
、
他
の
言
語
資
料

に
つ
い
て
も
順
次
公
開
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
遡
及
入
力
に
と
も
な
い
、
蔵
書
の
検
索
手
段
と
し
て
も

カ
ー
ド
目
録
が
不
要
と
な
っ
た
た
め
、
一
階
目
録
ホ
ー
ル
に
設
置
し

て
い
た
目
録
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
撤
去
し
た
。

業
務
・
組
織
の
改
革

　
九
八
年
度
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
の
下
に
集
中
処
理
機
構
が

誕
生
し
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
を

本
部
で
一
括
処
理
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
日
吉
で
は
そ
れ
に
先

立
つ
九
五
年
度
か
ら
、
業
務
を
効
率
化
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
増
強
、
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
目
的
に
資
料
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
担
当
業
務
へ
の
一
部
外
部
業
者
導
入
、
な

ら
び
に
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
の
業
務
統
合
を
進
め
た
。

　
ま
ず
九
五
年
一
一
月
以
降
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
協
力
お

よ
び
派
遣
職
員
の
投
入
等
に
よ
っ
て
未
整
理
資
料
の
処
理
を
進
め
、

約
七
千
冊
あ
っ
た
滞
貨
を
年
度
末
ま
で
に
一
掃
し
た
。
こ
れ
と
並
行

し
て
九
六
年
一
月
以
降
、
図
書
の
収
書
・
目
録
業
務
を
三
田
と
一
元

的
に
運
用
す
る
こ
と
の
試
行
を
開
始
し
た
。
九
六
年
六
月
か
ら
は
本

格
稼
働
と
な
り
、
整
理
の
滞
貨
を
発
生
さ
せ
ず
、
資
料
到
着
後
一
ケ

月
以
内
に
利
用
で
き
る
態
勢
を
整
え
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
人
員
を
削
減

で
き
、
そ
の
人
員
の
一
部
を
情
報
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
）
担
当
に
配
置
換
え
を
す
る
と
同
時
に
、
同
担
当
の
守
備
範
囲

を
拡
大
し
、
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
四
階

教
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

資
料
サ
ー
ビ
ス
（
閲
覧
）
担
当
業
務
と
な
っ
て
い
た
四
階
事
務
室
で

の
雑
誌
業
務
を
資
料
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
担

当
に
移
管
し
た
。

　
九
七
年
度
に
は
図
書
整
理
業
務
に
続
い
て
雑
誌
整
理
業
務
、
お
よ

び
請
求
記
号
付
与
業
務
の
一
部
に
つ
い
て
三
田
と
の
統
合
を
進
め
た
。

そ
の
後
、
九
八
年
度
に
発
足
し
た
本
部
集
中
処
理
機
構
に
、
三
田
・

日
吉
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
も
移
行
し
て
い
っ
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
改
革
の
ほ
か
、
一
部
業
務
の
委
託

も
開
始
し
た
。
九
五
年
度
に
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
委
託
を
開

始
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
コ
ピ
ー
機
を
五
台
増
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設
す
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
強
化
し
た
。
同
年
に
は
こ

れ
ま
で
専
任
職
員
と
学
生
嘱
託
職
員
で
行
っ
て
き
た
夜
間
閲
覧
業
務

の
一
部
業
務
委
託
も
開
始
し
た
。

　
ま
た
同
じ
九
五
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
企
画
広
報
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
八
六
年
発
足
）
を
、
上
映
会
を
担
当
す
る
「
Ａ
Ｖ
企

画
担
当
」
と
、
展
示
を
担
当
す
る
「
企
画
展
示
担
当
」
に
分
離
し
、

展
示
は
期
間
を
決
め
ず
常
設
展
示
を
行
う
よ
う
に
変
更
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
ル
ー
ル
の
変
更

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
稼
働
開
始
に
と
も
な
い
、
九
一
年
度
か
ら
貸
出
図

書
を
延
滞
し
た
場
合
の
罰
則
を
、
従
来
の
貸
出
停
止
か
ら
、
他
セ
ン

タ
ー
に
合
わ
せ
、
延
滞
金
の
徴
収
に
変
更
し
た
。

　
九
三
年
度
に
は
リ
ザ
ー
ブ
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
し
、
九
五
年

度
か
ら
は
本
格
運
用
と
し
た
。
九
七
年
度
か
ら
は
、
通
信
教
育
課
程

の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

　
九
五
年
度
か
ら
は
試
験
繁
忙
期
の
夜
間
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク

の
一
時
間
延
長
、
九
六
年
度
か
ら
は
夏
季
、
春
季
の
休
業
期
間
以
外

は
常
時
一
時
間
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
九
五
年
度
か
ら
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
よ
る
教
職
員
へ
の
学
内
図
書

取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
、
翌
九
六
年
九
月
か
ら
は
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
間
の
学
内
相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に
と
も
な
い
、
大
学
院

生
に
対
す
る
学
内
図
書
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
翌

九
七
年
七
月
か
ら
は
学
部
生
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　
九
九
年
四
月
か
ら
は
、
図
書
館
四
階
研
究
室
図
書
の
学
部
生
へ
の

館
外
貸
出
を
開
始
し
、
初
年
度
は
二
、一
六
〇
冊
の
貸
出
が
あ
っ
た
。

同
年
か
ら
は
、
学
期
末
試
験
期
の
日
曜
臨
時
開
館
を
定
例
化
し
た
。

こ
れ
を
機
に
十
二
時
（
正
午
）
開
館
、
一
七
時
閉
館
を
一
〇
時
開
館
、

一
八
時
閉
館
と
し
、
入
館
者
数
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
は
、
全
学
的
な
学
外
大
学
図
書
館
へ
の
図

書
の
貸
出
を
日
吉
で
も
行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
図
書
の
相

互
貸
借
が
双
方
向
化
さ
れ
、
従
来
例
外
と
し
て
い
た
他
大
学
図
書
館

か
ら
の
借
り
受
け
を
通
常
業
務
と
し
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
教
員
（
研
究
者
）
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
も
い
く
つ
か
変
化
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
九
四
年
一
〇
月
、
前
年
に
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、

従
来
の
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
と
日
吉
計
算
室
が
統
合
さ
れ
た
の
を
き

っ
か
け
に
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
利
用

を
高
め
、
将
来
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
対
す
る
参
考
意
見
を
得
る
た
め

に
、
日
吉
専
任
教
員
に
対
し
て
利
用
実
態
調
査
を
一
〇
月
に
実
施
し

そ
の
報
告
書
を
翌
年
一
月
に
発
行
し
た
。

　
九
六
年
一
〇
月
に
は
、
図
書
館
四
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
情
報
メ
デ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
担
当
職
員
を
配
置
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
お
も
に

教
員
を
対
象
と
し
た
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
利

用
者
懇
談
会
を
開
催
し
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
研
究
者
対

象
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
行
う
と
と
も
に
教
員
の
要
望
を
聞

き
と
る
場
と
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
九
七
年
度
に
は
、
図
書
館

四
階
の
研
究
者
用
フ
ロ
ア
へ
の
Ｐ
Ｃ
の
設
置
、
教
員
向
け
利
用
案
内
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の
作
成
、
洋
雑
誌
の
最
新
号
の
目
次
を
電
子
情
報
で
提
供
す
る
Ｏ
Ｃ

Ｌ
Ｃ
の
目
次
速
報
サ
ー
ビ
スContents A

lert

、
新
着
図
書
情
報

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
九
八
年
度
に

は
そ
れ
ま
で
Ｐ
Ｃ
の
持
ち
込
み
を
不
可
と
し
て
い
た
四
階
キ
ュ
ー
ビ

ク
ル
の
半
数
に
Ｐ
Ｃ
の
持
ち
込
み
を
可
と
し
た
。
た
だ
し
こ
の
時
点

で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
な
く
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で
の
利
用
に

限
ら
れ
て
い
た
。

　
九
八
年
十
一
月
か
ら
は
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
貸
出
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
は
文
部
省
と
郵
政
省
か
ら
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い
た
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
モ
デ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
図
書
館
内
四
か
所
に
設
置
し
、

学
生
用
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
二
十
二
台
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
翌
九
九
年
の
五
月
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
館
外
貸

出
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
編
集
機
器
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
た
。
初

年
度
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
貸
出
は
四
十
六
件
、
編
集
機
器
の
利
用
は

一
九
六
件
で
あ
っ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

提
供
は
八
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
当
初
は

利
用
環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
日
本
語
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

限
ら
れ
て
い
た
。
九
〇
年
代
は
そ
れ
が
拡
大
、
多
様
化
し
た
。

　
九
二
年
度
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
─Ｐ
Ｃ
互
換
機
と
呼
ば
れ
る
Ｐ
Ｃ
を
導
入

し
、
海
外
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

B
ooks in Print Plus

等
の
海
外
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
提
供
を
開
始
し
た
。
九
八
年
度
に
は
、
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
し
た

Ｐ
Ｃ
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
無
料
で
使
え
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、

朝
日
新
聞D

igital N
ew

s A
rchives

等
を
導
入
し
た
。

　
九
九
年
度
に
は
「
こ
と
と
い
」
と
い
う
辞
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
収
録
さ
れ
た

辞
書
を
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
湘

南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
七
月
か
ら
教
員
・
学
生
へ
の

正
式
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
同
年
度
末
ま
で
に
『
広
辞
苑
』
な
ど

七
種
類
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
電
子
辞
書
を
搭
載
し
た
。
い
ず
れ
も
日

本
語
の
辞
書
で
あ
る
。
翌
二
〇
〇
〇
年
度
に
も
新
規
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
搭
載
し
、
提
供
す
る
辞
書
類
は
全
部
で
十
五
種
類
と
な
っ
た
。
ま

た
、「
こ
と
と
い
」
の
サ
ー
ビ
ス
範
囲
を
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
高
等
学
校
へ
拡
大
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
拡
大
、
利
用
形
態
の
多
様
化
に
と
も
な
い
、

利
用
説
明
会
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
）
も
開
催
し
て
い
る
。

広
報
活
動

　
こ
の
時
期
は
広
報
活
動
で
も
様
々
な
工
夫
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
九
五
年
六
月
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
試
験
公
開
し
、
学
生
向

け
利
用
案
内
（
日
本
語
）
や
紙
の
広
報
誌
『Inform

ation

』
の
Ｗ

ｅ
ｂ
版
を
公
開
し
た
。
一
一
月
に
は
「
Ｗ
Ｗ
Ｗ
広
報
委
員
会
」
を
部
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内
に
発
足
さ
せ
て
い
る
。
一
年
後
の
九
六
年
六
月
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
を
正
式
公
開
し
様
々
な
広
報
活
動
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
翌
九
七
年
度
に
は
利
用
案
内
（
英
語
版
）、
教
員
用
図
書
館
利
用

案
内
（
日
本
語
版
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
公
開
、
学
内
Ｉ
Ｌ
Ｌ
依
頼

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
も
公
開
し
た
。

　
九
八
年
度
に
は
紙
媒
体
の
新
着
図
書
情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
公

開
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
「
評
価
版
」
と
し
て
、
直
近
一
カ
月
分

の
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
新
着
図
書
の
情
報
を
公
開
し
た
。

　
九
九
年
度
に
は
「
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
改
良
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
改
修
を
行
っ
た
。「
サ
イ
バ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
目
指
し
て
改

修
し
、
九
月
二
四
日
か
ら
新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
公
開
し
た
。
急

激
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
電
子
媒
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
「
ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｂ

（
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
整
理
し
使
い

勝
手
を
向
上
さ
せ
た
の
が
改
修
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
一
方
通
行
的
な
広
報
だ
け
で
な
く
、
双
方
向
の
機
能
も
盛

り
込
ん
だ
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
以
外
で
は
、
九
一
年
度
に
は
広
報
誌
『Inform

a-
tion

』
を
刷
新
し
、「
お
薦
め
の
本
」
欄
を
設
け
、
刊
行
を
早
め
て

速
報
性
を
高
め
た
。
同
年
に
は
、
従
来
か
ら
刊
行
し
て
い
た
紙
媒
体

の
「
利
用
案
内
」
を
「
利
用
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
と
「
利
用
ガ
イ
ド
」
に
わ
け
、

「
利
用
ガ
イ
ド
」
で
は
図
書
館
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
よ
り
詳
し

く
説
明
し
た
。

　
九
二
年
度
に
は
、
館
内
に
「
み
ん
な
の
声
」
ポ
ス
ト
を
新
設
し
た

ほ
か
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
図
書
館
紹
介
ビ
デ

オ
の
制
作
に
学
生
団
体
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
学
生
の
声
を
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
入
れ
る
工
夫
も
行
っ
た
。

　
九
八
年
度
に
は
利
用
案
内
ビ
デ
オ
「
情
報
の
海
へ
船
出
せ
よ
」

（
二
十
六
分
）
を
専
門
業
者
と
共
同
で
制
作
し
、
翌
九
九
年
度
以
降
、

四
月
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
等
に
上
映
し
た
。

マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
違
反
の
問
題

　
日
吉
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
改
善
、
新
た
な
サ

ー
ビ
ス
導
入
を
進
め
て
い
た
が
、
藤
山
記
念
図
書
館
時
代
か
ら
の
利

用
者
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
違
反
の
問
題
は
相
変
わ
ら
ず
だ
っ
た
。

　
館
内
で
の
騒
音
や
飲
食
物
の
持
ち
込
み
の
ほ
か
、
盗
難
も
発
生
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
諸
問
題
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
に
、
館
内

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
た
が
、
十
分
な
効
果
は
出
ず
、
解
決
策
に

苦
慮
し
て
い
た
。
飲
食
、
盗
難
の
ほ
か
に
も
、
本
の
破
損
、
無
断
持

出
し
、
施
設
・
設
備
の
汚
損
な
ど
も
発
生
し
、
九
〇
年
度
に
は
表
紙

や
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
を
剥
が
し
て
無
断
持
ち
出
し
し
よ
う
と
し
た

学
生
に
つ
い
て
、
学
部
譴
責
処
分
と
し
て
学
部
掲
示
板
に
そ
の
旨
を

公
表
し
た
り
、
教
授
会
決
議
に
よ
っ
て
無
期
停
学
処
分
と
し
て
そ
の

旨
公
表
す
る
な
ど
の
処
分
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
同
じ
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
高
等
学
校
の
生
徒
も
利

用
中
に
飲
食
が
絶
え
な
い
な
ど
問
題
が
多
い
の
で
、
改
善
を
高
校
図
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書
室
に
申
し
入
れ
た
。

書
庫
狭
隘
化
と
蔵
書
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
書
庫
狭
隘
化
対
策
は
続
い
た
。

　
四
階
の
研
究
者
用
フ
ロ
ア
の
書
庫
狭
隘
化
が
進
み
、
九
〇
年
度
末

に
和
洋
雑
誌
の
一
部
お
よ
び
新
聞
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
地
下
書
庫

（
当
時
は
閉
架
書
庫
）
に
移
動
し
た
。
同
じ
時
期
に
図
書
館
図
書
の

う
ち
参
考
図
書
で
新
版
、
改
定
版
な
ど
が
出
版
さ
れ
不
必
要
と
な
っ

た
図
書
、
出
版
年
が
古
く
内
容
の
改
定
を
要
す
る
図
書
、
重
複
本
な

ど
約
三
百
冊
を
地
下
書
庫
に
移
し
た
。

　
ま
た
、
藤
山
記
念
館
地
下
に
あ
っ
た
保
存
書
庫
は
パ
ソ
コ
ン
室
に

転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
保
管
し
て
あ
っ
た
日
吉
所
蔵
資

料
を
九
二
年
度
中
に
日
吉
図
書
館
の
地
下
書
庫
に
移
動
し
た
。
な
お
、

同
保
存
書
庫
に
あ
っ
た
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
医
学
情
報
セ
ン
タ

ー
の
蔵
書
は
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
書
庫
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
九
〇
年
中
に
す
べ
て
引
き
取
ら
れ
て
い
た
。

　
九
四
年
一
〇
月
に
は
全
学
の
保
存
書
庫
と
し
て
、
山
中
資
料
セ
ン

タ
ー
が
運
用
を
開
始
し
た
。
日
吉
も
九
六
年
七
月
に
藤
山
記
念
館
地

下
か
ら
日
吉
図
書
館
地
下
に
移
動
し
て
い
た
図
書
の
う
ち
、
六
五
年

ま
で
に
受
け
入
れ
た
和
書
約
二
万
四
千
冊
を
山
中
に
移
動
し
た
が
、

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
書
庫
狭
隘
化
対
策
と
し
て
の
資
料
移
動
は

続
い
た
。
九
六
年
の
一
二
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
は
、
図
書
館

図
書
の
う
ち
比
較
的
古
い
も
の
約
二
万
五
千
冊
を
地
下
書
庫
に
移
し

た
。
同
年
に
は
、
第
七
校
舎
の
研
究
室
な
ど
複
数
の
研
究
室
か
ら
書

庫
狭
隘
化
に
よ
る
資
料
の
引
き
取
り
依
頼
が
あ
り
、
地
下
書
庫
へ
移

動
し
て
い
る
。

　
九
八
年
度
に
は
翌
年
度
開
設
予
定
と
な
っ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
エ
リ
ア
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
お
よ
び
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再

構
築
の
た
め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の
選
別
と
除
籍
を
行
っ
た
。

　
〇
〇
年
度
に
な
り
、
蔵
書
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
計
画
に
よ
る
図
書
の
買

い
換
え
・
除
籍
・
廃
棄
作
業
を
開
始
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、

日
吉
図
書
館
の
図
書
館
図
書
は
二
十
万
冊
を
上
限
と
し
て
お
り
、
当

初
か
ら
蔵
書
再
編
成
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
組
織

的
、
計
画
的
な
蔵
書
再
編
成
（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
作
業
）
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
資
料
を
移
動
す
る
こ
と
で
書
庫
狭
隘
化
に
対
処
す
る
こ
と

が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
、
蔵
書
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
図
書
館
図
書
の
積
極
的
な
見
直
し

（
除
籍
、
買
い
替
え
等
）
を
開
始
し
た
。
過
去
に
教
科
書
・
必
読
参

考
書
と
し
て
複
数
購
入
し
た
重
複
資
料
で
役
目
を
終
え
た
資
料
の
除

籍
（
一
〇
、五
七
六
冊
）、
新
版
の
購
入
に
よ
り
資
料
価
値
が
認
め
ら

れ
な
く
な
っ
た
旧
版
資
料
の
除
籍
（
一
、四
九
七
冊
）、
利
用
の
多
い

資
料
の
新
版
の
複
本
購
入
（
五
十
六
冊
）、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
酸

性
紙
資
料
、
利
用
が
多
く
汚
損
・
破
損
が
激
し
い
図
書
の
買
い
換
え

（
四
、三
一
六
冊
）
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
事
由
を
含
め
除
籍
総

数
は
一
八
、六
三
七
冊
と
な
っ
た
。
蔵
書
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
作
業
は
、

そ
の
後
も
継
続
し
て
行
っ
た
。
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施
設
・
設
備
の
変
更

　
日
吉
図
書
館
開
館
か
ら
十
年
前
後
が
経
過
し
た
こ
の
時
期
、
館
内

の
施
設
や
設
備
の
改
修
や
用
途
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
大
き
な
変
更
は
九
九
年
四
月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ

リ
ア
の
開
設
で
あ
る
。
図
書
館
内
の
三
つ
の
エ
リ
ア
に
学
生
が
い
つ

で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
Ｐ
Ｃ
を
合
計
一
〇
一
台
設
置
し
、
日
吉
キ

ャ
ン
パ
ス
で
ひ
っ
迫
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
需
要
を
充
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ス
キ
ル
を
前
提
と
し
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
、

実
践
の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
つ
の
エ
リ
ア
の
う
ち
一
つ

は
、
こ
れ
ま
で
目
録
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
が
並
ん
で
い
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
デ
ス
ク
の
前
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ゾ
ー
ン
」
と
名
付
け
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
収
集
に
つ
い
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
担
当
者
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
利
用
で
き
る
場
所
と
し
た
。

二
つ
目
は
一
階
の
入
口
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
の
エ
リ
ア
で
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ク
イ
ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
」
と
し
、
ハ
イ
テ
ー
ブ
ル
と
ハ
イ

チ
ェ
ア
を
置
き
、
そ
の
名
の
通
り
、
短
時
間
の
利
用
を
前
提
と
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
メ
ー
ル
の
読
み
書
き
、
情
報
収
集
の
場
と
し
た
。
三

つ
目
は
二
階
東
閲
覧
室
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
側
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
エ
リ
ア
」
と
し
た
。
こ
こ
は
総
称
と
し
て
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
エ
リ
ア
」
と
同
じ
名
称
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
Ｐ
Ｃ
の
利
用
方

法
を
習
得
し
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
も
身
に
つ
け
た
学
生
が
利
用
す
る

場
所
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
年
は
年
間
入
館
者
数
が
前
年
度
比
で
二

割
ほ
ど
増
加
し
、
初
め
て
百
万
人
を
突
破
し
た
。
百
万
人
を
突
破
し

た
の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
年
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
エ
リ
ア
の
開
設
が
大
き
く
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
ほ
か
で
は
ま
ず
、
九
三
年
度
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
担
当

の
事
務
室
内
に
集
密
書
架
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
に
試

行
を
開
始
し
た
リ
ザ
ー
ブ
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
用
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

後
に
は
、
Ａ
Ｖ
資
料
用
の
書
架
に
転
用
し
て
い
る
。

　
九
五
年
度
に
は
、
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
中
央
の
廊
下
に
前
年
に

購
入
し
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ポ
ス
タ
ー
を
飾
り
、「
日
吉
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
そ
の
後
も
追
加
購
入
し
、
時
々
、

入
替
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
階
喫
煙
ラ
ウ
ン
ジ
を
廃
止
し
、
天

井
・
壁
を
塗
装
し
、
閲
覧
席
の
不
足
を
補
う
た
め
一
般
閲
覧
室
に
模

様
替
え
を
し
た
。
こ
の
結
果
、
館
内
は
全
面
的
に
禁
煙
と
な
っ
た
。

同
年
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
委
託
化
に
と
も
な
い
、
一
階
の
電

話
室
を
コ
ピ
ー
事
務
室
に
模
様
替
え
し
、
公
衆
電
話
は
二
階
グ
ル
ー

プ
学
習
室
へ
移
設
し
た
。
な
お
こ
の
公
衆
電
話
は
、
携
帯
電
話
の
普

及
に
と
も
な
い
役
割
を
終
え
、
〇
四
年
度
に
撤
去
し
た
。

　
九
八
年
度
に
は
二
階
と
三
階
に
語
学
辞
書
を
配
置
し
た
語
学
辞
書

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
と
あ
わ
せ
て

学
生
の
語
学
学
習
の
便
を
図
っ
た
（
〇
四
年
度
ま
で
）。

　
な
お
、
施
設
・
設
備
の
変
更
で
は
な
い
が
、
九
四
年
に
は
豪
雨
に

よ
り
地
下
が
浸
水
す
る
被
害
が
あ
っ
た
。
九
月
二
日
夕
方
、
首
都
圏

を
雷
雨
が
襲
っ
た
。
鉄
道
の
運
休
、
停
電
等
が
発
生
し
、
帰
宅
時
の
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交
通
機
関
は
大
混
乱
と
な
っ
た
。
こ
の
豪
雨
で
日
吉
図
書
館
の
地
下

が
浸
水
し
、
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
や
情
報
処
理
室
に
十
セ
ン
チ
以
上
の
水
が

た
ま
っ
た
。
職
員
の
退
勤
時
刻
は
過
ぎ
て
い
た
が
、
残
っ
て
い
た
職

員
で
機
器
を
高
所
に
上
げ
、
素
足
に
な
っ
て
バ
ケ
ツ
や
モ
ッ
プ
で
水

を
か
き
出
し
、
新
聞
紙
を
敷
き
詰
め
、
午
後
八
時
近
く
よ
う
や
く
作

業
を
終
え
た
。
処
置
が
早
か
っ
た
た
め
、
機
器
等
も
無
事
だ
っ
た
。

三
　
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
運
用
開
始

　
一
九
八
九
年
一
二
月
の
情
報
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
室
機
械
化
計
画

担
当
の
設
置
を
機
に
、
九
〇
年
か
ら
各
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
業
務
機

械
化
に
向
け
た
準
備
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
他
セ
ン
タ

ー
で
は
個
別
に
貸
出
業
務
の
機
械
化
を
実
現
し
て
い
た
が
、
医
学
情

報
セ
ン
タ
ー
で
は
ま
だ
貸
出
カ
ー
ド
や
貸
出
ス
リ
ッ
プ
に
一
点
一
点

手
書
き
で
貸
出
情
報
を
記
入
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

八
九
年
か
ら
閲
覧
業
務
の
機
械
化
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
て
い
た

が
、
全
情
報
セ
ン
タ
ー
の
機
械
化
構
想
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
、

こ
の
流
れ
に
あ
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
九
〇
年
四
月
か
ら
最
初
の
準
備
と
し
て
、
図
書
へ
の
バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
等
の
貼
付
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
機
械
貸
出

を
実
現
す
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
バ
ー
コ
ー
ド
に

用
い
る
Ｉ
Ｄ
は
蔵
書
の
登
録
番
号
を
流
用
し
た
が
、
機
械
化
の
た
め

に
全
セ
ン
タ
ー
で
Ｉ
Ｄ
体
系
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
九
桁
か
ら
十
桁
に
変
更
し
た
。
ま
た
館
内
に
多
数
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
設
置
す
る
と
従
来
の
電
気
設
備
で
は
供
給
電
力
が
不
足
す

る
た
め
、
九
一
年
三
月
に
は
大
が
か
り
な
電
源
工
事
も
行
わ
れ
た
。

　
九
一
年
一
〇
月
に
は
、
機
械
化
を
前
提
に
延
滞
料
の
課
金
ル
ー
ル

が
変
更
さ
れ
、
延
滞
一
日
に
つ
き
十
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
一
週
間
未
満
は
無
料
、
そ
の
後
は
一
週
、
二
週
、
月
ご

と
の
単
位
で
延
滞
料
が
課
さ
れ
て
い
た
が
、
ル
ー
ル
が
簡
略
化
さ
れ

た
。
ま
た
利
用
者
が
貸
出
を
受
け
る
際
に
使
用
す
る
図
書
利
用
券
を

新
た
に
作
成
し
、
一
〇
月
ご
ろ
か
ら
教
職
員
へ
の
配
布
を
開
始
し
た
。

　
一
一
月
に
は
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
独
自
で
八
〇
年
か
ら
運
用
し

て
い
た
受
入
収
集
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
の
図
書
書
誌
・

所
蔵
レ
コ
ー
ド
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
搭
載
す
る
作
業
が
行
わ
れ
、
続

い
て
製
本
雑
誌
レ
コ
ー
ド
も
搭
載
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
準
備
を
経
て
九
一
年
一
二
月
か
ら
、
他
セ
ン
タ
ー
に
先

駆
け
て
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。
閲
覧
シ
ス
テ
ム
は
一
二
月
二
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
が
、

図
書
受
入
シ
ス
テ
ム
の
作
業
開
始
は
一
月
三
一
日
か
ら
と
な
っ
た
。

貸
出
業
務
の
機
械
化
が
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
、
従
来
方
式
に
比
べ
て

貸
出
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
延
滞
資

料
の
把
握
や
延
滞
料
金
の
計
算
な
ど
の
手
間
が
軽
減
さ
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
き
め
細
か
な
利
用
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
は
九
二
年
一
二
月
か
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ら
試
行
的
に
開
始
さ
れ
、
九
三
年
四
月
か
ら
正
式
開
始
と
な
っ
た
。

当
初
二
台
で
あ
っ
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
端
末
は
九
三
年
度
に
は
六
台
に
増
設

さ
れ
た
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
か
ら
ロ
ー
ド
さ
れ
た
八
〇
年
代
受
入
資
料
の
書
誌
レ

コ
ー
ド
は
、
和
書
は
カ
タ
カ
ナ
、
洋
書
は
英
大
文
字
で
書
か
れ
て
い

る
簡
易
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
対
象
と
な
る
一
九
四
五
年
以

降
に
出
版
さ
れ
た
和
書
約
二
万
二
千
冊
の
遡
及
入
力
が
九
六
年
二
月

か
ら
開
始
さ
れ
、
九
七
年
四
月
に
終
了
し
た
。
洋
書
の
遡
及
入
力
は

九
七
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
九
八
年
度
中
に
終
了
し
、
こ
れ
で
主

要
な
蔵
書
の
遡
及
作
業
は
一
段
落
し
た
。

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
普
及
に
と
も
な
い
、『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
で
の

新
着
図
書
リ
ス
ト
の
掲
載
を
九
四
年
七
月
か
ら
中
止
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
九
九
年
に
は
、
九
〇
年
度
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
目
録
カ

ー
ド
が
利
用
者
ス
ペ
ー
ス
か
ら
撤
去
さ
れ
た
。

　
看
護
短
期
大
学
図
書
室
で
は
、
九
四
年
に
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
の

貼
付
作
業
が
完
了
し
、
新
規
受
入
図
書
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
入
力
が
よ

う
や
く
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
既
に
所
蔵
し
て
い
る
目
録

デ
ー
タ
の
入
力
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
貸
出
の
機
械
化
も
実

現
で
き
な
か
っ
た
。
九
五
年
七
月
に
雑
誌
の
入
力
が
終
了
し
、
図
書

に
つ
い
て
も
九
六
年
三
月
末
ま
で
に
、
八
六
年
か
ら
九
二
年
の
間
の

受
入
図
書
約
七
千
件
の
遡
及
入
力
を
完
了
し
、
よ
う
や
く
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

で
図
書
室
所
蔵
資
料
の
一
部
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
六

年
以
前
の
受
入
資
料
八
千
五
百
件
の
遡
及
入
力
が
九
六
年
に
完
了
し
、

所
蔵
資
料
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
検
索
可
能
と
な
っ
た
。
貸
出
業
務
が
機

械
化
さ
れ
た
の
は
九
八
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
導
入

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
導
入
さ

れ
た
の
は
九
〇
年
に
な
っ
て
か
ら
で
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
Ｅ
Ｍ
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
が
導
入
さ
れ
た
。
ほ
か
に
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
でCur-

rent Contents

の
提
供
も
同
時
に
開
始
さ
れ
た
。

　
六
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
、
若
手
の
医
師
を
中
心
に
利
用
が
多

く
、
常
に
誰
か
が
使
っ
て
い
る
予
想
外
の
活
況
に
、
七
月
か
ら
平
日

は
午
後
八
時
半
、
土
曜
は
午
後
五
時
半
ま
で
利
用
時
間
を
延
長
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
九
一
年
七
月
に
は
利
用
者
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
Ｐ
Ｃ
を
一
台
増
設
し
た
。

　
一
方
で
は
、
こ
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
隆
盛
に
と
も

な
い
従
量
課
金
制
で
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
は
減

少
し
て
い
っ
た
。
九
五
年
ご
ろ
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た

新
た
な
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
登
場
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利

用
者
が
館
外
か
ら
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
徐
々
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

利
用
者
教
育

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
質
問
に
は
個
々
に
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
う
ち
よ
く
あ
る
質
問
を
整
理
し
、
図
書
館
の
基
本
的
な
利
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用
や
文
献
検
索
の
方
法
を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
て
、
多
く
の
人
に

効
率
よ
く
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
九
〇
年
一

二
月
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
利
用
者
教
育
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
は
、
対
象
を
学
生
の
ほ
か
看
護
師
や
研
修
医
な
ど
に
も

広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に
あ
わ
せ
た
図
書
館
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
九
一
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
実
施
案
で

ま
と
め
ら
れ
た
属
性
は
十
一
に
も
分
か
れ
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
な
時
間
や
内
容
を
、
属
性
ご
と
に
変
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
に
応
じ
て
図
書
館
を
十
分
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
内
容
を

織
り
込
め
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
一
年
間
の
活
動

の
の
ち
発
展
的
に
解
消
し
、
そ
の
後
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
）
担
当
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
九
二
年
一
月
か
ら
は
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方

な
ど
を
利
用
者
に
伝
え
て
い
く
「
情
報
利
用
講
座
」
を
開
始
し
た
。

こ
の
講
座
は
当
初
は
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
、
医
学
中
央
雑
誌
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
次
第
に
メ
ニ
ュ
ー
が
多
様

化
し
て
い
っ
た
。
九
三
年
度
に
は
、
八
月
と
三
月
を
除
き
毎
週
二
～

三
回
開
催
さ
れ
、
年
間
で
五
十
五
回
、
一
一
四
名
が
参
加
し
た
。

　
九
六
年
か
ら
は
、
医
学
部
三
年
生
の
必
修
授
業
『
基
礎
医
学
特

論
』
の
中
で
、「
医
学
文
献
情
報
概
説
」
と
い
う
講
義
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
単
な
る
図
書
館
の
紹
介
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用

説
明
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
講
義
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
職
員
が
主
体

的
に
考
え
、
実
行
す
る
と
い
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初

年
度
は
二
コ
マ
（
一
八
〇
分
）
の
講
義
を
五
回
担
当
す
る
構
成
と
し
、

医
学
文
献
概
論
、
医
学
文
献
収
集
法
、
医
学
文
献
検
索
法
、
医
学
文

献
整
理
法
、
応
用
医
学
文
献
論
、
と
い
っ
た
サ
ブ
テ
ー
マ
を
定
め
、

毎
回
演
習
時
間
も
設
け
る
と
い
う
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

『
基
礎
医
学
特
論
』
は
〇
三
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

変
更
に
よ
り
終
了
と
な
っ
た
が
、
〇
四
年
度
か
ら
は
別
の
形
で
引
き

継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
館
運
用
の
変
更

　
開
館
時
間
の
延
長
は
、
常
に
利
用
者
の
要
望
が
高
い
も
の
の
一
つ

で
あ
る
が
、
八
六
年
一
〇
月
か
ら
、
こ
の
要
望
に
応
え
て
閉
館
時
刻

を
午
後
八
時
か
ら
一
時
間
延
長
し
九
時
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
利
用

者
か
ら
は
歓
迎
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
夜
間
の
複
写
業

務
は
閉
館
後
の
午
後
八
時
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の

時
間
は
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
作
業
に
よ
る
騒
音
に
対
す

る
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　
九
二
年
に
は
大
学
病
院
が
毎
月
第
三
土
曜
日
を
休
診
日
と
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
も
一
〇
月
か
ら
こ
の
日
を
休

館
日
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
九
二
年
に
は
、
専
任
者
の
配
員
を
機
に
、
視
聴
覚
資
料
の
媒
体
も
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多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
名
称
を
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か

ら
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
改
名
し
た
。
九
三
年
に
は
視
聴
ブ
ー
ス

が
一
席
増
設
さ
れ
た
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ス
ラ
イ
ド
作
成
サ
ー
ビ
ス
は
二
〇
年
以
上
行
わ

れ
て
き
た
が
、
機
器
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
九
六
年
度
で
サ
ー
ビ
ス

を
中
止
し
た
。
九
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た

ス
ラ
イ
ド
作
成
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
ち
ら
は
フ

ィ
ル
ム
へ
の
焼
き
付
け
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
現
像
は
別
途
外
部
に

出
す
必
要
が
あ
っ
た
。

医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
誕
生
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実

　
九
三
年
四
月
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
四
谷

計
算
室
の
統
合
に
よ
り
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
組
織
は
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
（
選
書
、
目
録
、
閲

覧
業
務
等
）、
情
報
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
担
当
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
等
）、
情
報
シ
ス
テ
ム
サ

ー
ビ
ス
担
当
（
旧
四
谷
計
算
室
）
と
な
っ
た
が
、
実
態
は
建
物
も

別
々
の
ま
ま
で
あ
り
、
当
初
は
名
目
上
の
変
化
で
し
か
な
く
、
大
き

な
変
化
は
な
か
っ
た
。
統
合
の
皮
切
り
と
し
て
図
書
館
と
計
算
室
の

間
に
十
Ｍ 

Ｂ
Ｐ
Ｓ
の
通
信
線
を
架
設
、
計
算
室
に
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。
九
五
年
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
敷
設
工
事

が
進
み
、
約
一
千
四
百
個
の
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

設
置
さ
れ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
つ
い
て
は
、
九
二
年
に
業
務
上
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
た
め
に
、
事
務
用
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ら
び
に
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

が
な
さ
れ
た
が
、
利
用
者
向
け
に
は
、
九
六
年
七
月
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
利
用
登
録
（
慶
應
義
塾
ス
ー
パ
ー
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
運
用
）
を
開
始
し
、
年
度
末
ま
で
に
五
二
〇
名
を
超
え

る
登
録
申
請
が
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
も
開
催
さ
れ
た
。

図
書
館
内
に
も
利
用
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
二
台
設
置
さ
れ
た
が
利
用
が
多
く
、
年
度
末
ま

で
に
二
台
増
設
さ
れ
合
計
四
台
と
な
っ
た
。
翌
九
七
年
度
に
は
登
録

者
は
千
人
を
超
え
、
電
子
メ
ー
ル
や
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、Current Contents

）
が
多
く
利
用
さ
れ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
、
利
用
者
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
医
学
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
開
設
が
急
務
と
な
り
、

九
六
年
八
月
に
公
開
し
た
。
九
四
年
に
『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
で

の
掲
載
を
休
止
し
た
新
着
図
書
リ
ス
ト
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
い
う

場
を
得
て
二
年
ぶ
り
に
復
活
を
果
た
し
た
。
ほ
か
に
新
規
受
入
雑
誌

な
ど
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
代
表
さ
れ

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
説
明
や
利
用
方
法
な
ど
も
加
わ
り
、
セ
ン
タ
ー

の
情
報
発
信
の
中
心
的
な
機
能
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

　
九
七
年
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら
電
話
回
線
を
通
じ
て
ネ
ッ
ト
ワ
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ー
ク
に
接
続
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
計
算

室
と
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
期
間
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

が
整
備
さ
れ
る
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
導
入
に
向
け
た
大
き
な
原
動
力

と
な
っ
た
。

　
九
九
年
に
は
、
組
織
改
正
に
よ
り
計
算
室
機
能
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
と
し
て
分
離
・
独
立

す
る
こ
と
に
な
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
担
当
が
独
立
し
て
医

学
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
発
足
、
図
書
館
機
能
は
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
名

称
を
引
き
継
い
だ
。

施
設
の
改
修
・
整
備

　
一
九
三
七
年
に
建
築
さ
れ
た
建
物
は
、
五
十
年
以
上
を
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
た
。
都
度
改
修
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
九
四
年
度

か
ら
三
年
計
画
で
全
面
的
な
改
修
・
修
復
工
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず

初
年
度
に
は
、
書
庫
内
の
照
明
器
具
の
増
設
・
改
修
、
閲
覧
室
内
設

置
パ
ソ
コ
ン
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
床
の
全
面
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
化
、
な
ら
び
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
交
換
工
事
が
行
わ
れ
た
。
九
五
年

度
は
第
二
年
次
と
し
て
、
一
階
閲
覧
室
に
設
置
さ
れ
て
い
た
暖
房
装

置
と
冷
房
装
置
が
冷
暖
房
兼
用
の
空
調
シ
ス
テ
ム
に
交
換
さ
れ
、
照

明
器
具
の
増
設
・
交
換
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
電
源
が
増
設
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
図
書
館
地
下
に
あ
っ
た
変
電
設
備
は
図
書
館
の
裏
側
に
移
設

さ
れ
た
。
第
三
年
次
と
な
る
九
六
年
度
に
は
、
地
下
事
務
室
エ
リ
ア

の
全
面
改
修
と
、
照
明
の
増
設
・
改
修
な
ら
び
に
空
調
設
備
の
改
修

が
実
施
さ
れ
た
。
夏
に
活
躍
し
て
き
た
水
冷
式
の
冷
房
設
備
は
す
べ

て
撤
去
さ
れ
、
電
気
に
よ
る
空
調
機
に
交
換
さ
れ
た
。
九
七
年
度
に

は
書
庫
内
に
冷
暖
房
装
置
が
設
置
さ
れ
、
図
書
館
外
壁
の
改
修
工
事

も
行
わ
れ
た
。

増
え
続
け
る
資
料
へ
の
対
応

　
九
四
年
に
山
中
湖
畔
に
全
学
で
使
用
す
る
保
存
書
庫
（
山
中
資
料

セ
ン
タ
ー
）
が
竣
工
し
た
。
初
年
度
の
資
料
移
動
は
三
田
と
医
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
七
月
に
資
料
移
動
を
行
っ
た
。
六
九
年
以
前
の
製
本
雑
誌
、
四
四

年
以
前
の
図
書
が
移
動
の
対
象
と
な
り
、
約
七
万
五
千
冊
の
資
料
が

山
中
に
移
動
し
た
。

　
続
い
て
九
八
年
に
は
七
〇
年
代
の
製
本
雑
誌
約
二
万
八
千
冊
を
、

九
九
年
に
は
、
戦
後
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
の
単
行
書
約
三
万
五
千
冊

を
移
動
し
た
。

電
子
化
へ
の
対
応

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
背
景
に
、
九
九
年
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
の
導
入
が
一
気
に
進
ん
だ
年
と
な
っ
た
。ProQ

uest D
irect: 

M
edical Library

、ID
EA

L

、Journals@
O
V
ID

等
が
導
入
さ

れ
、
一
気
に
六
百
タ
イ
ト
ル
も
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
二
〇
〇
〇
年
に
はW

i-
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ley InterScience

、H
igh W

ire Press

な
ど
が
導
入
さ
れ
、
そ

の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
導
入
が
進
み
、
わ
ず
か
二

年
ほ
ど
の
間
に
利
用
で
き
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
千
二
百
タ
イ
ト
ル

を
超
え
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
有
料
・
無
料
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
九
六
年
に
試
験
的
に
公
開
さ
れ
たInternet G

rateful 
M

ed

（
Ｉ
Ｇ
Ｍ
）
と
そ
れ
に
続
い
て
九
七
年
に
公
開
さ
れ
た

PubM
ed

は
無
料
の
画
期
的
な
医
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
大
き
く
変
え
た
。
〇

〇
年
に
はEnjoy JO

IS

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
：
科
学
技
術
振
興
事
業
団
（
当

時
）
が
提
供
す
る
文
献
検
索
シ
ス
テ
ム
）
や
医
中
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
（
国
内

医
学
文
献
情
報
誌
で
あ
る
『
医
学
中
央
雑
誌
』
の
Ｗ
ｅ
ｂ
版
）
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

進
展
と
相
ま
っ
て
学
術
情
報
の
検
索
・
入
手
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
可
能
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
進
展

は
、
契
約
が
「
館
」
の
垣
根
を
超
え
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
単

体
で
の
契
約
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
の
契
約
・
支
払
に
切

り
替
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

北
里
記
念
医
学
図
書
館
六
〇
周
年
記
念
事
業

　
九
七
年
に
北
里
記
念
医
学
図
書
館
は
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
、
五

〇
周
年
に
続
く
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
祝
賀
会
の
開
催
、
記
念
絵

葉
書
の
作
成
、
資
料
展
示
会
が
企
画
さ
れ
た
。
こ
の
六
〇
周
年
記
念

祝
賀
会
は
有
志
の
開
催
と
い
う
形
を
と
り
、
図
書
館
関
係
者
約
九
十

名
が
参
加
し
て
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
四
谷
東
京
を
会
場
と
し
て

一
一
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

看
護
短
大
か
ら
看
護
医
療
学
部
へ

　
八
八
年
四
月
の
看
護
短
期
大
学
開
学
か
ら
わ
ず
か
十
年
ほ
ど
で
看

護
教
育
の
場
は
短
大
か
ら
大
学
に
移
る
こ
と
に
な
り
、
〇
一
年
に
湘

南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
看
護
医
療
学
部
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
遡

る
こ
と
九
九
年
に
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
の
三
者
に
よ
る
図
書
室
の
開

設
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
準
備
作
業
を
開
始
し
た
。

　
資
料
選
定
は
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
分
担
し
、
資
料
の
受
入
か
ら
整
理
・
装
備
・
納
品
を
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
担
当
し
た
。
選
定
さ
れ
た
蔵
書
は
一
万
五

千
冊
に
及
ん
だ
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
館
内
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
決
定

さ
れ
、
校
舎
内
に
設
け
ら
れ
る
図
書
室
は
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
一
部
門
と
な
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
看
護
医
療
学

部
の
三
年
生
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
決
ま

っ
て
い
た
た
め
、
図
書
室
勤
務
予
定
者
は
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
二
週
間
の
研
修
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
〇
一
年
四
月
に
、
看
護
医
療
学
部
の
開
設
と
同
時
に
看
護
医
療
学

図
書
室
も
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
一
方
、
こ
れ
に
よ
っ
て
看
護
短
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大
は
二
〇
〇
三
年
三
月
に
閉
校
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
同
時
に
図
書

室
も
閉
室
さ
れ
た
。

医
学
部
に
お
け
る
活
動

　
医
学
部
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
は
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
加
わ
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
最

後
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　〔
医
学
部
史
料
委
員
会
〕

　
医
学
部
が
創
立
七
〇
年
を
経
過
し
、
歴
史
的
に
重
要
な
史
料
が
散

逸
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
医
学
部
長
か
ら
、
医
学
部
関
連
資
料
の

収
集
・
整
理
の
要
請
が
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
。
検
討
の
結

果
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
事
務
局
と
な
っ
て
医
学
部
史
料
委
員
会
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
九
〇
年
一
〇
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
。

正
式
に
は
翌
九
一
年
一
月
の
医
学
部
教
授
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　
史
料
の
受
付
は
医
学
部
長
室
が
窓
口
と
な
り
、
寄
託
・
寄
贈
の
受

入
を
行
っ
た
上
で
、
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
収
集
品
の
整
理
、
保
管
、

展
示
な
ど
の
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
展
示
に
つ
い
て
は

い
ち
早
く
九
一
年
一
月
五
日
の
医
学
部
新
年
祝
賀
会
で
最
初
の
展
示

を
行
っ
た
。
五
月
に
は
展
示
ケ
ー
ス
を
新
調
し
て
、
六
月
か
ら
図
書

館
に
お
い
て
北
里
柴
三
郎
博
士
関
係
の
写
真
展
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
十
年
ほ
ど
活
動
を
続
け
た
の
ち
、
〇
三
年
の
委
員

会
を
最
後
に
休
眠
状
態
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
さ
れ
た
史
料
の
管
理

は
現
在
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
な
ど
か
ら

公
開
で
き
な
い
医
学
部
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
、
そ
の
ほ
か
に
医
学
部
の

各
教
室
で
刊
行
さ
れ
る
出
版
物
な
ど
を
将
来
に
向
け
て
受
け
入
れ
、

問
合
せ
に
も
応
じ
て
い
る
。

　〔
医
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
〕

　
八
九
年
一
二
月
の
医
学
部
教
授
会
で
、
医
学
部
に
お
け
る
研
究
・

教
育
の
充
実
・
発
展
に
役
立
て
る
た
め
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
必
要
な
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
具
体
的
な
計
画
・
立
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
医
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
が
承
認
さ
れ
、
発
足
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
事
務
局
も
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
。

　
九
一
年
に
は
中
間
報
告
書
「
医
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
の
展
望
に
つ

い
て
（
提
言
）」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
骨
子
を
①
四
谷
（
現
信
濃
町
）

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
②
研
究
・
教
育
支
援

シ
ス
テ
ム
の
開
発
③
医
学
部
独
自
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
、
と
し
、

短
期
・
中
期
・
長
期
の
提
言
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　〔
医
学
部
研
究
業
績
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
〕

　
研
究
業
績
な
ど
の
情
報
は
従
来
か
ら
『
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
年

報
・
慶
應
義
塾
看
護
短
期
大
学
年
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
索

引
は
な
く
、「
ど
の
教
室
の
業
績
が
何
件
あ
る
か
」「
誰
が
ど
ん
な
業

績
を
残
し
て
い
る
か
」
を
把
握
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
医
学
部
の
研
究
業
績
を
蓄
積
し
活
用
す
る
た
め
の

研
究
業
績
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
が
計
画
さ
れ
、
九
五
年
に
は
こ
れ

を
実
行
す
る
組
織
と
し
て
医
学
部
研
究
業
績
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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が
結
成
さ
れ
た
。
医
学
部
関
係
部
署
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
め
ら
れ
、

医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
委
員
を
派
遣
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は

研
究
業
績
収
集
の
窓
口
と
し
て
協
力
し
、
完
成
し
た
研
究
業
績
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
し
て
作
成
さ
れ
、
図
書
館
で
も
利
用

を
開
始
し
た
。
こ
の
完
成
に
よ
り
医
療
事
務
室
や
慶
應
医
学
会
な
ど

に
お
い
て
書
類
作
成
の
時
間
や
コ
ス
ト
の
削
減
が
実
現
し
た
。
九
九

年
に
は
九
五
～
九
八
年
度
の
研
究
業
績
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
た
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
作
成
さ
れ
、
各
教
室
に
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
Ｗ
ｅ
ｂ
版
も

〇
二
年
に
一
般
に
公
開
さ
れ
、
九
五
年
以
後
の
研
究
業
績
を
ま
と
め

て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
転
換
と
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
稼
働

　
九
〇
年
代
に
向
け
て
、
蓄
積
さ
れ
た
活
字
資
源
を
提
供
す
る
の
み

な
ら
ず
、
多
様
化
し
た
情
報
資
源
を
取
り
扱
い
、
各
種
の
機
器
の
導

入
や
そ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
と
い
う
新
た
な
研
究
教
育

環
境
が
求
め
ら
れ
、
慶
應
で
は
そ
の
た
め
の
運
営
組
織
が
構
想
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
〇
年
の
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）

の
開
設
を
き
っ
か
け
に
構
想
が
具
体
化
し
、
九
三
年
四
月
に
研
究
・

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
て
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
と
い
う
組
織
が
生
ま
れ
、
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
も
理
工
学

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
と
改
称
さ
れ
た
。

　
業
務
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
は
、
全
学
の
統
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）
の
整
備
を
背
景
に
、
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ

ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
）
が
開
発
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
構
築
に
あ
た
っ

て
は
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
一
名
の
専
任
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
の
人
的
協
力
を
行
っ
た
。

九
二
年
一
二
月
に
ま
ず
目
録
業
務
が
移
行
し
、
閲
覧
業
務
は
九
三
年

三
月
に
開
始
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
稼
働
へ
の
道
の
り
に
つ
い

て
は
別
項
（
第
一
部
第
二
章
第
一
節
「
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
カ
ー
ド
目
録
の
作
成
は
九
二
年
度
で
凍
結
さ
れ
、
い
よ
い
よ
所
蔵

資
料
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
検
索
で
き
る
時
代
が
到
来
し
た
。
実
際
に
端

末
上
で
所
蔵
資
料
が
検
索
で
き
る
利
用
者
用
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
稼
働
し

た
の
は
九
三
年
七
月
で
あ
っ
た
。
新
着
資
料
の
目
録
が
電
子
化
さ
れ

る
傍
ら
、
目
録
カ
ー
ド
で
し
か
検
索
で
き
な
い
既
存
資
料
の
遡
及
入

力
も
進
め
ら
れ
た
。
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
は
、
九
五

年
度
に
所
蔵
す
る
す
べ
て
の
和
書
が
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
洋
書
の
遡
及
も
九
八
年
度
に
終
了
し
た
（
そ
の
後
、
ロ
シ

ア
語
図
書
の
遡
及
が
完
了
し
た
〇
二
年
に
目
録
カ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
は

撤
去
し
た
）。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
体
制
と
し
て
は
九
四
年
四
月

に
初
め
て
業
務
の
外
部
委
託
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
専

任
職
員
が
行
っ
て
い
た
夜
間
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
の
一
部
を
株
式
会

社
全
日
警
へ
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
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よ
っ
て
対
象
業
務
の
範
囲
や
時
間
は
異
な
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
と
な
っ
て
複
雑
化
・
高
度
化
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
基

盤
の
整
備
は
専
任
職
員
が
担
い
、
定
型
業
務
の
遂
行
に
は
委
託
業
者

の
協
力
を
得
る
と
い
う
流
れ
が
進
ん
で
い
っ
た
。
な
お
、
委
託
先
は

時
々
で
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
進
展

　
情
報
化
の
波
は
既
存
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
有
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
検
索
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
紙
の
二
次
資
料

を
何
冊
も
め
く
る
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
る
便
利
さ
の
反
面
、
係
員
が

代
行
検
索
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
料
金
も
高
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
い
う
新
し
い
記
録
媒
体
の
登
場
に
よ

り
、
従
量
制
で
な
く
、
購
入
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
検
索
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
た
の
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
っ

て
す
ぐ
の
九
三
年
で
あ
る
。
最
初
に
導
入
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る

IN
SPEC O

ndisc

は
世
界
的
な
抄
録
誌Science A

bstracts
を

収
録
し
、
物
理
学
、
電
子
工
学
、
電
気
、
通
信
、
制
御
工
学
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
広
範
な
分
野
を
網
羅
す
る
需
要
の
高
い

二
次
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
で
も
よ
く

使
わ
れ
て
い
た
が
、
利
用
者
自
身
が
無
料
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
そ
の
実
績
を
大
き
く
超
え
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
し
か
し
端
末
が
設
置
さ
れ
た
図
書
館
の
開
館
時
間
中
に
し
か
使
え

ず
、
ま
た
台
数
が
一
台
と
い
う
制
約
も
あ
り
、
利
用
は
順
番
待
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
次
な
る
進
化
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
サ

ー
ビ
ス
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　
九
四
年
に
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
主
要
な
索
引
・
抄

録
誌
の
購
読
を
冊
子
体
か
ら
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
へ
切
り
替
え
て
準
備
を

整
え
た
の
ち
、
九
五
年
六
月
に
正
式
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
っ
た
。
利

用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
次
の
五
種
類
で
、Current Con-

tents

の
み
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
資
金
も
得
て
全
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
二
四
時
間
利
用

が
可
能
で
あ
っ
た
。

・Current Contents

（
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
系
の
目

次
速
報
・
抄
録
）

・Com
pendex

（
工
学
分
野
全
般
の
抄
録
・
書
誌
索
引
）

・IN
SPEC

（
物
理
・
電
気
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
書
誌
索

引
）

・Science Citation Index

（
自
然
科
学
全
般
の
書
誌
・
引

用
索
引
）

・M
athSci

（
数
学
の
書
誌
索
引
）

　
以
降
も
、
九
六
年
に
科
学
技
術
文
献
速
報
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と

い
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
追
加
す
る
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
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て
い
っ
た
。

　
九
九
年
三
月
に
は
利
便
性
の
裏
で
問
題
と
な
っ
て
い
た
維
持
・
管

理
面
の
ト
ラ
ブ
ル
や
利
用
の
わ
か
り
に
く
さ
を
解
決
す
べ
く
、
シ
ス

テ
ム
の
刷
新
も
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
利
用
場
所
が
限
定
さ
れ
る

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
対
応
す
る
た
め
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
で
は
利
用

者
登
録
制
と
し
て
い
た
の
を
、
Ｅ
Ｒ
Ｌ
サ
ー
バ
に
変
え
て
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
制
限
へ
と
接
続
方
式
を
改
善
し
た
。

　
一
方
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
のFirstSearch

やW
eb of Science

な
ど

新
た
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
登
場
し
、
そ
ち
ら
に

予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と
でCurrent Contents

は
中
止
す
る
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
新
陳
代
謝
も
進
ん
で
い
っ
た
。

利
用
者
教
育
の
発
展

　
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
利
用
教
育

や
広
報
が
必
須
と
な
る
。

　
九
三
年
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
の
際
に
は
、
従

来
の
資
料
利
用
説
明
会
に
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
説
明
を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
盛

り
込
ん
だ
回
を
設
定
す
る
と
、
関
連
分
野
の
研
究
室
か
ら
多
く
の
申

込
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
説
明
会
を
上
回
る
参
加
が
あ
っ
た
。

無
料
で
あ
り
、
利
用
者
自
身
が
自
由
に
検
索
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
は

大
き
な
反
響
が
あ
り
、
そ
の
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
、
学
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
を
受
け
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
九
六
年
に
は
導
入
サ
ー
ビ
ス
の
代
理
店
の
担
当
者
が
解

説
を
す
るFirstSearch

説
明
会
、
九
七
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
元

の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
（Institute for Scientific Inform

ation

）
に
よ
る

Science Citation Index

を
用
い
た
引
用
文
献
検
索
講
座
な
ど
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
説
明
会
の
メ
ニ
ュ
ー
も
増
え
、
進
化
を

続
け
て
い
る
。

　
紙
の
二
次
資
料
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
、
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
へ
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
へ
と
文
献
検
索

ツ
ー
ル
が
変
化
し
て
い
く
な
か
、
分
野
に
よ
っ
て
は
そ
の
進
行
に
差

も
あ
り
、
ま
た
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
部
生
、
大
学
院
生
、
研

究
者
と
所
属
者
の
文
献
収
集
能
力
の
レ
ベ
ル
も
幅
広
い
。
多
角
的
か

つ
柔
軟
な
利
用
者
教
育
を
企
画
し
、
恒
例
の
も
の
も
内
容
を
見
直
し

な
が
ら
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

広
報
紙
の
変
遷

　
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
広
報
紙
と
し
て
、
八

九
年
か
ら
『
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
九

三
年
の
組
織
名
変
更
に
と
も
な
い
、
副
題
が
「
理
工
学
情
報
セ
ン
タ

ー
報
」
か
ら
「
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
報
」
に
変
更
さ
れ
た
。

も
と
も
と
Ｂ
5
判
で
あ
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
報
に
変
わ
っ

て
二
号
目
に
Ａ
4
判
に
変
更
さ
れ
た
（
そ
の
後
も
一
時
Ｂ
5
判
に
戻

る
こ
と
も
あ
っ
た
）。
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九
八
年
に
な
る
と
『
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
に

改
題
し
て
装
い
を
新
た
に
し
、
そ
の
後
も
安
定
的
に
刊
行
を
継
続
し

て
い
る
。

山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
料
移
動

　
八
〇
年
代
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
二
次
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
と

い
う
情
報
化
は
進
み
つ
つ
あ
っ
た
が
、
一
次
資
料
の
電
子
化
は
ま
だ

遠
く
、
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
る
学
術
雑
誌
の
収
集
に
重
き
を
置
く
理

工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
年
々
増
大
す
る
紙
の
蔵
書
を
ど
う
配

架
す
る
か
の
苦
心
が
続
い
た
。

　
幸
い
八
九
年
に
別
館
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
翌
年
に
か
け
て
大
規

模
な
資
料
移
動
を
行
い
、
六
〇
年
以
前
の
和
洋
雑
誌
、
七
〇
年
以
前

の
ロ
シ
ア
語
雑
誌
、
管
理
工
学
科
の
旧
図
書
な
ど
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
加
え
て
九
二
年
に
は
、
日
吉
の
藤
山
記
念
館
地
下
の
保
存

書
庫
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
放
出
さ
れ

た
集
密
書
架
と
別
館
の
固
定
式
書
架
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

書
庫
収
蔵
量
が
増
加
し
た
の
に
合
わ
せ
て
蔵
書
を
再
編
成
し
、
九
三

年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
七
二
年
以
前
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
お
よ

び
ロ
シ
ア
語
雑
誌
す
べ
て
を
別
館
に
収
蔵
す
る
と
い
う
作
業
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
後
約
四
年
間
の
資
料
増
加
に
対
処
で
き
る
見

込
み
が
立
っ
た
。

　
し
か
し
、
書
架
不
足
は
ま
た
す
ぐ
に
訪
れ
る
も
の
と
し
て
、
別
館

再
配
置
の
翌
九
四
年
か
ら
、
そ
の
年
に
建
設
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
全
体
の
保
存
書
庫
で
あ
る
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
料
移
動
の

検
討
を
開
始
し
た
。
最
終
的
に
は
、
六
五
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
一

般
雑
誌
九
五
五
タ
イ
ト
ル
・
二
七
、四
四
六
冊
、
九
三
年
ま
で
に
刊

行
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
雑
誌
四
五
五
タ
イ
ト
ル
・
一
〇
、二
四
七
冊
、

旧
分
類
図
書
お
よ
び
旧
藤
山
工
業
図
書
約
四
千
四
百
冊
を
移
動
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
選
定
時
に
は
予
め
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
図
書
委
員
会
の
検
討
を
経
た
結
果
、
一
部
の
資
料
は
矢
上
キ

ャ
ン
パ
ス
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
移
動
に
あ
た
っ
て
は
、
蔵
書
点
検
、
未
遡
及
資
料
の
デ
ー
タ
登
録
、

医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
分
と
の
重
複
調
査
と
状
態
の
良
い
方

を
残
す
た
め
の
現
物
確
認
、
医
学
側
所
蔵
分
の
欠
号
補
充
な
ど
、
き

め
細
か
な
事
前
準
備
を
要
し
た
。

　
移
動
作
業
は
九
六
年
三
月
に
行
い
、
翌
四
月
か
ら
は
資
料
取
寄
せ

と
複
写
取
り
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
登
場

　
山
中
へ
資
料
を
移
し
た
九
六
年
、
紙
だ
け
で
な
く
電
子
版
も
提
供

す
る
雑
誌
が
徐
々
に
現
れ
始
め
た
の
が
こ
の
こ
ろ
で
、
理
工
学
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
第
一
弾
と
な
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
提
供
を
開
始

し
た
の
が
九
六
年
一
一
月
で
あ
る
。
ま
ず
は
Ｉ
Ｏ
Ｐ
（
英
国
物
理
学

会
）
の
一
三
タ
イ
ト
ル
の
電
子
版
の
利
用
登
録
を
行
い
、
全
文
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
当
初
は
、
冊
子
体
を
購
読
す
る
機
関
に
対
し
付
随
す
る
電
子
版
へ
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の
無
料
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
と
い
う
形
が
主
流
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｐ
に
続
き

Ａ
Ｐ
Ｓ
（
米
国
物
理
学
会
）
な
ど
の
学
会
やSpringer

な
ど
の
商

業
出
版
社
が
相
次
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
全
文
提
供
を
始
め
、
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
無
料
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
登
録
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
電
子
版
を
利
用
で
き
る
タ
イ
ト
ル
が
わ
か
る
よ
う
に
、

各
図
書
館
で
は
そ
の
リ
ス
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
そ

こ
か
ら
リ
ン
ク
を
辿
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
九
七
年
に
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
主
要
な
学
協
会
誌
を
中

心
に
登
録
雑
誌
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
っ
た
。
主
に
はH

ighW
ire 

Press

な
ど
科
学
技
術
系
の
主
要
雑
誌
を
広
く
カ
バ
ー
す
る
サ
ー
ビ

ス
か
ら
無
料
の
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、M

athSciN
et

やPubM
ed

な
ど
の
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
、
検
索
結
果
を
元
に
出
版
社
サ
イ
ト
の
論
文
全
文
へ
の
リ
ン

ク
を
提
供
す
る
機
能
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
九
九
年
こ
ろ
か
ら
は
、
出
版
社
が
有
料
で
電
子
版
を
提
供
す
る
動

き
も
高
ま
り
、
必
要
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
購
読
す
る
と
い
う
利
用

形
態
が
生
ま
れ
た
。
理
工
で
は
〇
〇
年
ま
で
の
間
にCell Press

の“Cell ”

、“M
olecular Cell ”

を
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
契

約
に
追
加
す
る
形
で
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、

Ａ
Ｃ
Ｓ
（
米
国
化
学
会
）
の
コ
ア
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
米
国
電
気
・
電
子
技
術
者
協
会
）
の
雑
誌
お
よ
び
会
議

録
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
商
業
誌
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て

はW
iley InterScience

を
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で

契
約
す
る
に
至
っ
た
。

　
〇
〇
年
八
月
時
点
で
は
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
数
は
五
四
六
誌
で
、
う
ち
有

料
契
約
が
二
五
一
誌
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
な
ど
独
自
の
検
索
機
能

を
持
つ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
の
は
別
カ
ウ
ン
ト
で
一
〇
九
三
誌
、
う
ち
有

料
契
約
の
も
の
が
九
六
三
誌
で
あ
っ
た
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
模
索
し
な
が
ら
コ
ン
テ
ン
ツ

を
増
や
し
て
き
た
一
方
、
以
降
は
市
場
の
拡
大
に
と
も
な
い
提
供
元

で
あ
る
学
協
会
や
商
業
出
版
社
が
ど
の
よ
う
な
価
格
体
系
を
設
定
し
、

ど
の
よ
う
な
契
約
形
態
を
提
示
し
て
く
る
の
か
、
図
書
館
側
が
ど
う

交
渉
し
て
い
く
か
と
い
う
後
年
ま
で
続
く
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
と
い
う
形
式
で
契
約

タ
イ
ト
ル
の
状
況
を
最
新
に
保
つ
に
は
、
契
約
誌
の
数
が
多
く
な
り

す
ぎ
て
、
人
手
に
よ
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

早
稲
田
大
学
理
工
学
図
書
館
と
の
協
力
関
係

　
理
工
学
の
専
門
図
書
館
で
あ
る
と
い
う
共
通
属
性
か
ら
、
早
稲
田

大
学
理
工
学
図
書
館
と
の
間
で
は
、
両
大
学
間
で
早
慶
図
書
館
相
互

協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
る
以
前
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｌ
な
ど
を
通
し
て
密
接
な

関
係
が
築
か
れ
て
い
た
。
相
互
に
訪
問
し
意
見
交
換
す
る
と
い
う
人

的
交
流
も
あ
り
、
開
始
時
期
は
八
〇
年
代
と
い
う
伝
聞
が
あ
る
。
資

料
が
残
る
と
こ
ろ
で
は
九
五
年
か
ら
数
年
間
、
年
に
一
回
程
度
の
頻

度
で
早
慶
理
工
学
図
書
館
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
記
録
が
あ
り
、
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そ
の
後
も
情
報
交
換
会
と
名
前
を
変
え
な
が
ら
、
〇
〇
年
代
に
も
続

い
て
い
た
。

　
内
容
は
施
設
見
学
な
ど
も
盛
り
込
み
な
が
ら
概
況
紹
介
や
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、
実
務
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
行
う
も
の

で
あ
っ
た
。
詳
し
い
記
録
が
残
る
の
は
主
に
〇
〇
年
以
降
と
な
る
が
、

例
え
ば
洋
雑
誌
契
約
中
止
の
状
況
、
紀
要
の
分
担
収
集
、
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
導
入
プ
ラ
ン
な
ど
多
岐
に
亘
る
話
題
を
幅
広
く
取
り
扱
っ
て

い
た
。

　
一
九
年
現
在
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
庫
の
狭
隘
化
や
電
子

資
料
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
共
通
の
問
題
点
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
当
時

の
時
代
背
景
に
お
い
て
、
組
織
を
ま
た
い
で
情
報
を
や
り
取
り
で
き

る
同
分
野
の
図
書
館
は
双
方
に
と
っ
て
心
強
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
発
展
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

理
工
学
部
・
研
究
科
の
改
組

　
理
工
学
部
で
は
、
九
三
年
か
ら
学
科
再
編
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

創
発
的
な
教
育
体
制
を
目
指
す
と
し
て
、
大
学
院
の
あ
り
方
も
含
め

て
の
議
論
が
進
め
ら
れ
、
九
六
年
四
月
に
電
子
工
学
科
、
物
理
情
報

工
学
科
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
、
情
報
工
学
科
が
設
置
さ
れ

て
十
学
科
体
制
へ
の
改
組
が
行
わ
れ
た
。
電
子
工
学
科
は
電
気
工
学

科
か
ら
、
物
理
情
報
工
学
科
は
計
測
工
学
科
か
ら
の
変
更
で
、
情
報

工
学
科
は
大
学
院
の
計
算
機
科
学
専
攻
が
母
体
と
な
っ
た
。

　
学
科
改
組
は
必
然
的
に
四
年
後
に
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
組
織

も
改
編
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
〇
〇
年
四
月
に
は
既
存
の
十
一
専

攻
を
廃
止
し
て
、
基
礎
理
工
学
、
総
合
デ
ザ
イ
ン
工
学
、
開
放
環
境

科
学
の
三
専
攻
を
設
置
す
る
と
い
う
大
胆
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
科
改
組
に
と
も
な
い
予

算
に
特
別
枠
を
設
け
、
既
存
蔵
書
で
は
不
十
分
だ
っ
た
空
間
・
環
境

デ
ザ
イ
ン
工
学
や
生
命
理
工
学
関
連
の
洋
書
資
料
を
重
点
的
に
選
定

し
た
。
ま
た
、
通
常
予
算
で
も
両
分
野
の
和
書
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
留
意
し
て
選
書
を
実
施
し
た
。

創
想
館
の
開
設
と
体
制
変
更

　
学
部
・
研
究
科
の
改
組
に
あ
た
っ
て
は
、
新
棟
の
建
設
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
構
想
が
練
ら
れ
た
。
新
組
織
の
先
端
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
・
教
育
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
・
改
善
、
各
学

問
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
に
異
な
る
分
野
と
研
究
交
流
す
る
こ
と
で
新

た
な
領
域
を
創
生
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
検
討

は
九
三
年
か
ら
始
ま
り
、
九
六
年
三
月
の
評
議
員
会
で
建
設
計
画
案

が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
新
棟
は
、
二
十
一
世
紀
の
科
学
技
術
教
育
を
担
う
キ
ャ
ン
パ
ス
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
正
面
入
口
付
近
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

地
上
七
階
、
地
下
二
階
か
ら
成
る
延
床
面
積
約
二
万
二
千
㎡
の
大
規

模
な
建
物
と
な
っ
た
。
竣
工
は
〇
〇
年
一
月
二
六
日
で
、
工
事
に
は

約
二
年
を
要
し
た
。

　
完
成
し
た
新
棟
（
一
四
棟
）
は
「
創
造
（Creation

）
力
」
と
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「
想
像
（Im

agination

）
力
」
か
ら
創
想
館
と
名
付
け
ら
れ
た
（
正

式
な
命
名
は
〇
〇
年
八
月
）。
基
礎
部
分
に
は
世
界
初
の
セ
ミ
ア
ク

テ
ィ
ブ
免
振
装
置
を
設
置
し
て
安
全
性
を
高
め
つ
つ
、
周
囲
の
緑
豊

か
な
自
然
は
可
能
な
か
ぎ
り
保
全
し
、
研
究
・
学
習
や
交
歓
を
促
す

近
代
的
・
開
放
的
な
建
物
と
し
て
完
成
し
た
。
東
西
に
展
開
す
る
イ

ー
ス
ト
ウ
ィ
ン
グ
と
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ィ
ン
グ
の
中
央
部
に
は
一
階
か
ら

六
階
ま
で
の
楕
円
型
吹
き
抜
け
ド
ー
ム
が
あ
り
、
そ
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
空
間
に
は
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
井
幹
子
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重

ら
せ
ん
を
模
し
た
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
た
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
本
館
は
、
従
来
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

坂
道
を
上
る
と
最
初
に
見
え
て
く
る
建
物
だ
っ
た
が
、
創
想
館
は
そ

の
手
前
に
そ
び
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
ゲ
ー
ト
の
よ
う
な
位
置
づ
け

と
な
っ
た
。
こ
の
隣
り
合
わ
せ
の
立
地
か
ら
、
二
つ
の
棟
は
一
階
部

分
で
連
結
さ
れ
、
創
想
館
の
イ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ン
グ
の
一
階
と
地
下
一

階
フ
ロ
ア
の
一
部
、
計
八
一
七
㎡
（
二
四
八
坪
）
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
館

と
合
わ
せ
た
全
体
の
面
積
で
は
、
二
、四
九
八
㎡
か
ら
三
、三
一
五
㎡

と
な
り
一
・
三
倍
に
増
え
た
こ
と
に
な
る
。

　
〇
〇
年
三
月
三
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
創
想
館
一
階
フ
ロ
ア
は
仕

切
り
を
設
け
な
い
広
々
と
し
た
空
間
で
、
南
側
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓

か
ら
見
え
る
緑
と
明
る
い
陽
光
に
よ
る
開
放
的
な
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
閲

覧
席
が
ゆ
っ
た
り
と
配
置
さ
れ
た
。
北
側
に
は
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
、
検
索
端
末
は
本
館
に
八
台

だ
っ
た
も
の
が
十
二
台
増
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
館
内
で
は
設
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
地
下
に
設
置
さ
れ
、
多
人
数
学
習
の

場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
一
階
を
通
り
抜
け
る
と
改
装
さ
れ
た
従
来
の
入
口
を
通
っ

て
本
館
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
創
想
館
は
免
振
構
造

の
た
め
物
理
的
に
は
二
棟
を
連
結
で
き
ず
、
間
に
は
短
い
通
路
が
あ

る
。
こ
こ
に
は
か
ね
て
よ
り
本
館
入
口
に
あ
っ
た
「
松
下
記
念
図
書

館
」
の
プ
レ
ー
ト
が
竣
工
後
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

　
運
営
面
で
は
事
務
的
機
能
の
切
り
分
け
と
カ
ウ
ン
タ
ー
体
制
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
。
フ
ロ
ア
の
拡
張
に
合
わ
せ
て
利
用
者
用
の
入
口

が
創
想
館
側
に
移
動
し
、
入
退
館
ゲ
ー
ト
脇
に
新
た
に
閲
覧
カ
ウ
ン

タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
タ
ー
を
共
有
し
て
い
た
閲

覧
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
こ
れ
を
機
に
分
離
し
、
創
想

館
側
で
貸
出
・
返
却
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
本
館
側
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
形
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
関
連
業
務
を

扱
う
部
署
と
し
て
一
一
月
に
デ
ジ
タ
ル
環
境
担
当
が
新
設
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
二
十
世
紀
最
後
の
年
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

施
設
・
組
織
と
も
に
新
た
な
姿
と
な
っ
て
、
進
化
し
た
学
部
・
研
究

科
と
と
も
に
新
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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五
　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

時
代
を
先
取
り
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

　
一
九
九
〇
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
誕
生
経
緯
の
詳
細
は
前
節
「
一
（
一
）　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
誕
生
」
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の
稿
で
は
最
初
に
時
代
を
先

取
り
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
図
書
館
・
ス
タ
ジ
オ
・
計
算
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
合
体
し

た
情
報
施
設
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
初
代
所
長
の
高
橋
潤
二
郎
は
就

任
に
あ
た
っ
て
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。

　「
情
報
化
の
進
展
、
特
に
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
が
従
来
の
プ
リ

ン
ト
メ
デ
ィ
ア
中
心
の
図
書
館
を
根
底
か
ら
変
え
て
し
ま
う
、
と
い

っ
た
予
言
は
、
既
に
何
年
も
前
か
ら
専
門
家
の
間
で
は
一
種
の
常
識

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。」「
図
書
館
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
は
、
現
実

の
社
会
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
、
実
際
に
わ
れ
わ
れ
の
得
る
情

報
は
、
新
聞
雑
誌
、
書
籍
と
い
っ
た
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
映

画
、
テ
レ
ビ
、
レ
コ
ー
ド
、
Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た
非
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア

へ
と
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。」「
現
在
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

化
の
動
向
は
、
こ
う
し
た
（「
読
み
」「
書
き
」
と
い
っ
た
）
リ
テ
ラ

シ
ー
が
単
に
文
字
活
字
だ
け
で
な
く
、
他
の
映
像
や
音
像
と
い
っ
た

モ
ー
ド
、
テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
も
要
請
さ
れ
始
め

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。」

　
高
橋
は
、
来
る
べ
き
高
度
情
報
化
社
会
を
見
据
え
な
が
ら
、
そ
こ

に
必
要
な
図
書
館
や
情
報
環
境
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
文
字
活

字
の
よ
う
に
電
子
情
報
を
操
る
に
は
ど
の
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必

要
な
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
育
す
る
か
を
構
想
し
て
い

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
は
、
そ

れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歩
み
は
、
伝
統
的
な
図
書
館
と

し
て
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め

の
奮
闘
の
軌
跡
で
あ
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｓ
：
先
進
の
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

　
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
で
は
、
日
常
的
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
活
用
を
指
し
て
電
子
文
房
具
と
称
し
、
研
究
・
教
育
の
基
盤
と

位
置
づ
け
た
。
九
〇
年
の
開
設
当
初
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
Ｃ

Ｎ
Ｓ
（Cam

pus N
etw

ork System

）
と
名
付
け
ら
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｘ
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ベ
ー
ス
と
し
、
校
舎
間
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
張
り
巡
ら
せ
た
大
規
模
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
た
。
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
は
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
も
設
置
さ
れ
た
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
の
基
本
的
な
考
え
方
は
多
数
の
高
性

能
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
律
的
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
成
す
る
分
散
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ

Ｓ
を
構
成
す
る
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
実
に
四
五
〇
台
強
に
お
よ

び
、
十
数
台
のM

acintosh

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
備
え

て
い
た
。
学
生
た
ち
は
こ
の
環
境
で
、
電
子
メ
ー
ル
や
電
子
掲
示
板

と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
搭
載
さ
れ
た
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教
材
で
語
学
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
ー
ト
や
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材
の
開
発
な
ど
、
電
子
情
報
を
活

用
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
方
、
こ
の
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
の
職
員
数
は
限
ら
れ
て

お
り
、
開
設
当
初
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
後
の
Ｃ

Ｎ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
と
呼
ば
れ
る
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
活
躍
し

て
い
た
。
九
二
年
当
時
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
の
約
半
数
が
ラ
ッ
プ
ト
ッ

プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
現
在
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
よ
り
も
厚
み
や
重
量

も
あ
っ
た
が
膝
に
乗
せ
て
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
こ
う
呼
ば
れ
た
）

を
持
っ
て
お
り
、
電
話
回
線
を
経
由
し
て
自
宅
な
ど
か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｓ
に

接
続
で
き
た
が
、
深
夜
の
時
間
帯
で
も
混
雑
す
る
ほ
ど
好
評
の
た
め
、

当
初
の
十
六
回
線
か
ら
九
八
年
に
は
二
三
二
回
線
に
ま
で
拡
大
し
、

六
千
人
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
に
対
応
し
て
い
た
。
二
台
の
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
役
割
は
研
究
・
教
育
に
必
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、

全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
や
事
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
機
能
を
担

っ
て
い
た
が
、
九
四
年
に
は
全
学
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
用
の
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
日
吉
に
移
設
さ
れ
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
独
自
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
も
同
居
し
て
い
た
教
育
・
研
究
系
は
九

五
年
に
高
性
能
な
計
算
機
能
を
中
心
と
す
る
サ
ー
バ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

群
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。
計
算
セ
ン
タ
ー
機
能
と
し
て
の
湘
南
藤
沢

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ
や
そ
れ
を
構
成
す
る
各
種
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
運
用
や
管
理
を
担
当
し
て
い
た
が
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情

報
環
境
と
の
連
携
や
統
合
の
必
要
性
を
背
景
に
、
九
九
年
に
湘
南
藤

沢
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
湘
南
藤
沢
Ｉ

Ｔ
Ｃ
）
と
し
て
分
離
・
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

開
設
初
期
の
主
な
館
内
施
設
の
変
遷

　
開
設
当
初
の
施
設
の
状
況
は
前
節
「
一
（
一
）　
湘
南
藤
沢
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生
」
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
こ
で
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
館
内
施
設
の
変
遷
に
つ
い
て
記
す
。

　
開
設
当
初
、
二
階
に
あ
っ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
平

日
一
七
時
ま
で
資
料
の
貸
出
・
返
却
業
務
も
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
は
九
四
年
に
は
一
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
三
階
に
あ
っ
た
所
長
室
、
事
務
長
室
は
、
九
三
年
に
は
事
務
室

に
転
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
独
自
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
い

た
入
館
ゲ
ー
ト
は
、
九
五
年
四
月
に
学
生
証
が
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
図
書
利
用
券
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な

い
、
学
生
は
学
生
証
で
、
教
職
員
は
図
書
利
用
券
を
兼
ね
た
キ
ャ
ン

パ
ス
カ
ー
ド
で
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
キ

ャ
ン
パ
ス
全
体
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
と
の
位
置
づ
け

で
、
デ
ー
タ
の
登
録
、
更
新
、
学
生
証
の
発
行
な
ど
一
連
の
管
理
業

務
は
湘
南
藤
沢
事
務
室
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
三
階
に
は
、
就
職
資
料
室
と
し
て
Ｃ
Ｄ
Ｐ
（Career D

evelop-
m
ent Program

）
資
料
室
が
置
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
館
内

施
設
の
見
直
し
に
よ
り
二
階
に
移
さ
れ
た
。
九
九
年
に
は
三
階
の
グ

ル
ー
プ
学
習
室
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
Ａ
Ｖ
機
器
、
語
学
教
材
、
外
国
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語
新
聞
・
雑
誌
を
集
中
的
に
集
め
、
あ
た
か
も
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る

よ
う
に
外
国
語
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ｓ

（M
ultim

edia M
ultilingual Space

）
を
開
設
し
た
。
な
お
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
地
下
一
階
の
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い

た
ス
ク
リ
ー
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
は
経
年
劣
化
へ
の
対
応
と
し
て
更

新
が
行
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
九
八
年
に
は
当
時
の
文
部
省
の
助
成
を

得
て
多
面
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
遠

隔
講
義
が
可
能
な
ホ
ー
ル
へ
と
全
面
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。

進
化
す
る
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
電
子
文
房
具

　
一
階
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
Ａ
Ｖ
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
、
ビ
デ
オ
映
像
を

視
聴
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
製
、
編
集
で
き
る
機
器
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
急
増
す
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
九
四
年
時
点
で
個
人
利

用
の
ブ
ー
ス
と
し
て
四
〇
台
に
増
設
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
五
年

に
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
編
集
環
境
の
提
供
を
目
的
と
し
てM

acin-
tosh

二
台
が
設
置
さ
れ
、
Ｈ
ｉ
8
ビ
デ
オ
の
入
出
力
を
可
能
と
し

た
。
九
七
年
に
は
本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
編
集
に
対
応
す
る
た

め
に
ノ
ン
リ
ニ
ア
編
集
用
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
シ
リ
コ
ン

グ
ラ
フ
ッ
ク
ス
社Indigo2

が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
に
置
か
れ
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
や
課
題

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
ソ
ニ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
、
オ
ム
ロ
ン
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
九
五
年
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
実
績
の
あ
る
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
社

Indy

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
四
十
台
ほ
か
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
反
対
側
（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
一
階
北
側
）

に
は
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
置
か
れ
て
い
た
リ
サ
ー
チ
エ
リ
ア
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
一
角
に
九
六
年
、
二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
新
オ
ー

プ
ン
エ
リ
ア
が
新
設
さ
れ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社T

hinkPad850 

ラ
ッ
プ
ト

ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
六
十
二
台
が
導
入
さ
れ
て
学
生
の
利
用
に
供
さ

れ
た
（
そ
の
後
、
同
エ
リ
ア
は
他
の
目
的
に
転
用
さ
れ
た
）。

産
声
を
あ
げ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス

　
高
橋
が
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
求
め
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
は
、
設
備
と
し
て
は
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
や
Ｃ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
地
下
一
階
の
ス
タ
ジ
オ
群
と
し
て
結
実
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
走
り
な
が
ら
考
え
る
と
い
っ
た
感
が
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
一
角
に
あ
っ
た
貸
出
デ
ス
ク
で
九
二
年
か
ら
開

始
し
た
Ａ
Ｖ
機
器
貸
出
サ
ー
ビ
ス
は
、
授
業
の
課
題
や
各
種
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
ビ
デ
オ
を
制
作
す
る
学
生
も
多
く
頻
繁
に
利

用
さ
れ
て
い
た
。
当
初
の
機
材
は
8
ミ
リ
や
Ｓ
─Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
だ
っ
た
が
、
九
五
年
に
は
Ｈ
ｉ
8
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
十
台
追
加

し
て
合
計
二
十
八
台
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
デ
ジ

タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も
追
加
導
入
さ
れ
た
が
、
課
題
提
出
が
近
い
時

期
に
は
す
べ
て
貸
出
中
が
数
日
続
く
よ
う
な
盛
況
ぶ
り
で
、
〇
〇
年

に
は
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
十
台
追
加
し
て
い
る
。
な
お
こ
の

間
、
貸
出
用
と
し
て
一
四
一
万
画
素
の
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
も
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五
台
追
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
ビ
デ
オ
編
集
環
境
は
、
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
編
集
機
器
と
地
下
の

ス
タ
ジ
オ
に
隣
接
し
た
編
集
室
内
の
デ
ジ
タ
ル
編
集
機
器
と
の
二
段

構
え
に
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
は
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
で
シ
ナ
リ
オ
に
合

わ
せ
た
素
材
の
ア
ナ
ロ
グ
編
集
を
行
い
、
編
集
室
で
は
専
用
の
機
器

を
使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
編
集
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
編

集
室
に
は
ベ
ー
タ
カ
ム
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
ビ
デ
オ
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
、
ミ
キ
サ

ー
の
ほ
か
3
Ｄ
Ｃ
Ｇ
や
ビ
デ
オ
映
像
な
ど
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
優

れ
た
コ
モ
ド
ー
ル
社
の
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
は
ソ
ニ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
や

M
acintosh

と
も
接
続
さ
れ
て
い
て
、
後
に
は
シ
リ
コ
ン
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
社Indy

の
上
位
機
種
で
あ
るIndigo2

も
三
台
導
入
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
用
し
た
本
格
的
な
ノ
ン
リ
ニ
ア
編
集
の
環
境
を

整
え
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
や
機
器
の
使
用
に
は
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す

る
た
め
、
学
生
向
け
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
人
的
な
支
援

体
制
の
強
化
と
し
て
九
二
年
に
は
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
Ａ
Ｖ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
Ａ
Ｖ
機

器
の
運
用
管
理
に
業
務
委
託
を
導
入
し
、
九
四
年
時
点
で
は
兼
任
を

含
め
た
専
任
職
員
二
名
、
委
託
職
員
二
名
、
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

九
名
の
体
制
を
整
え
た
。
同
じ
年
、
Ａ
Ｖ
ガ
イ
ド
も
創
刊
さ
れ
て
利

用
促
進
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
九
七
年
か
ら
は
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
利
用
者
向
け
講
習
会
も
ス
タ
ー
ト
し
、
学
生
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ

ス
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
戦
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。

教
室
Ａ
Ｖ
機
器
管
理
と
教
材
開
発

　
開
設
当
初
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
大
き
な
事
務
組

織
は
持
た
ず
、
総
務
担
当
と
学
事
担
当
、
そ
し
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
ス
タ
ー
ト
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
は
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
案
件
は
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
流

れ
が
自
然
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
を
駆
使
し
た
教
育
が
展
開
さ
れ
た
た
め
、
教
室
の
運
用
を
担
当

す
る
学
事
担
当
と
授
業
用
の
Ａ
Ｖ
機
器
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
湘
南
藤
沢

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
一
体
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
九
五

年
ご
ろ
か
ら
各
教
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
や
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
な
ど
を
長
期
休
業
期
間
中
に
点
検
す
る
作
業
を
開
始
し
た
ほ

か
、
学
期
期
間
中
は
Ａ
Ｖ
機
器
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
・
利
用
指
導
に

対
応
し
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
環
境
の
改
善
な
ど
教
室
全
般
の
Ａ
Ｖ
機
能
の
改
善
も
行
っ
た
。

九
七
年
か
ら
は
各
教
室
に
ど
の
よ
う
な
Ａ
Ｖ
機
器
が
あ
る
か
を
Ｗ
ｅ

ｂ
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス

と
の
定
期
的
な
遠
隔
授
業
を
湘
南
藤
沢
Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
連
携
し
て
支
援
し
、

ス
ポ
ッ
ト
で
依
頼
の
あ
る
遠
隔
会
議
や
授
業
の
技
術
的
な
支
援
も
行

っ
た
。
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
〇
〇
年
に
は
遠
隔
会
議
シ
ス
テ

ム
機
器PolyCom

の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
小
規
模
な
会
議
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や
授
業
の
遠
隔
開
催
の
促
進
に
協
力
し
た
。

　
ま
た
Ｃ
Ｎ
Ｓ
環
境
を
活
用
し
た
教
材
開
発
は
、
当
初
、
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
上
で
文
書
処
理
シ
ス
テ
ムLatex

を
用
い
た
教
材
作

成
やM

acintosh

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
機
能
を
用
い
た
資
料
作
成

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た
が
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
当
面
の
取
組
み
と
し
て
九
一
年
か
ら
教
員
を
対
象
と
し
た
教
材
印

刷
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
春
学
期
に
は
七
十
二
件
、
総
枚
数

で
約
七
万
枚
の
印
刷
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
飛
躍
的
な
申
込
み
の
伸

び
に
対
応
す
る
た
め
に
印
刷
業
務
の
外
部
委
託
も
導
入
し
た
。
こ
の

傍
ら
で
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
サ
ー
ビ
ス
環
境
構
築
や
語
学
教
育
コ
ー

ス
ウ
ェ
ア
の
開
発
環
境
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｖ
機
器
を
活

用
し
た
教
材
作
成
も
語
学
担
当
教
員
に
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
デ
オ
の

作
成
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
教
員
の
方
が
使
い
方
を
熟
知
し
て
し
ま

い
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
後
追
い
す
る
と
い
う
よ

う
な
状
況
も
あ
り
、
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
対
応

　
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
電
子
文
房
具
の
環
境
で
は
、
研
究
・
教
育
に
必
要
な
情

報
資
源
も
電
子
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
た

め
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
開
設
当
初
か
ら
積
極
的
に
電

子
情
報
資
源
を
導
入
し
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
の
電
子
情
報
資
源
は
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
中
心
で
あ
り
、
当
時
の
情
報
技
術
を
背
景
と
し
て
何

種
類
か
の
提
供
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
た
。
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や

Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
検
索
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
る

も
の
、
専
用
の
回
線
と
端
末
で
ア
ク
セ
ス
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
Ｃ

Ｎ
Ｓ
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
デ
ー
タ
を
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
群
は
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
操
作
も
異
な
る
た
め
、
使
い
こ
な
す
に
は
一
定
の
技
量
と
そ
の

た
め
の
利
用
指
導
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
金
融
や
企
業
デ
ー
タ
を

統
計
処
理
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

た
め
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
だ
け
で
は
対
応
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
九
三
年
に
は
学
生
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
創
設
し
、
職
員
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
へ
、
そ
し
て
一
般
の
学
生
へ
と
い
っ
た
利
用
教
育
の
連
鎖
が
期

待
さ
れ
て
い
た
。

　
初
期
に
導
入
し
て
い
た
の
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
提
供
さ
れ

た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
日
本
貿
易
統
計
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
、
Ｃ

Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
国
内
十
種
、
海
外
七
種
、
そ
れ
に
専
用
端
末
で
利
用

す
る
大
和
総
研
デ
ー
タ
バ
ン
ク
や
日
経
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
コ
ン
、
証

券
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
参
照
で
き
る
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
端
末
な
ど
と

な
っ
て
い
た
。
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
九
五
年
に
は
国
内
二
十
七
種
、
海

外
二
十
六
種
に
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
い
く
つ
か

の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
は
複
数
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
が
始
ま
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
オ
ー
ト

チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
付
き
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
サ
ー
バ
も
登
場
、
自
然
科
学

系
の
論
文
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
スCurrent Contents

や
日
本
経
済
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新
聞
、
日
本
統
計
年
鑑
、
科
学
技
術
文
献
速
報
な
ど
を
十
一
台
の
パ

ソ
コ
ン
で
運
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ロ
ー
ド
す
る
も
の
は
九
六
年
に
専
用
端
末

で
利
用
し
て
い
た
大
和
総
研
デ
ー
タ
バ
ン
ク
や
新
た
に
日
経
Ｎ
Ｅ
Ｅ

Ｄ
Ｓ
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
前
後
し
て
九
五
年
に
は
、
Ｃ
Ｎ

Ｓ
経
由
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
標
準
端
末
プ
ロ
ト
コ
ルtelnet

を

使
用
し
た
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
やFirstSearch

、
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
と
い
っ

た
商
用
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
も
始
ま
り
、

そ
の
後
、
日
経
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
コ
ン
21
、
日
経
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
、

B
ritanica O

nline

、
企
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
のFisO

nline

や

有
報
革
命
な
ど
に
広
が
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
はEnjoy 

JO
IS

や
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
な
ど
の
Ｗ
ｅ
ｂ
版
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
導

入
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
の
潮
流
は
Ｃ
Ｎ
Ｓ
上
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
越
し
に
使
え
る
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
と
急
速
に
移
行
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
導
入
も
始
ま
り
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｌ
や

ProQ
uestD

irect

な
ど
九
九
年
度
末
で
約
三
千
七
百
タ
イ
ト
ル
が

利
用
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
年
に
は
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
学
位
論
文
検
索
シ

ス
テ
ム
を
Ｗ
ｅ
ｂ
版
と
し
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
学
生

の
共
同
で
開
発
・
公
開
し
て
い
る
。
搭
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
修
士
論

文
の
要
旨
の
み
で
は
あ
る
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
発
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
、

こ
の
後
の
発
展
を
感
じ
さ
せ
る
取
組
み
で
あ
っ
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
誕
生
と
進
化

　
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（W

orld W
ide W

eb

）
は
一
九
九
〇
年
に
ス
イ
ス
の
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
（
欧
州
原
子
核
研
究
機
構
）
で
世
界
最
初
に
実
装
さ
れ
た
が
、

湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
早
く
も
そ
の
三
年
後
に
は
独
自
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
る
。
当
初
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

広
報
手
段
と
し
て
数
回
の
改
善
を
経
な
が
ら
利
用
案
内
を
掲
載
し
た
。

九
七
年
時
点
で
は
利
用
案
内
の
ほ
か
、
電
子
ニ
ュ
ー
ス
で
配
信
し
て

い
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
、
地
下
ス
タ
ジ
オ
の
予
約
状
況
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ガ
イ
ド
、
フ
ロ
ア
ガ
イ
ド
、
新
着
資
料
を
掲
載
し
て

い
る
。
こ
の
こ
ろ
は
部
分
的
な
情
報
で
あ
っ
て
も
積
極
的
に
提
供
し

て
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
の
方
針
で
次
々
に
掲
載
情
報
を
追
加
し
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
サ
イ
ト
の
構
成
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
り
、

情
報
の
更
新
が
難
し
く
な
っ
た
り
し
た
た
め
、
同
じ
年
に
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て
い
る
。
九
九
年
に
は
購
入
希
望
、
文
献
複
写
、

図
書
取
寄
せ
に
か
か
わ
る
依
頼
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
リ
ク
エ
ス
ト

フ
ォ
ー
ム
が
開
発
さ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
リ
ン
ク
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
た
。
〇
〇
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
操
作
性
を
改
善

す
る
だ
け
で
な
く
、
単
な
る
広
報
手
段
で
は
な
い
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
方
針
を
改
め
て
い
る
。
そ
れ
に

は
Ｗ
ｅ
ｂ
化
さ
れ
た
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
飛

躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
の
後
も
、
紹
介
状
の
リ

ク
エ
ス
ト
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
、
シ
ラ
バ
ス
掲
載
図
書
、
指
定
図

書
、
新
着
図
書
リ
ス
ト
の
提
供
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
介
し
た
オ
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ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
の
模
索
を
続
け
た
。

課
題
の
多
い
な
か
走
り
出
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
前
準
備
に
職
員
に
与
え
ら

れ
た
時
間
は
約
一
年
で
、
さ
ら
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
は
建
設
途

中
に
あ
り
満
足
な
準
備
が
で
き
な
い
中
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
っ

た
。
加
え
て
職
員
の
人
数
も
少
な
い
な
か
で
、
シ
ス
テ
ム
開
発
や
ス

タ
ジ
オ
の
運
用
管
理
、
教
材
開
発
な
ど
新
し
い
業
務
に
も
並
行
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
務
室
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ

る
二
つ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
業
務

を
難
し
く
し
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
は
対
応
に
つ
い
て
不
満
の
声
も

挙
が
っ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
新
入
生
全
員
に
向
け
た
全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
中
に
時
間
を
も
ら
っ
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
た
。
開
設
初
年
度
は
単
発
的
に
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ

Ｍ
の
説
明
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
た
が
、
九
一
年
か
ら
は
春
学
期
始
め

の
一
週
間
ほ
ど
の
間
に
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
ツ
ア
ー
や

当
時
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
翌
年
か
ら
は
資
料
の
探
し
方
セ
ミ
ナ
ー
も
始
ま
っ

て
い
る
。
九
四
年
に
は
『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
ツ
ー
ル
と
す
る
ほ
か
、
九
五
年
に
は
ビ
デ
オ
に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
操
作
の
手

引
き
を
制
作
し
て
各
種
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
し
た
。
湘
南

藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹
介
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
ス
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
春
と
秋
に
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
六
年
の
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
・
ツ
ア
ー
は
、
四
月
と
九
月
計
十
二
回
開
催
さ
れ
、
二
百
名

が
参
加
す
る
ほ
ど
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ィ
ー

ク
ス
は
、
九
七
年
の
秋
学
期
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
学
生
た
ち
が
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
毎
週
水
曜
日
に
定
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
やFirstSearch

、
Ｄ
Ｉ
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｇ
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。W

eb of Science

やPolicy-
File

な
ど
一
部
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
は
九
九
年
ご
ろ
か
ら
外

部
か
ら
講
師
を
招
く
形
で
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
者

教
育
の
一
環
と
し
て
授
業
科
目
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
概
論
─
社
会
科
学

の
統
計
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
解
析
─
」
の
開
設
を
企
画
、
九
七
年
の
秋

学
期
か
ら
開
講
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会
科
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
環
境
整
備
の
進
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
一
方
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
な
い
資
料
を
補
完
す
る

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
九
七
年
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｌ
担
当
を
設
置
し
て
学
生
向

け
の
資
料
取
寄
せ
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
図
書
の
学
内
現
物
貸
借
や
学
内
複
写
取
寄
せ

を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
地
域
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
設
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
て
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
も
九
一
年
九
月
か
ら
藤
沢
市
民
図
書
館
と
の
相
互
協
力
を
開
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始
し
た
。
専
用
の
検
索
端
末
を
相
互
の
館
内
に
設
置
し
、
連
絡
便
の

車
両
で
図
書
館
間
貸
出
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
湘
南
藤

沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
資
料
の
現
物
貸
出
や
藤
沢
市
民
の
来
館
利
用

の
一
方
で
、
教
養
科
目
を
履
修
す
る
学
部
一
・
二
年
生
を
抱
え
る
Ｓ

Ｆ
Ｃ
と
し
て
は
、
藤
沢
市
民
図
書
館
資
料
の
一
定
の
利
用
も
想
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
協
力
体
制
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
二
十
四
時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
と
称
し
て
一

定
の
条
件
の
元
で
学
生
の
夜
間
の
キ
ャ
ン
パ
ス
残
留
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
開
設
当
初
は
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
な
い
と
課
題
や

レ
ポ
ー
ト
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
へ
の
対
策
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
あ
る
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
に
は
二

十
四
時
間
開
館
の
要
望
も
出
て
い
た
よ
う
だ
が
、
防
犯
上
の
問
題
や

学
生
の
安
全
確
保
の
面
で
実
現
は
難
し
か
っ
た
。
ま
た
、
普
通
の
図

書
館
の
よ
う
な
静
寂
を
期
待
す
る
の
は
難
し
く
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー

は
残
念
な
が
ら
良
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
九
八
年
に
騒
音
対
策
と
し
て
静
か
エ
リ
ア
の
設
置
、
館
内

サ
イ
ン
の
強
化
が
行
わ
れ
、
携
帯
電
話
の
音
の
出
る
利
用
も
禁
止
と

な
っ
た
。

プ
リ
ン
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
時
の
蔵
書
は
、
三
田
情
報
セ

ン
タ
ー
（
当
時
）
の
課
長
級
職
員
に
よ
る
選
書
と
三
田
か
ら
の
移
管

資
料
約
六
万
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
年
鑑
、
白
書
、
統
計
な
ど
が

継
続
購
入
さ
れ
て
い
な
い
、
和
洋
雑
誌
は
八
九
年
以
降
の
も
の
し
か

な
い
な
ど
、
初
年
度
か
ら
こ
れ
ら
を
整
備
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

選
書
は
主
に
カ
タ
ロ
グ
で
行
わ
れ
、
五
万
円
以
上
は
選
定
会
議
で
、

三
十
万
円
以
上
は
教
員
を
含
め
た
図
書
委
員
会
で
購
入
の
可
否
を
検

討
し
た
。
指
定
図
書
や
教
科
書
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
所
属
教
員
の
著
作
に
つ
い

て
は
網
羅
的
に
収
集
す
る
こ
と
と
し
、
九
二
年
か
ら
は
基
礎
資
料
に

加
え
て
、
専
門
教
育
や
研
究
会
な
ど
で
使
用
す
る
各
種
専
門
資
料
の

充
実
を
推
進
し
た
。
九
三
年
に
は
翌
年
開
設
の
予
定
さ
れ
て
い
る
大

学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
向
け
の
選
書
・
収
集
を
開
始
し
て
い

る
。
ま
た
雑
誌
の
受
入
・
配
架
・
製
本
、
図
書
の
書
誌
デ
ー
タ
入

力
・
分
類
・
配
架
は
外
部
へ
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
設
時
に

登
録
し
た
書
誌
デ
ー
タ
に
は
整
備
を
要
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、

余
力
が
な
い
た
め
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
の
資
料

と
分
け
て
管
理
さ
れ
て
い
た
三
田
か
ら
の
移
管
資
料
の
書
架
管
理
を

一
本
化
す
る
た
め
に
、
九
一
年
度
中
に
請
求
記
号
の
一
本
化
作
業
を

行
っ
た
。
初
め
て
の
雑
誌
の
蔵
書
点
検
は
九
五
年
に
実
施
さ
れ
、
デ

ー
タ
の
整
備
も
行
わ
れ
た
。
翌
年
、
欠
本
に
よ
る
除
籍
の
基
準
を
明

確
に
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の
蔵
書
点
検
の
結
果
に
も
と
づ
い
て

図
書
の
除
籍
を
行
っ
て
い
る
。

　
開
設
後
六
年
が
経
過
し
た
九
六
年
の
夏
、
蔵
書
の
内
容
と
そ
の
利

用
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蔵
書
構
成
を
見
直
す
と
と
も

に
そ
の
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
利
用
実

態
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
蔵
書
の
和
洋
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構
成
は
洋
書
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
さ
れ
る
の
は
圧
倒
的
に

和
書
が
多
い
こ
と
、
比
較
的
出
版
年
の
新
し
い
資
料
が
多
く
、
貸
出

も
新
し
い
資
料
が
良
く
借
り
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
社
会
科
学
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
係
は
蔵
書
も
貸
出
も
多
く
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
総
合
政
策
、
環
境

情
報
両
学
部
の
分
野
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
学
習
図
書
館
と
し
て
効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
和
書
の
重
点
的
選
書
、
選
書
基
準

と
し
て
主
題
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。

　
こ
の
間
、
Ａ
Ｖ
な
ど
の
非
図
書
資
料
や
朝
鮮
語
資
料
の
遡
及
入
力
、

雑
誌
配
列
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
へ
の
変
更
（
九
四
年
）、
請
求
記
号

決
め
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
（
九
五
年
）、
二
階
指
定
図
書
書
架

で
授
業
シ
ラ
バ
ス
の
提
供
、
故
森
川
栄
太
郎
環
境
情
報
学
部
教
授
か

ら
の
寄
贈
を
中
心
と
し
た
映
像
資
料
の
森
川
記
念
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

運
用
開
始
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
分
類
詳
細
化
が
行
わ
れ
た
日
本

十
進
分
類
法
第
九
版
の
採
用
、
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
論
文

の
受
入
・
整
理
・
閲
覧
提
供
（
九
六
年
）、
同
研
究
科
修
士
論
文
の

一
部
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
（
九
七
年
）
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
九
七
年
は
世
界
的
な
学
術
雑
誌
購
読
料
高
騰
問
題
に
直
面

し
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
一
九
〇
タ
イ
ト
ル
の
購
読

継
続
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
九
九
年
こ
ろ
か
ら
図

書
の
年
間
収
集
冊
数
の
大
幅
な
増
加
を
背
景
に
書
架
ス
ペ
ー
ス
の
狭

隘
化
も
問
題
と
な
り
、
大
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（『
四
庫
全
書
』
約
二

千
二
百
冊
）
を
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
移
動
す
る
な

ど
一
時
的
な
対
策
を
行
っ
た
。
〇
〇
年
に
は
、
和
書
は
六
九
年
以
前
、

洋
書
は
七
九
年
以
前
の
図
書
、
計
約
三
万
冊
、
和
雑
誌
は
刊
行
・
購

入
中
止
・
七
九
年
以
前
（
但
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
文
学
関
係
は
九
六

年
以
前
）、
洋
雑
誌
は
刊
行
・
購
入
中
止
・
八
九
年
以
前
、
計
約
一

万
冊
を
白
楽
へ
移
し
、
当
面
の
資
料
増
加
分
の
書
架
を
確
保
し
た
。
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第
三
章

二
十
一
世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

（
二
〇
〇
一
～
二
〇
一
九
）

第
一
節
　
概
　
況

一
　
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

共
通
化
へ
の
布
石

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
図
書
館
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

大
き
く
変
化
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
時
流
に
乗
っ
て
き
た
。
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
例
に
漏
れ
ず
、
勢
い
の
要
と
な
っ
た
の
は
、
一

九
九
九
年
一
月
、
当
時
の
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅱ
）
の
正
式
稼
働
で
あ
っ
た
。
蔵
書
検
索
は
新
機
能
を
備
え
た
Ｗ
ｅ

ｂ
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
全
面
的
に
移
行
し
、
閲
覧
シ
ス
テ
ム
も
刷
新
さ
れ

た
。
数
百
台
あ
っ
た
各
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
内
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
対
応
し
た
機
種
へ
と
入
れ
替
え
ら
れ
、
図
書
館
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
敷
設
・
環
境
整
備
が
行
わ
れ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
を
軸
と
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
に
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
身
分
に
よ
っ
て
異
な
る
貸
出
規
則
や
延
滞

金
制
度
な
ど
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
独
立
し
て
い
た
運
用
に
つ
い
て
も

共
通
化
の
流
れ
に
転
じ
て
い
っ
た
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
が
あ
れ
ば
、
研
究
室
や
自
宅
か
ら
も
蔵

書
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
旧
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
課
題
と
な
っ

て
い
た
検
索
レ
ス
ポ
ン
ス
が
格
段
に
改
善
さ
れ
、
利
用
者
か
ら
の
希

望
が
多
か
っ
た
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
蔵
資
料
検
索
と
絞
り
込
み
表
示

機
能
、
検
索
結
果
の
電
子
メ
ー
ル
送
付
・
印
刷
機
能
な
ど
が
追
加
さ

れ
た
。
九
七
年
以
降
、
そ
れ
ま
で
教
職
員
や
大
学
院
生
に
対
象
が
限

定
さ
れ
て
い
た
学
内
・
学
外
か
ら
の
相
互
貸
借
・
複
写
サ
ー
ビ
ス

（
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
が
学
部
生
へ
も
広
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
早
稲
田
大
学
か

ら
の
複
写
料
金
の
値
下
げ
な
ど
も
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
利
用
件
数
は
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
九
九
年
三
月
に
開
設
さ
れ
た
保
存
書

庫
、
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の
資
料
取
寄
せ
や
、

付
随
す
る
学
内
で
の
運
用
整
備
に
も
起
因
し
て
い
る
。
そ
し
て
Ｗ
ｅ

ｂ
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
公
開
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
利
用
は
一
層
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
所
蔵
情
報
が
広
く
公
開
さ
れ
、
簡
単
に
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
さ
れ
る
リ
ソ
ー
ス
や
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
利
用
者
か
ら
の
理
解
・
関
心
も
必
然
的
に
高
く
な
っ
て

い
っ
た
。
研
究
室
や
自
宅
、
出
張
先
な
ど
、
図
書
館
外
か
ら
も
文
献
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の
所
蔵
調
査
や
事
項
調
査
と
い
っ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
電
子
メ
ー
ル
で

質
問
を
受
け
付
け
る
「
Ｅ
メ
ー
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
が
こ
の
時
期
に

各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
試
行
的
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
所

属
キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
任
教
員
等
に
サ
ー
ビ
ス
対
象
が
限
ら
れ
て
い
た

が
、
次
第
に
大
学
院
生
や
学
部
生
へ
も
開
か
れ
て
い
っ
た
。

「
ど
こ
で
も
返
却
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
軸
に
展
開
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
、

「
ど
こ
で
も
返
却
」
は
運
用
開
始
か
ら
二
〇
年
経
っ
た
現
在
で
も
続

く
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
貸
出
が
学
内
取
寄
せ
に
よ
る
も
の
か

直
接
来
館
の
も
の
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
返
却

を
可
能
と
す
る
も
の
で
、
延
滞
防
止
の
効
果
も
期
待
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ
の
移
行
間
際
の
九
八
年
一
二
月
か
ら
そ
の
年
度
の
卒

業
生
を
対
象
に
試
行
運
用
さ
れ
た
後
、
〇
〇
年
四
月
か
ら
正
式
に
始

ま
る
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
一
層
盛
ん
に
し
た
。
ま
た
、

所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら
の
取
寄
せ
は
、
在
架
状
態
の
図
書
に
限
ら

れ
て
い
た
が
、
貸
出
中
・
新
着
展
示
中
・
移
動
中
状
態
で
も
申
込
み

可
と
す
る
運
用
へ
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　
学
内
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
が
一
般
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
取
寄
せ
依
頼
の

申
込
み
も
よ
り
便
利
な
方
法
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
〇

年
末
ご
ろ
よ
り
、
一
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
従
来
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
申

込
み
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
受
付
を
開
始
し
た
。

翌
〇
一
年
に
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
を
始

め
る
と
、
図
書
取
寄
せ
依
頼
数
の
増
加
は
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
倍

近
く
に
な
る
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
で
の

申
込
み
受
付
は
そ
の
後
、
購
入
希
望
申
請
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
に

も
採
用
さ
れ
進
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
進
展
：
委
員
会
発
足
と
早
慶
協
定

　
電
子
メ
ー
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
展

開
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
提
供
さ
れ
始
め
た
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
導
入
は
、
蔵
書
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
、
学
内
に
お
け
る
分
担

収
集
、
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
向
け
た
取
組
み
を
後
押
し
し
た
。

　
九
〇
年
代
以
降
、
洋
雑
誌
価
格
が
毎
年
数
％
の
値
上
げ
と
い
う
高

騰
の
一
途
を
た
ど
り
、
限
ら
れ
た
図
書
予
算
で
は
購
読
維
持
が
不
可

能
に
な
る
“
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
”
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

も
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
自
然
科
学
・
医
学
系
の
図
書

館
で
あ
る
理
工
学
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
ま
っ
さ
き
に
こ
の

煽
り
を
受
け
た
。
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
〇
〇
年
六
月
に
効
率
的

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
内
分
担
収
集
を
目
指
す
「
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
委
員
会
」（
以
下
、
委
員
会
）
が
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
長
を
主
査
と
し
て
発
足
し
た
。
第
一
期
委
員
会
で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
間
で
重
複
す
る
洋
雑
誌
三
、二
五
三
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
調
査

整
理
し
、
継
続
購
読
対
象
と
な
る
八
二
七
タ
イ
ト
ル
と
一
、八
五
五
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件
の
所
蔵
に
つ
い
て
所
蔵
範
囲
や
電
子
購
読
の
有
無
が
一
覧
可
能
な

リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
た
。
最
終
的
に
雑
誌
の
購
読
は
学
内
一
タ
イ
ト

ル
一
契
約
と
し
て
所
蔵
を
一
本
化
す
る
目
標
を
掲
げ
、
購
入
を
中
止

す
る
と
し
た
タ
イ
ト
ル
も
、
代
わ
り
に
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
閲
覧
可
能

な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
の
購
読
が
検
討
さ
れ
た
。
〇
一
年
三
月
か
ら

の
第
二
期
委
員
会
で
は
、
重
複
雑
誌
の
継
続
購
読
と
保
存
に
責
任
を

持
つ
「
保
存
責
任
館
」
を
指
定
し
た
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
を
反

映
さ
せ
た
大
ま
か
な
主
題
設
定
が
な
さ
れ
、
保
存
責
任
館
と
し
て
担

当
雑
誌
の
割
当
て
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
横
ば
い
が
続
く

図
書
予
算
に
加
え
、
書
庫
狭
隘
化
の
問
題
も
あ
り
、
学
内
キ
ャ
ン
パ

ス
間
で
の
分
担
収
集
だ
け
で
は
必
要
な
資
料
の
提
供
は
ま
ま
な
ら
ず
、

他
大
学
・
他
機
関
図
書
館
と
の
連
携
、
す
な
わ
ち
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
大
学
図
書
館
同
士
の
リ
ソ
ー
ス
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
向
け
た
取
組
み

に
お
い
て
、
慶
應
と
早
稲
田
大
学
と
の
連
携
・
相
互
利
用
は
、
八
五

年
に
締
結
し
た
協
定
「
早
稲
田
大
学
お
よ
び
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書

館
相
互
利
用
に
つ
い
て
」
以
降
、
強
力
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
当
初

は
教
職
員
を
対
象
と
し
、
相
互
の
図
書
館
へ
の
入
館
お
よ
び
資
料
の

閲
覧
・
貸
出
が
受
け
ら
れ
る
閲
覧
証
の
交
付
、
相
互
貸
借
と
し
て
所

属
図
書
館
へ
の
資
料
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
学

生
も
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
直
接
の
来

館
に
は
紹
介
状
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
〇
一
年
の
協
定
改
訂
に

よ
り
、
学
生
も
紹
介
状
の
発
行
が
不
要
と
な
り
、
学
生
証
で
相
互
の

図
書
館
に
入
館
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
〇
四
年
に
は
三
田
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
と
協
定
を
交
わ
し
、
お
互
い

の
所
属
者
が
、
紹
介
状
な
し
に
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
慶
應
で
は
、
国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）
が
提
供
す
る
Ｉ
Ｌ

Ｌ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
へ
は
、
既
に
サ
ー
ビ

ス
開
始
時
の
九
二
年
か
ら
九
六
年
の
間
に
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

加
入
し
て
お
り
、
国
内
他
大
学
図
書
館
や
英
国
図
書
館
（B

ritish 
Library

）
と
も
文
献
貸
借
・
複
写
の
依
頼
お
よ
び
受
付
を
開
始
し

て
い
る
。
そ
の
後
九
九
年
に
は
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
Ｏ
Ｃ

Ｌ
Ｃ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
加
盟
し
、
米
国
を
中
心
と
し
た
海
外
の
大
学
図
書

館
と
の
相
互
利
用
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

従
来
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
電
子
的
な
情
報
の
提
供
ま
で
を
視
野

に
入
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
に

も
関
心
が
広
が
っ
た
。
九
九
年
に
Ｄ
Ｄ
Ｓ
導
入
を
検
討
す
る
小
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
〇
一
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｉ
に
よ
る
日

米
Ｄ
Ｄ
Ｓ
試
行
実
験
に
も
参
加
し
た
。
た
だ
し
、
日
本
の
著
作
権
法

に
よ
る
制
限
や
、
日
米
間
で
の
需
要
と
供
給
が
釣
り
合
わ
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
進
展
は
思
わ
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
〇
二
年
の
夏
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
採
用
し
たiLisw

ave
を
ベ
ー
ス
と
し
た
慶
應
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
フ
ロ
ー
に
合
わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
〇
三
年
か
ら
運
用
し
始
め
た
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付
け
た
デ
ー
タ
が
流
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
申
込
み
か
ら
提
供
ま
で
に
要
す
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
っ
た
。
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図
書
館
の
将
来
像
と
使
命
、
中
期
計
画
の
策
定

　
九
九
年
に
公
開
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
そ
の
後
約
五
年

間
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
目
録
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
や

検
索
機
能
の
不
備
が
目
立
ち
、
利
用
者
か
ら
は
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
〇
五
年
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
改
善
・
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
、
改
善
点
を
集
約
し
て
優
先
順
位
を
決
定
し
、

改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

が
増
え
た
た
め
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
携
帯
版
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
の
開
発
も
進
め
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
〇
五
年
一
月
に
公
開
さ
れ

た
。
翌
〇
六
年
三
月
に
新
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
公
開
し
た
が
、
要
望
の
多
か

っ
た
予
約
機
能
や
、
次
世
代
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
利
用
者
の
コ
メ

ン
ト
機
能
や
書
評
リ
ン
ク
と
い
っ
た
機
能
の
搭
載
に
は
至
ら
ず
、
次

期
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
課
題
と
し
て
持
ち
越
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
〇
一
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た
「
慶
應
義
塾
21
世
紀
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
で
は
、
慶
應
義
塾
の
使
命
は
「
感
動
の
湧
き
出
る
教
育
を
実

践
し
、
新
し
い
知
的
価
値
の
創
造
と
蓄
積
に
精
励
し
、
新
た
な
実
業

の
世
界
を
切
り
拓
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
21
世
紀
社
会
を
先
導
す
る
こ

と
に
あ
る
」
と
掲
げ
ら
れ
た
。
教
育
先
導
、
学
術
先
導
、
新
実
業
先

導
、
知
識
・
ス
キ
ル
先
導
、
知
的
社
会
基
盤
先
導
、
キ
ャ
ン
パ
ス
環

境
先
導
の
六
つ
の
先
導
項
目
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
も
、
〇
五
年
よ
り
近
未
来
の
図
書
館
の
使
命
と
将
来
像
を
テ
ー

マ
と
し
た
議
論
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、
慶
應
義
塾
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
先
導
項
目
の
中
で
も
、
教
育
先
導
、
学
術
先
導
に
特
化
し
、
教

育
・
研
究
・
医
療
の
支
援
を
使
命
と
し
て
次
の
四
つ
を
将
来
像
と
し

て
提
示
し
た
。

一
．
電
子
媒
体
や
印
刷
媒
体
の
多
様
な
学
術
情
報
資
源
の
検
索

手
段
が
整
い
、
求
め
る
資
料
や
情
報
が
正
確
か
つ
迅
速
に

入
手
で
き
る
。

二
．
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
窓
口
か
ら
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
．
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
体
制
が
整
い
、
資
料
の

入
手
や
調
査
の
依
頼
に
最
適
の
応
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

四
．
授
業
や
Ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
、
様
々
な
水
準
の
情
報
リ
テ
ラ
シ

ー
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
活
動
の
進
め

方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
将
来
像
に
準
え
、
〇
六
年
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
中
期

計
画
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
」
が
策
定
さ
れ
た
。
中
期
計
画
で
は

「
環
境
変
化
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
」
が
重
要
課
題

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
行
動
計
画
で
は
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
の
担
当
者
間
共
有
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら

契
約
電
子
リ
ソ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
）
提
供
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
、
な
ど
が
具
体
的

手
段
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
進
化
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
が

慶
應
義
塾
の
共
通
認
証
シ
ス
テ
ム
（keio.jp

）
を
〇
五
年
に
導
入

す
る
と
、
前
述
の
行
動
計
画
に
沿
い
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
翌

〇
六
年
一
一
月
にkeio.jp

を
採
用
し
た
電
子
リ
ソ
ー
ス
へ
の
リ
モ

ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
当
初
は
、
契
約
上
リ
モ
ー

ト
ア
ク
セ
ス
の
許
諾
が
得
ら
れ
た
も
の
で
、
か
つ
全
キ
ャ
ン
パ
ス
契

約
の
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
〇
年
に
は
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
独
自
に
契
約
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
シ
ス
テ
ム
的
に
リ
モ
ー
ト

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
そ
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
な
ど
が
増
え
る
に
つ
れ
、
利
用
者
に
向
け
て
ど
う
効
率
的
に

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
す
る
か
、
当
時
は
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と
も
呼
ば

れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
持
つ
役
割
が
、
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た
。

慶
應
で
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
運
用
・
開
発
を
行
っ
て
い
た
。
掲
載
が

必
要
な
利
用
案
内
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
情
報
量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
更
新
も
頻
繁
な
た
め
、
管
理
が
煩
雑
化
し
て
い
た
。
携
わ
る
担

当
者
も
構
成
デ
ザ
イ
ン
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
Ｃ
Ｇ
Ｉ
等
の

動
的
コ
ン
テ
ン
ツ
技
術
に
精
通
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
掲
載
内
容
に
つ
い
て
も
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
の
利

用
者
向
け
と
な
っ
て
い
る
反
面
、
重
複
す
る
内
容
も
多
か
っ
た
。

　
中
期
計
画
に
お
け
る
行
動
計
画
の
中
で
「
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構

築
」
が
提
示
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は

「
来
館
型
と
非
来
館
型
双
方
の
図
書
館
利
用
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
し
て
、
学
習
・
研
究
な
ど
を
行
う

た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
へ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
サ
イ
ト
」
を
目
指
し
、
〇
七
年
二
月
、
そ
の
構
築
に
あ
た
る

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。

　
前
述
の
と
お
り
、
そ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
ユ
ー
ザ
向
け
に
独
自
に
運
用
さ
れ
て
お
り
、
ア

ク
セ
ス
に
は
利
用
者
自
身
が
利
用
す
る
サ
イ
ト
を
選
択
し
、
そ
こ
か

ら
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
本
部
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
、
各
セ
ン
タ
ー
へ
の
リ
ン
ク
は
あ
っ
た

が
、
と
て
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ア
ク
セ
ス
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
利
用
者
と
し
て
も
、
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
明
確
で

な
い
場
合
、
必
要
と
す
る
情
報
の
掲
載
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
月
に
一
度
開
催

さ
れ
、
他
大
学
図
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
、
過
去
の
学
内
で
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
緯
な
ど
を
調
査
し
、
約
半
年
を
か
け

て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
イ
メ
ー
ジ
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
固
め
て
い

っ
た
。
構
築
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
二
つ
の
方
針
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

一
．
図
書
館
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ

ス
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
情
報
検
索

の
た
め
の
時
間
を
減
ら
し
、
学
習
・
研
究
の
た
め
の
時
間
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に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
最
短
距
離
で
一
次
資
料

（
情
報
ソ
ー
ス
）
に
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。

二
．
利
用
者
が
こ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
が
図
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
サ
イ
ト
の

構
成
が
、
学
習
・
研
究
の
組
み
立
て
に
合
致
し
た
よ
う
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
学
院
生
以
上
の
研
究
者
層
は
、
利
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
的
は
絞
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
所
属
利
用

者
向
け
に
構
築
さ
れ
た
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

直
接
利
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
構
築
方
針
と
し
て
は
、
学
部

生
を
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
見
据
え
、
掲
載
情
報
の
レ
ン
ジ
は
広

く
浅
く
、
判
別
し
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
と
構
成
を
重
視
し
た
。
最
終

的
に
は
、
来
館
型
と
非
来
館
型
の
双
方
で
利
用
者
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
目
的
に
注
目
し
、「
調
べ
る
・
探
す
」、「
入
手
す

る
・
申
し
込
む
」、「
質
問
す
る
」、「keio.jp

を
使
う
」（
リ
モ
ー
ト

ア
ク
セ
ス
）、「
図
書
館
を
利
用
す
る
」、「
塾
内
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」（
リ
ン
ク
集
）、「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
そ
し
て
「
そ
の
他
」（
概

要
、
統
計
、
刊
行
物
な
ど
）
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
構
成
に
決
定
し
た
。

構
成
の
仕
様
化
と
開
発
業
者
の
選
定
を
行
い
、
構
築
作
業
の
末
、
〇

八
年
八
月
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
公
開
し
た
。

ま
た
、
共
通
の
オ
ン
ラ
イ
ン
質
問
フ
ォ
ー
ム
「
質
問
の
す
ゝ
め
！
」

を
公
開
し
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が
、

質
問
や
回
答
を
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
共
有
し
合
え
る
し
く
み
も
で

き
た
。
加
え
て
英
語
版
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
作
成
、
翌
〇
九
年
四

月
に
公
開
し
た
。

つ
な
が
る
窓
口
、
共
通
サ
イ
ト
の
構
築

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
す
こ

と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
窓
口
共
通
化
・
運
用
平
準
化
が
図
ら
れ

て
い
っ
た
。
無
料
で
使
え
る
も
の
も
含
め
、
年
々
種
類
が
増
し
て
い

く
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
効
率
的
に
管
理
・
提
供
す
る
た
め
、
〇
六
年
に

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
と
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
を
公
開
し
た
。
一
三
年
ま
で
に
は
全
キ
ャ
ン
パ

ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
参
加
し
、
慶
應
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ア

ク
セ
ス
窓
口
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
に
集
約
（
統
合
）
さ
れ
た
。
ま

た
、
一
〇
年
三
月
よ
り
稼
働
し
た
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅲ
で
は
、keio.jp

の
認
証
で
利
用
者
自
身
が
直
接
予
約
・
取
寄
せ

リ
ク
エ
ス
ト
や
返
却
期
限
の
更
新
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
へ
の
入
力
・
申
込
み
が
不
要
と
な
っ
た
。
前
述
の
オ

ン
ラ
イ
ン
質
問
フ
ォ
ー
ム
「
質
問
の
す
ゝ
め
！
」
以
外
に
も
、
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
稼
働
に
合
わ
せ
、
一
〇
年
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
が
統
一
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
年
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ド

作
成
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「LibG

uides

」
を
導
入
し
、
全
キ

ャ
ン
パ
ス
で
共
通
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
各
種
利
用
ガ
イ
ド
・
ヘ
ル
プ
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は
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
共
通
化
し
て
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
一
六
年
に
は
紹
介
状
発
行
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
も
一
本
化
し
た
。

　
〇
八
年
に
公
開
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
全
体
で
の
活
動
紹
介
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
の
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
、

各
セ
ン
タ
ー
へ
の
リ
ン
ク
が
あ
り
、
主
要
サ
ー
ビ
ス
や
共
通
の
お
知

ら
せ
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
独
自
の
コ
ン
テ
ン
ツ

や
サ
ー
ビ
ス
情
報
は
各
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
し
か
な
く
、
シ
ー
ム
レ
ス
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
ア
ク
セ
ス
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
進
級
に
よ

り
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
が
変
わ
る
学
部
生
、
共
同
研
究
や
講
義
な
ど
で

キ
ャ
ン
パ
ス
を
跨
い
で
利
用
す
る
大
学
院
生
や
教
員
は
、
依
然
と
し

て
レ
イ
ア
ウ
ト
や
構
成
が
異
な
る
各
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
続
い
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
一
七
年
に
三
田
、
信
濃
町
、
理
工
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
使
用
し
て
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ

管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
一
九
年
八
月
で

終
了
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
再
構
築
と
あ
っ
て
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
あ
り
方
も
論
じ
合
う
べ
き
と
し
、
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会

議
で
議
論
の
場
が
持
た
れ
た
。
議
論
の
末
、
一
八
年
三
月
に
全
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
統
一
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（
以
下
、
共
通
サ
イ
ト
）

構
築
提
案
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
に
提
出
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
予
算
か
ら
構
築
費
用
を
集
約
し
、

二
〇
年
度
ま
で
に
共
通
サ
イ
ト
の
構
築
お
よ
び
切
り
替
え
を
行
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
当
初
の
切
り
替
え
時
期
と
し
て
挙
が
っ
て
い
た
一
八
年
度
か
ら
一

九
年
度
に
か
け
て
は
、
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅳ
（A

lm
a/Prim

oV
E

）
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
多
忙
を
極
め
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
調
整
の
う
え
、
Ｃ
Ｍ

Ｓ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
期
限
を
二
〇
年
度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
で
同

時
期
に
か
か
る
業
務
負
担
を
回
避
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
全

塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
で
共
通
サ
イ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
統
合
」
と
し
、「
顔
」
と
な
る
中
心
的
サ
イ
ト
を
構
築
し
た
う
え
で
、

各
セ
ン
タ
ー
独
自
の
情
報
を
掲
載
す
る
と
い
う
構
成
案
が
練
ら
れ
て

い
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
と
構
成
案
の
決
定
後
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
共
通

サ
イ
ト
構
築
担
当
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
一
九
年
七
月
、
開
発
業
者

と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ

た
。

　
共
通
サ
イ
ト
の
構
築
に
は
、
慶
應
義
塾
全
体
で
契
約
お
よ
び
管
理

し
て
い
る
Ｃ
Ｍ
Ｓ
で
あ
るM

ovable T
ype

が
採
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ

Ｃ
が
管
理
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
用
領
域
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

共
通
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
一
九
年
九
月
に
公
開
さ
れ
た

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
機
能
を
備
え
る
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

の
検
索
窓
、
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
、
お
知
ら

せ
が
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
ペ
ー
ジ
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の
右
上
に
、
最
も
利
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

と
し
て
「
学
内
の
図
書
館
」、「
調
べ
る
・
探
す
」、「
申
し
込
む
」
の

タ
ブ
を
表
示
し
た
。
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
通
と
な
る
身
分
毎
の

利
用
案
内
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
案
内
、LibG

uides

を
は
じ
め
と
す
る

各
種
ツ
ー
ル
お
よ
び
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
へ
の
リ
ン
ク
、
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
情
報
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
組
織
概
要
は
メ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク

ト
リ
に
掲
載
し
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
新
着
図
書
リ
ス
ト
や
施

設
・
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
等
の
利
用
案
内
、
交
通
ア
ク
セ
ス
情
報
な
ど
は

各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
へ
掲
載
し
た
。

　
共
通
サ
イ
ト
に
お
け
る
利
用
案
内
の
統
合
・
集
約
に
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
仕
様
に
合
わ
せ
て
、
貸
出
規
則
や
パ
タ
ー
ン
設
定
を
簡

素
化
し
、
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
も
わ
か
り
や
す
い
全
キ
ャ
ン
パ
ス

統
一
ル
ー
ル
へ
の
変
換
を
行
っ
た
こ
と
も
大
き
く
作
用
し
た
。
各
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
か
ら
メ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
へ
と

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
共
通
サ
イ
ト
と
し
て
同
一
か
つ
統
一
さ
れ

た
情
報
掲
載
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
な
仕
様
決
定
と

構
築
作
業
を
経
た
二
〇
年
三
月
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
メ
イ
ン

デ
ィ
レ
ク
ト
リ
か
ら
な
る
共
通
サ
イ
ト
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

統
合
に
向
け
た
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
調
整
や
検
討
事
項
は
実

に
膨
大
で
、
余
裕
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
辛
う
じ
て
公
開
へ

と
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し

た
。

二
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
発
信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
変
化

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
資
料
の
電
子
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
館
内
設
備
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
も
変
化

し
た
。
九
八
年
九
月
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
図
書
館
新
館

一
階
に
キ
ャ
レ
ル
と
パ
ソ
コ
ン
約
三
十
台
を
設
置
し
、
オ
ー
プ
ン
エ

リ
ア
を
開
設
し
た
。
日
吉
で
は
九
九
年
四
月
、
図
書
館
一
階
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
ゾ
ー
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ク

イ
ッ
ク
・
ゾ
ー
ン
、
二
階
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
リ
ア
が
開
設
さ
れ
、

全
部
で
百
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
場
所
も
学
生

に
大
変
好
評
で
あ
り
、
終
日
満
席
で
常
に
待
ち
行
列
が
で
き
る
人
気

の
エ
リ
ア
と
な
っ
た
。
当
初
は
、
学
習
・
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
収
集
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
基
盤

整
備
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
資

料
の
提
供
や
そ
れ
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
一
層
重
要
と
な
り
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
た
。
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
〇
四
年

度
か
ら
〇
五
年
度
に
か
け
て
本
館
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
の
改
修
を
行
い
、
電
子
リ
ソ
ー
ス
を
有
効
活
用

す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
、
来
館
型
と
非
来
館
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
両

立
を
目
指
し
た
。
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
〇
七
年
六
月
よ

り
、
外
来
者
用
に
電
子
リ
ソ
ー
ス
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
た
。

書
架
に
配
架
さ
れ
て
い
た
プ
リ
ン
ト
版
の
雑
誌
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
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に
シ
フ
ト
し
た
後
も
、
卒
業
生
を
は
じ
め
と
し
た
所
属
者
以
外
の
利

用
者
の
資
料
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
保
つ
た
め
で
あ
っ
た
。

　
物
理
的
な
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
整
備
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
も
図
ら
れ
て
き
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
にkeiom

o-
bile

と
名
付
け
ら
れ
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
し
た
の
は
〇

二
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
持
込
パ
ソ
コ
ン
か
ら
キ

ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
一
一
年
に
はkeiom

obile
に
加
え
、
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
利
用
可
能
な
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
で
あ
る

keiom
obile2

の
提
供
や
試
験
運
用
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。

独
自
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
構
築
し
て
い
た
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
で
も
一
二
年
四
月
か
らkeiom

obile2
の
提
供
が
は
じ

ま
り
、
い
ず
れ
か
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
設
定
を
済
ま
せ
ば
他
キ
ャ
ン
パ

ス
で
も
利
用
が
可
能
と
な
り
利
便
性
が
向
上
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

含
め
自
身
の
デ
バ
イ
ス
を
持
つ
学
生
の
増
加
等
の
環
境
の
変
化
は
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
さ
せ
る
。
日
吉
で
は
〇
八
年
に
読
書
推
進

活
動
の
場
所
を
創
る
た
め
、
一
五
年
と
一
八
年
に
は
よ
り
落
ち
着
い

た
自
習
空
間
を
生
み
出
す
た
め
に
、
図
書
館
内
で
パ
ソ
コ
ン
を
移
設

し
た
。
三
田
で
は
、
南
校
舎
の
竣
工
に
と
も
な
う
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

機
能
再
配
置
な
ど
が
転
機
と
な
り
、
一
一
年
三
月
を
も
っ
て
オ
ー
プ

ン
エ
リ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
た
。

非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
の
要
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス

　
パ
ソ
コ
ン
エ
リ
ア
の
設
置
や
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
は
、
プ
リ
ン
ト
版
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
か
ら
電
子

リ
ソ
ー
ス
を
前
提
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
へ
の
変
化
の
一
側
面
で
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
に
よ
り
、

自
宅
な
ど
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
も
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し

た
い
と
い
う
要
望
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
れ
が
電

子
リ
ソ
ー
ス
の
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
。
非
来
館
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
要

と
な
る
の
が
、
オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
電
子
リ
ソ
ー
ス
を
利
用
す
る

た
め
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
（K

eio R
em

ote A
ccess 

Service

、
Ｋ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
で
あ
る
。
〇
五
年
に
慶
應
義
塾
の
共
通
認

証
シ
ス
テ
ム
（keio.jp

）
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
〇
五
年
九
月
か
ら
一
一
月
に
Ｓ
Ｓ
Ｌ
─Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
使
っ
た
実

証
実
験
を
経
て
、
〇
六
年
一
一
月
にkeio.jp

を
用
い
た
リ
モ
ー
ト

ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
さ
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
決
定
に
あ

た
っ
て
は
、
実
証
実
験
の
結
果
も
踏
ま
え
、
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
特
化

し
た
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るEZproxy

を
利
用
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
利
用
者
の
所
属
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
制
御
が
可
能
か
を
含
め
、

Ｉ
Ｔ
Ｃ
本
部
と
技
術
的
な
連
携
を
確
認
し
た
。
並
行
し
て
、
契
約
上

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
か
を
版
元
に
確
認
し
許
諾
を
得
る
作
業

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
う
ち
提
供
元
に
許
諾
の
と
れ
た
も
の
か
ら
順
次
サ
ー
ビ
ス
を
開



152

第一部　通　史

始
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
定
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
み
契
約
し
て
い
る

た
め
に
、
利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
固
有
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
対
応
は
次
の
課
題
と
な
っ
た
。
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
の
入
口
と
し
て
、keio.jp

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
ロ
グ
イ
ン

後
に
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
す
る
方
法
と
、
リ
モ

ー
ト
ア
ク
セ
ス
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
み
が
表
示
さ
れ
た
利
用
キ
ャ

ン
パ
ス
選
択
式
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
（
Ｅ
Ｊ
─Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）

で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
選
択
後
、keio.jp

認
証
を
通
過
す
る
方
法
の
二

通
り
を
用
意
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
固
有
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
対

応
が
始
ま
っ
た
の
は
、
〇
九
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
か
ね
て
よ
り

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
要
望
の
高
か
っ
た
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属

の
利
用
者
を
対
象
と
し
て
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
契
約
コ

ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
改
訂
に
あ
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
用
に
使

用
し
て
い
るEZproxy

と
は
別
に
信
濃
町
用
のProxy
を
用
意
し
、

keio.jp

で
認
証
さ
れ
た
利
用
者
の
所
属
を
も
と
にProxy
を
割
り

振
り
、
所
属
に
基
づ
く
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
御
を
実
現
さ

せ
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
異
な
り
、

信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
、keio.jp

認
証
を
通
過
す
れ
ば
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
と
同
じ
よ
う
に
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
様

と
な
っ
た
。
一
〇
年
一
一
月
、
信
濃
町
以
外
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
固
有

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
開
始
さ
れ
、
七
つ
の

Proxy

が
運
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
一
年
七
月
、
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
問
題
を
中
心
と
し
て
電
子
リ
ソ
ー
ス
の
契
約
方
針
の
検
討
や
版

元
個
別
交
渉
、
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
（
後
述
）
交
渉
等
を
行
う
ｅ
政
策
委
員
会

（
電
子
資
料
政
策
委
員
会
）
で
全
キ
ャ
ン
パ
ス
分
のProxy

サ
ー
バ

を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
見
通
し
が
示
さ

れ
、
運
用
の
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
り
、
複
雑
な
電
子
リ
ソ
ー
ス
の

契
約
を
整
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
で
き
る
キ
ャ

ン
パ
ス
が
限
定
さ
れ
て
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
、
全
キ
ャ
ン
パ

ス
で
利
用
で
き
る
契
約
へ
の
変
更
が
可
能
な
限
り
進
め
ら
れ
、
一
三

年
にProxy

が
一
本
化
さ
れ
た
。

ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
醸
成

　
電
子
リ
ソ
ー
ス
は
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た

一
方
、
契
約
主
体
で
あ
る
大
学
図
書
館
に
は
大
き
な
問
題
を
突
き
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
リ
ン
ト
版
か
ら
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
に
な
る
こ
と
で
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
所
蔵
で
は
な
く
、

機
関
に
対
し
て
の
サ
イ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
な
り
、
価
格
体
系
も

一
タ
イ
ト
ル
単
位
か
ら
複
数
タ
イ
ト
ル
を
ま
と
め
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単

位
へ
と
転
換
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
登
場
し

た
当
初
は
プ
リ
ン
ト
版
を
購
読
す
る
お
ま
け
と
し
て
無
料
ア
ク
セ
ス

が
提
供
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
無
料
で
は
な
く
プ
リ
ン
ト
版
購
読

料
の
四
分
の
一
程
度
の
金
額
を
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
電
子
ジ

ャ
ー
ナ
ル
が
普
及
す
る
に
つ
れ
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
価
格
が
別
途
設
定



第三章　二十一世紀のメディアセンター（二〇〇一〜二〇一九）

153

さ
れ
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
プ
リ
ン
ト
版
が
付
属
す
る
逆
転
現
象
が

起
き
た
。
出
版
社
は
タ
イ
ト
ル
ご
と
の
契
約
よ
り
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契

約
を
推
し
進
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
最
た
る
例
が
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー

ル
契
約
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約
は
、
過
去
数
年
に
お
け
る

プ
リ
ン
ト
版
の
契
約
に
基
づ
い
て
査
定
さ
れ
た
購
読
誌
の
料
金
に
い

く
ら
か
費
用
を
足
す
こ
と
で
、
購
読
し
て
い
な
い
タ
イ
ト
ル
も
含
め

出
版
社
が
提
供
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
す
べ
て
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

と
い
う
包
括
契
約
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｐ
（D

eep D
iscount Price

）

に
よ
り
プ
リ
ン
ト
版
を
七
十
五
％
引
と
い
う
大
幅
な
割
引
価
格
で
提

供
す
る
出
版
社
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
価
格
は
Ｆ
Ｔ
Ｅ
（
大
学
構
成
員

の
数
）
な
ど
で
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
〇
八
年
に
共
立
薬

科
大
学
と
合
併
し
た
際
の
契
約
調
整
は
難
航
し
た
。
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー

ル
契
約
で
は
、
複
数
年
契
約
を
条
件
に
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
が
設
定

さ
れ
る
た
め
、
値
上
が
り
率
は
若
干
抑
え
ら
れ
る
も
の
の
毎
年
必
ず

値
上
が
り
す
る
。
一
見
廉
価
に
見
え
る
価
格
設
定
で
多
く
の
タ
イ
ト

ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
が
、
購
読
規
模
維
持
と
い
う
条
件
が
あ
り
、

前
年
度
の
契
約
価
格
を
下
回
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ず
、
ア
ク
セ
ス
の

少
な
い
タ
イ
ト
ル
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
価
格
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
ビ
ッ
ク
デ
ィ
ー
ル
契
約
を
や
め
る
と
、
利

用
で
き
る
タ
イ
ト
ル
は
激
減
す
る
。
さ
ら
に
、
一
誌
あ
た
り
の
価
格

が
高
額
か
つ
毎
年
の
値
上
が
り
率
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
よ
り
高
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
支
払
額
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
中
止
後
も
一
誌

ま
た
一
誌
と
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
利
用
で
き
る
タ

イ
ト
ル
は
減
る
一
方
と
な
る
。
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
よ
る

購
読
誌
の
減
少
を
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
契
約
に
よ
り
取
り
戻
し
た
と
み

ら
れ
た
が
、
再
び
価
格
上
昇
と
契
約
維
持
の
危
機
に
直
面
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
価
格
上
昇
に
耐
え
き
れ
ず
契
約
を
中
止
す
る
大
学
が
出

て
く
る
中
、
慶
應
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
を
維
持
す
る
道
を
選
び
、
各

出
版
社
と
個
別
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け
、
試
行
錯
誤
す
る
時
期
が
続

い
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
長
期
保
存
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
、
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
機
能
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
様
々
な
理
由
か
ら
、
プ
リ
ン
ト
版
の
中
止
を
躊
躇
し
て
い
た
が
、

膨
ら
ん
で
い
く
契
約
費
用
を
賄
う
た
め
、
〇
五
年
以
降
は
プ
リ
ン
ト

版
の
購
読
を
中
止
し
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
み
契
約
す
る
方
向
に
舵
を

切
っ
た
。
ま
た
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
し
始
め
た

九
九
年
時
点
か
ら
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
縦
割
り
と
な
っ
て
い
る
図
書
予

算
を
集
中
管
理
す
る
必
要
性
は
度
々
議
論
と
な
っ
た
も
の
の
、
前
例

が
な
く
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
は
と
れ
ず
に
い
た
。
大
型
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
の
学
内
で
の
部
門
ご
と
の
支
払
分
担
は
電
子
化
以

前
の
支
払
割
合
を
継
承
し
て
い
た
が
、
部
門
に
よ
っ
て
は
毎
年
の
値

上
が
り
分
を
負
担
し
切
れ
な
く
な
る
と
こ
ろ
が
出
始
め
、
そ
の
分
担

割
合
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
慶
應
と
し
て
の
機
関
契
約
は
立
ち
行
か

な
く
な
っ
た
た
め
、
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
垣
根

を
超
え
て
助
け
合
い
な
が
ら
買
い
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
特

に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
規
模
の
大
き
い
信
濃
町
や
理
工
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
本
体
価
格
上
昇
に
加
え
円
為
替
相
場
の
影
響
も
大
き
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く
受
け
て
い
た
た
め
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
人
文
社
会
系
の
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
多
め
に
費
用
を
分
担
す
る
な
ど
の
調
整
を
行
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
外
の
予
算
の
活
用
も
検
討
し
、

学
術
研
究
支
援
部
か
ら
毎
年
募
集
の
か
か
る
、
慶
應
全
体
の
研
究
基

盤
の
充
実
に
役
立
つ
事
業
の
た
め
の
資
金
を
申
請
で
き
る
間
接
経
費

の
獲
得
に
動
い
た
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
を
含
む
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
へ
の
対
処
は
、
学
内

の
予
算
調
整
や
各
大
学
の
個
別
交
渉
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
を
打

開
す
る
動
き
と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
・
交
渉
が
活
発
と

な
っ
て
い
っ
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
が
ま
ず
進
ん
だ
の
が
医

学
分
野
で
あ
る
。
日
本
医
学
図
書
館
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
で
は
一
九

九
九
年
か
ら
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
交
渉
を
開
始
し
、
〇
二
年
か
ら

日
本
薬
学
図
書
館
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
と
共
同
で
の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
と
し
て
の
契
約
提
案
を
ま
と
め
て
い
る
。
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
〇
二
年
契
約
以
降
、
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
／
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
参
加
し
て
い
る
。
交
渉
の
対
象
は
、
版
元
が
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
系
の
図
書
館
向
け
に
用
意
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
や
特
別
な

購
読
条
件
で
の
契
約
で
あ
る
。

　
〇
〇
年
、
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会
（
の
ち
の
国
立
大
学
図
書
館

協
会
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ
）
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を

設
置
し
、
出
版
社
と
直
に
交
渉
し
、
価
格
の
引
き
下
げ
を
勝
ち
取
っ

て
い
た
。
そ
の
様
子
を
み
て
い
た
慶
應
の
担
当
者
が
私
立
大
学
で
も

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
置
が
急
務
と
感
じ
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
社
の

W
eb of Science

を
購
入
し
て
い
る
五
大
学
（
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
、
関
西
大
学
、
九
州
産
業
大
学
、
早
稲
田
大
学
と
慶
應
）
で
価

格
交
渉
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
果
、
国
立
大
学
と
同
額
の
提

案
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
後
参
加
校
の
数
も
十
を
超
え
た
。

〇
三
年
に
こ
れ
を
拡
大
す
る
形
で
関
西
地
区
の
四
大
学
を
加
え
て
私

立
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
）
を
立
ち
上
げ
た
。

当
初
の
目
的
は
、
〇
一
年
度
以
降
Ｎ
Ｉ
Ｉ
を
通
じ
て
無
償
提
供
さ
れ

て
い
たO

xford U
niversity Press

社
（
Ｏ
Ｕ
Ｐ
）
の
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
が
〇
三
年
末
で
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
Ｏ
Ｕ
Ｐ
と

の
交
渉
窓
口
と
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
〇
四
年
に
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
で
初
め

て
の
版
元
交
渉
が
行
わ
れ
、
慶
應
も
幹
事
校
の
一
つ
と
し
て
交
渉
に

協
力
し
た
。
慶
應
に
と
っ
て
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
へ
の
参
加
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
条
件
で
の
全
学
的
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
の
端
緒
と
な
っ
た
。

〇
五
年
度
か
ら
公
立
大
学
が
参
加
し
始
め
、
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
は
〇
六
年
に

公
私
立
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
一

年
四
月
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
が
合
流
し
、

大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
へ
と
発

展
し
た
。
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
発
足
の
背
景
に
は
、
各
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
の
運
営
体
制
の
改
善
の
必
要
性
や
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
協

力
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
諸
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
電
子
リ

ソ
ー
ス
の
契
約
お
よ
び
利
用
条
件
の
交
渉
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
日

本
の
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
に
欠
か
せ
な
い
電
子
ジ
ャ
ー
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ナ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
学
術
情
報
を
、
安
定
的
・
継
続
的
に
確
保
・

提
供
す
る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
立
ち
上
げ
以
前
か
ら
、
プ
リ
ン
ト
版
が
電
子
ジ

ャ
ー
ナ
ル
に
移
り
行
く
大
き
な
動
き
に
つ
い
て
、
国
立
大
学
や
同
じ

私
立
大
学
で
あ
る
早
稲
田
大
学
の
担
当
者
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

た
こ
と
も
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
立
ち
上
げ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
や
電
子
リ
ソ
ー
ス

へ
の
転
換
の
影
響
が
真
っ
先
に
現
れ
た
の
は
医
学
・
自
然
科
学
系
の

図
書
館
で
あ
り
、
慶
應
は
医
学
部
や
病
院
も
有
す
る
総
合
大
学
と
し

て
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
き
た
。
出
版
社
と
の
個
別
交
渉
や
こ
れ

ま
で
の
試
行
錯
誤
の
経
験
を
活
か
し
て
、
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
や
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
に
職
員
を
派
遣
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
活
動
に
継
続
し
て
貢
献

し
て
い
る
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
現
在
も
解
決
し
た
と
は
言
え
ず
、

相
変
わ
ら
ず
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
〇
七
年
の
米
国
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
以
降
、
し
ば
し
ば
円
高
に
助
け
ら
れ
危
機
的
状
況
が

回
避
で
き
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
い
っ
た

ん
円
安
に
な
る
と
破
綻
の
危
機
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
一
四
年
と

一
九
年
に
は
消
費
税
増
税
、
一
五
年
に
は
リ
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
方
式

の
消
費
税
課
税
が
始
ま
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
本
体
の
料
金
を
支
払
う
だ

け
で
精
一
杯
と
い
う
状
況
の
中
で
税
金
分
を
ど
の
よ
う
に
賄
う
か
が

問
題
と
な
っ
た
。
度
々
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
を
中
止
し
た
際
の
試
算

や
そ
れ
に
と
も
な
う
影
響
を
検
討
し
、
す
で
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
中
止

し
た
他
大
学
の
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
も
行
い
、
つ
い
に
一
九

年
、SA
G
E

社
の
契
約
を
中
止
す
る
に
至
っ
た
。

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
遅
れ
る
こ
と
数
年
、
図
書
に
つ
い
て
も
電
子

ブ
ッ
ク
が
登
場
し
、
〇
三
年
に
最
初
の
契
約
制
の
電
子
ブ
ッ
ク
シ
ス

テ
ムSafari T

ech B
ooks O

nline

を
導
入
後
、
目
覚
ま
し
い
成

長
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
電
子
ブ
ッ
ク
は
一
冊
単
位
で
あ
れ
、

ま
と
ま
っ
た
分
野
別
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
、
一
回
買
い
切
り
で

の
購
入
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
六
年
四
月
に
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
型
のebrary A

cadem
ic Com

plete w
ith D

A
SH

!

（
後
の

Ebook Central A
cadem

ic Com
plete

）
の
契
約
を
開
始
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
の
国
際
化
の
方
針
に
よ
り
英
語
で
行
う
コ
ー
ス
の
設
置
が

進
み
、
専
門
書
以
外
の
基
礎
的
な
資
料
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。A

cadem
ic Com

plete w
ith 

D
A
SH

! 

は
、
約
二
十
万
タ
イ
ト
ル
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
あ
り
、
年
二
回
コ
ン
テ
ン
ツ
の
入
替
が
発
生
す
る
が
、
ま

と
ま
っ
た
量
の
多
言
語
の
資
料
を
同
時
ア
ク
セ
ス
数
無
制
限
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
く
利
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
等
必
要
な
も

の
は
買
い
切
る
こ
と
も
で
き
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
い
だ
け
に
埋
も

れ
て
し
ま
い
使
わ
れ
な
い
も
の
も
出
て
く
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を

検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
辿
っ
て
き
た

道
を
思
う
と
、
電
子
ブ
ッ
ク
も
将
来
的
に
は
契
約
モ
デ
ル
の
多
様
化

が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
電
子
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
も
契
約
モ
デ
ル
の

検
討
と
取
捨
選
択
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
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機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
と
情
報
発
信

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
以
外
に
も
、
学
術
雑
誌
の
高
騰
に
対
抗
す

る
方
法
と
し
て
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
運
動
が
起
こ
っ
た
。
既
存
の
学

術
雑
誌
を
中
心
と
す
る
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
変

革
を
目
指
す
手
段
と
し
て
、
ま
た
機
関
の
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
あ
る
。
日
本
で
は
、

千
葉
大
学
附
属
図
書
館
が
最
初
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
〇
二
年
に
立

ち
上
げ
た
。
翌
年
度
に
は
、
国
立
大
学
図
書
館
協
議
会
が
『
電
子
図

書
館
の
新
た
な
潮
流
：
情
報
発
信
者
と
利
用
者
を
結
ぶ
付
加
価
値
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
』
を
発
表
し
、
電
子
図
書
館
的
機
能
の
最
重
要
課

題
と
し
て
提
言
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
〇
四
年
度
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｉ
と
国

立
大
学
六
校
の
共
同
事
業
と
し
て
「
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
実
装
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
〇
五
年
度

か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｉ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
次
世
代
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基

盤
共
同
構
築
事
業
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
委
託
事
業
）
が
開
始
と
な
っ
た
。

　
慶
應
は
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｉ
委
託
事
業
に
採
択
さ
れ
、
該

当
事
業
の
委
託
助
成
を
受
け
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
を
進
め
た
。

そ
の
運
用
体
制
は
全
学
的
な
も
の
で
、
慶
應
義
塾
総
合
研
究
推
進
機

構
会
議
の
下
に
、
担
当
常
任
理
事
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
、
Ｉ

Ｔ
Ｃ
所
長
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
統
合
研
究
機
構
運
営

委
員
会
委
員
か
ら
な
る
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基
盤
構
築
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
な
る
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基
盤
構
築
Ｗ
Ｇ
が
設
置
さ
れ
た
。
Ｗ

Ｇ
主
導
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
・
開
発
が
進
み
、
〇
六
年
五
月
に
試

験
公
開
を
始
め
、
一
一
月
に
慶
應
義
塾
大
学
学
術
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ

Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
（K

eiO
 A

cadem
ic R

esource A
rchive

）
と
し
て

公
開
を
開
始
し
た
。
〇
八
年
ご
ろ
に
、
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
、“A

rchive ”

で
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
、
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（K

eiO
 A

s-
sociated R

epository of A
cadem

ic resources

）
に
変
更
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
知
の
発
信
と
保
存
を
目
的
と

し
て
、
学
内
で
生
産
・
保
有
す
る
学
術
成
果
だ
け
で
は
な
く
教
育
研

究
用
資
料
等
も
含
め
た
学
術
的
資
産
を
電
子
的
な
形
態
で
収
集
・
蓄

積
し
、
国
内
外
の
だ
れ
も
が
ア
ク
セ
ス
し
利
用
で
き
る
よ
う
に
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
公
開
し
て
い
る
。
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
湘
南
藤
沢

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
独
自
で
学
位
論
文
を
中
心
と
し
た
リ
ポ
ジ

ト
リ
を
構
築
し
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
者
向
け
に
公
開
し
て
い
る
が
、
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
こ
れ
ら
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
全
学
的
な
リ
ポ
ジ
ト

リ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
論
文
に
つ
い
て
は
グ
リ

ー
ン
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
論
文
よ
り
も
、
学
会
誌
や
紀
要
と
い
っ
た

学
内
出
版
物
を
中
心
に
収
集
し
公
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
会
、

出
版
社
、
印
刷
業
者
と
の
連
携
を
図
り
、
出
版
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
へ

の
登
録
ま
で
の
工
程
を
合
理
化
す
る
こ
と
で
学
内
出
版
物
の
ボ
ー
ン

デ
ジ
タ
ル
化
に
寄
与
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
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究
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
技
術
開
発
チ
ー
ム

（
以
下
、
理
化
学
研
究
所
）
が
開
発
し
た
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
のX

o-
oN

Ips
を
採
用
し
た
。
シ
ス
テ
ム
選
定
の
際
に
は
、
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
と
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
持
つ
べ
き
機
能
を
洗
い
出
し
、

理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
先
行
し
て
運
用
し
て
い
たD

Space

を
含
め
い
く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム
と
比
較
検
討
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、

X
ooN

Ips

自
体
が
当
時
開
発
過
程
に
あ
り
、
理
化
学
研
究
所
と
協

力
し
て
開
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
理
化
学
研

究
所
の
研
究
者
と
交
流
し
関
係
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
に
魅
力
を
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
た
。X

ooN
Ips

を
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
と

し
て
利
用
す
る
た
め
の
機
能
を
理
化
学
研
究
所
と
共
同
開
発
し
、
そ

の
成
果
を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
〇
六
年
一
一
月

に
公
開
し
た
。
こ
の
一
連
の
取
組
み
は
、「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
委
託
事
業
の
先

端
的
な
研
究
開
発
を
目
的
と
す
る
領
域
二
（X

ooN
Ips Library

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
と
普
及
）」
と
し
て
採
用
さ
れ
、
〇
六
年
度
の

優
良
事
例
の
取
組
み
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

　「
学
位
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
文
部
科

学
省
令
第
五
号
）」
が
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
博
士
論
文
の
印
刷
公
表
に
代
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
論
文
と
論
文
要
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
改
正
に
関
す
る
文
部
科
学
省
に
よ
る
通
知
に
お
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
公
表
の
方
法
と
し
て
は
、
学
位
を
授
与
し

た
大
学
等
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
よ
る
も
の
を
原
則
と
し
、
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
を
有
し
て
い
な
い
大
学
等
に
お
い
て
は
教
育
研
究
成
果
の

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
を
含
め
知
的
情
報
の
蓄
積
・
発
信
の
た
め
の

重
要
な
手
段
と
し
て
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
位
置
づ
け
整
備
を
図
る
よ

う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構

築
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
等
の
図
書
館
機
能
を
活
用
す
る
と
の
記
述

が
あ
る
。
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
目
的
や
機
能
、
扱
う
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
は
機
関
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
こ
の
博
士
論
文
公
開
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
に
よ
り
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
役
割
が
一
つ
定
ま
っ

た
と
い
え
る
。
博
士
論
文
の
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
へ
の
搭
載
に
あ
た
っ
て
は
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
部
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
学
生

部
が
全
研
究
科
分
の
博
士
論
文
を
取
り
ま
と
め
て
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
本
部
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
と
リ
ス
ト
を
受
け
渡
し
、
そ
れ
ら
を
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
登
録
す
る
と
い
う
流
れ
と
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
フ
ァ
イ
ル

形
式
は
、
長
期
的
な
保
存
お
よ
び
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
／
Ａ
推
奨
と
し
た
。
ま
た
、
全
文
の
公
開
時
期
に
指
定
が
あ

る
も
の
は
、
学
生
部
で
管
理
・
保
管
し
、
公
開
可
能
に
な
っ
た
時
点

で
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
提
供
方
法
と

し
て
は
、
国
会
図
書
館
に
よ
る
自
動
収
集
の
し
く
み
を
利
用
し
て
お

り
、
学
位
規
則
の
改
正
に
あ
わ
せ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
改
訂
に
対
応
す

る
た
め
メ
タ
デ
ー
タ
に
学
位
授
与
番
号
、
学
位
授
与
年
月
日
、
学
位

名
、
学
位
授
与
機
関
等
を
登
録
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ

へ
の
登
録
コ
ン
テ
ン
ツ
は
着
実
に
増
え
て
い
た
が
、
特
に
、
一
二
年

度
か
ら
一
三
年
度
に
搭
載
開
始
タ
イ
ト
ル
の
増
加
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
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ー
の
遡
及
に
よ
り
大
き
な
伸
び
を
み
せ
、
一
九
年
度
の
登
録
数
は
科

学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
の
搭
載
も
あ
り
累
計
で
六
六
、二
一
九

件
と
な
っ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
増
加
と
と
も
に
、
年
間
ア
ク
セ
ス
数

や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
一
六
年
度
に
統
計
を
取

る
基
準
を
見
直
し
た
た
め
利
用
の
数
字
は
一
時
的
に
減
少
し
た
が
、

一
八
年
度
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
慶
應
義
塾
で

生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
学
術
的
資
産
を
世
界
へ
と
発
信
す
る
大
き
な

存
在
へ
と
成
長
し
続
け
て
い
る
。

三
　
海
外
図
書
館
と
の
関
係

海
外
図
書
館
と
の
関
係
強
化
と
国
際
化
の
促
進

　
図
書
館
は
自
館
の
利
用
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す
の

み
な
ら
ず
、
図
書
館
同
士
の
横
の
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
よ
り
よ
い

運
営
を
目
指
す
組
織
で
あ
る
。
図
書
館
間
の
相
互
協
力
や
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
よ
う
な
具
体
的
な
連
携
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
業
務

の
効
率
を
向
上
さ
せ
て
い
く
一
方
で
、
他
の
図
書
館
の
活
動
を
参
考

に
自
館
の
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
全
国
の
図
書
館
職

員
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
大
学
図
書

館
は
、
米
国
を
中
心
と
す
る
海
外
の
図
書
館
の
取
組
み
を
先
進
的
な

も
の
と
し
て
そ
の
背
中
を
追
い
か
け
て
き
た
。
か
つ
て
と
比
べ
て
そ

の
距
離
は
縮
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
現
在
も
海
外
の
図
書
館
に

学
ぶ
と
い
う
基
本
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
人
材
交
流
が
容
易
に
な
る
に
つ
れ
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
世
界
中
の
図
書
館
事
情
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
現
在
、
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
電

子
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
プ
リ
ン
ト
版
中
心
で
あ
っ
た
時
代
か
ら

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
契
約
・
管
理
・
提
供
や
、
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
よ
る
学
術
情
報
の
発
信
な
ど
、
大
学
図
書
館
が
取

り
扱
う
情
報
資
源
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
つ

一
つ
の
活
動
が
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
米
や
欧
州
、
ア
ジ
ア
な
ど

世
界
規
模
で
展
開
さ
れ
、
海
外
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
事

案
も
少
な
く
な
い
。
日
本
国
内
で
の
図
書
館
同
士
の
連
携
・
協
力
が

必
須
と
な
る
一
方
で
、
個
々
の
図
書
館
が
「
国
際
化
」
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
潮
流
の
中
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
国
際
的
に
孤
立
し
な

い
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
海
外
の
図
書
館
と
の
関
係

強
化
に
力
を
注
い
で
き
た
。

海
外
研
修
の
は
じ
ま
り

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
国
際
化
促
進
の
た
め
に
最
も
力
を
入
れ

て
き
た
活
動
と
し
て
、
海
外
の
大
学
図
書
館
に
一
定
期
間
図
書
館
職

員
を
派
遣
す
る
海
外
研
修
を
長
き
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
。
最

初
の
派
遣
は
、
一
九
六
五
年
の
ハ
ワ
イ
大
学
図
書
館
へ
の
派
遣
に
さ

か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
も
不
定
期
に
海
外
研
修
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

八
五
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
順
次
三
名
を
シ
カ
ゴ
大
学
へ
派
遣
し
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た
。
さ
ら
に
八
〇
年
代
後
半
か
ら
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
）、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ

ィ
エ
ゴ
校
）
へ
の
派
遣
に
続
き
、
ほ
ぼ
毎
年
海
外
に
職
員
を
送
り
出

す
よ
う
に
な
っ
た
。
九
〇
年
代
ま
で
、
渡
航
費
な
ど
の
研
修
資
金
は
、

古
く
は
米
国
政
府
や
財
団
の
奨
学
金
を
、
ま
た
特
定
の
資
料
整
理
を

任
務
と
す
る
こ
と
で
外
部
資
金
を
得
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

受
入
機
関
に
よ
る
多
少
の
滞
在
費
補
助
で
部
分
的
に
カ
バ
ー
し
て
い

た
。
そ
の
後
の
継
続
的
な
海
外
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
故
高
鳥

正
夫
図
書
館
長
（
一
九
六
九
年
～
八
二
年
在
任
、
九
九
年
没
）
の
ご

遺
族
か
ら
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た
め
に
」
と
い
う
趣
旨

で
寄
付
さ
れ
た
、
通
称
「
高
鳥
資
金
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
寄
付
金
の

存
在
な
し
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
海
外

研
修
は
こ
の
資
金
か
ら
渡
航
費
用
の
補
助
を
行
う
な
ど
、
今
日
ま
で

続
く
長
期
的
な
人
材
育
成
の
財
政
的
な
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
る
継
続
的
な
派
遣
先
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
図
書
館
、

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
（
英
国
）
で
あ
る
。

環
太
平
洋
電
子
図
書
館
会
議
参
加
か
ら
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
の
派
遣
へ

　
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
の
職
員
派
遣
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
九
七
年

一
月
に
、
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
カ
ー
ル
・
ロ
ー
氏
か
ら
、
慶
應
に
対
す
る
環

太
平
洋
地
域
の
大
学
図
書
館
を
中
心
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

み
た
い
と
の
打
診
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

環
太
平
洋
経
済
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
向
け
て
事
業
を
開
始
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加
を
決
め
た
。

そ
の
最
初
の
会
合
と
し
て
、
九
七
年
七
月
に
第
一
回
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｌ
Ａ

（
環
太
平
洋
電
子
図
書
館
会
議
）
が
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
で
開
催
さ
れ
、
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
第
五
回
会
議
ま
で
継
続
し
て
参
加
し
て
い
る
。
特

に
第
五
回
会
議
は
二
〇
〇
二
年
七
月
一
一
日
～
一
二
日
に
か
け
て
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
地
と
な
り
、
十
九
名
（
十
七
大
学
）
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
関
係
構
築
が
功
を
奏
し
、
九
九
年
三
月
に
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ

と
慶
應
義
塾
大
学
の
間
に
図
書
館
員
交
換
協
定
が
結
ば
れ
た
。
そ
の

年
の
七
月
に
一
人
目
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
〇
二

年
ま
で
に
計
五
名
が
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
に
派
遣
さ
れ
た
。

　
九
九
年
の
協
定
に
基
づ
く
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
の
一
回
ご
と
の
派
遣
期
間

は
約
半
年
間
で
、
具
体
的
な
研
修
内
容
は
研
修
者
ご
と
に
異
な
る
が
、

自
身
の
担
当
業
務
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
目
録
等
）
に
つ
い
て
、
滞
在

先
の
図
書
館
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ

て
い
る
の
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
通
し
て
、
体
験
・
吸
収
し
て
い

く
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
海
外
研
修
に
お
い
て
は
、
滞
在
先
の
図

書
館
で
の
研
修
が
中
心
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
研
修
の
合
間

に
他
の
図
書
館
を
訪
問
し
、
多
様
な
側
面
か
ら
学
び
の
機
会
を
得
る

こ
と
も
大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
研
修
で
は
、
近
隣

の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
等
に
加
え
、
Ａ
Ｌ
Ａ
（
米
国

図
書
館
協
会
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
合
わ
せ
て
東
海
岸
の
ハ
ー
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バ
ー
ド
、
イ
ェ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
の
図
書
館
ま
で
幅
広

く
足
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
他
の
図
書
館
の
訪
問
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
自
ら
の
力
で
苦
労
し
な
が
ら
も
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
の
も
研

修
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
り
、
派
遣
者
自
ら
が
積
極
的
に
動
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
海
外
の
大
学
図
書
館
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
現
地
で
の
生
活
に
備
え
て
英
語
の
習
得

に
励
ん
だ
り
、
自
ら
住
ま
い
探
し
を
し
た
り
、
銀
行
口
座
を
開
設
す

る
な
ど
、
あ
る
種
の
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
が
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
た
。
慶
應
に
お
け
る
大
学
教
育
の
現
場
で
も
英
語
の
み
で
卒

業
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
が
行
わ
れ
、
現
場
で
も
英
語
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
海
外
で
の
生
活
経
験
そ
の
も
の

が
図
書
館
員
に
と
っ
て
も
有
益
な
経
験
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｌ

Ａ
へ
の
参
加
に
端
を
発
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
へ
の
研
修
は
、
一
定
数
の
職

員
を
派
遣
し
た
こ
と
と
、
〇
三
年
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
脱
会
し

た
こ
と
で
、
終
了
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｌ
Ａ
は
、
一
五
年
に
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ａ

（
環
太
平
洋
研
究
図
書
館
連
合
）
に
名
称
変
更
し
、
一
六
年
に
は
慶

應
も
加
盟
し
て
い
る
研
究
大
学
の
集
合
体
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｕ
（
環
太

平
洋
大
学
協
会
）
の
関
連
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ａ
の
主

な
活
動
は
相
互
交
流
の
場
と
し
て
の
年
次
大
会
の
開
催
と
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
統
合
検
索
サ
イ
ト
の
構
築
で
あ
る
が
、
今
後
の
取

組
み
と
し
て
図
書
館
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
慶
應
と
し
て
二
〇
年
度
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ａ
加
盟

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ト
ロ
ン
ト
大
学
図
書
館
へ
の
派
遣

　
二
〇
〇
二
年
に
は
新
た
な
研
修
先
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
Ｕ
Ｔ
Ｌ
（
ト

ロ
ン
ト
大
学
図
書
館
）
と
相
互
派
遣
の
た
め
の
協
定
を
締
結
し
た
。

後
述
の
Ｒ
Ｌ
Ｇ
へ
の
加
盟
を
検
討
す
る
過
程
で
Ｕ
Ｔ
Ｌ
を
訪
問
し
た

こ
と
で
、
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
交
わ
さ
れ
た
合
意
書
で
は
、

交
換
研
修
に
よ
っ
て
学
術
的
・
文
化
的
交
流
を
図
る
こ
と
、
職
員
の

専
門
的
ス
キ
ル
の
研
鑚
を
図
る
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
慶
應
か
ら
の
派
遣
者
は
〇
三
年
か
ら
一
六
年
ま
で
計
八
名
に
も

の
ぼ
る
。
Ｕ
Ｔ
Ｌ
で
の
研
修
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
半
年
ほ
ど
で
、
派
遣

者
は
様
々
な
部
署
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
や
、
他
の
大
学
図
書
館

の
見
学
等
を
行
っ
た
。
Ｕ
Ｔ
Ｌ
へ
の
派
遣
期
間
は
、
ち
ょ
う
ど
資
料

も
サ
ー
ビ
ス
も
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
時
期
に

あ
た
り
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ
で
も
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
身

を
置
き
、
文
化
も
言
葉
も
違
う
周
り
の
図
書
館
員
と
も
交
流
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
、
異
な
る
視
点

で
考
え
る
機
会
と
も
な
っ
た
。

　
Ｕ
Ｔ
Ｌ
で
はScholars Portal

と
い
う
複
数
の
ベ
ン
ダ
ー
の
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
抄
録
・
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ロ
ー
カ
ル
ロ
ー
ド

し
一
括
提
供
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
運
営
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の

図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
行
っ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
慶
應
か
ら
の
研
修
者
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
〇
六
年
ご
ろ

Scholars Portal

に
お
け
る
電
子
ブ
ッ
ク
の
提
供
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
あ
り
、
出
版
社
と
直
接
対
峙
し
価
格
モ
デ
ル
等
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の
交
渉
を
進
め
る
過
程
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
後
の
電
子

学
術
書
利
用
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
前
述
の
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
と
の
協
定
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、“
相
互
研

修
”
と
い
う
点
で
あ
り
、
慶
應
か
ら
の
派
遣
だ
け
で
な
く
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ

か
ら
も
四
名
が
研
修
の
た
め
に
慶
應
を
訪
れ
た
。
海
外
の
図
書
館
員

の
受
入
れ
は
受
け
入
れ
る
側
の
現
場
の
職
員
に
と
っ
て
も
新
鮮
で
多

様
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
慶
應
で
Ｕ
Ｔ
Ｌ
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
際
は
、
様
々
な
部

署
や
担
当
業
務
を
一
通
り
体
験
し
て
も
ら
い
、
日
本
の
大
学
図
書
館

の
全
体
像
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
。
〇
四
年
九

月
か
ら
一
一
月
に
Ｕ
Ｔ
Ｌ
か
ら
交
換
司
書
と
し
て
慶
應
を
訪
問
し
た

リ
ン
・
ク
ツ
カ
ケ
氏
は
、
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
相
違
点
と
し
て
、
ス
ペ

ー
ス
に
対
す
る
感
覚
、
予
算
構
造
、
人
事
制
度
の
三
つ
を
挙
げ
て
い

る
。
日
本
の
大
学
図
書
館
で
は
書
庫
狭
隘
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、

必
死
に
資
料
の
保
管
場
所
を
確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ

な
ど
の
収
蔵
規
模
に
余
裕
の
あ
る
北
米
大
学
に
憧
れ
を
抱
く
こ
と
が

多
い
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ
の
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
ク
ツ

カ
ケ
氏
は
「
無
駄
」
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス

を
有
効
に
活
用
す
る
日
本
の
大
学
図
書
館
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い

る
。
ま
た
、
予
算
構
造
に
関
す
る
点
で
は
、
学
部
に
図
書
予
算
が
あ

る
三
田
や
日
吉
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ら
の
予
算

執
行
権
限
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ
で
は
司
書
に
す
べ
て
の

図
書
購
入
の
決
定
権
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
人

事
制
度
に
よ
る
違
い
に
つ
い
て
二
つ
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
日

本
で
は
業
務
の
外
部
委
託
化
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ

で
は
職
員
の
多
く
が
専
任
で
あ
り
、
図
書
館
学
や
そ
の
他
の
分
野
の

修
士
号
を
持
つ
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
日
本
の
よ

う
な
人
事
異
動
に
よ
っ
て
、
新
し
い
刺
激
や
多
様
な
経
験
を
得
る
こ

と
と
、
Ｕ
Ｔ
Ｌ
の
よ
う
に
一
つ
の
ジ
ョ
ブ
を
長
く
経
験
し
専
門
知
識

を
深
め
る
こ
と
は
ど
ち
ら
が
大
事
な
の
か
と
い
う
疑
問
の
投
げ
か
け

で
あ
る
。
ク
ツ
カ
ケ
氏
が
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
慶
應
と
Ｕ

Ｔ
Ｌ
と
の
違
い
と
い
う
よ
り
、
単
に
日
本
と
欧
米
の
社
会
構
造
に
よ

り
生
み
出
さ
れ
て
い
る
相
違
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
Ｕ
Ｔ

Ｌ
と
の
“
相
互
研
修
”
は
、
海
外
の
図
書
館
動
向
を
追
う
だ
け
で
な

く
、
海
外
か
ら
見
た
日
本
の
状
況
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え
、
日
本
の
方

が
優
れ
て
い
る
点
に
も
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本
藝
術
研
究
所
へ
の
派
遣

　
二
〇
一
二
年
か
ら
は
新
た
な
派
遣
先
と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東

部
の
ノ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
日
本

藝
術
研
究
所
）
を
拠
点
と
し
た
研
修
を
開
始
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
ほ
か
、
英
国
内
に
存
在
す
る
Ｊ
Ｌ
Ｇ
（Japan Library 

G
roup

）
の
参
加
館
を
中
心
に
、
日
本
語
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
大

学
図
書
館
、
大
英
図
書
館
、
欧
州
の
各
図
書
館
を
訪
ね
て
回
る
形
の

研
修
で
あ
る
。
一
九
年
ま
で
に
計
八
名
が
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
。

こ
の
英
国
研
修
は
毎
年
九
月
こ
ろ
に
渡
欧
し
、
三
～
四
カ
月
滞
在
す
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る
日
程
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｓ
（
日
本
資
料
専
門
家
欧
州

協
会
）
の
年
次
大
会
が
毎
年
九
月
の
中
旬
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
。
研
修
初
期
に
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｓ
の
年
次
大
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
欧
州
の
日
本
研
究
関
係
者
と
関
係
を
築
き
、
そ
の
後
の
研

修
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。

　
本
研
修
の
実
施
は
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
理
事
で
あ
る
河
合
正
朝
慶
應

義
塾
大
学
名
誉
教
授
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
図
書
館
で
あ
る
リ
サ
・

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
図
書
館
の
滞
貨
解
消
の
た
め
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
に
職
員
派
遣
を
要
請
し
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
英
国
研
修
で
の
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
一
方
的
に
慶
應
側
が
利
を

得
る
の
で
は
な
く
、
日
本
語
資
料
の
目
録
作
成
・
整
理
作
業
を
行
う

な
ど
、
欧
州
の
日
本
研
究
へ
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
五
年
に
は
三
田
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
担
当
職
員
が
派
遣

さ
れ
、
そ
れ
ま
で
古
典
籍
や
古
文
書
を
扱
う
上
で
培
っ
て
き
た
知

識
・
経
験
を
活
か
し
て
、
英
国
側
に
対
す
る
日
本
語
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

整
理
の
た
め
の
支
援
と
し
て
、
古
典
籍
の
目
録
作
成
や
、
く
ず
し
字

解
読
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
職
員
の
派

遣
は
、
日
本
研
究
へ
の
寄
与
と
い
う
点
に
お
い
て
大
変
歓
迎
さ
れ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
へ
の
派
遣

　
二
〇
一
六
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
（
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
）
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
Ｅ
Ａ

Ｌ
は
、
日
本
の
大
学
や
研
究
機
関
に
所
属
す
る
図
書
館
員
を
三
年
間

（
二
〇
一
六
年
～
一
八
年
）
で
三
名
招
聘
す
るT

ateuchi V
isiting 

Librarian Project

を
開
始
し
、
そ
れ
に
応
募
す
る
形
で
、
三
名

の
職
員
を
派
遣
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
年
目
か
ら
公
募
制
の

形
を
取
り
、
慶
應
以
外
か
ら
派
遣
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、
結

果
と
し
て
全
員
が
慶
應
か
ら
の
派
遣
に
な
っ
た
。
日
本
か
ら
の
派
遣

者
は
、
半
年
間
の
滞
在
中
に
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
特
徴
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

目
録
作
成
や
整
理
業
務
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン

大
学
図
書
館
で
行
わ
れ
る
会
議
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
米
国
内
で

行
わ
れ
る
国
際
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
た
。
ま
た
毎
月
の

レ
ポ
ー
ト
提
出
と
と
も
に
、
日
本
の
図
書
館
事
情
等
に
つ
い
て
紹
介

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ
、
派
遣
者
は
、
自
身
で
研
修

計
画
を
立
案
し
た
。
Ｅ
Ａ
Ｌ
に
過
去
に
寄
贈
さ
れ
未
整
理
に
な
っ
て

い
た
、
漫
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
タ
コ
マ
日
本
語
学
校
、
外
邦
図
（
第

二
次
世
界
大
戦
以
前
の
日
本
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
が
作
成
し

た
地
図
）
な
ど
の
特
徴
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
を
中
心
に
活
動

す
る
ほ
か
、
派
遣
の
時
期
が
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅳ
）
の
計
画
策
定
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
た
図
書
館
シ
ス
テ
ムA

lm
a

の
利

用
・
運
用
方
法
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
も
行
っ
た
。
他
大
学

の
図
書
館
見
学
、
Ａ
Ｌ
Ａ
な
ど
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
を
通

じ
、
様
々
な
見
聞
を
得
た
。
Ｅ
Ａ
Ｌ
が
所
蔵
す
る
日
本
語
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
膨
大
で
あ
り
、
半
年
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
へ
も
一
定
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
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T
ateuchi V

isiting Librarian Project

は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の

卒
業
生
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
で
も
あ
る
故
舘
内
敦
彦

氏
が
立
ち
上
げ
た
日
米
間
の
国
際
的
な
相
互
協
力
の
促
進
を
目
指
す

T
he A

tsuhiko and Ina G
oodw

in T
ateuchi Foundation

（
以
下
、
舘
内
財
団
）
の
資
金
援
助
を
受
け
て
お
り
、
派
遣
者
は
渡

航
費
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
参
加
費
、
生
活
費
等
の
経
済
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
た
。
舘
内
財
団
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
な
ら
ず
、

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
や
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
お
り
、

舘
内
財
団
の
冠
を
博
し
た
施
設
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
Ｅ
Ａ
Ｌ
で
の
研
修
は
当
初
よ
り
三
年
間
の
時
限
的
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
図
書
館
と
は
、
そ
の
後
の

交
流
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
現
在
、

管
理
職
が
一
週
間
程
度
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
を
訪
問
し
研
究
・
視
察
を

行
う
こ
と
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
図
書
館
の
資
源
を
用
い
た
研
究
を

行
う
こ
と
を
前
提
に
図
書
館
・
情
報
学
の
研
究
者
や
図
書
館
職
員
が

訪
問
し
て
研
究
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
計
画
が
あ
る
。
い

ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
舘
内
財
団
か
ら
費
用
が
補
填
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。（
海
外
派
遣
者
一
覧
は
次
ペ
ー
ジ
）

研
究
図
書
館
連
合
へ
の
加
盟
と
取
組
み

　
〇
二
年
一
〇
月
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
Ｒ
Ｌ
Ｇ
（
研
究
図
書
館

連
合
）
へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
国
際
化
へ
の
取
組
み

は
、
海
外
研
修
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
と
し
て
の
国
際
化
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
へ
の
加
盟
を
契
機
に
組
織
と
し
て
の
国
際
化
へ

の
取
組
み
も
積
極
的
に
進
め
て
い
っ
た
。
当
時
Ｒ
Ｌ
Ｇ
は
総
合
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
（R

esearch Libraries Inform
ation 

N
etw

ork

）
を
運
営
し
て
お
り
、
洋
書
の
書
誌
レ
コ
ー
ド
を
入
手

す
る
た
め
の
外
部
ソ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
に
加
え
て
、
Ｃ
Ｍ
Ｉ

（Cultural M
aterials Initiative

：
文
化
財
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
収
集
・
公
開
）、ILL M

anager

（
加
盟
館
間
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ

ス
テ
ム
）、Shares Program

（
来
館
利
用
の
便
宜
供
与
等
の
相

互
協
力
）
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
加

盟
の
目
的
で
あ
っ
た
。
加
盟
後
の
最
初
の
取
組
み
と
し
て
、
〇
四
年

に
は
Ｃ
Ｍ
Ｉ
を
利
用
し
て
「
慶
應
義
塾
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
（
約
千
五
百
点
）
を
公
開
し
て
い
る
（
写
真
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
つ
い
て
は
第
二
部
第
四
章
で
詳
述
す
る
）。
こ
こ
に
写
真
を

登
録
す
る
際
に
、
画
像
デ
ー
タ
を
効
率
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
タ
イ
ト
ル
（
日
本
語
、
英
訳
、
ロ
ー
マ
字
）
や
解
説
・
Ｌ
Ｃ

Ｓ
Ｈ
（
米
国
議
会
図
書
館
件
名
標
目
）
の
付
与
な
ど
メ
タ
デ
ー
タ
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
が
、
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
に
適
し
た
語
が
な
い
と
い
っ
た
日

本
の
デ
ー
タ
を
国
際
的
に
利
用
可
能
に
す
る
上
で
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
当
時
国
内
に
は
Ｃ
Ｍ
Ｉ
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
は
な
く
、
本
取
組
み
が
慶
應
か
ら
外
部
の
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
登
録
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
目
録
作
成
に
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
／
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｃ
21
を
採
用
し
て
い
る
利
点
を
活
か
し
、
二
〇
〇
四
年
～
〇
五
年
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海外から慶應への派遣者一覧

派遣者 期間 派遣元

メアリー・グロシュ 1989.9〜1999.8 ノーザン・イリノイ大学図書館

五十住早苗 1999.4.3〜6.28 UCSD図書館

リン・クツカケ 2004.9.1〜11.30 トロント大学図書館

ジョアン・レイシュマン 2006.10.21〜28 トロント大学図書館

ファビアノ・タカシ・ロチャ 2009.2.23〜3.13 トロント大学図書館

エレーナ・スプリンゴル 2010.11.28〜12.21 トロント大学図書館

派遣者 期間 研修先
山田摩耶 2012.9.22〜12.22 セインズベリー日本藝術研究所
岡野純子 2013.9.21〜2014.1.18 セインズベリー日本藝術研究所
浅尾千夏子 2014.9.13〜2015.1.31 セインズベリー日本藝術研究所
倉持隆 2015.9.6〜12.12 セインズベリー日本藝術研究所
鈴木有紀 2015.10.1〜2016.2.29 トロント大学図書館
藤本優子 2016.2.2〜8.1 ワシントン大学東アジア図書館
柴田由紀子 2016.10.23.2017.1.28 セインズベリー日本藝術研究所
川本真梨子 2017.5.1〜11.1 ワシントン大学東アジア図書館
新保佳子 2017.9.10〜12.10 セインズベリー日本藝術研究所
加藤諒 2018.6.11〜12.8 ワシントン大学東アジア図書館
友野詩穂 2018.9.18〜12.22 セインズベリー日本藝術研究所
吉井由希子 2019.10.18〜2020.1.31 セインズベリー日本藝術研究所
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派遣者 期間 研修先
渋川雅俊 1965.6〜 ハワイ大学図書館
森園繁 1968.7〜1969.7 メリーランド大学図書館
島原落穂 1968.10〜1969.7 モスクワ大学図書館
中島紘一 1968.6〜1969.6 ピッツバーグ大学図書館
奥泉栄三郎 1974.8〜 メリーランド大学図書館
渡部満彦 1979.6.8〜1979.10.5 OCLC機械化視察
高谷康子 1980.5〜11 ハワイ大学図書館
安田博 1982.7.7〜12.7 図書館機械化の調査研究（欧米各国の大学図書館）

小川治之 1982.9.4〜12.3
今後の大学図書館の在り方に関する事例研究（欧米各国
の大学図書館）

廣田とし子 1985.8.4〜1986.7 シカゴ大学図書館
風間茂彦 1986.10.〜1987.7 シカゴ大学図書館
市古健次 1987.10〜1988.7 シカゴ大学図書館
加藤好郎 1988.3〜1989.3 UC バークレー図書館
酒井明夫 1988.10〜1989.7 UCLA図書館
松本和子 1989.8〜1990.5 UCLA図書館
舘田鶴子 1990.10〜1991.7 UCLA図書館
関口素子 1992.6〜1993.5 UCSD図書館
関秀行 1993.10〜1994.9 英国（ケンブリッジ大学図書館ほか）、UCバークレー
市古みどり 1995.9.25〜12.20 ピッツバーグ大学医学図書館
落合啓一 1995.10〜1996.9 UC バークレー図書館
小澤ゆかり 1996.8.26〜11.26 英国（ケンブリッジ大学図書館ほか）で分類法利用状況調査
金子康樹 1997.5〜1998.1 ラトガース大学図書館
保坂睦 1999.7〜2000.1 UCSD図書館
酒井由紀子 1999.8〜2001.5 ノースカロライナ大チャペルヒル校情報図書館学校修士
佐藤友里恵 2000.1〜半年 UCSD図書館
和田幸一 2000.7〜半年 UCSD図書館
河野江津子 2000.7.21〜2001.1.30 ウィリアム・アンド・メアリー大学図書館
古賀理恵子 2001.1〜半年 UCSD図書館
三瓶美和子 2001.9〜半年 UCSD図書館

木下和彦 2002.8.17〜11.2
遠隔学習をサポートする図書館サービスの調査（英米加
の図書館訪問）

村田優美子 2003.8.1〜2004.1.31 トロント大学図書館
岡本聖 2004.8.1〜2005.1.31 トロント大学図書館
島田貴史 2005.9.1〜2006.1.31 トロント大学図書館
酒見佳世 2007.9.1〜2008.2.29 トロント大学図書館
角家永 2008.4.1〜2009.3.31 ハーバード大学イェンチン図書館
吉田真希子 2010.1.10〜2.11 トロント大学図書館
長野裕恵 2010.9.1〜2011.2.25 トロント大学図書館
森嶋桃子 2011.10.1〜2012.1.31 トロント大学図書館

慶應からの海外への派遣者一覧（短期は除く）
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に
か
け
て
、
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
へ
の
バ
ッ
チ
処
理
に
よ
る
日
本
語
書
誌
レ
コ

ー
ド
の
提
供
を
行
っ
た
。
登
録
し
た
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
は
約
三
十

三
万
件
に
の
ぼ
る
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
初
め
て

の
Ｒ
Ｌ
Ｇ
正
会
員
で
あ
り
、
和
図
書
の
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
提
供
を
強

く
望
ま
れ
て
い
た
。
書
誌
レ
コ
ー
ド
提
供
の
準
備
過
程
で
は
、
書
誌

レ
コ
ー
ド
の
著
作
権
に
関
す
る
認
識
の
違
い
が
あ
り
、
和
書
書
誌
レ

コ
ー
ド
の
入
手
先
を
Ｔ
Ｒ
Ｃ
（
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
Ｎ
Ｔ

Ｓ
（
日
販
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
）
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

日
本
語
の
カ
ナ
読
み
、
ロ
ー
マ
字
や
そ
の
分
か
ち
書
き
等
に
関
し
て

は
慶
應
独
自
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
採
用
し
て
い
た
た
め
、
本
来
の
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
21
の
タ
グ
へ
正
し
く
変
換
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ

た
。
最
終
的
に
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
登
録
が
完
了
し
た
際
に
は
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
が
北
米
の
東
ア
ジ
ア
図
書
館
員
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

共
有
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
に
大
き
な
反
響
を
得
た
活
動
で
あ
っ
た
。

Ｒ
Ｌ
Ｇ
と
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
合
併
：
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
の
活
動
へ

　
Ｒ
Ｌ
Ｇ
は
二
〇
〇
六
年
七
月
に
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
と
合
併
し
、
Ｃ
Ｍ
Ｉ
を

は
じ
め
と
す
る
Ｒ
Ｌ
Ｇ
の
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
は
終
了
し
た
。
当
面

の
間
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
た
が
、

一
一
年
七
月
にO

CLC R
esearch Library Partnership

（
Ｏ

Ｒ
Ｌ
Ｐ
）
が
発
足
、
慶
應
も
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
へ
継
続
し
て
加
盟
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
は
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
研
究
・
調
査
・
開
発

部
門
で
あ
るO

CLC R
esearch

の
一
部
門
と
し
て
、
加
盟
す
る
研

究
図
書
館
・
研
究
機
関
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
組
織
と
な
っ
た
。

　
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
の
特
徴
は
双
方
向
性
に
あ
り
、
加
盟
館
に
対
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
テ
ー
マ
に
応
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
加
盟
館
へ
の
情
報
共
有
と
し
て
、
メ
ー
ル
配
信
、
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
、
米
国
内
で
の
メ
ン
バ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
慶
應
は
メ
ン
バ
ー
と
し
て
メ
タ
デ
ー
タ
を
始
め
と
す

る
研
究
図
書
館
に
か
か
わ
る
調
査
・
研
究
に
協
力
し
た
。
特
に
一
番

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
年
次
大
会
で
あ
る
。

年
次
大
会
で
は
加
盟
館
か
ら
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

参
加
者
同
士
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
海
外
図
書
館
の
先
進
的
な
取
組
み
を
目
の
当
た

り
に
し
、
刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
理
的
な
問
題
も
あ
り
、

米
国
内
で
都
度
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
難
し
い
が
、
年

次
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
研
究
図
書
館
の
興
味
が
い
ま
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
後

目
指
す
べ
き
図
書
館
像
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
に
も
な
っ
た
。
特

に
一
三
年
の
年
次
大
会
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（「
貴
重
書
」、

「
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
（
写
本
）」、「
ア
ー
カ
イ
ブ
（
文
書
）」
等
を

包
括
し
て
指
す
用
語
）
を
テ
ー
マ
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
、

所
蔵
す
る
貴
重
な
資
料
を
管
理
・
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
利
用
者

に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
こ
の
年
次
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
同
年
に
三

田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
担
当
が
置
か
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れ
、
一
四
年
度
後
期
に
は
「
貴
重
書
活
用
授
業
」
の
開
始
に
至
っ
た
。

　
年
次
大
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
に
、
最
も
有
意
義
な
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ハ
ル
コ
氏
と

の
交
流
が
あ
っ
た
。
慶
應
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
初
の
Ｒ
Ｌ
Ｇ
参
加
館
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
か
ら
移
籍
し
た
ミ
ハ
ル
コ
氏
は
一
〇
年

か
ら
一
四
年
ま
で
毎
年
慶
應
を
訪
ね
管
理
職
向
け
に
海
外
の
研
究
図

書
館
の
動
向
等
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
、
一
二
年
に
は
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
研
修
会
で
講
演
を
行
っ
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
研
究
・
調
査
に

基
づ
く
図
書
館
活
動
に
関
す
る
将
来
像
な
ど
示
唆
に
富
ん
だ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
常
業
務
に
埋
没
し
が
ち
な
職
員
に
と
っ
て
も
、

先
進
的
な
取
組
み
に
感
化
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
と
の
関
係
を
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
、

日
々
の
図
書
館
運
営
に
目
に
見
え
る
形
で
還
元
し
て
い
く
た
め
の
活

動
と
し
て
、
一
二
年
か
ら
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
に
関
す
る
業
務
を
専
門
に
担
当

す
る
職
員
を
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
配
置
し
た
。
フ
ェ
ロ
ー
は
九
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
の
五
週
間
、
米
国
の
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
本
部
を
訪
問
し
、

O
CLC R

esearch

の
活
動
・
運
営
手
法
な
ど
に
つ
い
て
集
中
的
な

研
修
を
受
け
た
。
そ
の
一
期
目
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、
一
四
年

に
は
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
か
ら
講
師
を
招
き
、「
大
学
図
書
館
に
お
け
る
冊
子

体
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
将
来
～
日
本
版Shared Print

の
可
能
性

～
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
一
回
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ

　
大
学
図
書
館
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
慶
應
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館

に
対
し
て
も
、
海
外
の
図
書
館
の
事
例
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
た
。

Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
と
の
連
携
の
成
果
を
学
内
外
に
向
け
て
還
元
す
る
試
み
の

一
環
で
あ
る
。
一
四
年
か
ら
は
二
期
目
の
フ
ェ
ロ
ー
活
動
が
始
ま
り
、

一
六
年
に
「
研
究
支
援
と
図
書
館
～
研
究
サ
イ
ク
ル
を
取
り
巻
く

「
混
沌
」
に
図
書
館
は
ど
う
向
き
合
う
か
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
二

回
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
　
大
学
図
書
館
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
さ
ら

に
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
る
。
フ
ェ
ロ
ー
の
活
動
は

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
二
〇
一
二
～
一
六
年
ま
で
二
期
四
年
に

亘
り
継
続
し
た
。
組
織
と
し
て
の
国
際
化
も
揺
る
ぎ
な
く
進
ん
で
い

る
証
で
あ
る
。

　
海
外
の
図
書
館
で
の
研
修
や
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
の
よ
う
な
関
連
団
体
と
の

つ
な
が
り
を
振
り
返
る
と
、
当
初
は
日
本
の
先
を
行
く
欧
米
の
先
進

的
な
取
組
み
を
学
び
に
行
く
こ
と
を
主
目
的
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
徐
々
に
一
方
的
に
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
だ
け
で
な

く
、
受
け
入
れ
先
機
関
、
加
盟
し
て
い
る
団
体
に
も
な
ん
ら
か
の
貢

献
を
で
き
る
よ
う
な
相
互
協
力
の
形
を
基
本
と
し
た
関
係
に
変
化
し

て
き
て
い
る
。
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
の
採
用
、
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｐ
へ
の
参
加
、

A
leph

やA
lm

a

と
い
っ
た
海
外
ベ
ン
ダ
ー
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の

が
国
際
標
準
に
対
応
し
て
い
く
方
向
で
推
移
し
て
き
た
こ
と
で
、
国

際
交
流
を
促
す
地
盤
が
日
頃
か
ら
整
備
さ
れ
、
海
外
と
の
交
流
が
よ

り
活
発
に
な
る
好
循
環
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
海
外
の
図
書
館
と
の
連
携
を
業
務
と
し
て
展
開
し
て
い
く
う
え
で
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重
要
な
の
は
、
何
よ
り
も
国
際
化
を
意
識
し
た
図
書
館
職
員
の
育
成

で
あ
る
。
海
外
研
修
を
経
験
し
た
職
員
は
単
な
る
図
書
館
業
務
の
知

識
だ
け
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
海
外
の
図
書
館
の
運
営
方
法
や
図
書

館
員
の
考
え
方
、
日
本
の
図
書
館
と
の
相
違
を
実
際
に
そ
の
図
書
館

に
身
を
置
く
こ
と
で
身
近
に
感
じ
吸
収
し
、
図
書
館
職
員
と
し
て
一

層
成
長
す
る
た
め
の
教
訓
と
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
実
務

に
お
い
て
も
海
外
の
図
書
館
関
係
者
と
対
等
な
立
場
で
仕
事
を
し
て

い
け
る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
海
外
研
修
に
よ
る
人
材

育
成
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
海
外
の
図
書
館
と
の
交
流
を
通
じ
た
人
材
育
成
が
、
半
世

紀
以
上
に
わ
た
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
国
際
化
の
た
め
の
組
織
的

な
基
盤
作
り
と
な
り
、
今
日
ま
で
着
実
に
成
果
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

　
海
外
の
研
修
先
は
無
暗
に
声
掛
け
を
し
て
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
過
去
に
研
修
で
訪
れ
た
職
員
の
実
績
が
土
台
と
な
っ
て
関

係
が
成
り
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
何
よ
り
、
慶
應
の
卒
業
生
で
海

外
の
ア
ジ
ア
図
書
館
で
一
時
代
を
築
い
た
人
々
や
、
世
界
各
国
で
活

躍
す
る
日
本
人
図
書
館
員
の
方
々
か
ら
多
大
な
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い

て
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

四
　
場
と
し
て
の
図
書
館

新
世
紀
の
図
書
館

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て

大
学
図
書
館
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
始
め
て
い
た
。
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
登
場
に
よ
り
、
来
館
せ
ず
に
利
用
で
き
る
資
料
が

増
え
る
一
方
で
、
図
書
館
に
対
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
快
適
に
滞
在

し
学
習
・
研
究
が
行
え
る
場
と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
は
、
慶
應
義
塾
の
基
本
方
針
「
慶
應

義
塾
21
世
紀
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
〇
六
年
に
「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
」
と
し
て
四
項
目
を
策

定
し
た
。
同
年
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
が
施
行
さ
れ
、
日
本
全
体

で
施
設
環
境
整
備
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
翌
年
、

中
期
計
画
実
現
の
た
め
策
定
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
で
も
四
項
目
中

「
一
．
環
境
変
化
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
」、「
三
．

施
設
の
整
備
」
の
二
項
目
で
施
設
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
、「
場
と

し
て
の
図
書
館
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

　「
行
動
計
画
」
を
基
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
を
集
め
た
利
用
者
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し

た
。
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
し
て
活
動
し
、
〇
七
年
に
は

フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
〇
八
年
に
は

LibQ
U
A
L+

®

（
ラ
イ
ブ
カ
ル
）
を
使
っ
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
評
価

の
実
施
を
担
っ
た
。LibQ

U
A
L+

®

は
利
用
者
が
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
評
価
を
行
う
Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
り
、
当
時
か
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ら
北
米
を
中
心
に
、
世
界
中
、
多
数
の
図
書
館
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
日
本
語
版
は
提
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
施
に
あ
た
り
Ａ
Ｒ

Ｌ
（
北
米
研
究
図
書
館
協
会
）
と
共
同
で
開
発
か
ら
行
っ
た
。

LibQ
U
A
L+

®
の
よ
う
な
悉
皆
調
査
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
翻

訳
作
業
も
含
め
て
準
備
に
は
費
用
も
人
的
コ
ス
ト
も
か
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
調
査
が
実
現
し
た
の
は
、
次
の
時

代
の
図
書
館
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
、
サ
ー
ビ
ス
評
価
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　LibQ
U
A
L+

®

で
は
、
回
答
者
が
一
つ
の
設
問
に
対
し
て
「
望
ま

し
い
レ
ベ
ル
」、「
実
際
の
レ
ベ
ル
」、「
最
低
限
の
レ
ベ
ル
」
の
三
つ

の
レ
ベ
ル
を
九
段
階
の
数
値
で
評
価
す
る
。
調
査
結
果
で
は
そ
の
数

値
で
示
さ
れ
た
「
ス
コ
ア
」
と
、
自
由
記
述
の
「
コ
メ
ン
ト
」
の
両

方
が
得
ら
れ
る
。
通
常
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
は
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク

な
作
り
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
期
待
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
顕
著
に

表
れ
る
。
三
つ
あ
る
設
問
分
野
の
中
で
、
利
用
者
全
体
と
し
て
期
待

度
が
高
か
っ
た
上
位
五
項
目
は
、「
情
報
・
資
料
」
分
野
の
三
項
目
、

「
場
所
」
分
野
の
二
項
目
で
あ
っ
た
。
設
問
分
野
の
残
る
一
つ
は

「
サ
ー
ビ
ス
」
分
野
だ
が
、
こ
ち
ら
は
学
部
生
、
大
学
院
生
、
教
員

い
ず
れ
の
身
分
で
も
五
位
以
内
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。「
サ
ー
ビ
ス
」

分
野
は
期
待
度
に
お
い
て
他
の
二
分
野
に
劣
る
一
方
で
、「
望
ま
し

い
レ
ベ
ル
」
と
「
実
際
の
レ
ベ
ル
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
値
が
最
も
少
な
く
、

利
用
者
か
ら
す
で
に
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
て
い
た
と
読
み
取
れ
る
。

「
場
所
」
分
野
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
二
項
目
は
「
ひ
と
り
で
学
習
・

研
究
す
る
た
め
の
、
静
か
な
空
間
が
あ
る
」
と
「
快
適
で
、
ま
た
行

き
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
」
で
あ
り
、
特
に
学
部
生
の
期
待

度
が
高
か
っ
た
。
〇
四
年
に
は
携
帯
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
、
〇
六
年
に
は
電
子
資
料
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
り
、

図
書
館
で
の
滞
在
時
間
や
来
館
の
必
然
性
が
減
っ
た
一
方
で
、
居
場

所
と
し
て
の
図
書
館
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て
高
く
、
さ
ら
に
は
静
か

で
厳
か
な
環
境
と
並
ん
で
居
心
地
の
良
い
環
境
も
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
回
答
者
か
ら
得
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
見
て
、
い
く
つ
か
の
要
望
に

つ
い
て
は
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
年
度
内
に
も
対
応
が
図
ら
れ
た
。

三
田
で
は
書
架
で
の
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
中
に
短
時
間
座
っ
て
読
書
が
で

き
る
よ
う
新
館
地
下
書
庫
の
書
架
側
面
に
丸
椅
子
を
三
十
脚
設
置
し

た
。
ま
た
、
要
望
の
多
か
っ
た
、
仕
切
り
の
あ
る
一
人
席
や
グ
ル
ー

プ
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
が
各
館
で
次
々
と
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン

　
日
吉
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
動
き
始
め
て
い
た
数
カ
年

の
館
内
環
境
整
備
計
画
も
、LibQ

U
A
L+

®

等
の
利
用
者
調
査
結
果

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
全
館
的
視
野
に
立
ち
用
途
別
の
居
場
所
作
り
を

念
頭
に
進
め
ら
れ
た
。

　
理
工
学
で
は
、
ま
ず
個
人
用
ブ
ー
ス
席
の
整
備
に
着
手
し
た
。

LibQ
U
A
L+

®

の
前
に
実
施
さ
れ
た
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
抽
出
さ
れ
た
学
習
環
境
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
主
に
機
能
的
な
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便
益
と
情
緒
的
な
便
益
に
分
け
ら
れ
た
。
機
能
面
で
は
静
か
で
集
中

で
き
、
パ
ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
持
ち
込
み
の

パ
ソ
コ
ン
も
利
用
で
き
、
館
内
の
資
料
や
ノ
ー
ト
も
広
げ
ら
れ
る
設

備
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
情
緒
面
、
す
な
わ
ち
、
使

い
や
す
い
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
お
互
い
に
気
を
遣
わ
な
く

て
も
良
い
だ
け
の
十
分
な
間
隔
や
、
学
習
に
集
中
で
き
る
快
適
な
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を

満
た
す
べ
く
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
本
館
南
側
に
個
人

ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
「
静
か
エ
リ
ア
」
が
誕
生
し
、
初
め
て
私
語
と

携
帯
電
話
が
禁
止
の
エ
リ
ア
と
し
て
運
用
さ
れ
た
。
Ｌ
字
型
で
、
幅

が
一
六
〇
セ
ン
チ
あ
る
十
分
な
広
さ
の
机
を
一
人
で
使
う
こ
と
が
で

き
、
隣
席
と
は
背
中
合
わ
せ
で
互
い
の
動
き
が
気
に
な
り
に
く
い
配

置
と
し
、
向
か
い
と
視
線
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
仕
切
り
も
設
け
た
。

こ
の
静
か
エ
リ
ア
は
設
置
後
た
び
た
び
満
席
に
な
っ
た
。
ま
た
、

LibQ
U
A
L+

®

の
コ
メ
ン
ト
数
で
三
番
目
に
多
か
っ
た
開
館
時
間
延

長
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
元
々
二
十
四
時
間
利
用
可
能
な
特
別

エ
リ
ア
で
あ
る
創
想
館
（
第
二
章
第
二
節
四
「
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
参
照
）
地
下
一
階
閲
覧
席
の
利
用
可
能
人
数
を
増
や
し
た
。

こ
ち
ら
は
、
静
か
エ
リ
ア
の
広
々
と
し
た
席
に
対
し
て
、
デ
ス
ク
ラ

イ
ト
と
電
源
、
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
の
み
を
配
置
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

席
と
し
、
試
験
勉
強
の
た
め
の
二
十
四
時
間
対
応
学
習
室
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
す
べ
く
「
自
習
室
」
と
改
称
し
た
。

　
日
吉
の
三
階
雑
誌
室
の
閲
覧
机
は
四
人
用
の
円
形
机
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
十
字
形
の
衝
立
を
置
き
四
つ
の
個
別
席
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
席
に
デ
ス
ク
ラ
イ
ト
も
設
置
さ
れ
、
狭
い
も
の
の
隣
を
気
に
せ
ず

利
用
で
き
る
閲
覧
席
と
な
っ
た
。
複
数
人
で
座
り
お
し
ゃ
べ
り
に
興

じ
る
格
好
の
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
四
人
掛
け
が
、
要
望
の
多

い
仕
切
り
付
き
の
一
人
席
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
エ
リ
ア

自
体
に
も
静
寂
が
戻
る
と
い
う
効
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
他
の
フ

ロ
ア
に
つ
い
て
も
机
を
キ
ャ
レ
ル
タ
イ
プ
に
変
更
す
る
な
ど
一
人
席

の
整
備
を
進
め
た
。
同
時
期
に
三
田
の
南
閲
覧
室
や
信
濃
町
の
地
下

閲
覧
室
に
も
キ
ャ
レ
ル
タ
イ
プ
の
個
別
机
が
設
置
さ
れ
、
一
人
で
静

か
に
学
習
・
研
究
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し
て
い
っ
た
。

　
会
話
が
可
能
な
エ
リ
ア
で
あ
る
「
グ
ル
ー
プ
学
習
室
」
に
も
手
が

入
っ
た
。
授
業
の
一
環
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
グ
ル
ー

プ
で
課
題
に
取
組
む
機
会
が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る
場
所
は
非
常
に
限
ら
れ
て
お
り
、
図
書

館
内
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室
は
重
宝
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
他
の
エ

リ
ア
に
話
し
声
が
漏
れ
て
し
ま
う
問
題
が
あ
っ
た
。
学
部
一
・
二
年

生
が
主
要
な
サ
ー
ビ
ス
対
象
で
あ
る
日
吉
で
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室

周
辺
を
含
む
館
内
の
喧
噪
が
常
々
悩
み
の
種
と
な
っ
て
お
り
、
静
か

に
学
び
た
い
利
用
者
か
ら
不
満
の
声
も
上
が
っ
て
い
た
。
必
要
な
の

は
館
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
会
話
す
る
学
生
を
追
い
出
す
こ
と
で
は

な
く
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
〇
八
年

に
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
ド
ア
を
二
重
に
す
る
工
事
を
行
っ
た
。
音
漏

れ
を
大
幅
に
減
ら
し
つ
つ
も
、
外
側
の
ド
ア
を
自
動
扉
に
す
る
こ
と
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で
利
用
者
の
利
便
性
を
損
ね
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
集

中
し
て
討
議
が
で
き
る
よ
う
室
内
に
透
明
な
仕
切
り
で
区
切
っ
た
半

個
室
を
作
っ
た
り
、
電
源
や
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
の
整
備
、
大
き
め
の

テ
ー
ブ
ル
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
Ｉ
Ｔ
Ｃ
に
よ
っ
て
パ
ソ

コ
ン
の
設
置
も
行
わ
れ
た
り
と
多
様
な
活
用
が
で
き
る
場
と
な
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
充
実
に
よ
り
、
館
内
に
分
散
し
て
い
た
会
話
の

声
は
あ
る
程
度
集
約
で
き
た
が
、
さ
ら
に
喧
噪
を
抑
え
る
た
め
、
利

用
者
に
は
図
書
館
へ
入
館
す
る
場
面
か
ら
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
意
識
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
外
と
同
じ
感
覚
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
し
ま
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
階
の
出
入
口
に
も
工
夫
を
施
し
た
。
老
朽
化

し
た
ド
ア
を
交
換
し
た
際
に
ガ
ラ
ス
部
分
に
目
隠
し
の
フ
ィ
ル
ム
を

貼
り
、
入
口
側
と
出
口
側
の
通
路
を
仕
切
る
た
め
の
背
の
高
い
人
工

樹
木
を
複
数
設
置
し
た
。
図
書
館
の
外
と
中
、
入
口
と
出
口
が
し
っ

か
り
と
区
切
ら
れ
、
メ
リ
ハ
リ
を
持
っ
て
利
用
ル
ー
ル
が
自
然
と
守

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
設
計
だ
。

　
理
工
学
で
は
、
本
館
二
階
に
で
き
た
二
つ
の
サ
イ
ズ
の
空
き
部
屋

を
グ
ル
ー
プ
学
習
室
と
し
て
仕
立
て
、
大
き
い
方
を
「
グ
ル
ー
プ
学

習
室
」、
小
さ
い
方
を
「
ア
イ
デ
ア
ル
ー
ム
」
と
名
付
け
た
。
利
用

者
の
声
か
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
独
立
し
た
空
間
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
照
明
や
空
調
の
都
合
で
完
全
に
仕
切
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
は
フ
ァ
ミ
レ

ス
型
の
ベ
ン
チ
ソ
フ
ァ
を
選
定
し
、
座
っ
た
状
態
だ
と
他
グ
ル
ー
プ

同
士
の
目
線
が
完
全
に
遮
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
独
立
性
を
確

保
し
た
。
ア
イ
デ
ア
ル
ー
ム
は
、
部
屋
す
べ
て
の
壁
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
し
、
好
き
な
位
置
の
壁
に
寄
り
添
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
机

と
椅
子
は
小
さ
め
か
つ
可
動
式
の
も
の
を
設
置
し
た
。

　
続
け
て
、
創
想
館
一
階
の
改
修
も
行
っ
た
。
創
想
館
は
〇
〇
年
に

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
に
で
き
た
多
様
な
機
能
を
持
つ
総
合
的
な
建
物
で
、

隣
接
す
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
竣
工
当
初
か
ら
そ
の
一
階
と
地
下

一
階
に
エ
リ
ア
を
拡
張
し
て
い
た
。
こ
こ
は
建
物
自
体
の
オ
ー
プ
ン

な
雰
囲
気
を
活
か
し
、
一
人
席
と
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
機
能
を
あ
え

て
ゆ
る
や
か
に
統
合
し
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
の
機
能
も
持
た
せ
る
こ
と
に
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
学
生
コ

ン
サ
ル
タ
ン
トS-Circle

の
活
動
場
所
に
も
使
用
す
る
一
方
で
、

こ
れ
ま
で
一
人
で
利
用
し
て
い
た
常
連
利
用
者
の
居
場
所
も
維
持
で

き
る
よ
う
、
入
口
か
ら
奥
に
い
く
ほ
ど
静
か
に
な
る
配
置
と
し
、
一

人
で
も
複
数
人
で
も
利
用
で
き
る
場
と
し
た
。
壁
に
よ
る
仕
切
り
が

な
い
た
め
、
開
催
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
他
の
人
の
使
い
方
な
ど

が
目
に
入
り
、
利
用
者
自
身
が
新
た
な
図
書
館
の
活
用
方
法
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
一
二
年
に
は
三
年
計
画
の
答
え
合
わ
せ
と
し
て
、

「
学
習
環
境
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

見
直
し
を
進
め
た
。

　
信
濃
町
で
は
、
利
用
者
調
査
の
後
、
さ
ら
に
医
学
部
生
の
学
習
環

境
改
善
公
聴
会
に
参
加
し
医
学
部
各
学
年
代
表
の
意
見
を
聞
い
た
。

特
に
二
～
五
年
生
か
ら
は
日
吉
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
学
習
室
を
望
む

声
も
多
く
、
設
置
場
所
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
た
。
ス
ペ
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ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
、
静
か
エ
リ
ア
と
の
配
置
の
兼
ね
合
い
も
考

え
、
地
下
の
会
議
室
を
改
装
し
グ
ル
ー
プ
学
習
室
と
し
た
。
こ
れ
で

全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
館
内
に
あ
っ
た
Ｉ
Ｔ
Ｃ
事
務
室
が
別
の
建
物
に
移
転
し
た

こ
と
に
よ
り
、
跡
地
に
セ
ミ
ナ
ー
室
を
新
設
し
、
そ
の
隣
に
グ
ル
ー

プ
学
習
室
を
移
設
し
た
。

防
災
・
安
心
・
安
全

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
東
京
、

神
奈
川
に
位
置
す
る
主
要
キ
ャ
ン
パ
ス
は
震
度
四
か
ら
五
弱
の
揺
れ

に
見
舞
わ
れ
た
。
人
命
に
か
か
わ
る
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
各

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
確
保
の
た
め

咄
嗟
の
判
断
を
迫
ら
れ
た
。
ま
た
、
余
震
が
続
く
中
で
、
落
下
し
た

多
数
の
資
料
を
書
架
に
戻
す
作
業
や
、
計
画
停
電
か
ら
図
書
館
の
基

幹
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
を
物
理
的
に
逃
が
す
措
置
な
ど
、
対
応
は
し
ば

ら
く
続
い
た
。

　
地
震
当
日
は
春
休
み
期
間
中
で
、
入
館
者
が
授
業
期
間
よ
り
も
少

な
か
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
が
、
情
報
が
錯
綜
し
交

通
機
関
も
麻
痺
す
る
中
、
利
用
者
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
帰
宅
困
難
者

が
発
生
し
大
き
な
不
安
に
包
ま
れ
た
。
三
田
で
は
一
時
的
に
図
書
館

の
中
へ
学
内
の
帰
宅
困
難
者
や
近
隣
か
ら
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。

資
料
の
落
下
は
、
特
に
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
被
害
が
甚

大
で
あ
っ
た
。
他
キ
ャ
ン
パ
ス
職
員
も
応
援
に
加
わ
っ
た
が
、
す
べ

て
の
資
料
が
元
通
り
に
戻
る
ま
で
に
三
週
間
近
く
を
要
し
、
三
月
三

一
日
ま
で
休
館
し
て
作
業
に
あ
た
っ
た
。
三
田
の
図
書
館
旧
館
で
は

書
架
の
破
損
や
倒
れ
こ
み
も
あ
り
、
十
分
な
数
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
な

い
中
、
慎
重
に
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

学
習
・
研
究
を
続
け
よ
う
と
、
震
災
か
ら
三
日
後
の
理
工
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
す
で
に
の
べ
八
十
八
人
の
来
館
者
が
い
た
。

　
非
常
時
に
備
え
、
図
書
館
は
何
を
す
べ
き
か
。
利
用
者
と
そ
こ
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
図
書
館
が
安
心
、
安
全

な
場
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
薬
学

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
料
を
書
架
の
背
板
奥
ま
で
押
し
込
み
、

置
き
型
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
底
面
に
は
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
付

け
る
な
ど
落
下
防
止
対
策
を
行
っ
た
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
書
庫
狭
隘
化
の
た
め
や
む
を
得
ず
書
架
の
天
板
上
に
ま
で
資
料

を
配
置
し
て
い
た
が
、
落
下
が
発
生
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、
作
業
要

員
二
名
を
短
期
雇
用
す
る
な
ど
し
て
資
料
再
配
置
を
実
施
し
た
。
信

濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
新
設
し
た
書
架
に
は
、
揺
れ
を
感
知
す

る
と
自
動
的
に
バ
ー
が
上
が
り
資
料
落
下
を
防
ぐ
「
耐
震
バ
ー
」
を

備
え
付
け
た
。
こ
の
バ
ー
は
す
で
に
あ
る
書
架
に
後
付
け
で
設
置
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
書
架
に
直
接
貼
り
付
け
る
「
落
下
防
止
テ

ー
プ
」
と
合
わ
せ
、
そ
の
後
他
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
導
入
さ
れ
た
。

　
理
工
学
で
は
、
一
六
年
に
「
館
内
環
境
・
安
心
・
安
全
活
動
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ａ
」
を
発
足
さ
せ
、
十
カ
月
の
間
、
館
内

の
総
点
検
や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、
避
難
訓
練
実
施
な
ど
防
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災
対
策
を
中
心
に
継
続
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場

　「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
が
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
始
め
た
の
は
二
〇
一
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
大
学
教
育
の
場

に
お
い
て
、
講
義
形
式
で
な
く
課
題
解
決
型
の
能
動
的
な
学
習
を
促

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
汎
用
的
な
能
力
を
持
っ
た
人
材

の
育
成
を
行
う
こ
と
を
狙
い
と
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
推
奨
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
に
適
し
た
場
所
と
し
て
大
学
図
書
館
界
で
は
「
ラ
ー
ニ

ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
が
関
心
を
集
め
た
。

　
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
館
内
配
置
を
考
え

る
際
に
は
必
ず
話
題
に
上
る
も
の
の
、
実
際
の
と
こ
ろ
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
に
あ
た
る
ス
ペ
ー
ス
は
慶
應
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

文
部
科
学
省
の
作
成
す
る
統
計
『
学
術
情
報
基
盤
実
態
調
査
』
に
は

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス
」
設
置
の
有
無
を
尋
ね
る

調
査
項
目
が
あ
る
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
用
語
解
説
で
は

「
複
数
の
学
生
が
集
ま
っ
て
、
電
子
情
報
や
印
刷
物
も
含
め
た
様
々

な
情
報
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
用
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
学

習
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設

備
や
印
刷
物
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
学
生
の

自
学
自
習
を
支
援
す
る
人
的
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
も
の
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
確
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
設
置
が
な
い
慶
應

の
場
合
ど
の
よ
う
に
答
え
る
べ
き
か
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
要
件

の
各
種
リ
ソ
ー
ス
が
備
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
館
内
で
分
散
し
て

い
る
場
合
は
、
該
当
ス
ペ
ー
ス
な
し
と
す
る
よ
う
回
答
が
あ
っ
た
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
場
に
つ
い
て
考

え
る
と
、
必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
す
べ
て
を
一
箇
所
に
集
め

る
こ
と
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
、
そ
の
時
々
で
本
当
に
需

要
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
や
場
の
在
り
方
を
追
求
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、
一
三
年
に
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
一
角

に
デ
ジ
タ
ル
工
作
機
械
を
使
っ
て
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
「
フ
ァ
ブ

ス
ペ
ー
ス
」
が
開
設
さ
れ
た
。
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
が
図
書
館
に
設
置

さ
れ
た
の
は
国
内
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を

皮
切
り
に
、
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
、
Ｕ
Ｖ
プ
リ
ン
タ
、
デ
ジ
タ
ル
刺

繍
ミ
シ
ン
な
ど
を
導
入
、
年
々
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。
運
用
は
学
生

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
主
体
と
な
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
も
行

っ
て
い
る
。
授
業
で
こ
れ
ら
の
機
材
を
使
っ
た
課
題
が
出
る
こ
と
も

あ
る
。
館
内
で
複
数
人
の
学
生
が
パ
ソ
コ
ン
の
周
り
に
集
ま
っ
て
、

書
架
か
ら
選
ん
だ
本
を
片
手
に
3
Ｄ
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
躓
い
た
ら

学
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
職
員
に
相
談
し
な
が
ら
課
題
を
進
め
て
い

く
姿
は
、
ま
さ
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
再
評
価

　
三
期
目
の
「
中
期
計
画
二
〇
一
六
～
二
〇
二
〇
」
が
策
定
さ
れ
た
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翌
年
の
二
〇
一
七
年
、
二
度
目
のLibQ

U
A
L+

®

を
実
施
し
た
。

中
期
計
画
の
「
教
育
支
援
」
項
目
に
は
「
留
学
生
、
生
涯
学
習
者
、

障
が
い
の
あ
る
学
生
な
ど
学
習
者
の
多
様
性
に
配
慮
し
、
変
化
す
る

教
育
内
容
や
教
育
方
法
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
蔵
書
、
施
設
、
お
よ

び
人
的
支
援
の
充
実
を
図
る
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
お
り
、

LibQ
U
A
L+

®
実
施
に
お
い
て
も
、
調
査
対
象
と
し
て
新
た
に
留
学

生
と
通
信
教
育
課
程
生
が
加
え
ら
れ
た
。

　
〇
八
年
の
前
回
調
査
で
回
答
し
た
学
生
は
卒
業
し
、
構
成
員
が
入

れ
替
わ
っ
て
い
る
た
め
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
前
回
よ
り
も
全

体
的
に
ス
コ
ア
の
値
が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
各
分
野
の
ス
コ
ア
平

均
値
を
比
べ
る
と
、
増
減
が
な
い
の
は
「
情
報
・
資
料
」
分
野
の

「
望
ま
し
い
レ
ベ
ル
」
の
み
で
、「
実
際
の
レ
ベ
ル
」、「
最
低
限
の
レ

ベ
ル
」
お
よ
び
他
の
二
分
野
に
お
い
て
は
三
レ
ベ
ル
と
も
前
回
よ
り

高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
図
書
館
に
対
す
る
評
価
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
身
分
ご
と
に
見
る
と
、
学
部
生
グ
ル
ー
プ
の
「
場
所
」
分
野
に
対

す
る
「
実
際
の
レ
ベ
ル
」
の
評
価
は
、
他
の
二
分
野
「
情
報
・
資

料
」「
サ
ー
ビ
ス
」
と
比
較
し
最
も
低
か
っ
た
。
一
方
、
大
学
院
生

と
教
員
は
三
分
野
の
中
で
「
場
所
」
の
評
価
が
最
も
高
く
、
相
反
す

る
結
果
で
あ
っ
た
。
学
部
生
の
期
待
度
が
高
か
っ
た
上
位
五
項
目
は
、

「
情
報
・
資
料
」
分
野
が
一
項
目
、「
場
所
」
分
野
が
四
項
目
で
あ
っ

た
。
研
究
を
行
う
大
学
院
生
、
教
員
か
ら
は
「
情
報
・
資
料
」
に
期

待
が
集
ま
る
一
方
、
学
部
生
か
ら
は
学
習
の
場
と
し
て
さ
ら
な
る
図

書
館
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
学
部
生
が
現
状
の
「
場
所
」
を
低
く
評
価
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
最
低
限
の
レ
ベ
ル
」

と
「
実
際
の
レ
ベ
ル
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
値
は
学
部
生
が
最
も
高
い
。
つ

ま
り
、
図
書
館
に
最
低
限
求
め
る
レ
ベ
ル
を
現
状
が
上
回
っ
て
お
り
、

他
の
身
分
の
利
用
者
と
比
べ
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
高
く
評
価
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、「
望
ま
し
い
レ
ベ
ル
」
の
値
が

他
の
身
分
よ
り
高
く
、「
実
際
の
レ
ベ
ル
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
値
も
他

の
身
分
に
比
べ
て
大
き
い
。
こ
れ
は
、
他
の
身
分
に
比
べ
学
部
生
は

「
場
所
」
に
対
す
る
理
想
が
高
く
、
ま
た
、
現
状
と
の
乖
離
が
大
き

い
、
つ
ま
り
伸
び
代
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
今
回
も
自
由
記
述
の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
得
ら
れ
、
そ
の
数
、
四
～

五
百
件
に
上
っ
た
。
前
回
と
同
様
に
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
を
今
後
の
事
業
計
画
等
に
反
映
し
検
討
・
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
繰
り
返
し
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
汲
む
図
書

館
を
作
っ
て
い
く
。

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
す
る
図
書
館

　
利
用
者
の
要
望
か
ら
、
ま
た
、
日
々
利
用
者
と
触
れ
合
う
ス
タ
ッ

フ
の
提
案
か
ら
、
図
書
館
の
持
つ
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
七

年
に
館
内
で
の
食
事
を
試
行
的
に
認
め
た
。
市
街
地
か
ら
離
れ
た
キ
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ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
食
環
境
は
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
取
組
み
と
し
て
図
書
館
前
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
び
込
む
の
に
合

わ
せ
て
、
館
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
エ
リ
ア
を
食
事
が
可
能
な
場
所
と
し
て

運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
臭
い
や
ゴ
ミ
の
処
理
、
害
虫
対
策
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
図
書
館
と
し
て
は
勇
気
の
要
る
決
断
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
も
利
用
者
の
声
が
大
き
な
後
押
し
と
な
っ
た
一
例
で
あ
る
。
湘

南
藤
沢
に
関
し
て
い
え
ば
、
慶
應
内
外
の
図
書
館
に
先
駆
け
て
飲
料

の
持
込
み
を
認
め
た
時
に
も
話
題
と
な
っ
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
普

及
に
よ
り
、
飲
み
物
を
持
ち
歩
く
の
が
当
た
り
前
と
い
う
時
代
の
変

化
も
あ
り
、
〇
四
年
に
飲
食
ル
ー
ル
を
改
定
し
た
。
Ｐ
Ｃ
設
置
箇
所

以
外
で
は
密
閉
容
器
で
持
ち
込
ん
だ
飲
料
を
飲
む
こ
と
が
可
能
だ
。

日
吉
、
信
濃
町
、
理
工
学
、
薬
学
で
も
〇
九
年
に
、
三
田
は
一
三
年

に
館
内
へ
の
飲
料
持
込
み
を
可
と
し
た
。

　
三
田
で
は
、
一
六
年
か
ら
乳
幼
児
を
連
れ
て
の
入
館
を
認
め
た
。

施
設
内
は
高
校
生
以
上
の
利
用
が
原
則
だ
が
、
子
ど
も
同
伴
を
理
由

と
し
て
学
習
・
研
究
を
阻
害
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理
念
か

ら
、
学
内
外
を
問
わ
ず
子
ど
も
を
連
れ
て
入
館
す
る
こ
と
を
可
能
と

し
た
。
子
供
と
一
緒
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

多
目
的
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
を
備
え
付
け
た

ほ
か
、
階
段
近
く
の
数
カ
所
に
幼
児
転
落
防
止
柵
を
設
置
し
た
。
翌

年
に
は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
外
国
人
留
学
生
ら
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
カ
ウ
ン
タ
ー
に

筆
談
ボ
ー
ド
を
設
置
し
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
意
識
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
は
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
資
料

や
手
続
き
の
電
子
化
に
よ
り
非
来
館
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
進
展
も
加
速

し
て
い
る
。「
場
と
し
て
の
図
書
館
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
新
た

な
カ
タ
チ
を
模
索
し
な
が
ら
、
時
代
と
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
変
容
を
続
け
て
い
く
。

五
　
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
か
ら
新
た
な
早
慶
協
力
体
制
へ

初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ

　
九
九
年
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
た
。
九
二
年
に
稼
働
し
た
初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
全
キ
ャ

ン
パ
ス
で
運
用
開
始
さ
れ
た
初
め
て
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
当
時
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
業
務
を
変
更
せ
ず
に
そ

っ
く
り
積
み
込
ん
で
い
た
。
当
時
を
知
る
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
夢
い
っ
ぱ
い
」
の
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
シ
ス

テ
ム
が
込
み
入
っ
た
も
の
に
な
り
、
動
き
も
遅
く
、
実
運
用
と
し
て

は
課
題
が
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
資
料
の
整
理
滞
貨
が
発
生
し
て
お
り
、

シ
ス
テ
ム
化
を
滞
貨
の
解
消
に
つ
な
げ
る
目
算
だ
っ
た
が
、
か
え
っ

て
滞
貨
が
増
え
て
し
ま
う
悲
惨
な
状
況
も
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
反
省
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
「
3
Ｓ
─Sim

ple, 
Standard, Speed

（Perform
ance

）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
設

定
し
、
標
準
化
の
方
向
へ
舵
を
切
っ
た
。
国
際
標
準
と
の
互
換
性
を

有
す
る
文
字
コ
ー
ド
と
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
採
用
を
重
要
視
し
た
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結
果
、
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
国
内
で
の
主
流
で
あ
る
学
術
情
報
セ

ン
タ
ー
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｐ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
は
な
く
、
国
際
標
準
で
あ
る

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
に
準
拠
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

や
書
誌
記
述
の
標
準
化
は
世
界
的
な
流
れ
と
な
っ
て
い
た
。
Ｕ
Ｓ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
Ｃ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
カ
ナ
ダ
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
に
つ
い

て
も
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
間
で
調
整
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
九
七
年
に

新
た
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
が
誕
生
し
た
。
慶
應
が
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｃ
21
の
採
用
を
決
め
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
年
で
あ
っ
た
。

　「
3
Ｓ
」
で
目
指
し
た
の
は
単
な
る
文
字
コ
ー
ド
や
書
誌
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
標
準
化
だ
け
で
は
な
い
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
「
業
務

に
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
を
作
る
」
の
で
は
な
く
、「
汎
用
的
・
標
準

的
な
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
て
業
務
を
構
築
す
る
」
と
い
う
考
え
方
へ

転
換
し
た
の
で
あ
る
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
た

収
書
・
目
録
業
務
の
標
準
化
と
効
率
化
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
集

中
処
理
機
構
の
設
置
は
そ
の
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

は
の
ち
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
時
に
も
受
け
継
が
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
大
学
を
取
り
巻
く
学
習
・
研
究
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
図
書
館
界
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

介
し
た
図
書
館
資
料
の
予
約
・
貸
出
期
限
延
長
な
ど
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
サ

ー
ビ
ス
、
い
わ
ゆ
るM

y Library

機
能
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。
導
入
後
大
き
な
改
修
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
安
定
的
に

使
わ
れ
て
い
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
だ
っ
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で

はM
y Library

機
能
へ
の
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
に
も
急

速
に
導
入
が
進
ん
だ
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
な

い
な
ど
、
伝
統
的
な
図
書
館
資
料
、
す
な
わ
ち
冊
子
体
の
管
理
に
主

眼
が
置
か
れ
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
は
限
界
も
見
え
始
め
た
。
〇
五

年
に
稼
働
し
た
慶
應
義
塾
の
共
通
認
証
シ
ス
テ
ム
（keio.jp

）
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
利
用
者
自
身
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
貸
出

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
一
部
実
現
で
き
た
機
能
は

あ
っ
た
も
の
の
、
要
望
の
高
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
資
料
予
約
・

取
寄
せ
・
貸
出
期
限
延
長
機
能
や
各
タ
イ
ト
ル
の
目
次
な
ど
を
表

示
・
検
索
す
る
機
能
は
、
す
で
に
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
た
次
期
シ

ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
課
題
と
し
て
積
み
残
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ

　
二
〇
一
〇
年
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
が
導
入
さ
れ
た
。Ex Libris

社
製
の
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（A

leph

）
と
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

（Prim
o

）
を
ベ
ー
ス
に
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
た
同
社
製
の
電
子

資
料
管
理
シ
ス
テ
ムV

erde

と
リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バSFX

を
連
携
さ

せ
、
冊
子
体
資
料
と
電
子
資
料
の
統
合
的
な
管
理
を
目
指
し
て
い
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ

で
累
積
し
た
課
題
に
対
処
し
つ
つ
将
来
的
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、（
ａ
）
外
部
デ
ー
タ
を
容
易
に
利
用
し
そ
れ
ら
と
連
携
で
き

る
互
換
性
と
拡
張
性
を
持
つ
こ
と
、（
ｂ
）
電
子
資
料
管
理
と
伝
統

的
な
図
書
館
資
料
の
管
理
と
を
切
り
離
し
て
、
前
者
で
は
変
化
に
対
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応
し
得
る
拡
張
性
を
確
保
し
、
後
者
で
は
効
率
化
に
よ
り
縮
小
を
図

る
こ
と
、
そ
し
て
（
ｃ
）
多
様
な
情
報
資
源
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
に
な
り
業
務
の
面
で
は
二
つ
の
大
き
な
改
善
が

見
ら
れ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
図
書
と
雑
誌
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
発
注
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
お
り
発
注
業
務
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
本
部
が
ま
と
め
て
行
っ
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は

A
leph

上
で
図
書
と
雑
誌
両
方
の
発
注
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
業
務
フ
ロ
ー
を
見
直
す
こ
と
で
選
書
か
ら
発
注
ま

で
の
業
務
を
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
図
書
予
算
の
管
理
に
お
い
て
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
支
払

処
理
を
夜
間
の
一
括
処
理
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
予
算
残
額
の
正
確

な
把
握
等
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
常

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
予
算
管
理
が
で
き
、
円
滑
な
予
算
の
管
理
・

執
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
は
、
特
に
大
き
な
改
善
と
な
っ
た
の
が
、

前
述
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
の
機
能
改
修
で
積
み
残
し
課
題
と
さ
れ
た

M
y Library

機
能
の
公
開
で
あ
る
。A

leph

に
はM

y Library

機
能
が
最
初
か
ら
実
装
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
出
期
限
の

延
長
や
予
約
を
利
用
者
自
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
機
能
で
あ
っ
たM

y Library

は
急
速
に
浸
透
し
利
用
件
数
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
検
索
の
面
で
の
改
善
も
あ
っ
た
。A

leph

は
東
ア
ジ
ア
の
大
学
図

書
館
で
も
導
入
実
績
が
あ
る
な
ど
、
多
言
語
に
対
応
し
て
い
る
点
が

特
徴
で
あ
っ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
の
時
代
に
は
独
自
開
発
の
シ
ス

テ
ム
で
提
供
し
て
い
た
中
国
語
・
朝
鮮
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
な
ど
の
非

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
言
語
の
目
録
検
索
も
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
す
べ
て

の
言
語
の
資
料
を
同
時
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
利

用
者
用
検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
索
結
果
か
ら
電
子
資
料
へ
の
リ
モ
ー
ト

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
り
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
も
向
上
し
た
。

　
利
用
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
数
々
の
改
善
が
見
ら
れ
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
あ
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
運
用
の
面
で
は
課
題
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
資
料
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
処
理
に
必
要
な
貸
出
規
則
は
、

資
料
の
区
分
、
利
用
者
の
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
、
身
分
属
性
と
の
掛
け

合
わ
せ
で
設
定
さ
れ
る
が
、
資
料
区
分
だ
け
で
八
十
八
種
類
も
あ
り
、

貸
出
規
則
の
設
定
パ
タ
ー
ン
が
八
百
種
類
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
は
日
常
の
設
定
変
更
も
容
易
に
行
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

要
因
の
一
つ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
貸
出
規
則
の
平
準
化
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
移
行
に
際
し
て
検
討
さ
れ
た
も
の

の
、
館
ご
と
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
や
各
キ
ャ
ン
パ
ス
所
属
者
に
よ
る
利

用
を
優
先
し
た
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
一
部
の
規
則
の
統
一
の
み
に

と
ど
ま
り
、
抜
本
的
な
平
準
化
は
先
送
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
学
内

経
理
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
や
教
職
員
・
学
生
な
ど
の
利
用
者
デ
ー
タ

の
登
録
処
理
、
各
種
統
計
報
告
用
の
デ
ー
タ
出
力
な
ど
に
つ
い
て
は
、

外
付
け
シ
ス
テ
ム
と
し
て
独
自
の
追
加
開
発
が
必
要
と
な
る
な
ど
課

題
が
残
っ
た
。
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電
子
資
料
管
理
の
限
界
とPrim

o C
entral

の
導
入

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
電
子
ブ
ッ
ク
を
利
用
者
用
検
索
シ
ス
テ
ム
で

検
索
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
は

SFX
の
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出
し
た
デ
ー
タ
を
、
電
子
ブ
ッ

ク
の
場
合
は
購
入
時
に
版
元
か
ら
提
供
さ
れ
る
書
誌
デ
ー
タ
を
、
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
た
。

　
こ
の
し
く
み
の
問
題
点
の
一
つ
に
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の

電
子
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
が
あ
っ
た
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
型
で
は
タ
イ
ト
ル
の
入
替
が
頻
繁
に
発
生
す
る
た
め
、
書
誌

デ
ー
タ
の
登
録
・
管
理
作
業
が
煩
雑
と
な
り
デ
ー
タ
を
正
し
く
維
持

す
る
こ
と
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
五
年
に
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
大
規
模
電
子
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

“ebrary A
cadem

ic Com
plete w

ith D
A
SH

! ”

の
導
入
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
、
電
子
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
の
登
録
方
法
の
改
善

が
急
務
と
な
っ
た
。
対
応
を
検
討
し
た
結
果
、
一
六
年
二
月
に
導
入

し
たEx Libris

社
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るPrim

o 
Central

で
解
決
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
サ

ー
ビ
ス
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
登
録
さ
れ
た
図
書
の
書

誌
情
報
や
論
文
情
報
、
辞
書
項
目
な
ど
の
多
種
多
様
な
情
報
源
を
統

合
的
に
検
索
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
慶
應
で
は
電
子
ブ
ッ
ク
の
み
を
登
録
し
た
。Prim

o 
Central

の
導
入
に
よ
り
、
提
供
タ
イ
ト
ル
の
入
替
が
発
生
す
る
電

子
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
他
の
資
料
と
同
じ
よ
う
に
検

索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、ebrary

の
後
継
と
な
る

“ProQ
uest Ebook Central ”

で
は
単
に
電
子
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
導
入
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
（D

em
and D

riv-
en A

cquisition

）
と
い
う
新
し
い
選
書
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
Ｄ

Ｄ
Ａ
と
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
型
購
入
方
式
を
と
る
電
子
ブ
ッ
ク
の
選
書

形
態
の
一
つ
で
、
図
書
館
職
員
が
選
書
を
行
う
伝
統
的
な
方
式
と
は

異
な
り
、
利
用
者
が
実
際
に
必
要
と
し
た
資
料
を
図
書
館
が
購
入
す

る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
電
子
ブ
ッ
ク
の
新
し
い
流
れ
は
洋
書
が
中
心
で
あ
っ

た
。
図
書
館
で
扱
う
こ
と
の
で
き
る
和
書
の
電
子
ブ
ッ
ク
は
少
な
く
、

特
に
大
学
図
書
館
に
と
っ
て
は
学
術
書
の
電
子
化
が
望
ま
れ
て
い
た
。

図
書
館
の
立
場
か
ら
そ
の
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
慶
應
が
旗
振
り

役
と
な
り
一
〇
年
四
月
に
「
電
子
学
術
書
利
用
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
し
た
。
複
数
の
出
版
社
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
の
後
大
学
図
書
館
八
館
に
よ
る
共
同
実
験
へ

と
発
展
し
五
年
間
活
動
し
た
。

　
一
二
年
二
月
の
丸
善
株
式
会
社
（
現
丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社
）
の

「M
aruzen eB

ook Library

」（
Ｍ
ｅ
Ｌ
）
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

よ
り
、
和
書
に
つ
い
て
も
ま
と
ま
っ
た
電
子
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｍ
ｅ
Ｌ
の
電
子
ブ
ッ
ク
は
電
子
学

術
書
利
用
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
出
版
社
を
中
心
に

提
供
さ
れ
て
い
る
。
一
七
年
に
は
Ｍ
ｅ
Ｌ
で
も
Ｄ
Ｄ
Ａ
の
提
供
が
開

始
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
は
、「
絶
版
・
入
手
困
難
に
な
る
の
に
備
え
て
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事
前
に
買
い
揃
え
て
お
く
」
と
い
う
発
想
か
ら
、「
必
要
に
な
っ
た

時
に
購
入
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
図
書
館
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
の
転
換

を
促
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
へ

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
シ
ス
テ
ムA

leph

の
最
初

の
契
約
更
新
を
迎
え
た
一
四
年
ご
ろ
か
ら
、
慶
應
に
と
っ
て
の
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
と
な
る
次
の
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
第
一
の

候
補
と
な
るA

leph

の
後
継
シ
ス
テ
ムA

lm
a

は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
海
外
で
は
そ
の
特
徴
を
い
か
し

た
複
数
機
関
で
の
共
同
運
用
の
先
進
事
例
が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

慶
應
と
長
年
に
亘
り
相
互
協
力
協
定
の
運
用
実
績
が
あ
り
、
同
じ
く

海
外
ベ
ン
タ
ー
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
る
早
稲
田
大
学

図
書
館
と
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
共
同
運
用
す
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ

の
で
あ
る
。
導
入
の
経
緯
の
詳
細
は
第
二
部
第
一
章
「
海
外
図
書
館

シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
に
譲
る
が
、
一
五
年
か
ら
共
同
運
用
に
向
け
た

協
議
を
開
始
し
、
一
九
年
九
月
、
早
慶
図
書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用

が
始
ま
っ
た
。
共
同
運
用
の
二
つ
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
の
が
、

「
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
よ
る
運
用
の
安
定
化
と
コ
ス
ト
削
減
」「
目

録
形
式
の
標
準
化
と
目
録
作
成
の
コ
ス
ト
削
減
」
で
あ
る
。
つ
ま
り

共
同
運
用
の
鍵
と
な
る
の
は
全
体
の
運
用
と
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
早
慶
で
一
本
化
す
る
こ
と
に
な
る
目
録
業
務
で
あ
っ
た
。

　
目
録
業
務
に
お
い
て
は
三
つ
の
目
標
が
た
て
ら
れ
た
。「
早
慶
で

重
複
す
る
書
誌
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
目
録
作
業
の
効
率
化
」

「
目
録
の
標
準
化
と
国
際
流
通
」「
目
録
デ
ー
タ
検
索
の
利
便
性
向

上
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
念
頭
に
実
働
組
織
を
ど
う
す
る
か

か
ら
検
討
が
出
発
し
、
早
慶
の
目
録
作
業
を
一
カ
所
で
行
う
「
早
慶

目
録
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
慶
應
の
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
。
目

録
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
大
部
分
を
占
め
る
コ
ピ
ー
目
録
作
業
は
業
者
へ

委
託
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
目
録
作
業
を
慶
應
の
専
任
職
員
が
担
当
す
る

と
い
う
効
率
的
な
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
検
討
当
初
は
受
入
業

務
も
統
合
す
る
構
想
も
あ
っ
た
が
、
取
引
書
店
と
の
関
係
な
ど
か
ら
、

納
品
は
早
慶
そ
れ
ぞ
れ
で
受
け
、
早
稲
田
の
資
料
は
受
入
れ
後
ユ
ニ

ッ
ト
へ
送
付
す
る
と
い
う
フ
ロ
ー
に
落
ち
着
い
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
特
徴

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
各
業
務
の
変
化
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
受
入
・
支
払
業
務
で
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（Electronic D

ata Inter-
change

）
に
よ
る
発
注
・
支
払
業
務
の
合
理
化
が
な
さ
れ
た
。
Ｅ

Ｄ
Ｉ
と
は
、
発
注
・
納
品
・
支
払
の
デ
ー
タ
の
送
付
を
シ
ス
テ
ム
間

で
自
動
的
に
や
り
取
り
す
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。A

lm
a

に
既
存

機
能
と
し
て
実
装
さ
れ
て
い
た
た
め
独
自
の
シ
ス
テ
ム
開
発
も
不
要

で
あ
っ
た
。
単
発
の
資
料
購
入
を
対
象
と
し
て
導
入
し
、
丸
善
雄
松

堂
・
紀
伊
國
屋
書
店
・
慶
應
義
塾
生
活
協
同
組
合
（
大
学
生
協
）
か

ら
Ｅ
Ｄ
Ｉ
対
応
へ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
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電
子
資
料
に
つ
い
て
は
、
電
子
ブ
ッ
ク
購
入
タ
イ
ト
ル
の
管
理
に

お
い
て
効
率
化
が
実
現
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
電
子
ブ
ッ

ク
に
つ
い
て
、
出
版
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
書
誌
デ
ー
タ
を
登
録
し
検

索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
移
行
後
は
、

個
々
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
登
録
は
中
止
し
、
Ｃ
Ｋ
Ｂ
（Central K

now
l-

edge B
ase

）
を
活
用
す
る
形
に
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
語
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
更
新
が
遅
く
最
新
の
情
報
が
反
映
さ
れ
な
い
な

ど
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
利
用
者
へ
の
提
供
ま
で
の

ス
ピ
ー
ド
、
作
業
効
率
を
格
段
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
大
き
な
変
更
点
が
三
つ
あ
っ
た
。
一
点
目

は
、
貸
出
規
則
が
資
料
の
区
分
で
は
な
く
、
配
置
場
所
コ
ー
ド
で
決

ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
資
料
群
ご
と
に
異

な
る
貸
出
期
間
や
貸
出
対
象
者
を
設
定
で
き
て
い
た
も
の
が
、
同
じ

配
置
場
所
コ
ー
ド
だ
と
す
べ
て
同
じ
貸
出
規
則
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
来
の
運
用
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
百

個
も
の
新
規
の
配
置
場
所
コ
ー
ド
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
コ

ー
ド
の
増
加
は
基
本
設
定
が
複
雑
化
し
、
移
行
作
業
を
困
難
に
す
る

要
因
と
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
規
則
そ
の
も
の
の
簡
素
化

を
行
う
こ
と
で
配
置
場
所
コ
ー
ド
の
数
を
絞
り
、
同
一
種
類
の
資
料

群
の
規
則
は
な
る
べ
く
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
統
一
す
る
よ
う
に
努
め
た
。

　
二
点
目
は
、
一
つ
の
タ
イ
ト
ル
に
対
し
て
複
数
の
資
料
が
あ
る
場

合
の
予
約
方
法
、
具
体
的
に
は
予
約
の
「
単
位
」
の
変
更
で
あ
る
。

特
定
の
一
冊
を
指
定
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
単
位
で
予
約
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら
予
約
を
す
る
と
、

貸
し
出
せ
る
状
態
の
資
料
か
ら
自
動
的
に
一
冊
が
（
す
べ
て
貸
出
中

の
場
合
は
最
初
に
返
却
さ
れ
た
も
の
が
）
選
ば
れ
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
る
。
利
用
者
の
確
認
ミ
ス
に
よ
り
資
料
が
受
取
館
に
貸
出
可
能

な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
取
り
寄
せ

る
例
が
以
前
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
無
駄
な
キ
ャ
ン
パ

ス
間
の
物
流
を
削
減
し
効
率
化
で
き
た
の
は
優
れ
た
点
で
あ
る
。

　
三
点
目
は
シ
ス
テ
ム
仕
様
の
制
約
に
よ
る
変
更
で
は
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
資
料
の
貸
出
期
限
の
延
長
を
無
限
に
行
え
た
教
職
員
に
対
し

て
貸
出
期
間
に
「
最
大
三
六
五
日
」
と
い
う
上
限
が
定
め
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
一
年
に
一
度
は
貸
出
資
料
も
含

め
図
書
館
資
料
の
状
態
・
所
在
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
財

産
管
理
の
観
点
か
ら
の
運
用
変
更
を
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
な
か
教
員
に
は
こ
の
規
則
変
更

が
浸
透
せ
ず
、
変
更
当
初
は
「
延
長
・
更
新
が
で
き
な
い
」「
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
何
冊
も
資
料
を
持
っ
て
き
て
、
再
貸
出
の

手
続
き
を
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
ク
レ
ー
ム
も
寄
せ
ら
れ

た
が
、
適
切
な
蔵
書
管
理
の
た
め
に
必
要
な
改
善
で
あ
っ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
あ
く
ま
で
も
限
定
的
に
導
入
さ
れ
た
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
で
は
「
所
蔵
デ

ー
タ
の
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
は
な
く
、
本
来
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
機
能

の
全
面
的
な
利
用
も
始
ま
っ
た
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
は
、
単

に
利
用
者
が
求
め
る
資
料
の
有
無
を
表
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
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検
索
結
果
か
ら
本
文
（
フ
ル
テ
キ
ス
ト
）
そ
の
も
の
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
も
可
能
に
す
る
と
い
う
側
面
が
大
き
い
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅲ
の
こ
ろ
は
ま
だ
日
本
語
の
全
文
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
ま
り
多
く
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
特
に
学
術
書
に
つ
い
て
も
日
本
語
の
電

子
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
、
利
用
者
に
も
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を
背

景
に
、
慶
應
で
の
本
格
的
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
サ
ー
ビ
ス
が
始
動
し
た
。

と
は
い
え
、
ま
だ
多
く
の
利
用
者
は
館
内
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
実
に

見
ら
れ
る
「
蔵
書
」
を
検
索
し
た
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
か
ら
、
今

ま
で
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
該
当
す
る
「
所
蔵
資
料
と
電
子
資
料
」
と
い
う

検
索
範
囲
と
、
所
蔵
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
資
料
を
検
索
対

象
と
す
る
、
本
来
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
機
能
を
備
え
た
「
論
文
・
記
事

検
索
」
と
い
う
検
索
範
囲
の
両
方
を
用
意
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
「
シ
ス
テ
ム
に
業
務
を
合
わ
せ
る
」
と
い
う
方
向

性
は
あ
る
も
の
の
、
海
外
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
う

え
で
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
に
足
り
な
い
機
能
を
補
う
も
の
を

中
心
に
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅲ
（A

leph

）
で
は
そ
れ
ら
を
外
付
け
シ
ス
テ
ム
と
し
て
数
多
く

開
発
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
で
は
、A

lm
a

の
標
準
機
能
と
フ
ロ

ー
を
で
き
る
限
り
用
い
る
こ
と
で
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
三
十
種

類
以
上
あ
っ
た
外
付
け
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
るA

lm
a

で
は
、
シ

ス
テ
ム
は
月
次
で
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
た
め
、
利
用
機
関
は

常
に
最
新
の
機
能
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裏
を
返
せ
ば
想
定

し
て
い
な
い
仕
様
変
更
が
突
然
生
じ
る
こ
と
に
も
な
り
、
毎
月
の
よ

う
に
基
本
フ
ロ
ー
の
再
確
認
や
外
付
け
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
チ
ェ
ッ

ク
に
追
わ
れ
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
頻
繁
に
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
移
行
で
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
足
並
み
を
揃
え
る

た
め
の
調
整
や
業
務
の
効
率
化
が
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
機
能
を
備
え
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
は
、
新
た
な
早
慶
協
力
体
制
を
築

く
た
め
の
端
緒
と
な
っ
た
。
週
二
回
の
頻
度
で
あ
っ
た
早
慶
便
（
早

慶
間
の
荷
物
を
専
用
車
両
で
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
便
）
は
、
共
同
運

用
開
始
と
同
時
に
平
日
は
毎
日
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
双
方
の

利
用
者
に
と
っ
て
資
料
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
移
行
後
も
現
場
運
用
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、Ex Libris

社
へ
の
不
具
合
改
善
の
要
望
な
ど
を
と
り
ま
と

め
る
早
慶
シ
ス
テ
ム
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

の
面
だ
け
で
な
く
、
互
い
の
業
務
運
用
に
関
し
て
も
気
軽
に
情
報
交

換
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
も
協
力
関
係
を
よ
り
一
層
深
め
、

両
大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
の
発
展
に
尽
力
す
べ
く
、
多
方
面
で
の

連
携
を
行
っ
て
い
く
。
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第
二
節

　
各
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
本
部

一
　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　
八
二
年
の
図
書
館
新
館
開
館
以
降
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

よ
り
多
く
の
学
生
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
も
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
続
い

た
。
〇
三
年
に
は
開
館
時
間
を
見
直
し
、
授
業
開
講
期
の
閉
館
時
刻

を
平
日
は
午
後
一
〇
時
（
一
時
間
延
長
）、
土
曜
日
は
午
後
九
時

（
二
時
間
延
長
）
と
し
た
の
に
加
え
、
日
曜
開
館
も
午
後
一
時
か
ら

六
時
ま
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
〇
年
に
は
、
授
業
開

始
前
に
図
書
館
を
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望
に
応
じ
て
、
開
館
時
刻

を
八
時
四
五
分
か
ら
八
時
三
〇
分
に
早
め
た
。
貸
出
規
則
に
つ
い
て

も
、
九
九
年
に
大
学
院
生
の
貸
出
冊
数
を
十
二
冊
か
ら
十
五
冊
に
拡

大
し
、
翌
年
に
は
学
部
生
も
同
様
に
五
冊
か
ら
七
冊
に
変
更
し
た
ほ

か
、
通
信
教
育
部
の
夜
間
ス
ク
ー
リ
ン
グ
受
講
者
へ
の
貸
出
を
開
始

す
る
な
ど
、
徐
々
に
緩
和
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
利
用
の
裾
野
が
広
が
る
一
方
で
、
貸
出
規
則
や
館
内

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
者
へ
の
対
応
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、
電
話
、
電

子
メ
ー
ル
で
の
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
が
、
図
書
館
職
員
の
業
務
に
お

い
て
無
視
で
き
な
い
比
重
を
占
め
て
い
っ
た
。
〇
〇
年
代
は
組
織
と

し
て
リ
ス
ク
管
理
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
、
三
田
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
対
応
が
な
さ
れ
た
。

　
利
用
者
が
遵
守
す
べ
き
規
則
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
や
開
館
時
間
、

開
館
日
な
ど
は
、
個
別
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
案
内
し
た
り
館
内
掲
示

で
示
し
た
り
し
て
は
い
た
が
、
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
運
営
の
根
拠
を
明
文
化
す
る
必
要
性
が
認
識

さ
れ
、
〇
四
年
の
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議
会
で
の
承
認
を
経

て
「
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
規
」
と
「
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
利
用
規
則
」
を
制
定
し
た
。
内
規
で
は
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
使
命
、
施
設
や
三
田
の
会
議
体
を
明
記
し
、
職
務
分
掌
の
大
枠

に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
規
程
（
当
時
）
お

よ
び
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
規
に
よ
る
と
し
た
。
一

方
、
利
用
規
則
で
は
、
開
館
日
・
開
館
時
間
な
ど
を
明
記
し
た
ほ
か
、

利
用
に
あ
た
っ
て
の
遵
守
事
項
、
資
料
延
滞
時
の
対
応
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
入
館
禁
止
措
置
な
ど
を
明
示
し
、
借
り
た
資

料
を
長
期
に
延
滞
し
頑
な
に
返
却
に
応
じ
な
い
利
用
者
や
、
館
内
で

の
利
用
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
状
況
へ
の
対
処
の
根
拠
と
な
る
事
項

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
利
用
規
則
は
三
田
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
。

　
館
内
で
の
盗
難
、
盗
撮
等
の
犯
罪
や
そ
れ
に
類
す
る
事
態
へ
の
対

応
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
も
多
い
の
が
荷
物
を
置
い
た
ま

ま
離
席
し
た
隙
に
被
害
に
遭
う
盗
難
で
あ
る
。
利
用
者
に
よ
る
自
己

防
衛
へ
の
注
意
喚
起
、
ス
タ
ッ
フ
や
警
備
員
に
よ
る
巡
回
な
ど
を
日
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常
的
に
行
っ
て
も
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
館
内
に

お
け
る
安
全
確
保
を
目
的
に
、
当
時
ま
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
あ
ま
り

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
防
犯
カ
メ
ラ
二
台
を
〇
四
年
一
〇
月
に
初
め

て
設
置
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
入
館
者
に
示

す
掲
示
を
行
っ
た
ほ
か
、「
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
防
犯
カ
メ
ラ

運
用
基
準
」
を
定
め
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

そ
の
後
予
算
獲
得
の
状
況
に
応
じ
増
設
し
て
い
っ
た
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
氏
名
や
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る

名
簿
類
を
蔵
書
と
し
て
い
た
が
、
〇
五
年
四
月
に
個
人
情
報
保
護
法

が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
名
簿
類
は
閲
覧
提
供

を
中
止
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
。

　
ま
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
観
点
か
ら
は
、
業
務
委
託
契
約

等
に
お
い
て
も
法
令
に
の
っ
と
っ
た
業
務
形
態
の
改
善
が
な
さ
れ
た
。

南
館
図
書
室
の
開
設

　
敷
地
に
余
裕
の
な
い
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
新
た
な
校

舎
建
設
の
機
会
を
捉
え
て
図
書
館
ス
ペ
ー
ス
の
増
設
を
要
望
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
〇
四
年
に
創
設
さ
れ
た
法
科
大
学
院
制
度
に
基
づ
き
、
慶
應
で
は

〇
五
年
の
法
科
大
学
院
（
法
務
研
究
科
）
開
設
に
向
け
て
、
そ
の
設

置
場
所
と
な
る
新
た
な
校
舎
を
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
法
務
研
究
科
へ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
加
え
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
慢
性
的
な
書
架
狭
隘
化
へ
の
対
処
の
た

め
、
一
定
規
模
の
書
庫
を
備
え
た
新
図
書
館
を
新
校
舎
内
に
作
る
よ

う
要
望
す
る
べ
く
、
〇
二
年
六
月
と
い
う
新
校
舎
建
設
計
画
策
定
の

早
い
段
階
で
「
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
建
設
要
望
書
」
を
各
研
究
科

委
員
長
と
の
連
名
で
担
当
理
事
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
新
校
舎
内
に

三
田
の
研
究
科
の
共
同
書
庫
と
し
て
九
十
万
冊
収
容
の
図
書
館
を
要

望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
、
三
十
万
冊
規
模
の
書
庫
を

有
す
る
図
書
館
施
設
を
新
校
舎
内
に
設
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
新
た
な
図
書
館
の
設
置
を
受
け
て
、「
資
料
再
配
置
検
討
委
員
会
」

が
〇
三
年
二
月
に
発
足
し
た
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
三
田
の
四
学

部
と
社
会
学
研
究
科
か
ら
一
名
ず
つ
、
そ
し
て
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
所
長
が
委
員
長
を
務
め
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
も
数

名
が
加
わ
っ
た
。
〇
五
年
一
月
ま
で
の
二
年
間
検
討
を
重
ね
、
新
校

舎
に
は
法
律
分
野
の
資
料
と
し
て
、
法
務
研
究
科
・
法
学
部
法
律
学

科
の
図
書
・
雑
誌
、
法
学
関
係
の
旧
分
類
図
書
、
記
念
論
文
集
の
ほ

か
、
法
学
部
政
治
学
科
と
商
学
部
の
図
書
を
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

　
新
校
舎
図
書
館
へ
の
対
応
を
理
由
と
し
た
職
員
四
名
の
増
員
が
認

め
ら
れ
、
オ
ー
プ
ン
の
半
年
前
に
あ
た
る
〇
四
年
一
一
月
に
は
三
田

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
内
部
異
動
を
発
令
し
、
専
任
職
員
・
事
務
嘱

託
合
わ
せ
て
六
名
の
職
員
の
新
図
書
室
へ
の
配
属
が
決
ま
っ
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
検
討
、
開
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
策
定
、
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備
品
購
入
等
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
新
校
舎
の
設
計
段
階
か
ら
管
財

部
、
建
設
業
者
と
話
を
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
、
図
書
館
部
分
に
つ

い
て
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
側
の
要
望
を
密
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
開
設
に
先
立
つ
〇
三
年
か
ら
法
務
研
究
科
の
た
め
の
資
料
の
購
入

を
開
始
し
た
。
こ
の
資
料
を
新
校
舎
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
時
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
土
地
に
プ
レ

ハ
ブ
で
建
て
ら
れ
た
「
東
別
館
」
二
階
の
一
室
を
臨
時
の
図
書
室
と

し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議
室
ほ
ど
の
大
き
さ
の
部
屋

に
書
架
を
立
て
た
だ
け
の
仮
住
ま
い
の
図
書
室
で
、
開
室
時
間
を
日

中
に
限
定
し
て
い
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
一
名
を
配
置
し
た
ほ
か
図
書
館

シ
ス
テ
ム
の
端
末
も
設
置
し
資
料
の
貸
出
に
対
応
し
た
。
〇
四
年
四

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
東
別
館
図
書
室
は
、
一
年
間
限
定
の
運
用

で
そ
の
役
割
を
終
え
た
。

　
〇
三
年
に
着
工
し
た
新
校
舎
の
建
設
工
事
は
、
当
初
の
予
定
通
り
、

〇
五
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
地
上
十
一
階
、
地
下
五
階
の
建
物
で
、

建
物
を
上
か
ら
下
ま
で
貫
く
巨
大
な
吹
き
抜
け
が
特
徴
的
な
造
り
で

あ
る
。
新
図
書
館
は
一
階
、
地
下
三
階
、
地
下
四
階
の
三
フ
ロ
ア
に

ま
た
が
っ
て
設
置
さ
れ
た
（
各
フ
ロ
ア
と
も
一
部
を
使
用
）。
独
立

し
た
建
物
と
は
な
ら
な
い
た
め
「
図
書
室
」
と
い
う
呼
び
方
に
な
る

こ
の
施
設
は
、
〇
五
年
二
月
に
新
校
舎
名
が
「
南
館
」
と
決
ま
っ
た

こ
と
か
ら
「
南
館
図
書
室
」
と
い
う
名
称
に
な
り
、
四
月
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
。
延
床
面
積
は
一
、六
八
七
・
一
㎡
（
う
ち
書
庫
ス
ペ

ー
ス
は
一
、二
六
五
・
三
㎡
）
で
あ
っ
た
。
地
下
四
階
に
は
全
面
的

に
電
動
集
密
書
架
を
設
置
し
収
容
力
を
高
め
た
。
地
下
三
、
四
階
は

階
段
を
用
い
て
図
書
室
内
部
で
の
行
き
来
が
で
き
る
が
、
一
階
と
は

空
間
的
に
分
断
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

写真　南館図書室
（地下三階部分が建物の吹抜けと一体化した造りになっている）
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は
一
階
と
地
下
三
階
の
二
カ
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
階

図
書
室
で
は
法
務
研
究
科
の
リ
ザ
ー
ブ
ブ
ッ
ク
や
法
学
関
係
の
新
着

雑
誌
が
置
か
れ
、
パ
ソ
コ
ン
エ
リ
ア
や
閲
覧
席
は
法
務
研
究
科
所
属

者
以
外
に
も
開
放
さ
れ
た
。

　
順
調
に
運
用
さ
れ
て
い
た
南
館
図
書
室
で
あ
っ
た
が
、
〇
九
年
度

末
に
実
施
さ
れ
た
南
館
内
の
ス
ペ
ー
ス
再
配
置
に
よ
り
、
一
階
図
書

室
は
退
去
、
代
替
と
し
て
地
下
二
階
フ
ロ
ア
を
新
た
な
図
書
室
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
使
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
下
二
、
三
、
四
階
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
で
カ
ウ
ン
タ
ー
は
地
下
三
階
の
み
に
集
約
す
る
こ
と
が

で
き
、
図
書
室
と
し
て
の
使
い
勝
手
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
ス
ペ

ー
ス
再
配
置
を
機
に
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
も
見
直
さ
れ
、
南
館
図
書
室

の
常
駐
職
員
は
一
名
と
し
、
他
の
職
員
は
図
書
館
新
館
に
移
っ
た
。

旧
館
開
館
一
〇
〇
年

　
慶
應
義
塾
創
立
五
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
で
建
設
さ
れ
一
九
一
二

年
（
明
治
四
五
年
）
に
開
館
し
た
赤
煉
瓦
造
り
の
図
書
館
は
、
所
蔵

資
料
の
増
加
に
合
わ
せ
て
、
二
七
年
に
第
二
書
庫
、
六
一
年
に
第
三

書
庫
が
増
設
さ
れ
、
重
要
文
化
財
指
定
さ
れ
た
本
体
部
分
と
第
一
か

ら
第
三
ま
で
の
三
つ
の
書
庫
棟
か
ら
成
る
建
物
と
な
っ
た
。
八
二
年

の
図
書
館
新
館
開
設
を
境
に
「
旧
館
」
と
い
う
名
称
に
な
り
、
メ
イ

ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
機
能
を
新
館
に
譲
っ
た
後
も
、
図
書
館

旧
館
は
貴
重
な
書
庫
空
間
と
し
て
、
そ
し
て
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
象

徴
的
な
建
造
物
と
し
て
存
在
感
を
保
っ
て
い
る
。

　
開
設
一
〇
〇
年
を
迎
え
た
二
〇
一
二
年
四
月
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

南
校
舎
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
学
内
外
の
関
係
者
を
招
待
し
た
「
慶
應

義
塾
図
書
館
開
館
一
〇
〇
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。
式
典
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ

の
は
一
九
七
二
年
刊
行
の
『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
』
の
続
編
の
作
成

で
あ
る
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
執
筆
・
編
集
を
担
当
し
、

『
慶
應
義
塾
図
書
館
史
稿
一
九
七
〇
～
二
〇
一
二
：
開
館
一
〇
〇
年

記
念
』
と
し
て
一
二
年
三
月
に
完
成
、
式
典
で
配
布
さ
れ
た
。
こ
の

史
稿
刊
行
は
同
年
の
私
立
大
学
図
書
館
協
会
協
会
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
書
庫
等
施
設
整
備
を
使
途
と
す
る
「
慶
應
義
塾
図
書

館
施
設
整
備
指
定
寄
付
金
」
を
新
設
し
た
。
こ
れ
は
慢
性
的
な
書
庫

狭
隘
化
へ
の
対
策
の
た
め
の
資
金
確
保
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し

て
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
記
念
展
示
や
、
田
村

俊
作
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
の
司
会
に
よ
る
学
外
の
有
識
者

を
招
い
て
の
座
談
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

突
然
の
旧
館
耐
震
工
事

　
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
既
存
の
建
物
の
耐
震
工
事
が
行

わ
れ
る
事
例
が
世
の
中
で
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
五
年

九
月
、
管
財
部
か
ら
旧
館
の
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
ま
ず
耐
震
工
事
実
施
に
向
け
て
の
詳
細
な
建

物
調
査
を
行
う
た
め
、
一
六
年
一
月
か
ら
調
査
エ
リ
ア
と
な
る
第
一

書
庫
は
立
入
禁
止
に
し
た
い
と
の
申
入
れ
が
あ
り
、
調
査
開
始
ま
で
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数
カ
月
し
か
猶
予
が
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
第
一
書
庫
に
は

約
十
五
万
冊
が
収
容
さ
れ
て
お
り
、
研
究
・
教
育
へ
の
支
障
を
避
け

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
別
の
場
所
に
移
動
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
管
財
部
と
相
談
の
結
果
、
八
万
冊

分
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
学
内
施
設
（
綱
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
敷
地
内
に
あ
る
綱
町
別
館
と
慶
應
義
塾
女
子
高
等
学

校
の
別
館
）
に
確
保
し
て
も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
出
納
で
対
応

す
る
こ
と
に
し
た
。
残
り
七
万
冊
は
学
内
施
設
で
は
収
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
外
部
倉
庫
へ
預
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
冊
単

位
で
資
料
の
搬
出
入
に
応
じ
て
も
ら
え
る
業
者
（
東
京
書
庫
株
式
会

社
）
を
選
定
し
た
。

　
資
料
移
動
や
移
動
後
の
利
用
方
法
な
ど
を
利
用
者
に
広
報
で
き
た

の
は
、
第
一
書
庫
立
入
禁
止
実
施
ま
で
二
週
間
と
な
る
一
二
月
上
旬

で
あ
っ
た
。
資
料
移
動
作
業
は
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
行
え
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
移
動
は
な
る
べ
く
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
り
、

作
業
を
委
託
す
る
運
送
業
者
や
外
部
倉
庫
業
者
と
の
綿
密
な
打
合
せ

を
行
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

　
一
月
中
旬
に
外
部
倉
庫
へ
、
経
済
学
分
野
の
旧
分
類
図
書
一
万
八

千
冊
と
和
装
本
一
万
二
千
五
百
冊
を
移
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
二
月

に
は
研
究
室
棟
地
下
書
庫
に
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
の
図
書
約
四
万

冊
（
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
研
究
室
棟
地
下
書
庫
か
ら
、

海
外
新
聞
を
外
部
倉
庫
に
移
動
し
た
）、
女
子
高
別
館
に
経
済
学
部

の
図
書
約
九
千
冊
と
準
貴
重
書
六
千
冊
、
綱
町
別
館
に
図
書
館
図
書

（
洋
書
）
五
万
九
千
冊
を
移
動
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
二
書
庫
の
一
部
も
耐
震
工
事
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
、

一
七
年
に
和
装
本
一
万
二
千
五
百
冊
と
経
済
学
部
図
書
五
千
六
百
冊

を
外
部
倉
庫
と
綱
町
別
館
に
移
動
し
た
。
ま
た
耐
震
工
事
の
対
象
外

で
あ
っ
た
第
三
書
庫
に
つ
い
て
も
、
書
架
の
一
部
を
撤
去
し
て
耐
震

壁
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
、
該
当
箇
所
に
配
架
さ
れ
て
い
た
資
料
の

移
動
が
必
要
と
な
っ
た
。
対
象
と
な
っ
た
資
料
は
多
く
は
な
か
っ
た

が
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て
の
移
動
作
業
は
、
見
か
け
以
上
に

ハ
ー
ド
な
作
業
と
な
っ
た
。

　
学
内
施
設
と
外
部
倉
庫
に
移
動
し
た
資
料
は
、
利
用
者
の
求
め
に

応
じ
た
出
納
に
よ
る
対
応
で
提
供
し
た
が
、
学
内
施
設
の
も
の
で
あ

写真　免震装置を設置するための
地下工事の様子
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れ
ば
当
日
な
い
し
は
翌
日
に
、
学
外
倉
庫
の
も
の
で
も
依
頼
の
二
日

後
に
は
提
供
で
き
る
体
制
を
作
っ
た
。

　
耐
震
工
事
は
旧
館
本
体
と
第
一
書
庫
、
第
二
書
庫
を
対
象
に
、
免

震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
法
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
た
。
建
物
と
地
面

の
間
に
免
震
層
を
設
け
る
た
め
、
対
象
と
な
る
建
物
を
持
ち
上
げ
る

工
程
を
と
も
な
う
大
工
事
で
あ
っ
た
。
約
一
年
に
亘
る
調
査
期
間
を

経
て
、
一
七
年
二
月
に
着
工
、
そ
れ
か
ら
二
年
半
後
の
一
九
年
六
月

に
旧
館
の
耐
震
工
事
は
終
了
し
た
。

　
耐
震
工
事
に
よ
っ
て
旧
館
と
新
研
究
室
棟
を
つ
な
い
で
い
た
架
橋

（
渡
り
廊
下
）
は
撤
去
さ
れ
た
。
教
員
が
研
究
室
と
旧
館
を
行
き
来

す
る
際
、
建
物
の
外
に
出
ず
に
済
む
動
線
と
し
て
長
年
重
宝
さ
れ
て

い
た
が
、
工
事
で
獲
得
し
た
免
震
構
造
を
活
か
す
た
め
に
や
む
な
く

撤
去
と
な
っ
た
。

　
旧
館
の
耐
震
工
事
に
と
も
な
う
資
料
の
館
外
へ
の
退
避
は
、
不
便

が
生
じ
る
事
態
で
は
あ
っ
た
が
、
視
点
を
変
え
て
み
る
と
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
大
幅
な
資
料
の
再
配
置
を
実
施
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
っ
た
。
退
避
先
か
ら
資
料
を
戻
す
際
に
は
、
中
長
期
的
な
展
望
を

持
っ
た
資
料
配
置
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
戻
し
作
業
は
当
初
の

予
定
通
り
一
九
年
度
内
に
終
了
し
、
そ
の
後
の
大
規
模
な
資
料
再
配

置
の
素
地
を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

雑
誌
担
当
の
解
体

　
八
二
年
の
図
書
館
新
館
開
設
時
に
資
料
課
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

三
田
の
雑
誌
は
新
館
三
階
ま
た
は
四
階
の
雑
誌
担
当
に
そ
の
管
理
を

集
約
し
て
き
た
が
、
雑
誌
に
か
か
わ
る
業
務
を
他
の
担
当
に
振
り
分

け
て
雑
誌
担
当
を
廃
止
す
る
業
務
再
編
が
一
七
年
一
〇
月
に
実
施
さ

れ
た
。
か
つ
て
は
毎
日
大
量
に
届
く
雑
誌
の
受
入
れ
（
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
）
業
務
が
雑
誌
担
当
の
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利

用
者
か
ら
の
問
合
せ
に
も
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ

っ
た
が
、
洋
雑
誌
の
電
子
化
に
よ
る
紙
媒
体
の
減
少
に
加
え
、
雑
誌

の
受
入
れ
業
務
が
本
部
で
の
集
中
処
理
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
雑
誌
担
当
の
存
在
意
義
が
次
第
に
薄
れ
て
い
っ
た
こ
と
が

背
景
に
あ
っ
た
。

　
雑
誌
担
当
の
業
務
は
選
書
担
当
（
選
定
・
発
注
・
予
算
管
理
業

務
）、
閲
覧
担
当
（
資
料
管
理
業
務
）
に
分
割
さ
れ
、
雑
誌
担
当
の

職
員
は
他
の
担
当
に
配
属
さ
れ
た
。
雑
誌
担
当
が
常
駐
し
て
い
た
新

館
四
階
の
事
務
室
の
跡
地
は
大
型
の
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
た
閲
覧
席
と

な
っ
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
担
当
の
誕
生

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
け
入
れ
た
「
貴
重
書
」
を
以

下
の
基
準
で
区
分
し
て
い
る
。

・
和
書
：
元
和
以
前
（
一
六
二
三
年
以
前
）
の
も
の

・
漢
籍
：
元
以
前
（
一
三
六
七
年
以
前
）
の
も
の

・
洋
書
：
一
七
〇
〇
年
以
前
の
も
の

　
ま
た
、
貴
重
書
と
一
般
書
の
間
に
「
準
貴
重
書
」
を
い
う
区
分
を
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設
け
、
閉
架
に
し
て
特
殊
書
庫
で
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
準
貴
重

書
に
つ
い
て
は
、
洋
書
は
一
八
〇
〇
年
以
前
と
い
う
基
準
を
設
け
て

い
る
が
、
和
漢
書
は
単
純
な
年
代
で
の
線
引
き
と
は
せ
ず
に
「
貴
重

書
に
準
じ
る
も
の
」
と
い
う
基
準
で
判
断
し
て
い
る
。
〇
九
年
時
点

で
貴
重
書
は
一
六
、九
一
〇
点
を
数
え
る
。
内
訳
は
和
漢
書
一
三
、六

四
一
点
、
洋
書
三
、二
六
九
点
で
あ
る
。
準
貴
重
書
は
和
洋
合
わ
せ

て
約
九
千
点
で
あ
る
。

　
一
三
年
六
月
に
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

O
CLC R

esearch Library Partnership

の
年
次
大
会
に
、
田

村
俊
作
所
長
と
管
理
職
二
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
時
の
年
次
大
会
の

テ
ー
マ
は
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
、
貴
重
書
や
写
本
・

文
書
な
ど
特
徴
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
積
極
的
な
活
用
方
法
を
共
有

し
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
北
米
の
図
書
館
員
の
熱
心
な
姿
に
触
発
さ
れ
、

貴
重
書
を
よ
り
積
極
的
に
教
育
・
研
究
に
活
用
し
て
い
く
と
い
う
今

後
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
同
年
九
月
、
貴
重
書
室
担
当
は
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
担

当
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
貴
重
書
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
（
写

本
）、
ア
ー
カ
イ
ブ
（
文
書
）
す
べ
て
を
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
以
前
は
分
か
れ
て
い
た
貴
重
書
室
担
当

と
ア
ー
カ
イ
ブ
担
当
を
統
合
し
た
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
担
当
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
ま
ず

始
め
た
の
が
「
貴
重
書
活
用
授
業
」
で
あ
る
。
従
来
か
ら
書
誌
学
・

国
文
学
・
日
本
史
学
な
ど
一
部
の
分
野
の
授
業
内
で
貴
重
書
閲
覧
を

行
う
ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
が
、
一
四
年
度
後
期
か
ら
そ
う
し
た
授
業
を

「
貴
重
書
活
用
授
業
」
と
呼
び
、
翌
一
五
年
度
か
ら
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
所
属
す
る
学
部
・
大
学
院
の
全
分
野
の
教
員
を
対
象
に
、
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
用
い
た
積
極
的
な
広
報
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
れ

以
前
は
授
業
で
の
貴
重
書
閲
覧
は
年
五
件
程
度
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

初
年
度
の
一
五
年
度
の
実
績
は
二
十
件
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
広
報

に
よ
り
力
を
入
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
教
員
も
増
え
て
、
一
九
年
度
は

三
十
二
件
ま
で
増
え
た
。
件
数
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
社
会
学
・
経

済
学
・
法
学
な
ど
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

分
野
の
授
業
で
の
利
用
が
増
え
た
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
購
入
・
寄
贈
さ
れ
た
貴
重
書
、
準
貴
重
書
や
個

人
文
庫
な
ど
の
貴
重
資
料
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
そ
れ
ら
の
書
庫
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
も
常
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
〇
八
年
七
月
に
新
館
地
下
一
階
の
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
閉
鎖
し
た
。
Ａ

Ｖ
ホ
ー
ル
は
八
二
年
の
新
館
開
設
以
降
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
と
ス
ク
リ

ー
ン
を
備
え
た
授
業
・
セ
ミ
ナ
ー
が
行
え
る
人
気
の
施
設
で
あ
っ
た

が
、
教
室
棟
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
設
置
が
行
き
届
く
に
つ
れ
て
利
用
頻

度
が
落
ち
て
い
た
。
こ
の
た
め
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
の
場
所
を
別
の
用
途
に

振
り
向
け
る
こ
と
と
な
り
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
貴
重
資
料

保
管
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
〇
八
年
三
月
に
「
保
存
庫
」
が
作

ら
れ
た
。
書
架
十
八
面
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
備
え
、
三
田
文
学
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
（
第
一
章
第
一
節
四
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
」）
や

『
時
事
新
報
』
の
原
本
な
ど
慶
應
義
塾
の
歴
史
的
資
料
を
収
蔵
し
て
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い
る
。
ま
た
、
一
二
年
七
月
、
同
じ
新
館
地
下
一
階
の
保
存
庫
に
隣

接
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
あ
っ
た
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
二
部

第
四
章
「
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
み
」）
で
使
用
さ
れ
て
い
た

一
室
が
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ

を
「
ア
ー
カ
イ
ブ
室
」
に
改
装
し
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
室
に
は
、
桑
名

松
平
家
文
書
、
保
坂
三
郎
拓
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
古
文
書
、
書

簡
類
の
う
ち
で
、
特
に
資
料
価
値
が
高
く
一
般
書
架
で
の
管
理
に
は

馴
染
ま
な
い
も
の
を
中
心
に
収
蔵
し
て
い
る
。
第
一
回
普
通
選
挙
ポ

ス
タ
ー
な
ど
大
判
の
資
料
を
置
く
た
め
の
博
物
館
用
の
大
型
物
品
棚

も
備
え
て
い
る
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
の
展
示
活
動 

～
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展
示
会
な
ど

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
に
お
い
て
は
、
教
育
・
研
究

で
の
直
接
的
な
利
用
と
は
別
に
、
図
書
館
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開

し
て
い
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
柱
と

な
る
の
が
展
示
に
よ
る
公
開
で
あ
り
、
毎
年
丸
善
書
店
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
で
一
週
間
開
催
し
て
い
る
慶
應
義
塾
図
書
館
貴
重
書
展

示
会
（
通
称
「
丸
善
展
示
」）
は
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
大
事
な
活
動
で
あ
る
。
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
そ
れ
に
沿
っ
た
貴

重
書
を
中
心
に
慶
應
の
蔵
書
を
展
示
す
る
も
の
で
、
そ
の
テ
ー
マ
を

専
門
と
す
る
教
員
に
監
修
を
依
頼
し
展
示
企
画
を
行
っ
て
い
る
。
テ

ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
斯
道
文
庫
（
大
学
附
属
研
究
所
）、
福
澤
研
究

セ
ン
タ
ー
や
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
は
学
外
機
関
や
個

人
か
ら
資
料
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
。
展
示
会
は
、
八
五
年
の
第
一

回
「
キ
ャ
ク
ス
ト
ン
と
ア
ー
サ
ー
王
伝
説
展
」
の
開
催
以
来
途
切
れ

る
こ
と
な
く
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
展
示
点
数
が
百
点
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
、
企
画
・
準
備
・
設
営
に
か
か
わ
る
職
員
の
負
担
は
大
き

い
が
、
慶
應
の
貴
重
資
料
を
広
く
一
般
に
公
開
で
き
る
得
難
い
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
一
回
「
究
極
の
質
感
（
マ

テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
─
西
洋
中
世
写
本
の
輝
き
」
ま
で
の
テ
ー
マ
を
み

る
と
、
西
欧
哲
学
・
科
学
思
想
、
食
文
化
と
食
養
史
、
東
海
道
錦
絵
、

西
洋
写
本
文
化
と
印
刷
文
化
、
西
洋
経
済
書
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
、

解
剖
図
譜
、
日
本
中
世
印
刷
史
、
十
六
・
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

書
物
と
挿
絵
、
御
伽
草
子
、
辞
書
、
博
物
図
鑑
、
近
代
科
学
、
論
語
、

浮
世
絵
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
複
式
簿
記
と
会
計
、
百
科
全
書
、

源
氏
物
語
、
活
字
、
泉
鏡
花
、
古
文
書
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
、
と
多

岐
に
亘
っ
て
い
る
。
一
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
全
面
に
押
し
出
し
た

テ
ー
マ
も
あ
れ
ば
、
幅
広
い
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
個
々
の
資

料
を
拾
い
上
げ
て
一
つ
の
展
示
を
構
築
す
る
も
の
も
あ
る
。
慶
應
が

幅
広
く
収
集
し
て
い
る
経
済
学
の
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
数
年

ご
と
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　
展
示
活
動
は
図
書
館
新
館
一
階
に
あ
る
展
示
室
で
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
場
所
に
は
以
前
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
パ
ソ
コ
ン
エ
リ

ア
が
あ
っ
た
が
、
南
校
舎
開
設
と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
機
能
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移
転
を
行
い
、
そ
の
跡
地
に
一
一
年
一
一
月
に
展
示
室
が
作
ら
れ
た
。

各
担
当
か
ら
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
展
示
委
員
会
を
中
心
に
企
画
し
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
年
三
回
貴
重
資
料
を
中
心
と
し
た
展
示
を
実
施
し

て
い
る
。
毎
年
四
月
に
進
級
し
て
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
三
田
に
や

っ
て
く
る
学
部
生
に
向
け
た
展
示
や
、
前
年
の
丸
善
展
示
の
規
模
を

縮
小
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
よ
る
展
示

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
四
十
二
行
聖
書
』
に

つ
い
て
も
、
学
部
生
が
在
籍
中
に
一
度
は
目
に
す
る
機
会
が
持
て
る

よ
う
に
と
い
う
考
え
か
ら
、
概
ね
四
年
に
一
度
を
目
途
に
館
内
展
示

を
実
施
し
て
い
る
。

写真　新館一階展示室
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二
　
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

新
し
い
施
設
の
誕
生

　
二
〇
〇
〇
年
代
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
関
係
す
る
三
つ
の
施
設
が
新
た
に
誕
生
し
た
。
一
つ
目
は
来
往
舎

と
そ
の
三
階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
〇
二
年
四
月
）、

二
つ
目
は
協
生
館
図
書
室
（
〇
八
年
九
月
）、
三
つ
目
は
日
吉
保
存

書
庫
（
〇
九
年
一
〇
月
）
で
あ
る
。

来
往
舎
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
来
往
舎
は
そ
れ
ま
で
日
吉
の
第
四
校
舎
と
綱
島
街
道
の
間
に
あ
っ

た
研
究
室
棟
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
日
吉
図
書
館
の
東
側
の
庭
園
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
三
階
に
は
語
学
や
人
文
科

学
・
社
会
科
学
等
の
部
門
の
合
同
研
究
室
の
ほ
か
、
そ
れ
ま
で
研
究

室
棟
や
校
舎
の
書
庫
に
分
散
し
て
収
め
ら
れ
て
い
た
研
究
者
用
の
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
、
雑
誌
等
を
一
カ
所
に
集
め
、
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
つ
く
ら
れ
た
。
建
設

に
先
立
ち
、
九
九
年
に
は
英
語
・
独
語
・
仏
語
・
諸
国
語
・
人
文
・

社
会
の
各
部
門
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
十
名
か
ら
成
る
「
新
棟
（
仮

称
）
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
設
準
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
が
設
置
さ
れ
、
蔵
書
構
築
方
針
の
作
成
、
お
よ
び
配
置
す
る
資

料
の
選
定
作
業
を
進
め
た
。
作
業
の
過
程
で
は
、
図
書
館
図
書
（
学

生
用
図
書
）
と
研
究
室
図
書
と
の
間
で
重
複
し
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン

写真　来往舎レファレンスライブラリー
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ス
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
の
除
籍
作
業
も
行
っ
た
。
〇
一
年
度
中
に
は
作
業

を
終
え
、
配
置
す
る
資
料
を
決
定
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
一
部
の
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
は
日
吉
図
書
館
四
階
ま
た
は
地
下
書
庫
に
移
し
た
。

ま
た
、
研
究
室
棟
の
合
同
研
究
室
に
あ
っ
た
資
料
の
一
部
は
来
往
舎

三
階
の
合
同
研
究
室
に
移
動
し
た
。

　
来
往
舎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
予
定
通
り
、
〇
二
年
四

月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
同
月
二
四
日
か
ら
通
常
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。
当
初
、
授
業
期
間
中
は
一
〇
時
半
か
ら
一
八
時
半
ま
で
職
員

を
配
置
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
が
、
来
往
舎
の
研

究
個
室
等
の
カ
ー
ド
キ
ー
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を
所
持
し
て
い
る
教
員

は
、
二
十
四
時
間
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。

　
開
設
後
は
新
た
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
委
員
会
が
発
足

し
、
一
部
の
資
料
を
合
同
研
究
室
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
に
、
あ
る
い
は
日
吉
図
書
館
地
下
書
庫
に
移
動
す
る
な
ど
、
微
調

整
を
行
っ
た
。

　
利
用
者
数
は
初
年
度
の
一
二
月
ま
で
で
月
平
均
約
一
二
四
人
と
あ

ま
り
多
く
な
く
、
〇
三
年
に
は
職
員
の
在
室
時
間
を
授
業
期
間
中
の

一
〇
時
半
か
ら
一
六
時
半
ま
で
に
縮
小
し
、
さ
ら
に
翌
〇
四
年
か
ら

は
職
員
の
常
駐
を
取
り
や
め
、
来
往
舎
の
カ
ー
ド
キ
ー
を
所
持
し
て

い
な
い
教
員
が
利
用
す
る
際
に
は
、
来
往
舎
一
階
受
付
で
利
用
手
続

き
の
上
、
カ
ー
ド
キ
ー
を
貸
し
出
す
こ
と
と
し
た
。

　
さ
ら
に
一
一
年
に
は
、
来
往
舎
内
の
研
究
個
室
が
不
足
し
て
き
た

た
め
、
余
裕
が
あ
っ
た
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
日
吉
研
究
室
に
譲

り
渡
し
、
研
究
個
室
十
一
室
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
書
架
収
容
量
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
閲
覧
席
が
十
六
席
減
少
し
た
。

協
生
館
図
書
室

　
協
生
館
は
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
〇
八
年

九
月
に
開
館
し
た
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
日
吉
駅
の
西
側
に
建

物
が
あ
っ
た
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
の
ほ
か
、
新
設
の
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
と
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

の
教
室
な
ら
び
に
研
究
室
、
そ
し
て
、
建
物
の
四
階
に
協
生
館
図
書

室
が
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
の
慶
應
の
建
物
と
は
異
な
り
、
一

階
と
二
階
は
一
般
市
民
も
利
用
可
能
な
施
設
（
コ
ン
ビ
ニ
、
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）
が
入
っ
た
。

　
協
生
館
図
書
室
（
収
容
冊
数
約
八
万
冊
）
に
は
、
三
つ
の
研
究
科

の
資
料
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
り
、
〇
七
年
に
は
三
研
究
科
と
日
吉

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
準
備
作
業
を
開
始
し
た
。
収
容
す
る

資
料
の
多
く
は
七
九
年
に
開
設
さ
れ
て
い
た
経
営
管
理
研
究
科
図
書

館
の
蔵
書
だ
が
、
他
の
二
研
究
科
の
蔵
書
も
収
容
す
る
必
要
が
あ
り
、

経
営
管
理
研
究
科
用
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
は
書
架
全
体
の
六
分
の

五
（
六
万
六
千
冊
分
）
程
度
で
あ
っ
た
。
当
時
、
経
営
管
理
研
究
科

図
書
館
の
蔵
書
は
約
七
万
冊
で
あ
っ
た
上
、
今
後
の
蔵
書
の
増
加
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
蔵
書
を
そ
の
ま
ま
移
動
す
る

こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
内
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
重

複
し
て
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
除
籍
や
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
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ラ
リ
ー
へ
の
移
動
等
を
進
め
、
蔵
書
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
た
。
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
と
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
の
資
料
は
新
た
に
購
入
し
た
が
、
研
究
科
の
開
設
が
協
生
館
の

開
館
よ
り
早
い
〇
八
年
四
月
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
二
つ
の
研
究
科

は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
購
入
し
た
資

料
も
一
時
的
に
三
田
の
南
館
図
書
室
に
配
置
し
た
。

　
〇
八
年
九
月
一
日
、
協
生
館
図
書
室
が
開
室
し
、
三
研
究
科
の
資

料
を
蔵
書
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
を
主
な
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館

は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は
別
の
組
織
だ
っ
た
が
、
協
生
館
図
書
室

に
資
料
が
移
転
す
る
と
と
も
に
、
資
料
の
発
注
等
を
含
め
、
日
吉
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
管
理
範
囲
と
な
り
、
職
員
は
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
所
属
と
な
っ
た
。

　
協
生
館
図
書
室
の
利
用
規
則
は
、
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館
の
も

の
を
基
本
的
に
引
き
継
い
だ
。
そ
の
た
め
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
図
書
館
・
室
と
は
利
用
規
則
が
異
な
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
例

え
ば
、
三
研
究
科
所
属
者
以
外
が
利
用
す
る
場
合
に
は
、
教
職
員
で

あ
っ
て
も
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
紹
介
状
が
必
要
で
あ

っ
た
り
、
貸
出
冊
数
や
期
間
が
三
研
究
科
所
属
者
と
そ
れ
以
外
と
で

異
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
た
。
そ
れ
が
学
内
の
他
学
部
・
研
究
科
の

教
員
や
大
学
院
生
か
ら
の
要
請
等
に
応
じ
て
少
し
ず
つ
改
訂
さ
れ
、

一
〇
年
に
は
三
研
究
科
以
外
の
教
職
員
、
一
四
年
に
は
三
研
究
科
以

外
の
大
学
院
生
が
自
由
に
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
年
に
は
翌
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
の
共

同
運
用
に
よ
る
新
し
い
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
を
見
据
え
、
三
研

究
科
所
属
者
と
そ
れ
以
外
の
貸
出
規
則
を
統
一
し
た
。
し
か
し
、
学

部
生
に
関
し
て
は
開
設
当
初
か
ら
利
用
に
は
紹
介
状
が
必
要
で
あ
り
、

資
料
の
貸
出
を
し
な
い
と
い
う
規
則
の
ま
ま
で
あ
る
。
開
室
時
間
は
、

原
則
と
し
て
日
吉
図
書
館
と
同
じ
で
、
授
業
期
間
中
は
平
日
八
時
四

五
分
か
ら
二
一
時
（
土
曜
日
は
一
八
時
ま
で
）、
休
校
期
間
中
は
平

日
八
時
四
五
分
か
ら
一
八
時
（
土
曜
日
は
一
六
時
ま
で
）
で
あ
る
が
、

経
営
管
理
研
究
科
が
三
学
期
制
を
と
っ
て
い
る
関
係
で
夏
休
み
や
春

休
み
の
期
間
が
他
の
学
部
・
研
究
科
と
は
異
な
る
た
め
、
休
校
期
間

中
の
短
縮
開
館
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
つ
い
て
は
、
開
設
当
初
は
経
営
管

理
研
究
科
図
書
館
で
同
業
務
を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
そ
の
ま
ま
協

生
館
図
書
室
内
で
行
っ
て
い
た
が
、
〇
八
年
一
二
月
の
人
事
異
動
で

担
当
者
が
異
動
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
日
吉
図
書
館
内
で
協
生
館
図

書
室
の
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

日
吉
保
存
書
庫

　
日
吉
保
存
書
庫
は
〇
九
年
一
〇
月
に
運
用
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は

協
生
館
と
同
じ
く
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
建
設
さ
れ
た
新
教
育
棟
（
第
四
校
舎
独
立
館
）
の
地
下
に
設
け
ら

れ
た
。
地
下
と
い
っ
て
も
建
物
本
体
の
地
下
で
は
な
く
、
日
吉
駅
前

の
横
断
歩
道
か
ら
建
物
へ
向
か
う
緩
や
か
な
坂
道
（
桜
並
木
ア
プ
ロ
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ー
チ
）
の
下
で
あ
る
。
書
架
は
す
べ
て
電
動
式
集
密
書
架
で
収
容
冊

数
は
約
十
三
万
冊
で
あ
る
。
こ
こ
は
日
吉
だ
け
で
な
く
全
学
の
保
存

書
庫
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
収
容
し
た
資
料
は
、
日
吉
図
書
館
の
地

下
書
庫
に
あ
っ
た
洋
雑
誌
、
洋
新
聞
、
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ

た
日
吉
の
洋
雑
誌
と
三
田
の
洋
雑
誌
、
そ
し
て
、
白
楽
サ
テ
ラ
イ

ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
保
管
し
て
あ
っ
た
旧
経
営
管
理
研
究
科
図
書

館
の
蔵
書
（
雑
誌
）
の
一
部
で
あ
っ
た
。
日
常
的
な
管
理
運
用
は
日

吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
当
初
は
三
田
の
蔵
書
が
約
半
数
を
占
め
て
い
た
が
、
一
六
年
に
山

中
資
料
セ
ン
タ
ー
第
二
棟
が
新
設
さ
れ
、
三
田
の
蔵
書
の
大
部
分
を

そ
ち
ら
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
空
い
た
書
架
に
は
日
吉
図
書

館
地
下
書
庫
に
あ
っ
た
研
究
室
の
洋
雑
誌
を
す
べ
て
移
動
し
、
さ
ら

に
一
八
年
に
は
書
庫
狭
隘
化
が
進
む
日
吉
図
書
館
の
四
階
か
ら
研
究

室
図
書
の
う
ち
大
型
の
洋
書
を
移
動
し
た
。
こ
れ
ら
の
移
動
の
結
果
、

日
吉
保
存
書
庫
に
配
置
し
て
あ
る
資
料
の
大
部
分
は
日
吉
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
と
な
っ
た
。

施
設
・
設
備
の
変
更

　
日
吉
で
は
こ
の
時
期
、
八
五
年
の
開
館
以
降
、
傷
ん
で
き
た
り
施

設
や
設
備
が
利
用
者
の
新
し
い
要
求
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
り
し

て
い
た
日
吉
図
書
館
内
の
各
エ
リ
ア
の
改
修
を
頻
繁
に
行
っ
た
。
そ

の
財
源
の
多
く
は
〇
四
年
か
ら
学
内
の
新
た
な
制
度
と
し
て
始
ま
っ

た
「
予
算
管
理
部
門
内
調
整
費
」（
〇
七
年
か
ら
は
「
調
整
予
算
」、

一
七
年
か
ら
は
「
教
育
・
研
究
調
整
予
算
」）
を
活
用
し
た
。
こ
れ

は
各
部
署
の
経
常
予
算
と
は
別
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
定
額
が
割
り

振
ら
れ
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
そ
れ
を
各
部
署
か
ら
の
申
請
に
よ

っ
て
採
択
の
可
否
を
検
討
、
採
択
さ
れ
れ
ば
必
要
額
が
分
配
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
申
請
す
れ
ば
必
ず
採
択
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、

幸
い
な
こ
と
に
こ
の
予
算
の
恩
恵
を
多
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
主
要
な
利
用
者
で
あ
る
学
部
生
に
と
っ
て

使
い
や
す
く
快
適
で
よ
り
安
全
な
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
喧

騒
（
お
し
ゃ
べ
り
）
対
策
を
目
的
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
詳
細
は

第
三
章
第
一
節
四
「
場
と
し
て
の
図
書
館
」
に
譲
る
が
、
改
修
に
よ

っ
て
学
生
か
ら
好
評
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
以
前
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
静
か
に
な
っ
た
エ
リ
ア
が
あ
る
。
特
に
一
八
年
に
改

修
し
た
一
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、
改
修
に
あ
た
っ
て
空
間

設
計
の
専
門
家
に
協
力
を
依
頼
し
、
お
洒
落
で
居
心
地
の
良
い
空
間

作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
。
既
存
の
図
書
館
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

特
別
感
が
あ
り
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
館
内

の
喧
騒
を
抑
え
快
適
な
閲
覧
席
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
そ
の
結

果
、
改
修
前
に
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
し
ゃ
べ
り
に
興

じ
、
何
度
も
職
員
に
注
意
さ
れ
て
い
た
学
生
が
、
改
修
後
に
や
っ
て

き
て
「
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
に
く
く
な
っ
た
」
と
語

っ
て
い
た
。
雰
囲
気
（
環
境
）
の
変
化
が
利
用
者
の
行
動
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
以
前
は
館
内
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
は
ご
く
一
部
の
利
用
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者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一
方
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
叩
く

音
が
気
に
な
る
利
用
者
も
い
た
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
を
不
可
と

す
る
エ
リ
ア
を
館
内
に
何
カ
所
も
設
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
〇

年
代
に
入
る
と
館
内
で
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
が
増
加
し
て
き
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
、
床
を
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
し
、
パ
ソ
コ
ン
用
の
電
源

を
閲
覧
席
に
設
け
る
改
修
工
事
を
行
っ
た
り
、
改
修
を
と
も
な
わ
ず

と
も
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
不
可
だ
っ
た
エ
リ
ア
を
利
用
可
に
し
た
り
と

い
っ
た
変
更
も
行
っ
て
き
た
。

新
た
な
企
画
・
行
事

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
魅
力
的
な
図
書
館
に
す
る
た
め
の
新

た
な
企
画
を
い
く
つ
か
始
め
た
。

　
〇
二
年
秋
に
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
週
間
と
の
共
同
企
画

で
、
学
生
団
体
環
境
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
厳
選
！
環
境
本
の
す
す

め
」
と
い
う
資
料
展
示
を
行
っ
た
。
こ
の
展
示
は
そ
の
後
数
年
間
継

続
し
た
。

　
〇
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
は
、
日
吉
の
教
養
研
究
セ

ン
タ
ー
日
吉
行
事
企
画
委
員
会
（H

A
PP: H

iyoshi A
rt and 

Perform
ance Project

）
の
企
画
の
一
つ
と
し
て
「
日
吉
図
書
館

開
館
二
〇
年
記
念
行
事
」
を
実
施
し
た
。
日
吉
図
書
館
の
写
真
パ
ネ

ル
展
示
と
設
計
者
で
あ
る
槇
文
彦
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
、
年
度
末

に
は
『
慶
應
義
塾
日
吉
図
書
館
開
館
二
〇
年
記
念
誌
』
を
刊
行
し
た
。

　
〇
七
年
九
月
に
は
、
学
生
に
も
っ
と
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の

企
画
を
検
討
・
実
施
す
る
読
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
手
始
め
に
図
書
の
選
定
方
法
の
変
更
（
特
定
の
文
庫
以
外
の
文

庫
も
購
入
）、
新
着
図
書
展
示
書
架
の
改
善
、
従
来
は
す
ぐ
に
廃
棄

し
て
い
た
図
書
の
カ
バ
ー
を
新
着
図
書
棚
の
横
の
壁
に
貼
り
出
す
等
、

い
く
つ
か
の
方
策
を
実
施
し
た
。
翌
〇
八
年
か
ら
は
、
教
員
か
ら
学

生
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
図
書
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
教
員
の
「
オ

ス
ス
メ
本
」
と
し
て
教
員
の
コ
メ
ン
ト
等
と
と
も
に
展
示
す
る
企
画

を
開
始
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
は
、
〇
八
年
、
〇
九
年
と

連
続
し
て
図
書
貸
出
数
が
過
去
最
高
を
更
新
し
た
こ
と
と
な
っ
て
表

れ
た
。
一
〇
年
一
一
月
に
は
初
め
て
選
書
ツ
ア
ー
を
開
催
、
学
生
が

選
ん
だ
図
書
を
学
生
自
身
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
展
示
し
た
。
教
員

の
「
オ
ス
ス
メ
本
」
や
選
書
ツ
ア
ー
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
開
催
し

て
い
る
。

　
一
〇
年
か
ら
一
六
年
ま
で
は
、
大
学
生
協
の
「
読
書
マ
ラ
ソ
ン
コ

メ
ン
ト
大
賞
慶
應
賞
」
に
協
力
し
、
図
書
館
内
で
の
コ
メ
ン
ト
募
集

や
表
彰
式
を
行
っ
た
ほ
か
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
受
賞
し
た
コ
メ
ン
ト

の
対
象
作
品
の
展
示
な
ど
を
行
っ
た
。

　
一
七
年
一
〇
月
に
は
日
吉
で
は
初
め
て
と
な
る
知
的
書
評
合
戦
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
開
催
、
同
年
一
二
月
に
は
理
工
学
、
湘
南
藤
沢
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
対
抗

戦
を
開
催
し
た
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
翌
年
以
降
も
開
催
し
て
い
る
。

開
催
時
に
は
合
わ
せ
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
図
書
の
展
示
も
行
っ
て

い
る
。
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こ
れ
ら
の
ほ
か
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
」
の

活
動
、
先
輩
学
生
に
よ
る
「
学
習
相
談
」
と
い
っ
た
学
生
主
体
の
活

動
が
図
書
館
内
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
は

第
二
部
第
九
章
「
学
生
と
の
協
働
」
に
譲
る
。

　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
企
画
と
し
て
、
一
六
年
五
月
に
は
初
め
て
日
吉
図
書

館
内
で
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
一
階
ラ

ウ
ン
ジ
や
地
下
の
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
、
プ
ロ
の
演
奏
家
に
ジ
ャ

ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
楽
を
演
奏
し
て
も
ら
い
、
学
生
た
ち
に
図
書

館
の
中
で
音
楽
の
生
演
奏
を
聴
く
と
い
う
非
日
常
の
時
間
を
気
軽
に

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
や
図
書
館
を
身
近
に

感
じ
、
好
感
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
企
画
は
大
変
好
評
で
翌
年
以
降
も
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　
以
上
は
学
内
利
用
者
（
お
も
に
学
部
生
）
向
け
の
企
画
で
あ
る
が
、

一
五
年
か
ら
は
学
外
を
含
む
高
校
生
向
け
の
新
た
な
企
画
、「
オ
ー

プ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
大
学
の
夏
休
み
、
春

休
み
の
比
較
的
利
用
者
が
少
な
い
期
間
に
、
慶
應
義
塾
大
学
へ
の
進

学
を
考
え
て
い
る
高
校
生
（
慶
應
の
付
属
高
校
の
生
徒
を
含
む
）
に

図
書
館
を
使
っ
て
も
ら
い
、
大
学
図
書
館
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
（
資
料
の
貸
出
は
行
わ
な
い
）。
一
六
年
か
ら
は
、

同
様
の
企
画
を
行
っ
て
い
た
理
工
学
お
よ
び
湘
南
藤
沢
の
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
配
布
、
い
ず
れ
か
の
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
を
訪
問
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
広
報

面
で
大
学
の
入
学
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
り
の
日
吉
駅
に
も
協
力
し
て
も

ら
い
、
多
い
と
き
に
は
期
間
中
、
延
べ
五
百
人
以
上
の
入
館
が
あ
っ

た
。電

子
資
料
サ
ー
ビ
ス

　
こ
の
時
代
の
日
吉
に
お
け
る
電
子
資
料
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
い

く
つ
か
ト
ピ
ッ
ク
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
九
九
年
に
電
子
辞
書
検
索
シ
ス
テ
ム
「
こ
と
と
い
」
の
サ

ー
ビ
ス
を
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
始
し
、
〇
二
年
一
月
に
は
全
学
で

利
用
可
能
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
〇
六
年
に
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
終
了

し
た
。
当
時
の
「
こ
と
と
い
」
は
内
容
の
更
新
が
で
き
て
お
ら
ず
、

サ
ー
バ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館
で
は
、
協
生
館
に
移
転
す
る
前
か
ら
同

研
究
科
の
学
位
論
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
外
部
業
者
に
委
託
す
る
形

で
維
持
・
提
供
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
慶
應

義
塾
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
に
デ
ー
タ
を
移
行
す
る
こ
と
と

し
、
一
一
年
か
ら
デ
ー
タ
の
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
企
業

年
報
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
各
企
業
が
発
行
す
る
年
報
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
に
は
登
録
せ
ず
、
独
自
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
た
も
の
）
と
企
業
情
報
図
書
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
図
書
の
内
容
に
特
定
の
企
業
の
情
報
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
拾
い
出
し
、
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企
業
名
か
ら
記
載
箇
所
を
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
一
〇
年
に
個
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
の
提
供
を
中
止
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
書
誌
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力

を
進
め
、
一
二
年
一
〇
月
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
後
者
は
デ
ー
タ
の
更
新
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
代
替

の
検
索
手
段
を
提
供
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
利
用
目
的
や
種
類
別
に
図
書
館
内
で
資
料
を

ま
と
め
利
用
の
便
を
図
っ
た
。
〇
三
年
に
は
「
ク
イ
ッ
ク
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
コ
ー
ナ
ー
」（
学
部
生
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
基
本
的
な
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
）、「
語
学
辞
書
コ
ー
ナ
ー
」、

〇
四
年
に
は
「
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
」、
〇
六
年
に
は
「
塾
員
（
卒
業

生
）
著
作
コ
ー
ナ
ー
」（
一
八
年
に
廃
止
し
内
容
に
応
じ
た
請
求
記

号
を
付
与
す
る
方
式
に
変
更
）、
〇
七
年
に
は
「
多
読
書
コ
ー
ナ
ー
」

（
〇
九
年
に
「
語
学
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
に
改
名
）
と
、
次
々
に
誕
生

し
て
い
る
。

　
図
書
の
カ
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
「
カ
バ
ー
を
外
さ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
。
手
間
と
費
用
の
問
題
で

対
応
で
き
ず
に
い
た
が
、
〇
四
年
か
ら
は
バ
ル
コ
ニ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
軽
読
書
）
と
ク
イ
ッ
ク
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
に
限

り
、
カ
バ
ー
を
付
け
た
ま
ま
書
架
に
並
べ
る
方
式
に
変
更
し
た
。
そ

の
後
、
〇
七
年
か
ら
は
文
庫
・
新
書
に
、
一
八
年
か
ら
は
図
書
館
図

書
す
べ
て
に
同
様
の
方
式
を
採
用
し
た
。

　
利
用
規
則
の
面
で
は
、
一
二
年
一
〇
月
に
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
の
利
用
規

則
を
改
訂
し
、
学
部
生
の
み
で
の
利
用
を
可
能
と
し
た
。
一
六
年
に

は
子
ど
も
を
連
れ
た
教
職
員
、
学
生
等
の
入
館
を
可
能
と
し
、
一
七

年
に
は
学
部
生
が
図
書
館
四
階
の
研
究
者
用
フ
ロ
ア
に
直
接
入
る
こ

と
を
可
能
と
し
た
。

　
ま
た
、
一
六
年
か
ら
は
国
際
化
（
英
語
化
）
対
応
も
強
化
し
、
職

員
の
自
主
的
な
英
会
話
練
習
会
の
開
催
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
の
英
語
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
設
置
、
各
種
利
用
案
内
や
掲
示
物
の
英
語
併
記
な

ど
を
進
め
て
い
っ
た
。

広
報
活
動

　
サ
ー
ビ
ス
改
善
と
と
も
に
、
情
報
発
信
に
も
力
を
い
れ
た
。

　
ま
ず
〇
一
年
に
は
日
吉
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
学
事
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
『
日

吉
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
製
、
新

入
生
全
員
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
パ
ソ
コ
ン

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
い
方
（
日
吉
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
や
各
種

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
（
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）、
Ｗ
ｅ
ｂ

に
よ
る
履
修
申
告
の
方
法
（
学
事
セ
ン
タ
ー
）
等
を
一
冊
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
り
、
毎
年
更
新
し
、
新
入
生
に
配
布
し
た
。
〇
九
年
ま

で
刊
行
し
、
一
〇
年
か
ら
は
学
部
生
向
け
の
広
範
な
ガ
イ
ド
で
あ
る

『
塾
生
案
内
』
の
一
部
と
な
っ
た
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
関
係
で
は
、
〇
三
年
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
活
用
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し
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
使
い
勝
手
を
改

善
す
る
た
め
、
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
こ
の
年
の
秋
学
期
に
向
け

て
は
英
語
版
サ
イ
ト
も
公
開
し
た
。
〇
九
年
に
も
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
前
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全

体
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
ス
タ
イ
ル
の
連
携
を
と
っ
た
。
一
五
年
に

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
合
わ
せ
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

化
し
た
。

　
〇
六
年
に
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
、
新
た
に
日
吉
図
書
館
利
用
案

内
ビ
デ
オ
を
作
製
し
た
。
こ
れ
は
翌
年
度
か
ら
の
新
入
生
向
け
ガ
イ

ダ
ン
ス
等
で
活
用
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
た
。

　
一
六
年
度
末
に
は
館
内
各
所
に
雑
然
と
貼
ら
れ
て
い
た
紙
の
掲
示

物
を
ま
と
め
、
わ
か
り
や
す
く
整
然
と
表
示
す
る
た
め
に
図
書
館
入

口
付
近
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
、
紙
に
代
わ
る
広
報
媒

体
と
し
て
活
用
し
た
。
一
九
年
に
は
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
お
よ

び
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
化
し
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

選
書
関
係

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
書
庫
狭
隘
化
は
続
い
た
。
図
書
館
図

書
に
つ
い
て
は
蔵
書
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
作
業
を
し
ば
ら
く
継
続
す
る
と

と
も
に
、
出
版
年
、
貸
出
回
数
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
所
蔵
状
況
等

に
よ
り
一
定
の
基
準
を
設
け
、
ま
と
ま
っ
た
冊
数
の
除
籍
を
何
度
か

行
っ
た
。
一
方
、
図
書
館
四
階
の
研
究
室
資
料
の
除
籍
は
行
っ
て
来

な
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も
書
庫
狭
隘
化
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
来
往
舎

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の
移
動

の
ほ
か
、
地
下
書
庫
や
日
吉
保
存
書
庫
へ
の
資
料
の
移
動
に
よ
っ
て

や
り
く
り
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
狭
隘
化
に
は
追
い
付
か
な
く
な

り
、
一
七
年
六
月
か
ら
は
つ
い
に
除
籍
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
研

究
室
資
料
の
除
籍
に
あ
た
っ
て
は
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議

会
で
了
解
を
得
た
う
え
で
、
学
内
の
他
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
同
じ
図
書

が
あ
り
、
近
年
の
貸
出
利
用
が
な
い
も
の
を
除
籍
候
補
と
し
た
。
そ

し
て
候
補
資
料
を
授
業
期
間
中
の
毎
月
一
回
、
一
回
に
つ
き
一
五
〇

冊
程
度
を
リ
ス
ト
化
し
、
日
吉
の
全
専
任
教
員
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
現
物
を
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
図
書
館
内
に
置
き
、
教
員

に
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
現
物
を
見
た
結
果
、
除
籍
不

可
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
札
を
挟
み

込
ん
で
も
ら
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
全
体
量
と
比
べ
れ
ば
わ
ず

か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
研
究
室
資
料
の
除
籍
を
進
め
た
。

　
こ
の
時
期
の
選
書
関
係
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
マ
ン
ガ
の
購
入
を
開

始
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
研
究
用
資
料
と
し
て
教
員
の
求
め
に
応
じ
て
、
ご
く
一
部

の
マ
ン
ガ
を
購
入
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
学
生
用
の
図
書
館
図
書

と
し
て
は
原
則
と
し
て
購
入
し
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
前
述
の

読
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
教
員
に
対
し
て
、「
オ
ス
ス
メ

本
」
の
推
薦
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
教
員
か
ら
マ
ン
ガ
が
大
量

に
推
薦
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
該
教
員
か
ら
改
め
て
推
薦
理

由
を
聞
く
と
と
も
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
〇
八
年
一
一
月
か
ら
図
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書
館
図
書
と
し
て
マ
ン
ガ
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
文

庫
サ
イ
ズ
や
新
書
サ
イ
ズ
は
購
入
し
な
い
な
ど
一
定
の
基
準
を
設
け
、

娯
楽
の
た
め
で
は
な
く
「
教
養
と
し
て
の
マ
ン
ガ
」
と
い
う
観
点
で

選
定
し
、
教
員
の
オ
ス
ス
メ
本
と
し
て
の
展
示
も
行
っ
た
。

組
織
的
動
向

　
組
織
的
な
動
き
と
し
て
は
、
〇
二
年
か
ら
従
来
の
夜
間
に
加
え
、

昼
間
の
閲
覧
業
務
の
一
部
に
業
務
委
託
を
導
入
し
た
。
合
わ
せ
て
夜

間
の
委
託
業
務
範
囲
を
拡
大
し
た
。
〇
五
年
度
か
ら
は
職
員
の
完
全

週
休
二
日
制
の
試
行
に
と
も
な
い
土
曜
日
の
昼
間
と
夜
間
の
業
務
委

託
の
範
囲
を
拡
大
、
〇
七
年
度
か
ら
は
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
を
完
全

に
業
務
委
託
と
し
、
職
員
は
原
則
と
し
て
土
曜
日
に
は
出
勤
し
な
い

こ
と
と
し
た
。

三
　
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
二
〇
〇
一
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
の
巻

頭
言
「
二
十
一
世
紀
元
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
」
に
は
、
当
時
の
所

長
、
相
川
直
樹
教
授
に
よ
る
展
望
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

「
数
年
後
に
は
、
北
里
記
念
医
学
図
書
館
創
設
当
時
か
ら
続
け
ら
れ

て
き
た
、
書
架
か
ら
蔵
書
を
取
り
出
し
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
い
う

姿
は
消
滅
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
そ
の
一
方
で
「
こ
の

よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
に
向
か
う
時
代
に
あ
っ
て
も
、
物
事
を
考

え
る
た
め
に
は
、
時
に
は
誌
面
を
じ
っ
く
り
読
む
時
間
と
場
所
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
予
測
は
ど
の
よ
う
な
展
開

を
迎
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

施
設
の
変
化

　
〇
四
年
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
廃
止
に
よ
り
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
独
立
し
た
が
、
こ
の
時
に
「
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

は
「
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
た
。「
医

学
」
か
ら
「
信
濃
町
」
へ
の
変
更
は
、
看
護
医
療
学
部
三
年
生
の
授

業
が
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
契
機

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
、
利
用

者
の
利
用
ス
タ
イ
ル
と
と
も
に
館
内
施
設
も
変
化
し
て
い
く
。

　
従
来
の
閲
覧
席
は
、
席
に
仕
切
り
が
な
い
い
わ
ゆ
る
大
机
で
あ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
次
第
に
他
人
と
の
距
離
を
保
て
る
キ
ャ
レ
ル

席
へ
の
要
望
が
高
ま
り
、
〇
七
年
に
は
一
階
閲
覧
室
に
キ
ャ
レ
ル
席

を
追
加
し
た
。

　
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
大
規
模
利
用
者
調
査LibQ

U
A
L+

®

で
、
信
濃
町
で
は
施

設
面
へ
の
要
望
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
館
内
施
設
の
見
直
し
が
一
層

進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
〇
九
年
に
は
一
階
閲
覧
室
奥
の
閲
覧
席
を
多

人
数
テ
ー
ブ
ル
か
ら
個
人
キ
ャ
レ
ル
席
へ
変
更
し
、
利
用
者
が
持
ち

込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で
き
る
よ
う
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
装
備
し

た
。
ま
た
書
庫
三
階
と
四
階
の
閲
覧
机
を
新
し
く
し
、
一
部
増
設
し
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た
。
一
階
閲
覧
室
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
張
り
替
え
た
の
も
こ
の
時
期
で

あ
る
。
翌
一
〇
年
に
は
書
庫
一
階
、
二
階
の
閲
覧
机
の
交
換
を
行
っ

た
ほ
か
、
地
下
閲
覧
室
の
平
机
を
キ
ャ
レ
ル
席
に
入
れ
替
え
、
電
源

コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
こ
こ
を
「
静
か
エ
リ
ア
」
と
し
て
開
設
し
た
。

　
一
二
年
に
は
一
階
の
新
着
雑
誌
書
架
周
辺
を
「
く
つ
ろ
ぎ
閲
覧
エ

リ
ア
」
と
し
、
一
人
掛
け
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
利
用
者
が

ゆ
っ
く
り
新
着
雑
誌
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
空
間
を
用
意
し
た
。
ま

た
、
当
時
地
下
に
あ
っ
た
信
濃
町
Ｉ
Ｔ
Ｃ
事
務
室
が
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
跡
地
を
セ
ミ
ナ
ー
室
と
し
て
改
修
し
パ
ソ
コ
ン
十
八

台
を
設
置
し
た
。
こ
の
改
修
に
と
も
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
位

置
も
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
室
の
隣
に
改
め
て
設
け
ら
れ

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
や
講
師
席
が
整
備
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
室
は
、
後

述
の
演
習
を
含
む
活
用
講
座
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
三
年
に
は
書
庫
一
階
か
ら
四
階
の
閲
覧
席
の
す
べ
て
の
椅
子
を

新
調
し
、
壁
際
に
資
料
落
下
防
止
バ
ー
付
き
の
書
架
を
増
設
し
た
。

一
階
の
閲
覧
席
に
は
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
設
し
、
ま
た
地
下
セ
ミ

ナ
ー
室
と
グ
ル
ー
プ
学
習
室
と
の
防
音
壁
設
置
の
工
事
も
行
っ
た
。

一
四
年
に
は
書
庫
一
階
の
壁
際
に
新
着
雑
誌
棚
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、

く
つ
ろ
ぎ
閲
覧
エ
リ
ア
の
新
着
棚
（
約
百
誌
）
と
合
わ
せ
て
約
五
百

誌
も
の
新
着
雑
誌
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
五
年
に
は
耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
工
事
に
よ
る

施
設
的
な
変
化
は
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
が

解
体
さ
れ
た
程
度
で
あ
り
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
歴
史
的
な
建
造

物
の
外
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
建

物
の
強
度
を
増
す
た
め
に
窓
が
ふ
さ
が
れ
る
な
ど
、
利
用
者
に
と
っ

て
は
館
内
の
印
象
が
大
き
く
異
な
る
工
事
と
な
っ
た
。
ま
た
一
階
入

口
の
正
面
に
は
新
着
図
書
、
教
科
書
コ
ー
ナ
ー
書
架
を
新
設
し
、
一

六
年
に
は
電
子
ブ
ッ
ク
で
利
用
で
き
る
教
科
書
に
は
「
電
子
ブ
ッ

ク
」
の
表
示
を
貼
っ
た
。
こ
の
場
所
に
は
一
七
年
に
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。

　
一
七
年
に
は
二
回
目
の
大
規
模
利
用
者
調
査LibQ

U
A
L+

®

が

実
施
さ
れ
た
。
依
然
と
し
て
施
設
面
へ
の
要
望
が
多
く
、
館
内
の
埃

が
気
に
な
る
等
の
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
書
庫
一
階
と
セ
ミ
ナ

ー
室
に
空
気
清
浄
機
を
設
置
し
た
。
ま
た
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か

け
て
は
、
館
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
老
朽
化
し
た
書
架
を
撤
去
、

床
の
補
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

電
子
資
料
の
拡
大

　
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
電
子
資
料
は
ま
す
ま
す
広
が

っ
て
い
く
。
〇
三
年
のH

arrison
’s online

を
皮
切
り
に
、
電
子

ブ
ッ
ク
の
契
約
は
徐
々
に
増
加
し
た
。
医
中
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
は
キ
ャ
ン
パ

ス
内
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
に
よ
り
自
宅
な
ど
学

外
か
ら
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。U

pT
oD

ate
やM

erck Index

、
今
日
の
診
療
Ｗ
ｅ
ｂ
版
な
ど
の
新
た
な
電
子

資
料
も
増
え
、
館
内
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
端
末
も
増
設
し
た
。

　
〇
五
年
に
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
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和
雑
誌
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
が
大
幅
に
増
え
、
ま
た

洋
雑
誌
の
多
く
は
印
刷
版
か
ら
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
に
切
り
替
え

ら
れ
た
。
〇
六
年
か
ら
は
慶
應
義
塾
の
共
通
認
証
シ
ス
テ
ム

（keio.jp

）
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
〇
九
年
に
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の

み
で
利
用
可
能
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
も
可
能

と
な
っ
た
。
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
医
学
系
の
研
究
者
や
医

療
従
事
者
が
利
用
者
の
大
半
を
占
め
、
場
所
や
時
間
に
関
係
な
く
資

料
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
需
要
は
も
と
も
と
高
か

っ
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら
で
も
利
用
可
能
と
な
る
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

　
ま
た
二
〇
一
〇
年
代
の
慶
應
で
は
、
電
子
ブ
ッ
ク
の
利
用
実
験
が

た
び
た
び
行
わ
れ
、
医
学
部
で
も
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
電

子
教
科
書
利
用
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
医
学
部
二
年
生
全
員
を
対
象

にiPad

を
配
布
し
、
日
本
語
の
教
科
書
を
デ
ジ
タ
ル
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
医
学
系
出
版
社
の
協
力
を
得
て
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
無

償
提
供
を
受
け
た
。
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
力
出
版

社
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
利
用
実
験
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
作
成
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「iPad

で

学
習
し
よ
う
：
医
学
部
二
年
生
・
三
年
生
向
け
リ
ソ
ー
ス
ガ
イ
ド
」

に
資
料
リ
ス
ト
や
報
告
書
を
掲
載
し
た
。

　
一
方
で
、
電
子
資
料
が
利
用
で
き
な
い
三
四
会
（
医
学
部
同
窓

会
）
等
に
所
属
す
る
利
用
者
の
た
め
に
、
〇
七
年
に
館
内
に
「
電
子

リ
ソ
ー
ス
専
用
パ
ソ
コ
ン
」
を
導
入
し
た
。
〇
九
年
に
は
一
台
増
設

し
計
二
台
と
な
っ
た
。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
・
改
善

　
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
も
、
利
便
性
を
考
慮
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し

た
。
〇
四
年
、
日
中
の
来
館
が
難
し
い
医
療
従
事
者
の
た
め
に
開
館

時
刻
を
一
五
分
繰
り
上
げ
、
平
日
・
土
曜
は
八
時
四
五
分
開
館
と
し

た
。
ま
た
図
書
利
用
券
は
従
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
だ
っ
た
が
、
発
行

ま
で
の
時
間
短
縮
の
た
め
紙
の
利
用
券
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も

の
に
変
更
し
た
。
〇
五
年
に
は
一
二
時
か
ら
一
七
時
と
し
て
い
た
日

曜
の
開
館
時
間
を
全
体
的
に
一
時
間
ず
ら
し
、
一
三
時
か
ら
一
八
時

ま
で
に
変
更
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
職
員
の
「
四
週
八
休
制
の

試
行
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
新
た
な
勤
務
体
制
を
踏
ま
え
つ
つ
、
開

館
体
制
を
大
幅
に
変
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
外
部
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
〇
七
年
に
は
三
四
会
、
紅
梅
会
（
看
護
短
期
大
学
等
の
卒
業
生
の

同
窓
会
）、
医
学
研
究
科
修
了
者
、
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
三

田
会
（
同
窓
会
）
の
各
卒
業
生
に
対
し
て
従
来
の
閲
覧
、
複
写
、
相

互
貸
借
に
加
え
、
文
献
の
コ
ピ
ー
を
希
望
の
場
所
に
郵
送
で
届
け
る
、

「
文
献
複
写
お
届
け
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
信
濃
町
キ

ャ
ン
パ
ス
ま
で
来
る
こ
と
の
で
き
な
い
卒
業
生
の
医
師
等
に
対
し
て
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も
、
平
等
に
医
療
情
報
を
届
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　
同
年
八
月
に
は
、
館
内
サ
イ
ン
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、

館
内
の
案
内
、
掲
示
を
見
直
し
統
一
感
の
あ
る
サ
イ
ン
へ
刷
新
し
た
。

ま
た
一
〇
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
飲
食
禁
止
だ
っ
た
飲
食
ル
ー
ル
を

改
訂
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
密
閉
容
器
の
持
ち
込
み
を
可
能
と
し

た
。

　
〇
八
年
に
は
、
入
口
脇
の
掲
示
板
に
毎
週
の
新
着
図
書
の
カ
バ
ー

展
示
を
開
始
し
た
。
こ
の
新
着
図
書
の
カ
バ
ー
展
示
は
そ
の
後
一
八

年
ま
で
一
〇
年
間
続
い
た
。
カ
バ
ー
展
示
を
終
了
し
た
理
由
は
、
そ

れ
ま
で
廃
棄
す
る
カ
バ
ー
を
展
示
に
ま
わ
し
て
い
た
が
、
カ
バ
ー
を

つ
け
た
ま
ま
蔵
書
と
す
る
よ
う
に
運
用
を
変
更
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
〇
九
年
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
休
館
し
て
い
た
第
三
土
曜
、
八
月
の

日
曜
も
開
館
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
平
日
に
来
館
で
き
な
い
医
療

従
事
者
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
信
濃
町
で
は
一
九
六
六
年
ご
ろ
か
ら
医
療
従
事
者
の
利
便
性
の
た

め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
各
所
に
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
き
た
。
一

七
年
に
、
利
用
者
か
ら
厚
み
の
あ
る
資
料
が
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
ら

な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
以
前
使
用
し
て
い

た
投
入
口
が
十
セ
ン
チ
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
図
書
館
前
に
追
加
で

設
置
し
た
。
医
学
の
教
科
書
は
分
厚
い
も
の
が
多
く
、
一
般
的
な
ブ

ッ
ク
ポ
ス
ト
の
投
入
口
の
五
セ
ン
チ
の
幅
を
超
え
る
も
の
は
少
な
く

な
い
。
利
用
者
の
要
望
を
聞
き
入
れ
、
以
前
に
使
っ
て
い
た
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、
費
用
を
か
け
ず
に
利
便
性
を
増
す

こ
と
が
で
き
た
好
例
と
い
え
よ
う
。

『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
の
終
刊

　『
き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
七
六
年
の
創
刊
か
ら
三
〇
年
に
亘

り
刊
行
さ
れ
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
発
信
に
お

い
て
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
た
が
、
〇
六
年
に
そ
の
使
命
を
終

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
資
料
の
受
入
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
お

知
ら
せ
を
掲
載
す
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
に
関
す
る
各
種
会
議
の

報
告
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
着
任
・
離
任
の
挨
拶
や
研
修
・
見
学
報
告
、

図
書
館
実
習
を
終
え
た
実
習
生
の
所
感
等
が
盛
り
込
ま
れ
、「
ス
タ

ッ
フ
の
窓
」
コ
ー
ナ
ー
な
ど
コ
ラ
ム
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
非
常
に
豊

か
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　
休
刊
後
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
よ
り
即
時
的
な
情
報
発
信
が
主
流
と
な
り
、

広
報
的
な
役
割
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
、T

w
itter

や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
で
あ
る
「
き
た
さ
と
メ
ー
ル
」
に
引
き
継
が
れ
た
が
、

約
三
〇
年
も
の
間
、
情
報
発
信
の
要
と
し
て
機
能
し
た
『
き
た
さ
と

ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
情
報
発
信
を
す
る

う
え
で
有
効
な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

利
用
者
教
育

　
利
用
者
教
育
で
は
、
〇
三
年
か
ら
「
電
子
リ
ソ
ー
ス
（
電
子
資

料
）
活
用
講
座
（
以
下
「
活
用
講
座
」）」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
た
め
の
ガ
イ
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ダ
ン
ス
講
座
で
、
あ
ら
か
じ
め
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
提
示
し
た
日

時
に
開
催
す
る
も
の
で
、
事
前
予
約
な
く
受
講
で
き
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
対
象
と
し
た
の
はPubM

ed

、
医
中
誌
Ｗ
ｅ

ｂ
、
文
献
管
理
ツ
ー
ルEndN

ote

の
三
点
で
あ
っ
た
。

　
〇
九
年
か
ら
は
、
活
用
講
座
の
縮
小
版
で
あ
る
「
電
子
リ
ソ
ー
ス

ミ
ニ
講
座
（
以
下
「
ミ
ニ
講
座
」）」
を
開
始
し
た
。
主
旨
は
同
様
で

利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
随
時
個
別
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ミ
ニ
講
座
は
、
一
五
年
度
か
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
日

時
の
中
で
、
個
人
ま
た
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
予
約
に
よ
っ

て
実
施
す
る
形
式
に
変
更
し
（
決
ま
っ
た
枠
に
予
約
が
な
い
場
合
は

飛
び
込
み
の
受
講
も
可
能
）、
メ
ニ
ュ
ー
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー
を
追
加
し
た
。

　
活
用
講
座
、
ミ
ニ
講
座
と
も
に
教
員
か
ら
促
さ
れ
て
受
講
す
る
大

学
院
生
や
研
修
医
、
専
修
医
等
の
若
手
研
究
者
が
一
定
数
お
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
ら
れ
る
「
わ
か
り
や
す
い
」「
丁
寧
」
等
の
好
意

的
な
反
応
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
講
座
の
代
替
と
な
る
「
利

用
の
手
引
き
」
の
作
成
も
こ
の
時
期
に
始
ま
り
、
〇
六
年
に
は
医
中

誌
Ｗ
ｅ
ｂ
、
〇
八
年
に
はPubM

ed

、EndN
ote

、
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
やW

eb of Science

を
使
っ
た
引
用
情
報
の
調
べ
方

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
利
用
の
手
引
き
」
は
ス
タ
ッ
フ
に

よ
っ
て
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。

　
〇
九
年
に
は
学
位
論
文
執
筆
の
た
め
の
個
別
相
談
サ
ー
ビ
ス
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
検
索
相
談
」
も
開
始
し
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ

ー
の
た
め
の
検
索
式
の
作
成
方
法
や
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
指

導
を
開
始
し
た
。

　
一
四
年
ご
ろ
か
ら
は
、「
特
別
企
画
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
電
子
資

料
提
供
元
の
講
師
に
よ
るU

pT
oD

ate

やM
icrom

edex

等
の
セ

ミ
ナ
ー
を
企
画
、
開
催
し
て
い
る
。
要
望
に
応
じ
て
、
実
際
に
研
究

室
に
ス
タ
ッ
フ
が
赴
き
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
授
業
に
お
け
る
利
用
者
教
育
も
時
代
に
応
じ
て
内
容
が
変
わ
っ
て

い
っ
た
。
九
六
年
に
開
始
し
た
「
基
礎
医
学
特
論
」
授
業
内
で
の

「
医
学
文
献
情
報
概
説
」
は
、
〇
四
年
か
ら
後
継
と
な
る
「
自
主
選

択
科
目
」
と
改
め
ら
れ
た
授
業
の
中
で
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
医
学

部
か
ら
「
情
報
検
索
に
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
を
受
け
た
こ

の
授
業
は
、
従
来
の
内
容
を
見
直
し
、
医
学
文
献
検
索
の
基
礎
か
ら

応
用
ま
で
を
扱
う
授
業
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
〇
七
年
に
は
同
授
業
内

の
「
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（Evidence-B

ased M
edicine

：
根
拠
に
基
づ
く
医

療
）
と
そ
の
応
答
：
患
者
を
ど
う
治
療
す
べ
き
か
」
で
も
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ

を
実
践
す
る
際
の
文
献
の
探
し
方
や
そ
の
評
価
の
説
明
を
担
当
し
た
。

一
二
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
に
よ
り
、「
医
学
文
献
情
報
概
説
」

は
、
衛
生
学
公
衆
衛
生
学
教
室
が
担
当
す
る
「
医
学
統
計
・
医
療
情

報
」
の
授
業
の
中
で
「
医
学
文
献
情
報
の
基
礎
」
と
し
て
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
八
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
で
、「
自
主
選

択
科
目
」
の
後
継
で
あ
る
「
自
主
学
習
」
授
業
の
中
で
再
び
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
二
年
に
は
、
四
年
生
を
対
象
と
し
た
「
診
断
学
実
習
」
の
中
で
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も
「
医
学
文
献
情
報
・
臨
床
編
」
の
授
業
を
開
始
し
た
。「
診
断
学

実
習
」
は
一
九
年
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
で
「
臨
床
実
習
入
門
」
と

な
っ
た
が
、「
医
学
文
献
情
報
・
臨
床
編
」
は
継
続
さ
れ
た
。
こ
の

内
容
は
、
臨
床
実
習
前
の
四
年
生
に
対
し
てU

pT
oD

ate

、
今
日

の
診
療
Ｗ
ｅ
ｂ
版
等
の
臨
床
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
を
説
明
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
〇
七
年
ご
ろ
か
ら
、
二
年
生
対
象
の
「
基
礎
分
子
生
物
学

Ⅱ
」（
一
七
年
に
「
分
子
生
物
学
Ⅱ
」
に
名
称
変
更
）
で
は
、

PubM
ed

の
説
明
を
教
員
が
行
う
際
に
、
そ
の
補
助
を
職
員
が
担

当
し
て
い
る
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
よ
り
授
業
の
名
称
変
更
は
た
び
た
び
あ
っ

た
も
の
の
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
医
学
部
の
授
業
と
の
関

わ
り
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
医
学
部
に
お

い
て
医
学
文
献
の
検
索
や
臨
床
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
使
い
こ
な
す
こ

と
が
、
や
が
て
医
師
に
な
る
医
学
部
生
の
教
育
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
教
育
の
担
い
手
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

文
献
調
査
・
業
績
調
査

　
文
献
調
査
や
業
績
調
査
は
ど
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
独
自
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、「
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
作
成
の
た
め
の
文
献
検
索
や
、
研
究
業
績
調
査
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の
文
献
検
索
は
〇
六
年
ご
ろ
か

ら
教
員
か
ら
の
要
望
を
受
け
る
形
で
開
始
し
た
。
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
で
も
〇

八
年
か
ら
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

社
会
貢
献
を
目
的
と
し
た
受
託
事
業
と
し
て
開
始
し
た
。
信
濃
町
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
一
二
年
度
か
ら
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
た
。
具
体
的
な
作
業
内
容
は
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
担
当

者
か
ら
提
出
さ
れ
る
臨
床
上
の
疑
問
（
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
：
Ｃ
Ｑ
）
に
基
づ
きPubM

ed

や
医
中
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
、Cochrane 

Library

等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
式
を
立
式
し
、
得
ら
れ
た
文

献
を
担
当
者
に
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
資
料

に
「
検
索
協
力
」
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
に
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
こ
の
文
献
探
索
の
役

割
は
大
き
く
、
医
学
界
に
お
け
る
図
書
館
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
研
究
業
績
調
査
に
つ
い
て
も
、
他
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
早
い
時
期
か

ら
関
わ
っ
て
き
た
。
九
五
年
の
医
学
部
研
究
業
績
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
へ
の
参
加
か
ら
業
績
調
査
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
調
査
業
務

は
、
慶
應
義
塾
研
究
者
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
─Ｒ
Ｉ
Ｓ
）
が
〇

三
年
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
業
務
主
管
が
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
（
現
：
学
術
研
究
支
援
課
）
へ
移
管
さ
れ
る
と
そ
の
役
割
を
終

え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
形
を
変
え
て
教
員
や
各
部
署
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
た
業
績
調
査
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
一
年
か
ら
は
、
三
四
会
が
発
行
す
る
『
慶
應
義
塾
医
学
部
新
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聞
』
の
連
載
記
事
「
今
月
の
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
取
り
上
げ
る
研
究
論

文
候
補
の
提
供
を
開
始
し
た
。
一
四
年
か
ら
は
、
病
院
の
臨
床
研
究

中
核
病
院
・
特
定
機
能
病
院
年
次
報
告
書
の
た
め
に
一
定
水
準
を
満

た
す
学
術
論
文
調
査
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
一
八
年
に
は
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
「
見
え
る
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
学
術
研
究

分
野
の
調
査
項
目
の
選
定
や
分
析
に
協
力
し
、
そ
の
後
は
実
際
の
調

査
に
も
協
力
し
て
い
る
。

　
一
方
で
は
、
医
学
部
発
行
の“K

eio Journal of M
edicine ”

に
対
し
て
年
間
索
引
作
成
作
業
を
長
年
請
け
負
っ
て
い
た
が
、
こ
の

索
引
は
一
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
（
雑
誌
自
体
の
刊
行
は
継
続
さ
れ
て

い
る
）。

古
医
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
す
る
古
医
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
富
士
川
文
庫
、
石
黒
文
庫
、
寄
贈
本
集
成
、
長
谷
川
文
庫
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
古
医
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
二
十
一
世
紀
に
大
き
く
進

展
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｉ
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｉ
（
最
先
端
学
術
情
報
基
盤
）
学
術
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
構
築
連
携
支
援
事
業
へ
の
採
択
を
契
機
に
古
医
書
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
〇
六
年
か
ら
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
富
士
川

文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
開
始
さ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
画
像

は
一
〇
年
に
、
学
術
論
文
以
外
の
情
報
を
搭
載
す
る
た
め
の
学
術
情

報
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
あ
る
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
─Ａ
で
公
開
さ
れ
た
。

　
一
五
年
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
「
日
本
語
の
歴
史
的
典

籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」
に
参
加
し
、
同
年

か
ら
一
八
年
に
か
け
て
未
撮
影
分
の
富
士
川
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

行
わ
れ
た
。
一
八
年
に
京
都
大
学
図
書
館
機
構
と
慶
應
義
塾
大
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
「
富
士
川
文
庫
デ
ジ
タ
ル
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
公
開
は
一
層
進
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た
画
像
は
、
富
士
川
文
庫
デ
ジ
タ
ル
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
、
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
書
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
閲
覧
で
き
る
。

東
日
本
大
震
災

　
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
当

日
は
一
七
時
で
閉
館
し
、
翌
一
二
日
か
ら
二
日
間
は
臨
時
休
館
と
な

っ
た
。
病
院
の
医
療
従
事
者
も
主
要
な
利
用
者
で
あ
る
た
め
一
四
日

か
ら
開
館
を
再
開
し
た
。
三
一
日
ま
で
の
平
日
は
一
七
時
ま
で
の
短

縮
開
館
、
四
月
一
日
か
ら
一
七
日
ま
で
は
閉
館
時
刻
を
一
時
間
繰
り

上
げ
二
〇
時
ま
で
の
開
館
、
土
日
は
臨
時
休
館
と
し
た
。
ま
た
四
月

二
八
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
は
余
震
対
策
の
た
め
書
庫
三
、
四
階

の
閲
覧
席
の
利
用
を
停
止
し
た
。

　
電
力
需
給
の
逼
迫
に
応
じ
て
館
内
の
蛍
光
管
を
間
引
き
す
る
な
ど

の
節
電
対
応
も
行
っ
た
。
夏
に
は
節
電
対
策
の
た
め
夏
季
臨
時
休
館

を
二
日
間
実
施
し
た
。
こ
の
節
電
対
策
は
夏
季
の
キ
ャ
ン
パ
ス
省
エ
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ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
協
力
す
る
と
い
う
形
で
、
一
三
年
度
か
ら
は
七
日

間
の
夏
季
休
館
と
な
っ
て
い
る
。

増
え
続
け
る
資
料
へ
の
対
応

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
が
増
え
て
も
紙
媒
体
が
ま
っ
た
く
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
書
庫
の
狭
隘
化
に
と
も
な
い
、
館
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
変
更
に
よ
る
資
料
移
動
や
資
料
の
再
配
置
も
た
び
た
び
発
生
し

た
。
〇
二
年
に
は
、
八
〇
～
八
四
年
刊
行
の
図
書
を
保
存
書
庫
に
移

し
た
。
〇
四
年
に
は
八
〇
～
八
五
年
刊
行
の
図
書
、
雑
誌
約
四
万
冊

を
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
た
が
、
そ
の
準
備
の
た
め
、
八
五

年
以
前
刊
行
の
図
書
を
保
存
書
庫
に
仮
移
動
す
る
と
い
う
作
業
も
行

っ
た
。

　
〇
六
年
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
に
と
も
な
い
旧
厚
生
女
子
学

院
寮
、
白
梅
寮
が
解
体
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
白
梅

寮
に
設
け
て
い
た
保
存
書
庫
の
資
料
を
移
す
必
要
が
生
じ
、
対
応
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
三
九
七
段
分
な
ら

び
に
十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
一
〇
六
本
は
外
部
の
倉
庫
に
、
古
医

書
ほ
か
二
〇
六
段
分
の
資
料
を
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

へ
移
動
し
た
。
ま
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
や
雑
誌
五
百
段
分
は
廃
棄

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
〇
九
年
に
は
、
八
六
～
八
八
年
刊
行
の
雑
誌
の
ほ
か
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
資
料
や
貴
重
書
等
を
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
た
。
一
一

年
に
は
再
度
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
料
移
動
を
行
い
、
八
九
～

九
〇
年
刊
行
の
雑
誌
と
、
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
大

鳥
文
庫
を
移
動
し
た
。
一
方
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
は
山
中
資
料
セ

ン
タ
ー
か
ら
戻
し
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
体
の
見
直
し

を
行
っ
た
。

　
古
医
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、
一
四
年

に
は
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
古
医
書
六
千
冊
を
戻
し

た
。
同
時
期
に
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
料
移
動
も
行
い
、
九
一

年
か
ら
九
三
年
刊
行
の
雑
誌
約
二
万
冊
を
移
動
す
る
と
と
も
に
、
出

版
年
に
関
わ
ら
ず
利
用
の
多
い
図
書
二
十
三
段
分
を
山
中
か
ら
戻
し

た
。
ま
た
、
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
も
書
架
不
足
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
医
学
・
薬
学
・
理
工
学
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

蔵
書
を
重
複
調
査
し
配
架
を
一
本
化
し
た
。

　
一
六
年
に
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
第
二
棟
の
運
用
が
始
ま
る
と
、
翌

一
七
年
に
は
九
四
年
か
ら
九
八
年
刊
行
の
雑
誌
を
移
動
し
た
。

　
上
記
以
外
に
も
随
時
館
内
の
資
料
移
動
も
行
っ
て
い
た
が
、
い
ず

れ
の
資
料
移
動
も
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
な
が
ら
、
綿
密
な

書
架
数
、
棚
数
や
幅
、
冊
数
の
計
測
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
リ
ス
ト
を

も
と
に
一
タ
イ
ト
ル
ず
つ
年
代
別
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
移
動
場
所
を

区
別
す
る
な
ど
、
大
規
模
な
資
料
移
動
を
い
か
に
効
率
よ
く
進
め
る

か
と
い
っ
た
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
た
。

病
院
と
の
か
か
わ
り

　
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
重
要
な
存
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在
で
あ
る
慶
應
義
塾
大
学
病
院
（
以
下
「
病
院
」）
に
対
し
て
、
何

か
で
き
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
か
、
常
に
模
索
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
考
え
ら
れ
た
の
が
慶
應
義
塾
大
学
関
連
病
院
会
へ
の
か

か
わ
り
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
に
発
足
し
た
関
連
病
院
会
は
、
医
学

部
卒
業
生
で
あ
る
三
四
会
員
で
各
病
院
や
診
療
所
の
長
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
者
を
主
た
る
会
員
と
す
る
会
で
あ
る
。
そ
の
会
員
が
所
属

す
る
病
院
を
「
関
連
病
院
」
と
称
し
、
最
新
の
医
学
・
医
療
・
病
院

運
営
な
ど
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
情
報
を
交
換
し
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
関
連
病
院
会
と
の
連
携
の
一
環
と
し
て
、

〇
八
年
か
ら
医
学
関
連
情
報
の
入
手
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
「
関

連
病
院
会
向
け
の
電
子
リ
ソ
ー
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
提
案
」
を
企

画
・
開
始
し
た
。
病
院
図
書
室
は
一
般
に
小
規
模
で
予
算
規
模
も
小

さ
い
こ
と
か
ら
、
各
出
版
社
か
ら
価
格
的
に
有
利
な
提
案
を
引
き
出

す
た
め
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
り
ま
と
め
役
と
な
っ
て
、
関
連
病

院
の
図
書
室
に
提
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
関

連
病
院
全
体
で
の
学
術
情
報
環
境
の
整
備
、
お
よ
び
そ
れ
ら
に
所
属

す
る
若
手
医
師
へ
の
教
育
研
究
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
一
六
年
か
ら
は
、
関
連
病
院
の
図
書
（
室
）
担
当
者
へ
の
支
援
を

目
的
と
す
る
「
関
連
病
院
図
書
担
当
者
連
絡
会
」
を
開
始
し
た
。
こ

れ
は
、
関
連
病
院
の
図
書
業
務
担
当
者
を
交
え
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
年
間
報
告
や
毎
回
の
要
望
に
応
え
る
形
で
テ
ー
マ
を
決

め
て
開
催
す
る
も
の
で
、
担
当
者
間
の
交
流
や
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、

図
書
室
の
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
講
習
会
も
好
評
で
、
こ
れ
ま
で
に
医
中
誌
Ｗ
ｅ
ｂ
や

PubM
ed

の
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
病
院
に
対
し
て
直
接
的
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
、
健
康

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
可
能
性
も
検
討
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は

九
七
年
に
医
療
法
が
改
正
さ
れ
、
医
師
に
よ
る
患
者
へ
の
説
明
や
、

患
者
の
同
意
を
得
る
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」（
説
明

と
同
意
）
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
〇
〇
年
代
に
入

る
と
、
患
者
の
知
る
権
利
や
医
師
の
説
明
機
会
へ
の
要
望
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
病
院
内
で
も
患
者
や
そ
の
家
族
が
健
康
情
報
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
場
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
〇
九
年
に

病
院
の
待
合
室
の
一
角
に
健
康
情
報
ひ
ろ
ば
（
以
下
「
ひ
ろ
ば
」）

が
誕
生
し
た
。
外
来
・
入
院
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
健
康
情
報

を
提
供
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
使
命
と
し
て
「
患
者
の
知
る
権
利
の

尊
重
」「
病
院
の
広
報
活
動
」「
外
来
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
を
掲

げ
て
い
る
。

　「
ひ
ろ
ば
」
は
開
設
当
初
か
ら
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
事

務
局
と
な
っ
て
管
理
・
運
営
し
て
い
る
が
、
実
際
の
患
者
対
応
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
八
年
に
は
病

院
内
の
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
が
ん
の
親
を
も
つ
子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ムSK

iP K
EIO

（Supporting K
ids of Parents 

w
ith Cancer

）
の
資
料
を
置
く
こ
と
で
そ
の
活
動
に
協
力
し
た
り
、

臨
床
研
究
に
関
す
る
情
報
公
開
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
）
の
案
内
を
担
う
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な
ど
、
病
院
内
の
各
部
署
と
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。

　「
ひ
ろ
ば
」
で
は
主
に
図
書
・
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
提
供
し

て
い
る
が
、
開
設
当
初
、「
ひ
ろ
ば
」
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
根

幹
と
な
っ
た
の
は
病
院
の
医
師
が
執
筆
し
た
医
療
・
健
康
情
報
サ
イ

ト
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
（K

eio H
ospital Inform

ation &
 Patient 

A
ssistance Service

）
で
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
、
立
ち
上
げ

当
時
二
百
名
を
超
え
る
医
師
、
事
務
・
技
術
系
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
作
り
上
げ
た
病
院
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
一
二
年

に
は
、
間
接
経
費
戦
略
的
調
整
費
「
若
手
研
究
の
情
報
発
信
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
拡
充
」
に
よ
り
、
若
手
研
究
者
の
研
究
成

果
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
「
慶
應
発
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
連
載

が
新
た
に
開
始
さ
れ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
〇
九
年
の
「
ひ
ろ
ば
」
開
設
と
同
時
に
「
ひ
ろ

ば
」
内
限
定
で
公
開
さ
れ
た
が
、
翌
一
〇
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
し
た
。
健
康
情
報
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
を
扱
う
コ
ン

テ
ン
ツ
の
た
め
、
一
一
年
、
一
四
年
、
一
七
年
と
定
期
的
に
記
事
内

容
の
確
認
・
改
訂
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
項
の
冒
頭
で
引
用
し
た
巻
頭
言
に
は
続
き
が
あ
る
。
巻
頭
言

の
最
後
で
相
川
直
樹
所
長
は
、「
わ
が
国
有
数
の
豊
富
な
図
書
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
伝
統
あ
る
建
物
、
そ
し
て
専
門
職
と
し
て
常
勤
す
る
優

秀
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
は
義
塾
の
大
き
な
誇
り
で
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
始
ま
り
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
を
「
義
塾
の
大
き
な
誇
り
で
あ
る
」
と
述
べ
た
そ
の
信
頼
を

裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
は
こ
れ
か
ら
も
医
学
図
書
館

員
と
し
て
の
専
門
性
を
保
ち
つ
つ
、
常
に
考
え
な
が
ら
利
用
者
と
真

摯
に
向
き
合
い
、
日
々
の
サ
ー
ビ
ス
に
丁
寧
に
取
り
組
み
、
次
の
時

代
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
〇
年
代
の
蔵
書
の
動
き

　
科
学
技
術
分
野
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
学
術

雑
誌
、
特
に
洋
雑
誌
は
誌
代
の
値
上
が
り
が
続
き
、
安
定
的
な
提
供

を
目
指
す
た
め
様
々
な
対
策
が
検
討
さ
れ
た
。
理
工
で
は
限
ら
れ
た

予
算
内
で
有
効
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
〇
四
年
に

教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
主
題
・
引
用
分
析
等
も
行

っ
て
購
読
雑
誌
の
見
直
し
を
図
っ
た
。
こ
の
年
に
参
加
し
た
新
規
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
出
版
者
の
雑
誌
を
中
心
に
、
調
査
結
果
に
も
と
づ

い
て
購
読
を
中
止
し
た
り
、
電
子
の
み
の
購
読
へ
変
更
す
る
こ
と
で

支
出
を
抑
え
、
利
用
可
能
な
タ
イ
ト
ル
を
拡
充
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、Science D

irect

の
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
二
種
（O

rganic 
Chem

istry, M
aterials Science

）
を
購
入
し
た
が
、
当
初
は
既

に
冊
子
を
所
蔵
す
る
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子
版
導
入
に
は
二
重
投

資
と
し
て
認
可
が
下
り
ず
、
研
究
上
の
有
用
性
を
訴
え
る
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
す
る
こ
と
で
認
め
ら
れ
た
初
め
て
の
例
と
な
っ
た
。
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こ
う
い
っ
た
媒
体
変
換
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
間
の
重
複
調
整
な

ど
は
ス
ペ
ー
ス
対
策
と
し
て
も
有
効
に
働
い
た
。
併
せ
て
、
保
存
書

庫
へ
の
資
料
移
動
、
館
内
の
書
架
配
置
を
定
期
的
に
見
直
す
な
ど
の

書
庫
狭
隘
化
対
策
も
続
け
ら
れ
た
。
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
、
〇

四
年
八
月
に
製
本
雑
誌
の
六
六
年
か
ら
七
二
年
刊
行
分
（
三
万
二
千

冊
）、
〇
九
年
九
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
移
管
さ
れ
た
雑
誌
す
べ
て

を
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
動
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

　
な
お
、
雑
誌
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
価
格
高
騰
の
問
題
は
一
時
的

な
対
策
で
は
解
決
で
き
ず
、
現
在
ま
で
続
く
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
自
然
科
学
系
の
図
書
館
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
見
直
し

の
試
行
錯
誤
と
苦
し
い
選
択
が
続
い
て
い
る
。

　
そ
の
状
況
下
で
も
、
創
想
館
増
設
後
の
環
境
変
化
に
応
じ
て
、
次

に
紹
介
す
る
よ
う
な
気
軽
に
書
架
に
立
ち
寄
る
た
め
の
呼
び
水
と
な

る
蔵
書
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

創
想
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
開
設

　
創
想
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
〇
一
年
九
月
に
誕
生
し
た
教
養
書
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
理
工
学
部
の
学
生
で
も
高
度
な
専
門
性
だ
け
な
く
、
幅
広
い
知
識

や
国
際
力
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
い
、
ま
た
人
文
・
社
会
科
学
資
料

の
充
実
し
た
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
橋
渡
し
と

な
る
よ
う
な
資
料
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
逼
迫
す
る
図
書

予
算
か
ら
の
購
入
は
厳
し
く
、
そ
れ
を
憂
慮
し
た
教
員
か
ら
技
術
移

転
で
得
ら
れ
た
資
金
の
一
部
を
指
定
寄
付
と
し
て
受
け
た
の
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
た
。

　
場
所
は
創
想
館
一
階
に
設
け
ら
れ
、
新
し
い
フ
ロ
ア
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
も
合
い
、
研
究
の
合
間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
思
索
に
ふ
け

っ
た
り
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
教
養
書
を
ま
ず
二
年
か
け

て
収
集
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
資
料
を
入
れ

替
え
る
ワ
ー
キ
ン
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　
選
書
は
職
員
全
員
で
行
い
、
一
部
の
教
員
に
広
報
紙
で
の
推
薦
を

依
頼
す
る
「
私
の
一
冊
」
も
組
み
入
れ
る
ほ
か
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
や

利
用
者
か
ら
の
希
望
も
取
り
入
れ
、
書
評
に
載
っ
た
本
の
リ
ス
ト
を

書
架
に
展
示
し
て
購
入
希
望
の
も
の
に
印
を
付
け
て
も
ら
う
よ
う
な

工
夫
も
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
、
文
庫
・
新
書
は
不
可
と
し
て
い
た

が
、
一
四
年
か
ら
可
能
と
し
た
。
文
学
賞
受
賞
作
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー

な
話
題
の
小
説
や
『
地
球
の
歩
き
方
』
と
い
っ
た
旅
行
ガ
イ
ド
も
揃

え
て
い
る
。

　
資
金
面
が
課
題
で
、
開
設
時
は
寄
付
金
に
よ
る
購
入
図
書
と
寄
贈

図
書
に
頼
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
図
書
予
算
の
な
か
の
資
料
費
を

あ
る
程
度
確
保
し
、
語
学
学
習
や
資
格
関
連
の
実
用
書
な
ど
が
あ
る

学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
購
入
し
て
い
る
。

慶
応
工
学
会
か
ら
の
寄
付
と
新
書
・
文
庫
コ
ー
ナ
ー

　
従
来
、
新
書
・
文
庫
は
一
般
書
と
混
配
さ
れ
て
い
た
た
め
、
書
架

の
中
で
埋
も
れ
て
し
ま
い
目
に
つ
き
に
く
か
っ
た
。
そ
れ
を
手
に
取
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り
や
す
い
資
料
と
し
て
利
用
を
促
進
し
、
読
書
推
進
に
つ
な
げ
る
た

め
、
一
七
年
三
月
に
新
書
・
文
庫
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
た
。
講
談
社

ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
や
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
を
中
心
に
、
研

究
・
学
習
用
の
図
書
と
創
想
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
の
中
間
的
な
位
置
づ

け
と
な
る
読
み
物
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
一
定
量
の

タ
イ
ト
ル
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
に
は
慶
応
工
学
会
か
ら
の
寄
付

が
役
立
て
ら
れ
た
。

　
慶
応
工
学
会
（
以
後
、「
工
学
会
」）
は
、
も
と
も
と
は
戦
禍
で
痛

手
を
被
っ
た
工
学
部
へ
の
援
助
の
た
め
、
産
業
界
で
活
躍
す
る
慶
應

義
塾
出
身
者
等
の
全
面
支
援
を
受
け
て
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
慶

應
工
業
会
」
を
前
身
と
し
て
い
る
。
現
在
は
非
営
利
の
一
般
財
団
法

人
と
し
て
、
広
く
大
学
等
研
究
機
関
と
産
業
界
・
官
界
と
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
、
日
本
の
産
官
学
共
同
体
制
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
り
、

科
学
技
術
の
発
展
と
そ
の
社
会
へ
の
還
元
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
図
書
予
算
が
伸
び
悩
む
な
か
、
〇
九
年
に
外
部
か
ら
の
支
援
を
得

ら
れ
な
い
か
を
所
長
、
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
と
検
討
し
、
工
学
会
へ

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
が
寄
付
を
受
け
る
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
学
習

支
援
用
図
書
の
購
入
資
金
と
し
て
一
〇
年
に
二
十
万
円
の
指
定
寄
付

が
あ
り
、
そ
の
後
も
金
額
の
変
動
は
あ
り
な
が
ら
継
続
的
な
援
助
を

受
け
て
い
る
。
当
初
は
一
般
的
な
学
習
書
を
購
入
し
て
き
た
が
、
一

六
年
度
に
新
書
・
文
庫
二
四
一
冊
に
充
当
し
て
コ
ー
ナ
ー
開
設
の
礎

と
し
た
。
そ
の
後
も
新
書
・
文
庫
を
中
心
に
利
用
の
多
い
学
習
書
の

買
い
換
え
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
工
学
会
の
寄
付
に
よ
り
購
入
し
た
資
料
に
は
、
こ
れ
か
ら
産
業
界

に
巣
立
っ
て
い
く
学
生
に
も
そ
の
存
在
と
援
助
の
事
実
が
伝
わ
る
よ

う
、
寄
付
者
名
の
入
っ
た
蔵
書
票
を
貼
付
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
語
雑
誌
の
交
換
中
止

　
一
方
、
〇
〇
年
代
に
は
、
六
七
年
か
ら
続
い
て
き
た
ロ
シ
ア
語
圏

図
書
館
と
の
雑
誌
の
交
換
を
縮
小
し
、
最
終
的
に
中
止
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
双
方
の
外
国
雑
誌
の
充
実
の
た
め
、
モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
国
立
図

書
館
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書
館
か
ら
ロ
シ
ア

語
の
雑
誌
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
先
方
の
希
望
す
る
一
般
和
雑
誌
を
購
入
し
た
も
の
、
お
よ
び
他
機

関
か
ら
の
寄
贈
誌
を
送
付
す
る
と
い
う
交
流
が
長
ら
く
続
い
て
い
た
。

　
し
か
し
、
〇
七
年
の
実
績
と
し
て
交
換
用
雑
誌
の
購
入
と
送
付
費

用
が
約
九
十
万
円
か
か
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
語
雑
誌
の
利
用
は
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
〇
八
年
に
こ
の
交
換
を
中
止
す
る
こ
と
を
決

断
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
語
の
寄
贈
雑
誌
の
必
要
性
に
つ
い
て
改

め
て
議
論
す
べ
き
と
し
て
結
論
は
保
留
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

一
一
年
に
以
下
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

・
対
ロ
シ
ア
：
慶
應
側
で
は
和
雑
誌
の
購
読
は
停
止
し
、
寄
贈

誌
の
み
送
付
。
先
方
か
ら
送
付
さ
れ
る
分
は
以
後
も
受
入
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・
対
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
：
先
方
か
ら
の
送
付
も
ほ
ぼ
滞
っ
て
お
り
、

慶
應
側
か
ら
の
送
付
は
完
全
に
停
止

　
そ
の
後
、
一
九
年
一
二
月
に
は
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
か
ら
も
二
〇

年
以
降
は
雑
誌
送
付
を
中
止
し
た
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
慶
應
側
か

ら
の
送
付
も
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
英
語
中
心
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
地
域
・
言
語
の
学

術
資
料
を
収
集
・
保
存
す
る
の
は
大
学
図
書
館
の
理
想
で
あ
る
が
、

運
営
上
、
限
ら
れ
た
費
用
・
ス
ペ
ー
ス
の
な
か
で
収
ま
ら
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｓ
Ｔ
（
科
学
技
術
振
興
機
構
）
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
終
了

　
長
く
続
い
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
が
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
収
束
し
た

も
の
と
し
て
、
も
う
一
つ
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
触
れ
る
。

前
述
の
通
り
、
六
九
年
か
ら
七
九
年
ま
で
の
一
〇
年
に
亘
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
Ｔ
か
ら
移
管
さ
れ
た
六
万
冊
の
雑
誌
は
、
松
下
記
念
図
書
館
の
初

期
の
資
料
充
実
に
大
き
く
寄
与
し
、
寄
贈
条
件
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
Ｔ
経
由
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る
こ
と
で
、
外
部
機
関
へ
も

貢
献
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
と
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
（
新
技
術
開
発
事
業

団
）
が
統
合
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｔ
へ
と
組
織
が
変
わ
っ
た
後
も
続
い
て
き
た

が
、
一
〇
年
の
内
閣
府
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
を
受
け
、

Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
事
業
者
に
移
行
し
継
続

的
に
提
供
し
て
い
く
一
方
、
文
献
複
写
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
情
報
資
料
館
の
図

書
館
業
務
の
一
環
と
し
て
所
蔵
資
料
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
に
な

っ
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
に
よ
る
外
部
複
写
サ
ー
ビ
ス
、
す
な
わ
ち
資
料
移
管

先
の
国
立
国
会
図
書
館
、
東
京
農
工
大
学
、
そ
し
て
慶
應
へ
の
依
頼

を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
は
一
二
年
度
で
終
了
と
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
株
式
会
社
サ
ン
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
事

業
継
承
し
、
同
社
と
の
覚
書
締
結
に
よ
り
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
寄
贈
資
料
に
限
り
資
料
提
供
の
協
力
を
続
け
た
。

し
か
し
、J

─ST
A
G
E

に
よ
る
電
子
化
推
進
な
ど
を
受
け
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ

の
所
蔵
資
料
複
写
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
一
六
年
二
月
で
終
了
し
た
の
と

共
に
、
サ
ン
メ
デ
ィ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
も
終
了
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に

よ
る
文
献
複
写
取
寄
せ
と
同
様
に
科
学
技
術
系
の
論
文
入
手
の
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
充

実
や
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
の
流
れ
の
な
か
で
そ
の
役
目
を
終
え
た

こ
と
に
な
る
。

学
位
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

　
大
学
院
課
程
を
備
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
紙
の
形
で
提
出
さ
れ

た
修
士
論
文
、
博
士
論
文
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
保
存
・
利
用
提

供
し
て
い
る
。
特
に
大
学
院
生
が
学
生
数
の
四
十
五
％
を
占
め
る
矢

上
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
先
行
研
究
の
調
査
や
研
究
計
画
の
基
礎
調
査

の
た
め
、
過
去
の
論
文
に
は
高
い
閲
覧
需
要
が
あ
る
。
冊
子
体
は
図

書
館
シ
ス
テ
ム
へ
所
蔵
登
録
さ
れ
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
が
（
医
学
分
を
除
く
）、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
電
子

版
公
開
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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理
工
で
の
取
組
み
が
端
緒
に
つ
い
た
の
は
九
七
年
度
で
、
修
士
課

程
学
生
の
学
位
論
文
を
対
象
に
論
題
お
よ
び
要
旨
の
提
出
を
求
め
、

そ
の
後
九
七
～
九
九
年
に
任
意
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
・
博
士
論
文

の
要
旨
約
二
千
五
百
件
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
検
討
の
基
礎
資
料
と

な
っ
た
。

　
組
織
的
に
は
、
〇
〇
年
一
一
月
に
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・

理
工
学
Ｉ
Ｔ
Ｃ
協
議
会
の
下
部
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
修
士

論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、
三
年
計
画
で

運
用
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
開
始
し
た
。
〇
〇
年

度
か
ら
収
録
対
象
を
論
文
本
文
ま
で
広
げ
、
ま
ず
は
計
算
機
科
学
専

攻
の
学
生
か
ら
全
文
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
〇
一
年
度
か
ら
は
三
月
修

了
生
全
員
、
ま
た
博
士
論
文
も
収
集
対
象
と
し
て
範
囲
を
広
げ
た
。

　
〇
二
年
に
は
デ
ー
タ
提
出
お
よ
び
複
製
に
関
す
る
許
諾
の
た
め
の

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
抄
録
デ
ー
タ
を
搭

載
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
経
常
費

補
助
金
特
別
補
助
「
教
育
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
開
発
」
を

得
て
、
九
四
～
〇
一
年
の
博
士
論
文
全
文
の
電
子
化
を
委
託
に
よ
り

開
始
し
た
。

　
〇
三
年
に
な
り
、
理
工
学
研
究
科
委
員
会
で
学
位
論
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
構
築
と
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
が
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
条
件
と
し
て
、

著
者
の
許
諾
を
得
た
上
で
、
博
士
論
文
は
論
文
要
旨
と
本
文
を
学
内

外
に
、
修
士
論
文
は
論
文
要
旨
を
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
公
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
収
集
の
面
で
は
理
工
学
部
学
事
課
、

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
修
士
課
程
修
了
者
の
許
諾
書
の
配

布
と
回
収
は
学
事
課
が
行
い
、
要
旨
デ
ー
タ
は
研
究
室
ご
と
に
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
で
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、
収
集
率
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
。

　
苦
慮
し
た
点
で
は
、
大
学
に
お
け
る
知
的
資
産
管
理
が
浸
透
し
、

特
許
申
請
等
を
理
由
に
論
文
を
非
公
開
と
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
対

応
が
複
雑
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
博
士
論
文
は
個
人

ベ
ー
ス
で
収
集
す
る
た
め
回
収
率
が
修
士
論
文
に
比
べ
て
低
か
っ
た
。

論
文
本
文
は
電
子
フ
ァ
イ
ル
そ
の
も
の
を
提
出
し
て
も
ら
う
が
、
当

時
は
ま
だ
文
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
ず
、
試
行
錯
誤
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
理
工
学
Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
共
催
でA

dobe A
cro-

bat

講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
た
が
、
学
生
自
身
が
で
き
な
い
場

合
に
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
文
書
作
成
にM

icrosoft W
ord

で
は
な
く
Ｔ
ｅ
Ｘ
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
変
換
エ
ラ
ー
が
頻
発
し

た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
〇
五
年
三
月
に
テ
ス
ト
公
開
、
四
月
に
正
式
公

開
と
な
っ
た
が
、
公
開
時
に
は

・
博
士
論
文
：
す
べ
て
の
書
誌
情
報
と
許
諾
の
得
ら
れ
た
〇
一

年
以
降
の
要
旨
・
全
文

・
修
士
論
文
：
九
七
年
以
降
の
書
誌
情
報
と
許
諾
の
得
ら
れ
た

要
旨

が
搭
載
さ
れ
た
。
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機
関
リ
ポ
ジ
ト
リΣ

Star

の
誕
生

　
機
関
の
研
究
成
果
物
や
各
種
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
、
一
般
に
公

開
す
る
リ
ポ
ジ
ト
リ
が
〇
〇
年
前
後
か
ら
注
目
さ
れ
始
め
、
理
工
学

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
〇
四
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
当
初
は

「
理
工
学
部
メ
タ
デ
ー
タ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
呼
称
し
て
い
た
リ
ポ

ジ
ト
リ
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。D

Space

とePrints

と
い

う
二
つ
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
評
価
を
行
っ
た
結
果
、

D
Space

を
使
用
し
て
ロ
ー
カ
ル
サ
ー
バ
上
で
試
験
的
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
行
っ
た
。

　
〇
五
年
度
以
降
は
こ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
べ
く
教
員
に
働
き

か
け
、
数
理
科
学
科
の
協
力
を
得
て
講
演
ビ
デ
オ
と
プ
レ
プ
リ
ン
ト

の
格
納
実
験
を
行
っ
た
。
理
工
学
部
に
は
教
員
の
就
任
・
退
任
講
演

ビ
デ
オ
と
い
う
毎
年
発
生
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
、
リ
ポ
ジ
ト
リ

で
そ
の
公
開
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
実
験
は
ビ
デ
オ
資
料
の

作
成
・
保
存
方
法
の
技
術
習
得
な
ど
も
意
図
し
て
い
た
。
ま
た
、
独

立
し
て
稼
働
し
て
い
る
学
位
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
い
ず
れ
統
合
す

る
こ
と
を
念
頭
に
、
す
な
わ
ち
テ
キ
ス
ト
も
動
画
も
同
列
に
扱
え
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
た
め
の
技
術
的
可
能
性
の
検
証
で
も
あ

っ
た
。

　
〇
七
年
三
月
に
は
仮
称
・
理
工
学
部
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
〇
六
年

度
の
新
任
教
員
記
念
講
演
・
退
職
教
員
最
終
講
義
の
動
画
を
搭
載
し
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
仮
運
用
の
期
間
が
続
い
た
。

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
管
理
す
る
正
式
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
運
用
を
開
始
し
た
の
は
一
〇
年
四
月
で
あ
る
。
こ
こ
で
学
位
論

文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
吸
収
し
、「Σ

Star

（
シ
グ
マ
ス
タ
ー
）」
と

命
名
さ
れ
た
理
工
学
部
の
新
リ
ポ
ジ
ト
リ
が
誕
生
し
た
。Σ

Star

の
Σ
は
総
和
を
あ
ら
わ
す
記
号
で
、
こ
れ
が
一
つ
一
つ
の
研
究
成
果

の
集
積
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
し
、Star

は“Science and T
ech-

nology A
rchives ”

の
略
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
物
が
光
輝
く
と

い
う
願
い
を
こ
め
て
い
る
。

　
な
お
、
修
士
論
文
は
電
子
版
提
出
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
一
〇

年
秋
学
期
卒
業
分
か
ら
電
子
媒
体
の
み
の
収
集
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
、
著
者
の
公
開
許
諾
が
得
ら
れ
た
も
の
はΣ

Star

上
で

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
全
文
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
博
士
論
文
も
一
三
年
に
学
位
規
則
の
改
正
が
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
た
め
電
子
版
が
提
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
位
論
文
を
収
録
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
理

工
のΣ

Star

、
湘
南
藤
沢
のeK

A
M

O

と
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
独

立
し
て
い
た
が
、
博
士
論
文
に
つ
い
て
は
全
学
的
に
外
部
の
総
合
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
の
ハ
ー
ベ
ス
ト
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
慶
應
の
リ

ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
で
構
築
さ
れ
て
い
た
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
へ
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、Σ

Star
内
の
博
士
論
文
の
収
録
は
一
二
年
度
ま
で
で
凍
結
さ
れ
て
い
る
。

場
と
し
て
の
図
書
館
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
創
想
館
フ
ロ
ア
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の
〇
〇
年
代
に
は
、
施
設
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環
境
を
向
上
さ
せ
る
事
業
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
滞
在
時
間
の
長
い
理
工
学
部
と
し
て
特
徴
的
な
の
が
、

〇
四
年
四
月
に
創
想
館
地
下
閲
覧
室
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
入
室
管
理
で

き
る
よ
う
に
し
、
閉
館
後
も
研
究
室
以
外
で
深
夜
〇
時
ま
で
学
習
・

研
究
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
学
期
末

試
験
期
に
は
朝
七
時
半
ま
で
の
開
室
を
試
行
し
、
〇
五
年
よ
り
本
格

運
用
を
開
始
し
た
。
当
初
は
「
二
四
時
間
開
室
」、
そ
の
後
一
七
年

に
「
朝
ま
で
開
室
」
と
サ
ー
ビ
ス
名
を
変
更
し
て
い
る
。
こ
の
閲
覧

室
は
〇
九
年
二
月
に
自
習
室
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。
一

二
年
五
月
か
ら
は
日
曜
開
室
も
試
行
開
始
し
、
好
評
を
得
て
そ
の
ま

ま
正
式
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　
〇
四
～
〇
五
年
度
に
か
け
て
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
周
辺

の
見
直
し
を
行
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー
と
事
務
室
の
間
に
壁
を
設
け
る
大

が
か
り
な
改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
新
着
雑
誌
コ

ー
ナ
ー
を
縮
小
し
て
移
設
し
た
の
ち
、
〇
六
年
四
月
に
Ｐ
Ｃ
エ
リ
ア

を
新
設
し
た
。
〇
八
年
度
か
ら
は
学
習
支
援
強
化
の
た
め
の
三
カ
年

計
画
に
よ
り
静
か
エ
リ
ア
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
を
新
設
し
、
多
様
な

学
習
ス
タ
イ
ル
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
環
境
を
用
意
し
た
。

ま
た
一
一
年
三
月
に
は
三
年
か
け
て
行
っ
た
再
配
置
計
画
の
仕
上
げ

と
し
て
、
創
想
館
一
階
フ
ロ
ア
の
大
胆
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
見
直
し
と
刷
新
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
一
節
四
「
場
と
し

て
の
図
書
館
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
一
六
年
一
一
月
に
は
笹
瀬
巌
所
長
の
尽
力
に
よ
り
、
ま
だ
一
般
普

及
前
の
4
Ｋ
テ
レ
ビ
を
創
想
館
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
イ
ベ
ン
ト
映
像
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
契
約
コ
ン
テ
ン
ツ
を
流

す
な
ど
、
魅
力
的
な
環
境
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
る
。

企
画
展
示
と
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
職
員
の
ア
イ
デ
ア
で
利
用
者
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
展
示
や
イ
ベ
ン

ト
は
、
企
画
次
第
で
蔵
書
や
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
創
造
的

な
活
動
で
あ
る
。

　
展
示
活
動
は
〇
三
年
か
ら
開
始
し
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
は
「
中

学
・
高
等
学
校
用
教
科
書
の
世
界
～
理
工
学
教
育
は
今
！
～
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
以
前
か
ら
意
欲
的
な
職
員
が
展
示

を
す
る
試
み
は
あ
っ
た
が
正
式
な
活
動
と
し
て
定
例
で
始
め
た
の
が

こ
こ
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
も
広
報
・
利
用
促
進
の
一
環
と
し
て
、
理
工
学
分
野
に
か

か
わ
る
話
題
の
テ
ー
マ
と
と
も
に
所
蔵
資
料
を
紹
介
し
、
利
用
者
が

普
段
の
学
習
・
研
究
と
は
異
な
る
視
点
で
蔵
書
に
触
れ
、
幅
広
い
教

養
を
身
に
付
け
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

や
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
イ
ベ
ン
ト
と
連

動
す
る
も
の
、
理
工
学
部
創
立
七
五
年
な
ど
周
年
に
ち
な
ん
だ
も
の

も
あ
る
が
、
定
番
と
し
て
、「
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
記
事
と
し
て
教
員
が
学
生
向
け
に
推
薦
・
紹
介
し

た
「
私
の
一
冊
」
を
集
め
て
展
示
す
る
も
の
や
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
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ー
ト
の
学
生
が
選
書
ツ
ア
ー
で
選
ん
だ
も
の
を
展
示
す
る
企
画
は
人

気
で
あ
る
。
通
常
、
展
示
中
の
資
料
は
貸
出
不
可
と
す
る
も
の
だ
が
、

気
に
入
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
借
り
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
台
だ
け
残
っ
て
多
数
の
資
料
が
借
り
ら
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
は
企
画
側
に
は
嬉
し
い
反
応
で
あ
る
。

　
ま
た
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
、
一
〇
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
が
あ
る
。

学
部
の
若
手
教
員
を
講
師
と
し
て
招
い
て
自
身
の
研
究
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
も
ら
う
学
生
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
専
門

分
野
以
外
の
話
を
聞
い
て
刺
激
を
受
け
た
り
、
関
心
を
高
め
た
り
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
役
立
つ
面
も
あ
り
、
ま
た
、
職
員
に
と
っ

て
も
教
員
の
研
究
動
向
を
知
る
有
効
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

広
報
の
進
化

　
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
と
し
て
『
理
工
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
の
刊
行
が
九
八
年
か
ら
続
い
て
い
る
。
形

態
は
色
上
質
紙
に
単
色
刷
り
の
形
が
長
ら
く
続
い
た
が
、
一
三
年
一

〇
月
号
（
Ｎ
ｏ
．
一
七
二
）
よ
りM

icrosoft Publisher

を
使
用

し
、
目
を
引
く
カ
ラ
ー
版
に
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
編

集
・
印
刷
は
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｔ
Ｐ
ソ
フ
ト
な
ど
な
か
っ
た

昔
か
ら
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
も
様
々
な
形
式
で
広
報
紙
を
作

成
し
て
き
た
が
、
職
員
の
手
作
業
に
よ
る
刊
行
を
続
け
て
い
る
の
は

一
九
年
現
在
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
〇
〇
年
代
に
入
り
、
情
報
発
信
手
段
が
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
形
式
に

移
行
し
た
り
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
変
化
す
る
な
か
、
自
前
で

紙
へ
の
印
刷
を
行
い
研
究
室
へ
配
布
す
る
案
内
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、

単
一
学
部
な
ら
で
は
の
規
模
感
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。Σ

Star

で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
公
開
や
登
録
制
の
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
配
信

な
ど
も
併
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
グ
型
広
報
の
利
点

も
活
か
せ
る
の
が
理
工
学
部
の
特
色
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
他
セ
ン
タ
ー
と
同
様
にT

w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
世
代
が
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
広
報
チ
ャ
ネ

ル
も
活
用
し
て
い
る
。
一
二
年
にΣ

Star

の
広
報
用
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
成
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
一
四
年
一
月
か
ら
現
行
の
理
工
学

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
。
時
期
的
な

サ
ー
ビ
ス
広
報
だ
け
な
く
、
急
な
サ
ー
ビ
ス
変
更
や
イ
ベ
ン
ト
の
実

況
中
継
な
ど
に
活
用
で
き
る
の
が
強
み
で
あ
る
が
、
矢
上
猫
な
ど
キ

ャ
ン
パ
ス
に
生
息
す
る
生
き
物
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
登
場
さ
せ
る
と

「
い
い
ね
」
が
増
え
る
な
ど
、
構
え
な
い
投
稿
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
の
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
有
効
で
あ
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
図
書
館
に

足
を
運
ば
な
く
な
る
利
用
者
が
増
え
る
な
か
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
学
習
・
研
究
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
努

力
、
工
夫
が
今
後
も
求
め
ら
れ
て
い
く
。
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五
　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

看
護
医
療
学
図
書
室

　
二
〇
〇
一
年
四
月
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
看
護
医
療
学
部
（
以
下
、
学
部
）
が

開
設
さ
れ
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
下
に
看
護
医
療
学
図

書
室
（
以
下
、
図
書
室
）
を
設
置
し
た
。
図
書
室
は
学
部
校
舎
の
二

階
五
七
〇
㎡
余
り
の
ス
ペ
ー
ス
に
開
架
と
電
動
集
密
書
架
を
合
わ
せ

四
万
二
千
冊
の
書
架
と
閲
覧
席
七
十
八
席
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

準
備
作
業
は
約
一
年
半
前
か
ら
始
ま
り
、
選
書
は
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
当
時
）
と
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
全
主
題
を

「
医
学
・
看
護
学
」
と
「
心
理
学
・
社
会
学
・
そ
の
他
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
館
の
蔵
書
に
近
い
分
野
を
受
け
持
ち
、
開
設
時
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
図
書
一
万
五
千
冊
、
雑
誌
一
〇
七
タ
イ
ト
ル
を

選
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
納
品
、
整
理
、
装
備
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

本
部
が
担
当
し
た
。
設
備
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
二
室
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
編
集
室
の
ほ
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
コ
ー
ナ
ー
や
読

み
捨
て
雑
誌
、
国
家
試
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
順
次
整
備
し
た
。
ま
た
、

情
報
環
境
支
援
の
た
め
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
相
談
員
を
置
い
て
い
た
。

　
資
料
取
寄
せ
は
、
当
初
、
学
部
所
属
者
の
み
を
対
象
に
医
学
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
看
護
短
期
大
学
図
書
室
（
当
時
）
か
ら
図
書
の
取

寄
せ
を
行
っ
て
い
た
が
、
〇
二
年
に
は
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
対

象
に
現
物
相
互
貸
借
を
開
始
し
た
。
実
習
な
ど
で
使
わ
れ
る
Ａ
Ｖ
資

料
は
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
学
部
所
属
者
の
た
め
に
信
濃
町

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
信
濃
町
）
か
ら
の
取
寄
せ
に
対
応
し

て
い
た
。
学
期
中
の
開
館
時
間
は
二
〇
時
ま
で
と
し
て
い
た
が
、
学

部
四
年
生
の
卒
業
論
文
や
国
家
試
験
の
勉
強
へ
の
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
、
〇
四
年
四
月
か
ら
は
二
一
時
ま
で
に
延
長
し
た
。
ま
た
、
学

部
三
年
生
は
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
履
修
と
な
る
関
係
で
主
に
信

濃
町
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
考
慮
し
て
信
濃
町
に
合
わ

せ
、
貸
出
冊
数
の
上
限
撤
廃
と
三
年
生
以
上
へ
の
電
話
に
よ
る
貸
出

更
新
受
付
も
開
始
し
た
。
複
写
文
献
の
迅
速
な
回
送
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
導
入
や
実
習
な
ど
で
大
学
に
来
ら
れ
な

い
時
に
複
写
文
献
を
自
宅
ま
で
郵
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
一
〇
年
）
な

ど
、
そ
の
後
も
信
濃
町
と
の
サ
ー
ビ
ス
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
利
用
促
進
の
面
で
は
、
〇
二
年
に
図
書
室
の
利
用
案
内
を
見
直
す

と
と
も
に
、
英
語
版
の
追
加
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
湘
南
藤
沢
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
と
同
様
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
ス
を
開
催

す
る
ほ
か
、
毎
月
一
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹
介
す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
も
始
め
た
。
新
入
生
に
向
け
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
図
書
室

ツ
ア
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
説
明
会
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
〇
二
年
か
ら
図
書
室
担
当
の
専
任

職
員
が
学
部
一
年
生
秋
学
期
の
授
業
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
Ⅰ
」
の

二
コ
マ
で
「
看
護
医
療
情
報
・
デ
ー
タ
の
検
索
と
活
用
」
の
講
義
を

担
当
、
〇
七
年
時
点
で
約
二
百
名
の
履
修
者
が
い
た
。

　
蔵
書
の
動
き
と
し
て
は
、
〇
三
年
に
閉
校
と
な
っ
た
看
護
短
期
大

学
の
図
書
室
の
図
書
約
千
冊
、
雑
誌
九
十
タ
イ
ト
ル
約
千
五
百
冊
、
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ビ
デ
オ
一
四
〇
本
を
一
部
の
書
架
を
増
設
し
て
受
け
入
れ
た
。
こ
の

他
に
学
部
の
前
身
で
あ
る
厚
生
女
子
学
院
と
看
護
短
期
大
学
の
卒
業

論
文
抄
録
集
や
研
究
紀
要
な
ど
も
信
濃
町
か
ら
移
管
し
て
い
る
（
〇

六
年
）。
〇
四
年
は
大
学
院
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
設
置
に
備

え
て
医
療
経
営
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
係
の
資
料
購
入
や
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
購
読
契
約
を
重
点
的
に
行
っ
た
。
〇
五
年
に
は
電

子
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
スN

etLibrary

を
導
入
し
て
、
看
護
医
療
、
心

理
学
、
医
療
経
済
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
電
子
ブ
ッ
ク

二
二
九
タ
イ
ト
ル
を
契
約
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
、
看
護
医
療
学
図

書
室
蔵
書
構
築
方
針
を
公
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
従
来
、
文
学
に
分

類
さ
れ
て
い
た
図
書
か
ら
闘
病
記
に
関
す
る
も
の
を
病
名
ご
と
に
再

分
類
し
て
闘
病
記
文
庫
と
し
て
再
配
架
し
た
。
図
書
の
背
の
病
名
表

示
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
の
リ
ス
ト
公
開
に
よ
り
利
用
が
増
加
し
た
。

ち
な
み
に
図
書
室
に
は
一
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
「
ぽ
れ
ぽ
れ
文
庫
」

も
あ
る
。
こ
ち
ら
は
学
生
が
息
抜
き
で
き
る
よ
う
に
小
説
や
料
理
本
、

写
真
集
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
〇
七
年
に
は
和
雑
誌
の

見
直
し
に
も
取
り
組
み
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
て
十
二
タ
イ

ト
ル
を
購
読
中
止
と
し
た
。
ま
た
翌
年
、
書
架
狭
隘
化
対
策
と
し
て

一
部
の
製
本
雑
誌
や
利
用
の
少
な
い
図
書
を
保
存
書
架
へ
移
す
と
と

も
に
、
新
書
、
文
庫
の
継
続
購
入
を
止
め
、
都
度
選
書
購
入
す
る
よ

う
に
改
め
て
い
る
。

　
一
八
年
、
慶
應
に
お
け
る
看
護
教
育
は
百
年
の
佳
節
を
迎
え
た
。

図
書
室
は
、
こ
の
周
年
事
業
へ
の
協
力
と
し
て
一
三
年
に
設
置
さ
れ

た
慶
應
看
護
百
年
史
編
纂
委
員
会
に
参
画
し
た
。
一
五
年
に
は
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紅
梅
会
（
慶
應
看
護
同
窓
会
）
事
務
局
で
保
管
さ

れ
て
い
た
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
約
百
冊
を
図
書
室
で
保
管
し
、
一
七

年
に
は
ア
ル
バ
ム
な
ど
の
写
真
や
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
支
援
し
た
。
一
八
年
の
記
念
式
典
後
、
学
部
に
発
足
し
た
慶
應
看

護
ア
ー
カ
イ
ブ
委
員
会
の
下
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
と
し
た
ア
ー
カ

イ
ブ
資
料
の
維
持
、
管
理
に
引
き
続
き
協
力
し
て
い
る
。

変
化
す
る
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
一
階
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
で
は
二

〇
〇
一
年
以
降
、
映
像
・
音
声
系
設
置
機
器
の
世
代
交
代
と
し
て
ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
やM

acintosh

、
ア
ナ
ロ
グ
編
集
機
器
か
ら

高
性
能
、
低
価
格
化
の
進
ん
で
い
たW

indow
s

パ
ソ
コ
ン
へ
の
置

き
換
え
を
進
め
た
。
一
方
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
は
Ｓ

Ｆ
Ｃ
の
研
究
教
育
の
変
化
と
の
乖
離
が
進
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
〇
四

年
、
Ａ
Ｖ
機
器
を
中
心
に
利
用
状
況
の
調
査
を
実
施
、
〇
六
年
に
大

幅
な
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
こ
の
改
修
で
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
Ａ
は
映
像
・
音
声
の
編
集
作
業
を
行
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ル
ー

ム
に
名
称
を
変
更
、
入
口
近
く
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し
て

電
子
掲
示
板
と
し
て
の
運
用
も
開
始
し
た
。
一
三
年
に
は
3
Ｄ
視
聴

ブ
ー
ス
と
し
て
3
Ｄ
視
聴
機
能
を
搭
載
し
た
五
十
五
型
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
設
置
、
あ
わ
せ
て
貸
出
可
能
な
3
Ｄ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
導

入
も
行
い
、
3
Ｄ
映
像
の
撮
影
と
視
聴
の
環
境
が
整
っ
た
。
な
お
、



218

第一部　通　史

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ル
ー
ム
は
一
二
年
の
改
修
で
ラ
ウ
ン
ジ
に
変
わ
り
、

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
あ
る
場
所
に
は
一
九
年
、
環
境
情
報
学
部
長

（
当
時
）
の
発
案
で
Ｂ
Ｓ
8
Ｋ
試
験
放
送
受
信
設
備
を
追
加
し
た
。

　
な
お
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
要

請
に
よ
り
夜
間
残
留
場
所
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
と
課
題
を
確
認
す
る
た

め
、
一
九
年
七
月
と
二
〇
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
エ
リ
ア
の
夜
間
開
放

を
試
行
し
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
創
設
以
来
の
伝
統
で
あ
る
夜
間
残
留
制
度
に

お
け
る
安
全
確
保
の
面
で
、
研
究
室
や
特
別
教
室
に
分
散
し
て
い
た

学
生
を
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
に
集
約
し
よ
う
と
す
る
試

み
で
あ
っ
た
。

館
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
と
設
備
の
改
善

　
館
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
し
て
は
、
〇
一
年
、
二
階
に
あ
っ
た
ラ
ウ

ン
ジ
を
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
変
更
し
た
ほ
か
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
再
配

置
に
よ
り
、
二
階
に
あ
っ
た
Ｃ
Ｄ
Ｐ
資
料
室
は
閉
鎖
と
な
り
、
資
料

は
就
職
資
料
と
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
館
（
Α

ア
ル
フ
ア

館
）
へ
移
さ
れ
た
。

そ
の
跡
地
は
翌
年
、
前
述
の
も
の
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
生

ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
階
の
一
角
に
は
娯
楽
的
な
図
書
を

集
め
た
Ｐ
ブ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
学
生
の
余
暇
利
用
に

供
し
た
。
Ｐ
ブ
ッ
ク
は
〇
四
年
に
書
架
を
増
設
、
翌
年
に
軽
め
の
雑

誌
も
配
架
す
る
よ
う
に
し
た
。
〇
三
年
、
一
階
入
り
口
近
く
に
新
着

図
書
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
三
階
に
あ
っ
た
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ｓ
は
Ａ
Ｖ

機
器
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
も
あ
っ
て
見
直
し
が
行
わ
れ
、
二
階
の
グ

ル
ー
プ
学
習
室
と
入
れ
替
え
移
転
と
な
っ
た
。
新
し
い
Ｍ
Ｍ
Ｌ
Ｓ
は

建
築
・
環
境
学
系
研
究
会
所
属
の
大
学
院
生
の
デ
ザ
イ
ン
で
居
心
地

の
よ
い
空
間
と
な
り
、
翌
年
に
は
新
調
さ
れ
た
椅
子
、
ピ
ク
チ
ャ
ー

レ
ー
ル
、
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ソ
フ
ァ
な
ど
も
設
置
、
海
外
テ
レ

ビ
放
送
の
視
聴
や
ネ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
可
能
な
環
境
を
整
備
し

た
。
な
お
、
こ
の
こ
ろ
三
階
の
対
面
朗
読
室
は
Ａ
Ｔ
（A

dvanced 
T
echnology

）
ル
ー
ム
に
名
称
変
更
し
た
が
、
そ
の
後
も
視
覚
障

害
の
あ
る
学
生
の
読
書
室
と
し
て
現
在
ま
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
学
習
室
は
、
一
四
年
、
室
内
を
透
明
ア
ク
リ
ル
の
仕
切
り
で

小
部
屋
に
分
け
る
と
と
も
に
、
壁
面
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
設
置
、

机
、
椅
子
の
入
替
え
な
ど
全
面
改
修
を
行
っ
た
。
二
階
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
デ
ス
ク
周
辺
は
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
セ
ミ
ナ
ー
を
効
果
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
閲
覧
席
を
刷
新
し
、
電
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置

し
や
す
い
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
化
な
ど
大
幅
な
改
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、

一
五
年
に
はB

loom
berg

専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
二
階
で
運
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
金
融
市
場
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
定
評
の
あ
るB

loom
berg

は
、
研
究
室
棟
で
あ
る
Δデ

ル
タ

館
の

Cyber T
rading R

oom

か
ら
移
設
し
た
も
の
で
、
そ
の
経
費
負

担
は
現
在
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
予
算
で
行
わ
れ
て
い
る
。
三
階
の
閲

覧
席
は
、
〇
四
年
に
閲
覧
机
八
台
を
、
衝
立
、
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
付

の
も
の
に
変
更
し
、
一
〇
年
に
は
北
側
に
照
明
付
き
で
正
面
、
側
面

に
艶
消
し
の
ア
ク
リ
ル
板
で
区
切
ら
れ
た
対
面
四
人
、
二
人
掛
け
閲
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覧
机
計
二
十
席
を
設
置
し
た
。
個
の
環
境
が
守
ら
れ
る
こ
と
か
ら
学

生
に
は
好
評
で
あ
る
。
地
下
施
設
の
撮
影
ス
タ
ジ
オ
に
は
、
人
物
や

物
体
の
動
き
を
捉
え
て
三
次
元
デ
ー
タ
化
す
る
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を
〇
一
年
に
導
入
し
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
人
間
工

学
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
認
知
科
学
や
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
系
の
研
究
会
の
実
習
環
境
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。
特
殊
な
測
定
機
器
の
た
め
、
翌
年
か

ら
月
一
回
の
頻
度
で
利
用
普
及
の
た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

や
利
用
方
法
の
講
習
会
を
開
催
、
講
習
会
は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

同
じ
く
地
下
に
あ
る
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
は
、
〇
五
年
に
大
幅
な
改
修
を
行

い
、
一
八
〇
度
以
上
の
映
像
を
写
す
こ
と
の
で
き
る
十
連
続
面
の
ス

ク
リ
ー
ン
、
全
十
一
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
遠
隔
操
作
可

能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

書
架
狭
隘
化
対
策

　
九
九
年
ご
ろ
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
書
架
の
狭
隘
化
対
策
は
、

〇
一
年
か
ら
〇
九
年
に
か
け
て
書
架
の
増
設
や
資
料
の
移
動
、
除
籍

を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
対
処
し
て
い
る
。
〇
二
年
、
二
階
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
書
架
を
増
設
し
て
三
階
北
側
に
あ
っ

た
統
計
、
年
鑑
、
白
書
を
移
し
て
約
二
万
冊
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

た
。
さ
ら
に
〇
五
年
に
は
三
階
北
側
通
路
沿
い
に
大
型
本
用
と
し
て
、

〇
六
年
に
は
再
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
書
架
を
増
設
し
て

い
る
。
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
は
、
利
用
の
少
な
い

洋
書
約
五
千
五
百
冊
（
〇
二
年
）、
ア
メ
リ
カ
外
交
文
書
約
三
五
〇

冊
（
〇
三
年
）
な
ど
を
移
動
し
た
。
ま
た
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
は
、

中
国
・
朝
鮮
語
製
本
雑
誌
二
十
四
タ
イ
ト
ル
約
五
百
冊
、
外
国
語
製

本
雑
誌
二
百
タ
イ
ト
ル
約
二
、〇
五
〇
冊
を
移
動
し
た
（
〇
九
年
）。

　
除
籍
に
つ
い
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
う
ち
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
重
複
す
る
も
の
、
開
設
時
の
蔵
書
で
利
用
の
全
く
な
い
図
書
、
白

楽
へ
移
動
し
た
製
本
雑
誌
（
〇
一
年
）、
開
設
時
の
蔵
書
で
一
回
も

貸
出
し
さ
れ
て
い
な
い
洋
書
約
六
千
冊
、
洋
雑
誌
の
一
部
、
白
楽
へ

移
管
し
た
洋
雑
誌
約
六
千
冊
（
〇
二
年
）、
同
じ
く
和
雑
誌
約
二
千

三
百
冊
、O

ECD
 B

ooks

（
〇
三
年
）
な
ど
、
原
則
と
し
て
他
キ

ャ
ン
パ
ス
で
も
所
蔵
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
除
籍
し
た
。
ま
た
、

館
外
貸
出
数
や
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
学
位
論
文
の
引
用
文
献
所

蔵
調
査
な
ど
の
利
用
度
調
査
の
結
果
、
利
用
の
少
な
い
資
料
や
電
子

資
料
で
代
替
で
き
る
も
の
な
ど
約
三
千
冊
、
五
年
以
上
貸
出
記
録
の

な
い
複
本
資
料
約
千
冊
（
〇
四
年
）、
和
図
書
の
う
ち
受
入
年
度
、

主
題
、
貸
出
記
録
か
ら
除
籍
候
補
を
抽
出
、
そ
の
後
の
利
用
状
況
や

資
料
の
特
質
な
ど
を
勘
案
し
た
約
一
万
冊
（
〇
五
年
）、
受
入
後
十

年
を
経
た
図
書
の
う
ち
利
用
の
少
な
い
も
の
（
〇
七
年
）
な
ど
も
こ

の
間
に
除
籍
し
た
。

　
ま
た
、
利
用
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
移
行
し
た
有
価
証
券
報
告
書
の

冊
子
体
の
提
供
停
止
（
〇
一
年
）、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

契
約
に
よ
り
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
雑
誌

三
十
八
タ
イ
ト
ル
の
冊
子
体
購
読
の
中
止
（
〇
二
年
）、
約
千
タ
イ
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ト
ル
の
洋
雑
誌
を
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
み
の
契
約
に
変
更
（
〇
三

年
）
な
ど
電
子
資
料
の
拡
大
が
結
果
と
し
て
書
架
狭
隘
化
対
策
に
貢

献
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
運
営
の
概
況

　
二
〇
〇
一
年
、
山
形
県
鶴
岡
市
に
開
設
さ
れ
た
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ

（T
suruoka T

ow
n Cam

pus of K
eio

）
に
、
鶴
岡
市
と
慶
應
義

塾
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の
共
同
運
営
に
よ
る
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

が
設
置
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｔ
Ｃ
Ｋ
に
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
教
員
が
研
究
活
動
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
先
端
生
命
科
学
研
究
所
が
あ
り
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学

部
生
が
履
修
す
る
バ
イ
オ
キ
ャ
ン
プ
が
毎
年
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
Ｓ

Ｆ
Ｃ
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
か
ら
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
も
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
重
複
し
た
関
連
分
野
の
雑
誌
十
七
タ
イ
ト

ル
を
継
続
的
に
寄
贈
、
〇
二
年
か
ら
は
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
の

文
献
複
写
、
翌
年
に
は
資
料
の
貸
出
も
受
け
付
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
相
互
協
力
も
進
展
し
て
い
る
。
〇
三
年
か

ら
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
と
図
書
室
間
で
資
料
や
文
献
複

写
の
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、
〇
四
年
に
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
所
属
者
に
限

定
し
て
い
た
相
互
協
力
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
を
慶
應
所
属
者
に
ま
で

拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、
一
二
年
か
ら
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
同
じ
敷
地
内
に
あ

る
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
の
高
等
部
生
に
も
卒
業
論
文
執
筆
の

た
め
の
資
料
貸
出
を
開
始
し
た
。

　
一
方
、
開
設
以
来
続
い
て
い
た
教
材
印
刷
業
務
は
〇
四
年
に
外
部

委
託
に
移
行
し
た
が
、
一
三
年
に
は
教
員
向
け
の
教
材
印
刷
サ
ー
ビ

ス
を
廃
止
し
た
。
教
員
の
教
材
印
刷
は
外
部
業
者
へ
取
り
次
ぐ
形
で

現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　
学
生
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
館
内
ツ
ア
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
ウ
ィ
ー
ク
ス
や
個
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
紹
介
は
、
〇
一
年
以
降

も
活
発
に
続
け
て
い
る
。
個
別
の
研
究
会
や
授
業
科
目
に
応
じ
た
オ

ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
八
年
か

ら
は
十
分
で
受
講
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
、
短
い

時
間
で
説
明
で
き
る
内
容
は
限
ら
れ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
デ
ス
ク
で
の
対
応
に
切
り
替
え
る
な
ど
密
度
の
濃
い
情
報
提

供
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
他
、
特
筆
す
る
試
み
と
し
て
は
、
一
四
年
に
初
め
て
開
催
し

た
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
が
あ
る
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
〇
七
年
に
考
案

さ
れ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
書
評
合
戦
だ
が
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
読
書
推
進
、
利
用
促
進
の
一
環
と
し
て
こ
れ
を
開
催
し
、

慶
應
義
塾
の
刊
行
誌
『
塾
』
に
も
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ
創
設
二
五
年
記
念
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
促
進
を
関
連
付
け

て
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
得
ら
れ
る
素
材
を
使
っ
て
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
す
る
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
歩
ん
だ
二
五
年
を
世
界
の
出
来
事
で
振
り

返
る
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
（
一
五
年
）、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
と
日

本
経
済
新
聞
社
の
社
員
が
二
日
間
に
わ
た
っ
て
新
技
術
と
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
切
り
口
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
競
う
ア
イ
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デ
ア
ソ
ン
（
一
六
年
）、
研
究
会
共
催
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
歩
き
方
：

統
計
デ
ー
タ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
（
一
九

年
）
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
運
営
の
体
制
と
し
て
は
、
週
休
二
日
制
の
導
入
に
と
も

な
い
〇
六
年
か
ら
土
曜
日
の
閲
覧
業
務
は
派
遣
職
員
と
委
託
職
員
で

行
う
こ
と
と
し
て
専
任
、
嘱
託
職
員
の
土
曜
日
出
勤
を
取
り
や
め
た
。

た
だ
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
監
督
者
は
交
代
で
出
勤
、
図
書
室

は
人
員
の
関
係
で
従
来
通
り
と
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
的
な
業
務
委

託
契
約
適
正
化
の
流
れ
の
中
で
、
一
〇
年
に
は
業
務
委
託
を
見
直
し
、

直
接
雇
用
や
派
遣
職
員
の
導
入
な
ど
に
体
制
を
改
め
た
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
貸
出
用
の
Ａ
Ｖ
機
器
は
ニ
ー

ズ
の
増
加
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
進
化
や
高
性
能
化
と
と

も
に
台
数
の
追
加
や
機
種
の
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
〇
二
年
に
十
台

導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
チ
ル
カ
メ
ラ
は
四
百
万
画
素
に
対
応
、
〇
四

年
に
は
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
二
十
台
を
増
備
、
翌
年
に
は
Ｄ
Ｖ

規
格
の
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
三
十
五
台
、
マ
イ
ク
五
種
類
計
二

十
二
セ
ッ
ト
の
拡
充
を
行
っ
た
。
〇
六
年
に
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
編

集
用
パ
ソ
コ
ン
、
大
型
モ
ニ
タ
ー
ル
ー
ム
設
置
機
器
な
ど
が
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
対
応
と
な
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｖ
規
格
に
よ
る
撮
影
、
編
集
、
再
生
が

湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
内
で
完
結
す
る
環
境
を
整
え
た
。

一
九
年
に
は
ミ
ラ
ー
レ
ス
デ
ジ
タ
ル
一
眼
カ
メ
ラ
、
4
Ｋ
対
応
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
も
追
加
し
て
い
る
。
利
用
促
進
の
面
で
は
一
九
九
四
年
か

ら
毎
年
刊
行
し
て
い
た
『
Ａ
Ｖ
ガ
イ
ド
』
に
つ
い
て
、
〇
四
年
版
で

は
ニ
ー
ズ
の
高
い
ノ
ン
リ
ニ
ア
ビ
デ
オ
編
集
部
分
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

で
も
公
開
し
た
。
た
だ
し
、
印
刷
物
と
し
て
の
『
Ａ
Ｖ
ガ
イ
ド
』
は

〇
五
年
ま
で
発
行
し
、
そ
の
後
〇
八
年
か
ら
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
移

行
、
一
〇
年
に
は
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
作
成
し
た
Ａ
Ｖ
ガ
イ
ド

を
公
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
遠
隔
授
業
が
実
験
的
に
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
〇
二
年
か
ら
Ｓ
Ｆ
Ｃ
内
の
教
育
Ｉ
Ｔ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
たW

eb Learning System

の
開
発

や
湘
南
藤
沢
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、
学
事
担
当
と
連
携
し
た
日
中
韓
共
同
遠
隔
授

業
な
ど
の
実
証
実
験
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
三
年
に
は
継

続
的
な
授
業
と
し
て
春
学
期
三
件
、
秋
学
期
八
件
の
ほ
か
、
修
士
論

文
発
表
会
な
ど
計
十
回
の
遠
隔
中
継
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
〇

八
年
の
慶
應
義
塾
創
立
百
五
十
年
記
念
式
典
で
は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
会
場
の
遠

隔
中
継
支
援
も
担
当
し
た
。
遠
隔
授
業
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
複
数
の

教
室
の
設
備
も
〇
七
年
か
ら
〇
八
年
に
か
け
て
パ
ソ
コ
ン
画
像
の
同

時
送
信
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
対
応
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

統
合
化
に
向
か
う
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ

　
二
〇
〇
一
年
、
英
語
版
や
ｉ
モ
ー
ド
対
応
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
介
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
〇
一
年
か
ら
〇
六
年
に
か
け
て
継
続
的
に
拡
大
し

て
い
る
。
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
各
種
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
質
問
、
指
定
図
書
・
ビ
デ
オ
の
申
込
み
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
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ミ
ナ
ー
の
申
込
み
、
各
種
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
追
加
さ
れ
、
図
書
の

取
寄
せ
・
予
約
申
込
み
も
同
じ
フ
ォ
ー
ム
で
処
理
で
き
る
よ
う
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。
〇
二
年
に
は
、
図
書
、
文
献
複
写
な
ど
の
取
寄
せ

依
頼
が
前
年
度
比
で
約
一
・
三
倍
と
な
り
、
時
間
に
制
約
さ
れ
る
こ

と
な
く
申
し
込
む
こ
と
の
で
き
る
利
便
性
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

な
お
〇
三
年
、
文
献
複
写
申
込
み
は
学
内
向
け
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
て
業
務
の
効
率
化
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
個
別
に
対
応
し
て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
各
種
リ
ク
エ
ス
ト
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
で
運
用
す
る
全

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
統
合
化
の
方
向
に
動

き
出
し
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
〇
五
年
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
〇
八
年
に
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
の
受
付
も
共
通
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
掲
載
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
面
で
は
、
冊
子
で
発
行
し

て
い
た
『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ガ
イ
ド
』
を
〇
一
年
に
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
み
と

し
た
ほ
か
、
〇
二
年
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
や
利
用
頻
度
の
高
い
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
大
幅
な
デ
ザ
イ
ン
の
変
更

を
行
っ
た
。
ま
た
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
動

画
の
配
信
、
資
料
の
探
し
方
ペ
ー
ジ
を
法
律
情
報
、
建
築
関
係
な
ど

主
題
ご
と
の
ペ
ー
ジ
に
分
け
て
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
さ
ら
に
〇
五
年
、
ユ
ー
ザ
の
使
い
や
す
さ
、
管
理
ス
タ

ッ
フ
の
業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
て
再
度
改
修
の
検
討
を
始
め
、
〇

六
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
公
開
し
た
。
な
お
動
画
の
配
信
に
つ
い
て
は
、

新
入
生
向
け
の
利
用
案
内
（
〇
六
年
）、
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
紹
介

ビ
デ
オ
（
一
〇
年
、
一
六
年
）
な
ど
、
学
部
生
と
の
共
同
に
よ
る
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
一
二
年
に
も
再
度
改
修

を
行
っ
た
が
、
一
九
年
度
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
通
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
稼
働
に
と
も
な
い
、
図
書
室
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
と
も
に
共
通

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
一
部
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
新

た
な
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
〇
七
年
に
プ
ッ
シ
ュ
型
メ
デ
ィ
ア
の

Ｒ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
新
着
図
書
情
報
の
発
信
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
利
用
者
と
の
新
し
い
接
点
を
見
出
す
た
め
、
一
〇
年
に

T
w
itter

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
情
報
や
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
な
ど
の
発
信
を
開
始
、
現
時
点

で
七
千
を
超
え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
学
生
に
人
気

の
あ
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
年
か

ら
はFacebook

も
取
り
入
れ
て
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ｅ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
の
開
発

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
〇
二
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
カ
イ
バ
ル
Ｄ
Ｂ
の
構

築
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
過
去
に
生
じ
た
Ｓ
Ｆ
Ｃ
発
の
各
種
情
報
の

集
約
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム

が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
ｅ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
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）
で
あ
る
。
対
象
と

な
る
情
報
は
写
真
、
文
書
、
映
像
、
音
声
な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
問
わ
な

い
こ
と
を
想
定
し
、
当
時
注
目
さ
れ
て
い
た
Ｘ
Ｍ
Ｌ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
た
。
こ
の
開
発
は
二
〇
〇
二
年
度
文
部
科
学
省

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
特
別
補
助
に
採
択
さ
れ
、
〇
三
年
に

最
初
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
公
開
し
て
い
る
。
〇
四
年
に
は
全
文
検
索

や
フ
ァ
イ
ル
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
機
能
な
ど
の
二
次
開
発
を
行
い
、
当
初

の
主
た
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
Ｓ
Ｆ
Ｃ
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録

し
て
い
た
写
真
五
百
件
余
り
を
追
加
し
て
九
百
件
弱
の
規
模
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
湘
南
藤
沢
学
会
（
当
時
）
と
共
同
で
著
作
権
の
許
諾

処
理
を
行
い
、
同
学
会
刊
行
の
出
版
物
も
搭
載
し
て
〇
五
年
か
ら
順

次
公
開
を
開
始
し
た
。
〇
六
年
に
はSFC Y

earbook

委
員
会
が

保
存
し
て
い
た
写
真
一
、五
六
八
枚
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
搭
載
、
〇

一
年
に
全
文
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す
る
よ
う

に
機
能
改
善
さ
れ
て
い
た
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
学
位
論
文
検
索

シ
ス
テ
ム
を
〇
七
年
に
ｅ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
へ
統
合
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
創
設
二
五
年

　
二
〇
一
五
年
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
は
創
設
二
五
年
の
佳
節
を
迎
え
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
「
写
真
で
振
り
返

る
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
25
年
」
と
題
し
た
写
真
展
示
を
オ
ー
プ

ン
エ
リ
ア
で
開
催
、
記
念
式
典
当
日
に
は
会
場
の
θシ

ー
タ

館
に
場
所
を

移
し
て
式
典
に
花
を
添
え
た
の
だ
っ
た
。

六
　
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
誕
生

　
二
〇
〇
八
年
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
と
共
立
薬
科
大
学
の
合
併
に

よ
り
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
お
よ
び
大
学
院
薬
学
研
究
科
が
開
設
さ

れ
た
の
と
同
時
に
、
共
立
薬
科
大
学
図
書
館
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
ぐ
形
で
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
。
場
所
は
、
三

田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
歩
い
て
も
二
十
分
と
か
か
ら
な
い
芝
共
立
キ
ャ

パ
ス
内
で
あ
る
。

　
そ
の
開
設
準
備
は
、
お
よ
そ
一
年
半
前
の
〇
六
年
一
二
月
に
両
大

学
間
で
締
結
さ
れ
た
基
本
合
意
書
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
法
人
合
併

推
進
合
同
会
議
の
第
七
分
科
会
（
図
書
館
）
に
よ
る
検
討
開
始
に
遡

り
、
〇
七
年
三
月
に
合
併
合
意
契
約
が
整
っ
た
の
を
受
け
て
よ
り
具

体
的
に
動
き
出
し
た
。
四
月
二
五
日
に
両
大
学
の
図
書
館
関
係
者
が

顔
を
合
わ
せ
た
第
一
回
図
書
館
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
薬
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
芝
共
立
薬
学
図
書
館
）
と
い
う
名
称
や
、
統
合
に
向

け
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
立
案
の
進
め
方
に
つ
い
て
合
意
が
な
さ

れ
た
。
第
二
回
分
科
会
（
一
〇
月
九
日
）
で
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

統
合
計
画
案
が
示
さ
れ
、
合
併
後
の
初
年
度
は
暫
定
的
に
共
立
薬
科

大
学
の
シ
ス
テ
ム
「
情
報
館
」
を
運
用
し
て
、
翌
〇
九
年
度
か
ら
慶

應
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
統
合
す
る
こ
と
、
同
時

に
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
も
共
通
ル
ー
ル
に
寄
せ
る
こ
と
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
契
約
期
間
を
考
慮
し
て
合
併
後
に
順
次
統
合
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し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。
ま
た
規
程
の
改
正
案
も
提
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
合
併
・
開
設
を
ひ
と
月
後
に
控
え
た
第
三
回

分
科
会
（
〇
八
年
二
月
二
八
日
）
に
お
い
て
は
、
新
し
い
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
の
最
終
検
討
、
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
発
足
に
向

け
た
準
備
、
実
務
を
牽
引
す
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
各
種

委
員
会
へ
の
参
加
に
向
け
た
話
し
合
い
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　“
合
併
し
て
二
年
目
か
ら
”、
を
目
標
点
と
定
め
た
シ
ス
テ
ム
統
合

ま
で
に
は
、
一
年
以
上
の
猶
予
が
あ
っ
た
が
、
共
立
薬
科
大
学
か
ら

慶
應
義
塾
大
学
に
転
籍
す
る
学
生
や
教
職
員
、
特
に
他
学
部
の
学
生

と
一
緒
に
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
す
る
薬
学
部
新
一
年
生
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
不
均
衡
は
、
合
併
時
に
お
い
て
最
低
限
に
抑
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
学
内
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
ル

ー
ル
と
な
る
貸
出
冊
数
や
期
間
の
変
更
は
も
と
よ
り
、
延
滞
料
と
図

書
紛
失
弁
済
は
共
立
薬
科
大
学
に
は
な
か
っ
た
規
則
で
あ
り
、
慶
應

の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て
い
く
た
め
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
了
解
を

得
て
い
っ
た
。

　
三
月
一
三
日
に
は
暫
定
版
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
仮
公
開
す
る
な
ど
、

発
足
に
向
け
た
急
ピ
ッ
チ
の
準
備
を
経
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
六
つ

目
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
誕
生

し
た
。

共
立
薬
科
大
学

　
簡
単
に
共
立
薬
科
大
学
の
歴
史
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
創
立

は
、
一
九
三
〇
年
に
共
立
女
子
薬
学
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
遡
る
。
創
立
後
早
く
か
ら
、
共
立
女
子
薬
学
専
門
学
校
校
友
会

図
書
部
と
い
う
名
称
で
、
課
外
活
動
の
団
体
で
あ
る
校
友
会
が
、
図

書
を
購
入
し
て
同
窓
会
室
内
で
図
書
館
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
、

共
立
薬
科
大
学
の
歴
史
に
記
さ
れ
て
い
る
。
学
制
改
革
に
よ
り
四
九

年
に
共
立
薬
科
大
学
と
な
っ
た
の
ち
、
五
五
年
に
落
成
し
た
第
二
新

館
（
当
時
）
の
一
階
に
図
書
館
が
置
か
れ
た
。
そ
の
後
、
別
の
建
物

の
竣
工
に
よ
り
施
設
が
移
動
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
順
次
増
改
築
を

重
ね
た
が
、
資
料
が
分
散
し
利
用
し
に
く
い
状
況
が
生
じ
て
い
た
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
に
三
号
館
（
研
究
棟
）
が
竣
工
し
た

の
を
機
に
、
図
書
館
は
一
号
館
（
学
生
厚
生
棟
）
と
二
号
館
（
教
育

棟
）
と
を
つ
な
ぐ
三
階
へ
の
渡
り
廊
下
か
ら
す
ぐ
、
と
い
う
ア
ク
セ

ス
が
抜
群
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
た
。
同
時
に
四
階
に
は
保
存
書
庫
が

設
け
ら
れ
、
〇
八
年
合
併
時
の
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
三
号
館

三
階
の
図
書
館
部
分
の
面
積
は
五
七
三
㎡
（
う
ち
事
務
ス
ペ
ー
ス
が

四
四
㎡
）、
四
階
保
存
書
庫
は
一
六
七
㎡
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
共
立
薬
科
大
学
に
は
、
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
と
き

に
設
立
さ
れ
た
同
窓
会
組
織
が
あ
り
、
そ
の
後
の
慶
應
義
塾
大
学
薬

学
部
Ｋ
Ｐ
会
（
Ｋ
Ｐ
三
田
会
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
合
併
か
ら
間

も
な
い
〇
八
年
六
月
に
は
、
Ｋ
Ｐ
会
員
は
塾
員
（
慶
應
義
塾
大
学
の

卒
業
生
）
相
当
と
し
て
学
内
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
、
ま

た
塾
員
の
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
、
と
も
に
実
現
し
て

い
る
。
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シ
ス
テ
ム
移
行
準
備
の
一
年
間
（
二
〇
〇
八
年
度
）

　
共
立
薬
科
大
学
で
は
九
五
年
に
図
書
館
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
図
書

館
シ
ス
テ
ム
と
し
て
情
報
館
を
稼
働
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
初
年

度
は
、
情
報
館
で
サ
ー
ビ
ス
を
動
か
し
な
が
ら
、
〇
九
年
四
月
に
は

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
、
業
務
シ
ス
テ
ム
名
で
言
い
換
え
れ
ばCA

LIS

、

K
O
H
EI

な
ど
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
完
全
に
乗
り

換
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
移
行
の
み
な
ら
ず
、
閲
覧
規
則
や
学

内
相
互
貸
借
規
則
な
ど
の
詳
細
な
す
り
合
わ
せ
を
行
う
重
要
な
一
年

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
年
後

の
一
〇
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
か
ら

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
に
移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で

に
全
デ
ー
タ
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
移
行
し
、
運
用
に
問
題
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
統
合

　
さ
っ
そ
く
〇
八
年
四
月
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
と
の
間
で
、

ま
ず
所
蔵
デ
ー
タ
の
統
合
に
関
す
る
協
議
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、

蔵
書
七
四
、七
六
六
冊
に
対
し
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
用
の
バ
ー
コ
ー

ド
ラ
ベ
ル
を
貼
付
す
る
こ
と
と
し
て
、
実
作
業
を
ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式

会
社
に
委
託
し
て
夏
に
約
一
カ
月
を
か
け
て
行
っ
た
。
左
手
で
書
架

か
ら
図
書
を
引
き
出
し
た
と
き
に
す
ぐ
見
え
る
場
所
に
は
情
報
館
用

の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
が
先
に
貼
ら
れ
て
い
る
た
め
、
二
枚
の
ラ
ベ

ル
が
横
並
び
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
右
に
貼
っ
て
い
っ
た
。

　
並
行
し
て
九
月
に
は
図
書
書
誌
デ
ー
タ
遡
及
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
委
託
し
た
目
録
担
当
職
員
一
名
が
常
駐

し
、
も
う
一
名
は
本
部
に
お
い
て
専
従
で
そ
の
作
業
に
あ
た
っ
た
。

両
校
で
重
複
し
て
い
た
書
誌
デ
ー
タ
の
統
合
も
含
め
て
翌
〇
九
年
六

月
ま
で
か
け
て
、
図
書
書
誌
デ
ー
タ
の
遡
及
お
よ
び
統
合
作
業
が
完

了
し
た
。

　
雑
誌
デ
ー
タ
お
よ
び
雑
誌
受
入
業
務
の
統
合
に
つ
い
て
も
〇
八
年

五
月
か
ら
調
整
に
取
り
掛
か
っ
た
。
一
〇
月
末
ま
で
に
情
報
館
か
ら

雑
誌
所
蔵
範
囲
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
雑
誌

担
当
に
提
出
。
そ
れ
を
元
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が

K
O
H
EI

の
巻
・
号
・
発
行
年
月
次
・
製
本
メ
モ
デ
ー
タ
な
ど
の
作

成
作
業
を
開
始
し
た
。
同
時
に
デ
ー
タ
の
移
行
仕
様
を
ま
と
め
、
そ

れ
に
の
っ
と
り
〇
九
年
二
月
か
ら
所
蔵
単
位
デ
ー
タ
、
発
注
デ
ー
タ

の
順
に
移
行
を
実
施
し
、
目
標
ど
お
り
四
月
九
日
か
らK

O
H
EI

に

よ
る
新
着
雑
誌
受
入
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
業
務
の
統
合
に
は
、
デ
ー
タ
移
行
に
加
え
て
各
種
の
コ
ー
ド
体
系

を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
用
と

し
て
ち
ょ
い
す
君
とK

O
H
EI

の
予
算
コ
ー
ド
、
管
理
区
分
表
な
ど

を
二
月
末
ま
で
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
業
務
用
と
し
て
、
配
置

場
所
コ
ー
ド
、
資
料
取
扱
区
分
な
ど
の
コ
ー
ド
体
系
を
三
月
末
ま
で

に
決
定
し
て
本
部
に
通
知
し
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ス
ト
環
境
で
の
確
認
を

済
ま
せ
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
全
学
一
体
化
さ
れ
て
、
薬
学
メ
デ
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ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ル
ー
チ
ン
業
務
と
し
て
回
り
始
め
た
の
は

四
月
一
六
日
で
あ
っ
た
。
最
終
的
な
デ
ー
タ
遡
及
件
数
は
、
図
書
書

誌
四
五
、七
八
〇
件
、
雑
誌
書
誌
九
六
二
件
、
雑
誌
製
本
物
理
単
位

二
五
、〇
三
二
件
、
雑
誌
未
製
本
物
理
単
位
九
、〇
四
三
件
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
翌
一
〇
年
度
に
控
え
て
い
た
全
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
一
斉
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
業
務
移
行
に
乗
り
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
六
つ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
揃
っ
て
次
に
進
め

る
こ
と
が
確
約
さ
れ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
統
合

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
合
併
を
前
に
少
な
く
と
も
学
内
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
貸
出
の
基
本
ル
ー
ル
を
整
え
、
延
滞
料
や
図
書

紛
失
弁
済
の
規
則
を
導
入
し
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
へ
の
移

行
を
前
に
〇
九
年
二
月
に
再
度
貸
出
期
間
や
更
新
回
数
な
ど
の
規
則

を
調
整
し
、
貸
出
冊
数
は
資
料
の
種
類
ご
と
の
制
限
を
し
な
い
総
数

制
に
変
更
し
た
。

　
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
併
後
二
年
目
の
春
学
期
が
開
始
さ
れ
る

前
日
の
四
月
六
日
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
「
芝
共
立
」

と
い
う
配
置
場
所
コ
ー
ド
を
も
っ
た
図
書
や
雑
誌
デ
ー
タ
が
公
開
さ

れ
、
つ
い
に
閲
覧
業
務
が
全
学
一
体
と
な
っ
た
。
当
初
は
、
前
シ
ス

テ
ム
の
情
報
館
で
貸
し
出
し
た
図
書
が
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
返
却
本
は
ど
ち
ら

か
の
シ
ス
テ
ム
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
ま
せ
、
エ
ラ
ー
が
出
た
ら
も
う

一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
返
却
す
る
、
と
い
う
当
た
り
は
ず
れ
作
業
で
凌

い
で
い
た
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
一
体
化
の
効
果
は
目
覚
ま
し
く
、
初
年
度
は

七
件
だ
っ
た
他
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
貸
出
が
翌
年
度
は
一
、二
五
四
件

に
大
き
く
伸
び
、
ま
た
他
キ
ャ
ン
パ
ス
資
料
の
取
寄
せ
も
、
一
四
七

件
か
ら
七
〇
九
件
に
増
加
し
た
。

　
学
内
複
写
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
間
で
利
用
し
て
い
る

iLisw
ave

の
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
向
け
の
シ
ス
テ
ム
対
応
が

完
了
し
た
こ
と
で
、
〇
九
年
五
月
に
他
セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼
、
翌
月

に
は
他
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
が
可
能
と
な
り
、
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
の
活
発
な
資
料
相
互
利
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
〇
九
年
三
月
末
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
六
種
（
文
献
複
写

取
寄
せ
、
図
書
取
寄
せ
・
予
約
、
質
問
の
す
ゝ
め
！
、
購
入
希
望
、

紹
介
状
発
行
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
、
問
い
合
わ
せ
）
を
完
成
さ

せ
、
同
時
に
そ
れ
ま
で
利
用
し
て
き
た
情
報
館W

ebR
eference

サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
た
。

　
最
終
的
に
、
旧
共
立
薬
科
大
学
の
情
報
館
の
デ
ー
タ
を
消
去
し
て

そ
の
サ
ー
バ
を
撤
去
し
た
の
は
、
一
〇
年
九
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
デ
ー
タ
移
行
準
備
を
本
格
的
に
始
め
て
か
ら
二
年
半
が
経
っ
て

い
た
。

電
子
資
料
契
約
の
統
合
と
見
直
し

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
契
約
は
、
基
本
的
に
は
国

内
商
品
は
〇
八
年
四
月
、
海
外
商
品
は
〇
九
年
一
月
の
契
約
更
新
時
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に
薬
学
部
も
合
わ
せ
た
全
学
の
契
約
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
し
か
し
、
別
々
の
二
つ
の
契
約
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
か
な

り
の
困
難
を
と
も
な
う
作
業
で
あ
っ
た
。
大
前
提
と
し
て
、
共
立
薬

科
大
学
で
利
用
で
き
て
い
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
使
え
な
く
な
る
事
態
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
経
費
面
で
は
、
図
書
館
側
は
慶
應
の
契

約
に
薬
学
部
の
サ
イ
ト
を
一
つ
あ
る
い
は
人
数
換
算
で
Ｆ
Ｔ
Ｅ
を
加

え
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
ま
で
の
二
つ
の
契
約
金
額
合
計
よ
り
安
く

な
る
と
見
込
ん
で
い
た
の
に
対
し
て
、
版
元
は
契
約
金
額
の
減
額
は

安
易
に
は
認
め
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
契
約
金
額

が
合
併
前
の
慶
應
と
共
立
薬
科
大
学
の
Ｆ
Ｔ
Ｅ
の
比
率
ど
お
り
に
は

収
ま
ら
ず
、
そ
の
規
模
に
比
べ
て
薬
学
部
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
輻
輳
す
る
問
題
に
折
り
合
い

を
つ
け
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
と
の
間
で
慎
重
に
調
整

作
業
が
進
め
ら
れ
、
〇
九
年
か
ら
他
キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
じ
コ
ン
テ
ン

ツ
が
薬
学
部
か
ら
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
契
約
の
統
合
の
の
ち
、
〇
九
年
六
月
に
は
全
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
利
用
で
き
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
入
口
と
し
て
提
供
さ
れ

て
い
た
「
慶
應
義
塾
大
学
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
（
Ｅ
Ｊ
─Ｏ
Ｐ

Ａ
Ｃ
）」
に
「
芝
」
と
い
う
マ
ー
ク
が
追
加
さ
れ
て
、
芝
共
立
キ
ャ

ン
パ
ス
の
み
で
利
用
で
き
る
五
十
タ
イ
ト
ル
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。
一
〇
年
九
月
に
は
、
薬
学
版
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
て
、
そ
の
五
十
タ
イ
ト
ル
も
契
約
が
許
す
限
り
は
リ
モ

ー
ト
か
ら
も
利
用
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

電
子
資
料
の
利
用
も
完
全
に
統
合
さ
れ
た
と
い
え
る
状
態
に
な
っ
た
。

蔵
書
構
築

　
薬
学
を
学
ぶ
に
は
、
基
礎
物
理
、
基
礎
化
学
、
基
礎
生
物
、
生
化

学
、
免
疫
学
、
薬
理
学
、
病
理
学
、
薬
物
治
療
学
な
ど
幅
広
い
分
野

を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
、
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
そ
れ
に
応
じ

た
蔵
書
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。
一
般
図
書
の
請
求
記
号
に
は
日
本
十

進
分
類
法
を
採
用
し
て
お
り
、
類
目
表
：
四
：
自
然
科
学
、
そ
の
中

で
も
綱
目
表
：
四
九
：
医
学
、
さ
ら
に
四
九
九
：
薬
学
の
資
料
が
圧

倒
的
に
書
架
を
占
め
て
い
る
。
共
立
薬
科
大
学
時
代
は
単
科
大
学
で

あ
り
、
専
門
書
は
も
ち
ろ
ん
教
養
図
書
も
所
蔵
し
提
供
す
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
合
併
後
は
、
医
学
や
化
学
と
い
っ
た
近
隣
領
域
の
図
書

は
信
濃
町
、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
教
養

図
書
は
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
取
り
寄
せ
て
利
用
で
き
る

と
い
う
総
合
大
学
の
利
点
が
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
選

書
を
専
門
書
中
心
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　
共
立
薬
科
大
学
図
書
館
に
は
「
阿
部
文
庫
」
と
「
な
な
え
ん
文

庫
」
と
い
う
独
立
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
両
方
で
約
三
千
三

百
冊
が
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
た
。「
阿
部
文
庫
」

は
、
共
立
薬
科
大
学
の
当
時
か
ら
図
書
館
運
営
に
力
を
注
い
だ
阿
部

芳
廣
名
誉
教
授
が
、
医
療
の
担
い
手
と
な
る
学
生
た
ち
の
教
養
や
意

識
向
上
を
重
要
視
し
、
自
身
の
蔵
書
を
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
な
な
え
ん
文
庫
」
は
そ
の
創
設
は
定
か
で
は
な
い
が
、
図
書
の
延
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滞
者
に
督
促
は
が
き
代
と
し
て
（
当
時
）
七
円
を
納
め
さ
せ
、
そ
れ

を
資
金
源
と
し
て
専
門
書
以
外
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
を
購
入
し
た

と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
れ
た
、
と
共
立
薬
科
大
学
時
代
の
図
書
館
員
か

ら
聞
い
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
専
門
書
だ
け
に
偏
ら
な
い
蔵
書
構
成
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
資

料
利
用
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
阿
部
文
庫
」
は
一
〇
年

六
月
、「
な
な
え
ん
文
庫
」
は
一
五
年
三
月
ま
で
に
、
一
般
図
書
へ

の
組
入
れ
あ
る
い
は
除
籍
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
。

　
限
ら
れ
た
図
書
予
算
と
書
庫
ス
ペ
ー
ス
で
求
め
ら
れ
る
資
料
を
適

切
に
提
供
す
る
た
め
に
、
〇
九
年
に
重
複
受
入
に
つ
い
て
定
め
た
重

複
基
準
、
一
四
年
に
除
籍
・
廃
棄
の
基
準
と
な
る
資
料
保
存
・
除
籍

方
針
、
そ
し
て
一
六
年
に
は
、
一
．
基
本
方
針
、
二
．
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
別
、
三
．
主
題
別
か
ら
成
る
詳
細
な
選
書
方
針
が
作
成
さ
れ
、
薬

学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
蔵
書
構
築
方
針
が
定
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
折
の
一
九
年
の
八
月
上
旬
、
保
存
書
庫
で
一
部
の
海

外
雑
誌
の
背
表
紙
を
中
心
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
最
も
被

害
が
大
き
か
っ
た
資
料
は
幸
い
に
も
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
利
用
可
能

で
あ
っ
た
た
め
、
所
長
の
判
断
お
よ
び
教
員
の
了
解
を
得
て
、
や
む

な
く
約
五
百
冊
を
廃
棄
処
分
と
し
た
。
残
っ
た
カ
ビ
に
対
し
て
は
、

エ
ア
コ
ン
の
通
年
使
用
は
も
と
よ
り
、
除
湿
機
を
設
置
し
、
カ
ビ
に

つ
い
て
の
専
門
知
識
を
有
す
る
所
長
の
指
導
の
下
、
カ
ビ
の
吸
引
清

掃
や
消
毒
液
の
噴
霧
と
い
う
対
策
を
施
し
、
そ
の
後
も
定
期
的
に
作

業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
共
立
薬
科
大
学
の
図
書
館
施
設
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
薬
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
薬
剤
師
の
養
成
を
主
な
目
的
と
し

て
〇
六
年
度
か
ら
薬
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
四
年
制
か
ら
六
年
制

に
移
行
し
て
、
そ
の
完
成
年
度
が
近
づ
き
学
生
数
が
増
加
す
る
に
つ

れ
増
席
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
共
立
薬
科
大
学
の
と
き
か
ら
続
く

学
生
図
書
委
員
会
が
あ
り
、
年
二
回
、
昼
休
み
や
夕
方
を
利
用
し
て

委
員
会
を
開
き
、
所
長
と
職
員
が
ク
ラ
ス
代
表
の
学
生
か
ら
図
書
館

に
対
す
る
要
望
を
直
接
聞
く
機
会
と
し
て
い
る
。
開
館
時
間
の
延
長
、

パ
ソ
コ
ン
の
増
設
、
ご
み
箱
の
設
置
、
ま
た
閲
覧
席
の
間
に
仕
切
り

が
あ
る
と
よ
い
、
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
可
動
式
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

が
ほ
し
い
と
い
っ
た
声
、
あ
る
い
は
試
験
期
の
席
取
り
に
対
す
る
取

締
り
の
徹
底
な
ど
、
施
設
や
マ
ナ
ー
の
改
善
に
つ
い
て
、
対
話
を
通

し
て
具
体
性
の
あ
る
意
見
や
考
え
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
そ
の
学
生
図
書
委
員
会
か
ら
の
提
案
も
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
し
て
、

段
階
的
に
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
ず
、
一
〇

年
三
月
の
春
休
み
に
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
工
事
を
行
い
、
カ
ウ
ン
タ
ー

前
の
広
い
面
積
を
占
め
て
い
た
旧
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
の
机
を
撤
去

し
、
跡
地
に
書
架
を
平
行
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
閲
覧
用
キ
ャ
レ
ル
を

新
設
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
十
二
席
を
増
設
（
合
計
で
閲
覧
席

は
一
二
六
席
に
）
し
た
。
さ
ら
に
二
室
あ
る
グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
う

ち
の
一
室
を
Ｐ
Ｃ
エ
リ
ア
に
転
用
し
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
管
轄
の
ノ
ー
ト
パ
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ソ
コ
ン
八
台
を
配
備
し
た
。
ま
た
、
館
内
が
や
や
暗
い
と
い
う
意
見

を
受
け
て
、
天
井
に
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
を
増
設
し
、
か
つ
個
々
の
閲
覧

席
の
蛍
光
灯
に
反
射
板
を
取
り
つ
け
た
。
翌
年
の
春
休
み
に
は
閲
覧

椅
子
の
生
地
を
赤
と
紺
各
四
十
七
脚
ず
つ
、
慶
應
ら
し
い
色
に
張
り

替
え
た
。

　
一
一
年
三
月
一
一
日
の
午
後
、
春
季
休
業
中
で
あ
っ
た
が
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
内
で
は
二
十
名
ほ
ど
の
学
生
が
勉
強
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
を
東
日
本
大
震
災
が
襲
っ
た
。
三
号
館
の
三
階
で
は
、
揺
れ
よ
り

も
こ
れ
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
が
な
い
建
物
の
鉄
筋
が
ミ
シ
ッ
ミ
シ
ッ

と
い
う
き
し
む
音
を
た
て
、
不
気
味
で
恐
ろ
し
か
っ
た
。
揺
れ
が
や

む
の
を
待
っ
て
か
ら
、
学
生
た
ち
と
共
に
階
段
を
下
り
て
避
難
場
所

で
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
北
側
の
駐
車
場
で
し
ば
ら
く
の
時
間
を
過
ご
し

た
が
、
余
震
で
十
一
階
建
て
の
三
号
館
が
し
な
る
よ
う
に
揺
れ
て
い

た
光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
く
、
資
料
の

落
下
は
三
階
書
架
と
四
階
保
存
書
庫
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
冊
に
留

ま
っ
た
。
大
学
の
休
校
措
置
に
よ
り
三
月
後
半
は
臨
時
休
館
と
な
っ

た
。

　
震
災
の
後
は
、
被
災
地
域
に
あ
る
大
学
所
属
者
へ
の
利
用
開
放
、

被
災
高
校
へ
の
除
籍
図
書
提
供
な
ど
の
支
援
活
動
に
参
加
し
た
。
ま

た
書
庫
の
安
全
対
策
と
し
て
、
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
は
固
定
力
の
強
い
適

切
な
サ
イ
ズ
の
も
の
に
交
換
し
、
書
架
上
の
資
料
は
押
込
み
気
味
に

置
く
こ
と
に
し
た
。
震
災
か
ら
約
二
年
を
か
け
て
、
三
階
の
全
書
架

の
棚
板
へ
の
資
料
落
下
防
止
テ
ー
プ
の
貼
付
も
行
っ
た
。

　
一
二
年
の
夏
に
は
、
参
考
図
書
の
三
割
を
四
階
書
庫
に
移
し
、
同

時
に
雑
誌
の
電
子
化
が
進
ん
だ
新
着
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
を
縮
小
し
て
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
閲
覧
席
を
さ
ら
に
十
六
席
増
設
し
た
。
ま
た
、

閲
覧
席
に
置
き
型
の
簡
易
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

人
と
隣
り
合
っ
た
席
で
も
敬
遠
せ
ず
に
座
る
学
生
が
増
え
、
混
雑
期

で
も
効
率
的
に
席
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
四
階
の
保
存
書
庫
は
、
自
由
な
入
庫
は
教
職
員
と
大
学
院
生
に
限

ら
れ
る
が
、
利
用
頻
度
の
下
が
っ
た
資
料
の
収
納
に
大
き
く
役
立
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
薬
学
部
の
教
育
・
研
究
力
強
化
に
向
け
た
取
組

み
の
一
環
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

活
用
の
た
め
、
一
四
年
に
そ
の
書
庫
の
約
三
分
の
二
を
教
員
と
博
士

課
程
学
生
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
明
け
渡
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
保
存
書
庫
面
積
は
五
十
三
㎡
に
縮
小
さ
れ
、
書
架
は
五

十
二
面
か
ら
二
十
八
面
に
減
少
し
た
。
三
万
冊
を
超
え
る
資
料
が
除

籍
・
廃
棄
ま
た
は
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
動
と
な
っ
た
が
、
そ

の
作
業
は
将
来
的
な
書
庫
狭
隘
化
対
策
と
し
て
の
資
料
保
存
・
除
籍

方
針
の
文
書
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
一
八
年
度
に
は
、
南
北
に
長
い
三
階
の
図
書
館
空
間
を
、

メ
イ
ン
の
南
側
出
入
口
か
ら
北
に
向
か
っ
て
徐
々
に
静
か
な
ス
ペ
ー

ス
と
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
立
案
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
資
料
再
配

置
や
設
備
改
修
を
順
次
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
一
部
の
閲
覧

椅
子
を
木
製
か
ら
高
さ
調
節
や
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
可
能
な
も
の
に

入
れ
替
え
て
、
静
か
に
試
験
勉
強
に
集
中
で
き
る
エ
リ
ア
を
設
け
た
。
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次
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
勉
強
の
た
め
だ
け
の
自
習
室
に
し
な

い
た
め
に
、
入
口
付
近
の
参
考
図
書
ス
ペ
ー
ス
を
縮
小
し
て
専
用
の

低
書
架
を
撤
去
し
、
閲
覧
室
の
北
側
の
奥
に
あ
っ
た
新
聞
・
教
養
雑

誌
・
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
移
し
て
く
る
と
と
も
に
、
箱
を
積
み
上

げ
た
よ
う
な
展
示
棚
と
休
息
用
の
椅
子
を
配
置
し
た
。
展
示
棚
に
は

ポ
ッ
プ
付
き
で
新
着
資
料
や
薬
学
部
関
係
者
の
著
作
を
置
き
、
そ
れ

以
前
か
ら
入
口
通
路
脇
で
行
っ
て
い
た
テ
ー
マ
展
示
と
合
わ
せ
て
、

授
業
や
自
習
の
合
間
の
息
抜
き
に
気
軽
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
場
を
提

供
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
年
三
月
に
は
、
Ｐ
Ｃ
エ
リ
ア
の
パ
ソ
コ

ン
を
静
音
型
の
も
の
に
入
れ
替
え
て
閲
覧
室
の
北
側
に
移
設
し
、
跡

地
は
グ
ル
ー
プ
学
習
室
Ｂ
と
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
館
内
に
パ
ソ
コ

ン
が
欲
し
い
と
い
う
要
望
に
応
え
て
、
二
室
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
学
習

室
の
一
つ
を
Ｐ
Ｃ
エ
リ
ア
に
転
用
し
た
と
き
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
が

経
っ
て
い
た
。
望
ま
れ
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
形
は
移
り
変
わ
る

が
、
そ
の
と
き
に
合
わ
せ
て
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
今
後
も
続

い
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

職
員
体
制
な
ど

　
職
員
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
お
き
た
い
。
合
併
時
の
二
〇
〇
八
年

四
月
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
務
次
長
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長

を
兼
務
し
、
現
場
は
専
任
職
員
一
名
、
派
遣
職
員
一
名
に
加
え
て
、

夜
間
に
は
院
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用
し
て
い
た
。
六
月
に
は
要
員
確

保
が
問
題
で
あ
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
を
や
め
て
、
夜
間
と
土
曜
日
の
カ

ウ
ン
タ
ー
業
務
を
業
者
に
委
託
し
た
。
必
要
な
人
員
は
常
時
一
名
と

小
規
模
だ
が
、
委
託
先
に
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
業
者
を

選
定
す
る
こ
と
で
、
要
員
の
急
な
休
み
に
対
し
て
も
補
充
が
効
き
や

す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
ま
た
七
月
に
は
統
合
作
業
が
本
格
化
す

る
こ
と
を
見
越
し
て
嘱
託
職
員
一
名
を
増
員
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後

は
、
派
遣
を
嘱
託
に
切
り
替
え
て
、
専
任
職
員
一
名
と
嘱
託
職
員
二

名
で
の
運
用
が
長
く
続
い
た
。
合
併
当
初
は
芝
共
立
Ｉ
Ｔ
Ｃ
と
事
務

室
が
一
緒
だ
っ
た
た
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｃ
が
別
の
場
所
へ
移
転
す
る
ま
で
の

約
一
年
間
は
、
常
に
五
～
六
人
が
所
狭
し
と
座
っ
て
い
た
記
憶
が
あ

る
。

　
専
任
職
員
が
一
名
の
た
め
、
全
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
会
議
体

す
べ
て
に
委
員
を
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
本
部
が
代
行
あ
る
い
は
資

料
提
出
と
議
事
録
の
通
読
で
補
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
常
に
本
部

や
会
議
体
主
査
と
の
密
な
情
報
連
携
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
職
員

の
少
な
さ
は
、
時
に
相
談
相
手
が
な
く
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

特
に
合
併
か
ら
間
も
な
い
こ
ろ
は
薬
学
分
野
に
は
全
く
の
素
人
で
あ

っ
た
慶
應
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
に
と
っ
て
、
日
本
薬
学
図
書

館
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
の
存
在
は
心
強
か
っ
た
。

　
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
共
立
薬
科
大
学
図
書
館
を
引
き
継
ぎ

Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
宿
泊
も
と
も
な
う
研
究
集

会
に
参
加
し
て
役
立
つ
知
識
を
得
た
こ
と
や
、
共
通
の
課
題
や
目
標

を
持
つ
薬
科
系
大
学
図
書
館
の
人
た
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
た

こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
は
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
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と
共
に
医
薬
系
を
中
心
と
し
た
出
版
社
か
ら
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
提
案
を
受
け
て
い
る
。
薬
学
部
と
理
工
学
部
で

特
に
多
く
利
用
さ
れ
る
Ｒ
Ｓ
Ｃ
（
英
国
王
立
化
学
会
）
の
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
購
読
は
、
一
一
年
か
ら
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ

り
契
約
し
、
全
学
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ａ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
活
動
は
、
共
立
薬
科
大
学
が
築
い

て
き
た
交
流
関
係
を
崩
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
合
併
直
後
の
〇
八

年
四
月
に
は
第
一
回
関
東
地
区
研
究
会
を
芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
、
ま
た
一
二
年
度
か
ら
二
年
間
は
関
東
地
区
協
力
館
、
う
ち
一
三

年
度
は
当
番
館
と
し
て
地
区
会
議
や
協
力
館
会
議
を
主
催
し
た
。

　
学
内
の
六
つ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
最
も
小
規
模
な
薬
学
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
周
囲
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
小
回
り
の
き
く
単

学
部
の
図
書
館
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

七
　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部

本
部
事
務
室
の
成
り
立
ち
と
機
能

　
一
九
四
九
年
に
『
慶
應
義
塾
図
書
館
規
程
』
が
定
め
ら
れ
て
以
降
、

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
が
本
館
機
能
を
持
ち
、
他
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
図
書
館
は
分
館
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
は
、
本

館
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

る
教
育
・
研
究
・
医
療
活
動
に
最
適
な
運
営
体
制
や
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
て
き
た
。
七
〇
年
四
月
の
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

発
足
に
あ
た
っ
て
定
め
ら
れ
た
『
慶
応
義
塾
大
学
研
究
・
教
育
情
報

セ
ン
タ
ー
規
程
』
に
よ
り
、
初
め
て
本
部
事
務
室
が
設
置
さ
れ
た
。

本
部
事
務
室
は
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
置
か
れ
、
そ
の
役
割
は
情
報
セ

ン
タ
ー
業
務
に
関
す
る
全
般
的
管
理
、
企
画
お
よ
び
研
究
開
発
に
関

す
る
業
務
な
ら
び
に
渉
外
業
務
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
本
部
事
務
室
が
そ
の
設
置
後
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、

図
書
館
活
動
の
学
内
外
へ
の
発
信
で
あ
る
。
七
〇
年
か
ら
七
三
年
ま

で
『
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』
を
発
行
し
、
情
報
セ

ン
タ
ー
と
い
う
新
組
織
に
関
す
る
教
職
員
へ
の
情
報
共
有
を
進
め
た
。

機
関
誌
『
八
角
塔
』
の
誌
名
を
改
め
『
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
』
と
し
、
利
用

者
側
か
ら
の
提
案
・
要
望
を
発
言
す
る
場
の
提
供
も
目
指
し
た
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
統
計
を
見
直
し
七
〇

年
度
よ
り
「
標
準
統
計
」
と
し
て
統
一
を
図
り
、
本
部
は
そ
の
取
り

ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
学
内
外
へ
の
情
報
提
供
・
発
信
の
窓
口

と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
本
部
事
務
室
は
、
設
置
当
初
は
室
長
（
管
理
職
）
と
総
務
業
務
を

担
当
す
る
職
員
の
み
の
小
規
模
な
組
織
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
主
体
と
な

る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
と
の
協
働
で
進
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
当

時
期
待
が
高
か
っ
た
図
書
館
業
務
の
機
械
化
は
、
本
部
事
務
室
の
研

究
・
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
実
際
の
機

械
化
は
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
。

　
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
棟
地
下
一
階
に
あ
っ
た
本
部
事
務
室
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は
、
そ
の
後
八
二
年
に
三
田
に
図
書
館
新
館
が
完
成
し
た
際
に
そ
の

六
階
に
移
転
し
、
隣
接
し
て
所
長
室
が
置
か
れ
た
。

新
図
書
館
・
図
書
室
開
設
に
お
け
る
本
部
の
役
割

　
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
新
図
書
館
・
図
書
室
の
開

設
が
続
い
た
。
八
〇
年
代
の
三
田
・
日
吉
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
新
図

書
館
建
設
に
始
ま
り
、
九
〇
年
代
に
は
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
、
山
中
資
料
セ
ン
タ
ー
、
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部
図
書
室
、

そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
図
書
室
な
ど
新
図
書
館
・
新
図
書
室
の

開
設
が
続
い
た
。
本
部
事
務
室
は
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
段
階
に
お
い
て
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
と
連
携
し
つ
つ
、
担
当
理
事
・
関
連
部
署

と
の
調
整
、
予
算
の
確
保
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
遠
隔

地
と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
図
書
室
開
設
に
向
け
て
は
、
情
報
セ

ン
タ
ー
配
属
の
職
員
が
学
院
開
校
の
担
当
部
署
（
総
合
企
画
室
）
へ

異
動
し
図
書
室
開
設
の
準
備
を
進
め
、
ま
た
学
院
開
校
後
も
図
書
整

理
の
た
め
三
名
の
職
員
を
交
代
で
半
年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
に
派

遣
し
た
。

　
ま
た
、
〇
八
年
の
共
立
薬
科
大
学
と
の
合
併
に
と
も
な
う
薬
学
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
お
い
て
も
本
部
が
調
整
役
を
果
た
し
た
。

別
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ
れ
て
い
た
共
立
薬
科
大
学
の
蔵
書

の
統
合
お
よ
び
電
子
資
料
の
契
約
変
更
に
は
難
し
さ
を
感
じ
る
局
面

も
あ
っ
た
が
、
薬
学
部
開
設
と
と
も
に
六
番
目
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
と
し
て
開
館
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
部
事
務
室
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
へ

　
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
の
も
と
、
九
三
年
四
月
、
情
報
セ
ン
タ
ー

と
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
が
発
足
し

た
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
情
報
セ
ン
タ
ー
と
計
算
セ
ン
タ
ー
は
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
つ
の
組
織
に
再
編
さ
れ
、
本
部
機
能
を
担
う

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
本
部
に
も
、
情
報
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
室
の
職
員

が
計
算
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
と
も
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
間
双
方
の

会
議
体
の
統
合
を
行
い
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
構
想
が
目
指
し
た
、

研
究
・
教
育
活
動
に
必
要
な
情
報
環
境
の
整
備
・
運
用
お
よ
び
そ
の

効
果
的
な
提
供
に
務
め
た
。

　
そ
の
後
約
六
年
に
亘
り
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
体
と
な
っ

た
組
織
運
営
を
展
開
し
て
い
た
が
、
九
九
年
二
月
、
全
学
的
な
高
度

情
報
化
へ
の
対
応
を
目
的
に
、
電
算
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
部
門
が
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
分
離
し
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
と
も
な
い
、

本
部
事
務
室
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
九
八
年
一
〇
月
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
、

全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
収
書
業
務
と
目
録
業
務
を
一
元
化
し
て
行
う
「
集

中
処
理
機
構
」
は
、
九
九
年
六
月
、
本
部
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
統
合
と
い
う
こ
と
で
は
、

当
時
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
対
象
と
な
り
、
三
田
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
担
当
に
本
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・

メ
デ
ィ
ア
担
当
と
の
兼
務
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
建
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物
内
で
の
業
務
を
よ
り
効
率
的
に
行
う
た
め
、
三
田
の
総
務
担
当
に

本
部
と
の
兼
務
を
発
令
し
席
を
本
部
に
置
い
た
。
前
述
の
と
お
り
職

員
数
名
の
小
規
模
な
部
署
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
は
、

総
務
八
名
、
集
中
処
理
機
構
十
四
名
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア

担
当
五
名
、
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
名
、
合
計
二
十

八
名
（
う
ち
三
田
と
の
兼
務
者
八
名
）
の
専
任
職
員
が
配
置
さ
れ
た
。

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
担
当
は
〇
五
年
四
月
か
ら
は
シ
ス
テ

ム
担
当
と
名
称
を
変
更
し
、
三
田
と
の
兼
務
も
解
消
し
た
。
シ
ス
テ

ム
担
当
は
サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
な
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
業
務
用
パ
ソ

コ
ン
や
図
書
館
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
と
い
っ
た
全
キ
ャ
ン
パ

ス
に
か
か
わ
る
業
務
を
中
心
に
、
三
田
と
連
携
し
た
貴
重
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
公
開
、
慶
應
の
学
術
情
報
の
公
開
基
盤
で
あ
る
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
管
理
・
運
営
な
ど
の
基
幹
的
な
業
務
を
行

い
、
さ
ら
にG

oogle B
ooks Library Project

や
電
子
学
術
書

利
用
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
重
要
な
活
動
を
シ
ス
テ
ム
面
で
支

え
て
い
る
。

　
〇
〇
年
以
降
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
普
及
し
、
図
書
館
が
購
読
す
る

雑
誌
は
紙
か
ら
電
子
媒
体
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
ま
た
全
キ
ャ

ン
パ
ス
で
利
用
可
能
な
コ
ン
テ
ン
ツ
も
増
加
し
、
電
子
資
料
全
般
に

つ
い
て
予
算
管
理
、
支
払
い
処
理
、
契
約
手
続
き
な
ど
を
本
部
に
一

元
化
す
る
動
き
が
加
速
し
た
。
〇
七
年
に
は
本
部
に
電
子
資
料
へ
の

対
応
に
特
化
し
た
「
電
子
資
源
担
当
」
を
新
た
に
設
け
て
い
る
。

図
書
館
間
連
携
の
強
化
：
私
立
大
学
図
書
館
協
会

　
慶
應
は
三
七
年
に
設
立
さ
れ
た
私
立
大
学
図
書
館
協
会
に
当
初
よ

り
参
加
し
、
五
九
年
～
六
〇
年
、
七
三
年
～
七
四
年
に
は
常
任
理
事

校
を
務
め
た
。
協
会
の
各
種
委
員
会
へ
の
委
員
の
派
遣
や
、
研
究
分

科
会
・
各
種
研
修
会
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
講
師
や
参
加
者
の
派
遣
も
積

極
的
に
行
い
、
協
会
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

九
五
年
に
は
当
時
本
部
事
務
長
で
あ
っ
た
澁
川
雅
俊
が
協
会
へ
の
長

年
に
亘
る
功
労
が
認
め
ら
れ
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
協
会
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　
九
〇
年
代
後
半
、
当
時
普
及
し
出
し
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
価
格

高
騰
へ
の
対
応
が
大
学
図
書
館
に
と
っ
て
の
共
通
の
問
題
と
な
っ
て

い
た
。
学
術
雑
誌
が
寡
占
市
場
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、
出
版
社
側

が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
の
価
格
を
毎
年
数
％
値
上
げ
し
て
く
る
事

態
に
、
ど
の
大
学
図
書
館
も
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
協
会
は
私
立
大
学

図
書
館
間
で
の
こ
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
価
格
高
騰
問
題
へ
の
取
組
み

の
受
け
皿
と
な
り
、
〇
〇
年
度
に
「
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
問
題
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
に
は
慶
應
か
ら
も
委
員
を
派
遣

し
た
。
委
員
会
で
は
「
不
当
な
価
格
設
定
に
基
づ
く
過
払
金
の
返

還
」
を
求
め
て
直
接
交
渉
を
進
め
、
さ
ら
に
〇
〇
年
一
二
月
に
は
独

占
禁
止
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
日
本
医
学
図
書
館
協
会
、

日
本
薬
学
図
書
館
協
議
会
と
と
も
に
公
正
取
引
委
員
会
に
申
し
立
て

を
行
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
図
書
館
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

は
な
く
、
継
続
的
な
価
格
上
昇
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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一
方
、
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
と
の
取
引
の
円
建
て
請
求
へ
の
変
更
を
引
き

出
し
、
少
な
く
と
も
為
替
変
動
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
協
会
が
提
供
・
実
施
す
る
研
修
は
、
若
手
育
成
の
機
会
と
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
他
の
事
務
部
門
か
ら
異
動
し
て
来
る
管
理
職
や
中
堅

職
員
の
研
修
の
場
と
し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
た
。
特
に
、
個
々
の

テ
ー
マ
に
特
化
し
た
「
分
科
会
」
と
呼
ば
れ
る
活
動
が
活
発
で
あ
っ

た
。
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
に
は
「
逐
次
刊
行
物
分
科
会
」

の
よ
う
に
参
加
者
が
二
百
名
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ほ

ぼ
毎
月
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
勉
強
会
を
行
う
な
ど
熱
心
に
活
動
し
て

い
た
。
分
科
会
は
、
他
大
学
図
書
館
の
職
員
と
交
流
を
図
り
な
が
ら

そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
見
識
を
深
め
る
機
会
と
な
り
、
慶
應
か
ら
も

若
手
職
員
を
中
心
に
数
多
く
派
遣
し
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

り
、
業
務
の
委
託
化
が
進
む
な
ど
図
書
館
業
務
の
態
様
の
変
化
と
と

も
に
参
加
者
は
減
少
し
て
い
き
、
分
科
会
の
活
動
は
下
火
に
な
っ
て

い
っ
た
（
慶
應
は
〇
三
年
度
ま
で
参
加
し
て
い
た
）。

　
後
述
す
る
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
後

は
、
そ
の
傘
の
下
で
各
図
書
館
団
体
が
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
が
、
総
会
・
研
究
大
会
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会

の
ほ
か
海
外
研
修
派
遣
、
研
究
助
成
や
優
れ
た
業
績
へ
の
顕
彰
事
業

（
協
会
賞
授
与
）
な
ど
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
と
し
て
の
独
自
の

取
組
み
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

図
書
館
間
連
携
の
強
化
：
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会

　
大
学
図
書
館
の
相
互
協
力
は
、
国
立
大
学
図
書
館
協
会
や
私
立
大

学
図
書
館
協
会
な
ど
の
団
体
を
中
心
に
制
度
作
り
が
行
わ
れ
、
地
域

内
で
の
大
学
図
書
館
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
医
学
図
書
館
協
会
な
ど
の

専
門
図
書
館
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
の
相
互
協
力
が
定
着
し
て
い
っ

た
。
七
九
年
、
日
本
の
大
学
図
書
館
全
体
と
し
て
の
事
業
展
開
、
課

題
解
決
、
情
報
共
有
を
進
め
る
枠
組
み
と
し
て
国
公
私
立
大
学
図
書

館
協
力
委
員
会
（
以
下
、
協
力
委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
、
全
国
的
な

大
学
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
こ
の
流
れ
の
中

で
本
部
事
務
室
は
渉
外
担
当
部
署
と
し
て
の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
協
力
委
員
会
は
国
立
大
学
図
書
館
協
会
、
公
立
大
学
協
会
図
書
館

協
議
会
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
を
母
体
と
し
、
各
協
会
・
協
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
館
が
運
営
を
担
う
。
さ
ら
に
、
協
力
委
員
会

の
取
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
委
員
館
の
中
か
ら
常
任
幹
事
館

が
任
命
さ
れ
る
。
常
任
幹
事
館
は
国
立
、
公
立
、
私
立
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
選
出
さ
れ
、
慶
應
は
早
稲
田
大
学
と
と
も
に
八
二
年
か
ら
常
任
幹

事
館
を
務
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
常
任
幹
事
館
の
う
ち
の
一
校
が
、

一
年
交
代
の
持
ち
回
り
で
、
協
力
委
員
会
を
代
表
す
る
委
員
長
館
と

な
る
の
が
慣
例
で
あ
る
。
慶
應
は
一
六
年
ま
で
に
計
五
回
委
員
長
館

を
務
め
て
い
る
。

　
協
力
委
員
会
に
は
、『
大
学
図
書
館
研
究
』
編
集
委
員
会
、
著
作

権
検
討
委
員
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
・
運
営
委
員
会
な
ど
各
種
事
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業
を
推
し
進
め
る
専
門
委
員
会
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
は
常
任
幹
事
館
か
ら
の
派
遣
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
慶

應
も
管
理
職
を
中
心
に
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
協
力
委
員
会
や
私

立
大
学
図
書
館
協
会
以
外
の
組
織
へ
も
参
加
し
て
い
る
が
、
専
門
図

書
館
協
議
会
、
日
本
医
学
図
書
館
協
会
等
の
図
書
館
団
体
へ
は
、
本

部
で
は
な
く
そ
の
専
門
性
が
合
致
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。

館
種
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
協
力
委
員
会
は
大
学
図
書
館
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
国
立
国
会
図
書
館
と
も
連
携
し
、
さ
ら
に
日
本
図
書
館
協

会
や
、
〇
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
で
あ
る
国

立
情
報
学
研
究
所
と
の
連
携
な
ど
、
館
種
の
枠
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
図
書
館
活
動
と
の
連
携
・
協
力
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も

機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
館
種
を
超
え
た
協
力
の
実
際
例
と
し
て

は
、
一
三
年
の
学
位
規
程
の
一
部
改
正
に
と
も
な
う
博
士
論
文
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
公
開
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
と
の
連
携
や
、
Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
し
た
北
米
や
韓
国
と
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
（G

lob-
al ILL Fram

ew
ork

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
〇
三
年
～
一
八
年
）
の

立
ち
上
げ
・
運
営
に
お
け
る
国
立
情
報
学
研
究
所
と
の
連
携
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
協
力
委
員
会
は
一
〇
年
に
国
立
情
報
学
研
究
所
と
包
括
的

な
連
携
・
協
力
の
推
進
に
向
け
た
協
定
を
交
わ
し
た
が
、
そ
の
成
果

の
一
つ
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
の
出
版
社
交
渉
な
ど
を
行
う
「
大

学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）」
の
設
置

で
あ
る
。
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
事
務
局
は
大
学
図
書
館
側
か
ら
派
遣

さ
れ
る
職
員
で
構
成
さ
れ
る
。
各
大
学
図
書
館
の
理
解
・
協
力
が
不

可
欠
な
し
く
み
で
あ
る
が
、
慶
應
か
ら
も
一
三
年
か
ら
二
年
間
、
職

員
を
派
遣
し
た
。
人
材
育
成
の
面
で
の
成
果
を
期
待
し
た
も
の
で
も

あ
っ
た
。
慶
應
か
ら
の
職
員
派
遣
は
、
本
部
が
主
体
と
な
っ
て
人
事

部
と
の
学
内
調
整
や
受
入
れ
先
と
な
る
国
立
情
報
学
研
究
所
の
担
当

部
署
と
の
交
渉
・
相
談
を
行
い
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｊ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
二
年
間
の
派
遣
を
終
え
た
職
員
（
保
坂
睦
）
は
そ

の
経
験
を
活
か
し
て
『
は
じ
め
て
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
管
理
』
を
執

筆
・
刊
行
し
、
一
七
年
度
の
私
立
大
学
図
書
館
協
会
協
会
賞
を
受
賞

し
た
。

早
稲
田
大
学
と
の
連
携

　
八
五
年
に
締
結
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
と
の
図
書
館
相
互
利
用
の
協

定
は
、
利
用
の
面
で
の
相
互
協
力
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
両
校
の
人
材
育
成
や
将
来
に
向
け
た
共
同
作
業
へ
の
言
及

も
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
合
同
研
修
会
の
実
施
や
早
稲
田
大
学
職
員

の
慶
應
で
の
長
期
実
地
研
修
の
実
施
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
一
九
年
に
開
始
し
た
早
慶
で
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
お

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
本
部
が
行
っ
た
。
一
五
年
三
月
に
行

わ
れ
た
館
長
懇
談
会
に
お
い
て
共
同
運
用
の
方
向
性
が
認
め
ら
れ
、
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両
校
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
勉
強
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
勉
強
会

の
成
果
を
基
に
一
六
年
七
月
、
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
の
具
体
的
な
検

討
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
共
同
運
用
に
向
け
て
は
そ
れ

ま
で
の
協
定
書
の
内
容
は
変
え
ず
に
覚
書
を
交
わ
す
こ
と
と
し
、
双

方
の
総
務
担
当
で
協
力
し
て
覚
書
を
策
定
し
た
。
ま
た
シ
ス
テ
ム
業

者
と
の
契
約
や
費
用
分
担
に
つ
い
て
も
、
複
数
機
関
で
一
つ
の
シ
ス

テ
ム
を
使
用
す
る
と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
契
約
形
態

へ
の
対
処
と
な
る
た
め
、
両
校
の
シ
ス
テ
ム
担
当
者
を
含
め
た
総
務

担
当
主
導
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
大
学
当
局
へ
の
説
明
を
行
い
、
最
終
的
に
両
校
と
も
学
内
で
の
承

認
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

海
外
図
書
館
と
の
関
係
拡
大

　
海
外
図
書
館
と
の
関
係
は
、
慶
應
に
お
け
る
日
本
図
書
館
学
校
設

立
時
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
の
復
興
の
中
、
米
国
か
ら
優

れ
た
指
導
者
が
来
日
し
図
書
館
の
近
代
化
を
進
め
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
大
学
図
書
館
が
先
進
事
例
と
し
て
米
国
の
図
書
館
を
範
と
し

て
き
た
。
六
九
年
か
ら
国
立
・
公
立
・
私
立
の
大
学
数
校
の
図
書
館

が
中
心
と
な
っ
て
日
米
大
学
図
書
館
会
議
を
開
催
し
、
両
国
の
大
学

図
書
館
の
組
織
的
交
流
が
始
ま
っ
た
。
第
二
回
会
議
は
七
二
年
米
国

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ
シ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
、
慶
應
か
ら
当
時
の
高

鳥
正
夫
館
長
も
参
加
し
「
大
学
図
書
館
長
の
役
割
と
地
位
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
「
日
本
に
お
け
る
大
学
図
書
館
長

の
諸
問
題
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
日
米
大
学
図
書
館
会
議
は

開
催
地
を
日
米
交
互
で
担
当
し
、
途
中
中
断
が
あ
っ
た
も
の
の
九
二

年
の
第
五
回
ま
で
継
続
し
た
。
慶
應
か
ら
は
文
学
部
図
書
館
・
情
報

学
科
の
教
員
も
参
加
し
、
第
五
回
の
会
議
で
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

担
当
理
事
で
あ
っ
た
高
橋
潤
二
郎
が
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
・
キ

ャ
ン
パ
ス
：
大
学
図
書
館
の
役
割
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
開
設

間
も
な
い
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
職

員
は
会
議
へ
の
参
加
あ
る
い
は
事
務
局
と
し
て
協
力
を
し
つ
つ
、
こ

の
会
議
を
通
じ
て
米
国
の
大
学
図
書
館
と
の
交
流
の
チ
ャ
ネ
ル
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
慶
應
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
と
の
連

携
・
協
力
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
図
書
館
運
営
や
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
〇
年
か
ら
図
書
館
シ
ス
テ
ム
をE

x Libris

社
の

A
leph/Prim

o

に
し
た
こ
と
で
、
海
外
と
の
交
流
の
幅
は
さ
ら
に

広
が
っ
た
。
〇
九
年
か
らEx Libris

社
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

図
書
館
お
よ
び
関
連
組
織
の
国
際
的
な
ユ
ー
ザ
グ
ル
ー
プIG

eLU

（T
he International G

roup of Ex Libris U
sers

）
に
参
加
し
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
Ｃ
Ｊ
Ｋ
言
語
（
中
国
語
・
日
本
語
・
朝

鮮
語
）
の
課
題
を
共
有
す
る
国
の
大
学
図
書
館
と
交
流
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
一
〇
年
一
月
に
は
、
同
じA

leph/Prim
o

を
導
入

し
て
い
た
韓
国
の
延
世
大
学
と
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
基
点
と
し
た

人
事
交
流
に
関
す
る
五
年
間
の
協
定
を
締
結
し
、
一
一
年
一
月
に
慶

應
か
ら
シ
ス
テ
ム
担
当
者
を
含
む
三
名
が
延
世
大
学
を
訪
問
し
た
。
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ま
た
、A

leph

の
後
継
シ
ス
テ
ムA

lm
a

で
の
早
稲
田
大
学
と
の

共
同
運
用
の
実
装
に
向
け
て
、
香
港
でA

lm
a

を
大
学
図
書
館
間

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
導
入
し
て
い
る
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（T

he Joint 
U
niversity Librarians A

dvisory Com
m
ittee

）
参
加
館
四

大
学
へ
一
八
年
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
う
等
、
シ
ス
テ
ム
を
軸
と
す
る

海
外
図
書
館
と
の
連
携
の
チ
ャ
ネ
ル
が
広
が
っ
て
い
る
。

人
材
の
確
保
と
育
成

　
八
五
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
以
前
は
、
慶
應
義
塾
で
四

年
制
大
学
卒
の
女
子
を
専
任
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
の
は
図
書

館
へ
の
配
属
が
想
定
さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
文
学
部

の
中
に
図
書
館
・
情
報
学
科
が
あ
っ
た
こ
と
と
の
関
連
が
大
き
か
っ

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
三
田
の
新
図
書
館
建
設
以
前
に
は
、
西
校
舎

に
あ
っ
た
図
書
館
・
情
報
学
資
料
室
の
担
当
を
含
め
図
書
館
・
情
報

学
科
の
事
務
を
図
書
館
の
職
員
が
担
当
し
て
お
り
、
ま
た
学
生
ア
シ

ス
タ
ン
ト
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
を
務
め
る
図
書
館
・
情
報
学
科
の
学
生

に
慶
應
へ
の
就
職
に
つ
い
て
声
を
か
け
や
す
い
状
況
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
八
五
年
以
降
は
、
図
書
館
・
情
報
学
科
に
限
る
こ
と
な
く
、
司

書
資
格
を
有
す
る
四
年
制
大
学
卒
業
生
や
社
会
人
経
験
者
の
採
用
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
在
に
至
る
ま
で
慶
應
義
塾
に
お
い
て
は
「
図
書

館
枠
」
と
し
て
の
採
用
は
な
く
、
学
校
法
人
の
事
務
職
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
職
員
の
配
属
先
の
一
つ
に
図
書
館
が
あ
る
と
い
う
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
。
一
方
で
図
書
館
経
営
側
の
意
向
が
反
映
さ
れ
得
る

人
事
と
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
、
実
際
に
慶
應
に
入
職
し
た
司
書

資
格
を
持
つ
職
員
が
図
書
館
に
配
属
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。
大
学

当
局
側
に
専
門
的
な
仕
事
は
専
門
知
識
の
あ
る
者
に
任
せ
る
と
い
う

理
解
が
あ
り
、
図
書
館
へ
の
配
属
を
想
定
し
て
採
用
さ
れ
た
者
は
、

の
ち
に
管
理
職
に
な
っ
た
者
を
除
き
図
書
館
外
に
異
動
す
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
。
か
つ
て
は
図
書
館
で
働
く
職
員
で
司
書
資
格
の
あ
る
者

に
は
月
二
千
円
の
司
書
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
慶
應
に
お
け

る
人
事
給
与
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
結
果
、
〇
七
年
に
司
書
手

当
は
廃
止
さ
れ
た
。
事
務
部
門
に
お
け
る
図
書
館
と
い
う
職
場
の
特

殊
性
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
専
門
性
を
示
す
基
準
が
な
い
の

も
事
実
で
あ
る
。

　
大
学
の
Ｉ
Ｔ
部
門
の
管
理
下
で
図
書
館
シ
ス
テ
ム
運
営
を
行
う
大

学
図
書
館
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
要
と
な
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｔ
環
境
を
管
理
・
運
用
す

る
部
署
と
し
て
、
慶
應
で
は
本
部
の
シ
ス
テ
ム
担
当
に
複
数
名
の
専

任
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
担
当
の
職
員
に
つ
い
て
は
経

験
者
採
用
に
よ
る
人
材
確
保
を
行
っ
て
お
り
、
初
期
に
は
図
書
館
シ

ス
テ
ム
関
連
会
社
の
勤
務
経
験
の
あ
る
者
を
中
心
に
採
用
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
幅
広
い
Ｉ
Ｔ
環
境
を
扱
う
た
め
に
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
の
経
験
に
限
ら
ず
、
開
発
系
の
ス
キ
ル
も
採
用
に
あ
た
っ
て
の
判

断
基
準
と
し
て
い
る
。
他
の
図
書
館
職
員
と
は
違
い
、
定
期
的
な
人

事
異
動
に
は
乗
ら
な
い
た
め
、
長
期
的
な
視
野
を
も
っ
て
専
門
性
を
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高
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
一
方
で
業
務
の
属
人
化
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
と
い
っ
た
点
に
配
慮
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

　
学
術
情
報
流
通
が
変
化
す
る
中
、
本
部
は
単
な
る
調
整
役
と
い
う

役
割
か
ら
、
一
歩
先
を
見
据
え
た
戦
略
的
な
方
針
を
提
案
す
る
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
部
の
機
能
は
決
し
て
本
部
内
で
完
結
す
る

も
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ン
ト
で
あ
る
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
が
十
分
な
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
現
場
の
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
の
と
り
ま
と
め

を
行
う
全
塾
閲
覧
担
当
者
会
議
、
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
、

ｅ
事
務
連
絡
会
、
シ
ス
テ
ム
調
整
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
た

会
議
体
と
連
動
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
動
き
を
全
体
の
方
針
と
す
り

合
わ
せ
、
オ
ー
ル
慶
應
と
し
て
の
力
を
高
め
て
い
く
上
で
本
部
が
果

た
す
べ
き
責
務
は
大
き
い
。
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第
一
章

海
外
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
導
入

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
導
入
─
─
初
め
て
の
海
外
シ
ス
テ
ム
─
─

　
二
〇
一
〇
年
四
月
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
丸
善
株
式
会
社
の

CA
LIS

を
ベ
ー
ス
と
し
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
本
社
を
置
くEx Libris

社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

A
leph

（
図
書
館
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
）
とPrim

o

（
統
合
検
索
シ

ス
テ
ム
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
次
期
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
）

へ
の
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
を
行
い
、
初
め
て
海
外
の
図
書
館
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
。
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
の
背
景
と
し
て
、
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
は
九
八
年
の
稼
働
開
始
か
ら
長
年
の
運
用
を
経
て
、
次

の
よ
う
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
。

一
．
独
自
仕
様
に
よ
る
維
持
コ
ス
ト
の
増
大

二
．
印
刷
資
料
を
中
心
と
し
た
設
計
思
想

三
．
新
し
い
ト
レ
ン
ド
（
電
子
資
料
、
利
用
者
中
心
志
向
）
へ

の
対
応
不
足

四
．
標
準
技
術
へ
の
対
応
不
足

五
．
将
来
的
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
対
す
る
不
安

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
、
〇
四
年
一
〇
月
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅱ
を
運
用
開
始
か
ら
十
年
後
の
〇
八
年
に
新
た
な
シ
ス
テ
ム
に
更
新

す
る
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
で
決
ま
っ
た
。

　
次
期
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
に
は
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た
、
一
つ

は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
を
整
理
・
維
持
し
た
上
に
新
し
い
検
索
サ
ー

ビ
ス
を
追
加
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
全
く
新
し
く

パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
の
余
地
が
大
き
く
、
慶
應
の
業
務
に
合
わ
せ
生
産
性
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
独
自
開
発
部
分
が
大
き
く
な
る
た

め
シ
ス
テ
ム
開
発
能
力
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
コ
ス
ト
も
か

か
る
。
後
者
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
し

に
機
能
拡
張
が
可
能
だ
が
、
慶
應
の
独
自
業
務
に
は
対
応
で
き
ず
、

シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
て
業
務
の
再
設
計
が
必
要
と
な
る
。
熟
慮
の
末
、

次
期
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ス
ト
の
削
減
、
将
来
的
な
拡
張
の
し
や
す
さ

を
重
視
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
提
と
し
て
検
討
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
な
次
期
シ
ス
テ
ム
の
要
件
と

し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
掲
げ
ら
れ
た
。

一
．
多
く
の
経
費
と
時
間
を
要
す
る
自
力
開
発
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
、
国
際
標
準
に
よ
る
最
新
情
報
技
術
へ
の
対
応
が
可

能
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

二
．
世
界
市
場
に
お
い
て
一
定
の
支
配
力
を
持
ち
高
い
評
価
を

得
て
い
る
継
続
性
あ
る
シ
ス
テ
ム

三
．
検
索
エ
ン
ジ
ン
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
出
版
流
通
、
教
育

産
業
等
の
図
書
館
外
の
世
界
と
の
連
携
を
可
能
に
す
る
拡
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張
性
あ
る
シ
ス
テ
ム

四
．
電
子
情
報
資
源
の
管
理
は
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
に
と
も

な
う
拡
張
性
を
考
慮
し
、
紙
の
資
料
と
切
り
離
し
て
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
、
検
索
の
面
で
は
、
多
様
な
情
報
資
源

を
区
別
す
る
こ
と
な
く
シ
ー
ム
レ
ス
に
検
索
可
能
と
す
る

シ
ス
テ
ム

　
こ
う
し
た
要
件
を
満
た
す
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
探
す
た
め
に
は
、

国
内
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
海
外
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
、
国
内
で
の
海
外
図
書

館
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
実
際
の
運
用
状
況
を
知

る
た
め
に
海
外
で
の
現
地
調
査
を
行
う
必
要
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
、

〇
五
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
七
名
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
職
員
が
北
米
大
学
図
書
館
を
視
察
し
、
海
外
図
書
館
パ
ッ
ケ
ー
ジ

シ
ス
テ
ム
の
情
報
収
集
と
比
較
検
討
、
各
大
学
図
書
館
に
お
け
る
電

子
資
料
関
連
シ
ス
テ
ム
の
動
向
調
査
を
行
っ
た
。

　
〇
六
年
八
月
に
は
、
次
期
シ
ス
テ
ム
選
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
設
置
さ
れ
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ま
ず
要
求
仕
様
に

合
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
提
示
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
〇
六
年
一
〇
月
か
ら
機
能
要
件
を
明
記
し
た
要
求
仕
様
書

（
Ｒ
Ｆ
Ｐ
：R
equest For Proposal

）
の
作
成
を
開
始
し
た
。
英

文
三
十
一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
要
求
仕
様
書
は
、
通
常
の
図
書
館
業
務

（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
閲
覧
、
目
録
、
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
受
入
、
雑
誌
）

と
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
管
理
レ
ポ
ー
ト
と
統
計
、
外
部
連

携
機
能
、
導
入
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
（
デ
ー
タ
移
行
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
テ
ス
ト
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
維
持
管
理
）、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
導
入
後
四
年
間
の

経
費
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
経
費
を
除
く
）
を
対
象
と
し
て
、
ベ
ン
ダ
ー

か
ら
の
提
案
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要
求
仕
様
書
の
機
能
要
件

の
最
初
に
掲
げ
た
の
は
、
書
誌
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
世
界
標
準

で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

Z39.50

と
い
っ
た
図
書
館
関
連
の
諸
国
際
規
格
に
対
応
し
た
シ
ス

テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
〇
八
年
一
月
に
、
こ
の
要
求
仕
様
書
を
国
内
七
社
、
海
外
二
社
の

図
書
館
ベ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
送
付
し
、
そ
の
う
ち
提
案
を
辞
退
す
る

旨
の
回
答
が
あ
っ
た
国
内
六
社
を
除
く
、
国
内
一
社
、
海
外
二
社
か

ら
提
案
書
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
社
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
向
け

説
明
会
を
実
施
し
、
次
期
シ
ス
テ
ム
選
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

更
な
る
検
討
が
行
わ
れ
た
。
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
と

し
た
場
合
、
候
補
と
な
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
はInnovative

社
のM

illennium

とEx Libris

社
のA

leph

の
二
つ
に
限
ら

れ
、
最
終
的
に
海
外
二
社
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
い
ず
れ
か
に
決
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
採
用
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
最
終
決
定
は
、
次
期
シ
ス
テ
ム
政
策
委

員
会
で
行
わ
れ
た
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
五
つ
の
観
点
か

ら
評
価
し
た
。

一
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
親
和
性
お
よ
び
拡
張
可
能
性
、
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G
oogle B

ooks

デ
ー
タ
と
の
連
携
・
展
開
の
可
能
性

二
．
サ
ー
ビ
ス
、
サ
ポ
ー
ト
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

三
．
目
録
シ
ス
テ
ム
、
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

四
．
受
入
・
発
注
・
予
算
管
理
（
雑
誌
管
理
を
含
む
）
シ
ス
テ

ム

五
．
価
格

図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
の
面
で
は
二
社
間
で
大
き
な
差
は

な
く
、
比
較
の
ポ
イ
ン
ト
は
そ
の
他
の
観
点
に
絞
ら
れ
た
。Ex 

Libris

社
の
提
案
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
親
和
性
お
よ
び
拡

張
可
能
性
で
優
位
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
サ
ポ
ー
ト
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
体
制
が
新
規
導
入
の
際
の
リ
ス
ク
低
減
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
価
格
の
面
で
も
優
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
〇
七
年
四
月
よ
り
既
に

同
社
の
電
子
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
るV

erde
と
リ
ン
ク
リ
ゾ

ル
バ
のSFX

を
導
入
し
て
い
た
こ
と
や
、
慶
應
も
参
加
し
て
い
る

G
oogle B

ooks Library Project

の
参
加
大
学
の
多
く
が

A
leph

を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
動
向
も
考
慮
さ
れ
、
〇
八
年
一
一

月
にA

leph

とPrim
o

の
採
用
が
決
定
し
た
。
要
求
仕
様
書
を
提

示
し
て
か
ら
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
の
決
定
に
至
る
ま
で
に
十
カ
月
を

要
し
た
。

　A
leph

とPrim
o

の
導
入
に
向
け
て
、
〇
八
年
一
二
月
に
次
期

シ
ス
テ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
設
置
し
、
そ
の
事
務
室
は
日
吉
図

書
館
内
に
置
か
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
員
の
数
は
時
期
に
よ
っ
て

変
動
が
あ
っ
た
が
、
兼
務
者
を
含
め
最
大
で
専
任
職
員
十
二
名
と
な

る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
。
目
録
・
受
入
・
発
注
・
雑
誌
・

閲
覧
の
各
業
務
の
担
当
者
一
名
と
電
子
資
料
管
理
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
一

名
、
日
本
語
化
に
二
名
、
シ
ス
テ
ム
担
当
に
三
名
、
そ
し
て
室
長
と

室
長
補
佐
を
置
い
た
。
こ
れ
にEx Libris

社
か
ら
常
駐
の
社
員
一

名
が
加
わ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
で
は
、
ま
ず
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
の
理
解
、
習
得
に
取
り
組
み
、
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
移
行
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
初
期
設
定
、
各
ス
タ
ッ
フ
へ
の
新
シ
ス
テ
ム
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
初
代
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
か
ら
引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
、
五
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館

業
務
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
反
省
に
立
ち
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
と
全
学
的
な
業
務
別
担
当
者
の
会
議
体
と
の
協
力
に
よ
り
、
例
え

ば
貸
出
規
則
を
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
統
一
す
る
こ
と
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
よ
り
異
な
る
体
系
で
管
理
さ
れ
て
い
た
予
算
コ
ー
ド
を
標
準
化
す

る
等
、
可
能
な
限
り
の
調
整
を
事
前
に
行
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ

ム
に
合
わ
せ
た
業
務
モ
デ
ル
の
再
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
機
能
に

業
務
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
が
、
請
求
記
号
の

付
与
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
予
算
執
行
状
況
照
会
、
慶
應
の
支
払
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
の
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
備
わ
っ
て
い
な
い
必
要
業

務
に
対
応
し
た
機
能
や
、
日
本
語
目
録
デ
ー
タ
の
分
か
ち
書
き
、
カ

ナ
、
ロ
ー
マ
字
付
与
と
い
っ
た
日
本
語
特
有
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
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一
部
、「
外
付
け
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
独
自
に
開
発
し
て
対
処
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　A
leph

とPrim
o

の
採
用
は
日
本
初
で
あ
っ
た
。
両
シ
ス
テ
ム

は
多
言
語
に
対
応
し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
導
入
実
績
は
あ

っ
た
も
の
の
、
基
本
言
語
が
英
語
で
あ
る
国
内
導
入
実
績
の
な
い
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
は
、
日
本
で
利
用
す
る
た
め
の
ロ
ー
カ
ラ
イ

ズ
が
必
要
で
あ
っ
た
。
画
面
表
示
の
日
本
語
化
か
ら
日
本
語
の
言
語

特
性
に
対
応
し
た
索
引
語
生
成
と
検
索
方
式
、
そ
し
て
日
付
・
通
貨

単
位
の
日
本
式
表
示
に
至
る
ま
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
、
同
パ
ッ
ケ

ー
ジ
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
日
本
で
の
利
用
に
対
応
さ
せ
る
べ
く

取
り
組
ん
だ
。

　
十
六
カ
月
に
わ
た
る
作
業
を
進
め
た
後
、
当
初
の
予
定
よ
り
二
年

遅
れ
て
、
一
〇
年
三
月
にA

leph

の
運
用
を
開
始
し
た
。Prim

o

は
リ
リ
ー
ス
間
際
ま
で
館
内
検
索
端
末
で
の
認
証
方
法
な
ど
に
つ
い

て
調
整
を
続
け
、
一
〇
年
四
月
に
運
用
開
始
と
な
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅲ
全
体
の
正
式
稼
働
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
は
そ
の

後
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
運
用
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
を
見
届
け
た

一
〇
年
九
月
を
も
っ
て
解
散
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一

つ
は
、
図
書
館
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
（A

leph

）
で
あ
り
、
目
録
、

閲
覧
、
受
入
・
予
算
管
理
（
雑
誌
管
理
を
含
む
）、
紙
資
料
の
み
を

対
象
と
し
た
利
用
者
用
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
基

本
的
な
図
書
館
業
務
を
行
う
機
能
を
有
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
二

図 1　KOSMOS III のシステム構成
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つ
目
は
、
リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
（SFX

）
と
電
子
資
料
管
理
シ
ス
テ

ム
（V

erde

）
で
あ
り
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
電
子
ブ
ッ
ク
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
電
子
資
料
の
管
理
を
行
い
、
利
用
者
に
電
子
資
料

へ
の
入
手
経
路
を
提
供
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、

統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
（Prim

o

）
で
あ
り
、A

leph

か
ら
紙
資
料
の

デ
ー
タ
を
取
り
込
み
、
こ
れ
と
電
子
資
料
の
デ
ー
タ
を
横
断
的
に
検

索
す
る
こ
と
で
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
利
用
可
能
な
資
料
全
体
の

検
索
を
保
証
し
、
そ
の
検
索
結
果
か
ら
の
紙
資
料
の
取
寄
せ
・
予
約

や
電
子
資
料
の
全
文
へ
の
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

　
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、A

leph
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
機
能
と

Prim
o

の
ど
ち
ら
を
メ
イ
ン
と
す
る
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
の
検
討
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

で
構
成
さ
れ
る
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
を
中
心
に
行
わ
れ

た
。
当
初
か
らPrim

o

を
メ
イ
ン
と
す
る
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
な
く
、A

leph

の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
機
能
と
比
べ
て
機
能
評
価
を
し

た
上
で
ど
ち
ら
を
メ
イ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
か
決
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。A

leph

の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
機
能
で
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
ま
で
の

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
採
用
し
て
い
た
形
態
素
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
単
語
単
位
で

の
索
引
語
を
切
り
出
す
方
式
）
の
実
装
が
確
約
さ
れ
て
い
た
が
、

Prim
o

はN
-gram

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
文
字
単
位
で
の
索
引
語

を
切
り
出
す
方
式
）
の
み
で
あ
り
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
一
覧
す
る
ブ

ラ
ウ
ズ
機
能
を
持
た
な
い
な
ど
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
ま
で
の
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
機
能
と
比
較
し
て
異
な
る
部
分
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
違
い
は
利

用
者
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
落
と
さ
ず
に

シ
ス
テ
ム
移
行
が
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。
最
終
的
にA

leph

の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
機
能
は
紙
資
料
の
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
下
位
の
サ
ー

ビ
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
、K

eio-O
PA

C

と
い
う
呼
称
で
提
供
す
る

こ
と
と
な
り
、Prim

o

を
紙
資
料
と
電
子
資
料
の
統
合
検
索
シ
ス

テ
ム
と
し
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
い
う
呼
称
で
サ
ー
ビ
ス
の
前
面
に
据

え
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
業
務
用
を
含
む
図
書
館
シ
ス
テ
ム
全
体
を

さ
す
場
合
に
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
な
ど
世
代
を
示
す
ロ
ー
マ
数
字

を
付
け
る
が
、
利
用
者
向
け
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
は
単
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
に
よ
っ
て
業
務
モ

デ
ル
の
再
構
築
、
組
織
の
見
直
し
、
既
存
シ
ス
テ
ム
部
分
の
経
費
圧

縮
、
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。
稼
働
直
後
は
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
が
数
多
く
発
生
し
て

い
た
が
、
安
定
稼
働
を
目
指
し
てEx Libris

社
と
協
力
し
な
が
ら

運
用
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
は
そ
の
後
、
一
九
年
九
月
ま
で
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
的
な
基
盤
と
し
て
続
く
こ
と
と
な
る
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
導
入
と
早
慶
共
同
シ
ス
テ
ム

　
二
〇
一
五
年
よ
り
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
後
継
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
背
景

と
し
て
は
、
電
子
資
料
の
増
加
に
と
も
な
い
、
紙
資
料
に
つ
い
て
ワ
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ー
ク
フ
ロ
ー
を
整
備
し
、
保
存
の
コ
ス
ト
を
含
め
た
運
営
の
効
率
化

を
図
り
つ
つ
、
紙
資
料
と
電
子
資
料
を
統
合
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
将
来
的
に
、
複
数
大
学

で
紙
資
料
の
共
同
管
理
を
行
う
シ
ェ
ア
ー
ド
・
プ
リ
ン
ト
の
方
向
へ

向
か
う
と
考
え
ら
れ
、
北
米
で
は
、
大
学
間
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

組
織
し
、
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
が
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
の

も
と
、
慶
應
と
し
て
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
へ
向
け
た
歩
み
を
進
め
る

べ
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
大
学
図
書
館
と
し
て
、
長
年
の
図
書
館

相
互
利
用
の
歴
史
が
あ
る
早
稲
田
大
学
と
の
共
同
運
用
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
五
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
深
澤
良
彰
館
長
と
慶
應
の

田
村
俊
作
所
長
の
間
で
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

が
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
定
期
的
に

シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
向
け
た
勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

勉
強
会
は
早
慶
の
実
務
担
当
者
が
参
加
し
、
両
大
学
の
図
書
館
シ
ス

テ
ム
の
運
用
状
況
と
業
務
フ
ロ
ー
の
共
有
を
中
心
に
月
に
一
回
程
度

開
催
し
た
。
一
年
半
ほ
ど
勉
強
会
を
継
続
し
た
後
、
一
六
年
七
月
に

早
稲
田
の
深
澤
館
長
と
慶
應
の
赤
木
完
爾
所
長
と
の
懇
談
が
行
わ
れ
、

シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

七
年
五
月
に
は
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
に
よ
る
連
携
強
化
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
、
本
格
的
に
早
慶
で
共
同
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
選

定
作
業
に
入
っ
た
。
覚
書
で
は
以
下
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

一
．
両
図
書
館
の
堅
固
な
連
携
の
も
と
に
、
将
来
に
向
け
て
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と

二
．
両
図
書
館
が
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
共
同
選
定
、
共
同
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
．
シ
ス
テ
ム
の
修
正
や
機
能
改
善
が
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
よ
り
、
円
滑
に
実
行
さ
れ
、
安
定

的
な
シ
ス
テ
ム
運
用
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

イ
．
シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と

三
．
目
録
情
報
の
共
同
調
達
に
よ
る
目
録
作
成
コ
ス
ト
を
低
減

す
る
こ
と

四
．
最
適
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
合
理
的
に
提
供
で
き
る
業
務

基
盤
を
作
る
こ
と

　
覚
書
を
受
け
て
、
一
七
年
五
月
に
第
一
回
の
早
慶
図
書
館
シ
ス
テ

ム
共
同
運
用
検
討
会
議
（
早
慶
シ
ス
テ
ム
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
は
、
早
慶
共
同
運
用
シ
ス
テ
ム
の
要
求
仕
様
書
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
、
約
三
カ
月
か
け
て
英
語
版
と
日
本
語
翻
訳
版
を
作
成
し

た
。
こ
の
要
求
仕
様
書
の
冒
頭
に
は
、
共
同
運
用
の
目
的
と
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
以
下
の
点
が
記
載
さ
れ
た
。

一
．
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
に
よ
る
運
用
の
安
定
化
と
コ
ス
ト

削
減

二
．
目
録
形
式
の
標
準
化
、
目
録
作
成
の
コ
ス
ト
削
減

三
．
共
同
運
用
に
よ
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
・
資
料
の
充
実

四
．
早
慶
間
で
の
知
識
・
経
験
の
共
有
、
人
的
交
流
の
促
進
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シ
ス
テ
ム
選
定
に
あ
た
り
、
一
七
年
八
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の

時
と
同
様
、
要
求
仕
様
書
を
国
内
外
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー

八
社
へ
送
付
し
た
。
国
内
四
社
、
海
外
二
社
は
辞
退
し
、
海
外
二
社

か
ら
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
提
案
書
の
採
点
、
二
社
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
早
慶
シ
ス
テ
ム
会
議
で
の
検
討
の
結
果
、

一
七
年
一
一
月
、
最
終
的
にEx Libris

社
の
提
案
を
採
用
す
る
こ

と
が
決
ま
り
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
図
書
館
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
と
し
て

A
lm

a

、
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
てPrim

oV
E

が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。A

lm
a

、Prim
oV

E

を
選
定
し
た
主
な
理
由
と

し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
．
業
務
に
特
化
し
た
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

二
．
多
様
な
レ
ベ
ル
で
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
共
同
運
用
が
で
き

る
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

三
．
紙
資
料
と
電
子
資
料
の
管
理
が
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と

四
．
国
際
的
な
デ
ー
タ
流
通
に
対
応
可
能
な
こ
と

五
．
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
機
能
（
紙
資
料
、
電
子
資
料
お
よ
び
論

文
・
記
事
を
含
む
統
合
検
索
機
能
）
を
有
す
る
こ
と

特
に
、
大
学
ご
と
の
独
自
運
用
の
部
分
も
持
ち
な
が
ら
、
連
携
可
能

な
業
務
か
ら
共
同
運
用
へ
移
行
で
き
る
柔
軟
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
お

よ
び
電
子
資
料
の
業
務
の
最
適
化
を
見
据
え
て
、
紙
資
料
と
電
子
資

料
を
同
じ
よ
う
に
扱
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
が
早
慶
で
共
同

運
用
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
大
き
な
利
点
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
ま

た
、
こ
の
時
期
に
、Innovative

社
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
ユ
ー
ザ
で
あ
っ
た
香
港
の
大
学
間
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

A
lm

a

を
選
定
す
る
な
ど
、
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
採
用

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
てA

lm
a

の
世
界
的
シ
ェ
ア
が
増
え
て
い
た

と
い
う
動
向
も
意
思
決
定
の
後
押
し
と
な
っ
た
。Prim

oV
E

に
つ

い
て
は
、
提
案
時
点
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
間
も
な
い
新
し
い
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
が
、Ex Libris

社
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
核
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
年
二
月
に

A
lm

a

とPrim
oV

E

の
正
式
契
約
を
行
っ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
の
決
定
後
、
早
慶
シ
ス
テ
ム
会
議
の
下
に
、
目
録
、
受

入
、
雑
誌
、
閲
覧
、
電
子
資
料
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
、
総
務
の
各
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
導
入
に
向
け
具
体
的
な
検
討
を
開
始
し
た
。
全
体
の

集
約
は
早
慶
そ
れ
ぞ
れ
の
各
チ
ー
ム
の
代
表
者
か
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー

会
議
が
担
っ
た
。
ま
た
、Ex Libris

社
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
の
主
担
当
で
あ
り
日
本
に
常
駐
す
るProfessional Service 

T
eam

、
本
社
が
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
に
拠
点
を
置
き
開
発
を
担
当
す

るD
evelopm

ent T
eam

、
世
界
中
の
利
用
機
関
の
運
用
サ
ポ
ー

ト
を
担
当
す
るSupport T

eam

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

シ
ス
テ
ム
の
導
入
支
援
に
あ
た
っ
た
。

　Ex Libris

社
と
の
契
約
時
に
提
案
さ
れ
た
移
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
プ
ラ
ン
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
を
六
カ
月
と
し
、
そ
の
中
で
、

旧
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
移
行
作
業
を
二
回
（
テ
ス
ト
移
行
一
回
、

本
番
移
行
一
回
）
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
英
語
圏
の

導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
標
準
的
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
が
、
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A
lm

a

の
日
本
で
の
導
入
は
初
め
て
で
あ
り
、
新
た
な
開
発
部
分
も

多
く
、
六
カ
月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
で
は
短
く
、
デ
ー
タ
移
行
作

業
も
こ
の
回
数
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
伝
え
た
。
交
渉

の
結
果
、
最
終
的
に
は
、
六
カ
月
間
の
準
備
期
間
を
含
む
、
十
七
カ

月
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
、
週
に
一
度
のProject M

eeting

を
持

ち
、
デ
ー
タ
移
行
作
業
は
三
回
（
テ
ス
ト
移
行
二
回
、
本
番
移
行
一

回
）
と
す
る
内
容
で
合
意
し
た
。

　
一
八
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
、
移
行
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
前
の
準
備
期
間
と
し
て
、
早
慶
の
各
チ
ー
ム
でA

lm
a

、Pri-
m
oV

E

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
込
み
、
評
価
用
に
提
供
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
環
境
を
利
用
し
て
、
慶
應
、
早
稲
田
そ
れ
ぞ
れ
でA

lm
a

の
導
入
に
際
し
て
、
業
務
フ
ロ
ー
を
ど
の
よ
う
に
最
適
化
し
て
い
く

か
の
検
証
を
進
め
て
い
っ
た
。E

x Libris
社
と
のProject 

M
eeting

で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
を
確
認
し
、A

lm
a

の
日
本
で

の
利
用
に
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
開
発
要
望
を
出
し
た
。
ま
た
、
こ

の
時
点
で
早
慶
間
は
全
書
誌
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
た
た
め
、
準
備
期
間
の
後
半
は
、
早
慶
そ
れ
ぞ
れ
が
移
行
前
の
シ

ス
テ
ム
上
で
抽
出
し
た
書
誌
デ
ー
タ
を
持
ち
寄
り
同
定
処
理
を
行
う

な
ど
、A

lm
a

上
で
早
慶
の
書
誌
デ
ー
タ
を
マ
ー
ジ
す
る
た
め
の
準

備
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
一
八
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
デ
ー
タ
移
行
の
一
回

目
の
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
五
月
に
か
け
て
は
、
移
行
テ

ス
ト
結
果
の
検
証
と
並
行
し
て
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
問
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
そ
の
移
行
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
番
デ
ー

タ
移
行
時
の
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
案
が
で
き
る
よ
う
な
り
、

各
担
当
か
ら
順
次
、
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
に
関
す
る
利
用
者
向
け

の
広
報
を
始
め
た
。
ま
た
、
こ
の
期
間
、
早
慶
の
書
誌
デ
ー
タ
共
有

とPrim
oV

E

の
日
本
語
検
索
機
能
に
つ
い
て
の
開
発
が
佳
境
を
迎

え
た
。
特
にPrim

oV
E

に
つ
い
て
は
、
移
行
テ
ス
ト
後
の
デ
ー
タ

検
索
で
見
つ
か
っ
たIndexing

（
検
索
用
の
索
引
作
成
）
の
処
理

の
不
具
合
をEx Libris

社
に
伝
え
そ
の
改
修
作
業
を
進
め
る
、
と

い
う
一
連
の
流
れ
を
短
い
サ
イ
ク
ル
で
何
回
も
回
し
、
実
際
に
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
行
うD

evelopm
ent T

eam

と
も
直
接
連
携
し
て

問
題
を
一
つ
一
つ
潰
し
て
い
っ
た
。
一
九
年
五
月
に
行
わ
れ
た
、
二

回
目
の
移
行
テ
ス
ト
は
、
各
工
程
に
か
か
る
時
間
を
計
測
し
つ
つ
本

番
作
業
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
た
。
移
行
後
の
デ
ー
タ
を
検
証
し
た

結
果
、
初
回
の
デ
ー
タ
移
行
で
発
生
し
た
問
題
の
多
く
は
解
消
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
な
お
積
み
残
し
と
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、

本
番
デ
ー
タ
移
行
ま
で
に
修
正
す
る
か
、
本
番
移
行
し
た
後
で
対
応

す
る
か
の
切
り
分
け
を
行
っ
た
。

　
一
九
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
二
回
目
の
移
行
テ
ス
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
デ
ー
タ
移
行
作
業
手
順
を
確
認
し
、
本

番
移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
綿
密
に
組
み
上
げ
て
行
っ
た
。
こ
の
時

点
で
も
ま
だ
多
く
の
機
能
が
開
発
中
で
あ
っ
た
が
、
早
慶
で
開
発
項

目
に
優
先
順
位
を
つ
け
、
本
番
稼
働
の
直
前
ま
でEx Libris

社
と

検
討
を
重
ね
、
必
要
な
も
の
は
移
行
前
に
実
装
す
る
よ
う
に
調
整
し
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た
。
周
到
な
準
備
を
重
ね
、
一
九
年
八
月
末
に
本
番
デ
ー
タ
の
移
行

作
業
が
実
施
さ
れ
た
。
デ
ー
タ
移
行
終
了
後
、
各
機
能
が
問
題
な
く

動
作
す
る
こ
と
を
早
慶
そ
れ
ぞ
れ
の
各
チ
ー
ム
が
検
証
・
確
認
し
、

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
無
事
完
了
し
た
。
そ
し
て
当
初
の
予
定
ど

お
り
一
九
年
九
月
よ
り
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
稼
働
を
開
始
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
慶
應
で
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
い
う
呼
称
で
初

代
か
ら
Ⅲ
ま
で
単
独
で
運
用
し
て
き
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
で
初

め
て
早
稲
田
大
学
と
の
共
同
運
用
と
な
っ
た
。
共
同
運
用
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
は
大
き
く
異
な

る
も
の
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
構
成
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
で
あ
るA

lm
a

とPrim
oV

E

、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
接
続

し
て
利
用
す
る
外
付
け
シ
ス
テ
ム
群
か
ら
成
る
。A

lm
a

とPri-
m
oV

E

は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
サ
ー

バ
を
置
く
必
要
が
な
く
、
新
機
能
の
追
加
や
不
具
合
修
正
な
ど
が
毎

月
自
動
的
に
行
わ
れ
て
い
く
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅲ
ま
で
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
サ
ー
バ
を
設
置
し

て
利
用
す
る
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
型
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
サ
ー
バ
機
器

の
保
守
や
リ
プ
レ
ー
ス
、
定
期
的
な
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
作
業
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
運
用
が
求
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
で
は
こ
れ
ら
の

コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。A

lm
a

は
、
主
に
図

書
館
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
す
る
機
能
と
デ
ー
タ
を
制
御
す
る
Ｌ
Ｓ
Ｐ

図 2　早慶共同運用システムの構成
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（Library Services Platform

）
と
呼
ば
れ
る
形
式
の
図
書
館
基

幹
業
務
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。Prim

oV
E

は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で

採
用
し
て
い
たPrim

o

の
設
計
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、A

lm
a

と
連

携
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
特
化
し
て
開
発
さ
れ
た
統
合
検
索
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。A

lm
a

内
に
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
検
索
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、A

lm
a

か
ら
紙
や
電

子
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
処
理
が
不
要
で
あ
る
た
め
、

Prim
o

で
は
必
要
で
あ
っ
た
デ
ー
タ
取
込
み
処
理
を
行
う
運
用
の

手
間
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅳ
の
導
入
に
あ
た
り
、
現
場
の
業
務
を
な
る
べ
くA

lm
a

に
標

準
で
用
意
さ
れ
て
い
る
業
務
フ
ロ
ー
に
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
時
と
同
様
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

ス
テ
ム
で
実
現
で
き
な
い
業
務
が
一
部
残
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ら

の
機
能
に
つ
い
て
は
外
付
け
シ
ス
テ
ム
と
し
て
独
自
開
発
し
、
組
み

込
む
こ
と
に
し
た
。

　
一
九
年
九
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
後
も
早

慶
シ
ス
テ
ム
会
議
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
定
期
的
に
リ
ー
ダ
ー
会
議

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
統
括
お
よ
び
早
慶
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
担
う
総
務
シ
ス
テ
ム
会
議
を
開
催
し
、
情

報
共
有
や
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
は
、
日
本
の
大
学
図
書
館
の
歴
史

上
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
将
来
像
は
今
後
、
早
慶
両
図
書
館
の
独

自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
長
年
に
亘
り
築
い
て
き
た
協
力
関
係
の
上
に

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
を
維
持
し
な
が
ら
描
い
て
い
く
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
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第
二
章

目
録
の
変
遷

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
整
理
課
時
代 

（
一
九
七
〇
年
四
月
～
一
九
八
二
年
三
月
）

　
一
九
七
〇
年
四
月
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
に
、
整
理
業
務
を
担
う

部
署
と
し
て
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
整
理
課
が
置
か
れ
た
。
以
前

は
、
図
書
館
と
各
研
究
室
図
書
室
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
整
理
を
行

っ
て
い
た
が
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
に
際
し
て
図
書
館
と
各
研

究
室
図
書
室
の
資
料
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
け
る
資
料
す
べ
て
が
一
元
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
に
お
い
て
は
、
整
理

を
す
る
上
で
共
通
の
基
準
が
必
要
と
な
り
、
新
た
な
体
制
下
で
の
作

業
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
。
整
理
課
で
は
『
整
理

課
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
七
〇
年
四
月
発
行
）
に
基
づ
く
作
業
方
針

の
も
と
、
①
慶
應
義
塾
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
す
べ
て
の

図
書
資
料
の
組
織
化
、
②
そ
れ
ら
の
書
誌
的
記
録
（
目
録
カ
ー
ド
）

の
作
成
、
③
検
索
手
段
（
目
録
フ
ァ
イ
ル
）
の
構
成
、
④
配
架
さ
れ

た
図
書
資
料
の
利
用
請
求
お
よ
び
保
管
の
た
め
の
装
備
、
な
ど
の
業

務
を
行
っ
た
。

　
主
た
る
業
務
と
な
っ
た
の
は
目
録
の
作
成
と
分
類
で
あ
る
。
ま
ず

は
目
録
規
則
に
従
い
資
料
の
書
誌
情
報
を
分
析
し
、
そ
の
過
程
で
目

録
カ
ー
ド
作
成
に
必
要
な
事
項
を
抽
出
す
る
。
次
に
資
料
の
主
題
の

分
析
と
分
類
法
に
よ
る
分
類
番
号
の
付
与
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
事
項

に
よ
る
組
織
化
を
行
い
目
録
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
。
そ
し
て
最
後
に

完
成
し
た
目
録
カ
ー
ド
を
利
用
者
用
目
録
に
組
み
込
む
作
業
（
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
）
ま
で
を
行
う
。
目
録
カ
ー
ド
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

印
刷
カ
ー
ド
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
和
書
は
国
立
国
会
図
書

館
印
刷
目
録
カ
ー
ド
（
国
会
カ
ー
ド
）、
洋
書
は
米
国
議
会
図
書
館

印
刷
目
録
カ
ー
ド
（
Ｌ
Ｃ
カ
ー
ド
）
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
作
業
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
た
。
印
刷
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
な
い
資
料
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
方
式
、
即
ち
自
館
で
策
定
し
た
ル
ー
ル

に
従
い
、
目
録
カ
ー
ド
を
手
作
業
で
作
成
す
る
方
法
で
整
理
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
国
会
カ
ー
ド
と
Ｌ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
場
合
に
お
い

て
も
、
自
館
で
定
め
た
目
録
ル
ー
ル
に
則
り
、
印
刷
カ
ー
ド
に
修
正

を
加
え
な
が
ら
目
録
作
成
を
行
っ
た
。

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
以
前
は
、
図
書
館
で
は
日
本
目
録
規
則

（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
）
を
採
用
し
、
各
研
究
室
図
書
室
は
独
自
の
目
録
規
則
を

維
持
し
て
い
た
が
、
統
合
に
あ
た
り
共
通
の
目
録
規
則
で
の
整
理
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
洋
書
に
は
六
七
年
刊
行
の
英
米
目

録
規
則
（
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
）
北
米
版
、
和
書
に
は
Ｎ
Ｃ
Ｒ
一
九
六
五
年
版

を
採
用
し
た
。
そ
の
後
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
は
、
七
八
年
に
目
録
の
国
際
的
発

展
を
視
野
に
北
米
版
と
英
国
版
が
統
一
さ
れ
る
形
で
第
二
版
（
Ａ
Ａ
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Ｃ
Ｒ
2
）
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
八
二
年
一
月
に
そ
れ
を
採
用
し
た
。

Ｎ
Ｃ
Ｒ
も
七
七
年
に
新
版
予
備
版
が
刊
行
さ
れ
、
数
年
の
検
討
期
間

を
経
て
一
九
六
五
年
版
か
ら
の
切
り
替
え
を
行
っ
た
。

　
分
類
に
つ
い
て
は
、
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
以
前
の
図
書
館
で

は
、
六
二
年
に
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
）
を
採
用
し
、
新
訂
七

版
を
継
続
し
て
使
用
し
て
い
た
。
一
方
、
専
門
書
が
多
い
研
究
室
資

料
（
学
部
図
書
）
で
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
で
は
深
度
（
分
類
の
細
か
さ
）
が

不
足
す
る
と
い
っ
た
背
景
か
ら
学
部
ご
と
に
独
自
分
類
に
よ
る
運
用

が
さ
れ
て
お
り
、
統
合
後
も
図
書
館
の
図
書
と
学
部
図
書
に
は
異
な

る
分
類
法
が
適
用
さ
れ
た
。
七
八
年
に
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
新
訂
八
版
が
刊
行

さ
れ
、
特
に
発
展
の
著
し
い
情
報
科
学
分
野
に
つ
い
て
大
幅
な
変
更

が
な
さ
れ
た
。
整
理
課
で
旧
版
と
の
比
較
検
討
の
結
果
、
八
一
年
一

月
よ
り
図
書
館
の
図
書
に
Ｎ
Ｄ
Ｃ
新
訂
八
版
で
の
付
与
を
開
始
し
た
。

　
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
以
降
、
整
理
課
で
は
担
当
人
数
の
増
員

や
印
刷
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
処
理
件
数
を

着
実
に
増
加
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
処
理
量
を
上
回

る
資
料
の
受
入
が
続
き
、
年
々
蓄
積
さ
れ
る
未
整
理
（
滞
貨
）
資
料

の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。
七
八
年
度
に
は
、
年
間
整
理
冊

数
は
和
漢
書
一
三
、五
四
〇
冊
（
前
年
比
四
十
・
一
％
増
）、
洋
書
一

八
、五
一
四
冊
（
前
年
比
二
十
％
増
）
に
の
ぼ
り
大
幅
に
増
加
し
た

一
方
、
和
書
で
は
一
、九
二
三
冊
、
洋
書
で
は
一
二
、五
〇
六
冊
の
整

理
滞
貨
が
生
じ
た
。
デ
ィ
レ
イ
ド
・
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
方
式
（
情
報
源

を
コ
ピ
ー
し
た
後
に
、
資
料
自
体
は
先
に
装
備
に
回
し
て
書
架
に
並

べ
、
追
っ
て
目
録
作
業
を
行
う
方
式
）
の
導
入
等
、
処
理
方
法
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
の
、
そ
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
た
。
滞
貨

の
解
消
に
向
け
た
目
録
業
務
の
迅
速
化
と
精
度
の
向
上
の
た
め
、
七

八
年
一
二
月
よ
り
、
洋
書
の
整
理
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

が
提
供
す
る
書
誌
デ
ー
タ
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
の
準

備
が
進
め
ら
れ
、
専
用
端
末
で
の
実
験
利
用
を
経
て
、
翌
七
九
年
四

月
よ
り
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
。
和
書
の
整
理
で
は
、
八
一
年

四
月
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
の
機
械
可
読
目
録
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
磁
気
テ
ー
プ
形
式
で
頒
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
整
理

課
で
も
同
年
一
月
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
利
用
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
進
め
、
頒
布
と
同
時
に
利
用
を
開
始
し
た
。

図
書
館
新
館
で
の
整
理
課 

（
一
九
八
二
年
四
月
～
一
九
九
三
年
三
月
）

　
八
二
年
四
月
の
図
書
館
新
館
の
開
館
と
と
も
に
、
三
田
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
組
織
再
編
が
行
わ
れ
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
部
は
選
書

課
と
整
理
課
の
二
課
体
制
と
な
っ
た
。
組
織
再
編
当
時
の
整
理
課
に

は
、
専
任
職
員
十
二
名
と
事
務
嘱
託
職
員
三
名
が
所
属
し
て
お
り
、

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
内
で
職
員
数
が
最
も
多
か
っ
た
。
新
館
へ
の
移

転
時
に
は
目
録
業
務
を
四
カ
月
ほ
ど
停
止
し
た
も
の
の
、
八
一
年
度

の
整
理
冊
数
は
四
万
冊
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
移
転
以
降
大
型

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
入
が
続
い
た
こ
と
や
、
円
高
傾
向
に
よ
る
洋
書

の
購
買
力
の
高
ま
り
も
あ
り
、
新
館
移
転
以
前
か
ら
の
問
題
で
あ
っ
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た
滞
貨
資
料
は
さ
ら
に
累
積
し
、
八
二
年
度
は
和
書
一
四
、一
九
一

冊
、
洋
書
二
二
、七
三
七
冊
が
整
理
待
ち
の
状
態
と
な
っ
た
。
一
方

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
外
部
機
関
の
印
刷
カ
ー
ド
の
利
用
に
加
え
て
、
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
や
Ｔ
Ｒ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
い

っ
た
機
械
可
読
目
録
を
利
用
し
た
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
が
活
発
に

な
っ
て
い
っ
た
。
印
刷
カ
ー
ド
の
利
用
や
機
械
可
読
目
録
を
利
用
し

た
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
自
館
の
作
業
基
準
の
み

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
細
則
を
参
照
し
な
が
ら
の
作
業
が
求
め
ら

れ
た
。
準
拠
す
る
目
録
規
則
が
一
致
し
て
い
て
も
、
作
成
元
の
適
用

細
則
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
長
年
に
亘
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
に
よ
り
作
成
・
維
持
管
理
さ

れ
て
き
た
カ
ー
ド
目
録
だ
が
、
年
々
増
加
す
る
作
業
量
と
当
時
六
種

類
に
お
よ
ぶ
目
録
体
系
別
の
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
作
業
の
負
担
、
ま
た
新

館
移
転
時
で
総
数
約
二
〇
〇
万
枚
、
そ
の
後
も
年
間
三
〇
万
枚
以
上

が
作
成
さ
れ
る
状
況
下
で
の
管
理
ス
ペ
ー
ス
の
捻
出
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
導
入
へ
の
期
待
の
高
ま
り
も

重
な
り
、
カ
ー
ド
レ
ス
化
へ
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
八
六
年
四
月
に
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の

目
録
所
在
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の
利
用
を

開
始
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
目
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
機
械
可

読
目
録
作
成
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
の
大
学
図
書
館
の
参
加
に
よ
る
全
国
的
な
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
を
目
的
と
し
た
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
り
、
参
加
大
学
に

お
け
る
目
録
業
務
の
機
械
化
を
図
り
、
大
学
図
書
館
間
で
の
相
互
協

力
の
効
率
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
整
理
課
に
は
接
続
端
末
一

台
が
置
か
れ
、
目
録
情
報
の
入
力
が
開
始
さ
れ
た
。
当
時
は
入
力
し

た
デ
ー
タ
を
使
っ
て
カ
ー
ド
目
録
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
り
、
入
力

開
始
か
ら
半
年
た
っ
た
同
年
一
〇
月
か
ら
カ
ー
ド
目
録
の
出
力
を
始

め
た
。
端
末
の
導
入
当
初
は
、
そ
の
利
用
に
慣
れ
る
こ
と
が
最
大
の

課
題
と
な
っ
た
こ
と
や
、
通
信
回
線
の
ト
ラ
ブ
ル
、
接
続
に
必
要
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
／
Ｎ
Ｖ
Ｔ
ユ
ー
ザ
と
い
う
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
不
具
合
な
ど
も
あ
り
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
処
理
で
き
る
資
料
数
が
限
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の

方
法
に
よ
る
整
理
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
た
。
八
七
年
に
は
端
末

が
増
設
さ
れ
計
三
台
が
稼
働
し
、
ま
ず
は
同
年
一
月
以
降
に
出
版
さ

れ
た
洋
書
は
す
べ
て
を
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
入
力
す
る
こ
と
を
原

則
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
八
年
に
は
洋
書
の
お
よ
そ
三
割
が
入
力

さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
と
職
員
の
順
応
に
よ
り
、
機
械
可
読
目

録
の
作
成
は
徐
々
に
日
常
業
務
の
一
部
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
っ

た
。

　
こ
の
こ
ろ
、
紀
伊
國
屋
書
店
が
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
代
理
店
と
な
り
、
日

本
か
ら
の
参
加
が
可
能
と
な
っ
た
。
慶
應
は
八
八
年
五
月
に
参
加
し
、

約
十
カ
月
を
経
過
し
た
こ
ろ
に
は
、
設
置
さ
れ
た
専
用
端
末
を
利
用

し
た
洋
書
の
整
理
が
日
常
的
と
な
っ
た
。
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
二
つ
の
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
へ
の
参
加
は
、
整
理
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能
力
の
向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
八
八
年
度
に
は
、
特
に
洋

書
の
整
理
に
お
い
て
、
受
入
数
約
二
万
五
千
冊
に
対
し
て
整
理
数
約

三
万
二
千
冊
と
大
き
な
成
果
を
上
げ
、
翌
年
度
に
は
両
書
誌
ユ
ー
テ

ィ
リ
テ
ィ
を
利
用
し
作
成
し
た
機
械
可
読
目
録
は
洋
書
整
理
数
の
七

十
％
を
超
え
た
。
当
時
、
整
理
数
全
体
の
う
ち
洋
書
は
五
割
を
超
え

て
お
り
、
そ
の
作
業
効
率
の
改
善
は
著
し
か
っ
た
。

　
九
〇
年
五
月
、
三
田
で
は
そ
れ
ま
で
機
械
可
読
目
録
で
作
成
し
て

き
た
洋
書
お
よ
び
外
国
雑
誌
の
検
索
を
可
能
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
目

録
（
三
田
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
の
提
供
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
前
段
階
と
し

て
、
和
書
で
も
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
目
録
作
成
を
開
始

し
た
。
九
〇
年
度
に
開
始
し
た
直
後
の
三
カ
月
で
は
、
こ
の
期
間
の

和
書
の
お
よ
そ
七
十
％
を
入
力
し
た
。
ま
た
、
遡
及
入
力
作
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
年
度
末
ま
で
に
約
八
万
八
千
タ
イ
ト
ル
に
及
ぶ

目
録
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
移
行
さ
れ
た

目
録
に
つ
い
て
は
利
用
者
用
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
た
。

　
九
〇
年
、
全
学
的
な
統
合
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
開

発
が
開
始
さ
れ
、
目
録
業
務
は
一
つ
の
転
換
期
を
迎
え
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
導
入
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
業
務
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ば
れ
、
同
一
の
シ
ス
テ
ム
下
で
目
録
情
報
が
集
約
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
目
録
作
業
に
お
い
て
、
全
キ
ャ
ン

パ
ス
共
通
と
な
る
入
力
基
準
の
策
定
と
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が

必
要
で
あ
っ
た
。
九
一
年
に
入
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
へ
の
全
面
的
な

移
行
に
向
け
て
の
準
備
が
本
格
化
す
る
中
、
三
田
の
整
理
課
が
中
心

と
な
り
そ
の
作
成
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
て
、
九

二
年
一
二
月
に
整
理
業
務
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
へ
移
行
し
、
全
キ
ャ
ン

パ
ス
共
通
の
シ
ス
テ
ム
で
の
目
録
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当 

（
一
九
九
三
年
四
月
～
一
九
九
九
年
五
月
）

　
九
三
年
四
月
、
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
と
改
称
し
、
同
時
に
組
織
変
更
が
行
わ
れ
、
従
来
の
整
理
課
は

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
下
の
資
料

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
と
な
っ
た
。
公
開
が
遅
れ
て
い
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
同
年
七
月
に
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
遡
及
入
力

が
進
み
、
同
年
度
末
ま
で
に
図
書
約
一
九
三
万
件
、
雑
誌
約
七
十
一

万
八
千
冊
の
目
録
デ
ー
タ
が
搭
載
さ
れ
検
索
可
能
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
稼
働
は
情
報
管
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
も
た
ら
し
、
図

書
館
に
お
け
る
各
業
務
の
要
望
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

稼
働
当
初
か
ら
そ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
速
度
に
問
題
が
あ
っ
た
。
目
録
業

務
に
お
い
て
も
、
書
誌
情
報
の
検
索
だ
け
で
レ
ス
ポ
ン
ス
に
数
分
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
業
務
の
停
滞
を
招
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
目
録

業
務
で
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
使
用
時
間
を
制
限
す
る
措
置
が
と
ら
れ

た
。
具
体
的
に
は
、
職
員
の
時
差
出
勤
や
、
一
部
業
務
の
外
部
委
託

化
に
よ
る
職
員
退
勤
後
の
時
間
の
有
効
活
用
、
書
誌
デ
ー
タ
修
正
の

オ
フ
ピ
ー
ク
時
の
一
括
入
力
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
負
荷
を
回
避
す
る
運

用
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
効
果
も
あ
り
九
三
年
度
の
整
理
数
は
前
年
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比
五
千
五
百
冊
増
と
改
善
さ
れ
た
が
、
一
方
で
そ
れ
ま
で
に
累
積
し

て
い
た
滞
貨
資
料
の
増
加
は
止
ま
ら
ず
最
大
で
約
七
万
冊
に
の
ぼ
っ

た
。

　
こ
の
時
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
、
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
学
術
情
報

セ
ン
タ
ー
の
仕
様
で
あ
る
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｐ
」（Cataloging infor-

m
ation A

ccess &
 T

ransfer Protocol

）
を
採
用
し
て
お
り
、

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
を
登
録
し
つ
つ
、
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
側
に
そ
の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
し
く
み
を
と
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
は
書
誌
階
層
構
造
を
持
た

せ
て
、
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
単
位
を
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
入
力
基

準
に
合
わ
せ
た
。
し
か
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
稼
働
前
の
三
田
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
で
は
、
階
層
構
造
を
持
た
な
い
簡
易
書
誌
も
登
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
加
え
遡
及
入
力
分
と
新
規
登
録
分
の
間
で
も
、
デ
ー
タ
の
階

層
構
造
に
差
異
が
生
じ
て
い
た
。
書
誌
階
層
は
資
料
同
士
の
関
係
を

正
確
に
表
現
で
き
る
一
方
、
シ
ス
テ
ム
内
の
デ
ー
タ
構
造
が
複
雑
に

な
る
こ
と
で
書
誌
の
同
定
が
困
難
に
な
る
状
況
を
生
み
、
多
く
の
重

複
書
誌
の
発
生
を
招
い
て
い
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
導
入
を
機

に
書
誌
デ
ー
タ
の
入
力
基
準
は
統
一
さ
れ
た
も
の
の
、
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
目
録
担
当
者
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
は
記
述
の
ば
ら
つ
き
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
品
質
低
下
や
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
九
四
年
一
〇
月
に
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
目
録
担
当
者
を
中
心
と
す
る
目
録
運
用
・
調
整
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
ま
ず
は
書
誌
階
層
の
扱
い
を
見
直
す
こ
と
に

な
り
、
検
討
の
結
果
、
九
六
年
六
月
か
ら
は
書
誌
階
層
を
持
た
な
い

フ
ラ
ッ
ト
な
書
誌
デ
ー
タ
で
の
目
録
作
成
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
登

録
は
一
時
停
止
し
、
そ
の
後
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
内
の
書
誌
デ
ー
タ
を
階

層
を
持
た
な
い
形
に
修
正
し
て
い
っ
た
。
ま
た
時
期
を
同
じ
く
し
て
、

分
類
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
新
訂
九
版
へ
の
切
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
整
理
業
務
上
の
負
荷
の
軽
減
や
書
誌
階
層
構
造
の
解
体

に
加
え
、
九
四
年
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
リ

プ
レ
ー
ス
し
た
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
向
上
し
た
。

そ
の
結
果
処
理
速
度
が
上
が
り
、
整
理
数
が
受
入
数
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
状
況
改
善
は
資
料
滞
貨
の
解
消
に
寄
与
し

た
こ
と
に
加
え
、
目
録
の
遡
及
入
力
も
加
速
さ
せ
た
。
カ
ー
ド
目
録

で
の
検
索
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
上
で
の
検
索
に
す
べ
て
置
き
換
わ
る
ま

で
遡
及
入
力
が
進
み
、
九
七
年
二
月
に
三
田
の
図
書
館
新
館
で
は
カ

ー
ド
目
録
ボ
ッ
ク
ス
が
撤
去
さ
れ
、
こ
こ
に
一
つ
の
時
代
の
終
焉
を

迎
え
た
。
そ
し
て
こ
の
時
点
で
膨
大
な
数
と
な
っ
た
書
誌
デ
ー
タ
は

シ
ス
テ
ム
の
容
量
を
圧
迫
す
る
と
い
う
新
た
な
問
題
を
生
み
、
慶
應

の
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
撤
去
の
方
針
も
相
ま
っ
て
、
次
期
図
書
館
シ

ス
テ
ム
へ
の
転
換
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
次
期
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
）
は
、
ベ
ー
ス
と
な

る
シ
ス
テ
ム
に
丸
善
株
式
会
社
のCA

LIS

を
採
択
す
る
こ
と
に
な

り
、
九
九
年
一
月
を
目
標
に
リ
プ
レ
ー
ス
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
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Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
、
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
は
和
書
と
洋
書
共

通
で
世
界
標
準
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
を
採
用
し
た
。
目
録
規
則
に
つ
い
て

は
、
和
書
も
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
へ
の
準
拠
に
変
更
し
、
そ
れ
ま
で
使
用
し

て
い
た
Ｎ
Ｃ
Ｒ
一
九
八
七
年
版
改
訂
版
は
、
情
報
源
や
目
録
言
語
の

規
定
な
ど
一
部
の
み
へ
の
適
用
と
し
た
。
和
洋
で
共
通
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
と
目
録
規
則
を
用
い
る
原
則
は
、
シ
ス
テ
ム
内
の
目
録
デ
ー
タ

の
標
準
化
を
促
進
し
、
以
降
の
シ
ス
テ
ム
移
行
に
お
い
て
も
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
へ
の
移
行
の
動
き
と
並
行
し
て
、
新
た
な
書
誌
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
と
し
て
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
（T

he U
ni-

versity of T
oronto Library A

utom
ation System

s

）
の
利

用
を
開
始
し
た
。
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
は
洋
書
の
遡
及
入
力
等
に
お
け
る
書

誌
デ
ー
タ
の
利
用
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
九
七
年
一
二
月
の
Ｕ
Ｔ
Ｌ

Ａ
Ｓ
の
停
止
に
と
も
な
い
、
九
八
年
か
ら
は
丸
善
株
式
会
社
が
提
供

す
るM

A
R
U
ZEN

 Z39.50 G
atew

ay-CA
T

経
由
で
の
Ｒ
Ｌ
Ｇ

（
研
究
図
書
館
連
合
）
の
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
の
利

用
を
開
始
し
た
。
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
へ
の
和
書
目
録
デ
ー
タ
の
登
録
が
望
ま

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
、
〇
四
年
一
二
月
か
ら
〇
五
年
一

月
に
か
け
て
、
九
八
年
以
降
に
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ

た
和
書
の
目
録
デ
ー
タ
三
十
三
万
件
の
登
録
を
行
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
お
け
る
集
中
処
理
機
構 

（
一
九
九
九
年
六
月
～
二
〇
一
〇
年
六
月
）

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
導
入
と
並
行
し
て
、
目
録
デ
ー
タ
の
品
質
向
上

と
業
務
の
徹
底
効
率
化
を
目
指
す
業
務
改
革
（
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）
に
取
り
組
ん
だ
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
収
書
・
目

録
業
務
を
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
統
合
し
、
一
カ
所
で
行
う

集
中
処
理
機
構
の
設
置
で
あ
る
。
収
書
業
務
の
効
率
化
、
そ
し
て
目

録
業
務
に
お
い
て
は
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
資
料
の
目
録
デ
ー
タ
入
力

を
一
つ
の
ラ
イ
ン
で
集
中
し
て
行
う
こ
と
で
、
ゆ
れ
の
少
な
い
一
定

品
質
の
デ
ー
タ
作
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
集
中
処
理
機
構
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
の
目
録
シ
ス
テ
ム
の
先
行

稼
働
に
合
わ
せ
、
九
八
年
一
〇
月
に
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に

設
置
さ
れ
た
。
九
九
年
六
月
か
ら
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
の

下
に
移
行
し
、
図
書
担
当
と
雑
誌
担
当
の
二
つ
の
ラ
イ
ン
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
発
注
・
受
入
・
支
払
か
ら
書
誌
デ
ー
タ
作
成
・
分
類
・
請

求
記
号
付
与
ま
で
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
専

任
・
嘱
託
職
員
と
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
中
心
で
あ
っ
た
目
録
業
務
に

は
、
業
務
委
託
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
図
書
館
業
務
に
お
い
て
専

門
的
な
領
域
と
非
専
門
的
な
領
域
を
明
確
化
し
、
図
書
館
員
と
し
て

の
専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
る
部
分
に
重
点
的
に
専
任
職
員
を
配
置
す

る
と
い
う
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
集
中
処
理

機
構
の
発
足
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
、
〇
三
年
時
の
評
価
で
は
、
一

日
あ
た
り
三
六
〇
冊
、
年
間
約
九
万
件
に
の
ぼ
る
資
料
を
処
理
で
き



第二章　目録の変遷

257

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
滞
貨
を
生
ま
な
い
処
理
体
制
を
実
現
し
た
。

こ
の
集
中
処
理
の
し
く
み
は
こ
の
後
長
年
に
亘
っ
て
維
持
・
発
展
す

る
こ
と
に
な
り
、
慶
應
の
収
書
・
整
理
業
務
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ

た
。

　
一
定
の
品
質
で
の
書
誌
デ
ー
タ
の
維
持
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
後
の
目
録
業
務
で
は
、
目
録
デ
ー
タ
の
質
の
向
上
に
重

点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
質
の
向
上
を
目
指
す
取
組
み
の
一

つ
が
、
米
国
議
会
図
書
館
件
名
標
目
（
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
）
の
付
与
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
付
与
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

外
部
か
ら
講
師
を
招
き
数
度
に
亘
る
講
習
を
受
け
、
さ
ら
に
専
任
職

員
を
中
心
に
勉
強
会
を
重
ね
た
。
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
、
実
証
実
験

と
い
う
形
で
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
の
三
〇
〇
番
台
（
社
会
科
学
分
野
）
お

よ
び
当
時
設
立
準
備
中
で
あ
っ
た
法
科
大
学
院
の
図
書
に
対
す
る
Ｌ

Ｃ
Ｓ
Ｈ
付
与
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
対
象
を
拡
大
し
た
実
験
を
継

続
し
、
〇
四
年
一
〇
月
よ
り
正
式
に
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
付
与
を
業
務
に
組
み

込
ん
だ
。
こ
れ
は
資
料
へ
の
統
制
語
付
与
に
よ
る
検
索
上
の
利
便
性

向
上
に
加
え
、
図
書
館
員
の
主
題
分
析
力
の
向
上
も
目
的
の
一
つ
と

し
て
い
た
。

　
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
は
〇
二
年
に
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
旧
版
と
比
較

し
て
、
特
に
一
般
資
料
表
示
、
電
子
資
料
、
継
続
資
料
に
関
す
る
項

目
に
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
外
部
か
ら
の
書
誌
デ
ー
タ
の
流

用
率
が
九
十
五
％
ま
で
上
が
っ
た
当
時
、
旧
版
を
採
用
し
て
い
た
慶

應
で
は
、
二
〇
〇
二
年
改
訂
版
が
適
用
さ
れ
た
書
誌
デ
ー
タ
に
対
し

て
は
、
そ
の
書
誌
を
慶
應
が
準
拠
す
る
古
い
目
録
規
則
に
従
っ
て
再

修
正
す
る
と
い
う
作
業
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
で
〇
三
年
五
月
、

当
時
休
会
中
で
あ
っ
た
全
学
の
会
議
体
で
あ
る
目
録
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
再
開
し
、
二
〇
〇
二
年
改
訂
版
お
よ
び
関
連
す
る
適
用
細

則
で
あ
る“Library of Congress R

ule Interpretations ”

の

翻
訳
に
取
り
組
ん
だ
。
翻
訳
作
業
は
、
〇
四
年
三
月
に
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
集
中
処
理
機
構
の
目
録
担
当
者
の
習
得
期
間
を
経
て
、
二

〇
〇
二
年
改
訂
版
の
適
用
が
開
始
さ
れ
た
。
目
録
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
は
、
翻
訳
作
業
以
外
に
も
入
力
基
準
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を

行
い
、
ま
た
目
録
に
関
す
る
問
題
を
提
起
す
る
組
織
と
し
て
目
録
デ

ー
タ
の
維
持
管
理
の
た
め
活
動
し
た
。

　
〇
七
年
度
に
は
新
規
購
入
資
料
の
整
理
件
数
と
し
て
は
過
去
最
高

と
な
る
九
一
、六
一
二
冊
を
処
理
し
、
集
中
処
理
体
制
の
安
定
稼
働

を
確
固
な
も
の
に
し
た
。
同
時
に
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
購
入
資
料
の
支

出
に
占
め
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
電
子
資
料
の

割
合
が
増
加
し
始
め
て
い
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
紙
資
料
の
新
規

受
入
点
数
、
そ
し
て
そ
の
整
理
点
数
も
次
第
に
減
少
に
転
じ
て
い
く
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
受
入
目
録
担
当 

（
二
〇
一
〇
年
七
月
～
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）

　
二
〇
一
〇
年
三
月
、
新
た
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

Ⅲ
）
で
あ
るA

leph

の
稼
働
に
あ
わ
せ
、
本
部
で
の
業
務
の
見
直

し
と
組
織
変
更
が
行
わ
れ
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
の
時
に
は
集
中
処
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理
業
務
の
一
環
と
し
て
い
た
発
注
業
務
と
予
算
管
理
の
一
部
は
各
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
戻
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
図
書
担
当
・
雑
誌

担
当
は
「
受
入
目
録
担
当
」
に
改
称
・
再
編
さ
れ
た
。
別
々
の
ラ
イ

ン
で
あ
っ
た
雑
誌
と
図
書
の
整
理
業
務
は
統
合
さ
れ
、
同
一
担
当
下

で
一
連
の
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
再
編
で
は
、

年
々
増
加
す
る
電
子
資
料
を
扱
う
「
電
子
資
源
担
当
」
を
新
た
に
設

置
し
た
こ
と
で
、
受
入
目
録
担
当
は
物
理
的
媒
体
の
資
料
を
取
り
扱

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　A
leph

で
は
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
は
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
、
目
録
規
則

は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
を
採
用
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
の
目
録
デ
ー
タ
の

運
用
が
引
き
継
が
れ
た
。
一
方
で
、
書
誌
作
成
単
位
の
見
直
し
と
著

者
名
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
作
成
と
い
う
、
そ
の
後
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
を

踏
ま
え
た
大
き
な
変
更
を
行
っ
た
。
和
書
の
書
誌
作
成
単
位
を
そ
れ

ま
で
の
慶
應
独
自
の
著
作
責
任
単
位
か
ら
物
理
単
位
へ
と
変
更
す
る

こ
と
で
、
作
業
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
た
。
物
理
単
位

書
誌
の
採
用
は
、
書
誌
の
同
定
と
識
別
の
簡
便
化
に
寄
与
し
た
ほ
か
、

電
子
資
料
と
の
親
和
性
や
外
部
機
関
と
の
デ
ー
タ
交
換
、
さ
ら
に
は

表
紙
カ
バ
ー
の
画
像
や
目
次
、
内
容
情
報
の
よ
う
な
外
部
の
情
報
源

と
の
リ
ン
ク
に
よ
る
機
能
拡
張
の
側
面
か
ら
も
意
義
が
あ
り
、
外
部

デ
ー
タ
の
流
用
率
の
向
上
と
修
正
の
省
力
化
が
図
ら
れ
た
。
著
者
名

典
拠
レ
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
典
拠

レ
コ
ー
ド
を
利
用
し
な
が
ら
独
自
に
レ
コ
ー
ド
を
作
成
・
管
理
し
て

い
た
も
の
の
、
シ
ス
テ
ム
の
負
荷
軽
減
を
目
指
し
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

新規購入資料整理数の推移

88,938

83,453

91,612

89,205

83,269

83,594

80,091

73,256

63,709

60,983

54,370

49,411

52,764

48,767

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000
冊

20
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年
度

20
05
年
度

20
06
年
度

20
07
年
度

20
08
年
度

20
09
年
度

20
10
年
度

20
11
年
度

20
12
年
度

20
13
年
度

20
14
年
度

20
15
年
度

20
16
年
度

20
17
年
度

20
18
年
度

91,589
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Ⅱ
で
は
、
移
行
時
に
そ
の
維
持
を
中
止
し
た
経
緯
が
あ
る
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
で
は
、
典
拠
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
管
理
に
代
わ
り
、
書
誌
デ

ー
タ
内
の
著
者
名
標
目
を
手
作
業
で
調
整
し
て
い
た
も
の
の
、
同
一

著
者
の
標
目
形
の
不
一
致
が
多
く
発
生
し
、
後
々
大
規
模
な
デ
ー
タ

改
修
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
めA

leph

に
お
い
て
、
著
者
名

典
拠
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
管
理
に
再
び
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。A

leph

で
の
著
者
名
典
拠
復
活
に
際
し
て
は
、
書
誌
の
著
者
標
目
か
ら
典
拠

レ
コ
ー
ド
を
自
動
生
成
し
、
著
者
名
典
拠
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

A
leph

内
に
格
納
し
た
。
書
誌
側
の
対
象
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
記

述
の
加
工
・
正
規
化
・
名
寄
せ
を
行
い
、
典
拠
レ
コ
ー
ド
の
見
出
し

と
一
致
す
る
形
に
す
る
こ
と
で
、
書
誌
と
典
拠
の
間
の
リ
ン
ク
を
実

現
さ
せ
た
。

　A
leph

が
多
言
語
対
応
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
目
録
業

務
の
体
制
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
ま
で
は
独
自
に
開
発
し
た
目
録

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ち
ゅ
う
か
ら
」
を
使
っ
て
入
力
し
て
い
た
日
本
語

以
外
の
非
ラ
テ
ン
語
言
語
（
中
国
語
・
朝
鮮
語
・
ア
ラ
ビ
ア
語
）
資

料
もA

leph

で
扱
え
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
通
常
の
和
書
・
洋
書

と
は
異
な
る
フ
ロ
ー
で
処
理
さ
れ
て
い
た
資
料
が
、
言
語
の
区
別
な

く
単
一
シ
ス
テ
ム
で
等
し
く
処
理
で
き
る
体
制
が
確
立
し
た
。

　A
leph

の
稼
働
か
ら
間
も
な
い
一
〇
年
六
月
、
目
録
規
則
に
お
い

て
世
界
的
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
長
年
慶
應
で
も
適
用
し
て
き

た
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
に
代
わ
る
新
し
い
目
録
規
則
で
あ
るR

esource 
D
escription and A

ccess

（
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
が
Ａ
Ｌ
Ａ
（
米
国
図
書
館

協
会
）
よ
り
公
開
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｄ
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
目
録
カ
ー
ド
の

作
成
を
前
提
と
し
て
編
成
さ
れ
た
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
か
ら
の
継
続
性
を
考

慮
し
つ
つ
も
、
九
八
年
に
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連
盟
）
が
発
表

し
た
「
書
誌
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件
」
を
概
念
モ
デ
ル
と
し
て
採
用

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
情
報
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
そ

の
内
容
と
構
成
を
刷
新
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
録
情
報
の
検
索
は
、

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
登
場
以
降
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
限
ら
れ
た
項

目
か
ら
、
書
誌
記
述
全
体
へ
と
対
象
を
拡
大
し
て
お
り
、
資
料
の
形

態
に
捉
わ
れ
な
い
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
を
書
誌
要
素
の
側
面
か
ら
記

述
で
き
る
規
則
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
た
。
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
公
開
に
と

も
な
い
、
一
三
年
三
月
、
ま
ず
は
Ｌ
Ｃ
（
米
国
議
会
図
書
館
）
が
目

録
デ
ー
タ
作
成
に
Ｒ
Ｄ
Ａ
を
適
用
し
、
そ
の
後
各
国
の
国
立
図
書
館

や
図
書
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
間
で
採
用
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
慶

應
に
お
い
て
も
世
界
的
な
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
Ｒ
Ｄ
Ａ
そ
の
も
の

を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
書
誌
デ
ー
タ
へ
適
用
し
た
場
合
の
影
響
を

考
慮
し
な
が
ら
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
2
か
ら
の
移
行
を
慎
重
に
検
討
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
典
拠
レ
コ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
Ｌ
Ｃ
な
ど
Ｒ
Ｄ
Ａ

採
用
機
関
で
作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
否
応
な
く

Ｒ
Ｄ
Ａ
準
拠
の
標
目
形
と
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
書

誌
へ
の
適
用
に
先
立
ち
、
西
洋
人
名
の
典
拠
レ
コ
ー
ド
か
ら
Ｒ
Ｄ
Ａ

の
適
用
を
始
め
た
。
そ
し
て
十
分
な
準
備
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
を

取
り
、
典
拠
へ
の
適
用
か
ら
三
年
を
経
て
、
一
七
年
四
月
受
入
分
の

洋
書
資
料
よ
り
書
誌
へ
の
適
用
を
開
始
し
た
。
一
方
、
和
書
に
お
い
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て
は
、
日
本
語
特
有
の
事
項
に
そ
の
ま
ま
Ｒ
Ｄ
Ａ
を
適
用
す
る
こ
と

は
早
計
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
洋
書
と
同
時
期
の
適
用
は
見
送
ら

れ
た
。
そ
の
後
一
八
年
一
二
月
に
、
従
来
の
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
改
訂
版
と
し

て
、
Ｒ
Ｄ
Ａ
と
の
相
互
運
用
性
を
担
保
し
つ
つ
も
日
本
に
お
け
る
出

版
状
況
や
目
録
慣
行
も
踏
ま
え
た
目
録
規
則
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
Ｒ
二
〇
一

八
年
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
慶
應
で
は
そ
の
内
容
を
見
据
え
つ
つ
、
和

書
に
対
し
て
Ｒ
Ｄ
Ａ
を
適
用
す
る
範
囲
の
本
格
的
な
検
討
に
入
っ
た
。

そ
の
結
果
、
全
体
的
に
は
Ｒ
Ｄ
Ａ
を
適
用
し
つ
つ
も
、
情
報
源
や
目

録
言
語
の
規
定
な
ど
一
部
の
項
目
に
は
Ｎ
Ｃ
Ｒ
二
〇
一
八
年
版
を
適

用
す
る
と
い
う
、
日
本
語
特
有
の
情
報
を
扱
え
る
余
地
を
持
た
せ
て
、

一
九
年
四
月
に
和
書
へ
の
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
適
用
を
開
始
し
た
。

　
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
公
開
に
よ
り
目
録
記
述
に
か
か
わ
る
国
内
外
の
動
向
が

注
視
さ
れ
る
中
、
慶
應
で
はA

leph

に
代
わ
る
次
期
図
書
館
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、A

leph

の
後
継
と
な
るEx Libris
社
のA

lm
a

が

選
ば
れ
た
。A

lm
a

の
導
入
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
の
共
同
運

用
を
前
提
と
し
て
お
り
、
目
録
デ
ー
タ
の
共
有
化
の
実
現
は
そ
の
柱

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
共
同
運
用
に
あ
た
り
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
目
録
に
つ
い
て
、
①
共
同
運
用
に
よ
る
目
録
作
業
の
効
率
化
と

コ
ス
ト
削
減
、
②
デ
ー
タ
の
標
準
化
と
国
際
流
通
、
③
検
索
の
利
便

性
向
上
、
を
目
標
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
両
校
で
目

録
作
成
ル
ー
ル
の
す
り
合
わ
せ
と
デ
ー
タ
の
運
用
体
制
の
検
討
を
行

っ
た
。
共
同
運
用
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
目
録
作

成
を
共
同
で
行
う
実
働
組
織
と
な
る
「
早
慶
目
録
ユ
ニ
ッ
ト
」
で
あ

り
、
慶
應
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
隣
接
し
た
場
所
に
置
か
れ

た
。
慶
應
側
に
ユ
ニ
ッ
ト
が
置
か
れ
た
の
は
、
慶
應
で
は
目
録
作
業

の
質
の
管
理
を
専
任
職
員
が
綿
密
に
行
っ
て
き
て
お
り
、
共
同
運
用

開
始
後
も
目
録
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
専
任
職
員
の
間
で
継
承
す
る

こ
と
を
慶
應
側
が
強
く
希
望
し
た
た
め
で
あ
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
そ
の
も

の
は
業
務
委
託
で
運
営
さ
れ
、
早
慶
両
校
が
新
規
購
入
し
た
資
料
の

う
ち
、
コ
ピ
ー
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
が
可
能
な
資
料
（
中
国
・
朝
鮮
・
ロ

シ
ア
語
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
も
含
む
）
の
書
誌
修
正
・
分

類
番
号
付
与
お
よ
び
作
業
後
に
資
料
を
各
セ
ン
タ
ー
に
配
送
す
る
手

続
き
の
す
べ
て
が
委
託
さ
れ
た
。
早
慶
で
は
重
複
し
て
受
け
入
れ
る

資
料
も
多
く
書
誌
調
整
等
の
課
題
は
多
い
。
ユ
ニ
ッ
ト
稼
働
後
は
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
内
で
の
目
録
作
業
は
早
稲
田
の
学
位
論
文
や
貴

重
書
等
一
部
の
資
料
に
限
定
さ
れ
、
早
慶
両
校
の
雑
誌
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
と
な
る
資
料
お
よ
び
慶
應
の
学
位
論
文
と
貴
重
書

の
目
録
業
務
は
、
委
託
せ
ず
慶
應
の
専
任
職
員
が
処
理
す
る
こ
と
と

し
た
。
ま
た
、
慶
應
独
自
の
業
務
で
あ
る
Ｌ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
付
与
も
引
き

続
き
専
任
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
は
両
校
の
目
録
業
務
の

効
率
化
、
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
つ
つ
、
慶
應
に
と
っ
て
は
専
門
知

識
を
活
用
す
る
基
盤
の
維
持
も
可
能
と
し
た
。

　A
lm

a

で
の
書
誌
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
早
慶
と
も
に
前
シ
ス
テ
ム

で
採
用
し
て
き
た
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
で
あ
る
。A

lm
a

へ
の
書
誌
デ
ー
タ

移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
早
慶
の
書
誌
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
重

複
分
を
除
外
し
た
上
で
移
行
す
る
方
式
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
典
拠
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デ
ー
タ
は
早
慶
そ
れ
ぞ
れ
で
作
成
し
て
い
た
が
、
慶
應
側
の
デ
ー
タ

の
み
を
移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
自
体
は
国
際
標

準
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
る
も
の
の
、
早

慶
と
も
に
過
去
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
変
遷
の
中
で
、
独
自
の
使
用
項

目
を
設
け
て
い
た
。
例
え
ば
慶
應
で
は
、
日
本
語
の
タ
イ
ト
ル
や
著

者
名
の
分
か
ち
書
き
や
読
み
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
フ

ィ
ー
ル
ド
を
繰
り
返
す
形
で
格
納
し
て
い
た
た
め
、
移
行
に
際
し
て
、

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
の
基
本
的
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
則
り
、
日
本
語
の
デ
ー

タ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
と
ロ
ー
マ
字
読
み
の
み
を
残
す
こ
と

に
決
定
し
た
。
ロ
ー
マ
字
読
み
はA

lternative G
raphic R

epre-
sentation

（
代
替
文
字
種
で
の
表
現
）
を
表
す
フ
ィ
ー
ル
ド

8 

8 

0
に
格
納
す
る
こ
と
と
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
単
位
で
対
と
な
る
よ

う
形
式
を
整
え
た
。
そ
の
他
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
に
準
拠
し
て
い
な
い
箇

所
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
21
本
来
の
形
式
に
修
正
し

た
。
移
行
後
の
業
務
フ
ロ
ー
で
は
、A

lm
a

の
下
で
作
成
し
た
書
誌

に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
へ
の
書
誌
と
所
蔵
登
録
を
必
須
と
す
る
運
用

に
変
更
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
へ
の
登
録
を
必
須
と
し
て

き
た
早
稲
田
側
の
強
い
意
向
に
加
え
、
慶
應
と
し
て
も
〇
七
年
に
参

加
し
たG

oogle B
ooks Library Project

で
の
経
験
か
ら
書
誌

デ
ー
タ
の
国
際
的
な
識
別
子
と
し
て
の
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
番
号
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
も
普
及
し
て
い
る
識
別
子
を
全
書

誌
に
持
た
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
番
号
は
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
や
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
等
の
標
準
的
な
識
別
子
を
持
た
な
い
書
誌
の
同
定
に

有
効
で
あ
り
、
将
来
の
国
際
的
な
デ
ー
タ
流
通
へ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
た
。

　
分
類
に
つ
い
て
は
、
慶
應
で
は
九
六
年
六
月
か
ら
一
九
年
九
月
ま

で
Ｎ
Ｄ
Ｃ
新
訂
九
版
を
使
用
し
て
き
た
。
こ
の
間
の
一
四
年
一
〇
月

に
新
訂
十
版
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
分
類
の
変
更
は
蔵
書
の
運
営
や
目

録
作
業
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
切
り
替
え
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
含

め
慎
重
に
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
新
訂
十
版
で
は
九
版
ま
で
の
分

類
体
系
の
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
、
根
幹
に
か
か
わ
る
大
き
な
変
更
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
構
成
内
容
の
再
編
が
な
さ
れ
た
。
刊
行
後
し
ば

ら
く
は
国
内
で
の
普
及
状
況
を
注
視
し
て
い
た
が
、A

lm
a

の
稼
働

に
合
わ
せ
て
新
訂
十
版
へ
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。A

lm
a

で
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
で
の
早
慶
両
校
の
資
料
へ
の
分
類
付
与
が
必
要
と
な
る
た

め
、
慶
應
独
自
の
使
用
細
則
の
見
直
し
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
新
訂
十
版
の
適
用
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
使
用
細
則
を
な
る

べ
く
減
ら
し
、
本
則
通
り
の
分
類
付
与
を
原
則
と
し
た
。
ま
た
、
従

来
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類
の
付
与
を
不
要
と
し
て
い
た
一
部
の
学
部
予
算
で

購
入
し
た
図
書
に
つ
い
て
も
、
処
理
の
混
乱
を
避
け
る
べ
く
新
た
に

分
類
付
与
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
資
料
全
点
の
分
類
作
業
を
同
一

の
フ
ロ
ー
で
処
理
で
き
る
体
制
へ
と
変
更
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当 

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
～
）

　A
lm

a

へ
の
シ
ス
テ
ム
移
行
か
ら
二
カ
月
後
の
二
〇
一
九
年
一
一
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月
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
受
入
目
録
担
当
は
同
電
子
資
源
担
当

と
統
合
さ
れ
、「
リ
ソ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
」
へ
と
改
編
・
改

称
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
稼
働
当
初
は
一
時
的
に
目
録
作
業
待
ち
の
滞
貨

資
料
が
生
じ
た
も
の
の
、
一
部
の
業
務
フ
ロ
ー
を
簡
略
化
し
つ
つ
、

業
務
委
託
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
こ
と
で
安
定
稼
働
に
入
っ
て

い
る
。
こ
の
先
は
更
な
る
業
務
効
率
化
や
目
録
の
質
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、A

lm
a

に
お
け
る
目
録
に
つ
い
て
、
単
に
図
書
館
内
部

で
利
用
す
る
書
誌
情
報
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
外
部
と
の
連
携
・
流

通
を
見
据
え
た
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
の
あ
り
方
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
い
く
。
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第
三
章

電
子
資
料
へ
の
対
応

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
移
行

　
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
や
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
の

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ

る
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
一
九
九
五
年
にT

elnet

版
の

FirstSearch

の
モ
ニ
タ
利
用
を
開
始
し
、
九
六
年
に
正
式
導
入
し

た
。
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
、IN

SPEC
と
い
っ
た
約
五
十

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
含
ま
れ
、
サ
ー
チ
毎
に
課
金
さ
れ
る
し
く
み
で

あ
っ
た
。
事
前
に
ま
と
め
て
サ
ー
チ
分
を
購
入
で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
方

式
を
選
択
し
、
利
用
者
に
は
課
金
を
行
わ
な
か
っ
た
。
平
日
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
時
間
は
二
十
三
時
間
と
長
く
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
マ
シ
ン
を
設
置
し
て
自

動
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
環
境
を
整
え
、
登
録
し
た
所
属
者
は
学
外
か
ら

も
利
用
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
にFirst-

Search

の
導
入
が
広
が
っ
た
。
利
用
が
増
加
す
る
度
ブ
ロ
ッ
ク
を

追
加
購
入
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
独
自
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（W

orldCat

、A
rticleFirst

、N
etFirst

）
の
み
の
年

間
契
約
に
移
行
し
た
。
そ
の
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
選
定
に
は
、
予

算
管
理
の
し
や
す
さ
の
面
か
ら
従
量
制
よ
り
年
間
定
額
制
を
優
先
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
経
ニ
ュ
ー

ス
・
テ
レ
コ
ン
（
九
七
年
に
湘
南
藤
沢
で
利
用
開
始
）、Enjoy-

JO
IS

（
〇
〇
年
に
理
工
学
、
医
学
、
湘
南
藤
沢
で
利
用
開
始
）
等
、

多
く
の
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
Ｇ
Ｕ
Ｉ
で

提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。Source O

ECD

（
〇
〇
年
導
入
）

や
グ
ロ
ー
ブ
世
界
音
楽
大
事
典
（
〇
一
年
導
入
）
等
、
冊
子
体
や
Ｃ

Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
無
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
が
付
属
す
る
場
合
も
多

か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
の
利
用
が
主
流
に
な
る
の
と
併
行
し
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
理
工
学
のChem

ical A
bstracts

（
〇
二
年

中
止
）
を
は
じ
め
、
冊
子
体
や
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
購
読
中
止
が
相
次

い
だ
。

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
版
の
提
供
に

は
、
機
器
の
選
定
や
維
持
、
デ
ー
タ
更
新
や
サ
ー
バ
増
設
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
の
負
担
が
大
き
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
停
電

時
に
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版

は
デ
ー
タ
の
更
新
頻
度
や
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
使
い
や
す

さ
等
で
圧
倒
的
に
優
位
で
あ
り
、
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
レ
ス
ポ
ン

ス
の
遅
さ
も
徐
々
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。W

eb of Science

お

よ
び
朝
日
新
聞
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
〇
一
年
に
、
Ｅ
Ｒ
Ｌ
は
〇
五
年
に
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
版
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
に
切
り
替
わ
り
、
学
内
サ
ー
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バ
は
廃
止
さ
れ
た
。
〇
一
年
ご
ろ
よ
り
Ｉ
Ｐ
接
続
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

が
増
加
し
た
が
、LEX

/D
B

やLexisN
exis

の
よ
う
な
Ｉ
Ｄ
／

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
学
内
で
認
証
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
、
導
入
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
協
働
と
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
登
場

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る
電
子

資
料
が
増
加
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
情
報
共
有
や
調
整
の
場
が

求
め
ら
れ
た
。
九
七
年
に
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員

会
」（
以
下
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
）
が
組
織
さ
れ
、
限
ら
れ
た

予
算
で
の
効
率
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整

備
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。
九
九
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
本
部
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
担
当
が
設
置
さ
れ
た
。

全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
す
る
電
子
資
料
の
導
入
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委

員
会
で
決
定
し
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
予
算
を
拠
出
し
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
本
部
が
代
理
店
と
の
窓
口
と
し
て
契
約
や
支
払
を
行
う
し

く
み
を
整
え
た
。

　
こ
の
こ
ろ
重
要
度
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た
の
が
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で

あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
献
に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
の

は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
当
初
は
雑
誌
の
冊
子
体
購
読
に
付
随
す
る
も

の
で
あ
り
、
理
工
学
で
は
九
六
年
に
Ｉ
Ｏ
Ｐ
（
英
国
物
理
学
会
）
学

会
誌
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
版
の
提
供
を
開
始
し
て
い
た
が
、
九
〇
年

代
後
半
、
特
に
自
然
科
学
・
医
学
系
で
洋
雑
誌
価
格
の
高
騰
が
始
ま

っ
た
。
こ
の
シ
リ
ア
ル
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
に
対
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス

間
で
重
複
す
る
タ
イ
ト
ル
を
一
本
化
し
つ
つ
、
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
で

利
用
で
き
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
導
入
が
有
効
な
対
応
策
と
し
て
検

討
さ
れ
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
移
行
は
、
書
庫
狭
隘
化
へ
の
対

策
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
九
九
年
に
は
、ID

E-
A
L

、ProQ
uest D

irect

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
）、

A
D
O
N
IS

（
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
医
学
の
み
）
と
い
う
三
つ
の
電
子
ジ

ャ
ー
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
実
験
的
導
入
が
開
始
さ
れ
た
。

　ID
EA

L

の
契
約
で
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
料
金
を
支
払
っ
て
い
れ
ば

Ｄ
Ｄ
Ｐ
（D

eep D
iscount Price

）
に
よ
り
、
冊
子
体
の
購
読
料

金
が
通
常
価
格
の
二
十
五
％
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
契
約
形
態
は

他
の
出
版
社
で
も
徐
々
に
増
加
し
た
。
〇
〇
年
以
後
はID

EA
L

に

つ
い
て
冊
子
体
相
当
額
を
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り
拠
出
し
、
そ

の
他
を
本
部
が
負
担
し
た
。ID

E
A
L

以
後
もH

ighW
ire

や

JST
O
R

等
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
支
払
額
も
増
加
し
た
。
図
書
予
算
に

は
、
通
常
の
図
書
支
出
と
、
消
耗
雑
誌
等
を
購
入
す
る
た
め
の
図
書

資
料
費
が
あ
る
。
電
子
資
料
の
契
約
に
は
図
書
資
料
費
が
充
て
ら
れ

た
。
図
書
資
料
費
で
の
購
入
は
図
書
支
出
と
は
異
な
り
、
大
学
の
資

産
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
支
払
額

増
加
へ
の
対
応
と
し
て
、
図
書
支
出
か
ら
図
書
資
料
費
へ
予
算
を
組

み
替
え
る
に
あ
た
り
、
一
般
的
な
消
耗
品
と
は
性
格
が
異
な
る
旨
を
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大
学
当
局
へ
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
〇
三
年
度
以
降
は

高
額
（
当
初
は
百
万
円
以
上
）
の
電
子
資
料
購
入
の
際
は
稟
議
に
か

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
に
は
、
毎
年
の
価
格
上
昇
や

「
購
読
規
模
」
の
維
持
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
。
慶
應
で
も
出
版

社
と
の
様
々
な
独
自
交
渉
を
進
め
つ
つ
、
大
学
図
書
館
の
共
同
事
業

体
で
あ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
独
よ
り

有
利
な
条
件
で
の
契
約
に
努
め
た
。
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主

導
に
よ
り
ま
ず
日
本
医
学
図
書
館
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
参
加
し
、
〇
〇
年
にProQ

uest
、
続
い
てJournal@

O
vid

、
〇
二
年
にScienceD

irect

等
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
条
件
で

の
契
約
を
開
始
し
た
。
医
学
図
書
館
界
で
はIndex M

edicus

（
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
）
の
共
同
購
入
の
歴
史
が
あ
り
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
へ
の
移
行
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
理
工
学
や
湘
南
藤
沢
も

Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
を
通
じ
た
契
約
を
開
始
し
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き

る
タ
イ
ト
ル
が
さ
ら
に
増
加
し
た
。

　
〇
三
年
に
は
私
立
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
）

が
結
成
さ
れ
た
。
価
格
交
渉
の
圧
力
団
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
互
協

力
の
新
た
な
展
開
と
し
て
、
図
書
館
と
出
版
社
と
の
新
た
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
国
立
大
学
図
書
館

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ
）
と
の
共
同
交
渉
も
増
え
、
〇
六

年
に
は
国
立
情
報
学
研
究
所
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ
、
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
の
連
携
に

よ
り
、Springer

お
よ
びO

xford U
niversity Press

の
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。

一
一
年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｌ
と
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
が
統
合
し
、
大
学
図
書
館
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
（
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
が
誕
生
し
、
学
術
情
報

を
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
活
動
に
関
し
て
、
慶
應
か
ら
は
一
三
年
か
ら
一

四
年
に
か
け
て
事
務
局
に
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
運
営
委
員
や
作

業
委
員
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

電
子
資
料
の
管
理
と
提
供

　
利
用
者
へ
の
電
子
資
料
提
供
の
端
緒
と
し
て
、
理
工
学
で
は
九
七

年
に
独
自
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
作
成
し
、
タ
イ
ト
ル
ご
と
の
リ
ン
ク
情
報
を
公
開
し
た
。
医
学

を
は
じ
め
他
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
こ
れ
に
続
き
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
た
。

増
加
す
る
タ
イ
ト
ル
を
利
用
者
に
効
率
的
に
案
内
す
る
た
め
、
代
理

店
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
集
約
し
て
「
慶
應
義
塾
大
学
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
リ
ス
ト
」（
通
称
Ｅ
Ｊ
─Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
を
開
発
、
〇
二
年
に
正
式

公
開
し
た
。
同
じ
年
に
は
湘
南
藤
沢
・
三
田
・
日
吉
が
合
同
で
作
成

し
た
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
リ
ス
ト
」
を
公
開
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

分
野
や
タ
イ
プ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
検
索
し
、
利
用
可
能
キ
ャ
ン
パ

ス
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
接
続
の
可
否
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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〇
六
年
に
は
分
野
と
資
料
種
別
の
組
み
合
わ
せ
検
索
が
で
き
る
「
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
」
に
進
化
し
た
。

　
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
維
持
の
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
デ
ー
タ
（
タ
イ
ト
ル
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
名
、
リ
ン
ク

先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
）
を
管
理
し
、
本
部
で
登
録
を
行
っ
た
。
年
々
タ
イ
ト

ル
数
は
増
加
し
、
頻
繁
な
リ
ン
ク
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
タ
イ
ト
ル
の
変
更
に

対
応
す
る
負
担
も
増
し
て
い
っ
た
。
〇
四
年
にEB

SCO

社
のEB
-

SCO
 A

toZ

を
導
入
し
、
ベ
ン
ダ
ー
の
持
つ
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
基

本
情
報
を
収
録
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
）
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
リ
ス
ト
表
示
に
加

え
、
主
題
や
出
版
社
ご
と
の
一
覧
表
示
が
可
能
と
な
っ
た
。
ナ
レ
ッ

ジ
ベ
ー
ス
に
実
際
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
動
き
が
反
映
さ
れ
る
ま
で

の
タ
イ
ム
ラ
グ
等
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
タ
イ
ト

ル
を
管
理
す
る
手
間
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。A

toZ

に
収
録
さ
れ

て
い
な
い
和
雑
誌
等
は
引
き
続
き
、Excel

で
デ
ー
タ
を
作
成
し
て

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト
へ
の
追
加
登
録
を
行
っ
た
。
〇
五
年
に
は

A
toZ

の
デ
ー
タ
を
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
に
搭
載
し
、
全
キ
ャ
ン
パ

ス
で
利
用
で
き
る
約
三
万
タ
イ
ト
ル
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〇
六
年
に
は
リ
ン
ク
リ
ゾ

ル
バ
と
し
てEB

SCO

社
のLinkSource

を
導
入
し
た
。
リ
ン
ク

リ
ゾ
ル
バ
と
は
、
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果
か
ら
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
本
文
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
ツ
ー
ル
で

あ
る
。

　EB
SCO

社
の
製
品
は
便
利
で
は
あ
っ
た
が
、
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス

の
更
新
頻
度
や
リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
に
課
題
が
あ
っ
た
。

他
社
製
品
と
比
較
を
行
い
、
〇
七
年
にEx Libris

社
のSFX

へ

の
切
り
替
え
を
行
っ
た
。SFX

で
は
タ
イ
ト
ル
リ
ス
ト
や
リ
ン
ク

リ
ゾ
ル
バ
と
し
て
の
機
能
が
さ
ら
に
進
化
し
た
。
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
検
索
結
果
に
「
資
料
を
入
手
す
る
に
は
」
と
い
う
ア
イ
コ
ン
が

表
示
さ
れ
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
別
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
開
き
、
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
へ
の
リ
ン
ク
の
ほ
か
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
や
Ｎ
Ｄ
Ｌ
─Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
な
ど
他
の
情
報
源
へ
の
リ
ン
ク
、
文
献
管
理
ツ
ー
ルR

efW
orks

へ
の
リ
ン
ク
等
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
電
子
資
料
の
契
約
数
が
増
加
し
、
〇
四
年
よ
りExcel

で
契
約
情

報
の
管
理
お
よ
び
各
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
情
報
共
有
を
開
始
し
た
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
注
支
払
情
報
を
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
契
約
一
覧
」
で
、
契
約
内
容
を
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
管

理
票
」
と
し
て
管
理
し
た
。
し
か
し
利
用
可
能
キ
ャ
ン
パ
ス
一
つ
を

と
っ
て
も
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
く
単
独
キ
ャ
ン
パ
ス
、
あ
る
い

は
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
等
、
契
約
内
容
は
複
雑
で
あ
り
、
利
用
条
件
の

把
握
も
含
め
、Excel

に
よ
る
管
理
は
限
界
に
近
づ
い
た
。
こ
の
た

め
、
〇
七
年
にEx Libris

社
の
電
子
資
料
管
理
シ
ス
テ
ム
：
Ｅ
Ｒ

Ｍ
Ｓ
（Electronic R

esource M
anagem

ent System

）
で
あ

るV
erde

を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
の
導
入
は
初

め
て
で
あ
り
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
用
に
供
す
る
ま
で
時
間
を
要
し

た
が
、V

erde

の
導
入
に
よ
り
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
提
供
期
間
や
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利
用
可
能
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
契
約
情
報
や
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
や
学
外
利
用
の

可
否
等
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。SFX

と
同
じ
会
社
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
た
め
、V

erde

とSFX

の
間
で
は
デ
ー
タ
の
同

期
が
で
き
る
こ
と
も
利
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　V
erde

の
運
用
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら
数
年
後
、V

erde

の
機

能
を
ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
統
合
シ
ス
テ
ムA

lm
a

に
移
行
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
、V

erde
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
と
い
う
事
態
に
直
面

し
た
。
代
替
と
し
て
一
七
年
に
利
用
開
始
し
た
の
がA

lm
aE

で
あ

る
。A

lm
aE

はA
lm

a

の
機
能
を
電
子
資
料
管
理
業
務
の
み
に
限

定
し
た
も
の
で
あ
る
。A

lm
aE

は
リ
ン
ク
リ
ゾ
ル
バ
機
能
を
含
ん

で
お
り
、V

erde

だ
け
で
は
な
くSFX
も
こ
れ
に
置
き
換
え
ら
れ

た
。SFX

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
リ
ス
ト

は
、
す
べ
て
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
検
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
九
年
に
慶
應
の
新
た
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
し
てA

lm
a

が

正
式
に
導
入
さ
れ
、
先
行
し
て
い
たA

lm
aE

の
デ
ー
タ
を
す
べ
て

A
lm

a

に
集
約
し
た
。A
lm

a

で
は
、
発
注
・
支
払
処
理
、
契
約
書

管
理
、
リ
ン
ク
や
タ
イ
ト
ル
管
理
等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。A

lm
a

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
Ｃ
Ｋ
Ｂ
（Cen-

tral K
now

ledgeB
ase

）
に
よ
り
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
変
更
や
タ
イ
ト
ル
入

れ
替
え
等
の
情
報
が
全
世
界
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
の

機
関
が
管
理
す
る
の
は
自
館
固
有
の
情
報
の
み
と
な
っ
た
。A

lm
a

上
の
電
子
資
料
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
契
約
情
報
も
含
め
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
に
タ
イ
ム
ラ
グ
な
し
に
反
映
さ
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、

利
用
者
も
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
電
子
資
料
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
で
の
利
用
可
否
や

授
業
利
用
時
の
条
件
等
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
利
便
性
が
向
上
し
た
。

電
子
ブ
ッ
ク

　
湘
南
藤
沢
で
〇
三
年
にSafari T

ech B
ooks O

nline

を
契
約

し
た
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
電
子
ブ
ッ
ク
導
入
の
端
緒
で

あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
分
野
の
洋
書
を
閲
覧
で
き
るSafari T

ech B
ooks 

O
nline

は
利
用
者
の
好
評
を
得
た
。
続
い
て
〇
五
年
に
理
工
学
で

W
iley

の
電
子
ブ
ッ
ク
を
、
〇
七
年
に
は
慶
應
の
和
書
の
電
子
ブ
ッ

ク
と
し
て
は
初
め
て
、
日
吉
でN

etLibrary

を
購
入
し
た
。
利
用

者
へ
電
子
ブ
ッ
ク
を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
す
る
た
め
、
ベ
ン
ダ
ー
や
出

版
社
か
ら
書
誌
デ
ー
タ
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
を
取
得
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

に
搭
載
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
が
変
動
す
る
電
子
ブ
ッ
ク
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
場
合
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
へ
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
搭
載
は
難
し
く
、

利
用
者
に
直
接
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
。
徐
々
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
る
個
別
タ
イ
ト
ル
の
購
入
が
増
加

し
、
一
一
年
に
本
部
が
一
括
し
て
発
注
お
よ
び
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
搭
載
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　
洋
書
と
比
較
す
る
と
和
書
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
出
版
点
数
に
お
い
て

不
十
分
で
あ
り
、
大
学
図
書
館
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
一
〇
年
、
日
本
に
お
け
る
電
子
ブ
ッ
ク
、
特
に
学
術

書
の
電
子
化
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索
す
る
目
的
で
、
出



268

第二部　各　論

版
社
と
連
携
し
た
「
電
子
学
術
書
利
用
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
学
生
の
電
子
学
術
書
へ
の
ニ

ー
ズ
を
明
確
に
し
、
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
機
能
を
把
握
し
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
技
術
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
延
べ

一
二
六
名
に
及
ん
だ
学
生
モ
ニ
タ
の
協
力
に
よ
り
、
二
年
か
け
て
電

子
ブ
ッ
ク
閲
覧
ツ
ー
ルB

ook-Looper

の
評
価
を
行
っ
た
。
一
二

年
に
は
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
他
大
学
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

「
大
学
図
書
館
電
子
学
術
書
共
同
利
用
実
験
」
を
開
始
し
た
。
七
大

学
（
一
二
年
よ
り
名
古
屋
大
学
、
神
戸
大
学
、
奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学
、
福
井
大
学
、
一
三
年
よ
り
大
阪
大
学
、
東
京
大
学
、

立
命
館
大
学
）
の
参
加
を
得
て
、
各
大
学
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
一
四
年
三
月
に
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
締
め
く
く
り
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
電

子
学
術
書
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
。

　
和
書
の
電
子
ブ
ッ
ク
の
品
揃
え
は
、
一
二
年
のM

aruzen eB
-

ook Library

（
Ｍ
ｅ
Ｌ
）
の
登
場
に
よ
り
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

Ｍ
ｅ
Ｌ
で
は
冊
子
体
と
電
子
ブ
ッ
ク
を
合
わ
せ
て
購
入
す
る
と
電
子

ブ
ッ
ク
が
安
価
に
な
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
が
提
供
さ
れ
た
。
一

六
年
に
は
利
用
者
に
洋
書
を
よ
り
迅
速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
Ｄ
Ｄ

Ａ
（M

ediated D
em

and D
riven A

cquisition

）
方
式
のPro-

Q
uest Ebook Central

を
導
入
し
た
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
と
は
、
図
書
館
員

が
行
う
選
書
と
は
異
な
り
、
利
用
者
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
搭
載
さ
れ
た

中
か
ら
希
望
す
る
資
料
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
図

書
館
員
が
購
入
の
可
否
を
判
断
す
る
方
式
で
あ
る
。Ebook Cen-

tral

で
は
、
利
用
者
が
検
索
し
た
電
子
ブ
ッ
ク
（
当
時
約
六
十
万

冊
）
を
最
長
五
分
間
自
由
に
試
読
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
購
入
希
望
を

出
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
可
視
性
を
高
め
る
た
め
、
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス

を
利
用
し
てEbook Central

の
収
録
デ
ー
タ
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

に
搭
載
し
た
。
購
入
し
て
い
な
い
書
籍
の
デ
ー
タ
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

に
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
混
乱
も
生
じ
た
が
、
購
入
リ
ク
エ
ス
ト

件
数
は
順
調
に
伸
び
た
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
、「
い
つ
か
使
わ
れ
る
た

め
」
で
は
な
い
、
利
用
者
の
喫
緊
の
必
要
性
に
基
づ
い
た
効
率
的
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。Ebook 

Central

と
同
時
に
、
年
間
購
読
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
スEbrary 

A
cadem

ic C
om

plete w
ith D

A
SH

!

（
そ
の
後E

book C
en-

tral A
cadem

ic Com
plete

に
名
称
変
更
）
も
導
入
し
、
利
用
可

能
な
電
子
ブ
ッ
ク
タ
イ
ト
ル
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

　
Ｍ
ｅ
Ｌ
に
お
い
て
も
一
六
年
にEbook Central

と
同
様
に
デ

ー
タ
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
搭
載
し
、
試
読
モ
デ
ル
で
の
提
供
を
開
始

し
た
。
当
初
は
図
書
館
員
が
利
用
回
数
の
多
い
図
書
を
選
定
し
購
入

し
て
い
た
が
、
一
七
年
に
利
用
者
が
試
読
を
経
て
そ
の
ま
ま
Ｗ
ｅ
ｂ

で
購
入
希
望
を
出
せ
る
Ｄ
Ｄ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
試
行
が
始
ま
っ
た
。
理

工
学
で
は
一
九
年
に
Ｒ
Ｓ
Ｃ
（
英
国
王
立
化
学
会
）
の
電
子
ブ
ッ
ク

を
Ｅ
Ｂ
Ａ
（Evidence B

ased A
cquisition

）
モ
デ
ル
で
導
入
し

た
。
Ｅ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
と
は
、
一
定
数
の
タ
イ
ト
ル
に
一
年
間
ア
ク
セ

ス
可
能
で
あ
り
、
期
間
終
了
後
に
利
用
実
績
に
基
づ
い
て
個
別
タ
イ
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ト
ル
を
購
入
す
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
電
子
ブ
ッ
ク
の
発
注
情
報

は
長
年Excel

で
管
理
し
て
い
た
が
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
導
入
を
機
に
「
電
子

ブ
ッ
ク
発
注
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築
し
た
。

　A
lm

a

移
行
後
は
、
電
子
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
も
Ｃ
Ｋ
Ｂ
を
利
用
し
、

個
々
の
書
誌
デ
ー
タ
の
登
録
を
中
止
し
た
。
し
か
し
特
に
和
書
で
は

新
刊
デ
ー
タ
の
反
映
が
遅
く
、
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
精
度
や

更
新
頻
度
の
向
上
は
今
後
も
課
題
で
あ
る
。
国
内
の
ベ
ン
ダ
ー
や
出

版
社
に
よ
る
迅
速
な
メ
タ
デ
ー
タ
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

　
従
前
よ
り
、T

elnet

や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
接
続
に
よ
り
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
ア
ク
セ
ス
し
、
学
外
か
ら
一
部
の
電
子
資
料
を
利
用
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
っ
た
。
〇
四
年
に
は
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ｖ
Ｐ
Ｎ

が
導
入
さ
れ
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
外
か
ら
容
易
に
電
子
資
料
に

ア
ク
セ
ス
し
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
る
た
め
、
Ｓ
Ｓ
Ｌ
─Ｖ
Ｐ
Ｎ

に
よ
る
実
証
実
験
を
経
て
、
〇
六
年
一
一
月
に
慶
應
義
塾
の
共
通
認

証
シ
ス
テ
ム
（keio.jp

）
を
利
用
し
た
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
既
に
欧
米
の
大
学
で
多
数
採
用
さ
れ
て
い
た

EZProxy

（
電
子
資
料
に
特
化
し
た
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
ビ
ス
）
を
利

用
し
て
い
る
。
対
象
の
電
子
資
料
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
可
能
な
も

の
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
〇
九
年
に
は
信
濃
町
で
、
一
〇
年
に
は

他
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
独
自
契
約
の
電
子
資
料
に
つ
い
て

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
当
初
は
キ
ャ
ン
パ

ス
ご
と
に
個
別
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
お
り
、
管
理
や
維
持
の
手

間
が
多
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
重
複
タ
イ
ト

ル
を
整
理
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
独
自
契
約
の
タ
イ
ト
ル
を
可
能
な
限
り

全
キ
ャ
ン
パ
ス
契
約
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
を
一
本
化
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
。
一
三
年
一
〇
月
に
シ
ス
テ
ム
統
合

が
実
現
し
、SFX

も
し
く
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
対
応
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
を
経
由
し
て
電
子
資
料
に
ア
ク
セ
ス
す

る
し
く
み
が
整
っ
た
。

様
々
な
課
題
へ
の
対
処

　
九
七
年
に
始
ま
っ
た
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
」
は
「
全
塾
電
子

リ
ソ
ー
ス
委
員
会
」（
〇
五
年
～
）、「
全
塾
電
子
資
源
連
絡
会
」（
〇

七
年
～
）、「
ｅ
事
務
連
絡
会
」（
一
〇
年
～
）
と
名
称
を
変
更
し
、

全
学
で
電
子
資
料
に
関
す
る
様
々
な
課
題
を
共
有
し
討
議
す
る
場
と

し
て
機
能
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
政
策
委
員
会

等
に
電
子
資
料
に
関
す
る
政
策
判
断
の
根
拠
と
な
る
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。

　
年
間
契
約
、
買
切
、
複
数
年
契
約
等
、
契
約
形
態
も
多
様
化
し
て

い
く
中
、
利
用
範
囲
や
同
時
ア
ク
セ
ス
数
に
配
慮
し
て
コ
ス
ト
を
抑

え
る
よ
う
努
め
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
可
能
な
電
子
資
料
に
つ

い
て
は
、
支
払
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
を
含
め
た
各
キ
ャ
ン
パ

ス
で
分
担
し
た
。
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
購
読
実
態
や
利
用
実
績
に
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合
う
よ
う
常
に
調
整
し
、
年
に
よ
っ
て
は
予
算
が
不
足
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
補
填
す
る
等
の
対
応
を
行
っ
た
。
〇
三
年
に
は
危
機
管
理
の

観
点
か
ら
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
す
る
電
子
資
料
の
契
約
者
を
本

部
に
一
元
化
し
た
。

　
対
処
す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
亘
っ
た
。
利
用
統
計
は
購
読
継
続
の

可
否
を
判
断
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
電
子
資
料

の
導
入
当
初
は
統
計
が
標
準
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
々
の
機
関
が
取

得
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
で
は

必
要
な
項
目
を
洗
い
出
し
、
出
版
社
に
対
し
て
デ
ー
タ
提
供
の
働
き

か
け
を
行
っ
た
。
〇
一
年
に
はN

ature

の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
導
入

に
あ
た
り
、
米
国
と
同
様
、
Ｆ
Ｔ
Ｅ
（
大
学
の
構
成
人
数
）
に
学
部

生
を
含
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
英
文
誌
を
利
用
す
る

学
部
生
は
少
な
く
、
海
外
と
は
状
況
が
異
な
る
こ
と
を
代
理
店
を
通

じ
て
説
明
し
、
出
版
社
側
の
理
解
を
得
た
。
学
部
や
研
究
室
の
図
書

予
算
を
管
理
す
る
三
田
や
日
吉
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
把
握
や
請
求
書

の
処
理
等
が
煩
雑
で
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
教
員
へ
の
丁
寧
な

説
明
が
求
め
ら
れ
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
の
際
に
、

図
書
館
側
の
把
握
し
て
い
な
い
タ
イ
ト
ル
が
購
読
規
模
と
し
て
組
み

入
れ
ら
れ
る
な
ど
度
々
混
乱
が
生
じ
た
。

　
電
子
資
料
を
提
供
す
る
中
で
最
も
悩
ま
し
い
課
題
は
、
予
算
確
保

の
面
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
契
約
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
論
文
投
稿
数
の
増
加
に
と
も
な
う
出
版
社
側
の
コ
ス
ト

増
、
大
手
出
版
社
の
寡
占
化
等
に
よ
り
価
格
は
継
続
的
に
上
昇
し
、

為
替
変
動
の
影
響
も
常
に
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
経
由
の
大
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
で
は
、
値
上
げ
幅
が
抑
制
さ
れ

る
プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
利
点
は
あ
っ
た
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー

ル
（
あ
る
時
点
の
冊
子
体
の
購
読
金
額
を
維
持
し
た
全
タ
イ
ト
ル
パ

ッ
ケ
ー
ジ
契
約
）
に
よ
り
予
算
運
用
が
硬
直
化
し
た
。
慶
應
で
は
キ

ャ
ン
パ
ス
間
で
専
門
分
野
の
重
な
り
が
あ
り
、
主
要
な
冊
子
体
を
複

数
キ
ャ
ン
パ
ス
で
購
読
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
冊
子
体
購
読
に
基

づ
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
価
格
が
高
額
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

導
入
を
前
提
に
冊
子
体
を
中
止
す
る
こ
と
も
試
み
た
が
、
購
読
総
額

の
大
幅
な
減
少
を
理
由
に
出
版
社
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
拒
絶
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
電
子
資
料
へ
の
予
算
を
確
保
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り

理
工
学
や
信
濃
町
が
先
陣
を
切
っ
て
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に

基
づ
く
冊
子
体
の
中
止
や
タ
イ
ト
ル
の
見
直
し
を
進
め
、
他
の
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
そ
れ
に
続
い
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
は
重
複
タ
イ

ト
ル
を
調
整
し
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
継
続
を
優
先
し
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
契
約
見
直
し
も
行
わ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
よ
り
利
用

の
減
少
し
た
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
止
が
相
次
い
だ
。

　
年
度
に
よ
っ
て
は
経
常
費
以
外
の
予
算
や
指
定
寄
付
金
等
に
よ
る

支
援
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
来
は
望
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
図
書
支
出
か
ら
図
書
資
料
費
へ
の
振
り
替
え
も
頻
繁
に
行
わ

れ
た
。
特
に
図
書
予
算
に
お
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
経
費
の
比
率
が

高
い
信
濃
町
で
は
状
況
が
深
刻
で
あ
り
、
予
算
外
支
出
や
学
部
予
算
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に
よ
る
補
填
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
契
約
資
料
の
負
担
割
合
の
軽
減
等
に

よ
る
支
援
が
行
わ
れ
た
年
も
あ
っ
た
。
様
々
な
補
助
金
も
救
い
と
な

っ
た
。
〇
二
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
に
よ
る
電
子
雑
誌
・
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
購
入
補
助
金
を
受
け
、
〇
四
年
度
に
は
私
立
大
学
情
報
教
育
協

会
と
連
携
し
満
額
の
補
助
金
を
獲
得
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
つ
つ
も
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
く
、
〇
八
年
一
二
月
に
全
学
部
の
教
員
か
ら
な
る
「
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
利
用
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
〇
九
年
五
月
に
塾

長
へ
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。
要
望
書
に
は
、
当
面
の
状
況
改
善
の

た
め
間
接
経
費
を
利
用
す
る
こ
と
、
図
書
館
だ
け
で
な
く
慶
應
全
体

と
し
て
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
等
が
記
さ
れ
た
。
ま
た
大
手
出

版
社
（Elsevier

、Springer

、W
iley

）
と
個
別
交
渉
を
重
ね
、

契
約
内
容
の
改
善
に
つ
な
げ
た
。
そ
の
後
も
間
接
経
費
を
獲
得
し
つ

つ
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
購
読
維
持
に
努
め
て
い
る
が
、
根
本
的
な
状

況
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
徐
々
に
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
（
Ｏ
Ａ
）
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、

一
三
年
に
は
Ｒ
Ｓ
Ｃ
のG

old for G
old

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
購
入
機
関
に
対
し
て
Ｏ
Ａ
費
用
を
割
引
す
る
、

い
わ
ゆ
るR
ead &

 Publish

モ
デ
ル
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。
一
四

年
に
世
界
的
な
Ｏ
Ａ
化
推
進
の
取
組
み
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｐ
3
が
開

始
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｐ
3
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
各
国
に
出
版

費
用
の
分
担
を
求
め
る
も
の
で
、
日
本
で
は
国
立
情
報
学
研
究
所
が

窓
口
と
な
り
、
大
学
図
書
館
や
研
究
機
関
か
ら
拠
出
を
取
り
ま
と
め

た
。
開
始
当
初
は
慶
應
も
拠
出
を
行
っ
た
。

　
会
計
処
理
の
面
で
も
変
化
が
あ
っ
た
。
一
五
年
一
〇
月
に
は
海
外

電
子
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
し
て
国
内
の
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
海
外
の
販
売
元
に
直
接
課
税
す
る
の
で
は
な
く
、
契
約
す

る
大
学
側
が
申
告
・
納
税
す
る
リ
バ
ー
ス
チ
ャ
ー
ジ
方
式
へ
の
対
応

が
必
要
で
あ
っ
た
。
新
た
な
税
金
に
よ
る
予
算
の
圧
迫
と
い
う
点
に

つ
い
て
大
学
当
局
の
理
解
を
得
て
、
翌
一
六
年
度
に
は
該
当
金
額
分

の
予
算
増
額
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
六
年
よ
り
期
ず
れ
払
い
の

解
消
の
た
め
、
年
度
内
に
納
品
さ
れ
た
も
の
を
年
度
内
に
支
払
う
べ

く
、
一
月
か
ら
一
二
月
の
年
間
契
約
を
年
度
契
約
に
変
更
し
、
変
更

が
難
し
い
場
合
は
請
求
書
を
年
度
ご
と
に
分
割
す
る
よ
う
版
元
に
依

頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
会
計
上
の
年
度
振
替
を
必
要
と
す
る
支
払
は

大
幅
に
減
少
し
、
収
支
の
把
握
が
容
易
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の

こ
ろ
よ
り
契
約
書
に
電
子
署
名
を
求
め
る
出
版
社
が
増
加
し
、
大
学

の
管
財
部
門
と
調
整
し
て
対
応
を
行
っ
た
。

　
毎
年
価
格
高
騰
が
続
く
大
型
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
契
約
は
、
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
図
書
予
算
の
み
で
は
長
期
的
な
契
約
維
持
が
困
難
で

あ
っ
た
。
研
究
環
境
の
維
持
に
直
結
す
る
継
続
可
否
を
含
め
た
意
思

決
定
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
み
で
は
難
し
い
た
め
、
一
七
年
に
、

政
策
判
断
や
財
源
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
会
議
体
と
し
て
、
研
究
、

財
務
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
担
当
の
各
常
任
理
事
と
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
所
長
を
構
成
員
と
す
る
「
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
連
絡
会
議
」

が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
要
望
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
契
約
の
見
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直
し
に
あ
た
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
数
や
論
文
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
単
価
は

無
視
で
き
な
い
。
一
三
年
に
導
入
し
たSA

G
E

社
の
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
当
時
平
均
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
単
価
が
他
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
比
べ
て
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
政
策

委
員
会
に
お
い
て
一
九
年
末
で
の
中
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
慶
應

に
お
け
る
初
め
て
の
大
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
契
約
の
解
約
で
あ
っ
た
。
中

止
に
あ
た
っ
て
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
協
議
会
を
通
じ
て
キ

ャ
ン
パ
ス
所
属
の
教
員
に
事
情
を
説
明
し
た
ほ
か
、
継
続
す
る
べ
き

タ
イ
ト
ル
の
選
定
作
業
を
行
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
お
い
て

も
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
価
格
上
昇
は
止
ま
る
気
配
は
な
く
、
個
別
契

約
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
含
め
、
タ
イ
ト
ル
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
避
け

ら
れ
な
い
状
況
は
継
続
し
た
。
こ
の
事
態
へ
の
対
応
と
し
て
、
利
用

者
の
文
献
入
手
の
際
の
金
銭
的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
二
〇
年
四
月

よ
り
Ｉ
Ｌ
Ｌ
料
金
を
一
件
あ
た
り
三
千
円
ま
で
補
助
す
る
制
度
の
開

始
も
決
定
し
た
。

　
一
九
年
度
の
図
書
費
の
支
払
実
績
全
体
に
対
す
る
電
子
資
料
の
割

合
は
約
七
割
に
達
し
、
重
要
度
は
今
後
も
増
す
一
方
で
あ
る
。
電
子

資
料
の
維
持
は
慶
應
全
体
の
問
題
だ
と
い
う
理
解
は
進
ん
で
い
る
。

電
子
資
料
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
後
も
常
に
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
他
部
門
と
協
力
し
、

他
大
学
、
海
外
も
含
め
て
情
報
を
収
集
し
、
粘
り
強
く
関
係
者
と
の

調
整
や
検
討
を
重
ね
、
知
恵
を
絞
っ
て
問
題
に
対
処
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
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第
四
章

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
み

　
慶
應
で
は
、
い
ち
早
く
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
本
章
で
は
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
活
動
を
時

系
列
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
。

Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
慶
應
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
に
出
始
め
た
一
九
九
〇
年
代
半

ば
、
収
蔵
し
て
い
た
西
洋
の
博
物
誌
、
中
世
写
本
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ

ラ
、
浮
世
絵
や
古
地
図
、
奈
良
絵
本
を
始
め
と
す
る
多
く
の
貴
重
資

料
を
、
電
子
化
の
技
術
を
応
用
し
て
安
全
に
公
開
し
研
究
に
活
用
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
九
六
年
の
慶
應
義
塾
に
よ
る
『
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
四
十
二
行
聖
書
』
の
購
入
を
機
に
、
貴
重
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
践
、
デ
ジ
タ
ル

画
像
情
報
の
活
用
に
よ
る
人
文
科
学
分
野
の
研
究
の
推
進
を
目
的
と

し
て
、
同
年
六
月
に
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（H

um
anities 

M
edia Interface Project

）
が
活
動
を
開
始
し
、
九
七
年
三
月
に

慶
應
所
蔵
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
を
全
ペ
ー
ジ
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
図
書
館
が
直
接
関
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

慶
應
に
お
け
る
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
先
駆
け
で
あ
る
。

　
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
デ
ジ
タ
ル
書
物
学
分
科
会
」「
技

術
分
科
会
」「
環
境
研
究
分
科
会
」「
知
的
財
産
権
分
科
会
」「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
分
科
会
」
の
五
つ
の
分
科
会
を
設
け
活
動
を
進
め
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
は
、
各
研
究
者
の
研
究
室
の
大
学
院
生
や
学
部

生
も
参
加
し
、
新
た
な
方
法
に
よ
る
書
物
学
研
究
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
「
技
術
分
科
会
」
で
の
研
究
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
画
像

デ
ー
タ
作
成
手
法
は
、
そ
の
後
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
に
影
響
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
少
々
技
術
的
な
話

に
な
る
が
紹
介
し
て
お
く
。

　
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
撮
影
し
た
画
像
か
ら
保
存
用
の

画
像
デ
ー
タ
を
作
成
し
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
と
し
て
管
理
し
、
そ
れ
を

基
に
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
や
閲
覧
向
け
の
画
像
デ
ー

タ
を
作
成
す
る
と
い
う
手
法
を
取
っ
た
。

　
保
存
用
の
画
像
デ
ー
タ
は
、
一
千
六
百
万
画
素
や
二
千
二
百
万
画

素
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
や
、
四
×
五
フ
ィ
ル
ム

を
一
千dpi

程
度
の
解
像
度
で
ス
キ
ャ
ン
し
て
得
ら
れ
た
画
像
を
基

に
画
像
の
カ
ラ
ー
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
変
換
、
資
料
が
撮
影
さ
れ
て
い

る
部
分
を
切
り
抜
く
ト
リ
ミ
ン
グ
処
理
の
み
施
し
解
像
度
の
変
換
を

行
う
こ
と
な
く
作
成
さ
れ
た
。
二
五
〇
～
三
五
〇dpi

程
度
の
解
像
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度
、
三
十
六
～
四
十
八
ビ
ッ
ト
の
色
深
度
を
持
つ
非
圧
縮
の
Ｔ
Ｉ
Ｆ

Ｆ
形
式
の
画
像
デ
ー
タ
と
し
た
。
次
で
述
べ
る
閲
覧
・
公
開
用
の
画

像
デ
ー
タ
は
こ
の
保
存
用
デ
ー
タ
を
元
デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
た
。

　
閲
覧
用
の
画
像
デ
ー
タ
は
、
保
存
用
デ
ー
タ
の
解
像
度
を
半
分

（
一
二
〇
～
一
八
〇dpi

程
度
）
に
落
と
し
た
後
、
シ
ャ
ー
プ
ネ
ス

の
調
整
と
、
ど
の
ペ
ー
ジ
か
示
す
文
字
列
、
所
蔵
機
関
の
コ
ピ
ー
ラ

イ
ト
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
こ
と
を

示
す
文
字
列
を
書
き
込
ん
だ
二
十
四
ビ
ッ
ト
の
色
深
度
の
非
圧
縮
Ｔ

Ｉ
Ｆ
Ｆ
画
像
デ
ー
タ
と
し
た
。

　
公
開
用
に
は
、
さ
ら
に
半
分
程
度
の
解
像
度
（
六
十
～
九
十

dpi

）
の
画
像
を
用
い
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
は
こ
の
程
度
の

解
像
度
で
は
、
文
字
の
形
状
の
細
か
い
違
い
を
判
別
す
る
の
は
難
し

い
が
、
読
む
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。

　
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
、
情
報
技
術
・
通
信
関
連
、

印
刷
出
版
、
書
籍
業
、
商
社
な
ど
広
範
囲
の
分
野
の
十
七
社
か
ら
な

る
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ
て
経
済
、
実
用
技
術
の
面
で
支
援

さ
れ
、
分
科
会
ご
と
に
企
業
と
の
協
同
研
究
も
進
め
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
体
制
で
の
活
動
は
、
九
七
年
度
か
ら
三
年
間
の
期
間
を
設
定

し
て
行
わ
れ
、
当
時
の
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
設

立
し
た
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
た
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
電
子
図

書
館
実
証
実
験
」
に
参
加
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
の
協
力
を
得

て
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
か
ら
代
表
的

な
も
の
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書

の
比
較
校
合
を
題
材
と
し
た
、
海
外
の
研
究
図
書
館
と
の
デ
ジ
タ
ル

情
報
の
共
有
に
よ
る
研
究
促
進
の
試
み
の
た
め
、
九
八
年
一
一
月
か

ら
始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
に
お
い
て
、

〇
〇
年
ま
で
に
、
三
所
蔵
機
関
の
九
冊
も
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
た
。

　
〇
〇
年
か
ら
〇
一
年
に
か
け
て
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織

構
成
は
、
そ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
書
物
学
分
科
会
に
、
技
術
分
科
会

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
科
会
の
一
部
を
集
約
す
る
形
で
一
本
化
さ
れ
、

貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
分
野
に
お
け
る
活
動
は
、
実
験
段
階

か
ら
実
用
段
階
へ
と
進
ん
だ
。
こ
の
活
動
と
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ア
ー
ツ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
活
動
を
ま
と
め
、

人
文
科
学
系
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
の
た
め
の
拠
点
と
し

て
、
慶
應
義
塾
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
、
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
を
対
象
と
し
た
文
部
科
学

省
の
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
下
で
〇
一
年

四
月
か
ら
五
年
間
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
で
企
画
さ
れ
た
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

「
大
英
図
書
館
所
蔵
イ
ギ
リ
ス
初
期
印
刷
本
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
」「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
図
書
館
所
蔵
奈
良
絵
本
デ
ジ
タ
ル
情
報
化
」「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
図
書
館
所
蔵
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
デ
ジ
タ
ル
情
報

化
」
を
担
当
し
て
活
動
を
続
け
、
特
に
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
化
手
法
や

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
用
い
た
書
物
学
の
研
究
の
分
野
で
ほ
か
に
は
見
ら

れ
な
い
成
果
を
上
げ
、
外
部
機
関
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化
手
法
に
関
す
る
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技
術
提
供
な
ど
も
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
、

イ
ギ
リ
ス
初
期
印
刷
本
、
奈
良
絵
本
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
関
連
資
料

を
対
象
と
し
て
、
〇
五
年
一
一
月
ま
で
に
六
つ
の
所
蔵
機
関
と
の
デ

ジ
タ
ル
化
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
計
十
一
回
の
海
外
撮
影
出

張
を
行
い
、
世
界
的
に
重
要
な
貴
重
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
貢
献
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
活
動
が
基
点
と

な
り
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ

が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

慶
應
義
塾
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　「
慶
應
義
塾
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
写
真
Ｄ
Ｂ
）
は
、
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
自
ら
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
蓄
積
、
公
開
に
初
め
て
取

り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
写
真
Ｄ
Ｂ
は
一
九
九
五
年
か
ら

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
が
当
時
の
文
部
省
の
助
成
お
よ
び
日
立
製

作
所
の
技
術
支
援
を
受
け
、
一
八
五
八
年
の
慶
應
義
塾
創
立
時
よ
り

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
、
医
学
部
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵

さ
れ
て
い
た
貴
重
な
写
真
史
料
に
解
説
を
付
け
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

た
も
の
で
、
写
真
は
福
澤
諭
吉
の
留
学
時
代
か
ら
現
代
の
キ
ャ
ン
パ

ス
風
景
に
至
る
ま
で
多
岐
に
亘
っ
た
。

　
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
は
Ｒ
Ｌ

Ｇ
（
研
究
図
書
館
連
合
）
に
東
ア
ジ
ア
で
初
め
て
正
式
会
員
と
し
て

加
盟
し
た
。
Ｒ
Ｌ
Ｇ
と
は
一
九
七
四
年
設
立
の
非
営
利
組
織
で
、
Ｏ

Ｃ
Ｌ
Ｃ
と
並
ぶ
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
書
誌
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
一

図 1　慶應義塾写真データベース

図書館史2_204s.indd   275図書館史2_204s.indd   275 2023/11/01   18:152023/11/01   18:15
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第二部　各　論

つ
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
に
百
六
十
館
以
上
の
図
書
館
や
博
物
館
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
九
八
年
よ
り
Ｒ
Ｌ
Ｇ
が
提
供

す
る
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
を
自
館
の
目
録
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
構
築
の
た
め
活
用
し
て
い
た
が
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
に
正
式
加
盟
し
た
こ

と
で
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
さ
ら
に
Ｒ
Ｌ
Ｇ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
文
化
財
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
スR

LG
 

Cultural M
aterials

（
Ｒ
Ｃ
Ｍ
）
は
、
図
書
館
、
博
物
館
、
美
術

館
、
公
文
書
館
な
ど
、
Ｒ
Ｌ
Ｇ
加
盟
機
関
が
所
蔵
す
る
美
術
品
、
写

真
、
図
版
、
文
字
資
料
、
映
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

加
盟
機
関
の
枠
を
超
え
て
横
断
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
場
所
・
人
物
・
キ

ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
検
索
を
実
現
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
Ｒ
Ｃ
Ｍ
に

登
録
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
最
初
の
対
象
と
し
て
写
真
Ｄ
Ｂ
が
選

ば
れ
、
〇
三
年
五
月
よ
り
登
録
準
備
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｒ
Ｃ
Ｍ

は
多
く
の
加
盟
機
関
が
独
自
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー
タ
を
集
め
る

形
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
厳
し
い
規
則
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
最
終
的
に
Ｒ
Ｌ
Ｇ
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
変
換
さ
れ
る

た
め
、
登
録
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
選
択
肢
は
幅
広
く
あ
っ
た
が
、

デ
ー
タ
交
換
が
容
易
に
な
る
よ
う
写
真
Ｄ
Ｂ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
見

直
し
、D

ublin Core

を
拡
張
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
Ｘ
Ｍ
Ｌ
で
提

供
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
国
際
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
、

写
真
Ｄ
Ｂ
の
英
訳
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
最
大
の
目
的
は
で
き
る
だ

け
早
く
日
本
（
語
）
の
デ
ー
タ
を
世
界
に
向
け
て
公
開
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
質
の
充
実
よ
り
も
効
率
を
求
め
、
解
説
文
の
英
訳

作
業
は
見
送
り
、
タ
イ
ト
ル
の
英
訳
と
ロ
ー
マ
字
化
、
件
名
（
Ｌ
Ｃ

Ｓ
Ｈ
）
付
与
の
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
、
〇
四
年
九
月
に
登
録
を
完

了
し
た
。

G
oogle Books Library Project

　
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
た
よ
う
な
貴
重
書
、
特
殊
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
撮
影
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
〇
四
年
に

G
oogle

社
が
研
究
図
書
館
と
連
携
し
て
大
規
模
な
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
開
始
し
、
全
世
界
で
話
題
と
な
っ
た
。
こ
のG

oogle 
B
ooks Library Project

（
以
下
、G

oogle

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
は

「
世
界
中
の
情
報
を
整
理
し
て
、
世
界
中
の
人
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き

て
使
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
使
命
の
下
、
各
館
の
蔵
書
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
参
加
館
を
求
め
る
動
き

が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
名
乗
り
を
上
げ
、
〇
七
年
七
月
に

ア
ジ
ア
初
の
参
加
館
と
な
っ
た
。
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
そ
し
てG

oogle

社
と
の
提
携
に
よ
る
江
戸
・
明
治
期
の
和

書
約
十
二
万
冊
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
慶
應
で
資
料
準
備
と
メ
タ
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デ
ー
タ
提
供
を
、G

oogle

社
で
資
料
運
搬
と
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
を
担

当
す
る
と
い
う
分
担
で
作
業
を
行
っ
た
が
、
実
際
に
は
準
備
に
多
く

の
労
力
を
割
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
対
象
と
な
る
資
料
は
慶
應

の
最
も
古
い
蔵
書
群
で
、
提
供
す
る
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
る
目

録
デ
ー
タ
が
無
く
対
象
資
料
の
デ
ー
タ
作
成
作
業
を
短
期
間
で
行
う

必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
メ
タ
デ
ー
タ
と
の
リ
ン
ク
の
た
め
に
一
冊

ご
と
に
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｉ
Ｄ
を
付
与
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
和
装

本
に
直
接
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
を
貼
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
た
め
、
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ

ル
は
紙
帙
に
貼
る
こ
と
と
し
た
（
多
巻
も
の
に
つ
い
て
は
各
巻
の
Ｉ

Ｄ
ラ
ベ
ル
を
並
べ
て
貼
っ
た
）。
さ
ら
に
、
資
料
をG

oogle

社
に

提
供
す
る
前
に
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
可
否
を
判
断
す
る
た
め
の

G
oogle

社
が
提
供
す
る
「
ブ
ッ
ク
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
ガ
イ
ド
」

に
従
っ
て
、
資
料
状
態
を
一
点
ず
つ
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
最
も
手
間
が
か
か
っ
た
作
業
が
著
作
権
調
査
で
あ
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
す
る
た
め
に
は
、
著
作
権
保
護
の
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
著
作
権
保
護
期
間
が
満
了
し
て
い
る
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
〇
七
年
九
月
よ
り
一
年
間

の
計
画
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
と
っ
て
著
作
権
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
り
、
最
終
的
に
は
未

完
の
も
の
を
残
し
て
〇
九
年
一
〇
月
末
で
調
査
を
終
了
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、G

oogle

社
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
裏
側
で
は
地

道
な
事
前
準
備
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
対
象
を
約

十
二
万
冊
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
資
料
状
態
や
著
作
権
調
査
な
ど
の

結
果
に
よ
り
対
象
か
ら
除
外
し
た
資
料
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
一
〇

六
、三
〇
三
冊
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
。
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
は
一

〇
年
一
二
月
に
完
了
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
質
に
は
課
題
が
多

か
っ
た
。
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
そ
の
も
の
の
質
の
問
題
や
、
画
面
表
示

の
ロ
ジ
ッ
ク
が
日
本
語
資
料
の
扱
い
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
個
々
の
問
題
の
解
決
に
向
け
てG

oogle

社
と
協
議

を
継
続
し
た
が
、
一
つ
の
改
善
ま
で
に
数
カ
月
か
そ
れ
以
上
の
期
間

を
要
し
た
り
、
改
善
結
果
が
期
待
し
て
い
た
も
の
に
な
ら
な
い
な
ど
、

長
期
的
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。G

oogle

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
慶
應
の
十
万
冊
の
蔵
書
はG

oogle B
ook 

Search

を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で
も
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福

澤
諭
吉
）

　G
oogle

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
と
並
行
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
貴
重
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
本
格
化
し
始
め
た
。

こ
れ
は
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
自
前
の
ス
タ
ジ
オ
を
持
ち
、
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
継
続
し
て
貴
重
書
の
撮
影
を
行
う
体
制
を
持
て
た

こ
と
が
大
き
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
貴
重
書
の
公
開
の
受
け
皿
と

し
て
開
発
さ
れ
た
の
が
「
慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」、
通
称
「
デ
ジ
ギ
ャ
ラ
」
で
あ
る
。
一
般
に
は
大
学
図
書
館
所

蔵
の
貴
重
書
を
研
究
目
的
以
外
で
閲
覧
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
た
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め
、
歴
史
的
資
料
に
親
し
む
機
会
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

よ
り
多
く
の
人
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
デ
ジ
ギ

ャ
ラ
は
〇
六
年
春
に
公
開
さ
れ
た
。
当
初
は
福
澤
諭
吉
の
著
作
や
高

橋
誠
一
郎
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
の
画
像
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
特
に
慶
應
義
塾
創
立
一

五
〇
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
さ
れ
た
福
澤
諭
吉
著
作
の
初
版

本
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む

福
澤
諭
吉
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』
や
『
西
洋
事
情
』
な

ど
の
福
澤
諭
吉
の
全
著
作
（
初
期
版
本
）
五
十
五
タ
イ
ト
ル
、
全
一

一
九
冊
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
〇
七
年
六
月
に
デ
ジ
ギ
ャ
ラ
内
に
「
福
澤

諭
吉
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
公
開
し
た
。
公
開
に
あ
た
り

従
来
の
電
子
ブ
ッ
ク
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

FLIPPER

と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
精

密
な
挿
絵
の
何
倍
も
の
拡
大
に
も
耐
え
得
る
高
精
細
な
画
像
で
あ
り

な
が
ら
デ
ー
タ
読
込
み
時
の
重
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
著
作
を
実

際
に
手
に
取
り
読
む
際
と
同
じ
感
覚
で
、
ペ
ー
ジ
を
一
枚
一
枚
め
く

り
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
各
著
作
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
に
は
解
説
を
記
載
し
、
書
か
れ
た
背
景
や
概
要
を
誰
も
が
容
易

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
た
〇
八
年
、
福
澤
諭
吉
の
誕
生
日
で
あ
る

一
月
一
〇
日
か
ら
二
日
間
、
誕
生
記
念
会
行
事
の
一
環
と
し
て
企
画

展
示
「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉
」
展
を
図
書
館
旧
館
記
念
室
で

開
催
し
た
。
こ
の
展
示
で
はG

oogle

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
一
七
四
冊
の
福
澤
諭
吉
の
著
作
や
慶
應
の
刊
行
物
を

「G
oogle

で
読
む
福
澤
諭
吉
」
と
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
イ
メ

ー
ジ
デ
ー
タ
だ
け
で
あ
っ
た
「
福
澤
諭
吉
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
追
加
し
、
全
文
検
索
機
能
を
付
与
し
た
新
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
の
協
力
に
よ
り
、『
福
澤
諭
吉
著
作
集
』
を
編

集
し
た
際
の
二
十
九
タ
イ
ト
ル
の
電
子
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
そ
れ
を

加
工
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
、『
福
澤
諭
吉
著
作
集
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
著
作
や
、
印
刷
デ
ー
タ
か
ら
テ
キ
ス
ト
化
で
き
な
か
っ
た

も
の
な
ど
二
十
六
タ
イ
ト
ル
は
、『
福
澤
全
集
』
を
典
拠
と
し
て
手

入
力
で
デ
ー
タ
化
し
た
。
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
原
文
に
忠
実
に
改

行
・
ペ
ー
ジ
付
け
さ
れ
、
初
期
版
本
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
に
対
応
し

て
テ
キ
ス
ト
が
読
め
る
よ
う
工
夫
し
た
。
こ
の
作
業
は
自
動
化
で
き

な
い
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
手
作
業
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
展
示

の
当
日
ま
で
に
検
索
用
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
作
成
で
き
た
の
は
『
学

問
の
す
ゝ
め
』、『
西
洋
事
情
』、『
福
翁
自
傳
』（
第
一
巻
）、『
文
明

論
之
概
略
』、『
窮
理
図
解
』
の
五
点
の
み
で
あ
っ
た
。
使
い
や
す
さ

を
重
視
し
、
テ
キ
ス
ト
へ
の
ル
ビ
の
追
加
や
旧
字
を
新
字
に
置
換
し

て
の
検
索
、
過
去
に
検
索
さ
れ
た
ワ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
る

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
設
定
の
補
助
な
ど
の
機
能
を
追
加
し
た
。
ま
た
、

検
索
結
果
に
つ
い
て
も
、
著
作
の
タ
イ
ト
ル
ご
と
に
一
覧
で
表
示
し
、
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キ
ー
ワ
ー
ド
を
色
付
け
し
て
表
示
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
目
で
ど
の
著

作
の
何
ペ
ー
ジ
に
ど
の
よ
う
な
形
で
含
ま
れ
て
い
る
の
か
わ
か
る
よ

う
に
し
た
。

　
全
文
検
索
機
能
を
追
加
し
た
「
福
澤
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
画
展
示

会
名
と
同
じ
「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉
」
に
名
称
を
変
更
し
て
、

さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
著
作
の
テ
キ
ス
ト
作
成
を
進
め
る
一
方
で
、
福
澤
諭
吉
研
究
を
支

援
す
る
「
福
澤
諭
吉
研
究
文
献
目
録
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
制
作
も
並

行
し
て
行
わ
れ
た
。
〇
八
年
一
月
一
〇
日
に
は
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

と
し
て
『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
巻
末
に
掲
載
の
「
福
澤
諭
吉
研
究
関
係

文
献
目
録
」、「
福
澤
諭
吉
研
究
文
献
目
録
」、「
研
究
文
献
案
内
」
の

デ
ー
タ
とG

oogle B
ook Search

で
公
開
さ
れ
た
福
澤
お
よ
び
慶

應
義
塾
関
連
資
料
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

研
究
者
が
資
料
の
検
索
・
入
手
・
閲
覧
と
い
う
三
ス
テ
ッ
プ
を
容
易

に
行
え
る
よ
う
、
過
去
に
出
版
さ
れ
た
福
澤
諭
吉
研
究
書
誌
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
、
検
索
結
果
か
ら
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
の
所
蔵

確
認
やG

oogle B
ook Search

に
よ
る
全
文
閲
覧
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
メ
タ
デ
ー
タ
の
ス
キ
ー
マ
に
は
今
後
の
流
用

可
能
性
を
考
慮
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
（M

etadata O
bject D

escrip-
tion Schem

a

）
に
準
拠
し
て
開
発
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
学
術
情

報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
と
同
様
の
ス
キ
ー
マ
を
採
用
し
、

入
力
項
目
・
記
述
方
式
も
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
倣
い
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。

　
〇
八
年
九
月
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉
」
の
福
澤
著
作

初
期
版
本
全
一
一
九
冊
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
組
込
み
に
加
え

て
、
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
著
者
名
の
「
読
み
」
で
の
検
索
機
能
と
Ｉ
Ｓ

Ｂ
Ｎ
・
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
・
資
料
Ｉ
Ｄ
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
キ
ー
と
し
て
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、

G
oogle B

ook Search

、
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
へ
の
リ
ン
ク
機
能
を
拡
充

し
た
「
福
澤
諭
吉
研
究
文
献
目
録
」
を
正
式
に
公
開
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
一
七
年
四
月
に
デ
ジ
ギ
ャ
ラ
に
代
わ
る
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
公
開
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
公
開
し
た
。
デ
ジ
ギ
ャ
ラ
は
〇
六

年
の
公
開
か
ら
約
十
年
が
経
過
し
、
い
く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム
的
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
新
た
な
公
開
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
望
ま
れ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。

　
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
一
六
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。
デ
ジ
ギ

ャ
ラ
の
課
題
の
一
つ
目
は
、
機
能
拡
張
性
が
低
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

デ
ジ
ギ
ャ
ラ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
コ
ン
テ
ン
ツ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
な
汎
用
的
な
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス

に
し
て
お
ら
ず
一
か
ら
独
自
に
作
り
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
追
加
や
登
録
時
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
修
正

な
ど
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
画

像
の
公
開
方
式
に
つ
い
て
も
標
準
の
規
格
に
則
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携
が
困
難
で
あ
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っ
た
。

　
二
つ
目
の
課
題
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
公
開

す
る
ビ
ュ
ー
ア
を
使
用
す
る
た
め
にFlash Player

と
い
う
動
作

環
境
を
必
要
と
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
サ
ポ
ー
ト
の
終
了
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
年
以
降

は
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
用
し
て
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
た
め
、
別
の
ビ
ュ
ー
ア
へ
の
シ
ス
テ
ム
変
更
を
進
め
る
必
要

が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
課
題
を
踏
ま
え
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
シ

ス
テ
ム
と
し
て
検
討
さ
れ
た
の
が
「
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
デ
ジ
コ
レ
」
で
あ
る
。

デ
ジ
コ
レ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
公
開
サ
イ
ト
の
統
合
」「
コ
ン

テ
ン
ツ
追
加
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡
易
化
」「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
公
開
」

「
検
索
機
能
の
拡
張
」「
国
際
規
格
へ
の
対
応
」
が
掲
げ
ら
れ
開
発
が

行
わ
れ
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
デ
ジ
コ

レ
の
特
徴
を
説
明
す
る
。

・
公
開
サ
イ
ト
の
統
合

　
こ
れ
ま
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
は
、

デ
ジ
ギ
ャ
ラ
ま
た
は
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ａ
─Ａ
（
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
所
蔵
の
解
体
新
書
や
富
士
川
文
庫
な
ど
の
古
医
書
の
公
開
用
サ
イ

ト
）
に
分
散
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
統

合
し
て
一
つ
の
サ
イ
ト
で
公
開
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
や
奈
良
絵
本
・
絵

図 2　慶應義塾大学メディアセンターデジタルコレクション
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巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
追
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
公
開
サ
イ
ト
を
一
本

化
す
る
こ
と
で
、
一
つ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
公
開
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
全
体
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

・
コ
ン
テ
ン
ツ
追
加
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡
易
化

　
Ｃ
Ｍ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
で
、
デ
ジ
コ
レ

に
搭
載
し
て
い
る
メ
タ
デ
ー
タ
情
報
の
追
加
や
編
集
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
の
追
加
が
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
公
開

　
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
の
画
像
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
図
書
資
料
に
つ

い
て
は
閲
覧
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
も
資
料
を
公
開
す

る
こ
と
と
し
た
。
一
部
の
資
料
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
上
に
本
文
の
透
明
テ
キ

ス
ト
を
付
加
し
た
も
の
を
公
開
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
上
で
本
文
テ
キ

ス
ト
の
検
索
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

・
検
索
機
能
の
拡
張

　
デ
ジ
ギ
ャ
ラ
で
は
一
部
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
資
料
し
か
検
索
で
き

な
か
っ
た
が
、
デ
ジ
コ
レ
で
は
搭
載
さ
れ
て
い
る
資
料
全
体
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
資
料
す
べ
て
の
メ
タ
デ
ー
タ
検
索
と
、「
デ

ジ
タ
ル
で
読
む
福
澤
諭
吉
」
の
資
料
に
つ
い
て
は
本
文
の
全
文
検
索

が
可
能
で
、
検
索
結
果
か
ら
該
当
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
国
際
規
格
へ
の
対
応

　
国
際
的
な
画
像
デ
ー
タ
の
相
互
利
用
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
（In-

ternational Im
age Interoperability Fram

ew
ork

：
ト
リ

プ
ル
ア
イ
エ
フ
）
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
た
。
標
準
的
な
規
格

に
則
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
の
規
格
に
対
応
し
た
外
部
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
が
柔
軟
に
行
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム

に
組
み
込
む
ビ
ュ
ー
ア
も
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
の
規
格
に
適
合
し
た
も
の
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
へ
の
対
応
の
た
め
に
は
、IIIF 

Presentation A
PI

に
準
拠
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
フ
ァ

イ
ル
と
い
う
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
構
成
情
報
を
定
義
し
た
フ
ァ
イ
ル

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｆ
に
対
応
し
た
ビ
ュ
ー
ア
に
読
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
手

元
に
画
像
フ
ァ
イ
ル
が
無
く
て
も
ど
こ
か
ら
で
も
ビ
ュ
ー
ア
で
画
像

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
デ
ジ
コ
レ
で
は
、
公
開
し
て

い
る
す
べ
て
の
資
料
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
へ
の
リ
ン
ク
を
提

供
し
、
だ
れ
で
も
容
易
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ

コ
レ
の
画
像
サ
ー
バ
はIIIF Im

age A
PI

に
対
応
し
た
画
像
配
信

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、IIIF Im

age A
PI

で
定
め
ら
れ
て
い

る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
リ
ク
エ
ス
ト
方
法
に
よ
り
、
大
き
さ
指
定
や
一
部
分
の

切
り
出
し
な
ど
様
々
な
設
定
で
の
画
像
表
示
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
の
し
く
み
を
取
り
入
れ
た
デ
ジ
コ
レ
の
活
用
例
と
し
て
、

一
八
年
九
月
よ
り
京
都
大
学
図
書
館
機
構
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る

富
士
川
文
庫
デ
ジ
タ
ル
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
両
館

が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
富
士
川
游
博
士
の
旧
蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
の
し
く
み
を
用
い
て
一
つ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
で
バ
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ー
チ
ャ
ル
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
公
開
に
よ
っ
て
日
本
医

史
学
の
研
究
・
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
た
。
一
九
年
二
月
か
ら

は
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育
学
部
図
書
室
が
所
蔵
す

る
富
士
川
文
庫
の
デ
ー
タ
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
充
実
が
図
ら
れ
た
。

今
後
も
組
織
間
連
携
に
よ
る
資
料
の
公
開
や
利
活
用
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
。

図 3　デジコレのビューア画面

図書館史2_204s.indd   282図書館史2_204s.indd   282 2023/11/01   18:152023/11/01   18:15



第五章　閲覧サービス

283

第
五
章

閲
覧
サ
ー
ビ
ス

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
（
初
代
）、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
・
Ⅲ
と
閲
覧
サ
ー

ビ
ス
の
変
容

　
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
時
代
に
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性

に
応
じ
た
運
営
が
行
わ
れ
、
徐
々
に
閲
覧
業
務
の
機
械
化
が
進
ん
で

い
た
。
一
九
八
二
年
の
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
メ
モ
レ
ッ
ク

ス
導
入
に
始
ま
り
、
八
五
年
に
は
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
貸
出
・
返

却
業
務
を
機
械
化
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
と
い
う
閲
覧
シ
ス
テ
ム
が
稼

働
し
た
。
そ
の
後
日
吉
・
理
工
学
で
も
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
導
入
し
た

が
、
運
用
は
キ
ャ
ン
パ
ス
個
別
で
あ
っ
た
。
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
、
自
由
度
と
独
自
性
が
保
た
れ
る
反
面
、
慶
應
全
体
と
し
て
効

率
が
よ
く
、
ま
た
等
質
感
の
あ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
貫
し
た
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
当
時
の
シ
ス
テ
ム
で
は
能
力
が
不
足

し
て
お
り
、
抜
本
的
な
改
善
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
理
的
な
分
散
が
相
互
の
業
務
理
解
や
情
報
交
換
を
よ
り
困
難

に
し
て
い
た
。

　
ま
ず
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と
し
て
、
九
〇
年
か
ら
全
学
の
統
合
図
書

館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
開
発
が
始
ま
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
他
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
先
駆
け
て
九
一
年
一
二
月
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
を
稼
働
し
た
が
、

実
験
稼
働
の
段
階
で
あ
っ
た
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
は
低
く
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
で
は
大
き
な
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
九
三
年
三
月
に
は

他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閲
覧
業
務
も
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に
移
行
さ
れ
、
全
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
同
七
月
下
旬
に
は
利
用
者
用

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
稼
働
し
、
館
内
備
付
け
の
端
末
か
ら
、
直
近
十
年
程
度

の
所
蔵
資
料
の
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
当
時
は
利
用
者
用
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
図
書
館

が
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
全
体
を
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
呼
び
、
以
後
リ
プ

レ
ー
ス
に
よ
り
シ
ス
テ
ム
変
更
す
る
推
移
を
ロ
ー
マ
数
字
で
表
し
、

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
・
Ⅲ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
運
用
が
開
始
さ
れ
た
後
も
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は

動
作
が
遅
く
、
貸
出
・
返
却
手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
カ
ウ
ン
タ
ー

の
前
に
利
用
者
の
列
が
で
き
た
。
利
用
者
用
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
も
検
索
の
レ

ス
ポ
ン
ス
が
遅
く
、
利
用
者
が
検
索
を
あ
き
ら
め
て
立
ち
去
っ
て
し

ま
う
と
い
う
事
態
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
九
四
年
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
四
倍
の
容
量
を
持
つ
機
種
に
入

れ
替
え
、
よ
う
や
く
安
定
化
の
兆
し
が
見
え
た
。
そ
の
後
九
五
年
に

は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公
開
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
図
書
館
外
か
ら
の
検
索
が
可
能
に
な
り
、
研
究
室
で
の
利
用
な

ど
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



284

第二部　各　論

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
蔵
資
料

と
貸
出
状
況
が
利
用
者
自
身
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
利
便

性
は
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
所
蔵
資
料
の
利
用
希
望
へ
つ
な
が
り
、
学
内

の
資
料
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
、
ま
ず
は
教
職
員
を
対
象
に
開
始
し
、

九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て
大
学
院
生
、
学
部
生
へ
と
順
次
拡
大

し
て
い
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
の
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
が

所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込
む
必
要
が
あ
り
、

さ
ら
に
資
料
の
貸
出
・
返
却
も
申
込
み
を
し
た
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　
初
の
共
通
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
閲

覧
業
務
の
状
況
を
把
握
し
合
い
問
題
点
を
共
有
す
る
契
機
と
な
っ
た

こ
と
は
、
以
後
の
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
上
で
大
き
な
収
穫
で
あ
り
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
制
約
条
件
を
撤
廃
し
て
い
く
動
き
へ
と
発
展
し
て

い
っ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
稼
働
以
前
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
間

の
連
絡
会
議
は
存
在
し
て
い
た
が
、
地
理
的
に
分
散
し
て
い
る
各
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
相
互
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
に
関
連
す
る
課
題
の
解
決
や
閲
覧
・
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
九
七
年
二
月
に
全
塾
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
部
門
事
務
連
絡

会
（
全
塾
Ｐ
Ｓ
事
務
連
絡
会
）
が
発
足
し
た
。
こ
の
連
絡
会
で
検
討

し
た
課
題
の
一
つ
が
、
資
料
の
貸
出
と
返
却
は
同
一
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
の
緩
和
で
あ
っ
た
。
こ
の

規
則
の
下
で
は
、
利
用
者
が
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
資
料
を
直
接
借
り
に

行
っ
た
場
合
、
返
却
の
際
に
再
度
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た

同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
資
料
を
、
直
接
書
架
か
ら
取
り
出
し
て
所
蔵
館

で
借
り
た
か
、
学
内
資
料
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
別
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
借
り
た
か
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
態
を
生
じ

さ
せ
て
い
た
。
こ
の
制
約
を
解
消
す
る
た
め
、
九
七
年
秋
に
は
、
借

り
た
資
料
を
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
返
却
し
て
も
よ
い
「
ど
こ
で
も
返

却
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施
に
向
け
た
意
見
交
換
や
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
上
の

利
用
者
身
分
設
定
と
貸
出
規
則
の
簡
素
化
の
検
討
が
本
連
絡
会
で
開

始
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
や
運

用
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
九
八
年
三
月
に
は
、
次
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
な
る
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅱ
へ
の
移
行
の
検
討
が
始
ま
る
が
、
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
が
決
ま

っ
た
翌
四
月
か
ら
十
カ
月
足
ら
ず
の
九
九
年
一
月
に
稼
働
さ
せ
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
シ
ス
テ
ム
移
行
の
準
備
期
間
と
し
て
は
極
端

に
短
く
、
工
期
を
短
縮
す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
対
応
と
し
て
、
全
塾
Ｐ
Ｓ

事
務
連
絡
会
に
加
え
て
、
新
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
集
中
的
に
検
証
す
る

閲
覧
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
閲
覧
Ｗ
Ｇ
は
、
新
閲
覧

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
作
成
や
シ
ス
テ
ム
構
築
に
か
か
わ
る
コ
ー
ド
の
整

理
、
納
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
う
役
目
を
担
い
、
全
塾
Ｐ

Ｓ
事
務
連
絡
会
と
共
同
で
運
用
方
法
を
ま
と
め
て
い
っ
た
。

　
稼
働
直
前
の
九
八
年
一
二
月
に
は
、
九
八
年
度
卒
業
・
修
了
予
定



第五章　閲覧サービス

285

者
に
対
す
る
「
ど
こ
で
も
返
却
サ
ー
ビ
ス
」
が
先
ん
じ
て
開
始
さ
れ
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
は
、
正
式
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
運
用
が
始
ま
っ

た
。
同
時
期
に
学
内
資
料
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
の
条
件
緩
和
に
も
取
り

組
み
、
九
九
年
の
夏
季
休
校
期
間
に
、
利
用
者
の
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス

に
限
ら
ず
（
例
え
ば
自
宅
最
寄
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
）
取
寄
せ
申

込
み
を
可
能
と
す
る
「
ど
こ
で
も
申
込
み
」
を
試
行
運
用
し
、
そ
の

後
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
除
く
す
べ
て
の
図
書
館
で
本
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
開
始
し
た
。

　
初
代
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
反
省
か
ら
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
お
い
て

は
シ
ス
テ
ム
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
積
年
の

課
題
で
あ
っ
た
検
索
や
貸
出
の
処
理
時
間
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

ま
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
は
、
以
下
の
機
能
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

・
予
約
・
取
寄
せ
図
書
到
着
・
返
却
催
促
の
メ
ー
ル
自
動
送
信

機
能

・
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
検
索
結
果
を
所
蔵
キ
ャ
ン
パ
ス
別
に
表
示
す
る

機
能

・
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
検
索
結
果
（
書
誌
情
報
）
を
印
刷
・
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
・
メ
ー
ル
送
付
す
る
機
能

　
当
時
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
の
会
議
体
が
発
足
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
ヘ
ル
プ
作
成
や
〇
一
年
に
公
開
を
予
定
し

て
い
た
英
語
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
準
備
は
全
塾
Ｐ
Ｓ
事
務
連
絡
会
で
対
応

し
て
い
た
。
全
塾
Ｐ
Ｓ
事
務
連
絡
会
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に
従
い
、

全
学
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
も
着
手
す
る
よ
う
に
な
り
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
お
い
て
業
務
の
共
通
化
・
効
率
化
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
〇
四
年
三
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
部
門
の
連
合
体
と
し
て
よ
り
強
固
な
協
力
体
制
が
敷
か
れ
る
よ
う

全
塾
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
以
降
、
全
塾
Ｐ
Ｓ
）
と

改
称
し
、
携
帯
電
話
版
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
（
〇
五
年
四

月
）
な
ど
、
利
用
者
の
情
報
環
境
の
変
化
に
沿
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
た
。

　
九
九
年
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
稼
働
以
降
、
利
用
者
用
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に

は
長
ら
く
大
き
な
改
変
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
、
利
用
者
が
よ
く
使
う
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
と
の
比
較
や

公
共
図
書
館
・
他
大
学
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
利
用
機
会
が
増
え
る
に
つ
れ
、

次
第
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
─Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
機
能
不
足
が
顕
著
に
な
っ

て
い
た
。
利
用
者
か
ら
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
機
能
改
善

の
要
望
が
上
が
り
、
〇
四
年
一
〇
月
に
本
部
と
各
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
改
善
・
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
こ
の
時
、
抜
本
的
な
改
良
を

目
指
す
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
（
す
な
わ
ち
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の

移
行
）
は
、
実
施
期
日
の
目
標
を
〇
八
年
九
月
と
定
め
た
が
、
早
期

に
解
決
が
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
先
行
し
て
改
修
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
〇
五
年
四
月
以
降
は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
改
善
・
検
討
Ｗ
Ｇ
を
発
展
さ
せ

た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
改
善
委
員
会
を
組
織
し
、
Ｗ
Ｇ
が
ま
と
め
た
改
善
項
目

に
優
先
順
位
を
決
め
、
具
体
的
な
実
装
作
業
を
行
っ
た
。
主
に
検
索
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方
法
の
改
修
と
機
能
追
加
を
行
っ
た
第
一
期
（
〇
五
年
九
月
）、
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
改
修
し
、keio.jp

に
よ
る

認
証
（
後
述
）
を
用
い
た
新
機
能
を
追
加
し
た
第
二
期
（
〇
六
年
三

月
）
を
経
て
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
＋
（
プ
ラ
ス
）
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
新
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
画
面
が
公
開
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
改
善
委
員
会
は
、

〇
六
年
上
半
期
ま
で
残
案
件
に
対
応
し
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
移

行
に
向
け
て
新
た
な
会
議
体
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
慶
應
義
塾
の
共
通
認
証
シ
ス
テ
ム
（keio.jp

）
の
構
築
は
、
〇

二
年
一
二
月
ご
ろ
よ
り
慶
應
義
塾
全
体
で
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
連
動
す
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
全
塾
Ｐ
Ｓ
が
主
体
と
な
り
検
討
を
行
っ
た
。
〇
五
年
四

月
のkeio.jp

稼
働
開
始
後
、
徐
々
に
各
部
署
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
搭
載
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
〇
五
年
一
二
月
か
ら
「
図

書
利
用
状
況
照
会
サ
ー
ビ
ス
」
を
教
職
員
に
公
開
し
た
。
〇
六
年
四

月
か
ら
は
学
生
に
も
公
開
し
、
貸
出
中
資
料
、
予
約
中
資
料
、
未
払

い
延
滞
金
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
利
用
者
がkeio.jp
を
通
し
て
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
同
年
一
一
月
に
はkeio.jp

認
証
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
の
電
子
資
料
を
学
外
か
ら
利
用
で
き
る

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

　keio.jp

の
利
用
に
よ
り
、
個
人
認
証
に
よ
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

機
能
や
、
電
子
資
料
へ
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
に
対
し
、
利
用
者
へ
の
案
内
名
称
を
旧
来
か
ら
の
蔵

書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
指
す
「
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」
で
は
な
く
、
検
索
を
中
心

に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
慶
應

固
有
の
呼
び
名
で
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」
に
変
更
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
〇
六
年
八
月
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
移
行
の
た
め
の
次
期
シ
ス
テ

ム
選
定
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
降
、
次
期
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ
）
が

設
置
さ
れ
た
。
全
塾
Ｐ
Ｓ
か
ら
は
主
査
と
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
メ
ン
バ
ー
が
Ｗ
Ｇ
へ
参
加
し
、
同
一
〇
月
に
は
全
塾
Ｐ
Ｓ
で
の
検

討
を
経
て
、
次
期
シ
ス
テ
ム
で
の
閲
覧
業
務
の
要
求
仕
様
書
の
一
次

案
が
確
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
各
業
務
で
作
成
さ
れ
た
要
求
仕
様
書

を
次
期
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ｇ
で
と
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
想
定
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
初
期
費
用
と
維
持
費
の
調
整
の
目
途
が
立
た
ず
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
へ
の
移
行
は
一
年
延
期
と
な
っ
た
。

　
全
塾
Ｐ
Ｓ
の
対
応
範
囲
が
閲
覧
業
務
に
収
斂
し
て
い
く
状
況
を
受

け
て
、
会
議
体
の
役
割
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
〇
七
年
四
月

よ
り
、
全
塾
Ｐ
Ｓ
を
全
塾
閲
覧
担
当
者
会
議
（
以
降
、
全
塾
閲
覧
）

に
改
称
し
た
。

　
一
年
間
の
追
加
調
整
の
後
、
〇
八
年
一
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の

要
求
仕
様
書
が
完
成
し
、
そ
こ
か
ら
十
カ
月
を
経
た
同
年
一
一
月
に

よ
う
や
く
シ
ス
テ
ム
と
し
てEx Libris

社
のA

leph

を
採
用
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
世

界
標
準
の
各
種
機
能
を
シ
ス
テ
ム
開
発
な
し
に
拡
張
で
き
る
反
面
、

以
前
の
よ
う
に
慶
應
独
自
の
運
用
や
日
本
固
有
の
事
情
を
シ
ス
テ
ム
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に
反
映
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
現
状

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
業
務
フ
ロ
ー
を
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
て
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
っ
て
異
な
る
貸
出
規
則

は
平
準
化
が
求
め
ら
れ
た
。
貸
出
冊
数
に
つ
い
て
は
、
日
吉
・
理
工

学
が
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
稼
働
開
始
の
一
〇
年
三
月
に
、
教
職
員
・
学

生
を
問
わ
ず
冊
数
の
上
限
を
無
制
限
と
し
、
信
濃
町
・
湘
南
藤
沢
・

看
護
医
療
学
図
書
室
と
同
一
ル
ー
ル
に
な
っ
た
。
冊
数
制
限
を
唯
一

継
続
し
て
い
た
三
田
は
、
そ
の
後
の
白
楽
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
閉
鎖
や
図
書
館
旧
館
耐
震
工
事
に
と
も
な
う
書
庫
一
時
閉
鎖

な
ど
の
運
用
変
更
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
五
年
一
二
月
に
無
制
限

に
変
更
し
て
い
る
。
貸
出
期
間
と
更
新
（
返
却
期
限
の
延
長
）
規
則

も
一
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
除
き
、
ル
ー
ル
の
統
一
が
図
ら
れ
た
。
ま

た
、
貸
出
資
料
を
紛
失
し
た
際
の
弁
済
方
法
を
、
現
物
で
の
弁
済
か

ら
現
金
で
の
弁
済
を
原
則
と
す
る
こ
と
へ
変
更
し
、
ど
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
窓
口
で
も
同
一
の
弁
済
手
続
き
が
可
能
な
体
制
を
整
え
た
。
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
、
学
内
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
関
す
る
変
更
も
多
く
、

〇
九
年
六
月
に
は
、
全
塾
閲
覧
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
担
当
者

が
加
わ
り
、
全
塾
閲
覧
担
当
者
拡
大
会
議
と
し
て
業
務
間
の
連
携
が

図
ら
れ
た
。

　
一
〇
年
三
月
、
つ
い
に
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
運
用
を
開
始
し
た
。

九
九
年
一
月
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
開
始
か
ら
十
一
年
ぶ
り
の
大
規
模

変
更
で
あ
り
、
新
規
の
主
要
な
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
に
は
以
下
の
も
の
が

含
ま
れ
る
。

・
全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
の
返
却
期
限
事
前
通
知
（
メ
ー
ル
自
動

送
信
）

・
蔵
書
検
索
結
果
か
ら
の
資
料
予
約
・
取
寄
せ
申
込
み
（M

y 
Library

機
能
）

・
来
館
不
要
で
実
施
で
き
る
返
却
期
限
の
更
新
（M

y Li-
brary

機
能
）

こ
れ
ら
は
、
多
く
の
大
学
図
書
館
ま
た
公
共
図
書
館
で
は
既
に
提
供

さ
れ
、
本
学
が
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
待
望
の
機
能
で
あ
り
、
よ
う
や

く
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
実
現
し
た
。
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ
＋
で
は
、

「
図
書
利
用
状
況
照
会
」
と
い
う
機
能
で
、
自
身
の
貸
出
・
予
約
と

取
寄
せ
・
未
納
の
延
滞
金
の
状
況
を
確
認
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
、
貸
出
中
資
料
へ
の
予
約
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
の
取
寄
せ
、
返
却
期
限
の
更
新
と
い
っ
た
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
一

部
をkeio.jp

認
証
に
よ
り
、
利
用
者
自
身
が
実
行
で
き
る
点
が
大

き
な
飛
躍
で
あ
っ
た
。
特
に
資
料
の
予
約
・
取
寄
せ
は
、
以
前
は
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
で
調
べ
た
情
報
を
、
別
途
用
意
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
に
手
入
力
し
て
申
し
込
み
、
そ
れ
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
が
図
書
館

シ
ス
テ
ム
に
反
映
す
る
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
利
用

者
の
資
料
入
手
の
時
間
短
縮
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
。
ま
た
、

通
信
教
育
課
程
生
な
どkeio.jp

認
証
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
利
用

者
に
も
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
発
行
す
るM

y Library

用
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
す
れ
ば
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
は
、
受
益
者
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。
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Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
の
導
入
に
お
け
る
最
優
先
の
目
標
は
、
利
用
者

の
利
便
性
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
あ
っ
た
。
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
、
そ
の
目
標
の
達
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
が
、
利
用

者
に
は
直
接
関
係
し
な
い
事
務
側
の
デ
ー
タ
処
理
や
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

へ
の
対
応
は
優
先
度
を
下
げ
ざ
る
を
得
ず
、
運
用
開
始
直
後
か
ら
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
で
も
新
シ
ス
テ
ム
で
は
実

現
で
き
な
い
機
能
を
補
完
す
る
「
外
付
け
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
と
利

用
者
デ
ー
タ
の
一
括
登
録
は
苦
労
の
連
続
で
あ
り
、
全
塾
閲
覧
を
中

心
に
安
定
運
用
を
目
指
し
て
調
整
を
継
続
し
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
稼
働
か
ら
一
年
後
の
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東

日
本
大
震
災
が
起
き
た
。
春
休
み
期
間
中
で
比
較
的
利
用
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
全
体
で
人
的
被
害
が
な
か
っ
た
の
は
幸

い
だ
っ
た
が
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
多
く
の
資
料
が
書
架
か

ら
落
下
し
、
書
架
の
破
損
や
壁
の
亀
裂
な
ど
一
部
建
物
被
害
が
出
た

キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
っ
た
。
地
震
発
生
が
金
曜
午
後
で
あ
っ
た
た
め
、

落
下
し
た
資
料
の
戻
し
作
業
は
週
明
け
以
降
と
決
め
、
震
災
当
日
は

図
書
館
に
残
留
し
た
ス
タ
ッ
フ
や
帰
宅
困
難
者
の
一
時
避
難
場
所
と

し
て
安
全
を
優
先
し
た
対
応
が
と
ら
れ
た
。
震
災
直
後
は
、
被
害
状

況
の
確
認
・
復
旧
作
業
や
大
学
の
休
校
措
置
に
よ
り
、
臨
時
休
館
や

短
縮
開
館
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
臨
時
休
館
に
よ
る
利
用

者
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
特
別
措
置
と
し
て
、
延
滞
金
の
免

除
や
返
却
期
限
の
延
長
を
行
い
、
三
月
に
卒
業
す
る
学
生
に
は
郵
送

に
よ
る
返
却
を
認
め
た
。
震
災
後
の
復
旧
作
業
は
、
週
明
け
か
ら
概

ね
一
週
間
程
度
で
完
了
し
た
が
、
湘
南
藤
沢
で
は
資
料
落
下
の
被
害

の
規
模
が
最
も
大
き
く
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
ッ
フ
の
応
援
も
加
わ

り
、
開
館
で
き
た
の
は
四
月
一
日
か
ら
で
あ
っ
た
。
建
物
の
利
用
は

早
期
に
可
能
と
な
っ
た
も
の
の
、
震
災
の
影
響
で
実
施
さ
れ
た
計
画

停
電
の
対
象
区
域
と
な
っ
た
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
基
幹
サ
ー
バ
が
あ

っ
た
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
は
、
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
計
画
停
電
の

都
度
サ
ー
バ
の
停
止
と
再
起
動
を
行
う
こ
と
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
、
計
画
停
電

の
影
響
が
な
い
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
サ
ー
バ
の
一
部
を
移
設
し
、
よ

う
や
く
通
常
運
用
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
の
導
入
：
共
同
運
用
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
　
一
九
年
九
月
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
共
同
でEx Libris

社
の

A
lm

a

を
ベ
ー
ス
と
し
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
。

本
学
に
と
っ
て
は
四
番
目
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
あ
た
る
こ
の
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
へ
の
移
行
の
検
討
体
制
と
し
て
、
全
塾
閲
覧
の
も
と
に

「A
lm

a

検
証
チ
ー
ム
」
と
「A

lm
a

設
計
チ
ー
ム
」
が
構
成
さ
れ

た
。
前
者
は
閲
覧
業
務
の
全
フ
ロ
ー
をA

lm
a

で
検
証
し
た
上
で

全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
役
割
を
持
ち
、
後

者
はA

lm
a

の
仕
様
に
合
致
し
な
い
業
務
フ
ロ
ー
を
再
構
築
す
る

役
割
を
果
た
し
た
。A

leph

か
らA

lm
a

へ
の
移
行
は
同
社
製
品

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
や
シ
ス
テ
ム
構
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成
が
異
な
り
、A

lm
a

へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。
中
で
も
現
場
で
の
運
用
に
と
っ

て
大
き
な
変
更
と
な
っ
た
の
が
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一
．
貸
出
や
取
寄
せ
規
則
が
個
々
の
資
料
で
は
な
く
、
資
料
を

配
置
し
て
あ
る
場
所
を
示
す
「
配
置
場
所
コ
ー
ド
」
に
基

づ
い
て
管
理
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
資
料
の
か
た
ま
り
で

管
理
さ
れ
る
こ
と
。

二
．
資
料
の
予
約
・
取
寄
せ
は
、
特
定
の
一
冊
（
ア
イ
テ
ム
）

を
指
定
す
る
の
で
は
な
く
、
タ
イ
ト
ル
単
位
で
有
効
に
な

る
こ
と
。

三
．A

lm
a

は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
利
用
者
デ
ー
タ
、

書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
が
外
部
サ
ー
バ
で
管
理
・
運
用
さ
れ

る
こ
と
。

　
一
点
目
と
二
点
目
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
第
一
部
第
三
章
第
一
節

五
「
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
か
ら
新
た
な
早
慶
協
力
体
制
へ
」
に
詳
し

い
。

　
三
点
目
に
あ
げ
た
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
は
、
利
点
と
欠
点

が
あ
る
。
外
部
サ
ー
バ
で
の
運
用
に
な
っ
た
こ
と
で
、
法
定
停
電
や

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
サ
ー
バ
停
止
な
ど
の
学
内
事
情
に

シ
ス
テ
ム
運
用
が
左
右
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
点
は
利
点
と
言
え
る
。

一
方
で
、
常
に
外
部
サ
ー
バ
と
の
通
信
が
行
わ
れ
る
影
響
に
よ
り
、

全
体
的
に
シ
ス
テ
ム
の
動
作
はA

leph

と
比
較
し
て
遅
い
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
機
能
更
新
が
実
施

さ
れ
る
た
め
、
世
界
各
国
の
ユ
ー
ザ
か
ら
報
告
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
不

具
合
が
定
期
的
に
改
善
さ
れ
る
一
方
で
、
想
定
し
て
い
な
い
機
能
変

更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
月
の
シ
ス
テ
ム
更
新
内
容
を
検
証
し

閲
覧
業
務
の
基
本
フ
ロ
ー
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
体
制
を
全
塾
閲
覧

で
整
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
月
次
更
新
に
よ
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
修

正
が
頻
繁
に
発
生
し
、
か
つ
機
能
追
加
や
変
更
に
よ
り
画
面
表
示
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
た
た
め
、A

leph

で
は
実
施
し

た
日
本
語
表
示
へ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
をA

lm
a

で
は
行
わ
な
い
こ

と
に
決
め
、
閲
覧
業
務
で
も
初
め
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
見
る
画
面
は
デ

フ
ォ
ル
ト
の
英
語
表
示
で
運
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
中
心
と
な
っ
て
使
う
の
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
委
託
ス
タ
ッ
フ
で

あ
り
、
英
語
表
示
の
シ
ス
テ
ム
利
用
に
当
初
は
心
配
の
声
も
あ
っ
た

が
、
導
入
時
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
で
、
運
用
は
問

題
な
く
継
続
で
き
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
解
決
を
通
じ
て
、
早

慶
間
の
情
報
共
有
が
進
み
、
両
校
の
協
力
体
制
が
一
層
強
ま
っ
た
。

同
一
の
基
盤
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
連
携
の
展

開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

延
滞
金
制
度

　
延
滞
金
制
度
の
歴
史
は
古
く
、
六
二
年
に
三
田
の
図
書
館
で
延
滞

資
料
一
冊
に
つ
き
罰
則
と
し
て
一
日
十
円
を
徴
収
す
る
制
度
が
始
ま

っ
た
。
対
象
は
学
生
で
、
当
時
は
大
学
院
生
二
冊
、
学
部
四
年
生
と
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通
年
ス
ク
ー
リ
ン
グ
生
が
一
冊
の
館
外
貸
出
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、

貸
出
期
間
は
一
週
間
で
あ
っ
た
。
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
時
代

の
延
滞
に
対
す
る
罰
則
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
っ
て
延
滞
金
と
貸
出

停
止
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
が
稼
働
す
る
九
一
年
に

日
吉
の
罰
則
を
貸
出
停
止
か
ら
延
滞
金
へ
と
変
更
し
統
一
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
同
年
秋
に
は
医
学
・
理
工
学
の
延
滞
料
の
金
額
が
、
三

田
・
日
吉
と
同
じ
に
な
り
金
額
が
共
通
化
さ
れ
た
。

　
次
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
教
職
員
か
ら
の
延
滞
金
徴
収

で
あ
っ
た
。
学
生
に
対
し
て
科
せ
ら
れ
て
い
た
延
滞
金
徴
収
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
に
よ
っ
て
教
職
員
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
信
濃
町
お
よ
び
湘
南
藤
沢
の
所
蔵

資
料
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
教
職
員
に
も
延
滞
金
が
課
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
所
蔵
の
資
料
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅱ

稼
働
当
時
、
延
滞
金
・
弁
償
金
等
の
徴
収
対
象
者
に
教
職
員
は
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
延
滞
金
徴
収
を
行
っ
て
い
た
キ
ャ

ン
パ
ス
の
資
料
を
他
キ
ャ
ン
パ
ス
教
職
員
が
借
り
た
場
合
に
、
罰
則

に
気
づ
か
ず
延
滞
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
。
特
に

「
ど
こ
で
も
返
却
サ
ー
ビ
ス
」
が
浸
透
す
る
に
従
い
、
資
料
に
よ
っ

て
延
滞
金
徴
収
対
象
が
異
な
る
こ
と
は
利
用
者
・
ス
タ
ッ
フ
双
方
の

混
乱
を
招
い
て
い
た
。
ま
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
っ
て
資
料
の
貸
出
状
況

が
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、（
延
滞
金
を
課
さ
れ
な
い

教
職
員
が
）
長
期
間
に
亘
っ
て
資
料
を
返
却
し
て
い
な
い
な
ど
の
ル

ー
ル
違
反
に
対
す
る
指
摘
も
多
く
な
っ
て
い
た
。
延
滞
金
の
対
象
者

お
よ
び
対
象
資
料
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
異
な
る
こ
と
の
弊
害
が
、
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
よ
っ
て
浮
彫
り
に
な
り
、
ル
ー
ル
の
公
平

性
と
資
産
管
理
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
ず
三
田
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
教
職
員
に
対
す
る
延
滞

金
徴
収
の
検
討
が
始
ま
り
、
そ
れ
を
受
け
て
日
吉
・
理
工
学
、
さ
ら

に
は
経
営
管
理
研
究
科
図
書
館
（
当
時
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
は

別
組
織
で
あ
っ
た
が
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
た
）
で
も
同
様

の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
〇
二
年
四
月
か
ら
白
楽
サ
テ

ラ
イ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
資
料
も
含
め
た
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
所
蔵
資
料
に
対
し
て
、
対
象
者
の
区
別
な
く
「
一
冊
に
つ
き
一

日
十
円
、
上
限
二
千
五
百
円
」
と
い
う
共
通
の
延
滞
金
ル
ー
ル
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
職
員
か
ら
延
滞
金
を
徴
収
す
る
ル
ー

ル
変
更
に
向
け
て
、
三
田
で
は
教
職
員
に
対
す
る
「
返
却
期
限
事
前

通
知
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施
に
着
手
し
、
徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
電
子

メ
ー
ル
で
の
連
絡
と
と
も
に
、
当
時
ま
だ
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
な

い
教
員
に
対
し
て
は
、
文
書
で
の
連
絡
も
行
っ
た
。
ま
た
、
資
料
の

所
蔵
館
ご
と
に
申
告
が
必
要
に
は
な
る
が
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
返

却
期
限
の
更
新
も
、
制
度
変
更
に
と
も
な
う
教
職
員
へ
の
便
宜
と
し

て
行
う
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
っ
た
。

　
延
滞
金
制
度
の
見
直
し
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
変
更
の
た
び
に
検
討

さ
れ
て
き
た
。A

leph

を
ベ
ー
ス
と
す
る
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅲ
で
は
、

資
料
予
約
・
取
寄
せ
手
続
き
が
簡
便
に
な
る
一
方
で
安
易
な
依
頼
を

生
む
可
能
性
が
あ
り
、
資
料
の
返
却
を
待
っ
て
い
る
利
用
者
へ
不
利
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益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
対
策
が
検
討
さ
れ
た
。
特
に
他
者
へ
の

迷
惑
行
為
へ
の
対
処
と
し
て
「
予
約
が
入
っ
て
い
る
資
料
を
延
滞
中

の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
新
た
な
貸
出
を
認
め
な
い
」
と
い
う
規
則

を
新
規
に
設
け
る
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
上
想
定
ど
お
り

の
動
き
を
反
映
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
ま

で
実
現
し
て
い
な
い
。
ま
たA

lm
a

を
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
す
る
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
延
滞
金
の
徴
収
自
体
を
取
り

や
め
、
罰
則
を
貸
出
停
止
に
変
更
す
る
こ
と
も
検
討
の
俎
上
に
の
ぼ

っ
た
。
従
来
か
ら
現
金
徴
収
に
か
か
わ
る
業
務
負
担
が
重
く
、
ま
た

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
で
は
必
要
と
な
る
帳
票
が
出
力
さ
れ
な
い
な
ど
の

処
理
上
の
課
題
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
早
稲
田
大
学
と
の
シ
ス
テ
ム
共

同
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
連
携
サ
ー
ビ
ス
を
見
据
え
た
早
慶

間
で
の
規
則
の
共
通
化
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
。
罰
則
の
変
更
は
、

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
根
本
的
な
方
針
に
か
か
わ
る
案
件
で
あ
り
、
様
々

な
課
題
を
精
査
す
る
時
間
が
足
り
ず
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
へ
の
移
行

を
機
と
し
た
変
更
は
見
送
ら
れ
た
。

他
大
学
と
の
協
定
と
協
力
体
制

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
近
隣
の
大
学
図
書
館
と
相
互
利
用
の
協
力
関
係

を
築
い
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
相
互
利
用
協
定
を
結
ん
で

い
る
早
稲
田
大
学
と
一
橋
大
学
と
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
八
五
年
一
〇
月
一
日
に
締
結
し
た
「
早
稲
田
大
学
お
よ
び
慶
應
義

塾
大
学
の
図
書
館
相
互
利
用
に
つ
い
て
」
の
協
定
お
よ
び
、「
早
慶

図
書
館
相
互
利
用
実
施
要
綱
」
に
基
づ
き
、
八
五
年
度
末
ま
で
の
試

行
期
間
を
経
て
、
八
六
年
四
月
か
ら
早
慶
で
の
相
互
協
力
が
正
式
に

始
ま
っ
た
。
開
始
時
に
相
互
協
力
の
対
象
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
の

は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の
み
で
あ
っ
た
が
、

九
一
年
に
は
双
方
と
も
対
象
を
全
キ
ャ
ン
パ
ス
に
拡
大
し
て
い
る
。

本
協
定
に
よ
り
専
任
教
職
員
は
、
早
稲
田
で
は
特
別
入
庫
閲
覧
証

（
九
一
年
以
降
、
図
書
館
カ
ー
ド
）、
慶
應
で
は
図
書
利
用
券
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
で
、
訪
問
す
る
際
の
紹
介
状
が
不
要
に
な
っ
た
。
ま

た
館
外
貸
出
は
、
図
書
館
を
借
受
人
と
す
る
「
機
関
貸
出
」
な
ら
び

に
専
任
教
職
員
を
対
象
と
す
る
来
館
に
よ
る
「
個
人
貸
出
」
を
可
能

と
し
、
双
方
の
資
料
利
用
の
利
便
性
を
高
め
た
。
〇
一
年
に
は
、
学

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
証
で
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
互
恵
の
関

係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
〇
四
年
六
月
一
日
に
一
橋
大
学
附

属
図
書
館
（
中
央
図
書
館
）
と
の
間
で
相
互
利
用
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
れ
は
学
生
証
ま
た
は
教
職
員
証
で
の
入
館
を
可
能
と
す
る
も
の
で
、

貸
出
に
お
け
る
特
別
な
協
力
体
制
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
両
校
の

間
で
は
、
日
常
の
図
書
館
利
用
以
外
の
部
分
で
の
協
働
が
進
ん
だ
。

一
〇
年
に
は
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
を
会
場
と
し
て
、
両
大
学
の
合

同
展
示
「
大
江
戸
商
売
繁
盛
記
」
と
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
共
に
Ｅ
Ｕ
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ

Ｕ
関
連
の
展
示
を
協
力
し
て
実
施
す
る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
年
に
は
、
一
橋
大
学
は
経
済
研
究
所
資
料
室
、
経
済
研
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究
所
社
会
科
学
統
計
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
、
千
代
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図

書
室
が
、
慶
應
も
残
る
五
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
図

書
室
を
除
く
）
が
協
定
の
対
象
に
加
わ
り
、
よ
り
連
携
が
深
ま
っ
た
。

　
早
稲
田
と
の
協
定
は
、
〇
一
年
以
降
は
慶
應
側
の
組
織
変
更
や
教

職
員
証
の
導
入
な
ど
に
よ
り
随
時
改
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
導
入
を
目
的
と
し
て
、
一
七
年
五
月
に
は
「
早
稲

田
大
学
図
書
館
と
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム

共
同
利
用
に
よ
る
連
携
強
化
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。
八
五

年
以
来
、
長
年
培
わ
れ
た
協
力
関
係
を
持
つ
両
校
が
、
図
書
館
経
営

の
根
幹
に
か
か
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
を
行
う
こ
と
で
、
コ
ス

ト
削
減
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
年
三
月
に
は
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
と

慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
目
録
作
成
協
同
作
業
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
、
同
年
九
月
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ⅳ
運
用
開
始
に

向
け
て
の
基
盤
が
充
足
し
た
。
そ
し
て
二
〇
年
二
月
に
は
、「
早
慶

図
書
館
の
挑
戦
」
と
題
し
て
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
関
す
る
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

脅
威
が
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、

早
慶
の
良
好
な
協
力
関
係
を
外
部
に
示
す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
日
本
初
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
を
い
か
に
展
開
し
、
両
校

の
教
育
・
研
究
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
い
く
か
、
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
に

と
っ
て
も
早
慶
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用
は
新
た
な
船
出
で
あ

っ
た
。
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第
六
章

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
発
足
前
後
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
　
は
じ
め
に
、
一
九
七
〇
年
前
後
に
お
け
る
各
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　
慶
應
義
塾
大
学
の
図
書
館
の
う
ち
、
最
も
早
く
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
業
務
を
開
始
し
た
の
は
、
五
二
年
九
月
に
開
始
し
た
三
田
の
慶
應

義
塾
図
書
館
で
あ
る
。
七
〇
年
に
な
る
と
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
が
発

足
し
、
慶
應
義
塾
図
書
館
と
研
究
室
の
学
部
図
書
・
資
料
室
担
当
部

分
が
合
体
し
て
一
つ
の
組
織
と
な
っ
た
た
め
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
は
図
書
館
旧
館
第
三
書
庫
棟
二
階
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

ー
ム
と
研
究
室
側
フ
ロ
ア
に
設
け
ら
れ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

の
両
方
を
行
き
来
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
室
と
図

書
館
が
統
合
し
た
こ
と
で
、
高
鳥
正
夫
館
長
か
ら
は
、
学
生
ば
か
り

で
な
く
研
究
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
利
用
者
指
向
の
サ
ー
ビ
ス
が
意
識
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
最
も
顕
著
な
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
点
は
、
そ
れ
ま
で
質
問
書
の

み
で
受
け
て
い
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
を
す
べ
て
口
頭
に
よ
る
対
話

を
通
し
て
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
質
問
書

は
、
調
査
を
必
要
と
す
る
質
問
の
受
付
記
録
あ
る
い
は
事
例
記
録
と

し
て
の
み
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
当
時
は
館
内
で
の

複
写
の
み
な
ら
ず
、
学
外
へ
の
文
献
複
写
依
頼
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
担
当
が
受
付
窓
口
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
海
外
へ
の
文
献

複
写
依
頼
サ
ー
ビ
ス
は
、
八
二
年
の
新
館
開
館
後
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
の
公
式
メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
ま
で
は
、
教
員
・
大
学
院
生
の

常
連
の
利
用
者
に
限
り
提
供
さ
れ
て
い
た
。

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
前
身

で
あ
る
北
里
記
念
医
学
図
書
館
開
設
か
ら
二
二
年
後
の
五
九
年
四
月

に
参
考
調
査
係
が
独
立
し
て
設
け
ら
れ
た
時
か
ら
始
ま
る
。
文
献
所

在
調
査
や
事
項
調
査
な
ど
の
一
般
参
考
業
務
と
利
用
指
導
の
ほ
か
に
、

文
献
リ
ス
ト
の
作
成
・
提
供
を
行
う
文
献
調
査
サ
ー
ビ
ス
や
、
特
定

の
研
究
主
題
に
つ
い
て
関
連
文
献
を
継
続
的
に
拾
い
出
し
提
供
す
る

文
献
分
析
サ
ー
ビ
ス
、
研
究
者
個
人
が
所
有
す
る
文
献
等
の
索
引
作

成
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（Personal File O

rganizing Service

）、

医
学
文
献
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
た
。
北
里
記
念
医
学
図
書
館
発
足
以
来
、
サ
ー
ビ
ス
を
広
く
一
般

に
開
放
す
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
お
り
、
参
考
調
査
業
務
全
体

の
約
三
十
％
が
学
外
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
文

献
調
査
と
文
献
分
析
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
六
四
年
以
降
、
学
外
に

対
し
て
も
積
極
的
に
提
供
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
他
機
関
と
の
様
々

な
協
力
活
動
に
も
参
画
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
六
六
年
よ
り
Ｎ



294

第二部　各　論

Ｌ
Ｍ
（
米
国
国
立
医
学
図
書
館
）
の
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｓ
事
業
へ
の
協

力
と
し
て
行
わ
れ
たIndex M

edicus

に
収
録
す
る
約
一
三
〇
誌

の
国
内
医
学
文
献
の
索
引
作
業
、
七
〇
年
四
月
よ
り
行
わ
れ
た
Ａ
Ｐ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
（
米
国
大
気
汚
染
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
）
に
対
す
る
国
内
大

気
汚
染
関
係
文
献
情
報
の
提
供
、
同
じ
く
七
〇
年
四
月
よ
り
行
わ
れ

た
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
（
国
際
原
子
力
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
対
す
る
国
内
放
射

線
医
学
関
係
論
文
の
網
羅
的
な
索
引
お
よ
び
英
文
抄
録
作
成
作
業
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
貢
献
し
て
い
た
が
、

七
二
年
に
国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
が
設
立
さ
れ
る

と
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
大
半
は
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
移
行
し
、
医
学
情

報
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
は
主
に
一
般
参
考
業
務
や
相
互

協
力
業
務
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
組
織
の
分
離
に
と
も
な
い
、

現
場
で
は
混
乱
が
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
七
四
年
以
降
は
徐
々
に
収

拾
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
七
二
年
に
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
が
発
足

し
、
組
織
上
は
藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
と
日
吉
研
究
室
の
図
書
資
料

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
統
合
さ
れ
た
。
し
か
し
、
発
足
当
初
は

施
設
の
都
合
に
よ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
藤
山
記
念
日
吉
図

書
館
、
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
総
務
は
研
究
室
側
に
事
務
室
が
あ

っ
た
た
め
、
教
員
サ
ー
ビ
ス
は
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
片
手
間
に

ゆ
だ
ね
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
ま
た
、
収
蔵
冊
数
も
小
規
模

な
藤
山
記
念
日
吉
図
書
館
は
、
学
習
図
書
館
と
し
て
学
生
に
は
活
用

さ
れ
て
い
た
が
、
研
究
者
が
資
料
を
探
し
に
足
を
運
ぶ
場
所
は
相
変

わ
ら
ず
研
究
室
の
書
庫
で
あ
っ
た
。
七
四
年
に
な
る
と
研
究
室
側
に

も
教
員
対
象
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
が
配
置
さ
れ
、
文
献
所
在
調
査
、

事
項
調
査
、
国
内
外
の
所
蔵
資
料
へ
の
複
写
依
頼
の
取
り
次
ぎ
等
の

サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
が
、
資
料
・
利
用
者
・
職
員
が
二
分
さ
れ
、

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
状
況
は
八
五
年
に
日
吉
図
書
館

が
開
館
す
る
ま
で
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
は
日
吉
図
書
館
開
館
に
向
け
て
最
も
重
点
を
置
い
て
準

備
が
進
め
ら
れ
、
開
館
後
は
新
た
に
設
け
ら
れ
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ

ス
ク
を
中
心
に
、
学
生
・
研
究
者
双
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ

た
。

　
同
じ
く
七
二
年
に
発
足
し
た
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
慶
應
義
塾
工
学
図
書
館
に
お

い
て
六
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
最
新
の
学
術
雑
誌
の
利
用
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
同
セ
ン
タ
ー
の
優
先
課
題
で
あ
り
、
情
報
検
索
の
た

め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
駆
使
す
る
ス
キ
ル

を
持
つ
こ
と
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
求
め
ら
れ
て
い

た
。

　
ど
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
紹
介
状
の
発
行
や
複
写
の
取

寄
せ
な
ど
、
相
互
協
力
に
関
連
し
た
文
献
所
在
調
査
は
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
所
掌
で
あ
っ
た
。
学
外
の
図
書
館
と
の
や
り
取

り
に
は
電
話
や
郵
便
を
使
い
、
他
館
の
所
蔵
を
調
べ
る
た
め
に
は
冊

子
体
の
総
合
目
録
を
引
く
か
問
い
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

相
互
協
力
業
務
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
い
た
。
各
図
書
館
で
は
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典
拠
確
認
や
文
献
所
在
調
査
を
行
う
た
め
、“N

U
C pre1956 ”

に

代
表
さ
れ
る
世
界
各
国
の
全
国
書
誌
や
大
学
等
の
蔵
書
目
録
、『
新

収
洋
書
総
合
目
録
』『
学
術
雑
誌
総
合
目
録
』
な
ど
が
積
極
的
に
収

集
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
館
の
主
題
に
応
じ
た
索
引
類
が
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
書
誌
・
索
引
を
使
っ
た
調
査
に
は
二
次
資

料
や
主
題
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
自
館
の
所
蔵
調
査
は
カ
ー
ド
目
録
、
冊
子
体
目
録
を
使
っ
た

が
、
収
録
範
囲
や
副
出
記
入
の
有
無
が
複
雑
で
、
十
分
な
調
査
を
行

う
た
め
に
は
目
録
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
っ
た
。
当
時
は
資
料

の
整
理
滞
貨
も
多
く
、
受
け
入
れ
た
も
の
の
目
録
で
検
索
で
き
な
い

滞
貨
資
料
を
探
す
た
め
、
資
料
の
受
入
か
ら
配
架
ま
で
の
流
れ
を
把

握
し
て
お
く
必
要
も
あ
っ
た
。

利
用
者
教
育
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
発
展

　
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
次
第
に
利
用
者
教
育
の
必
要
性

が
意
識
さ
れ
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
も
図
書
館
利
用
案
内
の
配
布
な
ど

で
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は

整
備
さ
れ
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
教
員
か

ら
の
要
望
に
応
え
る
形
で
ツ
ア
ー
方
式
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
始
し
た
の
は
、
七
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
利

用
者
教
育
に
関
す
る
歴
史
は
第
二
部
第
八
章
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
」
の
章
に
譲
る
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
業
務
範
囲
に
利
用
者
教
育

が
本
格
的
に
加
わ
っ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
参
考
調
査
業
務
に
も
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
で
あ
る
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
七
九
年
四
月
に
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
、

現
在
は
科
学
技
術
振
興
機
構
）
が
提
供
す
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
を
皮
切
り
に
、

D
IA

LO
G

、B
R
S

、
医
学
中
央
雑
誌
タ
イ
ト
ル
ガ
イ
ド
が
導
入
さ

れ
た
。
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
八
〇
年
七
月
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
の

提
供
を
開
始
し
、
続
い
てD

IA
LO

G

、B
R
S

、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（Chem

i-
cal Inform

ation System

）、ST
N
 International

が
加
わ
っ

た
。
人
文
・
社
会
科
学
系
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
医
学
・
理
工
学
系

よ
り
一
歩
遅
れ
て
導
入
が
開
始
さ
れ
た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

八
二
年
の
新
図
書
館
開
館
の
際
に
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
書
誌
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
接
続
で
き
る
端
末
機
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
し
、
利
用
者
に
無
料
で
公
開
し
た
の
が
最
初
の
事
例
と
な
っ

た
。
は
じ
め
は
Ｌ
Ｃ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
み
が
検
索
可
能
で
あ
っ
た
が
、

次
い
で
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
登
録
さ
れ
る
。
八
六
年
に
は
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
の
ち
の
国
立
情
報
学
研
究
所
）
と
接
続
し
、
文

献
所
在
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に

不
可
欠
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

は
八
八
年
に
日
経
ニ
ュ
ー
ス
・
テ
レ
コ
ン
とD

IA
LO

G

が
初
め
て

三
田
に
導
入
さ
れ
た
。

　
こ
の
こ
ろ
提
供
さ
れ
て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
専

用
回
線
に
よ
り
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
続
す
る
専
用
端
末
を
必

要
と
し
て
お
り
、
料
金
は
従
量
課
金
制
（
実
費
は
利
用
者
負
担
）
で
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あ
っ
た
た
め
、
係
員
に
よ
る
代
行
検
索
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
当

時
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
録
年
代
が
比
較
的
新
し
い
も
の
に
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、
古
い
文
献
も
含
め
て
探
す
た
め
に
は
冊
子
体
に
よ
る

検
索
も
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
他
に
も
、
導
入
当
初
は
国
内

で
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
多
く
が
外
国
製
で
種
類
の
選
択
肢

も
少
な
か
っ
た
こ
と
、
検
索
処
理
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
に
大
幅
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
す
る
こ

と
な
ど
、
ま
だ
課
題
も
多
か
っ
た
。
従
っ
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
担
当
に
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
た
情
報
検
索
能
力
の
み
な
ら

ず
、
探
し
求
め
る
情
報
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
録
範
囲
や

特
性
を
把
握
し
、
従
来
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
も
含
め
た
選
択
肢
の

中
か
ら
最
も
適
し
た
検
索
方
法
を
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
（
料
金
、
時
間

な
ど
も
含
め
）
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
判
断
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
う
ち
、
特
に
索
引

類
に
あ
た
る
も
の
が
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
徐
々
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
九
〇
年
にSilverPlatter

社
の
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、Excerpta 

M
edica

、PsycLIT

の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
導
入
し
、
利
用
者
自
身
が

検
索
で
き
る
よ
う
に
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
用
意
し
た
。
理
工
学
情
報

セ
ン
タ
ー
で
は
九
三
年
のIN

SPEC

の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
導
入
に
始

ま
り
、
九
五
年
に
開
始
し
た
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
サ

ー
ビ
ス
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
は
学
内
全
キ
ャ
ン
パ

ス
あ
る
い
は
理
工
学
部
内
か
らtelnet

で
接
続
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
や
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
九
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
含
め

た
人
文
・
社
会
科
学
系
の
図
書
館
で
も
、
新
聞
記
事
、
事
典
、
法
律

文
献
情
報
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
献
情
報
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ

Ｏ
Ｍ
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用
者
が
無
料
で
自
ら
検
索

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
瞬
く
間
に

定
着
し
て
い
っ
た
。

　
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
普
及
に
よ
る
大
き
な
変
化
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
検
索
す
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
化
し
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
代
行
検
索
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
大
き
く
減
少
し
た
。
も
う
一
つ
の
変
化
は
、
利
用
指

導
の
増
加
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
使
い
方
や
検
索
方
法
に
つ
い

て
の
質
問
対
応
の
ほ
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
検
索
説
明
会
の
開

催
な
ど
が
新
た
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に
加
わ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
変
化

　
一
方
で
学
内
の
所
蔵
情
報
は
、
一
九
九
三
年
に
稼
働
開
始
し
た
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
専
用
端
末
か
ら
検
索
が
可
能
に
な
っ
た
。

た
だ
、
当
時
は
目
録
デ
ー
タ
の
遡
及
入
力
が
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
、
検
索
で
き
る
範
囲
が
直
近
の
十
年
程
度
と
、
ま
だ
カ
ー
ド
目
録

と
の
併
用
が
不
可
欠
な
状
況
に
あ
っ
た
。
九
五
年
に
な
る
とtelnet

で
の
検
索
が
可
能
と
な
り
、
九
八
年
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ⅱ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
公
開
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
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公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、
学
内
の
み
な
ら
ず
学
外
か
ら
も
簡
単
に
所
蔵

情
報
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
次
々

と
登
場
す
る
。
九
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
慶
應
義
塾
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
に
よ
り
、
利
用
者
は
図
書
館
へ
足
を
運
ば
ず
に
、

研
究
室
や
自
宅
か
ら
も
文
献
検
索
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
サ
ー
バ
運
用
に
よ

るCurrent Contents

に
続
い
て
、
九
六
年
に
は
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

九
六
年
に
導
入
さ
れ
たFirstSearch
で
は
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
に
蓄
積
さ

れ
た
図
書
館
の
書
誌
・
所
蔵
デ
ー
タ
に
加
え
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、IN

SPEC

等
、
約
五
十
種
類
の
定
評
の
あ
る
書
誌
索
引

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
同
一
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
九
八
年
ご
ろ
に
は
既
存
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
や
専
用
回
線
で
提

供
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
徐
々
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
へ
と

移
行
し
て
い
く
。
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
統
計
、
法

令
・
判
例
情
報
、
政
府
刊
行
物
、
図
書
館
利
用
案
内
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
無
料
公
開
さ
れ
る
情
報
が
急
激
に
増
え

て
い
っ
た
。
医
学
分
野
で
は
、
最
も
重
要
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
つ

で
あ
っ
た
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
九
七
年
にPubM

ed

と
し
て
無
料

公
開
さ
れ
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
Ｐ
Ｃ
の
普
及
や
グ
ー

グ
ル
、
ヤ
フ
ー
等
の
す
ぐ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
エ
ン
ジ
ン
の

登
場
な
ど
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、
利
用
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て

容
易
に
検
索
・
入
手
で
き
る
情
報
の
量
は
飛
躍
的
に
増
え
た
が
、
こ

れ
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数

は
九
八
年
を
境
に
減
少
へ
と
転
じ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
協
働
の

取
組
み

　
こ
う
し
た
情
報
環
境
の
変
化
を
受
け
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
掛
か
る
。
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
整
備
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に

は
、
図
書
館
利
用
案
内
や
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
に
加
え
、
各
種
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
リ
ン
ク
お
よ
び
内
容
解
説
や
利
用
方
法
の
紹
介
、
他
館

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
の
リ
ン
ク
、
他
機
関
が
作
成
し
た
情
報
ガ
イ
ド
へ
の
リ

ン
ク
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
も
う
一
つ
の
「
図
書
館
の
入
口
」
と
し
て

の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
な
か
で
も
年
々
増
え
続
け
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
利
用
者
が
効
率
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
リ
ス
ト
を
整
備
し
、

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
リ
ス
ト

は
、
最
初
は
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
個
別
に
作
成
・
管
理
し
て
い

た
が
、
全
学
契
約
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
増
え
て
き
た
た
め
、
全
キ
ャ

ン
パ
ス
で
利
用
が
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
入
口
と
な
る
ペ
ー
ジ
を

作
成
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
始
め
た
。
そ
こ
で
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
本
部
シ
ス
テ
ム
担
当
と
三
田
・
日
吉
・
湘
南
藤
沢
の
各
メ
デ
ィ
ア
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セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
向
け
情
報
を
共
同
管
理
す
る
し
く
み
と
し
て

合
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
各
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に

〇
五
年
に
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
シ
ス
テ
ム
担
当
と
三
田
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
」
を
作
成
し
た
。

〇
六
年
よ
り
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
提
供
し

始
め
、
続
い
て
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
に
移
行
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ

は
、
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
キ
ー
ワ
ー
ド
や
分
野
と
資
料
種

別
の
組
み
合
わ
せ
で
探
し
出
せ
る
機
能
を
備
え
て
お
り
、
多
種
多
様

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
目
的
に
合
っ
た
も
の
を
素
早
く
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
利
用
で
き
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
キ
ャ
ン
パ
ス
単
位
で
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
両
方

が
一
元
的
に
検
索
で
き
、
管
理
画
面
上
で
も
情
報
を
共
有
で
き
る
機

能
を
備
え
て
い
た
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
リ
ス
ト
を
個
別
管
理
し
て

い
た
従
来
の
状
況
と
比
べ
て
作
業
効
率
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
。
そ

の
後
、
更
な
る
効
率
化
や
表
示
項
目
の
追
加
、
モ
バ
イ
ル
端
末
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
へ
の
対
応
な
ど
の
必
要
性
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
一
三

年
に
は
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
拡
大
す
る
形
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ

ビ
が
改
修
さ
れ
た
。

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
が
関
連
す
る
主
題
に
合
わ
せ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に

掲
載
し
た
情
報
源
へ
の
リ
ン
ク
集
や
資
料
・
情
報
の
探
し
方
等
の
ガ

イ
ド
、
そ
し
て
〇
五
年
に
公
開
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｅ
や
〇
七
年
に
公
開
し
た
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
な
ど
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
担
当
が
こ
れ
ま
で
対
面
で
行
っ
て
き
た
利
用
者
教
育
を
Ｗ

ｅ
ｂ
上
に
展
開
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
各
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
個
別
に
作
成
し
提
供
し
て
い
た
探
し
方
の
ガ
イ
ド

は
内
容
の
重
複
も
多
く
、
ま
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
維
持
管
理
の
負
担
も

大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
二
年
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
ガ
イ
ド
作
成
・
提

供
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るLibG

uides

を
全
学
で
導
入
し
た
。
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
共
通
す
る
ガ
イ
ド
を

LibG
uides

上
で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ

を
共
有
・
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
文
献
所
在
調
査
や
事
項
調
査
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
は
、
九

〇
年
代
後
半
に
は
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
各
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
始
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
は
「
デ
ジ

タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
用
語
が
国
内
で
拡
が
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
よ
う
と

す
る
取
組
み
が
な
さ
れ
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た

こ
と
の
一
つ
に
、
図
書
館
同
士
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
の
共
有
が
あ

る
。
な
か
で
も
国
立
国
会
図
書
館
が
〇
五
年
か
ら
正
式
に
開
始
し
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

を
全
国
規
模
で
収
集
・
蓄
積
し
提
供
す
る
取
組
み
で
あ
る
が
、
三
田

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
〇
五
年
に
こ
の
事
業
に
参
加
し
、
〇
七
年
か

ら
試
験
的
に
事
例
の
登
録
を
行
っ
た
。
一
方
、
学
内
で
も
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
事
例
を
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
共
有
す
る
こ
と
で
学
び
合
い
、
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
〇
七
年
に
は
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
〇
」
の
行
動
計
画
に
お
い
て
、
従
来
個
々
の
図
書
館
で
処
理

し
て
い
た
電
子
メ
ー
ル
や
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
ら
れ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
質
問
を
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
が
共
有
で
き
る
協
同
デ
ジ
タ
ル
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
し
く

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。
結
果
と

し
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
の
蓄
積
や
管
理
を
行
う
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
で
は
な
く
、
教
職
員
や
学
生
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質

問
を
行
う
た
め
の
共
通
の
相
談
フ
ォ
ー
ム
「
質
問
の
す
ゝ
め
！
」
が

構
築
さ
れ
、
〇
八
年
に
公
開
さ
れ
た
。「
質
問
の
す
ゝ
め
！
」
か
ら

送
信
さ
れ
た
質
問
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
全
キ
ャ
ン
パ
ス

の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
届
き
、
受
け
た
質
問
や
回
答

が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
上
で
共
有
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
従
来
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
は
、
個
々
の
図
書
館
の
専
門
分
野
や
資

料
に
強
く
紐
づ
い
た
調
査
や
利
用
者
教
育
に
対
応
す
る
業
務
が
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
館
の
枠
を
超
え
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
間
で
の
連
携
を
あ
ま
り
必
要
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ナ
ビ
や
各
種
ガ
イ
ド
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で

コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有
し
、
管
理
の
共
同
運
用
を
徐
々
に
進
め
る
な
か

で
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が
連
携
し

て
課
題
に
立
ち
向
か
う
必
要
性
や
協
働
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
き

た
。
そ
こ
で
〇
七
年
に
「
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
委
員
会
」
が
立
ち
上

が
り
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
の
充

実
・
連
携
を
図
り
、
全
学
的
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
評
価
・
整
備

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
委
員
会
は
〇
九
年
に

「
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
」
と
名
称
を
変
え
、
現
在
も
続

い
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
と
展
開
さ
れ
、
電

子
資
料
が
充
実
し
て
い
く
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
活
躍
し
て
き
た
紙
媒

体
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
は
利
用
ニ
ー
ズ
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
七

〇
年
代
に
積
極
的
に
収
集
さ
れ
て
い
た
蔵
書
目
録
は
各
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

に
、
図
書
や
雑
誌
の
総
合
目
録
はW

orldCat

やCiN
ii B

ooks

に
置
き
換
わ
り
、
そ
の
役
目
を
終
え
て
い
る
。
ま
た
図
書
館
内
で
比

較
的
利
便
性
の
高
い
位
置
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
資
料
は
、
館
内
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
再
配
置
計
画
を
行
う
際

に
真
っ
先
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
資
料
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
資
料
が
普
及
し
て
か
ら
は
、
各
図
書
館
で
盛
ん
に
除
籍
や

保
存
書
庫
へ
の
移
動
が
行
わ
れ
た
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
保
存
や

除
籍
に
関
す
る
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
共
通
方
針
が
設
け
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
度
に
は
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当

者
会
議
に
お
い
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
保
存
方
針
と
除
籍
調
整
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、「
小
型
辞
書
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
類
は
原
則

保
存
し
な
い
」「
国
内
唯
一
の
所
蔵
と
な
る
も
の
は
除
籍
し
な
い
」

な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。Science C

itation 
Index

やD
issertation A

bstracts

な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
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も
提
供
さ
れ
て
い
る
抄
録
誌
・
索
引
誌
や
蔵
書
目
録
の
印
刷
体
な
ど

は
、
も
は
や
利
用
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
保
存
ス
ペ
ー
ス
を
取
る
た
め
、

そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
展
開

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
の
媒
体
変
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
展
に

よ
る
大
き
な
環
境
の
変
化
を
経
て
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
「
参
考
調

査
」
の
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
の
文
献

所
在
調
査
数
は
ピ
ー
ク
で
あ
る
一
九
九
八
年
度
に
二
六
、七
六
二
件

あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
九
年
度
は
三
、三
五
〇
件
と
、
ピ
ー
ク

時
の
一
割
近
く
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
同
様
に
、
事
項
調
査
や
利

用
指
導
の
数
も
ピ
ー
ク
時
の
二
割
前
後
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
さ
れ
方
が
こ
の
二
十
年
で
大
き
く

変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス

展
開
を
推
し
進
め
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
や
授
業
支
援
を
通
じ
た
利
用
者
教
育
は
、
ど

の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
業
務
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
・
提
供
や
利
用
サ
ポ
ー

ト
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
が
担
う
重
要
な
役
割
の
一
つ

だ
。
学
習
・
研
究
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、R

efW
orks

や

M
endeley

と
い
っ
た
文
献
管
理
ツ
ー
ル
の
提
供
や
利
用
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
る
。LibG

uides

等
を
使
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
利
用
支
援

コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
る
。
研
究
業

績
調
査
な
ど
の
研
究
支
援
に
か
か
わ
る
業
務
は
、
主
題
知
識
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
検
索
能
力
を
活
か
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に

信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

二
〇
一
〇
年
代
前
半
に
は
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
理
工
学
部

の
研
究
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
も
研
究
業
績
調
査
を
中
心
と
し
た
研
究
支
援
業
務
が
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
業
務
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
利
用

者
自
身
が
様
々
な
情
報
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

分
、
利
用
案
内
や
文
献
所
在
調
査
、
文
献
の
探
し
方
な
ど
の
簡
易
な

相
談
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
溢
れ
返
る
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
だ
け
に
絞
り
込
め
な
い
、

適
切
な
検
索
ツ
ー
ル
や
キ
ー
ワ
ー
ド
の
選
定
が
で
き
な
い
と
い
っ
た

問
題
を
利
用
者
が
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
適
切
な
利
用
指
導

に
よ
り
解
決
へ
と
導
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電
子
資

料
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
不
具
合
等
の
相
談
も
し
ば
し
ば
寄
せ
ら

れ
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
、
電
子
資
料
の
利
用
サ
ポ

ー
ト
業
務
を
最
前
線
で
担
う
た
め
、
そ
の
契
約
の
し
く
み
や
利
用
環

境
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
問
題
の
切
り
分
け
を
行
い
解
決
に
つ

な
げ
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

答
え
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
文
献
所
在
調
査
や
事
項
調
査
に
つ
い
て

は
、
件
数
は
少
な
い
も
の
の
今
も
根
強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
こ
う
い

っ
た
調
査
に
は
主
題
知
識
や
所
蔵
資
料
、
検
索
ツ
ー
ル
へ
の
深
い
理
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解
を
必
要
と
す
る
場
合
も
多
く
、
今
後
も
持
て
る
知
識
を
磨
き
続
け

る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
表
に
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
提

供
す
る
検
索
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
頃
利
用
者
と
接
す
る
な
か
で
得
ら
れ

る
経
験
や
知
識
を
も
と
に
、
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
等
で

改
善
の
検
討
が
な
さ
れ
、
つ
ね
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、
そ

の
活
動
の
場
を
物
理
的
な
図
書
館
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
、
そ
の

役
割
を
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
し
提
供
す
る
仲
介
者
か
ら
情
報
へ

の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
、
そ
し
て
教
育
や
研
究
を
様
々
な
形
で
支
援
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
と
変
え
つ
つ
、
資
料
や
情
報
と
利
用
者
と
を
つ
な
げ

る
役
割
を
今
も
担
い
続
け
て
い
る
。
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第
七
章

Ｉ
Ｌ
Ｌ

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ

　
図
書
館
間
の
相
互
貸
借
（InterLibrary Loan: 

Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
は
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
協
力
の
一
つ
で
あ
る
。
利
用
者
の
求
め
に

応
じ
て
、
自
館
に
所
蔵
が
な
い
資
料
を
図
書
館
間
で
提
供
し
合
う
も

の
で
、
慶
應
で
は
古
く
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
以
下
、
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
の
歩
み
を
紹
介
す
る
。

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
北
里
記
念
医
学
図
書
館
は
、
一
九
三
七
年
の
開
館
と
同
時
に
Ｉ
Ｌ

Ｌ
業
務
を
始
め
、
六
九
年
に
相
互
貸
借
係
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
開

館
当
初
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
、
資
料
（
現
物
）
を
貸
出
す
る
も
の
だ
っ
た
。

五
五
年
に
資
料
の
貸
出
か
ら
複
製
物
の
提
供
へ
と
移
っ
た
が
、
初
期

は
レ
ク
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
ラ
イ
カ
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
三
台
の
写
真
機
を
使

っ
て
撮
影
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
郵
送
で
提
供
し
て
い
た
。

　
日
本
医
学
図
書
館
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
）
は
五
六
年
に
「
相
互
利
用

規
約
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
七
六
年
に
は
、
相
互
協
力
に
お
け
る
基

本
事
項
を
文
章
化
し
た
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
そ

の
後
改
訂
を
重
ね
二
〇
〇
五
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
規
約
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は
相
互
協
力
の
進
展
に
寄
与
し
た
。

　
六
〇
年
代
に
な
る
と
信
濃
町
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
受
付
件
数
が
増
え
年

平
均
三
千
件
を
処
理
し
て
い
た
が
、
申
込
み
手
段
は
そ
れ
以
前
か
ら

続
く
手
書
き
の
往
復
は
が
き
で
あ
っ
た
。
六
一
年
の
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
総
会

に
お
い
て
加
盟
館
は
テ
レ
ッ
ク
ス
導
入
を
促
進
し
て
い
く
旨
が
決
議

さ
れ
た
。
テ
レ
ッ
ク
ス
と
は
、
電
話
と
電
報
を
兼
ね
た
通
信
機
で
、

タ
イ
プ
打
ち
し
た
文
字
を
送
信
す
る
と
、
電
話
回
線
を
利
用
し
て
瞬

時
に
相
手
の
記
録
用
紙
に
も
文
字
が
打
ち
込
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
六
六
年
に
全
国
の
医
学
図
書
館
に
先
駆
け
て
北
里
記
念
医
学

図
書
館
が
設
置
し
た
が
、
相
手
先
と
な
る
他
館
の
追
随
が
な
く
、
六

八
年
に
東
京
医
科
大
学
お
よ
び
東
京
女
子
医
科
大
学
に
設
置
さ
れ
よ

う
や
く
三
館
間
で
の
テ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
活
動
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
テ
レ
ッ
ク
ス
は
急
速
に
普
及
し
て
い
っ
た
が
、
九
〇

年
代
に
な
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
導
入
が
進
み
、
慶
應
で
は
九
一
年
を
も

っ
て
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

　
七
二
年
に
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
た
医
学
・
医
療
関
係

の
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
分
離
・
拡
大
し
、
新
し
く
国
際
医
学
情

報
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
が
文
部
省
・
厚
生
省
認
可
の
も
と
に
発

足
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
複
写
業
務
が
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
運
営

に
な
っ
た
こ
と
で
、
個
人
研
究
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
著
し
く
渋
滞
す

る
事
態
と
な
り
、
か
つ
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業

務
の
遂
行
に
も
支
障
が
生
じ
た
。
七
四
年
以
降
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
と
の
間
で
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業
務
の
調
整
を
行
い
、
七
九
年
か
ら
は
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
複
写
業
務
を
再
び

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
が
直
接
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
学
外

の
図
書
館
や
病
院
図
書
室
な
ど
か
ら
の
取
寄
せ
依
頼
が
増
え
て
い
っ

た
が
、
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
製
薬
会
社
の
医
療
情
報
担
当
者

（
Ｍ
Ｒ
）
に
よ
る
文
献
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
九
三
年
よ
り
、「
医
療
用
医

薬
品
製
造
公
正
取
引
協
議
会
」
の
提
供
範
囲
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
自
粛
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
影
響
で
Ｍ
Ｒ
か

ら
文
献
提
供
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
医
師
が
所
属
図
書
館
へ
複
写

取
寄
せ
の
申
込
み
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
被
災
者
に
対
し
て
図
書
館
利
用
の
便
宜

を
図
る
こ
と
が
あ
る
が
、
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
一
一
年

の
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
震
災
復
興
支
援
活
動
へ
の
協

力
と
し
て
、
被
災
し
た
図
書
館
お
よ
び
個
人
へ
の
文
献
複
写
の
無
料

提
供
を
一
二
年
度
末
ま
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
六
年
の
熊
本
地
震

の
際
も
同
様
に
文
献
複
写
を
無
料
で
提
供
す
る
措
置
を
と
っ
た
。

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
大
規
模
図
書
館
で
あ
る
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
処

理
を
各
担
当
で
分
業
し
て
い
た
。
国
内
の
文
献
複
写
で
は
、
学
外
図

書
館
か
ら
の
依
頼
の
受
付
お
よ
び
書
誌
事
項
確
認
・
所
蔵
調
査
は
情

報
サ
ー
ビ
ス
担
当
で
、
資
料
の
出
納
は
資
料
課
・
閲
覧
担
当
（
八
〇

年
代
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
）
で
、
複
写
は
複
写
担
当
で
、

検
品
・
発
送
・
料
金
徴
収
は
総
務
担
当
で
と
、
四
部
署
に
ま
た
が
る

複
雑
な
業
務
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
は
蔵
書
検
索
の

手
段
が
カ
ー
ド
目
録
で
あ
っ
た
た
め
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
蔵
状
況

を
容
易
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
カ
ー
ド
目
録
で
作
ら

れ
て
い
た
「
図
書
館
・
研
究
室
合
同
目
録
」
を
冊
子
体
に
編
成
す
る

計
画
が
立
て
ら
れ
、
八
一
年
に
『
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ

ー
蔵
書
目
録
著
者
目
録
』
が
完
成
し
た
。
こ
れ
が
日
吉
情
報
セ
ン
タ

ー
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
が
促
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
三
田
で
は
、
九
三
年
の
組
織
変
更
時
に
相
互
貸
借
担
当
が
新
設
さ

れ
、
国
内
図
書
館
か
ら
の
複
写
依
頼
処
理
業
務
（
受
付
）
と
国
内
図

書
館
へ
の
複
写
依
頼
業
務
の
一
部
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
九
六
年

に
、
そ
れ
ま
で
教
員
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
図
書
の
キ
ャ
ン
パ
ス

間
Ｉ
Ｌ
Ｌ
が
大
学
院
生
へ
と
サ
ー
ビ
ス
対
象
を
拡
大
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
九

七
年
に
相
互
貸
借
担
当
は
独
立
し
た
部
署
と
な
っ
た
。
近
隣
の
図
書

館
の
資
料
の
利
用
は
直
接
訪
問
に
よ
る
利
用
を
原
則
と
し
て
い
た
た

め
紹
介
状
を
発
行
し
て
い
た
が
、
九
八
年
に
は
東
京
二
十
三
区
内
の

文
献
複
写
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
そ
の
後
対
象
を
学
部
生
ま

で
広
げ
た
。
相
互
貸
借
担
当
は
九
九
年
に
は
「
相
互
協
力
担
当
」
と

名
称
を
変
え
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
業
務
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
新
館
一
階
の
メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
専

用
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
問
い
合
わ
せ
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
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そ
の
後
も
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
制
限
は
徐
々
に
緩
和
さ
れ

て
い
っ
た
。
図
書
館
予
算
で
購
入
し
た
六
〇
年
以
降
出
版
の
図
書
の

現
物
貸
借
は
、
学
内
の
ほ
か
は
相
互
利
用
協
定
に
基
づ
い
て
早
稲
田

大
学
に
対
し
て
の
み
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
国
内
の
四

年
制
大
学
お
よ
び
大
学
院
大
学
の
図
書
館
へ
サ
ー
ビ
ス
対
象
を
拡
大

し
た
。
ま
た
、
当
初
学
部
図
書
は
現
物
貸
出
の
対
象
外
で
あ
っ
た
が
、

各
学
部
の
理
解
・
協
力
に
よ
り
〇
一
年
か
ら
貸
出
対
象
と
な
っ
た
。

通
信
教
育
課
程
生
へ
は
、
八
〇
年
代
か
ら
卒
業
論
文
指
導
登
録
者
を

対
象
に
文
献
複
写
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
他
機
関
よ
り
複
写
物
を
取
り
寄
せ
た
場
合
に
、
複
写
・
郵

送
料
の
実
費
の
ほ
か
に
通
信
費
と
し
て
五
百
円
を
徴
収
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
実
費
の
み
に
変
更
し
て
い
る
。
〇
一
年
に
は
、
夏
期
ス
ク
ー

リ
ン
グ
生
に
学
内
現
物
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
開
始
し
た
。

矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス

　
工
学
図
書
館
は
、
六
五
年
よ
り
試
験
的
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
を
始
め
て

い
る
。
八
〇
年
代
に
な
り
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
が
依
頼
業
務
を
行
い
、

受
付
業
務
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
内
の
複
写
係
が
行
っ
て
い
た
。
情

報
サ
ー
ビ
ス
担
当
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
の
他
、
図
書
の
貸
出
・
返
却
、

複
写
サ
ー
ビ
ス
、
文
献
取
寄
せ
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
文

献
検
索
な
ど
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
当
し
て
い
た
た
め
、

担
当
内
で
時
間
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
を
実
施
し
て
い

た
。
特
に
学
外
か
ら
の
複
写
受
付
の
件
数
は
多
く
、
大
学
図
書
館
か

ら
が
一
割
弱
、
残
り
の
九
割
強
が
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）・
一
般
企
業
・
個
人
等
の
大
学
以
外
か
ら
の
申
込
み

で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
申
込
み
が
多
い
の
は
、
理
工
学
情

報
セ
ン
タ
ー
が
七
〇
年
か
ら
十
年
間
に
わ
た
り
総
計
約
六
万
冊
と
い

う
大
量
の
雑
誌
資
料
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
受
贈
し
た
こ
と
に
よ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
申
込
み
の
中
に
は
、
慶
應
に
譲
渡
済
み
資
料
の

複
写
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
に
依
頼
し
た
企
業
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
か
ら
の
申
込
み
に
は
速
や
か
に
応
じ
る
と
い
う
の
が
雑

誌
譲
渡
時
の
条
件
で
あ
っ
た
。
〇
六
年
ま
で
年
間
一
万
件
以
上
の
申

込
み
が
あ
っ
た
が
そ
れ
以
降
は
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
代
金
決
済
の
方
法
に
つ
い
て
も
合
理
化
を
行
っ
て
い
る
。

八
〇
年
代
に
は
公
認
会
計
士
か
ら
の
提
案
に
基
づ
い
て
預
託
金
制
度

を
発
足
さ
せ
た
。
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書
等
の
書
類
の
や
り
取

り
が
大
幅
に
減
少
し
経
理
業
務
の
省
力
化
に
つ
な
が
っ
た
。
一
八
年

度
に
は
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
電
子
決
済
の
導
入
が
決
ま
り
、
文

献
複
写
料
、
資
料
延
滞
時
の
罰
金
や
資
料
紛
失
時
の
弁
償
金
を
現
金

だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
決
済A

ir-
PA

Y

で
支
払
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

　
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
三
田
と
同
様
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ

ス
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
七
四
年
か
ら
研
究
室
側
に
教
員
対
象
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
係
を
置
き
、
文
献
所
在
調
査
お
よ
び
文
献
複
写
依
頼
業
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務
を
開
始
し
た
。
複
写
の
需
要
が
高
ま
っ
た
時
代
で
あ
り
、
七
八
年

に
コ
ピ
ー
機
一
台
を
追
加
導
入
し
た
際
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
（
ア
ル
バ

イ
ト
）
を
増
員
し
た
。
そ
の
後
も
館
内
の
コ
ピ
ー
機
は
増
え
て
い
き
、

九
五
年
に
は
コ
ピ
ー
機
の
管
理
を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｌ

業
務
に
お
い
て
、
学
内
・
学
外
と
の
文
献
複
写
業
務
と
学
外
か
ら
の

現
物
借
用
業
務
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
で
、
学
内
図
書
取

寄
せ
は
閲
覧
担
当
で
実
施
し
て
い
た
。
〇
〇
年
に
は
、
学
外
へ
の
現

物
貸
出
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
〇
八
年
に
発
足
し
た
三
つ
の
大
学
院

（
研
究
科
）
の
た
め
の
協
生
館
図
書
室
で
は
、
三
研
究
科
以
外
の
利

用
者
に
は
厳
し
い
利
用
制
限
が
あ
り
、
協
生
館
図
書
室
の
資
料
は
学

内
現
物
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
年
に
三
研

究
科
以
外
の
教
職
員
と
大
学
院
生
の
利
用
規
則
を
三
研
究
科
所
属
者

と
同
一
に
し
た
こ
と
で
、
協
生
館
図
書
室
の
資
料
を
対
象
と
し
た
学

内
現
物
Ｉ
Ｌ
Ｌ
が
可
能
と
な
っ
た
。

湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
九
〇
年
の
開
設
と
同
時
に
Ｉ

Ｌ
Ｌ
業
務
を
開
始
し
た
。
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
創
設
当
初
か
ら
、

学
生
の
多
く
が
個
人
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
す
る
と
い
う
環
境

も
あ
り
、
九
九
年
に
学
内
で
い
ち
早
く
図
書
予
約
取
寄
せ
と
文
献
複

写
取
寄
せ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
申
込
み
を
開
始
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
文
献
複
写
は
窓
口
で
の
受
取
り
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
〇

七
年
に
は
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
士
課
程
・
社
会
人
コ
ー
ス
在

籍
者
に
対
し
て
、
国
内
居
住
の
場
合
に
限
っ
た
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
て
い
る
。

　
看
護
医
療
学
図
書
室
と
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
の
間
で

は
、
学
生
の
要
望
に
応
え
、
〇
三
年
か
ら
図
書
や
文
献
複
写
の
取
寄

せ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
図
書
や
複
写
物
の
運
搬
に
は
学
内
便
を

利
用
し
た
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
な
が
ら
到
着
ま
で
に
一
日
以

上
か
か
っ
て
い
た
た
め
、
複
写
物
の
到
着
を
早
め
る
べ
く
〇
五
年
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
文
献
複
写
送
信
を
開
始
し

た
。
〇
八
年
に
は
看
護
医
療
学
部
と
関
連
が
深
い
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
二
キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
鮮
明
な
画
像
を

送
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
藤
沢
市
民
図
書
館
は
館
間
貸
出

し
を
行
う
相
互
協
力
を
九
一
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
湘
南

藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
地
元
と
の
共
存
」、「
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
藤
沢
市
民
図
書
館
は
分

館
を
合
わ
せ
て
五
十
七
万
冊
の
所
蔵
が
あ
り
、
教
養
科
目
を
履
修
す

る
学
生
の
利
用
が
期
待
さ
れ
た
。
資
料
の
運
搬
は
週
二
回
の
連
絡
車

で
行
っ
て
い
る
。

芝
共
立
キ
ャ
ン
パ
ス

　
共
立
薬
科
大
学
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
薬
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
〇
八
年
の
開
館
と
同
時
に
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
を
開
始
し
て
い

る
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
同
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じ
で
あ
っ
た
が
、
カ
ラ
ー
複
写
の
料
金
の
み
一
枚
あ
た
り
八
十
円
と

し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
共
立
薬
科
大
学
の
時
代
か
ら
の
コ
ピ
ー
業
者

を
引
き
継
ぐ
関
係
で
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
統
一
料
金
と
し
た
場

合
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
不
整
合
が
生
じ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

統
一
料
金
に
合
わ
せ
る
形
で
〇
九
年
に
七
十
円
に
値
下
げ
さ
れ
た
。

学
内
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
進
展

　
学
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
拡
大
が

図
ら
れ
た
。
九
六
年
、
教
員
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
図
書
の
学
内

Ｉ
Ｌ
Ｌ
が
大
学
院
生
へ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
た
。
九
七
年
に
は
、

学
内
五
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
合
意
に
基
づ
き
国

内
・
複
写
物
取
寄
せ
サ
ー
ビ
ス
を
学
部
生
に
対
し
て
開
始
し
た
。
そ

の
後
一
〇
年
に
は
新
し
い
図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
学
内
資

料
取
寄
せ
は
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
検
索
結
果
を
利
用
し
たM

y Li-
brary

か
ら
の
申
込
み
に
な
っ
た
。
以
前
は
別
途
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
か
ら
申
し
込
む
必
要
が
あ
っ
た
が
、M

y Library
に
よ
り
、

貸
出
中
資
料
へ
の
予
約
や
、
受
取
り
を
希
望
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

取
寄
せ
手
続
き
が
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
利
用
数
が
急
速
に

伸
び
た
。
ま
た
、
資
料
の
返
却
は
、
貸
出
手
続
き
を
行
っ
た
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
返
却
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
ど
こ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
返
却
で
き
る
よ
う
運
用
ル
ー
ル
を
緩
和
し
た
。

　
学
内
の
複
写
料
金
は
、
九
〇
年
代
後
半
に
モ
ノ
ク
ロ
三
十
円
か
ら

十
円
に
統
一
し
、
カ
ラ
ー
は
〇
五
年
に
一
五
〇
円
か
ら
七
十
円
に
値

下
げ
し
た
。
そ
の
後
、
一
六
年
に
慶
應
の
大
学
生
協
と
同
額
の
五
十

円
に
改
定
し
た
。

　
学
内
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
と
も
な
う
経
理
処
理
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
〇
二

年
か
ら
検
討
を
開
始
し
た
。
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
利
用
者
か
ら

受
け
取
っ
た
複
写
料
金
を
一
度
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
に
集
め
、

複
写
業
務
を
委
託
し
て
い
る
三
田
・
日
吉
分
に
つ
い
て
業
務
委
託
先

に
収
入
と
な
る
分
を
支
払
っ
た
後
、
年
度
末
に
残
金
を
本
部
か
ら
各

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
戻
し
入
れ
る
と
い
う
処
理
を
行
っ
て
い
た
が
、

一
三
年
よ
り
残
金
を
本
部
の
雑
収
入
と
し
て
一
括
処
理
す
る
こ
と
に

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
収
入
に
戻
し
入
れ
る
作
業

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

学
外
と
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
の
拡
大
と
利
用
料
金
の
変
遷

　
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
依
頼
業
務
は
、
書
誌
事
項
確
認
、
所
在
調
査
、
申
込
書

作
成
、
所
蔵
館
へ
の
申
込
み
、
資
料
の
受
領
、
支
払
と
い
う
流
れ
で

行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
図
書
館
相
互
の
信
頼
関
係
の
上
に
成
り
立

つ
も
の
で
あ
り
守
る
べ
き
マ
ナ
ー
が
あ
る
。
自
館
で
所
蔵
し
て
い
な

い
こ
と
、
著
作
権
法
の
厳
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
依
頼
の
方
法
や

様
式
等
は
『
図
書
館
相
互
協
力
便
覧
』
に
基
づ
き
、
申
込
書
は
一
文

献
一
件
単
位
で
作
成
し
、
書
誌
事
項
は
正
確
に
記
入
す
る
。
特
定
の

館
に
負
担
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
依
頼
先
を
分
散
さ
せ
、
料
金
は
受

付
館
指
定
の
支
払
方
法
で
速
や
か
に
支
払
う
。
受
付
の
際
に
も
可
能

な
限
り
速
や
か
に
対
応
し
、
時
間
を
要
す
る
場
合
は
そ
の
旨
を
依
頼
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館
へ
連
絡
す
る
。
謝
絶
す
る
場
合
は
理
由
を
明
確
に
記
載
す
る
。
こ

れ
ら
が
基
本
的
な
約
束
事
で
あ
る
。

　
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
））

の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
九
二
年
以
前

は
、
図
書
館
間
の
や
り
取
り
は
、
は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
行

っ
て
い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
で
は
、
目
録
所
在
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
利
用
に
よ
り
、
所
在
調
査
お
よ
び
図
書
館
間
が
文
書
で

や
り
取
り
し
て
い
た
作
業
が
機
械
化
さ
れ
、
所
在
調
査
と
同
時
に
依

頼
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
は
、

三
田
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
九
二
年
か
ら
参
加
し

て
お
り
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
九
七
年
か
ら
参
加
し
た
。

　
利
用
者
か
ら
の
文
献
複
写
申
込
み
件
数
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ク
エ

ス
ト
の
手
軽
さ
も
手
伝
っ
て
増
加
を
続
け
た
が
、
〇
〇
年
代
後
半
ご

ろ
か
ら
申
込
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
の
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
（
包
括
的
な
ア
ク
セ
ス
契
約
）
が
あ
る
。

冊
子
購
読
数
が
減
少
す
る
一
方
、
ア
ク
セ
ス
可
能
な
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
数
の
増
加
、
大
学
刊
行
物
の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
搭
載
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
読
め
る
電
子
資
料
が
増
え
た
。
ま
た
、
〇
六
年
か

ら
在
籍
者
に
対
す
る
自
宅
や
外
出
先
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
ジ

ャ
ー
ナ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
も
始

ま
り
、
利
用
者
自
身
が
文
献
を
入
手
で
き
る
ケ
ー
ス
が
さ
ら
に
増
え

て
い
っ
た
。
他
機
関
か
ら
の
文
献
複
写
申
込
み
に
つ
い
て
も
同
様
の

理
由
で
減
少
し
て
い
る
。

　
国
立
大
学
の
法
人
化
に
よ
り
会
計
処
理
規
則
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
〇
四
年
、
Ｎ
Ｉ
Ｉ
が
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ

Ｌ
参
加
館
を
対
象
と
し
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｌ
文
献
複
写
等
料
金
相
殺
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
場
合
の
文
献
複
写
お
よ
び
現
物
貸
借
に
と
も
な
う
す
べ
て
の
料
金

に
つ
い
て
、
都
度
払
い
で
は
な
く
一
括
し
て
相
殺
す
る
も
の
で
、
精

算
は
三
カ
月
単
位
で
行
う
。
こ
の
相
殺
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
よ
っ
て
生
じ
る
料
金
の
請
求
と
支
払
に
関
す
る
処
理

が
格
段
に
省
力
化
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
よ
り
参
加
し
て
い
る
。

　
〇
六
年
に
は
、「
大
学
図
書
館
間
協
力
に
お
け
る
資
料
複
製
に
関

す
る
利
用
許
諾
」
に
関
す
る
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
、
当
該
図
書
の

借
用
を
申
し
込
ん
だ
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
る
場
合
に
限
り
、
他
館

か
ら
借
り
受
け
た
図
書
に
つ
い
て
も
そ
の
複
製
物
の
提
供
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
国
立
国
会
図
書
館
は
資
料
の
利
用
と
保
存
の
両
立
を
図
る
た
め
、

所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
絶
版
等
の
理
由
で
入
手
が
困
難

な
資
料
を
国
立
国
会
図
書
館
の
承
認
を
受
け
た
図
書
館
に
限
り
館
内

で
利
用
で
き
る
「
図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
一
四
年
か
ら
開
始
し
た
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
図
書
館
ご
と
に

国
立
国
会
図
書
館
に
利
用
申
請
を
し
て
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

慶
應
で
は
一
四
年
以
降
、
信
濃
町
を
除
く
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
参
加
館
と
な
っ
た
。
資
料
の
印
刷
も
可
能
で
、
オ
ペ
レ
ー
タ



308

第二部　各　論

コ
ピ
ー
料
金
と
同
額
で
一
枚
あ
た
り
三
十
円
で
提
供
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
取
寄
せ
に
か
か
る
費
用
と
し
て
、
相
互
協
力
協
定
を
結

ん
で
い
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
を
除
く
、
他
の
図
書
館
か
ら
図
書
あ

る
い
は
複
写
物
の
取
寄
せ
を
行
っ
た
場
合
に
複
写
料
・
郵
送
料
な
ど

の
実
費
の
他
に
、
一
件
に
つ
き
二
百
円
の
手
数
料
を
利
用
者
か
ら
徴

収
し
て
い
た
。
二
百
円
は
当
初
振
込
手
数
料
と
し
て
徴
収
し
て
い
た

が
、
次
第
に
Ｎ
Ｉ
Ｉ
の
相
殺
サ
ー
ビ
ス
参
加
館
か
ら
の
取
寄
せ
な
ど

実
際
に
は
送
金
が
発
生
し
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
、
慎
重

に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
一
八
年
三
月
に
手
数
料
の
徴
収
自
体
を
撤

廃
し
た
。
他
館
に
提
供
す
る
場
合
の
複
写
料
金
に
つ
い
て
も
、
そ
の

後
検
討
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
八
九
年
に

早
稲
田
大
学
を
除
く
機
関
に
対
し
て
モ
ノ
ク
ロ
の
複
写
料
金
を
見
直

し
、
三
田
と
日
吉
の
両
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
四
十
円
を
五
十
円
に
引

き
上
げ
た
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｌ
Ａ
加
盟
館
お
よ
び
大

学
図
書
館
に
対
し
て
は
五
十
五
円
、
病
院
図
書
室
は
七
十
五
円
と
し
、

翌
九
〇
年
に
学
外
か
ら
の
複
写
受
付
の
料
金
は
五
十
五
円
に
統
一
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ノ
ク
ロ
五
十
五
円
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
共
通
料
金

と
な
っ
た
。
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
一
年
に
三
田
・
日
吉
・
湘
南

藤
沢
の
複
写
料
金
を
三
百
円
か
ら
二
百
円
に
引
き
下
げ
た
こ
と
で
、

全
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
ラ
ー
料
金
が
共
通
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム

　
学
内
の
現
物
貸
借
は
九
八
年
ま
で
を
富
士
通
株
式
会
社
の
Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｓ
、
九
九
年
か
ら
は
丸
善
株
式
会
社
のCA

LIS

を
用
い
て
行
い
、

そ
れ
以
外
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
は
〇
三
年
ま
で
富
士
通
のiLisw

ave

と

呼
ば
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
た
。iLisw

ave

で
は
、

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
す
る
依
頼
に
は
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
を
、
学
内
の
他
図
書
館
へ
の
依
頼
に
は
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
「
学
内
」
を
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
に
よ
り
直
接
申
込
み
を
す
る

依
頼
に
は
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
「Local

」
を
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

iLisw
ave

で
で
き
る
の
は
他
館
へ
の
依
頼
か
ら
自
館
へ
の
複
写
物

の
到
着
ま
で
の
管
理
の
み
で
、
利
用
者
へ
の
受
渡
し
に
つ
い
て
は
管

理
で
き
ず
、
各
館
で
は
独
自
に
作
成
し
た
台
帳
で
管
理
を
行
っ
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
〇
二
年
夏
に
はiLisw

ave

を
ベ
ー
ス
と
し
て
慶

應
仕
様
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
め
ら
れ

た
。

　
〇
三
年
か
ら
の
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
前
述
の
三
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ

ム
を
ま
と
め
て
通
覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
へ
の
文
献

引
渡
日
や
入
金
日
も
含
め
た
申
込
み
依
頼
の
進
捗
が
一
つ
の
画
面
で

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
を
補
助
す
る
別

開
発
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
に
申

込
者
が
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
流
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
料
金
集
計
デ
ー
タ
を
エ
ク
セ
ル
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
内
の
料
金
処
理
業
務
を
よ
り
簡
易
に
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
〇
四
年
か
ら
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
相
殺
サ
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ー
ビ
ス
に
参
加
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
事
務
処
理
の
大
幅
な
合
理
化

が
図
ら
れ
た
。

　
一
三
年
度
の
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
リ
プ
レ
ー
ス
で
導
入
予
定
の
Ｏ

Ｓ
（W

indow
s7

）
に
、
そ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ

ム
が
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
学
内

Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
処
理
を
図
書
館
シ
ス
テ
ムA

leph

で
、
学
外
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の

処
理
を
富
士
通
のiLisw

ave-J

で
行
う
こ
と
を
前
提
に
検
討
を
進

め
た
が
、A

leph

で
は
利
用
者
の
所
属
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
概
念
が

な
く
、
各
図
書
館
固
有
の
運
用
ル
ー
ル
へ
の
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
他
社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
の
調
査
を
行
い
、M

B
A

社
のSuperH

A
B
IL

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
慶
應
が
求
め
る
仕
様
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
一
二
年
に
導
入
が
決

定
し
た
。
学
内
の
現
物
処
理
の
みA
leph

で
行
い
、
そ
れ
以
外
の

学
内
処
理
と
学
外
処
理
をSuperH

A
B
IL

で
運
用
す
る
こ
と
を
決

め
、SuperH

A
B
IL

に
よ
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
進
め
ら

れ
た
。SuperH

A
B
IL

は
、
Ａ
Ｓ
Ｐ
（A

pplication Service 
Provider

）
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
操
作
は
す
べ

て
ブ
ラ
ウ
ザ
で
行
う
た
め
専
用
端
末
を
用
意
す
る
必
要
が
な
く
、
サ

ー
バ
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
慶
應

内
に
サ
ー
バ
を
設
置
す
る
必
要
が
無
く
、
保
守
もM

B
A

社
が
行

う
。
シ
ス
テ
ム
変
更
に
と
も
な
い
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
個
別
に

管
理
・
運
営
し
て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
も
共
通
の
フ
ォ
ー
ム

に
変
更
し
、
申
込
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
まSuperH

A
B
IL

に
取
り
込

め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
結
果
の
書

誌
情
報
を
流
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
申
込
み
時
の
利
用

者
の
入
力
の
手
間
が
減
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
書
誌
事
項
の
確

認
時
間
が
短
縮
で
き
た
。

早
稲
田
大
学
・
上
智
大
学
と
の
連
携

　
早
稲
田
大
学
と
慶
應
義
塾
大
学
は
、
研
究
・
教
育
の
一
層
の
充

実
・
発
展
を
図
る
た
め
に
八
五
年
に
締
結
し
た
図
書
館
相
互
協
力
の

協
定
に
基
づ
き
、
八
六
年
か
ら
二
大
学
間
の
相
互
協
力
を
本
格
化
さ

せ
た
。
慶
應
に
所
属
す
る
教
職
員
は
、
特
別
入
庫
閲
覧
証
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
で
早
稲
田
大
学
図
書
館
を
直
接
訪
問
し
、
資
料
の
閲

覧
・
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
学
生
は
、
直
接
訪
問
に
は
紹

介
状
の
持
参
が
必
要
だ
が
、
図
書
館
を
借
受
人
と
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
利

用
す
る
こ
と
で
早
稲
田
の
図
書
を
慶
應
の
図
書
館
内
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
制
度
は
教
職
員
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
〇
一
年

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
学
生
も
紹
介
状
の
持
参
が
不
要

に
な
り
、
慶
應
の
専
任
教
職
員
は
自
身
の
図
書
利
用
券
ま
た
は
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド
、
学
生
は
学
生
証
の
提
示
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
文
献
複
写
料
金
は
両
大
学
間
に
限
っ
て
学
外
料
金
の
適

用
を
や
め
、
一
枚
あ
た
り
三
十
円
を
共
通
料
金
と
し
た
。
さ
ら
に
九

七
年
に
三
十
円
か
ら
十
円
に
改
定
し
、
こ
の
時
点
で
慶
應
で
は
学
内

の
複
写
料
金
と
同
額
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
三
年
、
早
稲
田
で
の

複
写
料
金
の
改
定
に
合
わ
せ
て
二
十
円
に
変
更
さ
れ
た
。
資
料
の
運
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搬
は
、
週
に
一
回
、
慶
應
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
回
る
学
内
便
の
ト
ラ

ッ
ク
を
早
稲
田
ま
で
運
行
さ
せ
る
「
早
慶
便
」
の
運
用
が
始
ま
り
、

資
料
や
文
献
複
写
の
取
寄
せ
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
早
稲

田
か
ら
の
便
も
加
わ
り
週
二
便
の
運
搬
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

一
九
年
の
早
慶
図
書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
の
開
始
に
と
も
な
い
、

早
慶
便
は
平
日
は
毎
日
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
件

数
で
は
、
早
稲
田
か
ら
は
現
物
借
用
依
頼
が
比
較
的
多
く
、
慶
應
か

ら
は
複
写
依
頼
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
電
子

資
料
の
割
合
が
増
え
て
き
た
た
め
、
一
七
年
に
は
、
国
内
で
冊
子
資

料
か
ら
の
複
写
物
の
入
手
が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
契
約
上
問
題
の

な
い
電
子
資
料
か
ら
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
に
よ
る
複
写
Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
双

方
で
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
上
智
大
学
図
書
館
と
は
、
〇
一
年
に
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
現
物
貸
借
に
つ
い
て
の
覚
書
を
交
わ
し
た
。
上
智
大
学
は
、

東
京
二
十
三
区
内
か
ら
の
現
物
借
用
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
な
い
が
、

こ
の
覚
書
に
よ
り
上
智
か
ら
三
田
へ
の
現
物
取
寄
せ
が
可
能
と
な
っ

た
。海

外
機
関
と
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ

　
海
外
の
図
書
館
と
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
業
務
は
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
各
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
依
頼
先

は
ア
メ
リ
カ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
で
あ
る
。
利
用
者
か
ら
申
込
み
が
あ
る
と
、
書
誌
事
項
の
確

認
を
入
念
に
行
い
、
各
国
の
総
合
目
録
で
所
蔵
機
関
を
確
認
し
、
依

頼
書
式
に
記
入
し
て
郵
送
す
る
。
そ
の
た
め
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
調
査
に
必
要
な
各
国
の
総
合
目
録
、
書
誌
、
文
献
目
録
の
収
集
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
海
外
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
研
究
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
対
象
者
は
教
職
員
と
大
学
院
生
に
限
定
し
て
い
た
が
、
九
七
年
か

ら
学
部
生
も
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
し
た
。
九
〇
年
に
私
立
大
学
図
書
館

協
会
東
地
区
部
会
研
究
部
相
互
協
力
研
究
分
科
会
が
海
外
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
「
相
互
協
力
研
究
分
科
会
報
告
第
三
号
」

に
ま
と
め
て
い
る
。

　
海
外
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
依
頼
先
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ

Ｃ
（B

ritish Library D
ocum

ent Supply C
entre

）
で
あ
る
。

Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
所
定
の
申
込
用
紙
が
あ
り
、
支
払
用
の
ク
ー
ポ
ン
を
国

内
の
代
理
店
か
ら
購
入
で
き
、
さ
ら
に
所
蔵
状
況
を
確
認
す
る
た
め

の
目
録
類
が
揃
っ
て
い
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
に
依
頼
で
き
な
い
場
合
の

次
の
依
頼
先
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連
盟
）
加
盟
館
で
あ
る
。

申
込
用
紙
は
日
本
図
書
館
協
会
な
ど
か
ら
購
入
で
き
、
支
払
方
法
は

国
ご
と
に
異
な
る
。
九
七
年
か
ら
料
金
の
支
払
業
務
を
簡
素
化
す
る

た
め
に
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
利
用
し
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
バ
ウ
チ

ャ
ー
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
販
売
す
る
国
際
Ｉ
Ｌ
Ｌ
の
料
金
決
済
の
た
め

に
用
い
ら
れ
る
金
券
で
フ
ル
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
八
ユ
ー
ロ
）
と
ハ
ー
フ

バ
ウ
チ
ャ
ー
（
四
ユ
ー
ロ
）
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
す
る

こ
と
で
経
費
が
比
較
的
安
価
に
抑
え
ら
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ

Ｌ
Ｌ
は
、
九
四
年
か
ら
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
と
リ
ン
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
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入
し
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
経
由
し
て
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
に
依
頼

が
可
能
と
な
っ
た
。
開
始
当
時
は
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て

い
た
が
、
代
替
手
段
が
整
備
さ
れ
一
一
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
て

い
る
。

　
国
立
大
学
図
書
館
協
会
が
Ｎ
Ｉ
Ｉ
等
と
進
め
た
Ｇ
Ｉ
Ｆ
（G

lobal 
ILL Fram

ew
ork

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
〇
二
年
の
開
始
時
か
ら
慶

應
も
参
画
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
参
加
館
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
米
の
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
館
に
文
献
複

写
・
現
物
貸
借
依
頼
が
可
能
と
な
り
、
同
時
に
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

館
か
ら
の
依
頼
も
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
後
述
す
る
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
も
利
用
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
経

由
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｌ
は
受
付
の
み
に
対
応
し
、
依
頼
は
従
来
通
り
Ｏ
Ｃ
Ｌ

Ｃ
を
利
用
し
た
。
後
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
プ
ロ
ト
コ
ル
の
変
更
に
と

も
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
一
八
年
に
北
米
と

の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
て
い
る
。

　
一
方
Ｇ
Ｉ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
韓
国
と
の
日
韓
Ｇ
Ｉ
Ｆ
も
あ

り
、
〇
四
年
に
暫
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
開
始
し
た
。
慶
應
で
は

日
韓
Ｇ
Ｉ
Ｆ
へ
の
加
入
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
ま

ず
三
田
が
加
入
し
続
い
て
湘
南
藤
沢
・
信
濃
町
の
両
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
参
加
し
た
。
日
韓
Ｇ
Ｉ
Ｆ
は
文
献
複
写
の
み
で
貸
借
は
利
用

で
き
な
い
。
提
供
資
料
は
日
本
国
内
の
出
版
物
の
み
と
し
、
料
金
は

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
相
殺
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
日
本
円
で
決
済
さ
れ
る
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
九
九
年
よ
り
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
が
行
っ

て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
に
は

北
米
の
図
書
館
が
数
多
く
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
導
入
に
よ
り
文
献

入
手
ま
で
に
か
か
る
日
数
が
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
─Ｉ

Ｌ
Ｌ
の
導
入
以
前
は
、
相
手
方
の
請
求
書
に
従
い
外
貨
で
海
外
送
金

を
行
う
必
要
が
あ
り
そ
の
手
続
き
は
非
常
に
煩
雑
で
あ
っ
た
が
、
Ｉ

Ｆ
Ｍ
（ILL Fee M

anagem
ent

）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
内
代
理
店
を
通
じ
た
日
本
円
で
の
支
払
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
九

年
に
は
全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
─Ｉ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
受
付
は
従
来
通
り
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
一
括
し

て
担
当
し
、
依
頼
は
相
手
館
か
ら
直
接
送
付
し
て
も
ら
え
る
よ
う
各

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
共
通
の
海
外
Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
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第
八
章

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
者
教
育
の
始
動

　
一
九
七
〇
年
代
の
図
書
館
旧
館
時
代
の
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、

図
書
館
利
用
案
内
の
作
成
・
配
布
や
、
新
入
生
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に
よ
り
、
図
書
館
の
利
用
促
進
を

図
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
対
象
と
な
り
得
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
自
体

の
整
備
が
途
上
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
成
果
を
上
げ
ら
れ

ず
に
い
た
。
ま
た
、
教
員
と
の
連
携
も
十
分
で
な
く
、
当
時
の
大
学

教
育
が
求
め
る
も
の
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
意
識
さ

れ
て
い
た
。
一
方
で
蔵
書
の
増
加
、
施
設
の
拡
大
で
利
用
形
態
は
複

雑
化
し
て
お
り
、
図
書
館
利
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
が
一
層
大
切
に

な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
七
八
年
に
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
の

渋
川
雅
俊
が
米
国
大
学
図
書
館
の
利
用
者
教
育
を
紹
介
し
た
論
文

『
大
学
図
書
館
利
用
者
教
育
研
究
序
説
「
テ
キ
サ
ス
大
学
図
書
館
利

用
者
教
育
総
合
計
画
」
を
中
心
と
し
て
』
に
関
心
が
集
ま
り
、
図
書

館
Ｐ
Ｒ
の
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
従
来
の
利
用
案
内
が
「
利
用
者
教

育
」
と
い
う
概
念
に
変
容
し
て
い
く
端
緒
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
米

国
の
先
進
事
例
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
図
書
館
利
用
に
関
す
る
知
識
を

提
供
す
る
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」、
文
献
探

索
に
重
点
を
置
い
た
「
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
始
め
る
。

　
七
九
年
に
は
、
ゼ
ミ
担
当
の
教
員
か
ら
の
要
望
を
契
機
に
、
三
田

情
報
セ
ン
タ
ー
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
担
当
に
よ
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
以
来
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
申
込
み

は
毎
年
二
、
三
ゼ
ミ
ず
つ
増
え
、
図
書
館
新
館
が
開
館
し
た
八
二
年

に
は
二
六
ゼ
ミ
に
お
よ
び
、
以
降
も
増
加
を
辿
っ
た
。
教
員
や
利
用

者
の
潜
在
的
な
需
要
と
、
図
書
館
側
の
担
当
者
が
抱
い
て
い
た
必
要

論
と
が
合
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
気
に
増
加
し
た
と
言
え
る
。
開

始
初
期
の
実
施
方
法
は
、
参
加
者
と
一
緒
に
館
内
を
廻
る
ツ
ア
ー
方

式
で
、
ゼ
ミ
の
主
題
に
即
し
た
文
献
目
録
の
説
明
・
紹
介
、
カ
ー
ド

目
録
や
他
館
の
利
用
法
の
案
内
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
図

書
館
新
館
の
開
館
に
向
け
新
た
な
利
用
案
内
作
成
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
た
利
用
案
内
検
討
会
に
お
い
て
、
海
外
の
事
例
を
参
考
に

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
利
用
案
内
の
制
作
が
八
四
年
に
開
始
さ

れ
た
。
翌
年
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
、

さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
に
よ
る
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
。

日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
者
教
育

　
一
方
、
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
教
育
の
開
始
は
、
一
九
八

五
年
の
日
吉
図
書
館
の
開
館
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
前
身
の
藤
山
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記
念
日
吉
図
書
館
時
代
に
は
、
大
学
一
、
二
年
生
へ
の
利
用
者
教
育

の
必
要
性
は
職
員
間
で
十
分
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
物
理
的
、

管
理
的
な
制
約
か
ら
、
ま
た
人
員
不
足
の
問
題
も
あ
り
実
施
で
き
ず

に
い
た
。
新
し
い
図
書
館
の
開
館
に
よ
り
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

に
も
要
員
が
配
備
さ
れ
、
開
館
翌
年
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス

課
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
広
報
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

本
格
的
に
利
用
者
教
育
の
体
制
づ
く
り
に
着
手
し
た
。
利
用
者
教
育

の
基
本
モ
デ
ル
に
は
、
テ
キ
サ
ス
大
学
が
七
七
年
に
発
表
し
た
「
図

書
館
利
用
者
教
育
総
合
計
画
」
で
定
義
さ
れ
て
い
る
次
の
三
つ
の
段

階
を
取
り
入
れ
た
。

第
一
段
階

　
ユ
ー
ザ
ー
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

第
二
段
階

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

第
三
段
階

　
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

当
時
の
日
吉
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
事
例
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
第

一
段
階
の
ユ
ー
ザ
ー
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
に
は
、
四
月
の
新
入
生
を
対

象
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
、
映
画
上
映
会
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
利
用
案
内
の
充
実
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第

二
段
階
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
四
月
の
新
入
生
、
七
月
の

通
信
教
育
課
程
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
生
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
ツ
ア
ー
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
段
階
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
は
、
年
間
を
通

し
て
の
情
報
活
用
セ
ミ
ナ
ー
実
施
の
ほ
か
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル

の
展
示
や
文
献
リ
ス
ト
の
配
布
が
あ
る
。

　
ま
た
、
八
六
年
に
開
講
さ
れ
た
法
学
部
法
律
学
科
の
オ
ム
ニ
バ
ス

授
業
「
法
学
情
報
処
理
」
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
図
書
館
職
員
が
授

業
へ
出
講
す
る
よ
う
に
な
る
。
後
述
の
医
学
部
附
属
厚
生
女
子
学
院

の
例
を
除
く
と
、
こ
れ
は
慶
應
に
お
い
て
図
書
館
職
員
が
大
学
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
か
か
わ
る
先
駆
け
と
な
っ
た
。

医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
者
教
育

　
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
利
用
者
教
育
の
始
ま
り
は
早
く
、
一
九

六
〇
年
代
前
半
に
は
医
学
部
附
属
厚
生
女
子
学
院
（
二
〇
〇
三
年
に

廃
止
さ
れ
た
看
護
短
期
大
学
の
前
身
）
の
学
生
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
七
〇
年
代
前
半
に
は
大
学
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院
（
七

六
年
に
厚
生
女
子
学
院
に
統
合
）
お
よ
び
医
学
部
の
学
生
向
け
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
新
入
医
局
員
向
け
の
二
次
資
料
の
使
い
方

の
利
用
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
七
三
年
か
ら
は
、
厚
生
女

子
学
院
の
二
年
生
に
対
し
て
「
文
献
利
用
法
」
と
い
う
特
別
講
義
を

図
書
館
職
員
が
担
当
し
、
三
年
次
に
作
成
す
る
卒
業
論
文
に
向
け
た
、

医
学
・
看
護
文
献
の
特
徴
や
探
し
方
、
論
文
の
読
み
方
や
書
き
方
、

文
献
の
整
理
方
法
な
ど
の
利
用
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ

の
実
績
は
、
厚
生
女
子
学
院
が
看
護
短
期
大
学
に
昇
格
し
て
か
ら
も

授
業
科
目
「
看
護
研
究
」
で
の
図
書
館
員
に
よ
る
講
義
に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
。
八
七
年
に
は
、
日
吉
地
区
の
医
学
部
進
学
課
程
の
学

生
が
四
谷
地
区
の
病
院
や
関
連
部
署
を
早
期
体
験
学
習
す
る
必
修
授

業
「EEP: Early Exposure Project

」
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
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医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
も
協
力
し
、
セ
ン
タ
ー
の
概
要
、
主
要
二
次
資

料
、
オ
ン
ラ
イ
ン
文
献
検
索
の
解
説
、
目
録
の
ひ
き
方
の
実
習
、
館

内
見
学
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
医
学
部
の
授
業
へ
の
関
わ
り
の
最

初
と
な
る
。

　
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
皮
切
り
に
利
用
者
が

直
接
文
献
を
検
索
で
き
る
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
が
隆
盛
を
迎
え
た
。
こ
の
変
化
に
対
し
、
新
た
な
時
代
の
利

用
者
教
育
を
展
開
す
べ
く
、
利
用
者
教
育
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
。
約
一
年
か
け
た
検
討
の
結
果
設
置
さ
れ
た
「
情
報
利
用
講
座
」

の
中
で
い
く
つ
か
コ
ー
ス
を
設
け
、
利
用
者
教
育
を
実
施
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
検
索
と
館
内
ツ
ア
ー
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
初
心
者
向
け
と
上
級
者
向
け
の
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ

検
索
、
各
種
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
解
説
で
あ
っ
た
。

理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
者
教
育

　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
利
用
者
教
育
の
出
発
点
は
、
一

九
八
二
年
に
開
始
し
た
三
年
生
対
象
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ

る
。
図
書
館
資
料
や
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
作

成
し
、
教
室
を
会
場
と
し
て
行
っ
た
が
、
想
定
し
て
い
た
ほ
ど
参
加

者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
翌
八
三
年
に
は
利
用
案
内
の
配
布
を

徹
底
し
、
二
〇
分
前
後
の
申
込
制
の
館
内
ツ
ア
ー
の
方
式
に
変
更
し

て
い
る
。
同
年
、
新
し
く
研
究
室
に
入
る
四
年
生
を
主
な
対
象
と
す

る
「
資
料
利
用
説
明
会
」
と
題
し
た
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開
始
す
る
。
卒
業
・
修
了
後
は
七
、
八
割
が

研
究
職
に
近
い
職
種
に
就
く
と
み
ら
れ
て
い
た
理
工
学
部
の
学
生
に

対
し
、
卒
業
後
で
も
役
立
つ
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
資

料
利
用
説
明
会
で
は
研
究
領
域
に
沿
っ
た
情
報
の
流
通
や
主
要
な
抄

録
・
索
引
誌
の
使
い
方
の
解
説
に
重
点
を
置
い
た
。
開
始
当
初
は
十

研
究
室
一
一
六
名
の
参
加
で
あ
っ
た
の
が
、
五
年
後
に
は
十
七
研
究

室
二
〇
八
名
、
十
年
後
に
は
四
十
一
研
究
室
三
三
七
名
に
増
え
、
以

後
も
こ
の
説
明
会
は
研
究
室
に
と
っ
て
も
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
く
。

　
一
方
、
情
報
探
索
の
機
械
化
は
進
展
を
見
せ
た
。
す
で
に
導
入
し

て
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
一

九
八
六
年
に
外
部
講
師
に
よ
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
の
第
一
回
オ
ン
ラ
イ
ン
検

索
説
明
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
も
職
員
が
講
師
と
な
り
、
研
究
室

単
位
で
の
説
明
会
を
継
続
し
た
。

ビ
デ
オ
を
用
い
た
利
用
者
教
育
の
試
み

　
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
組
織
変
更
さ
れ
た
一

九
九
三
年
ご
ろ
か
ら
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
や
機
器
の
進
歩
に
合
わ
せ
、

利
用
者
の
興
味
を
惹
き
や
す
く
高
い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
ビ
デ

オ
上
映
を
利
用
者
教
育
に
取
り
入
れ
る
試
み
が
始
ま
る
。
三
田
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
進
級
で
新
し
く
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
学

生
向
け
の
春
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
従
来
は
自
ら
制

作
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
て
い
た
が
、
改
訂
の
煩
雑
さ
に
見
合
う
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効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
三
年
に
紀
伊
國
屋
書
店
に

よ
る
ビ
デ
オ
『
図
書
館
の
達
人
』
第
一
巻
の
上
映
に
切
り
替
え
た
。

市
販
ビ
デ
オ
の
た
め
、
自
館
独
自
の
案
内
部
分
は
上
映
後
に
行
う
館

内
ツ
ア
ー
中
の
説
明
で
補
っ
た
。
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
同

様
に
、
九
四
年
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
、
独
自
作
成
の
ス
ラ

イ
ド
上
映
か
ら
、
日
本
医
学
図
書
館
協
会
制
作
の
ビ
デ
オ
『
医
学
情

報
の
達
人
』
の
上
映
に
切
り
替
え
て
い
る
。

　
一
方
、
撮
影
・
編
集
機
材
や
そ
れ
ら
を
扱
う
ス
キ
ル
を
持
つ
ス
タ

ッ
フ
を
擁
し
て
い
た
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
九
五
年

に
独
自
で
利
用
案
内
ビ
デ
オ
『
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
』
お
よ
び
『
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ 
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
操
作
の
手
引
き
』

を
制
作
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
撮
影
・
編
集
ス
キ
ル
の
あ
る
学
生
の

協
力
を
得
て
、
九
七
年
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
独
自
制
作

の
ビ
デ
オ
を
使
用
し
て
い
る
。
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
先
輩
後
輩
の
会
話
形
式
で
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
す
る
ビ
デ

オ
『
情
報
の
海
へ
船
出
せ
よ
』
を
外
部
委
託
で
制
作
し
、
九
九
年
か

ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
取
り
入
れ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
上
映
に
は
、
視
覚

と
聴
覚
に
訴
え
る
こ
と
で
参
加
者
の
理
解
度
が
上
が
る
と
い
う
効
果

以
外
に
も
、
講
師
の
力
量
に
よ
ら
ず
均
質
の
説
明
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

利
用
者
教
育
か
ら
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
へ

　
米
国
の
大
学
図
書
館
界
で
は
一
九
八
〇
年
代
に
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
が
、
八
九
年
に
米
国
図
書

館
協
会
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
特
別
委
員
会
に
よ
る
「
最
終
報
告
」
が

出
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
学
内
で
も
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
概
念
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
焦
点
は
主
と
し
て
文
献
入
手
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
高
度
情
報
化
社
会
で
生
涯
に
亘
っ
て
必
要
と

な
る
、
情
報
を
効
果
的
に
入
手
し
評
価
で
き
る
能
力
と
さ
れ
、
従
来

の
利
用
者
教
育
の
守
備
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

九
五
年
に
慶
應
義
塾
が
発
表
し
た
「
長
期
基
本
構
想
─
新
世
紀
へ
の

課
題
─
」
に
よ
り
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
学
内
の
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
や
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
と
も
な
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
な
ど
を
背
景
に
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
研
究
体
制
の
抜
本
的
改

善
が
議
論
さ
れ
る
。
研
究
・
教
育
活
動
を
情
報
の
面
で
支
援
す
る
日

吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
今
後
の
役
割
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
示

す
べ
く
議
論
を
重
ね
、
九
六
年
に
「
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

中
・
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
開
し
た
。
具
体
的
な
目
標
と
し
て
は
次

の
三
点
が
掲
げ
ら
れ
た
。

一
．
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
全
学
生
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

二
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
連
携
す
る
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能
を
拡
充

す
る
こ
と

三
．
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と
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そ
の
後
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
日
吉
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
実
行

委
員
会
」（
Ｉ
Ｌ
Ｐ
：Inform

ation Literacy Project

）
を
発

足
さ
せ
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
利
用
者
説
明
会
を
よ
り
体
系
的
か

つ
組
織
的
に
行
う
べ
く
戦
略
を
練
り
、
次
の
三
段
階
で
学
生
に
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
計
画
を
立
て
た
。

第
一
段
階
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使

い
方
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

第
二
段
階

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

第
三
段
階

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

コ
ー
ス
の
実
施

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
も
含
め
て
検

討
し
、
九
三
年
以
降
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
情

報
シ
ス
テ
ム
部
門
と
統
合
さ
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
強
み
も
活
か
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
の
導
入
教
育
も
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
ス

タ
ッ
フ
全
員
が
講
師
と
な
っ
て
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
な
ど
、

よ
り
多
く
の
回
数
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
結
果
、
参
加
者
は

大
幅
に
増
加
し
、
参
加
割
合
は
前
述
の
計
画
の
う
ち
第
一
段
階
は
全

学
生
の
約
五
〇
％
、
第
二
段
階
は
約
一
〇
％
に
達
し
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
連
携
を
図
る
第
三
段
階
に
つ
い
て
は
学
部
と

の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
全
学
部
に
対
し
て
働
き
か
け
た
結
果
、
最

初
に
理
工
学
部
が
応
じ
、
九
七
年
、
一
年
生
の
必
修
科
目
「
理
工
学

概
論
」
へ
の
参
画
が
つ
い
に
実
現
す
る
。
学
部
の
授
業
へ
の
出
講
は

前
述
の
「
法
学
情
報
処
理
」
で
前
例
が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
わ
ば
特

例
的
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

授
業
へ
の
本
格
的
な
関
わ
り
は
こ
こ
が
出
発
点
と
言
え
る
。
さ
ら
に

翌
年
に
は
法
学
部
政
治
学
科
の
必
修
科
目
「
社
会
学
」
と
商
学
部
の

選
択
科
目
「
情
報
処
理
Ⅰ
」
が
加
わ
り
、「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
」

と
銘
打
っ
た
講
義
を
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
担
当
し
た
。

そ
の
後
も
学
部
と
の
連
携
は
進
み
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
経
済
学
部
の

選
択
科
目
「
経
済
学
の
視
点
と
方
法
」、
翌
年
に
法
学
部
法
律
学
科

の
必
修
科
目
「
法
学
」、
さ
ら
に
〇
三
年
に
は
文
学
部
の
選
択
科
目

「
基
礎
情
報
処
理
」
へ
の
出
講
が
開
始
さ
れ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

過
密
な
医
学
部
に
対
し
て
は
実
現
で
き
ず
、
ま
た
実
現
で
き
た
学
部

で
も
一
部
は
選
択
科
目
で
あ
る
と
い
っ
た
課
題
は
残
さ
れ
つ
つ
も
、

日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
う
新
入
生
対
象
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
〇
二
年
に
全
員
必
修
の
学
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
組
み
込
ま
れ
た

こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
全
学
生
に
浸
透
さ
せ

る
」
と
い
う
当
初
の
目
標
は
参
加
者
数
の
上
で
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
授
業
に
お
い
て
は
、
担
当
す
る
職
員
間
で
内
容
に
ば
ら
つ

き
が
出
な
い
よ
う
標
準
化
を
試
み
た
。
そ
の
努
力
の
集
大
成
と
し
て

『
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
』
と
い
う
手
引
き
書
を
ま
と
め
、
〇
二
年

に
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
よ
り
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。

　
一
方
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ま
で
職
員
に
と
っ

て
念
願
で
あ
っ
た
医
学
部
の
授
業
へ
の
本
格
的
な
出
講
が
、
日
吉
に

先
行
し
て
九
六
年
に
実
現
し
て
い
る
。
前
年
に
基
礎
医
学
特
論
の
小
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委
員
会
委
員
長
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
端
で
、
二
コ
マ
一
八

〇
分
を
計
五
回
、
講
義
と
演
習
か
ら
成
る
授
業
科
目
「
医
学
文
献
情

報
概
説
」
を
職
員
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
容
は
情
報
検
索

や
文
献
整
理
方
法
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
医
学
医
療
情
報
の
ト

レ
ン
ド
な
ど
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
授
業
へ
の
関
わ
り
で
は
、
従

来
か
ら
図
書
館
職
員
個
人
が
授
業
を
受
け
持
っ
た
り
、
日
吉
の
「
法

学
情
報
処
理
」
へ
講
師
を
派
遣
し
た
り
、
あ
る
い
は
教
員
の
要
請
に

応
じ
て
授
業
内
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
組
織
的
な

対
応
と
し
て
、
か
つ
三
田
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
形
で

の
関
わ
り
が
始
ま
っ
た
の
は
、
九
九
年
、
文
学
部
の
授
業
「
研
究
情

報
処
理
」
の
十
二
コ
マ
の
受
け
持
ち
か
ら
で
あ
る
。
翌
年
に
は
文
学

部
図
書
館
・
情
報
学
科
の
授
業
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
論
」

も
受
け
持
っ
て
い
る
。
図
書
館
職
員
が
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
は
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
実
施
だ
け
で
な
く
、
教
育
す
る
立
場
か
ら

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
機
会
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
、
図
書
館
・
情
報
学

科
の
教
員
が
担
当
し
て
い
た
授
業
「
資
料
検
索
法
」
に
九
四
年
か
ら

図
書
館
職
員
が
部
分
的
に
協
力
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
は

全
面
的
に
図
書
館
職
員
の
み
で
半
期
の
授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な

っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
隆
盛

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
とW

indow
s95

の
登
場
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
た
情
報
検
索
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
以
降
、
次
々
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
文
献
検
索
が
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
登
場
し
た
ほ
か
、
洋

雑
誌
の
電
子
化
も
進
む
。
特
に
医
学
、
理
工
学
の
分
野
で
は
そ
の
動

き
が
速
く
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
研
究
室
な
ど
か
ら
で
も
資

料
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
来
館
す
る
教
員
や
研
究

者
の
数
が
激
減
す
る
。
そ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
医
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
〇
三
年
に
「
電
子
リ
ソ
ー
ス
活
用
講
座
」
を
開
始
す

る
。
開
始
の
動
機
は
、
来
館
し
な
く
な
っ
た
医
師
や
研
究
者
と
の
接

点
を
持
つ
こ
と
と
、
利
用
者
の
電
子
資
料
の
使
い
方
を
図
書
館
員
が

直
接
確
認
し
、
不
足
し
て
い
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
伝
え
る
こ
と
等
で

あ
っ
た
。
当
初
はPubM

ed

とScienceD
irect

を
用
い
た
文
献

検
索
か
ら
フ
ル
テ
キ
ス
ト
の
入
手
ま
で
の
方
法
、PubM

ed

と

EndN
ote

を
用
い
た
文
献
管
理
法
と
い
う
二
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
開

始
し
、
以
後
は
新
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
や
参
加
者
の
需
要
な
ど
に
応

じ
て
内
容
を
見
直
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者
が
よ
り
参
加
し
や

す
い
館
外
の
会
場
を
確
保
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
こ
と
も
重
視
し
て

い
た
。
た
だ
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
構
成
員
か
ら
な

る
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
開
催
時
間
が
参
加
者
の
希
望
と
合
わ
な

い
こ
と
も
多
く
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
電
子

リ
ソ
ー
ス
ミ
ニ
講
座
」
も
〇
九
年
よ
り
開
始
し
、
一
名
か
ら
で
も
個

人
の
都
合
に
合
わ
せ
て
短
時
間
の
講
座
を
設
定
で
き
る
よ
う
工
夫
が
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な
さ
れ
た
。

　
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
検
索
手
法
の

説
明
を
中
心
に
実
施
し
て
い
た
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
体
験
講
座
」
も

FirstSearch

を
は
じ
め
と
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
普

及
に
と
も
な
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
の
内
容
に
変
化
し
て
い
く
。
国

内
新
聞
・
雑
誌
記
事
、
外
国
文
献
、
法
律
情
報
、
経
済
情
報
な
ど
、

分
野
ご
と
に
日
程
と
担
当
者
を
分
け
て
様
々
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹

介
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち
に
よ
る
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク

ス
」
と
題
し
た
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
説
明
会
が
定
期
開
催
さ
れ
て

い
た
。
学
生
目
線
で
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
行
え
る
の
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
創
設
以
来
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
働
を
実
践
し
て
き
た

湘
南
藤
沢
な
ら
で
は
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
の
集
約
・
蓄
積
、
そ
し
て
公
開

　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
性
に
合
わ
せ
て
展

開
さ
れ
実
績
を
積
み
重
ね
た
が
、
一
方
で
対
面
で
の
教
育
に
は
参
加

者
数
や
時
間
、
担
当
す
る
職
員
数
に
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
大
学
の

授
業
で
学
生
に
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
日
常

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
根
拠
情
報
を
探
す
学
生

が
増
え
た
こ
と
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
の
背
景
も
あ
り
、

対
面
で
の
教
育
を
補
完
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
可
能
性
が
模
索

さ
れ
始
め
た
。
そ
の
折
に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
学
内
で
新
し
い
教
養
教

育
の
授
業
開
発
・
実
施
に
関
す
る
公
募
が
二
〇
〇
四
年
に
行
わ
れ
、

そ
の
機
を
逃
さ
ず
に
応
募
し
た
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
補
助
金
を
原
資
と

し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
（K

eio Inter-
active T

utorial on Inform
ation Education

）」
の
開
発
に
着

手
す
る
。
米
国
大
学
図
書
館
協
会
が
提
唱
す
る
「
高
等
教
育
の
た
め

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
基
準
」
を
基
本
と
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
は
大
学
一
、
二
年
生
の
初
学
者
が
よ
り
楽
し
く
学
べ
る
も
の
を
目

指
し
た
。
筋
書
き
は
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
職
員

が
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
蓄
積
を
元
に
執
筆

し
、
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
業
者
へ
委
託
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
原
稿
執
筆
は
困
難
を
と
も
な
っ
た
が
、
最
後

ま
で
検
討
と
修
正
を
重
ね
、
〇
五
年
に
日
本
語
版
の
公
開
、
翌
年
に

は
英
語
版
の
公
開
に
至
っ
た
。
こ
の
取
組
み
は
私
立
大
学
図
書
館
協

会
協
会
賞
を
受
賞
し
、
他
大
学
か
ら
も
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
サ
イ
ト
へ
の
リ

ン
ク
の
希
望
が
く
る
な
ど
反
響
が
あ
り
、
学
内
に
お
い
て
も
湘
南
藤

沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
授
業
や
セ
ミ

ナ
ー
の
補
助
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
の
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
組
み
を
全
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
進
め
て
い

く
べ
く
、
全
塾
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ

れ
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
に
続
く
Ｗ
ｅ
ｂ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
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（Passage for A
cadem

ic T
raining and H

elp

）」
を
制
作
、

〇
六
年
に
公
開
し
た
。
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
は
テ
キ
ス
ト
情
報
が
中
心
で
あ

る
の
に
対
し
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
は
短
い
動
画
で
構
成
さ
れ
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ

で
の
学
習
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
〇
七
年
の
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
二
〇
〇
六
～

二
〇
一
〇
」
の
行
動
計
画
の
一
つ
に
、「
学
部
学
生
を
対
象
に
各
キ

ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評

価
・
再
構
築
を
行
い
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
体
系

的
・
組
織
的
な
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
し
て
い
く
。」
が
掲
げ

ら
れ
た
。
同
年
設
置
さ
れ
た
全
塾
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
者
会
議
に
お

い
て
、
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
て
い
た
利
用
案
内
や
パ
ス

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
共
有
化
が
進
み
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｅ
や
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｈ
の
評

価
・
改
訂
も
同
会
議
で
の
調
整
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
独
自
性
は
活
か
し
な
が
ら
も
、
様
々
な
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
取
組
み
を
全
学
で
共
有
し
て
い
こ
う
と
い
う
連
携
意
識
が
高
ま
っ

た
時
期
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
各
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
、
個
々
に

公
開
し
て
い
た
資
料
の
探
し
方
等
を
解
説
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
パ
ス
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
も
、
全
学
で
集
約
す
る
方
向
性
が
決
ま
り
、

そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
一
二
年
に
米
国Springshare

社

のLibG
uides

を
導
入
し
た
。LibG

uides

は
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
各
種

ガ
イ
ド
を
簡
単
に
作
成
し
た
り
、
ガ
イ
ド
間
で
ペ
ー
ジ
の
一
部
を
再

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
海
外
の
大
学
図
書
館
で
す
で
に

普
及
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
間
で
ガ
イ
ド
の

内
容
が
重
複
し
て
い
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
維
持
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た

り
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
が
、LibG

uides

の
導
入
に
よ
り
、
全
学

で
協
力
し
て
効
率
的
に
ガ
イ
ド
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
、
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
献
探
索
ツ
ア
ー

の
補
助
資
料
と
し
て
「
ゼ
ミ
別
基
本
資
料
」
と
題
し
た
ゼ
ミ
の
主
題

に
則
し
た
資
料
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
覧
を
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
で
公
開
し
て

き
て
い
た
が
、
そ
れ
をLibG

uides

に
移
行
し
た
こ
と
で
、
作
業

効
率
が
上
が
っ
た
だ
け
で
な
く
内
容
も
大
幅
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
ガ
イ
ド
の
充
実
は
、
何
事
も
ま
ずG

oogle

で
検
索
す
る

学
生
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
対

面
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
補
完
す
る
役
割
で
あ

っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ガ
イ
ド
は
、
対
面
と
並
び
立
つ
存
在
と
な
り
、
そ
の
役

割
は
現
在
も
進
化
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
代
の
展
開

　
小
規
模
化
と
文
献
管
理
ツ
ー
ル

　
日
吉
の
授
業
で
行
わ
れ
て
い
た
「
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門
」
は
、

五
学
部
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
需
要

の
変
化
が
見
え
は
じ
め
、
〇
五
年
、
経
済
学
部
と
文
学
部
が
撤
退
し
、

一
一
年
以
降
は
法
学
部
政
治
学
科
で
も
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
教
員
の
要
望
に
応
じ
る
形
で
行
う
オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ

ナ
ー
は
増
加
が
続
き
、
〇
三
年
の
開
催
が
六
回
だ
っ
た
の
に
対
し
、
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二
学
部
の
撤
退
が
あ
っ
た
〇
五
年
に
は
二
八
回
、
一
二
年
に
は
三
七

回
を
実
施
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
の
学
生
は
検
索

が
日
常
行
為
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
操
作

性
も
向
上
し
た
こ
と
で
、
検
索
に
特
別
な
技
術
は
不
要
と
な
っ
て
き

て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
大
教
室
で
の
一
方
通
行
の
授
業
形
式
の
も

の
よ
り
も
、
少
人
数
で
授
業
内
容
に
あ
わ
せ
て
パ
ソ
コ
ン
実
習
を
し

な
が
ら
学
ば
せ
る
方
が
効
果
が
高
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
職
員
側
も

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
へ
力
点
を
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
普
及
な
ど
に
と
も
な
っ
て
、
文
献
管

理
ツ
ー
ル
の
需
要
が
高
ま
り
を
見
せ
る
。
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
先
行
し
てEndN

ote

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
他
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、
文
献
管
理
ツ
ー
ル
の
使
い
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
中
に
組
み
込
ま
れ
始
め
る
。
湘
南
藤
沢
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
一
二
年
にR

efw
orks

、
理
工
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
一
四
年
にM

endeley

、R
efw

orks
、EndN

ote

の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
同
年

に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
の
企
画
と
し
て
新
設
し
た
「
引

用
・
参
考
文
献
の
基
礎
講
座
」
内
で
の
簡
単
な
ツ
ー
ル
紹
介
か
ら
始

め
、
一
七
年
に
は
外
部
講
師
に
よ
るR

efw
orks

とM
endeley

の

講
習
会
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
需
要
の

変
化
に
応
じ
て
紹
介
す
る
ツ
ー
ル
を
見
直
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
る
。

他
部
署
と
の
連
携

　
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
つ
に
教
養
教
育
が
あ
り
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
図
書
館
が
力

を
入
れ
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
も
親
和
性
が
高
か
っ
た
。
教
養

研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
翌
年
の
二
〇
〇
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
科
目

「
ス
タ
デ
ィ
・
ス
キ
ル
ズ
」（
の
ち
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル

ズ
」
に
改
称
）
の
中
で
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
講
義
を

行
っ
た
り
、
〇
七
年
に
共
催
で
教
員
対
象
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
活
用
術
」
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
当
初

か
ら
協
力
関
係
を
築
い
て
い
た
。「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
」

は
、
少
人
数
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
知
的
基
礎
体
力
を
身
に
着
け
、
最
終

的
に
は
個
々
の
テ
ー
マ
で
の
調
査
・
研
究
を
論
文
に
ま
と
め
て
発
表

す
る
授
業
で
あ
り
、
そ
の
心
得
を
広
く
一
般
に
も
公
開
す
る
た
め
に

制
作
さ
れ
た
映
像
講
義
「
は
じ
め
て
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ

　

十
分
講
義
シ
リ
ー
ズ
」
に
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
情
報

や
資
料
の
種
類
、
情
報
検
索
と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
講
師
と
し
て
協
力

し
、
一
二
年
に
三
本
の
映
像
講
義
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
様
の
目
的
で
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
が
編
集
し
、
慶
應
義
塾

大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル

ズ
」
の
書
籍
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
共

同
執
筆
に
よ
る
『
資
料
検
索
入
門
』
が
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
一
方
、
就
職
活
動
を
行
う
学
生
が
在
籍
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

本
来
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
用
途
で
あ
っ
た
企
業
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
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活
用
方
法
を
就
活
生
対
象
に
周
知
す
る
試
み
が
始
ま
る
。
広
報
効
果

を
高
め
る
た
め
、
一
一
年
よ
り
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
そ
の

翌
年
に
は
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
就
職
支
援
部
署
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
始
さ
れ
る
。
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
も
一
八
年
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
翌
年
か
ら
は
学
生

部
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
内
で
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
情
報
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
学
術
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が
介
在
す
る
需
要
が
薄
れ
て

い
く
中
で
、
新
た
な
役
割
と
し
て
研
究
支
援
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

浮
上
す
る
。
特
に
需
要
の
変
化
が
顕
著
で
あ
っ
た
理
工
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
と
し
て
初
め
て
学
術
雑
誌
に
論
文
を
投
稿
す
る

大
学
院
生
を
対
象
に
、
外
部
業
者
に
よ
る
論
文
投
稿
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
一
七
年
か
ら
開
始
し
、
続
い
て
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
や
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
始
し
た
。

広
報
に
お
い
て
は
関
係
部
署
に
も
協
力
を
仰
い
で
い
る
。

　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
考
え
方
が
当
初
議
論
さ
れ
始
め
た
こ
ろ

と
現
在
と
で
は
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
も
世
の
中
の
技
術
も
ま
っ
た
く

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
に
溢
れ
る
情
報
を
効
果
的

に
利
用
し
評
価
で
き
る
よ
う
に
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
我
々
の
目

的
は
変
わ
ら
な
い
。
従
来
の
図
書
館
と
い
う
枠
組
み
に
囚
わ
れ
ず
、

柔
軟
に
形
を
変
え
な
が
ら
も
、
そ
の
時
代
の
利
用
者
の
情
報
ア
ク
セ

ス
の
最
適
解
を
求
め
る
図
書
館
職
員
の
模
索
は
続
い
て
い
く
。
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学
生
と
の
協
働

　
大
学
図
書
館
に
お
け
る
学
生
と
の
協
働
と
は
、
学
生
を
単
に
図
書

館
業
務
の
一
部
を
任
せ
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
み
な
す
の
で
は
な
く
、

利
用
者
で
あ
る
学
生
の
視
点
を
図
書
館
運
営
に
活
か
し
た
り
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
学
習
支
援
を
す
す
め
た
り
す
る
の
に
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
考
え
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
学
生
協
働
活
動
は
、
大
学
全
体
の

方
針
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
で
は
な
く
、
日
吉
（
日
吉
キ
ャ
ン
パ

ス
）、
理
工
学
（
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
湘
南
藤
沢
（
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
）
の
各
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

特
徴
と
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
形
で
行
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
活
動
も
多

様
性
や
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
、
運
用
体
制
や
役
割
も
様
々
で
、
独
自

の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

学
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　「
学
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
い
う
制
度
と
し
て
慶
應
義
塾
大
学

で
最
も
早
く
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
体
制
を
整
え
た
の
は
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
で
あ
る
Μミ

ユ
ー

館
が
竣
工
し

て
間
も
な
い
一
九
九
一
年
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
内
で
行
う
「
Ｃ
Ｎ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
続
け
て
九
二
年
に
Ａ
Ｖ
機
器
利
用
、
カ
メ
ラ
や
動
画
編
集
の

サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
「
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」、
九
三
年
に
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
」
と
、
現
在
ま
で
続
く
三
つ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

　
背
景
と
し
て
は
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
で
は
当
初

か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｓ
が
構
築
さ
れ
、
こ
れ
を
活
用
し
た
研
究
や
教
育
が
行
わ

れ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
重
点
が
置
か
れ
た
共
同
研
究
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
学
生
同
士
で
教
え
合
う
学
生
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
制
度
が
次
々
と
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
必
然
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、

最
寄
り
の
駅
か
ら
遠
く
、
忙
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
授
業
を
抱
え
た

学
生
が
多
い
と
い
う
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
少
し
で
も
便
利
な
環
境

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
学
生
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
制
度
の
充
実
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
学
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
は
、
教
職
員
の
恒

常
的
な
人
材
不
足
を
補
う
と
と
も
に
、
学
生
同
士
や
担
当
す
る
職
員

と
の
情
報
交
換
と
い
う
形
で
、
慶
應
の
草
創
期
か
ら
の
精
神
の
一
つ

で
あ
る
「
半
学
半
教
」
に
通
ず
る
利
用
者
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　
い
ず
れ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
雇
用
形
態
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
主

な
活
動
場
所
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
だ
が
、
統
括
す
る
職
員
が
所

属
す
る
部
署
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
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Ｃ
Ｎ
Ｓ
を
整
備
、
提
供
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）
が
統
括
し
て
お
り
、
活
動
拠
点
は
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
一
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
学
生
生
活
に
必
要
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

冊
子
体
お
よ
び
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
『
Ｃ
Ｎ
Ｓ
ガ
イ
ド
』
を
毎
年
発
行
し
て

い
る
。
Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
映
像
編
集
サ
ポ
ー
ト
や
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
て
モ
ノ
づ
く
り
を
体
験
で
き
る
フ
ァ

ブ
ス
ペ
ー
ス
運
用
を
担
う
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
担
当
が
統
括
し
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
一
階
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
貸
出
、
返

却
や
映
像
編
集
サ
ポ
ー
ト
、
フ
ァ
ブ
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
が

Ａ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
主
な
担
当
業
務
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
担
当
が
統
括
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
最
近
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
へ
の
対
応
と
し
て
英
語
の

ほ
か
に
も
中
国
語
な
ど
で
の
応
対
が
で
き
る
学
生
が
所
属
し
て
い
る
。

新
規
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
す
る
際

は
、
先
輩
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
の
ほ
か
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
担
当
で
実
施
し
て
い
る
授
業
「
資
料
検
索
法
」
受
講
者
へ

の
声
掛
け
あ
る
い
は
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
公
募
を
行
っ
て
い
る
。

　
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ら
に
一
一
年
七
月
か
ら

「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
＆
リ
サ
ー
チ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）」
の
試

験
運
用
を
始
め
、
一
二
年
四
月
か
ら
は
本
格
的
な
実
施
と
な
っ
た
。

一
〇
年
前
後
か
ら
、
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
に
お
け
る
学
習
支
援

の
機
運
の
高
ま
り
も
あ
っ
た
が
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
論
文
執

筆
の
過
程
で
生
じ
る
課
題
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
支
援
と
し
て
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
の
導
入
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

基
本
的
に
後
期
博
士
課
程
の
大
学
院
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
Ｗ
Ｒ

Ｃ
は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
棟
二
階
で
特
定
の
時
間
帯
を
中
心
に
、

相
談
対
応
が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ズ

　
Ｗ
Ｒ
Ｃ
の
運
用
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
一
年
九
月
に
「
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ズ
」
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
国
内
で

は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
に
代
表
さ
れ
る
大
学
図
書
館
に
お
け

る
学
生
同
士
の
学
習
支
援
の
空
間
づ
く
り
、
支
援
体
制
が
従
来
と
は

違
っ
た
形
で
整
え
ら
れ
、
学
生
の
視
点
を
重
視
し
て
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
を
見
直
す
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
学
生
主
体
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
、
利
用
促

進
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
た
め
の
企
画
立
案
を
自
発
的
に
行
う
こ
と
を

趣
旨
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
フ
レ
ン
ズ
で
あ

る
。
前
述
の
各
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
は
異
な
り
、
な
に
か
特
定
の
業

務
を
担
当
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
会
に
よ
る
展
示
作
品
を
通
し
て

学
生
の
交
流
を
生
み
出
す
研
究
会
展
示
や
、
異
な
る
国
の
留
学
生
同

士
の
交
流
を
も
と
に
し
た
外
国
語
学
習
法
の
講
演
会
の
ほ
か
、
外
国
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語
検
定
対
策
本
や
参
考
図
書
を
レ
ビ
ュ
ー
付
き
で
紹
介
す
る
常
設
展

示
の
企
画
運
営
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
現
在
も
研
究
会
や
授
業
等

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
フ
レ
ン
ズ
自
ら
の
自
由
な
発
想
で
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
企
画
を
提
案
し
活
動
し
て
い
る
。

　
欠
員
が
出
る
と
新
規
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
が
、
応
募
す
る
学
生

が
少
な
い
場
合
は
卒
業
す
る
メ
ン
バ
ー
が
後
任
を
推
薦
す
る
こ
と
が

あ
る
。
充
実
し
た
活
動
内
容
を
継
続
す
る
た
め
に
も
安
定
し
た
人
員

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
募
集
の
効
果
的
な
広
報
に
も
力

を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

S-C
ircle

　
理
工
学
部
三
年
生
以
上
の
学
生
と
大
学
院
生
が
在
籍
す
る
矢
上
キ

ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
理
工
学
研
究

科
に
在
籍
す
る
修
士
課
程
の
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、

学
部
生
の
学
習
や
研
究
活
動
、
履
修
な
ど
の
学
生
生
活
の
相
談
に
の

る
「
相
談
業
務
」
と
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
「
企
画
業
務
」
を
メ
イ
ン
に
行
う
「S-Circle

（
エ
ス
サ
ー

ク
ル
）」
の
活
動
を
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
開
始
し
た
。
授
業
や
課
題

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
学
習
以
外
で
も
相
談
し
た
い
こ
と
を
抱
え
る

学
生
に
対
し
、
ど
ん
な
内
容
で
も
聞
き
や
す
い
相
手
で
あ
る
先
輩
学

生
が
支
援
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
し
く
み
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
た

め
で
あ
る
。
ま
た
、
授
業
の
合
間
な
ど
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
居

場
所
と
し
て
利
用
す
る
時
間
が
多
い
学
部
三
年
生
と
、
研
究
室
に
所

属
す
る
四
年
生
以
上
の
学
生
や
、
そ
れ
ぞ
れ
学
科
の
異
な
る
学
生
、

留
学
生
と
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
内
に
設
け
る
こ
と
も
活
動
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
選
書
、
お
す
す
め
本
の
展
示
、
教
員
が
専
門
と
す
る
最
先

端
の
研
究
を
学
生
向
け
に
分
か
り
易
く
語
る
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
の

開
催
、
留
学
生
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
教
職
員
、
学
生
が
互
い
に
教
え
あ
い
、
学
び
あ
う

「
半
学
半
教
」
が
実
現
で
き
た
と
言
え
る
。
な
お
、S-Circle

の
活

動
は
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
未
来
先
導
基
金
二
〇
一
〇
年
度

採
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
図
書
館
に
お
け
る
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
創
生
」
と
し
て
助
成
を
受
け
て
一

二
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
、
一
三
～
一
四
年
度
は
理
工
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
経
常
費
に
よ
り
継
続
し
た
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

　
運
営
上
の
課
題
や
、
初
期
か
ら
活
動
し
て
い
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の

卒
業
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
一
四
年
度
を
も
っ
て
活
動

を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
たS-Circle

だ
が
、
そ
の
活
動
内
容
の
な

か
で
特
に
需
要
が
大
き
く
、
図
書
館
業
務
と
の
親
和
性
も
高
い
学
習

相
談
に
応
じ
る
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
そ
の

後
も
続
く
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。

　
学
期
期
間
中
の
所
定
時
間
に
、
当
番
の
メ
ン
バ
ー
が
レ
フ
ァ
レ
ン
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ス
デ
ス
ク
内
の
専
用
席
で
学
習
相
談
に
応
じ
る
、
と
い
う
の
が
主
な

活
動
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
理
工
学
部
に
は
十
一
の
学
科
が
あ

り
専
攻
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
な
る
べ
く
相
談
者
が
自
身
の

分
野
に
近
い
先
輩
を
事
前
に
確
認
し
て
か
ら
相
談
で
き
る
よ
う
、
ポ

ス
タ
ー
や
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
メ
ン
バ
ー
の
所
属
学
科
、
得
意
分
野
、

担
当
時
間
を
知
ら
せ
て
い
る
。
相
談
者
の
内
訳
で
特
徴
的
な
の
が
、

理
工
学
部
の
一
、
二
年
生
が
概
ね
六
～
七
割
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
隣
接
す
る
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
所
属
す
る
一
、
二
年
生
が
、

進
級
先
で
あ
る
矢
上
キ
ャ
ン
パ
ス
の
先
輩
に
相
談
に
来
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
特
に
学
習
相
談
の
需
要
が
高

ま
る
学
期
末
試
験
期
に
は
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
図
書

館
）
内
で
の
出
張
相
談
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
文
系
学
生
の
割
合
が

高
い
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
学
習
相
談
ス
タ
ッ
フ
を
補
完
し
て

理
系
の
質
問
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と

き
の
相
談
窓
口
は
常
時
二
、
三
名
体
制
で
、
一
日
二
～
四
時
間
の
短

期
間
に
も
拘
ら
ず
、
理
工
学
部
生
だ
け
で
な
く
文
系
の
学
生
か
ら
の

理
系
科
目
の
質
問
に
対
応
す
る
こ
と
も
多
い
。

　
図
書
館
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
の

ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
以
外
の
役
割
は
、
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
の
執
筆

や
、
学
生
生
活
を
紹
介
す
る
展
示
作
成
の
ほ
か
、
返
却
さ
れ
た
図
書

を
書
架
に
戻
し
た
り
書
架
を
整
理
し
た
り
す
る
業
務
な
ど
で
あ
る
。

図
書
館
職
員
に
と
っ
て
も
、
理
系
学
生
の
研
究
の
様
子
や
、
活
用
し

て
い
る
図
書
館
資
料
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
業
務
の

参
考
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

　
幅
広
い
分
野
に
対
応
で
き
る
メ
ン
バ
ー
の
人
数
と
質
を
確
保
し
続

け
、
数
学
・
化
学
・
物
理
の
必
須
分
野
を
中
心
に
相
談
へ
の
対
応
可

能
分
野
を
偏
り
な
く
そ
ろ
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新
年
度
に
向

け
て
の
新
規
ス
タ
ッ
フ
募
集
で
苦
戦
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
顔
ぶ

れ
が
ほ
ぼ
修
士
課
程
の
学
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
毎
年
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
研
究
活
動
や
就
職
活
動
が
忙
し
く
な
る

た
め
に
年
度
途
中
で
退
職
す
る
メ
ン
バ
ー
が
複
数
名
発
生
し
て
し
ま

う
こ
と
が
、
図
書
館
職
員
が
特
に
苦
労
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
募
集

人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
前
年
度
の
メ
ン
バ
ー
に
同
じ
研
究
室
の

学
生
や
後
輩
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
で
人
員
確
保
に
努
め
て
お
り
、

募
集
の
際
はkeio.jp

ニ
ュ
ー
ス
（
学
生
向
け
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ニ
ュ
ー

ス
）、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
（
各
学
科
事
務
室
に
も
ポ
ス

タ
ー
を
送
付
し
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
）、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
お
よ
びT

w
itter

を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
広
報
し

て
い
る
。
採
用
面
接
時
の
質
問
で
、
ス
タ
ッ
フ
募
集
に
つ
い
て
ど
の

媒
体
か
ら
情
報
を
得
た
か
を
聞
い
て
み
る
と
、
研
究
室
掲
示
の
ポ
ス

タ
ー
とkeio.jp

ニ
ュ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
教
員
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
し
て
採
用
の
安
定
化
を
図
り
、

今
後
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
枠
を
越
え
た
理
系
の
学
習
相
談
窓
口
と
し
て

機
能
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

学
習
相
談

　
学
部
の
一
、
二
年
生
が
在
籍
す
る
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
日
吉

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
図
書
館
）
に
お
い
て
、
二
〇
〇
八
年
九

月
の
秋
学
期
開
始
と
と
も
に
活
動
を
試
験
的
に
開
始
、
〇
九
年
度
か

ら
本
格
的
な
運
用
を
始
め
た
の
が
「
学
習
相
談
」
で
あ
る
。
学
習
相

談
で
は
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
科
目

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
ズ
」
を
履
修
し
た
学
部
二
～
四
年
生
と

大
学
院
生
を
中
心
に
、
教
員
か
ら
の
推
薦
と
面
談
を
経
て
学
習
相
談

員
と
し
て
雇
用
さ
れ
た
先
輩
学
生
が
、
論
文
の
書
き
方
や
マ
ナ
ー
、

問
題
解
決
の
方
法
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
な
ど
を
後
輩
の

学
生
た
ち
に
教
え
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。
学
習

相
談
の
場
所
は
、
日
吉
図
書
館
一
階
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

（
一
四
年
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ス
ク
か
ら
名
称
変
更
）
に
あ
り
、
平

日
午
後
五
時
ま
で
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
職
員
が
同
じ

デ
ス
ク
に
い
る
た
め
、
図
書
館
資
料
の
調
べ
方
に
つ
い
て
の
質
問
で

わ
か
ら
な
い
場
合
な
ど
に
補
助
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
相
談

対
応
の
ほ
か
に
学
習
相
談
員
は
、
展
示
企
画
、
学
習
の
仕
方
や
レ
ポ

ー
ト
の
書
き
方
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
企
画
や

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
学
習
相
談
員
自
ら
が
経
験
し
た
こ
と
を
整
理

し
、
同
じ
悩
み
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、

ノ
ー
ト
の
取
り
方
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
方
法
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
が

多
い
。
ま
た
、
学
習
相
談
員
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、T

w
itter

で
の
情
報
発
信
と
い
っ
た
取
組
み
を
通
し
て
、

新
た
な
相
談
者
の
獲
得
を
目
指
す
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

一
五
年
に
は
、
学
習
相
談
員
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ぴ
あ
く
ろ
う
」
と
「
コ
ノ
ハ
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
し
、
栞
や
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
な
ど
図
書
館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
登
場
す
る
ほ
か
、

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
周
り
や
展
示
の
雰
囲
気
を
和
や
か
に
す

る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「peer

（
仲
間
・
同
輩
）

の
立
場
か
ら
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
悩
み
を
一
緒
に
考
え
ふ
く
ろ
う
（
不

苦
労
）
に
導
く
」
ぴ
あ
く
ろ
う
は
二
年
生
、
そ
の
後
輩
で
あ
る
コ
ノ

ハ
ち
ゃ
ん
（
コ
ノ
ハ
ズ
ク
）
は
一
年
生
の
設
定
で
あ
る
。

　
学
習
相
談
は
、
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
と
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
で
共
同
で
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
を
し
つ
つ
、

教
員
、
学
生
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
う
ま
く
融
合
し
連
携
し

て
い
る
。
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
場
所
と
し
て
の
ス

タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
提
供
、
必
要
な
資
料
・
設
備
の
手
配
、
学
習
相

談
員
の
シ
フ
ト
調
整
、
相
談
業
務
の
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
、
成
果
の
と

り
ま
と
め
と
い
っ
た
、
日
々
の
活
動
に
大
き
く
携
わ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
学
習
相
談
員
の
人
選
お
よ

び
人
件
費
の
確
保
の
ほ
か
、
学
習
相
談
と
い
う
し
く
み
の
ね
ら
い
と

効
果
を
教
員
に
広
報
し
て
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
、
教
員
の
立
場
か
ら
学

習
相
談
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
と
提
案
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
、
大
学
教

育
改
善
の
た
め
に
活
動
の
成
果
を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
で
あ
る
。
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図
書
館
フ
レ
ン
ズ

　「『
読
書
』
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
通
じ
た
学
生
活
動
の
場
を
図
書

館
で
」
を
合
言
葉
に
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
発
足
し
た
「
図
書
館
フ

レ
ン
ズ
」
は
、
慶
應
の
学
部
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
り
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
を
「
フ
レ
ン
ズ
」
と
呼
ぶ
。
図
書
館
に
興
味
の
あ
る

学
生
に
継
続
的
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
吉
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
学
生
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
。

　
発
足
当
初
か
ら
一
七
年
度
ま
で
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
の
中
心
は
、
例

年
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
が
企
画
す
る
「
選
書
ツ
ア
ー
」
へ
の
取

組
み
で
あ
っ
た
。
学
生
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
方
針
の
も
と
、
こ
の

企
画
の
最
後
に
行
う
関
連
展
示
が
終
了
す
る
と
、
次
の
新
た
な
企
画

の
立
案
、
実
施
に
移
る
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

選
書
ツ
ア
ー
の
ほ
か
に
も
、
図
書
館
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置

し
た
移
動
本
棚
に
自
由
な
テ
ー
マ
で
集
め
た
図
書
館
資
料
を
展
示
す

る
企
画
や
、
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

司
会
を
務
め
る
と
い
っ
た
活
動
も
行
い
、T

w
itter

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
の
広
報
を
行
っ
て
い
た
。
一
八
年
度
か
ら
は
、
職
員
で
構
成

す
る
読
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
〇
七
年
九
月
発
足
、「
本

を
手
に
す
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
読
書
の
楽
し
み
を

知
っ
て
も
ら
い
、
図
書
館
を
よ
り
活
発
に
使
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
が

活
動
目
的
）
の
方
針
と
し
て
フ
レ
ン
ズ
の
運
営
に
力
を
入
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
た
。
春
学

期
中
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
職
員
か
ら
企
画
を
提
案

し
、
秋
学
期
以
降
に
学
生
自
ら
が
立
案
し
た
企
画
に
取
り
組
む
、
と

い
う
形
に
変
更
し
た
。
一
九
年
度
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、

「
本
の
福
袋
」
と
い
う
フ
レ
ン
ズ
が
選
定
し
た
本
を
中
の
見
え
な
い

袋
に
入
れ
て
貸
出
す
る
企
画
、
広
報
誌
「
フ
レ
ン
ズ
文
庫
」
の
発
行
、

そ
の
広
報
誌
で
紹
介
し
た
図
書
館
資
料
の
展
示
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ム
ッ
シ
ー
」
の
創
作
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
た
。

図
書
館
探
検
ツ
ア
ー

　
四
月
の
大
学
入
学
式
後
の
一
週
間
ほ
ど
で
行
う
新
入
生
向
け
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
図
書
館
利
用
指
導
の
一
環
と
し
て

「
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
」
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
二
年
で
、
当
時

は
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
。

図
書
館
の
使
い
方
、
資
料
の
探
し
方
な
ど
を
案
内
し
な
が
ら
館
内
を

め
ぐ
る
も
の
で
、
エ
ス
コ
ー
ト
役
を
長
ら
く
職
員
が
担
っ
て
い
た
が
、

二
〇
〇
七
年
よ
り
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
実
施
し
て
い
る
。

図
書
館
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
が
始
ま
っ
た
一
五
年
以
降
は
、
新
入
生
に

大
学
図
書
館
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
第
一
歩
と
し
て
、
フ

レ
ン
ズ
の
学
生
に
も
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
工
夫
に
よ
り
、
新

入
生
へ
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
活
動
へ
の
勧
誘
も
直
接
か
つ
積
極
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
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学
生
に
よ
る
選
書
ツ
ア
ー

　
日
吉
、
理
工
学
、
湘
南
藤
沢
の
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
利
用
者
で
あ
る
学
生
に
よ
る
「
選
書
ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
い

る
。
選
書
ツ
ア
ー
は
、
日
吉
で
二
〇
一
〇
年
、
湘
南
藤
沢
で
は
一
二

年
、
理
工
学
で
は
一
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
企
画
で
、
都
度
募
集
し
た

学
生
数
名
に
書
店
に
直
接
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
学
生
の
視
点
で
図

書
館
に
あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
本
を
自
由
に
選
ん
で
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　
大
学
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
購
入
し
な
い
が
、

い
わ
ゆ
る
専
門
書
や
学
術
書
で
な
く
て
も
学
生
の
読
書
活
動
を
推
進

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
図
書
館
職
員
が
判
断
し
た
も
の
は
、
で
き
る
限

り
購
入
し
て
い
る
。
購
入
可
と
な
っ
た
本
が
す
で
に
図
書
館
で
所
蔵

さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
の
重
複
調
査
を
行
い
、
紹
介
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
作
成
し
て
館
内
に
展
示
す
る
ま
で
を
主
に
学
生
が
担
当
し
て
い

る
。
日
吉
で
は
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」、
理
工
学
で
は
「
創
想
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」、
湘
南
藤
沢
で
は
「
Ｐ
ブ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
、
気
軽
に
読
書

を
楽
し
め
る
よ
う
な
図
書
を
中
心
に
配
架
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

学
生
が
選
書
し
て
き
た
も
の
の
多
く
は
こ
う
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
並
ぶ

こ
と
に
な
る
。
学
生
に
と
っ
て
は
図
書
館
の
選
書
や
発
注
の
仕
事
、

蔵
書
構
成
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
図
書
館
職
員
に

と
っ
て
は
学
生
の
視
点
で
選
書
さ
れ
る
本
を
通
し
て
学
生
の
興
味
や

関
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
越
え
た
協
力

　
二
〇
一
三
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
、
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
学
び
の
連
携
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
四
回
セ
ミ
ナ
ー
「
塾
生
に
よ
る

塾
生
の
た
め
の
半
学
半
教
の
場
作
り
─
慶
應
義
塾
で
展
開
さ
れ
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
成
果
と
今
後
─
」
で
初
め
て
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
担
当
す
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
学
習
協
働
の
キ
ャ
ン

パ
ス
を
越
え
た
協
力
体
制
を
築
く
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
一

三
年
か
ら
一
六
年
ま
で
の
間
、
四
回
に
わ
た
っ
て
三
キ
ャ
ン
パ
ス
合

同
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
（
一
五
年
は
日
吉
と
湘
南
藤
沢

の
メ
ン
バ
ー
の
み
で
実
施
）。「
大
学
の
勉
強
と
は
な
に
か
」、「
将
来

設
計
」、「
研
究
に
つ
い
て
」、「
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
コ
ツ
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
毎
年
設
定
し
、
そ
れ
ま
で
に
受
け
た
相
談
内
容
を
も
と
に

し
た
事
例
や
学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
よ
る
実
体
験
が
自
由
に
語
ら
れ

た
。

　
慶
應
の
「
半
学
半
教
」
を
具
現
化
し
て
い
る
と
も
言
え
る
各
キ
ャ

ン
パ
ス
の
活
動
は
、
今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
認
知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
、
教
職
員
や
学
生
に

向
け
た
広
報
の
強
化
、
教
員
や
学
生
部
を
は
じ
め
と
す
る
他
部
署
の

職
員
と
の
情
報
共
有
、
連
携
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
の
独
自
性
を
維
持
し
な
が
ら
協
力
し
、
慶
應
義
塾
大

学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
全
体
で
学
生
と
の
協
働
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
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日
本
で
最
初
に
図
書
館
学
校
を
有
し
た
大
学
の
図
書
館
と
し
て
、

最
先
端
か
つ
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
い
う
志
を
も
っ

て
、
慶
應
の
図
書
館
は
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
職
員
研
修
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
図
書
館
職
員
は
必
ず
し
も
図
書
館
学
を
学

び
司
書
資
格
を
取
得
し
た
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
他
部
署
の
事
務
職
員
を
経
験
し
た
後
で
図
書
館
に
配
属
さ
れ
る

者
も
い
る
。
司
書
資
格
が
あ
っ
て
も
そ
の
学
ん
で
き
た
こ
と
を
実
務

に
役
立
て
る
べ
く
、
業
務
を
通
じ
て
得
た
知
見
を
仲
間
と
共
有
し
さ

ら
に
磨
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
キ
ャ
リ
ア
を
問
わ
ず
主
題
に
関
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
業
務
効
率
化
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
扱
う
技
能
や
、
外
国
語
の
文
献
や
留
学
生
に
対
応
で
き
る
語

学
力
を
高
め
る
な
ど
、
図
書
館
職
員
と
し
て
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
び
は
、
自
己
研
鑽
の
意
欲
は

も
と
よ
り
、
組
織
の
後
押
し
に
よ
り
さ
ら
に
幅
広
い
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
で
あ
る
。

　
組
織
に
よ
る
研
修
に
は
、
職
員
が
周
囲
に
声
を
か
け
合
っ
て
行
う

各
館
レ
ベ
ル
で
の
勉
強
会
や
研
究
会
、
全
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
始
め
と
し
て
、
学
外
の
各
種
図
書
館
団
体
が
主
催
す
る
研

修
会
や
講
演
会
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
学

び
を
得
る
機
会
と
し
て
、
海
外
の
大
学
図
書
館
と
協
定
を
結
ん
で
職

員
を
派
遣
し
た
り
逆
に
受
け
入
れ
た
り
、
海
外
の
図
書
館
団
体
が
主

催
す
る
年
次
大
会
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
も
参
加
し
て
き
た
。
学
内

で
も
人
事
部
の
企
画
研
修
等
に
参
加
す
る
な
ど
、
図
書
館
と
い
う
枠

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
き
た
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で
の
活
動

　
図
書
館
内
で
の
研
修
は
、
一
九
七
二
年
刊
行
の
『
慶
應
義
塾
図
書

館
史
』
で
は
詳
し
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
佐
藤
朔
図
書
館
長

の
も
と
で
の
企
画
委
員
会
の
記
録
と
し
て
「
前
原
光
雄
館
長
時
代

（
六
〇
年
～
六
五
年
）
に
夏
期
二
回
に
渉
っ
て
開
か
れ
た
図
書
を
扱

う
研
究
室
と
図
書
館
の
職
員
研
修
会
を
今
年
も
開
く
か
否
や
の
問
題

を
取
り
上
げ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
夏
期
二
回
の
研
修
会

と
い
う
の
は
、
図
書
館
書
庫
増
築
計
画
を
機
に
教
員
か
ら
希
望
が
出

さ
れ
た
研
究
室
図
書
の
再
分
類
の
た
め
、
図
書
の
扱
い
に
慣
れ
た
図

書
館
職
員
と
研
究
室
職
員
と
の
間
で
知
識
共
有
の
た
め
に
開
か
れ
た

研
究
会
だ
っ
た
。

　
当
時
の
図
書
館
に
は
司
書
資
格
を
持
つ
職
員
が
多
く
配
置
さ
れ
て

い
た
が
、
資
格
を
持
っ
て
さ
え
い
れ
ば
充
分
と
い
う
こ
と
で
は
決
し

て
な
か
っ
た
。
図
書
館
職
員
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
入
職
後
の
教
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育
を
実
施
し
、
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
そ
れ
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
組
織
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
た
。

　
な
か
で
も
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
の
研
修
へ
の
取
組
み
は
特
筆
に
値

す
る
。
医
学
と
い
う
専
門
分
野
に
特
化
し
て
い
る
図
書
館
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
内
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
国

内
の
医
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
さ
ら
に
は
海
外
の
医
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
対
し
て
も
日
本
の
医
学
情
報
を
提
供
す
る
役
割
を
担
う
の
だ

と
い
う
高
い
意
識
の
も
と
、
盛
ん
に
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
。
五
〇

年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
は
、
津
田
良
成
（
五
七
年
～
七
二
年

に
主
任
司
書
を
務
め
、
後
に
教
員
に
転
じ
る
）
に
よ
る
館
員
教
育
の

ほ
か
、
ド
イ
ツ
語
・
ラ
テ
ン
語
の
習
得
、
二
次
資
料
の
使
用
法
の
解

説
、
さ
ら
に
は
学
内
教
員
に
よ
る
基
礎
医
学
に
関
す
る
概
説
や
医
学

部
の
講
義
へ
の
聴
講
参
加
な
ど
多
岐
に
亘
る
研
修
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
職
員
の
教
育
・
研
修
問
題
全
般
を
検
討
す
る
教
育
委
員
会
を

独
自
に
発
足
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
七
四
年
か
ら
都

内
四
つ
の
医
科
大
学
（
東
京
医
大
、
東
京
女
子
医
大
、
慈
恵
医
大
、

慶
應
）
に
よ
る
合
同
研
究
会
を
企
画
・
運
営
し
、
医
学
図
書
館
界
の

先
人
の
講
演
や
各
大
学
職
員
に
よ
る
研
究
成
果
の
発
表
を
行
う
な
ど
、

さ
ら
に
よ
り
多
く
の
医
学
図
書
館
員
が
研
修
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
。
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
内
で
は
週
一
回
、
医
学
図
書
館
員

の
バ
イ
ブ
ル
で
あ
っ
た
『
医
学
図
書
館
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
米

国
医
学
図
書
館
協
会
、
七
〇
年
刊
行
）
の
輪
読
会
を
行
い
、
八
〇
年

代
に
は
外
国
記
事
輪
読
会
と
名
前
を
変
え
て
継
続
し
た
。
九
〇
年
に

は
職
員
に
よ
る
勉
強
の
場
と
し
て
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
会
を
発

足
さ
せ
、
著
作
権
の
動
向
や
Ｍ
ｅ
Ｓ
Ｈ
（M

edical Subject 
H
eadings

）
の
改
訂
な
ど
業
務
に
関
連
し
た
ト
ピ
ッ
ク
で
の
発
表
、

さ
ら
に
は
論
文
抄
訳
、
出
張
報
告
な
ど
を
月
一
回
、
九
六
年
二
月
ま

で
通
算
六
十
回
開
催
し
た
。
九
九
年
か
ら
は
週
一
回
、
開
館
前
の
二

十
五
分
間
に
行
う
輪
番
制
の
報
告
発
表
会
を
再
出
発
さ
せ
て
お
り
、

常
に
熱
心
に
研
修
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
理
工
学
情
報
セ
ン
タ
ー
で
も
、
七
七
年
ご
ろ
に
は
、
理
工
学
分
野

の
主
題
知
識
の
獲
得
と
よ
り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
遂
行
を
目

的
と
し
て
、
工
学
部
教
員
に
よ
る
講
義
を
聴
講
し
た
り
、
研
究
に
必

要
な
文
献
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
や
情
報
交
換
を

行
っ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
分
野
で
は
知
っ
て
い
る
と
業
務

能
率
が
大
き
く
向
上
す
る
ロ
シ
ア
語
の
研
修
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
医
学
、
理
工
学
以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
業
務
上
の
必
要
性
か
ら

様
々
な
テ
ー
マ
で
、
毎
月
・
隔
月
・
期
間
集
中
型
と
様
々
な
頻
度
で

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
以
下
に
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

・
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
九
二
年
か
ら
「
資
料
研
究
会
」
が
、
ま
た
〇
〇
年
以
降
は
毎
月

「
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
研
修
会
で
は
知
識
や
技
能
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
図
書
館
職
員
で
あ
る
と
同
時
に
大
学
職
員
と
し
て
の

感
性
を
磨
く
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
会
と
は
別
に
、
教

員
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
ド
イ
ツ
語
雑
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誌
（
経
済
・
社
会
・
歴
史
）
の
書
誌
と
検
索
と
解
題
の
作
成
」
に
参

加
す
る
職
員
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ
語
雑
誌
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
知

識
を
得
る
勉
強
会
を
実
施
し
た
り
、
大
学
附
属
研
究
所
で
あ
る
斯
道

文
庫
の
協
力
を
得
て
「
和
装
本
目
録
研
修
公
開
講
座
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
教
員
と
の
協
働
を
通
じ
た
研
修
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

・
湘
南
藤
沢
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
九
三
年
一
〇
月
ご
ろ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
利
用
案

内
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
が
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
を
学
ぶ
た
め
の

研
究
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
研
修
で
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
実
際
に
利
用
案
内
の
た
め
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
作

成
し
た
。

・
日
吉
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
九
五
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
「
勉
強
会
」
と
称
し
て
、
Ｃ
Ｄ
─

Ｒ
Ｏ
Ｍ
形
式
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
運
用
方
法
の
共
有
、
論
文
抄
読
、

情
報
処
理
教
育
室
職
員
に
よ
る
日
吉
の
情
報
処
理
教
育
に
つ
い
て
の

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
〇
三
年
に
は
「
研
修
会
」
と
し
て
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
な
ど
へ
の
取
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
年
代
よ
り
前
で
は
、
機
関
誌
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
に
「
Ｋ

Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
題
し
て
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
職
員

が
都
度
持
ち
回
り
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
報
告
す
る
形
の
連
載
企
画
が

あ
り
、
こ
れ
は
十
七
号
（
八
三
年
刊
）
か
ら
二
十
六
号
（
九
二
年

刊
）
ま
で
続
い
た
。

研
修
運
営
体
制
の
整
備

　
図
書
館
で
は
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
外
部
機
関
が
開
催
す
る

研
修
に
参
加
す
る
機
会
を
多
く
持
て
る
よ
う
に
、
予
算
の
手
当
て
や

職
員
間
で
の
業
務
の
融
通
を
行
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
研

修
が
必
ず
し
も
体
系
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
、
よ
り
組
織
的
に
研
修
を
実
施
・
運
営
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
八
七
年
六
月
に
「
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員
研
修
計
画
検
討
委

員
会
」
が
本
部
事
務
室
所
管
の
下
発
足
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
短

期
間
に
議
論
を
重
ね
、
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
研
修
目
標
を
再
設
定
し
、

形
骸
化
し
た
研
修
を
見
直
し
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系
化
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
研
修
成
果
と
人
材
育
成
、
人
事
計
画
と
の
関
連
性
を

持
た
せ
た
図
書
館
職
員
の
た
め
の
研
修
制
度
の
確
立
を
求
め
て
「
情

報
セ
ン
タ
ー
職
員
研
修
計
画
（
覚
）」
を
立
案
し
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
向
上
さ
せ
、
組
織
と
し
て
の
目
的

を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
図
書
館
業
務
を
専
門
職
と
位
置
づ
け
て

職
員
に
効
果
的
な
研
修
の
機
会
を
与
え
、
個
々
の
職
員
の
能
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
的
か
つ
具
体
的
な
施
策
で
あ
る
と
し
た
。
研

修
の
目
的
と
基
本
方
針
、
研
修
内
容
、
研
修
方
法
、
研
修
計
画
の
管

理
・
運
営
に
つ
い
て
定
め
た
こ
の
計
画
案
は
、
八
七
年
一
一
月
の
副

所
長
会
議
（
各
館
の
事
務
統
括
者
に
よ
る
会
議
で
、
後
の
事
務
長
会

議
）
で
成
案
化
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
八
八
年
六
月
に
「
情
報
セ
ン
タ

ー
職
員
研
修
委
員
会
」
が
正
式
に
発
足
し
た
。

　
古
く
遡
る
と
六
二
年
よ
り
慶
應
で
は
新
任
職
員
研
修
が
制
度
化
さ
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れ
て
お
り
、
図
書
館
配
属
者
を
含
め
て
全
員
が
入
職
と
同
時
に
研
修

を
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
後
も
人
事
部
が
慶
應
の
職
員
全

体
の
研
修
を
所
管
し
て
、「
職
員
研
修
に
関
す
る
実
施
要
領
」
な
ら

び
に
「
職
員
海
外
研
修
（
長
期
）
実
施
要
領
」
を
八
八
年
四
月
よ
り

施
行
し
て
お
り
、
図
書
館
の
職
員
研
修
は
実
施
要
領
の
中
で
部
門
別

研
修
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
図
書
館
内
の
研
修
体
制
を
整
え

る
こ
と
に
よ
り
、
人
事
部
が
企
画
す
る
研
修
も
そ
の
一
環
と
し
て
活

用
す
る
形
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
事
部
が
企
画
す
る
短
期
国

外
語
学
研
修
や
企
業
等
派
遣
研
修
、
国
外
集
合
研
修
な
ど
多
く
の
研

修
に
図
書
館
職
員
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　
九
三
年
四
月
の
組
織
改
編
に
よ
り
、「
情
報
セ
ン
タ
ー
職
員
研
修

委
員
会
」
は
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
職
員
研
修
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
が
そ
の
役
割
を
引
き
継
い
だ
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
本

部
所
管
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
新
人
研
修
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
研
究
会
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
修
、
早
慶
大
学
図
書
館
職
員
合
同
研
修
な
ど
）、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
外
部
の
関
係
協
会
団
体
が

主
催
す
る
研
修
な
ど
）、
各
セ
ン
タ
ー
所
管
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
各

セ
ン
タ
ー
で
独
自
に
運
営
・
実
施
す
る
研
修
）
と
い
う
三
本
の
体
系

づ
け
の
下
す
べ
て
の
研
修
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
研
修
報
告
書
の
書

式
統
一
や
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
研
修
を
受
け
た
職
員
が
自
ら

管
理
で
き
る
研
修
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
研
修
内

容
は
基
本
的
に
は
専
門
的
知
識
と
技
術
（
図
書
館
・
情
報
学
）、
主

題
知
識
、
外
国
語
の
三
つ
の
習
得
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
研
修
を
運
営
す
る
専
門
の
組
織
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
が
、
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
長
会
議
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

全
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
職
員
対
象
の
研
修
企
画

　
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
図
書
館
業
務
の
機
械
化
が
職
員

自
身
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
人
員
育
成
の
目
的
も

あ
っ
て
、
七
一
年
度
に
夏
期
職
員
研
修
と
し
て
二
週
間
に
亘
っ
て
大

型
計
算
機
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
習
会
を
実
施
し

た
。
こ
の
講
習
会
へ
他
部
署
職
員
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
翌
七
二
年
度
は
図
書
館
職
員
が
講
師
と
な
り
、
慶
應
義
塾
全

体
の
新
入
男
性
職
員
へ
半
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
研
修
を
実
施
し
た
。
七

三
年
度
か
ら
は
人
事
部
の
要
請
に
応
じ
て
受
講
対
象
者
を
拡
大
し
、

そ
の
後
こ
の
研
修
は
新
入
職
員
研
修
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ま

で
に
な
っ
た
。
数
年
を
経
て
そ
の
受
講
生
が
職
場
で
の
実
務
経
験
を

積
ん
で
講
師
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
講
師
も
図
書
館
職
員
以
外

に
も
広
が
り
九
三
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
一
方
で
図
書
館
独
自
の
Ｃ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｌ
研
修
も
継
続
さ
れ
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
に

関
す
る
内
容
を
追
加
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
九
〇
年
代
後
半
ま
で
続
い

た
。

　
八
四
年
五
月
か
ら
は
本
部
事
務
室
の
企
画
に
よ
り
部
内
研
修
の
一

環
と
し
て
「
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｓ
（K

eio U
niversity Library A

uto-
m
ation System

）
研
究
会
」
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｓ
研

究
会
は
、
図
書
館
の
業
務
機
械
化
に
焦
点
を
あ
て
て
海
外
事
例
を
学
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ぶ
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の
で
、
関
連
す
る
英
語
文
献
の
抄
訳

を
基
に
図
書
館
職
員
が
研
究
し
た
成
果
を
報
告
す
る
場
で
あ
っ
た
。

報
告
は
、
論
文
の
概
要
の
ほ
か
、
慶
應
で
適
用
し
た
場
合
の
問
題
点

な
ど
の
考
察
を
中
心
に
行
わ
れ
、
報
告
後
に
は
そ
の
内
容
に
基
づ
い

て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
機
械
化
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
職

員
の
間
で
少
し
で
も
共
通
の
意
識
や
知
識
を
持
た
せ
る
と
い
う
の
が
、

研
究
会
発
足
の
意
図
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
八
八
年
四
月
に
「
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
研
究
会
」
が
発
足
し
、

そ
の
年
は
四
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
人
事
部
の

承
認
を
受
け
た
部
門
研
修
で
あ
り
、
参
加
し
た
外
部
研
修
や
出
張
の

報
告
、
実
務
関
連
の
報
告
、
個
人
研
究
の
発
表
、
さ
ら
に
は
教
員
に

よ
る
講
演
等
を
交
え
な
が
ら
、
多
い
時
は
年
に
十
回
、
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
中
心
と
し
て
開
催
さ
れ
第
二
十
八
回
（
九
三
年
三
月
）
ま
で

継
続
し
た
。
九
三
年
四
月
の
組
織
改
編
で
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
が
発
足

し
た
の
を
機
に
名
称
を
「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
研
究
会
」
に
変
え
て
、

情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
の
研
修
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り
込
み
な
が
ら
九

七
年
ま
で
続
い
て
い
た
記
録
が
あ
る
。

　
一
方
、
〇
一
年
以
降
大
学
執
行
部
の
方
針
に
よ
り
人
事
部
主
催
の

も
の
を
含
め
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
縮
小
さ
れ
、
〇
五
年
度
に
は
凍

結
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
研
究
会

は
研
修
色
を
抑
え
〇
三
年
度
に
「
全
塾
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
研
究
発

表
会
」
に
名
称
を
変
更
し
、
同
年
に
発
足
し
た
「
全
塾
研
修
委
員

会
」
が
そ
の
企
画
・
立
案
・
運
営
を
担
っ
た
。
こ
の
発
表
会
は
〇
三

年
一
一
月
よ
り
年
一
回
全
職
員
が
参
加
す
る
形
式
で
開
催
さ
れ
、
職

員
に
よ
る
研
究
発
表
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
、
研
修
参
加
報
告
、
各

担
当
業
務
の
活
動
報
告
の
場
と
し
て
開
催
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
一

二
年
度
に
人
事
部
か
ら
出
さ
れ
た
「
一
般
職
員
の
職
員
人
事
給
与
制

度
施
行
に
伴
う
研
修
制
度
の
充
実
」
に
よ
り
、
部
門
・
ブ
ロ
ッ
ク
単

位
で
の
研
修
が
再
開
し
、
予
算
の
面
で
の
補
助
も
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
部
門
と
し
て
補

助
を
申
請
す
る
こ
と
と
な
り
、
研
修
の
内
容
や
実
施
方
法
は
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
本
部
の
下
に
「
集
合
研
修
企
画
運
営
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
」
を
設
置
し
検
討
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
一
四
年
度
か
ら
は

毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
学
内
外
の
講
師
を
招
い
て
行
う
「
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
研
修
会
」
へ
と
名
前
を
変
え
、
年
に
一
度
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
全
職
員
が
集
う
形
で
の
研
修
を
継
承
し
た
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

は
図
書
館
以
外
の
部
門
と
の
連
携
や
協
力
を
図
る
こ
と
も
あ
り
、
毎

回
学
内
の
他
部
門
の
職
員
に
も
開
催
を
通
知
し
て
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　
他
大
学
と
合
同
で
行
う
研
修
と
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と

の
合
同
研
修
が
あ
る
。
以
前
か
ら
実
務
レ
ベ
ル
で
の
交
流
は
あ
っ
た

が
、
八
五
年
一
〇
月
に
図
書
館
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
教
職
員
・
学
生
の
互
恵
の
み
な
ら
ず
交
流
を

図
書
館
全
体
へ
と
広
げ
、
職
員
の
派
遣
研
修
や
合
同
合
宿
な
ど
新
た

な
研
修
企
画
が
生
ま
れ
た
。
職
員
の
派
遣
研
修
で
は
、
九
一
年
の
早

稲
田
大
学
の
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン
を
前
に
、
全
面
開
架
式
書
庫
の
運
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用
で
実
績
の
あ
っ
た
慶
應
で
の
調
査
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
八
八
年
に

三
名
、
九
〇
年
に
一
名
の
計
四
名
の
職
員
が
早
稲
田
か
ら
派
遣
さ
れ

た
。
ま
た
合
同
合
宿
研
修
会
は
、
九
〇
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
間
、

相
互
協
力
や
自
己
点
検
評
価
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
の
テ
ー
マ
で
計
六
回
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
理
工
学
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
早
稲
田
大
学
理
工
学
図
書
館
は
九
七
年
か
ら
〇
七
年

に
か
け
て
早
慶
理
工
学
図
書
館
情
報
交
換
会
を
開
催
し
、
同
じ
分
野

の
専
門
図
書
館
同
士
で
の
人
的
交
流
を
通
じ
て
共
通
す
る
課
題
の
解

決
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
「
合
同
研
修
」
と
銘
打
っ
て
行
わ
れ

る
よ
う
な
企
画
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
年
九
月
に
開
始
し
た
早
慶
図

書
館
シ
ス
テ
ム
共
同
運
用
に
際
し
、
図
書
館
全
体
と
し
て
の
交
流
が

再
開
し
た
。

　
外
部
機
関
の
活
動
へ
の
参
加
に
よ
る
研
修
の
事
例
と
し
て
は
、
各

種
図
書
館
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
立
情
報

学
研
究
所
や
国
立
国
会
図
書
館
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
、
医
学
図

書
館
協
会
、
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
、
専
門
図
書
館
協

議
会
、
日
本
図
書
館
協
会
、
三
田
図
書
館
・
情
報
学
会
、
日
本
私
立

大
学
連
盟
、
文
部
科
学
省
・
文
化
庁
な
ど
が
主
催
す
る
講
習
会
、
研

修
会
や
研
究
会
へ
の
参
加
で
あ
る
。

　
ま
た
、
外
部
機
関
・
委
員
会
な
ど
の
企
画
運
営
側
の
委
員
と
し
て

の
派
遣
も
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
研
修
の
一
つ
の
形
と
と
ら
え
て
き

た
。
長
期
出
向
と
な
る
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
合
（
Ｊ
Ｕ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の
事
務
局
員
と
し
て
一
三
年
か
ら
二
年
間
、
一
名
を

派
遣
し
た
が
、
大
学
と
は
異
な
る
業
態
に
長
期
に
携
さ
わ
る
こ
と
で

の
派
遣
者
の
成
長
を
期
待
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
講
演
会
、

研
修
会
な
ど
の
講
師
と
し
て
の
派
遣
も
数
多
く
行
っ
て
き
た
。
最
初

は
研
修
を
受
け
る
側
で
あ
っ
た
職
員
も
、
受
講
後
に
職
場
で
研
鑽
を

積
み
、
後
に
講
師
を
務
め
る
こ
と
で
自
身
の
経
験
を
整
理
し
、
新
た

な
学
び
を
得
て
さ
ら
に
成
長
す
る
と
い
う
良
い
循
環
と
な
っ
て
い
る
。

学
問
を
究
め
て
業
務
に
活
か
す

　
慶
應
で
は
、
図
書
館
職
員
が
図
書
館
学
の
修
士
課
程
に
学
ぶ
と
い

う
研
修
が
長
き
に
亘
り
実
施
さ
れ
て
い
た
。
専
門
職
と
し
て
の
高
度

な
図
書
館
学
の
修
得
を
組
織
が
求
め
、
ま
た
本
人
も
望
む
意
欲
が
根

底
に
あ
り
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
五
〇
年
代
に
イ
リ
ノ
イ
大
学

大
学
院
修
士
課
程
へ
留
学
し
た
の
を
始
め
と
し
て
、
そ
の
後
何
人
か

の
職
員
が
米
国
政
府
・
財
団
の
奨
学
金
を
得
て
、
図
書
館
学
校
（
大

学
院
）
に
留
学
し
た
。

　
そ
の
後
、
六
七
年
に
慶
應
の
文
学
研
究
科
図
書
館
・
情
報
学
専
攻

に
修
士
課
程
が
開
設
さ
れ
、「
職
員
を
対
象
と
す
る
図
書
館
・
情
報

学
（
大
学
院
お
よ
び
学
部
）
研
修
課
程
」（
七
〇
年
制
定
）
に
基
づ

き
、
七
一
年
度
に
は
図
書
館
職
員
の
教
育
・
研
修
の
機
会
と
し
て
三

名
が
大
学
院
修
士
課
程
に
学
ん
だ
。
こ
の
研
修
は
以
後
何
年
も
継
続

す
る
こ
と
と
な
る
。

　
図
書
館
が
実
施
す
る
研
修
制
度
と
は
別
の
動
き
で
は
あ
る
が
、
〇

四
年
度
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
た
大
学
院
文
学
研
究
科
図
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書
館
・
情
報
学
専
攻
「
情
報
資
源
管
理
分
野
」
や
、
〇
六
年
か
ら
夜

間
開
講
さ
れ
た
修
士
課
程
に
は
、
自
己
研
鑽
の
た
め
に
自
ら
学
び
を

求
め
て
通
う
職
員
が
少
な
く
な
い
。

　
国
外
で
の
研
修
は
、
図
書
館
学
へ
の
学
究
目
的
以
外
に
も
、
先
進

事
例
を
学
び
大
き
な
刺
激
を
受
け
自
ら
の
業
務
に
活
か
す
こ
と
や
語

学
力
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
、
そ
の
成
果
に
は
大
き
な
も
の
が

期
待
で
き
る
。
図
書
館
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
た
め
の
短
期
出
張

（
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
年
次
大
会
やEx Liblis

社
の
ユ
ー
ザ
会
な
ど
）
や
、

図
書
館
独
自
の
国
外
図
書
館
長
期
研
修
、
ま
た
人
事
部
主
催
の
国
外

集
合
研
修
・
国
外
中
期
研
修
派
遣
に
よ
る
海
外
視
察
、
同
じ
く
人
事

部
主
催
の
一
カ
月
間
の
短
期
国
外
語
学
研
修
な
ど
、
国
外
で
の
研
修

も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
図
書
館
独
自
の
国
外
図
書
館
へ

の
派
遣
研
修
は
、
第
一
部
第
三
章
第
一
節
三
「
海
外
図
書
館
と
の
関

係
」
に
詳
し
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
組
織
的
な
研
修
計
画
と
図
書
館
職
員
の
学
び
た
い

意
欲
が
う
ま
く
絡
み
、
そ
の
成
果
を
周
囲
の
職
員
に
も
還
元
で
き
る

よ
り
よ
い
し
く
み
作
り
が
望
ま
れ
る
。
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主
要
参
考
文
献

慶
應
義
塾
図
書
館
史
．
慶
應
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
，
一
九

七
二
．

慶
應
義
塾
日
吉
図
書
館
開
館
20
年
記
念
誌
．
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
，
二
〇
〇
六
．

慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
北
里
記
念
医
学
図
書
館
）
50

年
の
歩
み
．
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
，
一
九
八
七
．

慶
應
義
塾
年
鑑
．
慶
應
義
塾
，
一
九
六
四
─
．

塾
監
局
紀
要
．
慶
應
義
塾
，
一
九
七
四
─
．
一
号
─
．

塾
監
局
小
史
Ⅱ
．
慶
應
義
塾
塾
監
局
，
一
九
八
七
．

塾
監
局
小
史
Ⅲ
．
慶
應
義
塾
塾
監
局
，
二
〇
一
八
．

慶
應
義
塾
歴
代
役
職
者
一
覧
（
増
補
版
）．
慶
應
義
塾
，
一
九
八
〇
．

慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
三
十
五
年
史
．
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
，
一

九
七
四
．

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
75
年
史
．
慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
，
二

〇
一
四
．

共
立
薬
科
大
学
四
十
年
史
．
共
立
薬
科
大
学
，
一
九
七
〇
．

共
立
薬
科
大
学
七
十
年
史
．
共
立
薬
科
大
学
，
二
〇
〇
二
．

加
藤
寛
．
慶
應
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
挑
戦
：
き
み
た
ち
は
未
来

か
ら
の
留
学
生
．
東
洋
経
済
新
報
社
，
一
九
九
二
．

孫
福
弘
，
小
島
朋
之
，
熊
坂
賢
次
．
未
来
を
創
る
大
学
：
慶
應
義
塾

大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
挑
戦
の
軌
跡
．
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
，
二
〇
〇
四
．

K
U

LIC

．
慶
応
義
塾
大
学
研
究
・
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
本
部
事
務

室
，
一
九
七
〇
─
一
九
九
二
．
一
号
─
二
十
六
号
．

M
edianet

．
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
本
部
，
一
九
九
三

─
．N

o. 1

─
．

き
た
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
．
慶
應
義
塾
大
学
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
，
一
九

七
六
─
二
〇
〇
六
．N

o. 1

─no. 280

．

Library and inform
ation science

．
三
田
図
書
館
・
情
報
学
会
，

一
九
六
八
─
二
〇
一
九
．N

o. 6

─no. 82

．

大
学
図
書
館
研
究
．
学
術
文
献
普
及
会
，
一
九
七
二
─
二
〇
一
七
．

一
号
─
一
〇
六
号
．

医
学
図
書
館
．
日
本
医
学
図
書
館
協
議
会
，
一
九
五
四
─
．V

ol. 
1, no. 1

─
．

情
報
の
科
学
と
技
術
．
情
報
科
学
技
術
協
会
，
一
九
八
七
─
．V

ol. 
37, no. 1

─
．

※
電
子
媒
体
は
除
く
。
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年表（1970 年度〜2019 年度）

2

年　表
（1970 年度〜2019 年度）

・月が特定できない事項および年度を通した事項は年度の末尾に記載
・組織改編や図書館の開室・閉室などは太字で記す
・特定キャンパスの図書館に関する事項は末尾にセンター略称を付す

年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

1970 4 月 研究・教育情報センター設立，三田情報センター発足
4 月 研究室・図書館統合にともなうテクニカルサービスマニュアル・情報サービス

マニュアル刊行（三田）
4月 工学部の図書館へ日本科学技術情報センター（JICST）から科学技術関係資料

が譲渡される（─1979）
4 月 BICC（Budget Infromaion Control on Computer：予算管理システム）稼働

開始（三田）

OECD寄託図書館に指定される（三田）

1971 4 月 医学情報センター発足 8 月 ドルショック
10月 矢上キャンパスに松下記念図書館開館

大学院博士・修士論文（工学部・医学部除く）を教務部より移管（三田）

1972 4 月
4 月

日吉情報センター，理工学情報センター発足
「慶應義塾図書館史」刊行（1972 年度私立大学図書館協会協会賞受賞）（三田）

4月
4月

矢上キャンパス開設
国際医学情報センター発足

10月 第 2回日米大学図書館会議開催（於：
米国）

2月 為替レートが変動相場制へ移行

1973 　 10月 第一次オイルショック

1974 6 月 『大かうさまくんきのうち』『後鳥羽院御抄并越部禅尼消息』が重要文化財指定
（三田）

6月 大学院設置基準の制定

12月 図書館旧館ステンドグラス復元，完成披露・除幕式（12/10）（三田）

1975 12月 数理工学科新設（1974.4）にともない
矢上教育研究棟（36 棟）に数理工学
科図書室開室

10月 第 3回日米大学図書館会議開催（於：
京都）

研究棟地下に書庫増設（三田）

1976 11月 要望書「新図書館・研究室棟の建設について」を塾長に提出（三田）

1977 6 月
2 月

『相良家文書』が重要文化財指定（三田）
「新図書館計画の概要」をまとめて理事に提出（三田）

4月 雑誌の価格高騰に処するため国立大学
に外国雑誌センター設置
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

1970 4 月 研究・教育情報センター設立，三田情報センター発足
4 月 研究室・図書館統合にともなうテクニカルサービスマニュアル・情報サービス

マニュアル刊行（三田）
4月 工学部の図書館へ日本科学技術情報センター（JICST）から科学技術関係資料

が譲渡される（─1979）
4 月 BICC（Budget Infromaion Control on Computer：予算管理システム）稼働

開始（三田）

OECD寄託図書館に指定される（三田）

1971 4 月 医学情報センター発足 8 月 ドルショック
10月 矢上キャンパスに松下記念図書館開館

大学院博士・修士論文（工学部・医学部除く）を教務部より移管（三田）

1972 4 月
4 月

日吉情報センター，理工学情報センター発足
「慶應義塾図書館史」刊行（1972 年度私立大学図書館協会協会賞受賞）（三田）

4月
4月

矢上キャンパス開設
国際医学情報センター発足

10月 第 2回日米大学図書館会議開催（於：
米国）

2 月 為替レートが変動相場制へ移行

1973 　 10月 第一次オイルショック

1974 6 月 『大かうさまくんきのうち』『後鳥羽院御抄并越部禅尼消息』が重要文化財指定
（三田）

6 月 大学院設置基準の制定

12月 図書館旧館ステンドグラス復元，完成披露・除幕式（12/10）（三田）

1975 12月 数理工学科新設（1974.4）にともない
矢上教育研究棟（36 棟）に数理工学
科図書室開室

10月 第 3回日米大学図書館会議開催（於：
京都）

研究棟地下に書庫増設（三田）

1976 11月 要望書「新図書館・研究室棟の建設について」を塾長に提出（三田）

1977 6 月
2 月

『相良家文書』が重要文化財指定（三田）
「新図書館計画の概要」をまとめて理事に提出（三田）

4 月 雑誌の価格高騰に処するため国立大学
に外国雑誌センター設置



年表（1970 年度〜2019 年度）
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

1978 4 月 経営管理研究科開設

藤山記念図書館改修工事 AACR2 刊行

1979 4 月

4 月

アジア経済研究所提供のLC MARCレコードのオンライン利用開始
（─1985 年度）（三田）
文献検索用端末を導入し JOIS と接続して文献調査サービスを学内利用限定で
開始（医学）

9月 経営管理研究科校舎落成にともない同
研究科の図書館（モービル記念図書
館）が開館

11月

1 月

第 1回国公私立大学図書館協力委員会
開催
学術審議会「今後における学術情報シ
ステムの在り方について」答申を提出
共通第一次学力試験が始まる1月

1980 7 月 JOIS，DIALOG導入（理工学）
3月 相良家文書閲覧のため浩宮殿下（当時）が来塾（3/31）（三田）

1981 4 月 JAPAN MARC磁気テープ利用開始 4月 工学部を改組し理工学部誕生

澁川雅俊『全国高等教育機関図書館における資料選択・収書事務・書店＝図書館関係
調査』（1981.11 刊）で私立大学図書館協会協会賞受賞

1982 4 月 慶應義塾図書館（新館）開館（4/8）（三田）

3月 福澤研究センター設置
4月 レファレンスカウンターにアジア経済研究所提供の LC MARCデータ利用者

端末を設置（三田）

1983 4 月 特別入館料（10 円）による社会人への一般公開を廃止（三田） 5月 慶應義塾創立 125 年記念式典（5/15） 4 月 東京大学文献情報センターの設置
　 7月 国立国会図書館に酸性紙対策班発足

1984 4 月 塾員入館券の発行業務が塾員課から図書館へ 5月 日吉開設 50 年記念式典（5/12） 11月 福澤諭吉の肖像が 1万円札に
　 2月 三田大学院校舎竣工

1985 4 月 慶應義塾創立 125 年記念事業として日吉図書館開設（4/9） 4 月 工学研究科を改組し理工学研究科誕生 4月 NACSIS─CAT運用開始
4月 遠山音楽文庫利用サービス開始（三田） 10月 福澤諭吉生誕 150 年記念式典
7月 第 1回慶應義塾図書館貴重書展示会開催（三田）
9月 第 5回国際医学図書館会議（9/30─10/4，於：日大会館，64 カ国 567 名参加）

に貢献（医学）
10月 「早稲田大学および慶應義塾大学の図書館相互利用について」の協定締結
11月 閲覧システムCIRSYS稼働（三田）

1986 4 月
7 月

学術情報センターと接続，書誌情報の送受信を開始（三田）
KULAS（Keio University Library Automation System）研修開始

4月 学術情報センターの設置（東京大学文
献情報センターを改組）

4月 男女雇用機会均等法施行
8月 IFLA東京大会開催（8/24─29）

1987 10月 北里記念医学図書館開設五十年式典，講演会，祝賀会の開催（10/20）（医学） 4月 学術情報ネットワークおよびNAC-
SIS-IR の運用開始

　 9月 日本目録規則 1987 年版刊行
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

1978 4 月 経営管理研究科開設

藤山記念図書館改修工事 AACR2 刊行

1979 4 月

4 月

アジア経済研究所提供のLC MARCレコードのオンライン利用開始
（─1985 年度）（三田）
文献検索用端末を導入し JOIS と接続して文献調査サービスを学内利用限定で
開始（医学）
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館）が開館

11月

1 月

第 1回国公私立大学図書館協力委員会
開催
学術審議会「今後における学術情報シ
ステムの在り方について」答申を提出
共通第一次学力試験が始まる1 月

1980 7 月 JOIS，DIALOG導入（理工学）
3月 相良家文書閲覧のため浩宮殿下（当時）が来塾（3/31）（三田）

1981 4 月 JAPAN MARC磁気テープ利用開始 4月 工学部を改組し理工学部誕生

澁川雅俊『全国高等教育機関図書館における資料選択・収書事務・書店＝図書館関係
調査』（1981.11 刊）で私立大学図書館協会協会賞受賞

1982 4 月 慶應義塾図書館（新館）開館（4/8）（三田）

3月 福澤研究センター設置
4月 レファレンスカウンターにアジア経済研究所提供のLC MARC データ利用者

端末を設置（三田）

1983 4 月 特別入館料（10 円）による社会人への一般公開を廃止（三田） 5月 慶應義塾創立 125 年記念式典（5/15） 4 月 東京大学文献情報センターの設置
　 7 月 国立国会図書館に酸性紙対策班発足
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1988 4 月 看護短期大学・厚生女子学院図書室開設（元厚生女子学院図書室）（医学） 4月 看護短期大学開設 4月 NTT ISDNサービス開始
5月
6月

OCLCから書誌データの流用が可能となる（三田）
情報センター職員研修委員会が発足（同年 10 月第 1回 KULIC 研究会開催，
以後 1992 年度まで 28 回開催）

10月

1 月

第 4回日米大学図書館会議開催（於：
米国）
平成に改元

白石克『高橋誠一郎浮世絵コレクション 広重東海道五十三次：八種四百十八景』
（1988.11 刊）の編纂で私立大学図書館協会協会賞受賞

1989 4 月 工学部創立 50 年記念事業として建設された厚生棟地下 1階に書庫増設（理工
学）

4月
5月

消費税（税率 3％）導入
国立大学図書館における文献複写料金
徴収猶予（後納）開始12月 情報センター本部事務室に機械化計画担当を設置

1 月 第 1回大学入試センター試験実施

1990 4 月 湘南藤沢キャンパスの創設と同時に湘南藤沢メディアセンター組織が発足しΣ
館でサービス開始

4月
9月

総合政策学部・環境情報学部開設
大学部開設百年記念式典（9/29）

4 月 看護短期大学・厚生女子学院図書室を看護短期大学図書室に改称 9 月 ニューヨーク学院（高等部）開校
4月 湘南藤沢メディアセンターでOPACの提供開始（FAINS システム）

1991 4 月 湘南藤沢メディアセンター棟（M 館）が完成し移転 7 月 大学設置基準の大綱化
9月 藤沢市民図書館との間で相互資料利用（来館利用を含む）を開始（湘南藤沢）
12月 医学情報センターで全学統合図書館システムKOSMOSを実験稼働

1992 12月 整理業務でKOSMOS稼働 4月 NACSIS-ILL 運用開始
3月 閲覧業務でKOSMOS稼働（全学統合図書館システムKOSMOSが全センタ

ーで稼働）
10月 第 5回（最終）日米大学図書館会議開

催（於：東京）

1993 4 月 研究・教育情報センターと大学計算センターを統合してメディアネットへ改組
し各キャンパスの図書館組織名を情報センターからメディアセンターに改称

5 月 第 1回MediaNet 研修会開催
7月 利用者用KOSMOS OPAC稼働開始（7/21）
10月 www上に初めてメディアセンターのWeb サイトを開設（湘南藤沢）

1994 8 月 全学の保存書庫として山梨県に山中資料センター開設（8/17），10 月より本格
運用

4月 医学研究科修士課程，政策・メディア
研究科修士課程開設

1月 阪神・淡路大震災
石黒敦子・高橋昇（早稲田大学）編『海外 ILLハンドブック』（1994.11 刊）の刊行
で私立大学図書館協会協会賞受賞

1月 医学部キャンパスの正式名称を「信濃
町」に決定

1995 6 月 CD-ROMデータベースのネットワーク利用を開始（理工学）

3月 『グーテンベルク 42 行聖書』購入

8月 日本十進分類法第 9版刊行
8月 telnet 版 KOSMOS OPAC公開 11月 科学技術基本法施行
1月 慶應義塾写真データベース公開

澁川雅俊，私立大学図書館協会への多大な貢献に対して私立大学図書館協会協会賞受
賞
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1996 4 月 予算管理システム「るい」，雑誌システム「KOHEI」稼働開始（三田） 4月 HUMI プロジェクト創設 5月 Internet Archive 設立
11月
3 月

インターネット版データベースとしてFirstSearch を導入
NACSIS-ILL に参加

7月 学術審議会「大学図書館における電子
図書館機能の充実・強化について」建
議

1997 4 月 理工学部の授業「理工学概論」内で職員による「情報リテラシー入門」の講義
を開始（日吉）

4月 消費税率が 5％に引き上げ

5月 中国語資料目録データベース「ちゅうから」公開（その後，朝鮮語，アラビア
語，ロシア語資料目録を追加）

11月 北里記念医学図書館開設 60 年記念祝賀会開催（医学）
2月 カード目録を収納する目録ボックスを撤去（三田） MARC21 が誕生

1998 6 月 日吉メディアセンターの収書・目録業務を三田メディアセンターに統合 4月 NACSIS Webcat サービス開始
9月 目録ボックス跡地にPC30 台を設置しオープンエリアと名づけ運用開始（三

田）
10月 集中処理機構（三田）の発足（全キャンパスの図書収書・目録・支払い作業を

統合）
1月 図書館システムKOSMOS II 稼働
1月 Web 版 OPACの公開
2月 情報システムサービス担当（計算室部門）がインフォメーション・テクノロジ

ー・センター（ITC）として分離，図書館部門におけるメディアセンター本部
の業務拡大

3月 カリフォルニア大学サンディエゴ校と図書館員交換協定を締結（─2004）
3 月 横浜市に白楽サテライト・ライブラリー開設（3/1）

1999 4 月 初の電子ジャーナルパッケージとしてAcademic Press/IDEAL, PQDを導入

1月 矢上キャンパスに創想館竣工

10月 第 1回図書館総合展開催
6月 集中処理機構がメディアセンター本部に帰属する
3 月 理工学メディアセンターが創想館 1階・地階部分に拡張

2000 4 月 「（学内図書館）どこでも返却サービス」開始 4月
12月

新川崎タウンキャンパス開設
第 2回世紀送迎会開催

4月 国立情報学研究所の設置（学術情報セ
ンターを廃止）

1月 没後 100 年記念「世紀をつらぬく福澤
諭吉」展開催（東京）

4月 国立大学図書館協会が電子ジャーナ
ル・タスクフォースを設置

12月 図書館関係団体が共同で Elsevier 社
を独占禁止法違反の疑いで公正取引委
員会に対して申立て
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

2001 4 月
8 月

看護医療学図書室開設（4/4）（湘南藤沢）
人物や物体の動きを 3次元データ化するモーションキャプチャーシステムを導
入（湘南藤沢）

4月 湘南藤沢キャンパスに看護医療学部開
設

4月
5月

鶴岡タウンキャンパス設置
致道ライブラリー（鶴岡）開設

2月 オープンアクセス推進「ブタペスト宣
言」発出

9月 「慶應義塾 21 世紀グランドデザイン」
発表

　 1月 日吉キャンパスに来往舎竣工

2002 4 月
7 月

来往舎レファレンスライブラリー開設（日吉）
PRDLA年次大会を早稲田大学と合同で開催（三田キャンパス，7/11─12）

7 月 「総合改革プラン 2002─2006」発表 7月 公正取引委員会がElsevier 社契約は
独占禁止法違反にあたらないと裁定

8月
10月

トロント大学と図書館員交換協定を締結（─2018）
RLG（研究図書館連合）にアジアから初めて正式加盟

10月 国立国会図書館「近代デジタルライブ
ラリー」公開

3月 看護短期大学の廃止に伴い看護短期大学図書室が閉室 11月 国立国会図書館「インターネット資料
収集保存事業（WARP）」提供開始3月 『グーテンベルク 42 行聖書』を慶應義塾より三田メディアセンターに移管

2003 5 月
5 月

中国・朝鮮・アラビア・ロシア語資料目録データベース「ちゅうから II」公開
『解剖存真図』が重要文化財指定（5/29）（三田）

7月 私立大学図書館コンソーシアム
（PULC）形成の呼びかけ

11月 e-KAMO system（湘南藤沢キャンパスの機関リポジトリ）の公開 
（─2020 年度）（湘南藤沢）

2004 4 月 東別館図書室（法務研究科図書室）運用開始（三田） 4 月 大学院法務研究科開設 4月 国立大学が独立法人化
4月 湘南藤沢キャンパスの授業「資料検索法」を職員のみで担当 3月 三田キャンパスに南館竣工
6月 「一橋大学附属図書館と慶應義塾図書館の相互利用に関する申し合わせ」締結

（三田）
7月 メディアネットを廃止しメディアセンターへ改組
7 月 医学メディアセンターが信濃町メディアセンターに名称変更
9 月 慶應義塾写真データベースをRLGの Cultural Materials Initiative に登録

（2007 年 2 月公開終了）
1月 携帯版OPACを公開
3月 「メディアセンターにおける個人情報の取り扱いについて」公開（3/31）

2005 4 月 法務研究科図書室を東別館から南館へ移転し南館図書室開設（三田） 4月 健康マネジメント研究科開設 4月 個人情報保護法施行
4月 Web チュートリアルKITIE 公開（日吉）（2005 年度私立大学図書館協会協会

賞受賞）
7月 国立国会図書館「レファレンス共同デ

ータベース事業」開始
4月 理工学研究科の学位論文データベースを公開（理工学）
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界
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4月 Web チュートリアルKITIE 公開（日吉）（2005 年度私立大学図書館協会協会

賞受賞）
7 月 国立国会図書館「レファレンス共同デ

ータベース事業」開始
4月 理工学研究科の学位論文データベースを公開（理工学）
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

2006 4 月 「慶應義塾日吉図書館開館 20 年記念誌」刊行（日吉） 5月 RLGが OCLCに統合される
9月 契約データベース検索システム「データベースナビ」を公開（三田・日吉・湘

南藤沢）
5月 PULCが公私立大学図書館コンソー

シアムに改組，名称変更
10月 慶應義塾大学学術情報リポジトリKOARA公開

3月 共立薬科大学と法人合併契約を締結

8月 OCLCが worldcat.org 公開
11月 「慶應義塾大学メディアセンター中期計画 2006─2010」の公表 12月 教育基本法改正施行
11月 慶應義塾の共通認証システム（keio.jp）によるリモートアクセスサービス開

始

2007 7 月 Google Books Library Project に参加（三田）
1月 『デジタルで読む福澤諭吉』公開（1/10）（2007 年度私立大学図書館協会協会

賞受賞）

2008 4 月
7 月

薬学メディアセンター開設
『対馬宗家文書』が重要文化財指定（7/10）（三田）

4月 共立薬科大学と合併し薬学部・薬学研
究科開設

9月 リーマンショック

8月 次期図書館システム（KOSMOS III）を Ex Libris 社のAleph，Primo に決
定

4月 システムデザイン・マネジメント研究
科，メディアデザイン研究科開設

9月 協生館図書室開設（日吉） 8月 日吉キャンパスに協生館竣工
9月 『反町文書』が港区文化財指定（9/9） 11月 慶應義塾創立 150 年記念式典（11/8）
10月
10月
10月

図書館サービス品質評価のための調査LibQUAL＋®を実施（10/6─11/1）
教養研究センターと連携した学生による「学習相談」開始（日吉）

「関連病院会電子リソースコンソーシアム」開始（信濃町）

1月 慶應義塾創立 150 年記念「未来をひら
く福澤諭吉展」（1─3 月東京，5─6 月福
岡，8─9 月大阪）

12月 電子ジャーナル利用検討委員会の立ち上げ（─2009.5） 3 月 日吉キャンパスに第 4校舎独立館竣工
1月 「健康情報ひろば」を慶應義塾大学病院外来の一角に開設（信濃町）

2009 4 月 薬学メディアセンターの図書館システムを情報館からKOSMOSⅡに統合
9月 日吉保存書庫完成
3 月 図書館システムKOSMOS III 稼働（3/24）
3 月 南館図書室が 1階から退去し地下 2階〜地下 4階の図書館としてリニューアル

（三田）

2010 4 月 「未来先導基金」プロジェクトとして学生による相談業務を中心とした S-Cir-
cle 活動開始（理工学）

4月 電子学術書利用実験プロジェクト開始（─2012.3）
4 月 理工学部の機関リポジトリ「Σ star」の運用開始（理工学） 1月 第 1回大学図書館と国立情報学研究所

との連携・協力推進会議7月 メディアセンター初となるTwitter 公式アカウントの試行開始（湘南藤沢）
3月 東日本大震災による図書館建物や書籍落下等の被害，臨時休館の実施 3月 三田キャンパスに南校舎竣工 3月 東日本大震災

2011 10月
3 月

オープンエリア跡地に展示室新設（10/3）（三田）
電子学術書利用実験プロジェクトに関して「大学図書館改革と電子書籍」をテ
ーマとするシンポジウム開催（3/12）

4 月

5 月

三田キャンパス南校舎でグループ学習
室，PCラウンジの運用開始
震災のため入学式を 1か月遅れで挙行

4月 JUSTICE（大学図書館コンソーシア
ム連合）が誕生
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

2012 4 月 慶應義塾図書館（図書館旧館）開館 100 年記念式典（4/28），記念事業の展開
（三田）

4月 JAIRO-Cloud（共用リポジトリサー
ビス）運用開始

4月

4月

『慶應義塾図書館史稿』刊行（三田）（2012 年度私立大学図書館協会協会賞受
賞）
大学図書館電子学術書共同利用実験プロジェクトの開始（電子学術書利用実験
プロジェクトを他大学にも拡大）

7月 科学技術・学術審議会「学術情報の国
際発信・流通力強化に向けた基盤整備
の充実について」発表

4月 大学院生スタッフによるライティング&リサーチコンサルタント開始（湘南
藤沢）

9月 英国セインズベリー日本藝術研究所図書館を拠点とした職員の英国研修を開始
12月 「メディアセンター中期計画 2012─2015」の公表
3月 大学図書館電子学術書共同利用実験プロジェクト公開シンポジウム「共同実験

の意義とその先にあるもの」開催（3/25）

2013 4 月 ファブスペースを開設し国内大学図書館として初めて 3Dプリンタを設置（湘
南藤沢）

4月 医学部で iPad による電子教科書実験
開始（第 1期）

4月 学位規則の一部改正，博士論文をイン
ターネットにより公表とする

2月
2月

米国HathiTrust にデジタル化した資料約 8万冊を提供
OCLC Research と連携し三田キャンパスで第 1回大学図書館国際フォーラム

「大学図書館における冊子体コレクションの将来」開催（2/28）

4 月
5 月

横浜初等部開校
大阪シティキャンパス開設

8月 科学技術・学術審議会「学修環境充実
のための学術情報基盤の整備について
（審議まとめ）」公開

3月 大学図書館電子学術書共同利用実験プロジェクト最終シンポジウム「電子学術
書の現在と今後」を開催（3/20）（同プロジェクトは 2014 年度私立大学図書
館協会協会賞受賞）

2014 3 月 学生スタッフ S-Circle の活動を終了し 5月から学習相談に特化したラーニン
グサポートを開始（理工学）

4月
1月

消費税率が 8％に引き上げ
サイバーセキュリティ基本法施行

2015 9 月

2 月

2 月

3 月

山中資料センター 2 号棟の竣工，10 月より白楽サテライト・ライブラリーか
ら約 50 万冊を移動（─2016 年 3 月）
OCLC Research と連携し三田キャンパスで第 2回大学図書館国際フォーラム

「研究支援と図書館」開催（2/26）
米国ワシントン大学の日本人ライブラリアン招聘プログラムに採択され以後 3
名を派遣
白楽サテライト・ライブラリー閉鎖

10月 大学部開設 125 年記念式典・講演会開
催

4月

12月

1 月

2 月

消費税法改正でリバースチャージ方式
課税開始
国公私立大学図書館協力委員会「大学
図書館員の専門性と専門研修のあり方
について（報告書）」公開
国立国会図書館による図書館向けデジ
タル化資料送信サービス開始
科学技術・学術審議会「学術情報のオ
ープン化の推進について（審議まと
め）」公開
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について（報告書）」公開
国立国会図書館による図書館向けデジ
タル化資料送信サービス開始
科学技術・学術審議会「学術情報のオ
ープン化の推進について（審議まと
め）」公開
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年度 事　　項 慶應義塾関連事項 社会・図書館界

2016 4 月 全学の保存書庫として山中資料センター 2 号棟運用開始 4 月 殿町タウンキャンパス開設 7月 オープンアクセスリポジトリ推進協会
（JPCOAR）設立4月

6月
KOSMOSにディスカバリーツールPrimo Central を導入
電子ブックのDDA（試読型選書）サービス（Ebook Central）を全学で開始

10月 関連病院図書担当者連絡会（第 1回）開催（信濃町）
12月 「メディアセンター中期計画 2016─2020」の公表
2月 図書館旧館免震工事開始（三田）

2017 4 月 目録にRDA適用開始
5月 早稲田大学図書館と「図書館システム共同運用に関する覚書」調印のプレスリ

リースを行う（5/12）
11月 図書館サービス品質評価のための調査LibQUAL＋®を実施（11/1─12/8）
11月 電子ジャーナル問題への対応のため「学術コンテンツ整備連絡会議」を立ち上

げ第 1回会合を開催（11/2）

3 月 早慶の共同図書館システムにEx Libris 社のAlma, PrimoVEの採用を決定し
プレスリリースを行う（3/8）

保坂睦『はじめての電子ジャーナル管理』（2017.7 刊）で私立大学図書館協会協会賞
受賞

2018 9 月
1 月

京都大学と共同し富士川文庫デジタル連携プロジェクト試行版公開（9/28）
一橋大学附属図書館との相互利用協定を全学に拡大

5月 慶應義塾大学病院新病棟（1号館）オ
ープン

12月 著作権法の改正により保護期間が延長

3月 「早稲田大学図書館と慶應義塾大学メディアセンターの目録作成協同作業に関
する覚書」を締結

2019 6 月 図書館旧館免震改修工事完了．完了式開催（6/14）（三田） 5月 令和に改元
9月 早稲田大学図書館と図書館システム共同運用開始（9/2），図書館システム

KOSMOS IV 稼働
10月 消費税率が 10％に引き上げ

9月 メディアセンター本部に早慶目録ユニットを設置
9月 『曲直瀬家文書』が港区文化財指定（9/27）（三田）
12月 新型コロナウイルス感染症の流行がはじまる（2020 年春以降対応を迫られる）
2月 システム共同運用記念シンポジウム「早慶図書館の挑戦」を早稲田大学で共同

開催（2/25）
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9月 『曲直瀬家文書』が港区文化財指定（9/27）（三田）
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歴代館長・所長

三田 所属学部 在任期間

田中　一貞 文学部 1905.4〜1921.9

占部　百太郎 文学部 1921.10〜1924.1

小泉　信三 経済学部 1924.1〜1933.11

高橋　誠一郎 経済学部 1933.12〜1944.3

野村　兼太郎 経済学部 1944.4〜1958.3

高村　象平 経済学部 1958.4〜1960.7

前原　光雄 法学部 1960.8〜1965.6

佐藤　朔 文学部 1965.6〜1969.6

高鳥　正夫 法学部 1969.6〜1982.3

大江　晁 文学部 1982.4〜1985.9

速水　融 経済学部 1985.10〜1987.9

清水　龍瑩 商学部 1987.10〜1991.9

倉沢　康一郎 法学部 1991.10〜1993.9

内池　慶四郎 法学部 1993.10〜1997.9

藤井　彌太郎 商学部 1997.10〜2000.3

飯田　裕康 経済学部 2000.4〜2001.9

細野　公男 文学部 2001.10〜2005.9

杉山　伸也 経済学部 2005.10〜2009.9

田村　俊作 文学部 2009.10〜2015.3

赤木　完爾 法学部 2015.4〜2019.3

須田　伸一 経済学部 2019.4〜

※「館長」となったのは野村兼太郎以降で，それ
以前は「監督」
※ 1993 年 4 月からメディアネット所長，1999 年 2
月からメディアセンター所長を兼ねる

日吉 所属学部 在任期間

※予科図書室の期間は「監督」，日吉分室の間は
「嘱託（監督）」を置く

（藤山記念日吉図書館以降）

小松　房三 法学部 1958.9〜1965.3

栗林　茂 文学部 1965.4〜1968.9

河村　知男 法学部 1968.10〜1969.10

村田　硯男 文学部 1969.11〜1970.9

三沢　進 法学部 1970.10〜1978.3

山崎　照雄 法学部 1978.4〜1982.3

衛藤　駿 理工学部 1982.4〜1988.9

吉田　俊郎 法学部 1988.10〜1989.9

小長谷　弥高 文学部 1989.10〜1993.3

清水　周裕 商学部 1993.4〜1995.9

永田　守男 理工学部 1995.10〜1997.9

田中　淳一 経済学部 1997.10〜2001.9

伊藤　行雄 経済学部 2001.10〜2009.9

羽田　功 経済学部 2009.10〜2013.7

横山　千晶 法学部 2013.7〜2015.9

斎藤　太郎 文学部 2015.10〜2017.9

横山　千晶 法学部 2017.10〜

信濃町 所属学部 在任期間

鷲巣　尚
経済学部
※日吉図書室監督
と兼任

1944.4〜1945.9

谷口　虎年 医学部 1945.10〜1949.4

草間　良男 医学部 1949.4〜1955.9

牛場　大蔵 医学部 1955.10〜1965.9

外山　敏夫 医学部 1965.10〜1975.3

嶋井　和世 医学部 1975.4〜1975.9

保崎　秀夫 医学部 1975.10〜1981.9

嶋井　和世 医学部 1981.10〜1985.3

横山　哲朗 医学部 1985.4〜1991.9

加藤　隆一 医学部 1991.10〜1995.3

櫻井　治彦 医学部 1995.4〜1995.9

金子　章道 医学部 1995.10〜1999.9
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相川　直樹 医学部 1999.10〜2003.9

小安　重夫 医学部 2003.10〜2007.9

福田　恵一 医学部 2007.10〜2015.9

門川　俊明 医学部 2015.10〜

理工学 所属学部 在任期間

（藤山工業図書館）

谷村　豊太郎 工学部 1944.7〜1945.12

宗宮　知行 工学部 1946.1〜1947.4

野村　兼太郎 経済学部 1947.5〜1957.7

※工学部図書室，小金井分室の期間は「監督」
を置く

（工学図書館以降）

高橋　吉之助 工学部 1965.10〜1971.3

須網　哲夫 工学部 1971.4〜1972.3

阿部　芳郎 工学部 1972.4〜1976.3

堀内　敏夫 工学部 1976.4〜1977.6

有賀　一郎 工学部 1977.7〜1980.9

鷲尾　泰俊 工学部 1980.10〜1984.3

天野　弘 理工学部 1984.4〜1986.3

北川　節 理工学部 1986.4〜1987.9

大場　勇治郎 理工学部 1987.10〜1989.9

白井　恒雄 理工学部 1989.10〜1990.2

山口　喬 理工学部 1990.4〜1993.9

小沢　慎治 理工学部 1993.10〜1995.9

中川　正雄 理工学部 1995.10〜2001.9

原田　賢一 理工学部 2001.10〜2005.9

佐野　昭 理工学部 2005.10〜2007.9

椎木　一夫 理工学部 2007.10〜2012.3

前田　吉昭 理工学部 2012.4〜2014.3

笹瀬　巌 理工学部 2014.4〜

湘南藤沢 所属学部 在任期間

高橋　潤二郎 環境情報学部 1990.4〜1993.5

斎藤　信男 環境情報学部 1993.6〜1995.9

梅垣　理郎 総合政策学部 1995.10〜1999.9

小島　朋之 総合政策学部 1999.10〜2001.9

駒井　正晶 総合政策学部 2001.10〜2003.9

大江　守之 総合政策学部 2003.10〜2005.9

金子　郁容 総合政策学部 2005.10〜2007.9

古石　篤子 総合政策学部 2007.10〜2009.9

堀　茂樹 総合政策学部 2009.10〜2013.9

青木　節子 総合政策学部 2013.10〜2015.9

土屋　大洋 総合政策学部 2015.10〜2017.9

柳町　功 総合政策学部 2017.10〜2019.9

廣瀬　陽子 総合政策学部 2019.10〜

薬学 所属学部 在任期間

杉本　芳一 薬学部 2008.4〜2013.9

田村　悦臣 薬学部 2013.10〜2017.9

木内　文之 薬学部 2017.10〜2019.9

須貝　威 薬学部 2019.10〜
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【1─1a】
慶応義塾大学研究・教育情報セン
ター規程

（昭和 45 年 1 月 20 日制定）
（昭和 45 年 4 月 1 日施行）

第 1章　総　則

第 1条　慶応義塾大学に研究・教育情報
センター（以下情報センターという）
をおく．

第 2条　情報センターは，慶応義塾大学
における研究・教育活動に必要な図
書・資料を収集，整理し，これを効果

規　程

規程の変遷

1-1a 慶応義塾大学研究・
教育情報センター規程

（1970.4-1993.3）

1-1b 三田情報センター規程
（1970.4-1993.3）

1-1c 日吉情報センター規程
（1972.4-1993.3）

1-1d 医学情報センター規程
（1971.4-1993.3）

1-1e 理工学情報センター規程
（1972.4-1993.3）

1-1f 慶應義塾大学湘南藤沢
メディアセンター規程

（1991.7-1993.3）

1-2 慶應義塾大学メディアネット規程（1993.4-2004.6）

1-3 慶應義塾大学メディアセンター規程（2004.7-）

2-1 慶応義塾図書館（三田）規則（1970.4-1993.3）

2-2 慶應義塾大学図書館規程（1993.4-）
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的に提供すると共に，文献情報その他
の情報サービスを行ない，本大学の研
究・教育の発展に寄与することを目的
とする．

第 3条　①　情報センターに本部および
支部をおく．

②　支部センターは，次の各号とする．
1．三田情報センター
2．日吉情報センター
3．医学情報センター
4．理工学情報センター

第 2章　職 員

第 4条　①　情報センターに情報センタ
ー所長，支部センター所長，支部セン
ター副所長および事務職員（司書職な
どを含む）をおく．

②　司書職などの専門職に関する制度に
ついては，別に定める．

第 3章　本部組織

第 5条　①　情報センター所長は，塾長
が本章第 6条に定める情報センター協
議会にはかって任命する．任期は 2年
とし，重任を妨げない．

②　情報センター所長は，三田情報セン
ター所長，慶応義塾図書館長を兼ねる
場合を除き，塾内の他の機関の長を兼
ねることができない．

③　情報センター所長は，情報センター
を代表し，その業務を統括する．

④　情報センター所長は，その職務の執
行を円滑に行なうために，必要に応じ
支部センター所長および副所長からな
る本部運営委員会を招集することがで
きる．

⑤　情報センター所長は，事故ある場合
にそなえて，その職務の代行者を本部
運営委員のうちからあらかじめ指名し
ておくものとする．

第 6条　①　情報センターに情報センタ
ー協議会（以下協議会という）をおく．

②　協議会は，次の各号の委員をもって
構成し，塾長が委嘱する．
1．情報センター所長
2．各学部長および大学院社会学研究

科委員長
3．各学部から推薦された専任教員各

2名および大学院社会学研究科から
推薦された専任教員 1名

4．支部センター所長および副所長
5．大学の設置する研究機関の長のう

ち若千名
6．その他情報センター所長が必要と

認めた者
③　前項第 3号および第 6号の協議会委

員の任期は 2年とし，重任を妨げない．
④　協議会は，情報センター所長の諮問

機関として，この規程で別に定めるも
ののほか次の事項を審議する．
1．情報センター運営の基本方針
2．情報センターの予算・決算に関す

る事項
3．その他情報センター運営に必要な

事項
⑤　協議会は，毎年 2回定期に情報セン

ター所長が招集し，その議長となる．
ただし必要がある時は，臨時に招集す
ることができる．

第 7条　①　情報センターの本部事務室
を三田地区に設ける．

②　本部事務室に本部事務室長をおく．
③　本部事務室は，情報センター所長の

命を受け，情報センター業務に関する
全般的管理，企画および研究開発並び
に調整に関する業務を担当する．

第 4章　支部センター

第 8条　①　支部センター所長は，情報
センター所長が協議会の議を経て塾長
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に推薦し，塾長が任命する．任期は 2
年とし，重任を妨げない．

②　支部センター所長は，情報センター
運営の基本方針に基づいて，当該支部
センター業務を統括する．

第 9条　支部センター副所長は，支部セ
ンター所長を補佐し，支部センター所
長事故ある場合は，その職務を代行す
る．

第 10 条　①　各支部センターに支部セ
ンター協議会（以下支部協議会とい
う）をおく．

②　支部協議会は，当該支部センター所
長の諮問機関として，次の事項を審議
する．
1．当該支部センター運営の基本方針
2．当該支部センターの予算・決算に

関する事項
3．その他当該支部センター運営に必

要な事項
③　支部協議会は，当該支部センター所

長が必要に応じて招集し，その議長と
なる．

第 11 条　各支部センターの内部組織お
よび支部協議会の細目については，別
に定める．

第 5章　規程の改訂

第 12 条　この規程の改訂は，情報セン
ター所長が協識会にはかり，大学評議
会の議を経て塾長が行なう．

付　　則

第 1条　この規程の施行後，この規程の
定めに従って情報センター所長および
支部センター所長が任命されるまでの
間，それぞれの職務の遂行については，
暫定的に次の措置をとるものとする．
1．情報センター所長および三田情報

センター所長の職務は，この規程の

施行直前に研究・教育情報センター
準備本部長の職にあった者がこれを
代行する．

2．日吉情報センター所長の職務は，
藤山記念日吉図書館副館長および日
吉研究室運営委員長がこれを代行す
る．

3．医学情報センター所長の職務は，
北里記念医学図書館副館長がこれを
代行する．

4．理工学情報センター所長の職務は，
工学図書館副館長がこれを代行する．

第 2条　この規程の施行と同時に図書館
学研究会規程を廃止する．また，最終
の支部センター規程の施行と同時に慶
応義塾図書館規程を廃止する．

第 3 条　この規程は，昭和 45 年 4 月 1
日から施行する．

【1─1b】
三田情報センター規程

（昭和 45 年 1 月 20 日制定）
（昭和 45 年 4 月 1 日施行）

第 1条　慶応義塾大学研究・教育情報セ
ンター規程（以下情報センター規程と
いう）第 3条による三田情報センター
の運営に関しては，この規程の定める
ところによる．

第 2条　①　三田情報センターは，情報
センター規程第 2条に掲げる目的を遂
行するため，慶応義塾図書館（三田）
および慶応義塾大学研究室（三田）の
図書・資料を収集，整理し，これを効
果的に提供すると共に必要な情報サー
ビスを行なう．

②　三田情報センターは，三田地区所在
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の研究所およびそれに準ずる機関の図
書・資料の収集，整理をも行なうこと
ができる．

第 3条　①　三田情報センターにパプリ
ックサービス部とテクニカルサービス
部を設ける．

②　パプリックサービス部は，情報と図
書資料の提供に関する業務を担当する
ため，部内にレファレンスその他の情
報サービス担当と，閲覧課を設ける．

③　テクニカルサービス部は，図書・資
料の発注，受入，整理および目録編成
などに関する業務を担当するため部内
に収集課と整理課を設ける．

第 4条　①　三田情報センターに総務課，
複写・印刷センターおよび特殊資料担
当を設ける．

②　総務課は，人事，庶務，会計および
施設の管理などの業務を担当する．

③　複写・印刷センターは，複写・印刷
業務を担当する．

④　特殊資料担当は，特殊資料を管理す
る．

第 5条　情報センター規程第 10 条の定
めにより設置する三田情報センター協
議会（以下三田協議会という）の委員
は，次の各号により三田情報センター
所長が委嘱する．
1．文学部・経済学部・法学部・商学

部および大学院社会学研究科の図書
委員長

2．文学部・経済学部・法学部および
商学部から推蔦された専任教員　各
1名

3．三田地区所在の研究所およびそれ
に準ずる機関から推薦された者　若
干名

4．三田情報センターの副所長および
部長

5．研究室運営委員長（三田）および

研究室主事（三田）
6．その他三田情報センター所長が必

要と認めた者
第 6条　①　三田情報センターに図書選

定合同委員会をおく．
②　図書選定合同委員会については，別

に定める．
第 7条　この規程の改訂は，情報センタ

ー所長の発議に基づき，情報センター
協議会の議を経て塾長が行なう．

付　　則

第 1 条　この規程は，昭和 45 年 4 月 1
日から施行する．

【1─1c】
日吉情報センター規程

（昭和 47 年 1 月 25 日制定）
（昭和 47 年 4 月 1 日施行）

第 1条　慶応義塾大学研究・教育情報セ
ンター規程（以下情報センター規程と
いう）第 3条による日吉情報センター
の運営に関しては，この規程の定める
ところによる．

第 2条　①　日吉情報センターは，情報
センター規程第 2条に掲げる目的を遂
行するために必要な諸活動を行なう．

②　日吉情報センターは，日吉地区所在
の研究所およびそれに準ずる機関の図
書・資料の収集・整理をも行なうこと
ができる．

第 3条　①　日吉情報センターにパブリ
ック・サービス課，テクニカル・サー
ビス課および総務担当を設ける．

②　パブリック・サービス課は，「藤山
記念日吉図書館」と「日吉研究室図書
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室」の二つのサービス単位について，
閲覧，貸出，複写，情報サービスおよ
びそれに付帯する業務を行なう．

③　テクニカル・サービス課は，前項の
二つのサービス単位において利用され
る図書・資料の収集・整理などに関す
る業務を行なう．

④　総務担当は，人事・庶務・会計・施
設管理および業務運営上の調整などを
行なう．

第 4条　①　情報センター規程第 10 条
の定めにより設置する日吉情報センタ
ー協議会の委員は，次の各号により日
吉情報センター所長が委嘱する．
1．日吉主任の互選によって推薦され

た者　1名
2．人文科学部門，社会科学部門，自

然科学部門および語学部門の主査
3．人文科学部門，社会科学部門，自

然科学部門および語学部門から推薦
された者　各 1名

4．日吉研究室運営委員長および日吉
研究室主事

5．日吉情報センターの副所長および
それを補佐する職位にある者

6．その他日吉情報センター所長が必
要と認めた者

②　前項第 3号・第 6号の委員の任期は
2年とし，重任をさまたげない．

第 5条　この規程の改訂は，情報センタ
ー所長の発議に基づき，情報センター
協議会の議を経て塾長が行なう．

付　　則

第 1条　この規程の施行と同時に，藤山
記念日吉図書館の組織を廃止し，慶応
義塾図書館規程の適用を停止する．

第 2条　この規程は，昭和 47 年 4 月 1
日から施行する．

【1─1d】
医学情報センター規程

（昭和 46 年 1 月 19 日制定）
（昭和 46 年 4 月 1 日施行）

第 1条　慶応義塾大学研究・教育情報セ
ンター規程（以下情報センター規程と
いう）第 3条による医学情報センター
を医学部構内（北里記念医学図書館）
に置き，その運営に関しては，この規
程の定めるところによる．

第 2条　医学情報センターは，医学およ
びそれに関連する学術研究領域に関し
て，情報センター規程第 2条に掲げる
目的を遂行するために必要な諸活動を
行なう．

第 3条　医学情報センターに資料サービ
ス担当，情報サービス担当および総務
担当を設ける．

②　資料サービス担当は，図書・資料の
収集・整理および運用並びに文献複写
等に関する業務を遂行する．

③　情報サービス担当は，レファレンス，
文献分析，翻訳，その他の業務を遂行
する．

④　総務担当は，業務運営上の管理・調
整などを行うほか，医学情報センター
の機能をより向上させるために，必要
な各種の研究・開発プロジェクトを遂
行する．

第 4 条　情報センター規程第 10 条の定
めにより設置する医学情報センター協
議会の委員は，次の各号により医学情
報センター所長が委嘱する．
1．教育・研究および診療の各部門か

ら推薦された専任教職員　各 2名
2．中央診療施設部門および診療補助

部門から推薦された専任教職員　各
1 名
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3．医学情報センターの副所長および
それを補佐する職位にある者

4．その他医学情報センター所長が必
要と認めた者

②　医学情報センター協議会の委員の任
期は 2年とし，重任をさまたげない．

第 5条　この規程の改訂は，情報センタ
ー所長の発議に基づき，情報センター
協議会の議を経て塾長が行なう．

付　　則

第 1条　この規程の施行と同時に，医学
図書館の組織を廃止し，慶応義塾図書
館規程の適用を停止する．

第 2条　この規程は，昭和 46 年 4 月 1
日から施行する．

【1─1e】
理工学情報センター規程

（昭和 47 年 1 月 25 日制定）
（昭和 47 年 4 月 1 日施行）

第 1条　慶応義塾大学研究・教育情報セ
ンター規程（以下情報センター規程と
いう）第 3条による理工学情報センタ
ーを工学部構内（松下記念図書館）に
置き，その運営に関しては，この規程
の定めるところによる．

第 2条　理工学情報センターは，理工学
を中心とした学術領域に関して，情報
センター規程第 2条に掲げる目的を遂
行するために必要な諸活動を行なう．

第 3条　①　理工学情報センターに資料
サービス担当，情報サービス担当およ
び総務担当を設ける．

②　資料サービス担当は，図書・資料の
収集・整理および運用ならびに文献複

写等に関する業務を遂行する．
③　情報サービス担当はレファレンス，

文献調査その他の業務を遂行する．
④　総務担当は，業務運営上の管理・調

整などを行なうほか，理工学情報セン
ターの機能をより向上させるために必
要な各種の研究・開発プロジェクトを
遂行する．

第 4条　①　情報センター規程第 10 条
の定めにより設置する理工学情報セン
ター協議会の委員は，次の各号により
理工学情報センター所長が委嘱する．
1．機械工学・電気工学・応用化学・

計測工学および管理工学の各学科か
ら推薦された専任教員各 1名ならび
に工学基礎教室から推薦された専任
教員 1名

2．理工学情報センターの副所長およ
びそれを補佐する職位にある者

3．その他理工学情報センター所長が
必要と認めた者

②　前項第 1号および第 3号の委員の任
期は 2年とし，重任をさまたげない．

第 5条　この規程の改訂は，情報センタ
ー所長の発議に基づき情報センター協
議会の議を経て塾長が行なう．

付　　則

第 1条　この規程の施行と同時に，工学
図書館の組織を廃止し，慶応義塾図書
館規程の適用を停止する．

第 2 条　この規程は，昭和 47 年 4 月 1
日から施行する．
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【1─1f】
慶應義塾大学湘南藤沢メディアセ
ンター規程

（制定　平成 3年 7月 2日）
（施行　平成 3年 7月 2日）

第 1条（設置）①　慶應義塾大学に慶應
義塾大学湘南藤沢メディアセンター

（以下「センター」という．）を置く．
②　前項のセンター内に，湘南藤沢図書

館を置く．
第 2条（目的）センターは，研究・教育

活動に必要な情報関連環境を整備・運
用し，これを効果的に提供することに
よって，慶應義塾大学（以下「大学」
という．）の研究・教育の発展に寄与
することを目的とする．

第 3条（業務）センターは，前条の目的
を達成するために次の業務を行う．
1　研究・教育関連情報の収集・処

理・提供に関する業務
2　情報関連システムの整備・運用に

関する業務
3　教材開発およびマルチメディア環

境を活用した教育活動の支援に関す
る業務

4　研究活動の支援および研究助成に
関する業務

5　その他センターの目的達成に必要
な業務

第 4条（組織）①　センターに次の教職
員を置く．
1　所　長　　　　　　 1 名
2　センター事務長　　 1 名
3　職　員　　　　　若干名

②　所長は，センターを代表し，その業
務を統括する．

③　センター事務長は，センターの事務
を統括する．

④　職員は，別に定める規程に基づき，
それぞれの業務を担当する．

第 5条（協議会）①　センターの円滑な
運営を図るため，協議会を置く．

②　協議会は，次の者をもって構成し，
所長が委嘱する．
1　所　長
2　大学総合政策学部および環境情報

学部から推薦された専任教員　各 3
名

3　大学総合政策学部附属総合政策研
究所，大学環境情報学部附属環境情
報研究所および大学総合政策学部・
環境情報学部附属言語コミュニケー
ション研究所から推薦された所員
（専属）各 1名
4　湘南藤沢事務室事務長
5　センター事務長
6　その他所長が必要と認めた者　若

干名
③　前項第 2号，第 3号および第 6号に

定める委員の任期は 2年とし，重任を
妨げない．ただし，任期の途中で退任
した場合，後任者の任期は，前任者の
残任期間とする．

④　協議会は，所長が招集し，その議長
となる．

⑤　協議会は，次の事項を審議する．
1　センター運営の基本方針
2　センターの予算・決算に関する事

項
3　その他センター運営に必要な事項

第 6条（専門委員会）①　センターに，
所長の諮問機関として専門委員会を置
くことができる．

②　専門委員会は，所長から付議された
事項について審議する．

③　専門委員会は，所長の同意を得て，
必要に応じてワーキンググループを別
に設けることができる．
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④　専門委員会の構成および委員の任期
については，別に定める．

第 7条（教職員の任免）①　センター教
職員の任免は，次の各号による．
1　所長は，塾長が任命する．
2　センター事務長および職員の任免

は，義塾任免規程の定めるところに
よる．

②　所長の任期は 2年とし，重任を妨げ
ない．ただし，任期の途中で退任した
場合，後任者の任期は，前任者の残任
期間とする．

第 8条（経理）センターの経理は，義塾
経理規程の定めるところによる．

第 9条（規程の改廃）この規程の改廃は，
所長の発議に基づき，協議会の議を経
て塾長が決定する．

附　則（平成 3年 7月 2日）
　この規程は平成 3年 7月 2日から施行
し，平成 3年 4月 1日から適用する．

【1─2】
慶應義塾大学メディアネット規程

（平成 4年 10 月 6 日制定）
（平成 5 年 4 月 1 日施行）

第 1条（設置）慶應義塾大学（以下「大
学」という．）に，慶應義塾大学メデ
ィアネット（以下「メディアネット」
という．）を置く．

第 2条（目的）メディアネットは，研
究・教育活動に必要な情報関連環境を
整備・運用し，これを効果的に提供す
ることによって，大学の研究・教育の
発展に寄与することを目的とする．

第 3条（業務）メディアネットは，前条

の目的を達成するために次の業務を行
う．
1　研究・教育関連情報の収集，処理

および提供に関する業務
2　情報関連システムおよび機器の整

備・運用に関する業務
3　教材の開発およびマルチメディア

環境を活用した教育活動の支援に関
する業務

4　研究活動の支援に関する業務
5　メディアネットの目的達成のため

に必要なその他の業務
第 4条（本部・支部）①　メディアネッ

トに，メディアネット本部（以下「本
部」という．）を置く．

②　本部は，三田の大学構内に置く．
③　メディアネットの支部として，大学

各地区にメディアセンター（以下「セ
ンター」という．）を置く．センター
は，次の各号による．
1　三田メディアセンター
2　日吉メディアセンター
3　医学メディアセンター
4　理工学メディアセンター
5　湘南藤沢メディアセンター

第 5条（組織）①　メディアネットにメ
ディアネット所長（以下「所長」とい
う．）およびメディアネット副所長
（以下「副所長」という．）を置き，各
地区メディアセンターにメディアセン
ター所長（以下「センター所長」とい
う．）およびメディアセンター副所長

（以下「センター副所長」という．）を
置く．

②　所長はメディアネットを代表し，そ
の業務を統括する．

③　所長は，三田メディアセンター所長
または別に定める規程に基づき慶應義
塾図書館長を兼ねる場合を除き，義塾
内の他の機関の長を兼ねることができ
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ない．
④　センター所長は当該センターを代表

し，その業務を統括する．
⑤　センター所長は，別に定める規程に

基づき慶應義塾日吉図書館長，北里記
念医学図書館長，松下記念理工学図書
館長，湘南藤沢図書館長を兼ねる場合
を除き，義塾内の他の機関の長を兼ね
ることができない．

⑥　副所長は所長を補佐し，所長事故あ
るときはその職務を代行する．

⑦　センター副所長はセンター所長を補
佐し，センター所長事故あるときはそ
の職務を代行する．

第 6条（本部組織）①　本部に，次の職
員を置く．
1　メディアネット事務長　1名
2　職員　若干名

②　メディアネット事務長は，所長の命
を受けメディアネット全般の事務を統
括する．

③　職員は別に定める規定に基づき，そ
れぞれの職務を担当する．

第 7条（センター組織）①　各センター
に第 5条に定めるセンター所長および
センター副所長のほか，次の職員を置
く．
1　センター事務長　各 1名
2　職員　各若干名

②　センター事務長は，センター所長の
命を受け当該センターの事務を統括す
る．

③　職員は別に定める規程に基づき，そ
れぞれの職務を担当する．

第 8条（諸会議）①　メディアネットに，
メディアネット評議会（以下「評議
会」という．）および専門委員会を置
く．

②　各センターに，センター協議会（以
下「協議会」という．）および専門委

員会を置く．
③　本部に，本部運営委員会（以下「運

営委員会」という．）を置く．
第 9条（評議会）①　評議会は次の者を

もって構成し，塾長が委嘱する．
1　所長
2　副所長
3　大学各学部長および大学大学院各

研究科委員長
4　大学各学部および大学大学院各研

究科から推薦された者　各 1名
5　大学附属研究所および大学附属施

設の長のうち所長が推薦する者　若
干名

6　各センター所長および各センター
副所長

7　塾監局教務部長および総合企画室
長

8　メディアネット事務長および各セ
ンター事務長

9　その他所長が必要と認めた者
②　評議会は毎年 2回定期的に所長が招

集し，その議長となる．ただし，必要
に応じて臨時に招集することができる．

③　評議会は所長の諮問機関として，次
の事項を審議する．
1　メディアネット運営の基本方針
2　メディアネットの予算および決算

に関する事項
3　メディアネットの運営に必要なそ

の他の事項
④　第 1項第 4号および第 9号に定める

委員の任期は 2年とし，重任を妨げな
い．ただし，任期途中で退任した場合，
後任者の任期は前任者の残任期間とす
る．

第 10 条（協議会）①　協議会は次の者
をもって構成し，各センター所長が委
嘱する．
1　三田メディアセンター協議会



33

第三部　資　料

ア　三田メディアセンター所長
イ　三田メディアセンター副所長
ウ　大学文学部，経済学部，法学部

および商学部ならびに大学大学院
文学研究科，経済学研究科，法学
研究科，社会学研究科および商学
研究科から推薦された専任教員　
各 1名

エ　三田地区所在の大学附属研究所
および大学附属施設の専任教員の
中から三田メディアセンター所長
が推薦した者　若干名

オ　大学研究室（三田）運営委員会
委員長および大学研究室（三田）
主事

カ　三田メディアセンター事務長
キ　その他三田メディアセンター所

長が必要と認めた者
2　日吉メディアセンター協議会

ア　日吉メディアセンター所長
イ　日吉メディアセンター副所長
ウ　大学日吉主任の互選によって推

薦された者　1名
エ　大学（日吉）人文科学部門，社

会科学部門，自然科学部門および
語学部門の主査ならびに同各部門
から推薦された専任教員　各 1名

オ　大学語学視聴覚教育研究室長
カ　大学情報処理教育室長
キ　大学研究室（日吉）運営委員会

委員長および大学研究室（日吉）
主事

ク　日吉メディアセンター事務長
ケ　その他日吉メディアセンター所

長が必要と認めた者
3　医学メディアセンター協議会

ア　医学メディアセンター所長
イ　医学メディアセンター副所長
ウ　大学医学部および大学大学院医

学研究科から推薦された専任教員　

各若干名
エ　大学病院中央診療施設部門から

推薦された専任教員　1名
オ　医学メディアセンター事務長
カ　その他医学メディアセンター所

長が必要と認めた者
4　理工学メディアセンター協議会

ア　理工学メディアセンター所長
イ　理工学メディアセンター副所長
ウ　大学理工学部各学科および基礎

教室から推薦された専任教員　各
1名

エ　大学大学院理工学研究科から推
薦された専任教員　若干名

オ　理工学メディアセンター事務長
カ　その他理工学メディアセンター

所長が必要と認めた者
5　湘南藤沢メディアセンター協議会

ア　湘南藤沢メディアセンター所長
イ　湘南藤沢メディアセンター副所

長
ウ　大学総合政策学部および環境情

報学部から推薦された専任教員　
各 3名

エ　湘南藤沢地区所在の研究所から
推薦された専任教員　各 1名

オ　湘南藤沢メディアセンター事務
長

カ　その他湘南藤沢メディアセンタ
ー所長が必要と認めた者

②　協議会は各センター所長が必要に応
じて招集し，その議長となる．

③　協議会は各センター所長の諮問機関
として，次の事項を審議する．
1　各センターの運営の基本方針
2　各センターの予算および決算に関

する事項
3　各センターの運営に必要なその他

の事項
④　第 1項各号に定める各協議会の，職
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務上の委員以外の委員の任期は 2年と
し，重任を妨げない．ただし，任期途
中で退任した場合，後任者の任期は前
任者の残任期間とする．

第 11 条（運営委員会）①　運営委員会
は，次の者をもって構成する．
1　所長
2　副所長
3　各センター所長
4　各センター副所長
5　メディアネット事務長
6　各センター事務長

②　運営委員会は，所長がその職務の執
行を円滑に行うため必要に応じて招集
し，その議長となる．

第 12 条（専門委員会）メディアネット
および各センターに，必要に応じて専
門委員会を置くことができる．専門委
員会については，別に定める．

第 13 条（教職員の任免）①　メディア
ネットの教職員の任免は，次の各号に
よる．
1　所長，副所長，各センター所長お

よび各センター副所長は，塾長が任
命する．

2　メディアネット事務長，各センタ
ー事務長ならびに職員の任免は「慶
應義塾任免規程」の定めるところに
よる．

②　所長，副所長，各センター所長およ
び各センター副所長の任期は 2年とし，
重任を妨げない．ただし，任期の途中
で退任した場合，後任者の任期は前任
者の残任期間とする．

第 14 条（経理）メディアネットの経理
は，「慶應義塾経理規程」の定めると
ころによる．

第 15 条（規程の改廃）この規程の改廃
は，評議会の審議に基づき大学評議会
の議を経て塾長が決定する．

附　則（平成 4年 10 月 6 日）
①　この規程は，平成 5年 4月 1日から

施行する．
②　この規程の施行に伴い，慶應義塾大

学研究・教育情報センター規程，三田
情報センター規程，日吉情報センター
規程，医学情報センター規程，理工学
情報センター規程，慶應義塾大学湘南
藤沢メディアセンター規程および慶應
義塾大学計算センター規程は廃止する．

③　この規程の施行後，メディアネット
所長ほか各所長，副所長および事務長
が任命されるまでの間，それぞれの職
務の遂行については，暫定的に次の各
号による．
1　メディアネット所長および副所長

は，この規程施行直前に大学研究・
教育情報センター所長または大学計
算センター所長の職にあった者が代
行する．

2　メディアネット事務長は，この規
程施行直前に大学研究・教育情報セ
ンター本部事務室長または大学計算
センター事務長の職にあった者が代
行する．

3　各地区メディアセンター所長およ
び副所長は，この規程施行直前に各
地区情報センター所長または大学計
算センター各地区計算室長の職にあ
った者が代行する．

4　各地区メディアセンター事務長は，
この規程施行直前に各地区情報セン
ター副所長の職にあった者が代行す
る．
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【1─3】
慶應義塾大学メディアセンター規程

（平成 16 年 6 月 29 日制定）
（平成 16 年 7 月 1 日施行）

第 1条（設置）慶應義塾大学（以下「大
学」という．）に，慶應義塾大学メデ
ィアセンター（以下「メディアセンタ
ー」という．）を置く．

第 2条（目的）メディアセンターは，研
究・教育・医療に必要な資料・情報を
収集，整備，保存し，これを効果的に
提供することによって，大学の研究・
教育・医療の発展に寄与することを目
的とする．

第 3条（業務）メディアセンターは前条
の目的を達成するために次の業務を行
う．
1　資料・情報の収集，整備，提供お

よび発信に関する業務
2　資料・情報の保存に関する業務
3　情報システムの開発，運用および

保守に関する業務
4　その他メディアセンターの目的達

成のために必要な業務
第 4条（構成）①　メディアセンターは

本部および地区組織（以下「地区メデ
ィアセンター」という．）をもって構
成する．

②　前項の組織および設置キャンパスは，
次のとおりとする．
1　メディアセンター本部（三田キャ

ンパス）
2　三田メディアセンター（三田キャ

ンパス）
3　日吉メディアセンター（日吉キャ

ンパス）
4　信濃町メディアセンター（信濃町

キャンパス）

5　理工学メディアセンター（矢上キ
ャンパス）

6　湘南藤沢メディアセンター（湘南
藤沢キャンパス）

第 5条（組織）①　メディアセンターに
次の教職員を置く．
1　メディアセンター所長　1名
2　地区メディアセンター所長　各 1

名
3　メディアセンター本部事務長　1

名
4　地区メディアセンター事務長　各

1 名
5　職　員　若干名

②　メディアセンター所長はメディアセ
ンターを代表し，その業務を統括する．

③　メディアセンター所長は，三田メデ
ィアセンター所長または別に定める規
程に基づき，慶應義塾図書館長を兼ね
る場合を除き，義塾内の他の役職を兼
ねることができない．

④　地区メディアセンター所長は，当該
地区メディアセンターを代表し，その
業務を統括する．

⑤　各地区メディアセンター所長は，別
に定める規程に基づき，日吉図書館長，
北里記念医学図書館長，松下記念理工
学図書館長，湘南藤沢図書館長を兼ね
る場合を除き，義塾内の他の役職を兼
ねることができない．

⑥　メディアセンター本部事務長は，メ
ディアセンター所長の命を受け，メデ
ィアセンター全般の事務を統括する．

⑦　各地区メディアセンター事務長は，
当該地区メディアセンター所長の命を
受け，当該地区メディアセンターの事
務を統括する．

⑧　職員の職務については別に定める．
第 6 条（メディアセンター評議会）①　

メディアセンターにメディアセンター
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評議会（以下「評議会」という．）を
置く．評議会は次の者をもって構成す
る．
1　メディアセンター所長
2　大学各学部長および大学大学院各

研究科委員長
3　大学各学部および大学大学院各研

究科から推薦された者　各 1名
4　大学附属研究所および大学附属施

設の長のうちメディアセンター所長
が推薦する者　若干名

5　ITC所長，副所長および ITC本部
事務長

6　各地区メディアセンター所長
7　塾監局長，塾監局学事センター部

長および塾長室長
8　メディアセンター本部事務長およ

び各地区メディアセンター事務長
9　その他メディアセンター所長が必

要と認めた者
②　評議会は毎年 2回定期的に開催する．

ただし，必要に応じて臨時に開催する
ことができる．

③　評議会はメディアセンター所長が招
集し，その議長となる．

④　評議会はメディアセンター所長の諮
問機関として，次の事項を審議する．
1　メディアセンター運営の基本方針

に関する事項
2　メディアセンターの予算および決

算に関する事項
3　その他メディアセンターの運営に

必要な事項
⑤　第 1項第 3号および第 9号に定める

委員の任期は 2年とし，重任を防げな
い．ただし，任期途中で退任した場合，
後任者の任期は前任者の残任期間とす
る．

第 7条（メディアセンター協議会）①　
大学各キャンパスに，メディアセンタ

ー協議会（以下「協議会」という．）
を置く．

② 協議会は次の各号により，地区メデ
ィアセンター所長が委嘱した者によっ
て構成する．
1　三田メディアセンター協議会

ア　三田メディアセンター所長
イ　大学文学部，経済学部，法学部

および商学部ならびに大学大学院
文学研究科，経済学研究科，法学
研究科，社会学研究科，商学研究
科および法務研究科から推薦され
た専任教員　各 1名

ウ　三田地区所在の大学附属研究所
および大学附属施設の専任教員の
中から三田メディアセンター所長
が推薦した者　若干名

エ　大学研究室（三田）運営委員会
委員長および大学研究室（三田）
主事

オ　三田 ITC所長
カ　三田メディアセンター事務長
キ　その他三田メディアセンター所

長が必要と認めた者
2　日吉メディアセンター協議会

ア　日吉メディアセンター所長
イ　大学日吉主任のうちから互選さ

れた者　1名
ウ　大学（日吉）人文科学部門，社

会科学部門，自然科学部門および
語学部門の主査ならびに同各部門
から推薦された専任教員　各 1名

エ　外国語教育研究センター所長
オ　教養研究センター所長
カ　大学研究室（日吉）運営委員会

委員長および大学研究室（日吉）
主事

キ　日吉 ITC所長
ク　日吉キャンパス事務長
ケ　日吉メディアセンター事務長
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コ　その他日吉メディアセンター所
長が必要と認めた者

3　信濃町メディアセンター協議会
ア　信濃町メディアセンター所長
イ　大学医学部および大学大学院医

学研究科から推薦された専任教員　
各若干名

ウ　大学看護医療学部から推薦され
た専任教員　1名

エ　大学病院から推薦された専任教
員　1名

オ　信濃町 ITC所長
カ　信濃町キャンパス事務長
キ　信濃町メディアセンター事務長
ク　その他信濃町メディアセンター

所長が必要と認めた者
4　理工学メディアセンター協議会

ア　理工学メディアセンター所長
イ　大学理工学部各学科および基礎

教室から推薦された専任教員　各
1名

ウ　大学大学院理工学研究科から推
薦された専任教員　若干名

エ　慶應義塾先端科学技術センター
所長

オ　理工学 ITC所長
カ　理工学部事務長
キ　理工学メディアセンター事務長
ク　その他理工学メディアセンター

所長が必要と認めた者
5　湘南藤沢メディアセンター協議会

ア　湘南藤沢メディアセンター所長
イ　大学総合政策学部，環境情報学

部，看護医療学部ならびに大学大
学院政策・メディア研究科から推
薦された専任教員　各 1名

ウ　SFC研究所から推薦された専
任教員　1名

エ　湘南藤沢 ITC所長
オ　湘南藤沢キャンパス事務長

カ　湘南藤沢メディアセンター事務
長

キ　その他湘南藤沢メディアセンタ
ー所長が必要と認めた者

③　協議会は，各地区メディアセンター
所長が招集し，その議長となる．各地
区メディアセンター所長の諮問機関と
して，次の事項を審議する．
1　各地区メディアセンター運営の基

本方針に関する事項
2　各地区メディアセンターの予算お

よび決算に関する事項
3　各地区メディアセンターの運営に

必要なその他の事項
④　協議会の役職上の委員以外の任期は

2年とし，重任を妨げない．ただし，
任期途中で退任した場合，後任者の任
期は前任者の残任期間とする．

第 8条（諸会議）①　メディアセンター
に運営委員会を置く．運営委員会は，
メディアセンター所長がその職務を円
滑に行うため，必要に応じて招集し，
その議長となる．運営委員会は，次の
者をもって構成する．
1　メディアセンター所長
2　メディアセンター本部事務長
3　各地区メディアセンター所長
4　各地区メディアセンター事務長
5　その他メディアセンター所長が必

要と認めた者
②　メディアセンターおよび各地区メデ

ィアセンターに，必要に応じて専門委
員会を置くことができる．

第 9条（教職員の任免）①　メディアセ
ンターの教職員の任免は，次の各号に
よる．
1　メディアセンター所長および各地

区メディアセンター所長は，塾長が
任命する．

2　メディアセンター本部事務長，各
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地区メディアセンター事務長および
職員の任免は「慶應義塾任免規程」
の定めるところによる．

②　メディアセンター所長および各地区
メディアセンター所長の任期は 2年と
し，重任を妨げない．

ただし，任期の途中で退任した場合，後
任者の任期は前任者の残任期間とする．

第 10 条（経理）メディアセンターの経
理は，「慶應義塾経理規程」の定める
ところによる．

第 11 条（規程の改廃）この規程の改廃
は，評議会の審議に基づき，大学評議
会の議を経て塾長が決定する．

附則（平成 16 年 6 月 29 日）
①この規程および「慶應義塾インフォメ

ーションテクノロジーセンター規程」
の施行に伴い，「慶應義塾大学メディ
アネット規程」は廃止する．

②この規程は，平成 16 年 7 月 1 日から
施行する．

【2─1】
慶応義塾図書館（三田）規則

（昭和 45 年 1 月 20 日制定）
（昭和 45 年 4 月 1 日施行）

（根拠）
第 1条　慶応義塾に慶応義塾図書館（以

下図書館という）をおき，図書館（三
田）の運営に関しては，この規則の定
めるところによる．

（目的）
第 2条　図書館（三田）は，大学の研

究・教育の発展と充実を目的として図
書・資料を収集し，大学の総合研究図

書館および学習図書館の機能を充分に
発揮しなければならない．

（職員）
第 3条　前条の目的を達成するため，図

書館（三田）に館長 1名，副館長 1名
をおき，必要に応じて事務職員をおく
ことができる．

第 4条　館長および副館長は，三田情報
センターの所長および副所長がそれぞ
れ兼ねるものとする．

（職務）
第 5条　館長は，図書館（三田）を代表

し，図書予算の編成，執行および図
書・資料の収集，選定を行なう．ただ
し施設の管理および総務的業務をはじ
め，図書・資料の収集，整理業務およ
び利用サービスなどについては，三田
情報センターにこれを委管する．

第 6条　副館長は館長を補佐し，館長事
故あるときは館長の職務を代行する．

（図書選定委員会）
第 7条　第 5条の職務のうち，図書・資

料の収集選定業務を遂行するため，図
書館に図書選定委員会を設ける．

第 8条　図書選定委員会は，館長の諮問
機関とし，館長，副館長のほか，館長
の委嘱した学部，大学院研究科所属の
教員および館長が必要と認めた者をも
って構成する．

第 9条　館長は，必要に応じて随時図書
選定委員会を招集することができる．

第 10 条　図書選定委員の任期は 2年と
し，重任を妨げない．
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【2─2】
慶應義塾大学図書館規程

（平成 4年 10 月 6 日制定）
（平成 5 年 4 月 1 日施行）

第 1条（設置）慶應義塾大学（以下「大
学」という．）に，次の各号により大
学図書館（以下「各図書館」という．）
を置く．
1　慶應義塾図書館
2　慶應義塾日吉図書館
3　北里記念医学図書館
4　松下記念理工学図書館
5　湘南藤沢図書館

第 2条（目的）各図書館は，図書・資料
を収集・提供することによって，大学
各地区の研究・教育の発展と充実に寄
与することを目的とする．

第 3条（業務）①　各図書館は，前条の
目的を達成するために図書・資料の選
定等必要な業務を行う．

②　前項の業務の遂行については，次の
各号による．
1　慶應義塾図書館の業務は，三田メ

ディアセンターが行う．
2　慶應義塾日吉図書館の業務は，日

吉メディアセンターが行う．
3　北里記念医学図書館の業務は，医

学メディアセンターが行う．
4　松下記念理工学図書館の業務は，

理工学メディアセンターが行う．
5　湘南藤沢図書館の業務は，湘南藤

沢メディアセンターが行う．
第 4条（組織）各図書館に，次の各号に

より，図書館長を置く．
1　慶應義塾図書館長は，メディアネ

ット所長が兼務する．
2　慶應義塾日吉図書館長は，日吉メ

ディアセンター所長が兼務する．
3　北里記念医学図書館長は，医学メ

ディアセンター所長が兼務する．
4　松下記念理工学図書館長は，理工

学メディアセンター所長が兼務する．
5　湘南藤沢図書館長は，湘南藤沢メ

ディアセンター所長が兼務する．
第 5条（委員会）①　各図書館は，第 3

条第 1項に定める図書・資料の選定の
ために図書選定委員会を置くことがで
きる．

②　図書選定委員会の細目については，
別に定める．

第 6条（規程の改廃）この規程の改廃は，
メディアネット評議会の審議に基づき，
大学評議会の議を経て塾長が決定する．

附　　則（平成 4年 10 月 6 日）
①　この規程は，平成 5年 4月 1日から

施行する．
②　この規程の制定に伴い，慶應義塾図

書館（三田）規則は，廃止する．
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刊行物一覧 
（1970 年度〜2019 年度）

慶應義塾大学の図書館（研究・教育情報センター、メディアネット、メディアセンター）
の編集・刊行物および職員の業務著作を収録した。

・各刊行物の表記は書名．出版者，出版年とし、種類によって分け、同一種類
内は出版年順とした。

・慶應義塾大学組織の出版物の出版者表記については、組織名から慶應義塾大
学を省略した。また英語の名称は日本語名称に統一した。

・逐次刊行物は初号の表記を原則とした。

【目　録】

〈蔵書目録〉
ポール・A．サミュエルソン教授著書・翻訳書目録．三田情報センター，1971
国内政府刊行物：慶應義塾大学所蔵リスト．昭和 46 年 7 月〜8 月現在．研究・教育情

報センター本部事務室，1971
公害関係文献目録．予備版．三田情報センター，1972
慶應義塾大学所蔵国際法関係基礎資料及び定期刊行物（欧文）．三田情報センター，

1972
外国法関係資料目録 法令集・判例集：収書整備基礎調査．三田情報センター，1973
古医書目録．医学情報センター；医事通信社（発売），1973
会社法関係文献（邦文）．三田情報センター，1973
上田文庫目録．日吉情報センター，1974
フィルム・ライブラリー所蔵目録：1976 年．医学情報センター（北里記念医学図書館）

フィルム・ライブラリー，1976
慶應義塾図書館分類目録．三田研究・教育情報センター，1977
参考図書総合目録（洋書）．国際基督教大学図書館；東京大学総合図書館；三田情報セ

ンター，1984
魚菜文庫（旧称石泰文庫）目録：慶應義塾図書館蔵．三田情報センター，1985
Katalog der Rilke-Sammlung in der Bibliothek der Universität Keio．三田情報セン

ター，1986
慶應義塾大学三田情報センター蔵書目録著者目録（洋書篇）．補遺版．三田情報センター，

1986
慶應義塾大学三田情報センター蔵書目録著者目録（和漢書編）．補遺版．三田情報セン

ター，1986
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視聴覚資料リスト．ビデオ篇：1987 年 1 月末現在．医学情報センター，1987
慶応義塾大学図書館所蔵戦前期東南アジア関係文献目録．経済学部杉山研究室，1988
松本文庫目録：慶應義塾図書館蔵：松本信廣名誉教授旧蔵書目録．三田情報センター，

1991
古医書目録．改訂版．医学メディアセンター，1994
小山内薫の演劇絵葉書：地域別・作家作品別の目録．三田メディアセンター，1995
松井巻之助氏寄贈図書目録．日吉メディアセンター（製作），1996
慶應義塾図書館所蔵佐藤朔文庫目録．三田メディアセンター，1997
花井卓蔵文書目録：慶應義塾図書館蔵．三田メディアセンター，1997
慶應義塾大学三田メディアセンター蔵書目録．三田メディアセンター，1998
井筒俊彦文庫目録．慶應義塾図書館，2002−2003
慶應義塾圗書館和漢貴重書目録．慶應義塾図書館；慶應義塾大学出版会（発売），2009
三田文学ライブラリー目録．慶應義塾図書館，2010
改造社出版関係資料．山本実彦旧蔵慶應義塾図書館所蔵［DVD─ROM］．雄松堂出版，

2010
三田評論総索引データベース．統合版．三田メディアセンター，2014

〈雑誌目録〉
慶應義塾大学雑誌目録．慶應義塾図書館，1964−1978
慶應義塾工学図書館所蔵増加雑誌目録：1970 年 7 月 1 日．慶応義塾工学図書館，1970
外国医学雑誌所蔵目録．医学情報センター，1971
慶應義塾大学理工学情報センター松下記念図書館学術雑誌目録：1971 年 6 月 30 日現在．

理工学情報センター（松下記念図書館），1971
学術雑誌目録．1977．理工学情報センター（松下記念図書館），1978
学術雑誌目録．1977：追加・訂正リストNo. 1：1977 年 11 月−1981 年 5 月．理工学情

報センター（松下記念図書館），1981
学術雑誌目録．1984．理工学情報センター（松下記念図書館），1985
学術雑誌所蔵目録．1984 年．医学情報センター，1985
学術雑誌目録．1984．別冊：露文雑誌編（邦訳誌名付）．理工学情報センター（松下記

念図書館），1986
早稲田大学・慶應義塾大学欧文雑誌総合目録．早稲田大学図書館；研究・教育情報セン

ター，1990
学術雑誌目録．1997．理工学メディアセンター（松下記念理工学図書館），1997

〈文献目録〉
プラスミン文献集．北里記念医学図書館，No. 1（1962）−No. 117（1983）
Bibliography of library science and documentation．北里記念医学図書館，Vol. 1

（1965）−Vol. 9．No. 12（1973）
図書館学・ドキュメンテーション文献集．北里記念医学図書館，Vol. 1，no. 1（1968）

−Vol. 6，no. 12（1973）；1974−1977
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医学教育文献速報．北里記念医学図書館，Vol. 1，No. 1（1969）−Vol. 7，No. 6
（1976）

〈文献シリーズ〉
手形法・小切手法．三田情報センター，1971
経済学関係記念論文集記事索引．三田情報センター，1971
江戸期地誌紀行類目録稿：含・寺社略縁起類 慶応義塾図書館所蔵．三田情報センター，

1972
外国語辞書目録．三田情報センター，1973
慶応義塾図書館所蔵寺社略縁起類解題．三田情報センター，1981
江戸切絵図：尾張屋清七版：出場限朱引入．三田情報センター，1985
慶應義塾所蔵高橋誠一郎浮世絵コレクション目録．予備版．三田情報センター，1987
慶応義塾図書館所蔵George S. Bonn 蒐集明治錦絵コレクション．三田情報センター，

1988
慶応義塾図書館所蔵江戸時代の寺社境内絵図．三田情報センター，1990−1997
慶應義塾図書館蔵大阪町絵図：大阪北組旧蔵．三田情報センター，1992
広重：東海道錦絵を読む．三田情報センター，1993
慶應義塾所蔵高橋誠一郎浮世絵コレクション目録．三田メディアセンター；慶應義塾図

書館貴重書室，1994
日本古刊本図録：慶應義塾図書館所蔵．三田メディアセンター；慶應義塾図書館貴重書

室，1995−1996
江戸・明治京都の天気表：二条家内々御番所日次記．三田メディアセンター；慶應義塾図

書館貴重書室，1998−2001
慶應義塾図書館所蔵奈良文庫目録．三田メディアセンター，2013
慶應義塾図書館所蔵ドイツ語雑誌解題：経済・社会・歴史を中心に．三田メディアセン

ター，2013
荒俣宏旧蔵博物誌コレクション目録．三田メディアセンター，2016
高橋箒庵文庫茶道関係資料目録．三田メディアセンター，2018

【展示カタログ】

〈慶應義塾図書館貴重書展示会（図録）〉
「キャクストンとアーサー王伝説」展：マロリーの「アーサーの死」出版 500 年を記念

して．慶應義塾図書館；丸善，1985
「書物に見る西欧哲学・科学思想の流れ」展目録：慶應義塾図書館所蔵稀覯本．慶応義

塾図書館，1988
資料に見る日本食文化と食養史：展示図録．慶應義塾図書館，1990
広重・東海道錦絵：日本橋より藤沢・箱根まで展：慶應義塾湘南藤沢キャンパス開設記

念．［慶應義塾図書館 ?］，1990
『鵞ペンから印刷機へ』展：目で見る西洋写本文化と印刷文化：展示会目録．慶應義塾
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図書館，1991
和漢書善本百選：展示会図録：慶應義塾図書館八十年記念．慶應義塾図書館，1992
高橋誠一郎旧蔵古版西洋経済書展：ユートピアから「国富論」まで．丸善，1993
理性の夢：図版と文字で読むフランス 18 世紀．慶應義塾図書館，1995
広重「東海道五十三次」錦絵展：出世作保永堂版に続く六種．慶應義塾図書館，1996
ANATOMIA：ダ・ヴィンチから解剖図譜の歩み．慶應義塾図書館，1997

「日本中世印刷史」展．慶應義塾図書館，1998
寓意の鏡：16・17 世紀ヨーロッパの書物と挿絵．慶應義塾図書館，1999
慶應義塾図書館蔵「御伽草子」展．慶應義塾図書館，2000
慶應義塾の経済学：福澤先生没後百年記念．慶應義塾図書館，2001
辞書の世界：江戸・明治期版本を中心に．慶應義塾図書館，2002
博物図鑑の世界：繁殖する自然．慶應義塾図書館，2003
子どもたちの物語：啓蒙・教訓・お伽ばなし．慶応義塾図書館，2004
近代科学の黎明：コペルニクス，ニュートン，そしてキルヒャー：第 18 回慶應義塾図

書館貴重書展示会．慶応義塾図書館，2005
「論語の世界」：現代に生きる論語：第 19 回慶應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図

書館，2006
義塾図書館を読む：和・漢・洋の貴重書から：第 20 回慶應義塾図書館貴重書展示会．

慶應義塾図書館，2007
いま鮮やかに甦る明治：ボン浮世絵コレクション：慶應義塾創立 150 年記念貴重書展示

会．慶應義塾図書館，2008
現代フランス文学受容と展開：ヴァレリー，コクトーの未公開草稿を中心に：第 22 回慶

應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図書館，2009
経済学の源流：欧米諸都市が育んだ 100 の古典：第 23 回慶應義塾図書館貴重書展示会．

慶應義塾図書館，2010
ルカ・パチョーリの『スムマ』から福澤へ：複式簿記の伝播と会計の進化：第 24 回慶

應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図書館，2012
『百科全書』情報の玉手箱をひもとく：ドニ・ディドロ生誕 300 周年記念：第 25 回慶應

義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図書館，2013
慶應義塾の王朝物語：源氏物語を中心として：第 26 回慶應義塾図書館貴重書展示会．

慶應義塾図書館，2014
活字文化の真髄：日本の古活字版と西洋初期印刷本：第 27 回慶應義塾図書館貴重書展

示会．慶應義塾図書館，2015
鏡花の書斎：「幻想」の生まれる場所：第 28 回慶應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾

図書館，2016
古文書コレクションの源流探検：反町十郎，反町茂雄，木島誠三，木島櫻谷，そして

…：第 29 回慶應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図書館，2017
インキュナブラの時代：慶應義塾の西洋初期印刷本コレクションとその広がり：第 30

回慶應義塾図書館貴重書展示会．慶應義塾図書館，2018
究極の質感：西洋中世写本の輝き：第 31 回慶應義塾図書館貴重書展示会＝The ulti-
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mate materiality：the splendour of Western medieval manuscripts．慶應義塾
図書館，2019

〈その他の展示〉
慶応義塾所蔵中世古文書展目録．三田情報センター，1971
公害関係文献情報サービスと資料展．研究・教育情報センター，1972
アダム・スミス生誕 250 年記念展覧会目録．慶応義塾経済学会，1973
フランス官報とパリ・コミューン資料展目録．三田情報センター；慶應義塾経済学会，

1975
足尾鉱毒事件と田中正造資料展目録．三田情報センター，1976
慶應義塾図書館蔵江戸時代の都市図展［解説目録］．三田情報センター，1981
ジャン・コクトー生誕 100 年記念小展示目録．三田情報センター，1989
近代日本社会学の草創と慶応義塾：小展示．慶応義塾福澤研究センター；三田情報セン

ター，1991
山中散生コレクション展：1920〜30 年代フランスの前衛芸術：展示品目録：慶應義塾

日吉図書館所蔵．三田情報センター，1991
澤木四方吉関係資料展：展示目録：付サワキ文庫目録，澤木四方吉年譜：美学開講百年

にちなむ．三田情報センター，1992
日本の旧刊本：百万塔陀羅尼から室町刊本まで．研究・教育情報センター，1992
Mostly British：ローマ帝国からイギリス・ルネサンスへ：慶應義塾大学図書館稀覯書

展．慶應義塾大学，2001

【図　書】

テクニカルサービス部マニュアル．三田情報センター，1970
慶應義塾大学三田情報センターテクニカルサービス部整理課業務マニュアル．三田情報

センター，1970
日吉情報センターの設立について．研究・教育情報センター本部事務室，1971
スタッフマニュアル 1970．三田研究教育情報センターパブリックサービス部情報サー

ビス担当，［1970?］
慶應義塾図書館史．三田情報センター，1972
三田情報センターの収書方針と第二次収書計画：昭和 48−50 年度．三田情報センター，

1973
医療の経済学文献集：1964−1974．研究・教育情報センター本部事務室，1975
慶應義塾図書館所蔵英語辞書解題：江戸末〜明治 10 年．三田図書館情報学会，1975
木村摂津守喜毅日記．塙書房，1977
選書と収書業務：学部図書・特別図書などの選定・発注・購入についての案内．三田情

報センター，1979
オンライン・システムによる図書館の機械化：基本システム設計．慶応義塾大学，1981
慶応義塾大学医学情報センター（北里記念医学図書館）50 年の歩み：1937−1987．医
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学情報センター，1987
医科大学における学術情報マネージメント．医学情報センター，1987
これからの情報管理とメタデータ：ワークショップ記録．慶應義塾図書館；早稲田大学

図書館，2000
情報リテラシー入門．慶應義塾大学出版会，2002
慶應義塾日吉図書館開館 20 年記念誌．日吉メディアセンター，2006
メディアセンター・サービス活用術：メディアリテラシーワークショップ．教養研究セ

ンター，2008
慶應義塾図書館史稿一九七〇〜二〇一二：開館一〇〇年記念．慶應義塾図書館，2012
資料検索入門：レポート・論文を書くために．慶應義塾大学出版会，2014

【広報誌】

八角塔．慶應義塾図書館，1号（1967）−6号（1970）
研究教育情報センターニュース．研究・教育情報センター本部事務室，No. 1（1970）

−No. 16（1973）
KULIC．研究・教育情報センター本部事務室，1号（1970）−26 号（1992）
きたさとニュース．信濃町メディアセンター，No. 1（1976）−No. 280（2006）
理工学情報センターニュース．理工学情報センター，No. 1（1982）−No. 2（1983）
インフォメーション：理工学情報センター報．理工学情報センター，No. 1（1989）−

No. 28（1997）
Medianet．メディアネット本部，No. 1（1993）−
慶應義塾大学日吉図書館のご案内［ビデオ］．日吉メディアセンター，1994
Hiyoshi Media Center information．日吉メディアセンター，No. 1（1988）−No. 

127（2005）
三田メディアセンターニュース．三田メディアセンター，No. 1（1996）−No. 149

（2013）
慶應義塾大学メディアネット・メディアセンター要覧．メディアネット本部，1997−
日吉メディアセンターニュース．日吉メディアセンター，No. 1（1995）−No. 18

（2000）
理工学メディアセンターニュース．理工学メディアセンター，No. 1（1998）−
慶應義塾大学メディアセンター要覧．メディアセンター，2000−
知識の花弁：三田メディアセンターだより．三田メディアセンター，No. 1（2013）−

No. 14（2019）
Petal：知識の花弁．三田メディアセンター，No. 15（2019）−

【その他】

Library system．北里記念医学図書館，1963−1972
医学文献シラバス．1979 年版．医学情報センター，1980
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慶應義塾日吉図書館：Keio Gijuku Hiyoshi Library．日吉情報センター，1985
医学情報センター将来計画委員会中間報告書．医学情報センター，1989
SFC-CNSローカルガイド．湘南藤沢メディアセンター，1991−1995
SFC-CNSローカルガイド：クイックリファレンス．湘南藤沢メディアセンター，1992

−1994
SFC AVガイド．湘南藤沢メディアセンター，1994 年度−
SFCデータベースガイド．湘南藤沢メディアセンター，1994 年度−
SFC CNSガイド．湘南藤沢インフォメーションテクノロジーセンター，1996 年度−

2022 年度
情報リテラシー入門．日吉メディアセンター，1999 年版−2020 年版
情報の海へ船出せよ［ビデオ］．改訂版．日吉メディアセンター，2001
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年次統計

1．全学統計
2．図書費
3．蔵書数
　 3─1．図書
　 3─2．製本雑誌
　 3─3．逐次刊行物（和雑誌）
　 3─4．逐次刊行物（洋雑誌）
　 3─5．非図書資料
　 3─6．電子資料
4．サービス統計
　 4─1．入館者
　 4─2．館外貸出
　 4─3．相互貸借（依頼を受けた（貸））
　 4─4．相互貸借（依頼をした（借））
　 4─5．参考調査

凡例
・1．全学統計を除き各統計はメディアセンター別に集計している．
・三田・日吉には，図書館に加えて学部・研究科・研究室の数値を合算している．
　湘南藤沢には，湘南藤沢図書館と看護医療学図書室の数値が含まれている．
・データなしもしくは 0の場合は「─」にしている．
・古い年代は数値が不明のものがあり，全学統計において全学の合計を表していないと

ころは網掛けにしている．
・当該センターが開設される前の年代はグレーにしている．

注
・1．全学統計の「電子資料（タイトル）」は全学共通のタイトル数を指す．
・1．全学統計および 3─3．，3─4．蔵書数（逐次刊行物）にある「カレント」は購読中の

雑誌，「ノンカレント」は購読を中止または刊行が停止した雑誌を指す．
・3─5．蔵書数（非図書資料タイトル数）で 2010 年度が 2009 年度より大幅に減少した

のは，統計の算出方法を変更したことによる．
・4─2．サービス統計（館外貸出）で 2019 年度が 2018 年度より大幅に減少したのは，

図書館システムの変更にともなって貸出延長冊数をカウントから除外したことによる．
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1　全学統計

年度

図書費（円） 蔵書統計 サービス統計

年度実績
蔵書数　　（冊） 逐次刊行物（タイトル） 非図書資料

（タイトル） 電子資料（タイトル）
入館者
（人）

館外貸出
（冊）

相互貸借（件）
参考調査
（件）図書 製本雑誌 カレント ノンカレント マイクロ・

機械可読
視聴覚
資料

データ
ベース

電子
ジャーナル

電子
ブック

依頼を受けた（貸） 依頼をした（借）

現物 複写物 現物 複写物
図書支出 図書資料費 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 117,683,589 ─ 552,754 327,863 112,973 64,667 6,777 4,383 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 85,324 414 9,045 144 4,672 5,820 1970
1971 130,249,000 ─ 475,802 316,214 216,166 50,231 7,433 4,687 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 84,936 112 17,071 202 7,202 9,018 1971
1972 138,030,831 ─ 486,568 340,023 202,729 80,696 7,796 4,274 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 115,299 48 32,310 271 7,515 4,569 1972
1973 153,001,704 ─ 501,076 355,927 205,617 96,207 5,617 4,067 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 122,687 274 44,571 137 9,520 8,553 1973
1974 95,121,574 78,909,309 516,262 372,108 137,263 185,940 5,782 4,218 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 124,362 138 29,297 123 2,988 ─ 1974
1975 115,649,126 97,317,770 528,802 385,685 148,189 198,655 6,177 4,236 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 120,155 169 31,620 140 3,645 912 1975
1976 160,547,309 119,698,951 544,849 403,418 150,791 214,019 5,935 4,283 5,917 4,597 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 126,669 86 32,814 169 3,528 8,234 1976
1977 198,895,063 143,859,078 564,975 423,701 163,822 203,907 6,246 4,400 6,700 4,850 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 142,403 23 34,846 64 3,842 7,871 1977
1978 436,697,602 4,873,744 586,788 452,328 175,319 222,322 6,590 4,755 6,784 5,105 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 155,501 53 37,391 106 4,428 19,147 1978
1979 538,118,523 5,950,327 615,279 481,438 183,016 234,227 6,860 5,122 6,777 5,109 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 162,921 66 39,363 66 4,237 21,833 1979
1980 637,591,530 6,208,520 648,488 517,813 190,770 246,330 6,991 5,256 6,775 5,307 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 174,119 59 37,072 88 4,725 17,791 1980
1981 794,243,031 6,125,429 686,861 554,817 197,226 256,490 7,301 5,615 6,805 5,402 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 191,672 76 38,046 91 4,470 20,169 1981
1982 835,585,672 6,951,475 728,921 589,529 206,234 273,206 7,415 5,877 6,997 5,668 ─ ─ ─ ─ ─ 185,676 250,997 41 37,564 96 5,095 24,429 1982
1983 902,200,733 7,343,322 767,994 629,694 215,447 289,159 7,610 6,184 7,088 5,854 ─ ─ ─ ─ ─ 649,085 279,676 52 38,293 208 5,062 26,935 1983
1984 959,764,109 7,734,790 801,304 666,414 224,821 307,724 7,802 6,632 8,528 8,709 ─ ─ ─ ─ ─ 619,796 303,820 44 42,205 161 5,275 25,585 1984
1985 988,661,356 8,011,758 836,146 718,059 233,977 332,577 8,086 6,901 8,667 9,182 ─ ─ ─ ─ ─ 793,533 336,130 109 50,314 409 5,369 30,170 1985
1986 1,006,298,075 10,769,241 874,280 774,274 245,566 347,089 8,311 7,143 8,961 9,379 ─ ─ ─ ─ ─ 727,458 356,098 344 52,444 376 4,922 29,117 1986
1987 1,018,104,660 10,342,778 896,757 794,201 253,524 356,557 8,437 7,403 9,126 9,533 ─ ─ ─ ─ ─ 841,713 386,224 415 46,490 372 4,558 30,265 1987
1988 1,069,725,596 11,257,118 941,208 827,404 265,329 384,884 8,448 7,741 9,209 9,750 ─ ─ ─ ─ ─ 807,483 369,927 324 46,634 327 5,377 33,434 1988
1989 1,070,403,965 14,274,876 973,751 860,318 276,866 404,490 8,745 8,097 9,397 9,925 1,218 10,545 ─ ─ ─ 780,239 365,507 405 47,564 321 4,738 33,250 1989
1990 1,144,442,205 19,464,607 1,045,328 926,644 288,285 419,007 9,154 8,766 9,657 10,206 1,413 11,151 ─ ─ ─ 780,494 390,860 407 47,352 319 4,734 34,947 1990
1991 1,199,391,833 27,636,573 1,075,322 966,027 305,898 440,615 9,590 9,137 9,841 10,411 1,912 11,666 ─ ─ ─ 846,797 416,338 541 46,545 317 4,394 37,943 1991
1992 1,305,462,598 36,663,158 1,112,312 999,245 319,066 458,803 10,002 9,360 10,122 10,907 2,236 12,652 ─ ─ ─ 855,586 502,506 484 45,948 282 4,885 39,475 1992
1993 1,338,135,086 49,587,569 1,157,534 1,032,922 335,054 477,658 10,397 9,718 10,384 11,142 2,521 13,768 ─ ─ ─ 868,347 527,320 505 46,012 279 5,146 38,655 1993
1994 1,339,945,093 44,618,710 1,199,953 1,068,733 350,553 496,048 10,581 10,096 10,666 11,368 2,939 14,495 ─ ─ ─ 909,901 535,475 574 49,119 364 6,427 40,081 1994
1995 1,422,182,421 61,525,729 1,230,044 1,110,656 365,444 517,076 10,889 10,393 10,887 11,567 3,660 14,891 ─ ─ ─ 931,739 573,304 78 45,682 336 6,761 40,378 1995
1996 1,411,741,578 65,187,817 1,270,389 1,141,050 381,146 538,568 11,106 10,718 11,152 11,813 4,421 15,510 ─ ─ ─ 929,243 591,868 309 49,249 603 6,807 52,797 1996
1997 1,389,837,990 121,165,317 1,312,318 1,169,288 396,974 557,307 11,220 10,807 11,366 12,023 5,116 16,061 ─ ─ ─ 1,892,089 582,570 418 52,280 912 7,830 56,127 1997
1998 1,360,110,171 167,125,745 1,350,525 1,189,391 409,981 582,222 11,108 10,067 11,954 13,455 5,584 16,450 ─ ─ ─ 2,382,134 567,323 404 48,282 990 9,323 63,761 1998
1999 1,401,978,375 222,575,091 1,393,666 1,218,238 419,587 603,844 11,192 10,045 12,234 13,779 6,334 17,155 ─ ─ ─ 2,419,523 581,198 958 51,803 1,248 10,001 52,610 1999
2000 1,410,563,289 230,199,914 1,425,078 1,248,223 421,939 625,041 11,178 9,691 12,623 14,377 7,281 18,412 ─ ─ ─ 2,654,825 585,656 1,699 52,031 1,452 9,788 54,038 2000
2001 1,383,790,245 284,854,364 1,481,632 1,276,020 423,923 640,065 11,500 9,866 13,073 15,073 8,825 20,076 ─ ─ ─ 2,875,351 602,831 1,809 49,147 1,414 10,032 49,879 2001
2002 1,378,190,513 293,150,054 1,526,976 1,296,021 436,485 651,273 11,277 9,528 13,634 15,340 9,862 21,963 ─ ─ ─ 2,803,042 625,642 1,704 53,255 1,848 12,183 44,052 2002
2003 1,417,893,042 291,810,449 1,575,328 1,324,003 444,241 672,143 11,149 9,248 13,851 15,657 10,737 22,688 ─ ─ ─ 2,796,046 653,862 1,774 51,117 1,732 12,458 43,106 2003
2004 1,285,588,153 381,265,842 1,623,024 1,348,148 452,110 684,478 11,056 8,718 14,015 16,195 11,096 24,622 63 18,577 ─ 2,766,682 658,128 1,978 51,338 1,756 12,049 44,266 2004
2005 1,209,363,477 466,544,126 1,659,154 1,376,445 459,625 699,273 10,931 8,237 14,399 16,682 11,733 26,055 80 22,717 ─ 2,951,475 657,700 1,749 46,590 1,437 11,637 42,054 2005
2006 1,097,099,452 537,960,519 1,699,483 1,399,251 469,725 707,364 10,713 7,219 14,810 17,526 12,406 26,867 91 25,531 ─ 2,942,192 640,792 1,615 41,794 1,412 10,473 39,929 2006
2007 1,010,227,032 609,451,602 1,738,131 1,416,838 479,338 721,989 10,527 6,695 15,135 18,132 12,828 28,274 101 24,908 ─ 3,066,039 616,440 1,617 36,920 1,810 9,328 39,902 2007
2008 970,198,457 746,065,584 1,852,272 1,448,737 516,296 758,662 11,334 6,546 15,667 19,072 14,087 29,878 101 40,789 ─ 3,079,656 641,070 1,752 34,293 1,811 9,048 34,829 2008
2009 912,778,130 818,118,745 1,901,437 1,473,178 527,405 764,958 10,837 5,959 16,298 19,622 14,736 31,645 125 36,881 ─ 2,924,144 648,773 1,376 28,809 1,540 7,094 32,901 2009
2010 795,474,735 883,637,632 1,945,549 1,495,378 536,761 773,611 8,692 4,575 30,864 24,251 5,072 28,261 80 55,819 13,141 2,800,000 799,330 1,148 27,149 1,507 6,476 22,192 2010
2011 724,666,575 834,208,787 1,984,664 1,511,326 545,811 783,656 8,372 4,196 30,649 25,775 5,470 28,789 123 66,343 332,680 2,566,814 879,435 1,256 28,411 1,425 5,915 22,446 2011
2012 673,100,247 898,681,770 2,012,307 1,526,481 554,392 788,557 7,829 3,532 31,137 27,088 5,496 29,744 149 75,267 343,754 2,520,340 972,123 1,149 23,962 1,464 5,468 19,373 2012
2013 619,700,154 996,986,612 2,027,853 1,537,634 549,548 790,301 7,413 3,038 30,853 27,404 5,623 30,339 161 94,487 348,723 2,528,671 1,008,853 1,073 19,243 1,323 4,184 17,011 2013
2014 576,756,015 1,051,975,972 2,035,203 1,545,185 546,523 763,978 7,060 2,684 30,279 27,219 5,603 30,290 164 97,885 337,480 2,483,094 1,077,295 1,048 16,596 1,224 4,008 16,005 2014
2015 541,616,281 1,067,163,183 2,033,840 1,546,348 550,584 762,705 6,722 2,363 30,476 27,017 5,665 30,747 169 112,551 347,358 2,444,105 1,081,086 951 13,599 1,160 3,573 16,430 2015
2016 445,917,674 587,979,242 2,049,674 1,550,403 555,706 765,408 6,437 2,173 30,709 27,188 5,691 30,984 170 106,747 353,862 2,277,954 1,111,784 723 12,007 1,100 3,468 15,817 2016
2017 482,486,538 781,137,269 2,074,197 1,561,668 558,843 759,587 6,210 1,984 30,282 26,981 5,646 31,228 175 116,757 367,358 2,181,487 1,084,645 781 10,743 1,145 3,068 14,394 2017
2018 462,200,572 1,189,497,445 2,094,291 1,572,365 548,518 758,362 5,904 1,801 30,039 26,981 5,660 31,611 207 137,986 371,515 2,053,053 1,083,225 806 10,280 884 3,095 12,453 2018
2019 454,068,230 1,199,244,966 2,120,176 1,581,105 554,510 760,926 5,600 1,564 30,337 27,168 5,644 31,837 211 139,144 674,103 1,939,997 421,988 929 9,185 1,005 2,748 12,335 2019
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第三部　資　料

1　全学統計

年度

図書費（円） 蔵書統計 サービス統計

年度実績
蔵書数　　（冊） 逐次刊行物（タイトル） 非図書資料

（タイトル） 電子資料（タイトル）
入館者
（人）

館外貸出
（冊）

相互貸借（件）
参考調査
（件）図書 製本雑誌 カレント ノンカレント マイクロ・

機械可読
視聴覚
資料

データ
ベース

電子
ジャーナル

電子
ブック

依頼を受けた（貸） 依頼をした（借）

現物 複写物 現物 複写物
図書支出 図書資料費 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 117,683,589 ─ 552,754 327,863 112,973 64,667 6,777 4,383 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 85,324 414 9,045 144 4,672 5,820 1970
1971 130,249,000 ─ 475,802 316,214 216,166 50,231 7,433 4,687 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 84,936 112 17,071 202 7,202 9,018 1971
1972 138,030,831 ─ 486,568 340,023 202,729 80,696 7,796 4,274 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 115,299 48 32,310 271 7,515 4,569 1972
1973 153,001,704 ─ 501,076 355,927 205,617 96,207 5,617 4,067 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 122,687 274 44,571 137 9,520 8,553 1973
1974 95,121,574 78,909,309 516,262 372,108 137,263 185,940 5,782 4,218 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 124,362 138 29,297 123 2,988 ─ 1974
1975 115,649,126 97,317,770 528,802 385,685 148,189 198,655 6,177 4,236 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 120,155 169 31,620 140 3,645 912 1975
1976 160,547,309 119,698,951 544,849 403,418 150,791 214,019 5,935 4,283 5,917 4,597 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 126,669 86 32,814 169 3,528 8,234 1976
1977 198,895,063 143,859,078 564,975 423,701 163,822 203,907 6,246 4,400 6,700 4,850 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 142,403 23 34,846 64 3,842 7,871 1977
1978 436,697,602 4,873,744 586,788 452,328 175,319 222,322 6,590 4,755 6,784 5,105 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 155,501 53 37,391 106 4,428 19,147 1978
1979 538,118,523 5,950,327 615,279 481,438 183,016 234,227 6,860 5,122 6,777 5,109 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 162,921 66 39,363 66 4,237 21,833 1979
1980 637,591,530 6,208,520 648,488 517,813 190,770 246,330 6,991 5,256 6,775 5,307 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 174,119 59 37,072 88 4,725 17,791 1980
1981 794,243,031 6,125,429 686,861 554,817 197,226 256,490 7,301 5,615 6,805 5,402 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 191,672 76 38,046 91 4,470 20,169 1981
1982 835,585,672 6,951,475 728,921 589,529 206,234 273,206 7,415 5,877 6,997 5,668 ─ ─ ─ ─ ─ 185,676 250,997 41 37,564 96 5,095 24,429 1982
1983 902,200,733 7,343,322 767,994 629,694 215,447 289,159 7,610 6,184 7,088 5,854 ─ ─ ─ ─ ─ 649,085 279,676 52 38,293 208 5,062 26,935 1983
1984 959,764,109 7,734,790 801,304 666,414 224,821 307,724 7,802 6,632 8,528 8,709 ─ ─ ─ ─ ─ 619,796 303,820 44 42,205 161 5,275 25,585 1984
1985 988,661,356 8,011,758 836,146 718,059 233,977 332,577 8,086 6,901 8,667 9,182 ─ ─ ─ ─ ─ 793,533 336,130 109 50,314 409 5,369 30,170 1985
1986 1,006,298,075 10,769,241 874,280 774,274 245,566 347,089 8,311 7,143 8,961 9,379 ─ ─ ─ ─ ─ 727,458 356,098 344 52,444 376 4,922 29,117 1986
1987 1,018,104,660 10,342,778 896,757 794,201 253,524 356,557 8,437 7,403 9,126 9,533 ─ ─ ─ ─ ─ 841,713 386,224 415 46,490 372 4,558 30,265 1987
1988 1,069,725,596 11,257,118 941,208 827,404 265,329 384,884 8,448 7,741 9,209 9,750 ─ ─ ─ ─ ─ 807,483 369,927 324 46,634 327 5,377 33,434 1988
1989 1,070,403,965 14,274,876 973,751 860,318 276,866 404,490 8,745 8,097 9,397 9,925 1,218 10,545 ─ ─ ─ 780,239 365,507 405 47,564 321 4,738 33,250 1989
1990 1,144,442,205 19,464,607 1,045,328 926,644 288,285 419,007 9,154 8,766 9,657 10,206 1,413 11,151 ─ ─ ─ 780,494 390,860 407 47,352 319 4,734 34,947 1990
1991 1,199,391,833 27,636,573 1,075,322 966,027 305,898 440,615 9,590 9,137 9,841 10,411 1,912 11,666 ─ ─ ─ 846,797 416,338 541 46,545 317 4,394 37,943 1991
1992 1,305,462,598 36,663,158 1,112,312 999,245 319,066 458,803 10,002 9,360 10,122 10,907 2,236 12,652 ─ ─ ─ 855,586 502,506 484 45,948 282 4,885 39,475 1992
1993 1,338,135,086 49,587,569 1,157,534 1,032,922 335,054 477,658 10,397 9,718 10,384 11,142 2,521 13,768 ─ ─ ─ 868,347 527,320 505 46,012 279 5,146 38,655 1993
1994 1,339,945,093 44,618,710 1,199,953 1,068,733 350,553 496,048 10,581 10,096 10,666 11,368 2,939 14,495 ─ ─ ─ 909,901 535,475 574 49,119 364 6,427 40,081 1994
1995 1,422,182,421 61,525,729 1,230,044 1,110,656 365,444 517,076 10,889 10,393 10,887 11,567 3,660 14,891 ─ ─ ─ 931,739 573,304 78 45,682 336 6,761 40,378 1995
1996 1,411,741,578 65,187,817 1,270,389 1,141,050 381,146 538,568 11,106 10,718 11,152 11,813 4,421 15,510 ─ ─ ─ 929,243 591,868 309 49,249 603 6,807 52,797 1996
1997 1,389,837,990 121,165,317 1,312,318 1,169,288 396,974 557,307 11,220 10,807 11,366 12,023 5,116 16,061 ─ ─ ─ 1,892,089 582,570 418 52,280 912 7,830 56,127 1997
1998 1,360,110,171 167,125,745 1,350,525 1,189,391 409,981 582,222 11,108 10,067 11,954 13,455 5,584 16,450 ─ ─ ─ 2,382,134 567,323 404 48,282 990 9,323 63,761 1998
1999 1,401,978,375 222,575,091 1,393,666 1,218,238 419,587 603,844 11,192 10,045 12,234 13,779 6,334 17,155 ─ ─ ─ 2,419,523 581,198 958 51,803 1,248 10,001 52,610 1999
2000 1,410,563,289 230,199,914 1,425,078 1,248,223 421,939 625,041 11,178 9,691 12,623 14,377 7,281 18,412 ─ ─ ─ 2,654,825 585,656 1,699 52,031 1,452 9,788 54,038 2000
2001 1,383,790,245 284,854,364 1,481,632 1,276,020 423,923 640,065 11,500 9,866 13,073 15,073 8,825 20,076 ─ ─ ─ 2,875,351 602,831 1,809 49,147 1,414 10,032 49,879 2001
2002 1,378,190,513 293,150,054 1,526,976 1,296,021 436,485 651,273 11,277 9,528 13,634 15,340 9,862 21,963 ─ ─ ─ 2,803,042 625,642 1,704 53,255 1,848 12,183 44,052 2002
2003 1,417,893,042 291,810,449 1,575,328 1,324,003 444,241 672,143 11,149 9,248 13,851 15,657 10,737 22,688 ─ ─ ─ 2,796,046 653,862 1,774 51,117 1,732 12,458 43,106 2003
2004 1,285,588,153 381,265,842 1,623,024 1,348,148 452,110 684,478 11,056 8,718 14,015 16,195 11,096 24,622 63 18,577 ─ 2,766,682 658,128 1,978 51,338 1,756 12,049 44,266 2004
2005 1,209,363,477 466,544,126 1,659,154 1,376,445 459,625 699,273 10,931 8,237 14,399 16,682 11,733 26,055 80 22,717 ─ 2,951,475 657,700 1,749 46,590 1,437 11,637 42,054 2005
2006 1,097,099,452 537,960,519 1,699,483 1,399,251 469,725 707,364 10,713 7,219 14,810 17,526 12,406 26,867 91 25,531 ─ 2,942,192 640,792 1,615 41,794 1,412 10,473 39,929 2006
2007 1,010,227,032 609,451,602 1,738,131 1,416,838 479,338 721,989 10,527 6,695 15,135 18,132 12,828 28,274 101 24,908 ─ 3,066,039 616,440 1,617 36,920 1,810 9,328 39,902 2007
2008 970,198,457 746,065,584 1,852,272 1,448,737 516,296 758,662 11,334 6,546 15,667 19,072 14,087 29,878 101 40,789 ─ 3,079,656 641,070 1,752 34,293 1,811 9,048 34,829 2008
2009 912,778,130 818,118,745 1,901,437 1,473,178 527,405 764,958 10,837 5,959 16,298 19,622 14,736 31,645 125 36,881 ─ 2,924,144 648,773 1,376 28,809 1,540 7,094 32,901 2009
2010 795,474,735 883,637,632 1,945,549 1,495,378 536,761 773,611 8,692 4,575 30,864 24,251 5,072 28,261 80 55,819 13,141 2,800,000 799,330 1,148 27,149 1,507 6,476 22,192 2010
2011 724,666,575 834,208,787 1,984,664 1,511,326 545,811 783,656 8,372 4,196 30,649 25,775 5,470 28,789 123 66,343 332,680 2,566,814 879,435 1,256 28,411 1,425 5,915 22,446 2011
2012 673,100,247 898,681,770 2,012,307 1,526,481 554,392 788,557 7,829 3,532 31,137 27,088 5,496 29,744 149 75,267 343,754 2,520,340 972,123 1,149 23,962 1,464 5,468 19,373 2012
2013 619,700,154 996,986,612 2,027,853 1,537,634 549,548 790,301 7,413 3,038 30,853 27,404 5,623 30,339 161 94,487 348,723 2,528,671 1,008,853 1,073 19,243 1,323 4,184 17,011 2013
2014 576,756,015 1,051,975,972 2,035,203 1,545,185 546,523 763,978 7,060 2,684 30,279 27,219 5,603 30,290 164 97,885 337,480 2,483,094 1,077,295 1,048 16,596 1,224 4,008 16,005 2014
2015 541,616,281 1,067,163,183 2,033,840 1,546,348 550,584 762,705 6,722 2,363 30,476 27,017 5,665 30,747 169 112,551 347,358 2,444,105 1,081,086 951 13,599 1,160 3,573 16,430 2015
2016 445,917,674 587,979,242 2,049,674 1,550,403 555,706 765,408 6,437 2,173 30,709 27,188 5,691 30,984 170 106,747 353,862 2,277,954 1,111,784 723 12,007 1,100 3,468 15,817 2016
2017 482,486,538 781,137,269 2,074,197 1,561,668 558,843 759,587 6,210 1,984 30,282 26,981 5,646 31,228 175 116,757 367,358 2,181,487 1,084,645 781 10,743 1,145 3,068 14,394 2017
2018 462,200,572 1,189,497,445 2,094,291 1,572,365 548,518 758,362 5,904 1,801 30,039 26,981 5,660 31,611 207 137,986 371,515 2,053,053 1,083,225 806 10,280 884 3,095 12,453 2018
2019 454,068,230 1,199,244,966 2,120,176 1,581,105 554,510 760,926 5,600 1,564 30,337 27,168 5,644 31,837 211 139,144 674,103 1,939,997 421,988 929 9,185 1,005 2,748 12,335 2019
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2　図書費（実績額） （単位：円）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学 本部

年度
図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書資料費

1970 80,999,000 ─ 13,953,935 ─ 14,100,000 ─ 8,630,654 ─ 1970
1971 86,841,000 ─ 18,688,000 ─ 15,550,000 ─ 9,170,000 ─ 1971
1972 91,437,040 ─ 19,597,000 ─ 17,003,097 ─ 9,993,694 ─ 1972
1973 100,664,794 ─ 20,933,000 ─ 19,173,158 ─ 12,230,752 ─ 1973
1974 53,580,760 60,820,654 6,727,000 16,743,000 20,944,836 818,370 13,868,978 527,285 1974
1975 58,955,038 74,828,040 9,871,801 20,754,892 27,226,497 1,141,660 19,595,790 593,178 1975
1976 87,053,061 91,880,172 12,432,445 25,934,860 35,499,880 1,202,782 25,561,923 681,137 1976
1977 105,046,435 110,344,792 15,221,114 31,209,130 43,391,573 1,403,741 35,235,941 901,415 1977
1978 280,733,266 911,144 56,560,215 1,360,010 54,652,434 1,693,260 44,751,687 909,330 1978
1979 336,020,010 1,669,941 73,695,258 1,440,730 69,331,508 1,881,616 59,071,747 958,040 1979
1980 391,635,959 1,577,980 90,927,947 1,540,510 83,735,290 2,035,190 71,292,334 1,054,840 1980
1981 458,316,747 1,697,999 102,904,170 1,659,640 95,637,276 1,607,720 137,384,838 1,160,070 1981
1982 524,560,000 1,836,000 114,059,893 1,760,823 104,322,020 2,124,382 92,643,759 1,230,270 1982
1983 558,543,650 1,946,000 123,051,311 1,867,590 116,843,915 2,229,692 103,761,857 1,300,040 1983
1984 589,067,000 2,068,900 130,744,802 1,958,530 127,090,490 2,341,470 112,861,817 1,365,890 1984
1985 603,787,498 2,123,563 135,323,566 2,016,805 132,173,750 2,462,420 117,376,542 1,408,970 1985
1986 611,469,081 3,269,011 141,757,116 3,467,810 132,173,720 2,583,090 120,898,158 1,449,330 1986
1987 617,732,897 2,306,638 144,764,780 3,859,480 133,495,780 2,712,420 122,111,203 1,464,240 1987
1988 619,130,488 3,095,166 147,816,118 3,891,362 133,498,690 2,797,220 169,280,300 1,473,370 1988
1989 630,869,957 6,012,584 148,649,887 3,919,270 136,495,613 2,876,583 154,388,508 1,466,439 1989
1990 637,143,962 3,762,907 150,883,000 3,994,448 140,589,128 3,810,353 143,429,609 1,510,373 72,396,506 6,386,526 1990
1991 638,880,320 3,745,006 155,718,000 3,921,000 147,620,270 10,368,760 139,527,243 2,972,564 117,646,000 6,629,243 1991
1992 664,215,289 4,439,865 160,505,452 4,181,680 151,639,414 10,669,408 147,746,865 2,988,934 181,355,578 14,383,271 1992
1993 647,867,263 16,416,775 165,352,999 4,467,565 151,644,886 10,267,675 162,137,145 3,613,608 211,132,793 14,821,946 1993
1994 672,039,737 13,740,623 168,360,995 4,672,753 152,639,885 7,021,497 166,888,349 3,679,501 180,016,127 15,504,336 1994
1995 741,909,937 18,940,026 172,452,937 4,954,267 157,209,100 7,524,022 170,585,730 3,818,760 180,024,717 26,288,654 1995
1996 717,544,659 19,785,579 176,739,192 5,726,072 161,137,360 10,044,987 176,309,826 4,251,475 180,010,541 25,379,704 1996
1997 667,098,036 57,621,211 177,381,538 8,455,919 174,634,826 12,785,595 199,452,818 7,284,716 171,270,772 35,017,876 1997
1998 654,322,928 70,507,399 173,444,401 13,558,015 188,569,737 6,709,012 187,290,162 26,205,612 156,482,943 50,145,707 1998
1999 674,380,865 62,773,170 175,128,798 14,672,440 190,799,741 21,252,672 200,672,388 30,470,352 160,996,583 50,044,436 43,362,021 1999
2000 690,933,640 61,410,324 171,192,326 18,819,866 184,143,120 31,301,519 203,294,486 32,036,403 160,999,717 46,399,767 40,232,035 2000
2001 690,755,275 63,931,892 173,430,871 18,928,871 164,577,943 50,974,447 195,066,704 42,522,755 159,959,452 67,382,637 41,113,762 2001
2002 681,466,427 63,888,553 171,466,620 19,856,842 186,774,843 43,482,817 187,048,850 62,181,149 151,433,773 66,916,296 36,824,397 2002
2003 716,089,760 67,292,654 154,254,214 13,618,178 201,892,936 43,875,538 199,980,185 58,734,193 145,675,947 67,548,381 40,741,505 2003
2004 658,924,737 66,056,665 146,513,398 18,363,310 160,910,011 85,546,550 188,015,791 73,444,736 131,224,216 82,582,750 55,271,831 2004
2005 649,256,231 73,209,842 142,853,787 25,661,107 144,802,071 106,653,388 153,700,446 111,882,521 118,750,942 89,749,000 59,388,268 2005
2006 613,950,775 75,853,844 139,636,671 28,977,411 104,952,548 146,660,417 145,459,847 119,841,493 93,099,611 102,880,953 63,746,401 2006
2007 597,356,131 90,377,824 127,541,869 41,599,096 105,567,952 145,889,484 98,193,063 166,999,861 81,568,017 104,218,529 60,366,808 2007
2008 570,590,656 108,688,568 146,898,867 57,681,890 85,753,888 165,433,641 47,278,334 217,281,616 75,939,829 110,003,504 43,736,883 21,678,788 65,297,577 2008
2009 562,053,646 132,617,182 142,717,783 54,624,159 82,829,508 168,646,638 33,050,774 228,267,007 77,857,971 115,533,236 14,268,448 48,057,825 70,372,698 2009
2010 498,632,087 161,032,746 136,408,259 64,274,403 62,335,917 186,702,916 32,247,613 217,033,939 57,244,460 133,916,454 8,606,399 46,688,737 73,988,437 2010
2011 468,270,521 160,769,246 126,541,150 63,922,215 41,223,224 199,195,898 24,451,893 192,014,149 53,909,963 105,328,922 10,269,824 39,437,380 73,540,977 2011
2012 442,934,047 184,464,076 101,872,685 69,109,265 32,439,161 212,094,928 23,749,175 198,650,570 62,509,921 111,002,345 9,595,258 45,487,994 77,872,592 2012
2013 411,756,358 227,678,619 99,867,790 72,583,322 22,141,986 231,554,218 21,312,858 222,449,132 54,825,420 126,682,523 9,795,742 47,546,219 68,492,579 2013
2014 377,006,771 255,992,776 99,585,114 84,539,737 22,973,845 228,484,109 19,636,452 227,573,153 49,325,369 132,291,178 8,228,464 48,235,766 74,859,253 2014
2015 353,391,614 271,910,533 91,641,702 86,287,935 19,176,026 232,424,591 20,424,255 226,239,424 47,540,795 137,530,749 9,441,889 50,869,833 61,900,118 2015
2016 301,090,448 144,094,614 69,473,965 46,051,102 14,925,778 127,236,405 15,164,178 129,796,789 38,570,570 66,313,003 6,692,735 35,308,947 39,178,382 2016
2017 313,918,859 238,748,442 80,447,153 73,152,899 18,665,350 166,193,649 18,868,543 146,596,711 44,714,073 113,860,536 5,872,560 23,356,262 19,228,770 2017
2018 295,526,710 327,878,305 78,830,695 95,069,314 17,682,121 273,494,748 18,584,623 242,317,578 45,441,891 136,839,151 6,134,532 53,795,851 60,102,498 2018
2019 300,811,080 317,857,080 70,133,652 98,179,458 16,549,535 290,884,550 17,604,190 245,133,458 43,072,422 139,037,598 5,897,351 56,661,304 51,491,518 2019
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2　図書費（実績額） （単位：円）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学 本部

年度
図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書支出 図書資料費 図書資料費

1970 80,999,000 ─ 13,953,935 ─ 14,100,000 ─ 8,630,654 ─ 1970
1971 86,841,000 ─ 18,688,000 ─ 15,550,000 ─ 9,170,000 ─ 1971
1972 91,437,040 ─ 19,597,000 ─ 17,003,097 ─ 9,993,694 ─ 1972
1973 100,664,794 ─ 20,933,000 ─ 19,173,158 ─ 12,230,752 ─ 1973
1974 53,580,760 60,820,654 6,727,000 16,743,000 20,944,836 818,370 13,868,978 527,285 1974
1975 58,955,038 74,828,040 9,871,801 20,754,892 27,226,497 1,141,660 19,595,790 593,178 1975
1976 87,053,061 91,880,172 12,432,445 25,934,860 35,499,880 1,202,782 25,561,923 681,137 1976
1977 105,046,435 110,344,792 15,221,114 31,209,130 43,391,573 1,403,741 35,235,941 901,415 1977
1978 280,733,266 911,144 56,560,215 1,360,010 54,652,434 1,693,260 44,751,687 909,330 1978
1979 336,020,010 1,669,941 73,695,258 1,440,730 69,331,508 1,881,616 59,071,747 958,040 1979
1980 391,635,959 1,577,980 90,927,947 1,540,510 83,735,290 2,035,190 71,292,334 1,054,840 1980
1981 458,316,747 1,697,999 102,904,170 1,659,640 95,637,276 1,607,720 137,384,838 1,160,070 1981
1982 524,560,000 1,836,000 114,059,893 1,760,823 104,322,020 2,124,382 92,643,759 1,230,270 1982
1983 558,543,650 1,946,000 123,051,311 1,867,590 116,843,915 2,229,692 103,761,857 1,300,040 1983
1984 589,067,000 2,068,900 130,744,802 1,958,530 127,090,490 2,341,470 112,861,817 1,365,890 1984
1985 603,787,498 2,123,563 135,323,566 2,016,805 132,173,750 2,462,420 117,376,542 1,408,970 1985
1986 611,469,081 3,269,011 141,757,116 3,467,810 132,173,720 2,583,090 120,898,158 1,449,330 1986
1987 617,732,897 2,306,638 144,764,780 3,859,480 133,495,780 2,712,420 122,111,203 1,464,240 1987
1988 619,130,488 3,095,166 147,816,118 3,891,362 133,498,690 2,797,220 169,280,300 1,473,370 1988
1989 630,869,957 6,012,584 148,649,887 3,919,270 136,495,613 2,876,583 154,388,508 1,466,439 1989
1990 637,143,962 3,762,907 150,883,000 3,994,448 140,589,128 3,810,353 143,429,609 1,510,373 72,396,506 6,386,526 1990
1991 638,880,320 3,745,006 155,718,000 3,921,000 147,620,270 10,368,760 139,527,243 2,972,564 117,646,000 6,629,243 1991
1992 664,215,289 4,439,865 160,505,452 4,181,680 151,639,414 10,669,408 147,746,865 2,988,934 181,355,578 14,383,271 1992
1993 647,867,263 16,416,775 165,352,999 4,467,565 151,644,886 10,267,675 162,137,145 3,613,608 211,132,793 14,821,946 1993
1994 672,039,737 13,740,623 168,360,995 4,672,753 152,639,885 7,021,497 166,888,349 3,679,501 180,016,127 15,504,336 1994
1995 741,909,937 18,940,026 172,452,937 4,954,267 157,209,100 7,524,022 170,585,730 3,818,760 180,024,717 26,288,654 1995
1996 717,544,659 19,785,579 176,739,192 5,726,072 161,137,360 10,044,987 176,309,826 4,251,475 180,010,541 25,379,704 1996
1997 667,098,036 57,621,211 177,381,538 8,455,919 174,634,826 12,785,595 199,452,818 7,284,716 171,270,772 35,017,876 1997
1998 654,322,928 70,507,399 173,444,401 13,558,015 188,569,737 6,709,012 187,290,162 26,205,612 156,482,943 50,145,707 1998
1999 674,380,865 62,773,170 175,128,798 14,672,440 190,799,741 21,252,672 200,672,388 30,470,352 160,996,583 50,044,436 43,362,021 1999
2000 690,933,640 61,410,324 171,192,326 18,819,866 184,143,120 31,301,519 203,294,486 32,036,403 160,999,717 46,399,767 40,232,035 2000
2001 690,755,275 63,931,892 173,430,871 18,928,871 164,577,943 50,974,447 195,066,704 42,522,755 159,959,452 67,382,637 41,113,762 2001
2002 681,466,427 63,888,553 171,466,620 19,856,842 186,774,843 43,482,817 187,048,850 62,181,149 151,433,773 66,916,296 36,824,397 2002
2003 716,089,760 67,292,654 154,254,214 13,618,178 201,892,936 43,875,538 199,980,185 58,734,193 145,675,947 67,548,381 40,741,505 2003
2004 658,924,737 66,056,665 146,513,398 18,363,310 160,910,011 85,546,550 188,015,791 73,444,736 131,224,216 82,582,750 55,271,831 2004
2005 649,256,231 73,209,842 142,853,787 25,661,107 144,802,071 106,653,388 153,700,446 111,882,521 118,750,942 89,749,000 59,388,268 2005
2006 613,950,775 75,853,844 139,636,671 28,977,411 104,952,548 146,660,417 145,459,847 119,841,493 93,099,611 102,880,953 63,746,401 2006
2007 597,356,131 90,377,824 127,541,869 41,599,096 105,567,952 145,889,484 98,193,063 166,999,861 81,568,017 104,218,529 60,366,808 2007
2008 570,590,656 108,688,568 146,898,867 57,681,890 85,753,888 165,433,641 47,278,334 217,281,616 75,939,829 110,003,504 43,736,883 21,678,788 65,297,577 2008
2009 562,053,646 132,617,182 142,717,783 54,624,159 82,829,508 168,646,638 33,050,774 228,267,007 77,857,971 115,533,236 14,268,448 48,057,825 70,372,698 2009
2010 498,632,087 161,032,746 136,408,259 64,274,403 62,335,917 186,702,916 32,247,613 217,033,939 57,244,460 133,916,454 8,606,399 46,688,737 73,988,437 2010
2011 468,270,521 160,769,246 126,541,150 63,922,215 41,223,224 199,195,898 24,451,893 192,014,149 53,909,963 105,328,922 10,269,824 39,437,380 73,540,977 2011
2012 442,934,047 184,464,076 101,872,685 69,109,265 32,439,161 212,094,928 23,749,175 198,650,570 62,509,921 111,002,345 9,595,258 45,487,994 77,872,592 2012
2013 411,756,358 227,678,619 99,867,790 72,583,322 22,141,986 231,554,218 21,312,858 222,449,132 54,825,420 126,682,523 9,795,742 47,546,219 68,492,579 2013
2014 377,006,771 255,992,776 99,585,114 84,539,737 22,973,845 228,484,109 19,636,452 227,573,153 49,325,369 132,291,178 8,228,464 48,235,766 74,859,253 2014
2015 353,391,614 271,910,533 91,641,702 86,287,935 19,176,026 232,424,591 20,424,255 226,239,424 47,540,795 137,530,749 9,441,889 50,869,833 61,900,118 2015
2016 301,090,448 144,094,614 69,473,965 46,051,102 14,925,778 127,236,405 15,164,178 129,796,789 38,570,570 66,313,003 6,692,735 35,308,947 39,178,382 2016
2017 313,918,859 238,748,442 80,447,153 73,152,899 18,665,350 166,193,649 18,868,543 146,596,711 44,714,073 113,860,536 5,872,560 23,356,262 19,228,770 2017
2018 295,526,710 327,878,305 78,830,695 95,069,314 17,682,121 273,494,748 18,584,623 242,317,578 45,441,891 136,839,151 6,134,532 53,795,851 60,102,498 2018
2019 300,811,080 317,857,080 70,133,652 98,179,458 16,549,535 290,884,550 17,604,190 245,133,458 43,072,422 139,037,598 5,897,351 56,661,304 51,491,518 2019



年次統計

52

3─1　蔵書数（図書） （単位：冊）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 433,991 252,519 88,118 44,109 14,706 17,195 15,939 14,040 1970
1971 341,755 250,971 93,016 47,617 14,530 17,626 26,501 ─ 1971
1972 356,349 262,447 97,418 50,782 14,652 17,757 18,149 9,037 1972
1973 365,916 273,508 101,876 54,476 14,443 17,730 18,841 10,213 1973
1974 377,562 286,439 104,879 57,014 14,660 17,874 19,161 10,781 1974
1975 387,366 298,531 106,955 57,818 15,062 18,044 19,419 11,292 1975
1976 398,638 312,899 111,293 60,627 15,027 18,154 19,891 11,738 1976
1977 409,304 329,145 118,602 63,813 15,807 18,779 21,262 11,964 1977
1978 421,743 352,761 125,648 67,610 16,721 19,422 22,676 12,535 1978
1979 437,609 376,010 135,126 71,655 18,251 20,911 24,293 12,862 1979
1980 455,938 405,075 146,270 75,475 19,582 22,053 26,698 15,210 1980
1981 478,868 432,345 158,187 81,306 21,187 23,577 28,619 17,589 1981
1982 504,665 459,142 171,907 86,833 22,584 24,881 29,765 18,673 1982
1983 527,904 491,056 185,982 92,590 23,955 26,401 30,153 19,647 1983
1984 546,639 519,131 197,985 98,578 25,736 27,902 30,944 20,803 1984
1985 564,275 563,605 211,714 103,048 27,281 29,425 32,876 21,981 1985
1986 588,073 612,210 223,321 107,781 28,941 30,896 33,945 23,387 1986
1987 599,873 622,946 230,025 114,110 30,330 32,487 36,529 24,658 1987
1988 619,916 644,686 243,764 121,365 31,671 34,259 45,857 27,094 1988
1989 637,825 667,511 256,233 128,450 32,244 35,316 47,449 29,041 1989
1990 653,923 688,163 267,972 135,549 33,436 36,197 49,365 30,113 40,632 36,622 1990
1991 667,136 712,198 279,268 141,917 34,203 37,167 51,062 30,851 43,653 43,894 1991
1992 682,622 731,142 290,386 147,988 35,298 37,805 51,946 31,387 52,060 50,923 1992
1993 699,762 748,303 300,643 154,439 36,547 38,945 54,195 32,560 66,387 58,675 1993
1994 716,111 771,000 310,288 160,703 38,108 40,473 57,383 33,443 78,063 63,114 1994
1995 722,553 799,094 321,732 165,712 40,228 41,829 59,748 34,562 85,783 69,459 1995
1996 736,269 816,621 334,056 170,692 42,090 43,000 61,652 35,083 96,322 75,654 1996
1997 750,504 836,475 346,591 174,692 43,583 43,985 63,669 35,106 107,971 79,030 1997
1998 769,322 850,818 356,723 177,394 44,622 44,736 64,843 35,034 115,015 81,409 1998
1999 785,783 867,875 365,912 183,186 46,137 45,429 68,294 36,058 127,540 85,690 1999
2000 803,781 888,531 363,332 187,212 48,049 46,400 71,171 36,952 138,745 89,128 2000
2001 821,573 911,518 372,510 191,054 50,120 47,150 75,295 37,934 162,134 88,364 2001
2002 838,135 929,205 380,037 193,292 52,762 47,734 78,788 39,165 177,254 86,625 2002
2003 859,045 950,739 390,403 196,720 55,434 48,258 82,242 40,291 188,204 87,995 2003
2004 879,951 967,841 402,338 200,396 58,172 48,928 84,475 40,925 198,088 90,058 2004
2005 899,732 988,656 413,396 203,509 60,706 49,684 87,663 42,094 197,657 92,502 2005
2006 920,224 1,006,875 422,433 207,862 63,388 50,105 89,146 43,068 204,292 91,341 2006
2007 938,065 1,021,443 427,144 210,904 67,423 50,486 91,535 43,716 213,964 90,289 2007
2008 955,556 1,036,894 470,490 224,990 70,232 50,809 94,363 44,614 222,570 86,298 39,061 5,132 2008
2009 975,082 1,053,952 484,014 230,368 73,724 51,653 97,396 45,290 231,294 86,695 39,927 5,220 2009
2010 994,145 1,072,267 495,814 234,290 76,282 51,967 100,974 45,932 238,062 85,589 40,272 5,333 2010
2011 1,011,439 1,084,467 506,362 239,215 77,722 51,431 103,068 45,859 244,970 84,949 41,103 5,405 2011
2012 1,026,236 1,097,778 510,485 242,679 79,454 51,541 104,789 46,027 250,558 83,451 40,785 5,005 2012
2013 1,031,874 1,106,636 515,604 245,346 80,326 51,339 106,470 46,100 251,882 83,100 41,697 5,113 2013
2014 1,043,276 1,114,949 512,085 245,955 80,745 51,351 107,252 44,807 254,902 83,213 36,943 4,910 2014
2015 1,053,680 1,122,701 507,188 245,703 82,053 51,426 108,128 44,700 245,595 76,855 37,196 4,963 2015
2016 1,064,809 1,130,596 506,499 247,720 83,757 51,516 108,576 40,073 248,879 75,487 37,154 5,011 2016
2017 1,075,825 1,139,222 510,368 249,856 85,331 51,507 110,103 40,190 254,717 75,849 37,853 5,044 2017
2018 1,085,380 1,146,927 512,476 252,555 86,847 51,558 111,605 40,309 260,764 75,982 37,219 5,034 2018
2019 1,094,518 1,153,939 519,595 254,446 88,183 51,644 113,046 40,427 267,113 76,079 37,721 4,570 2019
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3─1　蔵書数（図書） （単位：冊）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 433,991 252,519 88,118 44,109 14,706 17,195 15,939 14,040 1970
1971 341,755 250,971 93,016 47,617 14,530 17,626 26,501 ─ 1971
1972 356,349 262,447 97,418 50,782 14,652 17,757 18,149 9,037 1972
1973 365,916 273,508 101,876 54,476 14,443 17,730 18,841 10,213 1973
1974 377,562 286,439 104,879 57,014 14,660 17,874 19,161 10,781 1974
1975 387,366 298,531 106,955 57,818 15,062 18,044 19,419 11,292 1975
1976 398,638 312,899 111,293 60,627 15,027 18,154 19,891 11,738 1976
1977 409,304 329,145 118,602 63,813 15,807 18,779 21,262 11,964 1977
1978 421,743 352,761 125,648 67,610 16,721 19,422 22,676 12,535 1978
1979 437,609 376,010 135,126 71,655 18,251 20,911 24,293 12,862 1979
1980 455,938 405,075 146,270 75,475 19,582 22,053 26,698 15,210 1980
1981 478,868 432,345 158,187 81,306 21,187 23,577 28,619 17,589 1981
1982 504,665 459,142 171,907 86,833 22,584 24,881 29,765 18,673 1982
1983 527,904 491,056 185,982 92,590 23,955 26,401 30,153 19,647 1983
1984 546,639 519,131 197,985 98,578 25,736 27,902 30,944 20,803 1984
1985 564,275 563,605 211,714 103,048 27,281 29,425 32,876 21,981 1985
1986 588,073 612,210 223,321 107,781 28,941 30,896 33,945 23,387 1986
1987 599,873 622,946 230,025 114,110 30,330 32,487 36,529 24,658 1987
1988 619,916 644,686 243,764 121,365 31,671 34,259 45,857 27,094 1988
1989 637,825 667,511 256,233 128,450 32,244 35,316 47,449 29,041 1989
1990 653,923 688,163 267,972 135,549 33,436 36,197 49,365 30,113 40,632 36,622 1990
1991 667,136 712,198 279,268 141,917 34,203 37,167 51,062 30,851 43,653 43,894 1991
1992 682,622 731,142 290,386 147,988 35,298 37,805 51,946 31,387 52,060 50,923 1992
1993 699,762 748,303 300,643 154,439 36,547 38,945 54,195 32,560 66,387 58,675 1993
1994 716,111 771,000 310,288 160,703 38,108 40,473 57,383 33,443 78,063 63,114 1994
1995 722,553 799,094 321,732 165,712 40,228 41,829 59,748 34,562 85,783 69,459 1995
1996 736,269 816,621 334,056 170,692 42,090 43,000 61,652 35,083 96,322 75,654 1996
1997 750,504 836,475 346,591 174,692 43,583 43,985 63,669 35,106 107,971 79,030 1997
1998 769,322 850,818 356,723 177,394 44,622 44,736 64,843 35,034 115,015 81,409 1998
1999 785,783 867,875 365,912 183,186 46,137 45,429 68,294 36,058 127,540 85,690 1999
2000 803,781 888,531 363,332 187,212 48,049 46,400 71,171 36,952 138,745 89,128 2000
2001 821,573 911,518 372,510 191,054 50,120 47,150 75,295 37,934 162,134 88,364 2001
2002 838,135 929,205 380,037 193,292 52,762 47,734 78,788 39,165 177,254 86,625 2002
2003 859,045 950,739 390,403 196,720 55,434 48,258 82,242 40,291 188,204 87,995 2003
2004 879,951 967,841 402,338 200,396 58,172 48,928 84,475 40,925 198,088 90,058 2004
2005 899,732 988,656 413,396 203,509 60,706 49,684 87,663 42,094 197,657 92,502 2005
2006 920,224 1,006,875 422,433 207,862 63,388 50,105 89,146 43,068 204,292 91,341 2006
2007 938,065 1,021,443 427,144 210,904 67,423 50,486 91,535 43,716 213,964 90,289 2007
2008 955,556 1,036,894 470,490 224,990 70,232 50,809 94,363 44,614 222,570 86,298 39,061 5,132 2008
2009 975,082 1,053,952 484,014 230,368 73,724 51,653 97,396 45,290 231,294 86,695 39,927 5,220 2009
2010 994,145 1,072,267 495,814 234,290 76,282 51,967 100,974 45,932 238,062 85,589 40,272 5,333 2010
2011 1,011,439 1,084,467 506,362 239,215 77,722 51,431 103,068 45,859 244,970 84,949 41,103 5,405 2011
2012 1,026,236 1,097,778 510,485 242,679 79,454 51,541 104,789 46,027 250,558 83,451 40,785 5,005 2012
2013 1,031,874 1,106,636 515,604 245,346 80,326 51,339 106,470 46,100 251,882 83,100 41,697 5,113 2013
2014 1,043,276 1,114,949 512,085 245,955 80,745 51,351 107,252 44,807 254,902 83,213 36,943 4,910 2014
2015 1,053,680 1,122,701 507,188 245,703 82,053 51,426 108,128 44,700 245,595 76,855 37,196 4,963 2015
2016 1,064,809 1,130,596 506,499 247,720 83,757 51,516 108,576 40,073 248,879 75,487 37,154 5,011 2016
2017 1,075,825 1,139,222 510,368 249,856 85,331 51,507 110,103 40,190 254,717 75,849 37,853 5,044 2017
2018 1,085,380 1,146,927 512,476 252,555 86,847 51,558 111,605 40,309 260,764 75,982 37,219 5,034 2018
2019 1,094,518 1,153,939 519,595 254,446 88,183 51,644 113,046 40,427 267,113 76,079 37,721 4,570 2019
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3─2　蔵書数（製本雑誌） （単位：冊）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 73,572 ─ 7,128 7,483 25,317 48,357 6,956 8,827 1970
1971 140,931 ─ 15,833 ─ 26,801 50,231 32,601 ─ 1971
1972 149,762 ─ 16,853 ─ 26,743 51,988 9,371 28,708 1972
1973 157,344 ─ 9,053 9,627 27,354 53,703 11,866 32,877 1973
1974 85,102 80,978 10,184 10,767 28,104 55,741 13,873 38,454 1974
1975 90,438 83,532 10,048 14,270 30,843 57,281 16,860 43,572 1975
1976 89,100 91,619 10,709 14,985 31,380 58,844 19,602 48,571 1976
1977 96,900 72,566 12,248 16,951 32,219 60,804 22,455 53,586 1977
1978 102,581 80,036 13,184 18,495 33,356 63,210 26,198 60,581 1978
1979 106,900 85,641 14,204 19,645 34,470 65,328 27,442 63,613 1979
1980 111,832 90,237 15,315 20,195 35,495 67,305 28,128 68,593 1980
1981 117,972 93,783 16,006 21,142 36,655 70,018 26,593 71,547 1981
1982 123,416 101,497 17,278 23,545 37,642 72,604 27,898 75,560 1982
1983 129,063 110,108 18,578 24,946 38,692 74,926 29,114 79,179 1983
1984 133,747 119,324 20,551 28,076 40,013 77,827 30,510 82,497 1984
1985 140,359 134,746 22,303 31,453 40,993 80,713 30,322 85,665 1985
1986 147,592 139,752 23,741 33,877 42,742 84,934 31,491 88,526 1986
1987 150,223 138,145 25,490 36,597 44,270 88,933 33,541 92,882 1987
1988 156,792 155,959 27,605 39,021 46,150 93,578 34,782 96,326 1988
1989 163,172 162,632 30,325 41,151 48,058 98,094 35,311 102,613 1989
1990 168,660 169,213 32,333 43,118 50,001 100,108 36,689 105,296 602 1,272 1990
1991 175,040 175,332 34,425 45,124 53,068 106,543 38,077 108,871 5,288 4,745 1991
1992 180,714 182,086 35,613 46,400 54,436 110,985 39,380 112,497 8,923 6,835 1992
1993 186,054 187,477 37,954 48,388 56,693 116,378 40,286 114,468 14,067 10,947 1993
1994 191,684 192,988 40,556 50,198 58,718 121,821 41,509 117,549 18,086 13,492 1994
1995 198,815 200,113 41,991 52,282 61,007 127,148 42,957 121,974 20,674 15,559 1995
1996 206,507 205,608 43,019 54,224 63,724 133,440 44,708 127,423 23,188 17,873 1996
1997 212,936 211,281 44,612 56,048 66,599 140,243 46,725 129,784 26,102 19,951 1997
1998 218,562 220,983 46,664 59,411 68,446 146,219 47,989 133,151 28,320 22,458 1998
1999 220,201 227,367 48,342 61,684 71,443 152,959 49,164 137,654 30,437 24,180 1999
2000 213,782 234,073 49,861 63,767 74,496 159,313 50,328 141,856 33,472 26,032 2000
2001 214,909 243,146 46,665 60,407 76,291 164,992 51,369 144,759 34,689 26,761 2001
2002 218,589 250,158 49,106 61,185 78,646 169,530 52,323 148,616 37,821 21,784 2002
2003 221,689 258,643 49,784 63,141 81,498 175,135 53,341 152,589 37,929 22,635 2003
2004 225,790 264,685 50,394 64,009 83,339 178,701 53,020 153,308 39,567 23,775 2004
2005 231,402 273,359 47,288 62,856 85,511 183,003 54,438 157,190 40,986 22,865 2005
2006 235,575 280,677 48,051 62,037 87,417 180,584 55,177 159,677 43,505 24,389 2006
2007 241,658 286,420 48,710 63,497 88,236 183,936 55,945 163,050 44,789 25,086 2007
2008 246,773 291,222 68,717 72,802 90,277 185,980 56,466 165,280 46,668 25,786 7,395 17,592 2008
2009 250,427 297,658 70,489 74,340 92,659 188,243 57,215 160,701 48,985 25,952 7,630 18,064 2009
2010 253,293 302,450 72,128 75,159 94,504 190,348 58,254 161,257 50,673 25,809 7,909 18,588 2010
2011 257,776 308,165 73,757 76,570 95,953 191,803 59,335 161,514 52,046 26,464 6,944 19,140 2011
2012 260,836 311,416 75,043 78,137 97,545 191,503 59,979 161,965 53,838 27,003 7,151 18,533 2012
2013 263,624 314,475 73,644 75,639 91,220 192,687 59,500 162,097 54,207 26,812 7,353 18,591 2013
2014 266,716 315,250 75,067 74,833 92,650 188,722 53,828 153,324 54,141 26,202 4,121 5,647 2014
2015 267,962 317,227 77,272 77,022 94,165 188,774 53,100 149,172 53,807 24,818 4,278 5,692 2015
2016 269,449 319,242 79,189 77,256 95,317 188,733 53,725 149,483 53,601 24,961 4,425 5,733 2016
2017 271,301 321,105 80,244 77,942 96,191 187,949 52,060 148,960 54,490 17,851 4,557 5,780 2017
2018 273,393 321,620 74,465 78,449 97,578 186,383 53,145 149,172 45,257 16,927 4,680 5,811 2018
2019 275,239 323,096 75,581 79,078 98,856 186,448 53,601 149,337 46,552 17,156 4,681 5,811 2019
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3─2　蔵書数（製本雑誌） （単位：冊）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋 和 洋

1970 73,572 ─ 7,128 7,483 25,317 48,357 6,956 8,827 1970
1971 140,931 ─ 15,833 ─ 26,801 50,231 32,601 ─ 1971
1972 149,762 ─ 16,853 ─ 26,743 51,988 9,371 28,708 1972
1973 157,344 ─ 9,053 9,627 27,354 53,703 11,866 32,877 1973
1974 85,102 80,978 10,184 10,767 28,104 55,741 13,873 38,454 1974
1975 90,438 83,532 10,048 14,270 30,843 57,281 16,860 43,572 1975
1976 89,100 91,619 10,709 14,985 31,380 58,844 19,602 48,571 1976
1977 96,900 72,566 12,248 16,951 32,219 60,804 22,455 53,586 1977
1978 102,581 80,036 13,184 18,495 33,356 63,210 26,198 60,581 1978
1979 106,900 85,641 14,204 19,645 34,470 65,328 27,442 63,613 1979
1980 111,832 90,237 15,315 20,195 35,495 67,305 28,128 68,593 1980
1981 117,972 93,783 16,006 21,142 36,655 70,018 26,593 71,547 1981
1982 123,416 101,497 17,278 23,545 37,642 72,604 27,898 75,560 1982
1983 129,063 110,108 18,578 24,946 38,692 74,926 29,114 79,179 1983
1984 133,747 119,324 20,551 28,076 40,013 77,827 30,510 82,497 1984
1985 140,359 134,746 22,303 31,453 40,993 80,713 30,322 85,665 1985
1986 147,592 139,752 23,741 33,877 42,742 84,934 31,491 88,526 1986
1987 150,223 138,145 25,490 36,597 44,270 88,933 33,541 92,882 1987
1988 156,792 155,959 27,605 39,021 46,150 93,578 34,782 96,326 1988
1989 163,172 162,632 30,325 41,151 48,058 98,094 35,311 102,613 1989
1990 168,660 169,213 32,333 43,118 50,001 100,108 36,689 105,296 602 1,272 1990
1991 175,040 175,332 34,425 45,124 53,068 106,543 38,077 108,871 5,288 4,745 1991
1992 180,714 182,086 35,613 46,400 54,436 110,985 39,380 112,497 8,923 6,835 1992
1993 186,054 187,477 37,954 48,388 56,693 116,378 40,286 114,468 14,067 10,947 1993
1994 191,684 192,988 40,556 50,198 58,718 121,821 41,509 117,549 18,086 13,492 1994
1995 198,815 200,113 41,991 52,282 61,007 127,148 42,957 121,974 20,674 15,559 1995
1996 206,507 205,608 43,019 54,224 63,724 133,440 44,708 127,423 23,188 17,873 1996
1997 212,936 211,281 44,612 56,048 66,599 140,243 46,725 129,784 26,102 19,951 1997
1998 218,562 220,983 46,664 59,411 68,446 146,219 47,989 133,151 28,320 22,458 1998
1999 220,201 227,367 48,342 61,684 71,443 152,959 49,164 137,654 30,437 24,180 1999
2000 213,782 234,073 49,861 63,767 74,496 159,313 50,328 141,856 33,472 26,032 2000
2001 214,909 243,146 46,665 60,407 76,291 164,992 51,369 144,759 34,689 26,761 2001
2002 218,589 250,158 49,106 61,185 78,646 169,530 52,323 148,616 37,821 21,784 2002
2003 221,689 258,643 49,784 63,141 81,498 175,135 53,341 152,589 37,929 22,635 2003
2004 225,790 264,685 50,394 64,009 83,339 178,701 53,020 153,308 39,567 23,775 2004
2005 231,402 273,359 47,288 62,856 85,511 183,003 54,438 157,190 40,986 22,865 2005
2006 235,575 280,677 48,051 62,037 87,417 180,584 55,177 159,677 43,505 24,389 2006
2007 241,658 286,420 48,710 63,497 88,236 183,936 55,945 163,050 44,789 25,086 2007
2008 246,773 291,222 68,717 72,802 90,277 185,980 56,466 165,280 46,668 25,786 7,395 17,592 2008
2009 250,427 297,658 70,489 74,340 92,659 188,243 57,215 160,701 48,985 25,952 7,630 18,064 2009
2010 253,293 302,450 72,128 75,159 94,504 190,348 58,254 161,257 50,673 25,809 7,909 18,588 2010
2011 257,776 308,165 73,757 76,570 95,953 191,803 59,335 161,514 52,046 26,464 6,944 19,140 2011
2012 260,836 311,416 75,043 78,137 97,545 191,503 59,979 161,965 53,838 27,003 7,151 18,533 2012
2013 263,624 314,475 73,644 75,639 91,220 192,687 59,500 162,097 54,207 26,812 7,353 18,591 2013
2014 266,716 315,250 75,067 74,833 92,650 188,722 53,828 153,324 54,141 26,202 4,121 5,647 2014
2015 267,962 317,227 77,272 77,022 94,165 188,774 53,100 149,172 53,807 24,818 4,278 5,692 2015
2016 269,449 319,242 79,189 77,256 95,317 188,733 53,725 149,483 53,601 24,961 4,425 5,733 2016
2017 271,301 321,105 80,244 77,942 96,191 187,949 52,060 148,960 54,490 17,851 4,557 5,780 2017
2018 273,393 321,620 74,465 78,449 97,578 186,383 53,145 149,172 45,257 16,927 4,680 5,811 2018
2019 275,239 323,096 75,581 79,078 98,856 186,448 53,601 149,337 46,552 17,156 4,681 5,811 2019
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3─3　蔵書数（逐次刊行物　和雑誌タイトル数） （単位：タイトル）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント

1970 4,859 ─ 344 ─ 874 ─ 700 ─ 1970
1971 5,459 ─ 343 ─ 907 ─ 724 ─ 1971
1972 5,773 ─ 349 ─ 895 ─ 779 ─ 1972
1973 3,501 ─ 351 ─ 890 ─ 875 ─ 1973
1974 3,602 ─ 364 ─ 908 ─ 908 ─ 1974
1975 3,991 ─ 334 ─ 920 ─ 932 ─ 1975
1976 3,683 4,042 488 174 821 517 943 1,184 1976
1977 3,884 4,793 488 152 929 559 945 1,196 1977
1978 4,114 4,780 510 176 1,014 623 952 1,205 1978
1979 4,306 4,764 537 188 1,056 617 961 1,208 1979
1980 4,389 4,709 576 192 1,076 623 950 1,251 1980
1981 4,558 4,734 652 183 1,127 645 964 1,243 1981
1982 4,581 4,797 660 281 1,173 672 1,001 1,247 1982
1983 4,768 4,825 650 321 1,186 692 1,006 1,250 1983
1984 4,922 4,886 741 338 1,207 707 932 2,597 1984
1985 5,058 4,961 839 362 1,231 733 958 2,611 1985
1986 5,165 5,050 905 501 1,248 770 993 2,640 1986
1987 5,252 5,119 882 505 1,263 783 1,040 2,719 1987
1988 5,165 5,097 927 535 1,286 808 1,070 2,769 1988
1989 5,335 5,175 1,017 554 1,298 826 1,095 2,842 1989
1990 5,421 5,274 1,023 579 1,320 902 1,100 2,902 290 ─ 1990
1991 5,538 5,375 1,026 595 1,382 925 1,144 2,946 500 ─ 1991
1992 5,611 5,470 1,042 611 1,427 962 1,153 2,964 769 115 1992
1993 5,695 5,516 1,065 625 1,514 986 1,156 3,009 967 248 1993
1994 5,783 5,559 1,093 680 1,547 1,016 1,171 3,033 987 378 1994
1995 5,878 5,627 1,082 751 1,621 1,071 1,191 3,049 1,117 389 1995
1996 5,932 5,768 1,100 781 1,698 1,105 1,206 3,071 1,170 427 1996
1997 5,962 5,808 1,095 814 1,764 1,170 1,203 3,108 1,196 466 1997
1998 5,959 5,935 940 1,182 1,792 1,205 1,203 3,127 1,214 505 1998
1999 5,979 6,070 948 1,213 1,792 1,252 1,199 3,150 1,274 549 1999
2000 5,918 6,268 933 1,245 1,770 1,289 1,201 3,179 1,356 642 2000
2001 6,080 6,537 961 1,247 1,756 1,358 1,202 3,209 1,501 722 2001
2002 6,079 6,697 952 1,309 1,549 1,618 1,194 3,239 1,503 771 2002
2003 6,008 6,822 948 1,306 1,524 1,676 1,179 3,285 1,490 762 2003
2004 5,968 6,955 989 1,294 1,523 1,722 1,160 3,206 1,416 838 2004
2005 5,839 7,211 1,014 1,289 1,491 1,796 1,169 3,224 1,418 879 2005
2006 5,705 7,420 1,001 1,312 1,374 1,878 1,156 3,254 1,477 946 2006
2007 5,590 7,643 990 1,311 1,351 1,915 1,144 3,283 1,452 983 2007
2008 5,483 7,862 1,812 1,611 1,347 1,943 1,126 3,053 1,410 1,055 156 143 2008
2009 5,330 8,059 1,724 1,715 1,337 1,976 958 3,242 1,328 1,153 160 153 2009
2010 3,929 20,111 1,254 2,417 1,268 2,690 858 3,826 1,242 1,589 141 231 2010
2011 3,865 19,849 1,205 2,375 1,234 2,774 764 3,986 1,174 1,497 130 168 2011
2012 3,545 20,170 1,143 2,407 1,156 2,841 715 4,006 1,132 1,551 138 162 2012
2013 3,429 20,348 1,104 2,389 1,042 2,571 623 3,858 1,081 1,518 134 169 2013
2014 3,323 20,435 1,061 2,445 980 2,636 580 3,152 1,000 1,478 116 133 2014
2015 3,160 20,610 1,029 2,494 943 2,682 556 3,063 928 1,484 106 143 2015
2016 3,050 20,753 981 2,541 919 2,716 511 3,055 871 1,499 105 145 2016
2017 2,927 20,820 958 2,566 901 2,737 494 2,498 826 1,515 104 146 2017
2018 2,775 21,002 914 2,484 871 2,769 440 2,560 800 1,077 104 147 2018
2019 2,618 21,126 917 2,549 791 2,824 425 2,581 748 1,095 101 162 2019
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3─3　蔵書数（逐次刊行物　和雑誌タイトル数） （単位：タイトル）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント

1970 4,859 ─ 344 ─ 874 ─ 700 ─ 1970
1971 5,459 ─ 343 ─ 907 ─ 724 ─ 1971
1972 5,773 ─ 349 ─ 895 ─ 779 ─ 1972
1973 3,501 ─ 351 ─ 890 ─ 875 ─ 1973
1974 3,602 ─ 364 ─ 908 ─ 908 ─ 1974
1975 3,991 ─ 334 ─ 920 ─ 932 ─ 1975
1976 3,683 4,042 488 174 821 517 943 1,184 1976
1977 3,884 4,793 488 152 929 559 945 1,196 1977
1978 4,114 4,780 510 176 1,014 623 952 1,205 1978
1979 4,306 4,764 537 188 1,056 617 961 1,208 1979
1980 4,389 4,709 576 192 1,076 623 950 1,251 1980
1981 4,558 4,734 652 183 1,127 645 964 1,243 1981
1982 4,581 4,797 660 281 1,173 672 1,001 1,247 1982
1983 4,768 4,825 650 321 1,186 692 1,006 1,250 1983
1984 4,922 4,886 741 338 1,207 707 932 2,597 1984
1985 5,058 4,961 839 362 1,231 733 958 2,611 1985
1986 5,165 5,050 905 501 1,248 770 993 2,640 1986
1987 5,252 5,119 882 505 1,263 783 1,040 2,719 1987
1988 5,165 5,097 927 535 1,286 808 1,070 2,769 1988
1989 5,335 5,175 1,017 554 1,298 826 1,095 2,842 1989
1990 5,421 5,274 1,023 579 1,320 902 1,100 2,902 290 ─ 1990
1991 5,538 5,375 1,026 595 1,382 925 1,144 2,946 500 ─ 1991
1992 5,611 5,470 1,042 611 1,427 962 1,153 2,964 769 115 1992
1993 5,695 5,516 1,065 625 1,514 986 1,156 3,009 967 248 1993
1994 5,783 5,559 1,093 680 1,547 1,016 1,171 3,033 987 378 1994
1995 5,878 5,627 1,082 751 1,621 1,071 1,191 3,049 1,117 389 1995
1996 5,932 5,768 1,100 781 1,698 1,105 1,206 3,071 1,170 427 1996
1997 5,962 5,808 1,095 814 1,764 1,170 1,203 3,108 1,196 466 1997
1998 5,959 5,935 940 1,182 1,792 1,205 1,203 3,127 1,214 505 1998
1999 5,979 6,070 948 1,213 1,792 1,252 1,199 3,150 1,274 549 1999
2000 5,918 6,268 933 1,245 1,770 1,289 1,201 3,179 1,356 642 2000
2001 6,080 6,537 961 1,247 1,756 1,358 1,202 3,209 1,501 722 2001
2002 6,079 6,697 952 1,309 1,549 1,618 1,194 3,239 1,503 771 2002
2003 6,008 6,822 948 1,306 1,524 1,676 1,179 3,285 1,490 762 2003
2004 5,968 6,955 989 1,294 1,523 1,722 1,160 3,206 1,416 838 2004
2005 5,839 7,211 1,014 1,289 1,491 1,796 1,169 3,224 1,418 879 2005
2006 5,705 7,420 1,001 1,312 1,374 1,878 1,156 3,254 1,477 946 2006
2007 5,590 7,643 990 1,311 1,351 1,915 1,144 3,283 1,452 983 2007
2008 5,483 7,862 1,812 1,611 1,347 1,943 1,126 3,053 1,410 1,055 156 143 2008
2009 5,330 8,059 1,724 1,715 1,337 1,976 958 3,242 1,328 1,153 160 153 2009
2010 3,929 20,111 1,254 2,417 1,268 2,690 858 3,826 1,242 1,589 141 231 2010
2011 3,865 19,849 1,205 2,375 1,234 2,774 764 3,986 1,174 1,497 130 168 2011
2012 3,545 20,170 1,143 2,407 1,156 2,841 715 4,006 1,132 1,551 138 162 2012
2013 3,429 20,348 1,104 2,389 1,042 2,571 623 3,858 1,081 1,518 134 169 2013
2014 3,323 20,435 1,061 2,445 980 2,636 580 3,152 1,000 1,478 116 133 2014
2015 3,160 20,610 1,029 2,494 943 2,682 556 3,063 928 1,484 106 143 2015
2016 3,050 20,753 981 2,541 919 2,716 511 3,055 871 1,499 105 145 2016
2017 2,927 20,820 958 2,566 901 2,737 494 2,498 826 1,515 104 146 2017
2018 2,775 21,002 914 2,484 871 2,769 440 2,560 800 1,077 104 147 2018
2019 2,618 21,126 917 2,549 791 2,824 425 2,581 748 1,095 101 162 2019
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3─4　蔵書数（逐次刊行物　洋雑誌タイトル数） （単位：タイトル）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント

1970 1,887 ─ 362 ─ 1,487 ─ 647 ─ 1970
1971 2,007 ─ 365 ─ 1,455 ─ 860 ─ 1971
1972 2,006 ─ 365 ─ 1,066 ─ 837 ─ 1972
1973 1,702 ─ 382 ─ 1,033 ─ 950 ─ 1973
1974 1,815 ─ 390 ─ 1,016 ─ 997 ─ 1974
1975 1,874 ─ 400 ─ 947 ─ 1,015 ─ 1975
1976 1,809 1,754 417 393 1,025 911 1,032 1,539 1976
1977 1,869 1,778 428 403 1,066 958 1,037 1,711 1977
1978 2,159 1,837 447 403 1,105 966 1,044 1,899 1978
1979 2,319 1,834 478 405 1,244 971 1,081 1,899 1979
1980 2,422 1,871 490 413 1,285 972 1,059 2,051 1980
1981 2,589 1,940 504 444 1,414 982 1,108 2,036 1981
1982 2,766 2,024 517 539 1,432 1,021 1,162 2,084 1982
1983 2,993 2,124 532 593 1,482 1,043 1,177 2,094 1983
1984 3,210 2,230 568 641 1,567 1,075 1,287 4,763 1984
1985 3,385 2,347 619 913 1,570 1,141 1,327 4,781 1985
1986 3,509 2,425 663 946 1,601 1,192 1,370 4,816 1986
1987 3,665 2,497 707 976 1,643 1,223 1,388 4,837 1987
1988 3,845 2,613 737 985 1,721 1,283 1,438 4,869 1988
1989 4,031 2,706 782 1,001 1,770 1,290 1,514 4,928 1989
1990 4,127 2,782 809 1,013 1,707 1,439 1,542 4,972 581 ─ 1990
1991 4,233 2,884 850 1,026 1,729 1,467 1,567 5,034 758 ─ 1991
1992 4,307 3,175 878 1,045 1,747 1,507 1,552 5,126 876 54 1992
1993 4,423 3,230 869 1,061 1,770 1,545 1,597 5,219 1,059 87 1993
1994 4,516 3,258 906 1,080 1,863 1,565 1,606 5,245 1,205 220 1994
1995 4,579 3,340 906 1,113 1,974 1,606 1,649 5,256 1,285 252 1995
1996 4,640 3,459 920 1,126 2,009 1,643 1,666 5,276 1,483 309 1996
1997 4,708 3,507 932 1,156 2,005 1,676 1,652 5,335 1,510 349 1997
1998 4,745 3,752 858 1,574 1,929 1,768 1,305 5,701 1,230 660 1998
1999 4,790 3,854 863 1,600 1,826 1,907 1,317 5,725 1,249 693 1999
2000 4,552 4,260 841 1,646 1,786 1,967 1,331 5,734 1,181 770 2000
2001 4,656 4,899 869 1,581 1,751 2,031 1,350 5,755 1,240 807 2001
2002 4,567 5,159 844 1,602 1,702 2,080 1,328 5,807 1,087 692 2002
2003 4,472 5,306 797 1,659 1,662 2,129 1,295 5,865 1,022 698 2003
2004 4,446 5,397 766 1,708 1,421 2,386 1,127 5,931 958 773 2004
2005 4,347 5,655 744 1,724 1,286 2,519 1,040 6,031 820 753 2005
2006 4,123 5,932 730 1,694 744 2,858 898 6,188 724 854 2006
2007 3,875 6,232 716 1,708 684 2,919 742 6,371 678 902 2007
2008 3,629 6,522 1,014 1,882 645 2,955 538 6,582 611 976 109 155 2008
2009 3,324 6,843 957 1,936 613 2,992 423 6,671 581 975 61 205 2009
2010 2,890 9,741 732 2,106 370 4,140 225 6,739 330 1,256 28 269 2010
2011 2,615 10,469 756 2,180 281 4,513 205 7,101 314 1,219 25 293 2011
2012 2,260 10,844 627 3,018 167 4,566 177 7,122 278 1,248 23 290 2012
2013 1,936 11,111 588 3,028 115 4,628 150 7,087 228 1,256 21 294 2013
2014 1,760 11,247 499 3,107 83 4,651 134 6,840 196 1,239 12 135 2014
2015 1,533 11,440 446 3,157 80 4,650 127 6,646 166 991 11 133 2015
2016 1,415 11,544 427 3,174 80 4,651 99 6,673 143 1,011 9 135 2016
2017 1,314 11,607 379 3,214 80 4,651 74 6,627 128 747 9 135 2017
2018 1,182 11,691 343 3,247 76 4,610 70 6,628 121 670 9 135 2018
2019 1,018 11,796 325 3,298 56 4,631 54 6,628 102 680 9 135 2019
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3─4　蔵書数（逐次刊行物　洋雑誌タイトル数） （単位：タイトル）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント カレント ノンカレント

1970 1,887 ─ 362 ─ 1,487 ─ 647 ─ 1970
1971 2,007 ─ 365 ─ 1,455 ─ 860 ─ 1971
1972 2,006 ─ 365 ─ 1,066 ─ 837 ─ 1972
1973 1,702 ─ 382 ─ 1,033 ─ 950 ─ 1973
1974 1,815 ─ 390 ─ 1,016 ─ 997 ─ 1974
1975 1,874 ─ 400 ─ 947 ─ 1,015 ─ 1975
1976 1,809 1,754 417 393 1,025 911 1,032 1,539 1976
1977 1,869 1,778 428 403 1,066 958 1,037 1,711 1977
1978 2,159 1,837 447 403 1,105 966 1,044 1,899 1978
1979 2,319 1,834 478 405 1,244 971 1,081 1,899 1979
1980 2,422 1,871 490 413 1,285 972 1,059 2,051 1980
1981 2,589 1,940 504 444 1,414 982 1,108 2,036 1981
1982 2,766 2,024 517 539 1,432 1,021 1,162 2,084 1982
1983 2,993 2,124 532 593 1,482 1,043 1,177 2,094 1983
1984 3,210 2,230 568 641 1,567 1,075 1,287 4,763 1984
1985 3,385 2,347 619 913 1,570 1,141 1,327 4,781 1985
1986 3,509 2,425 663 946 1,601 1,192 1,370 4,816 1986
1987 3,665 2,497 707 976 1,643 1,223 1,388 4,837 1987
1988 3,845 2,613 737 985 1,721 1,283 1,438 4,869 1988
1989 4,031 2,706 782 1,001 1,770 1,290 1,514 4,928 1989
1990 4,127 2,782 809 1,013 1,707 1,439 1,542 4,972 581 ─ 1990
1991 4,233 2,884 850 1,026 1,729 1,467 1,567 5,034 758 ─ 1991
1992 4,307 3,175 878 1,045 1,747 1,507 1,552 5,126 876 54 1992
1993 4,423 3,230 869 1,061 1,770 1,545 1,597 5,219 1,059 87 1993
1994 4,516 3,258 906 1,080 1,863 1,565 1,606 5,245 1,205 220 1994
1995 4,579 3,340 906 1,113 1,974 1,606 1,649 5,256 1,285 252 1995
1996 4,640 3,459 920 1,126 2,009 1,643 1,666 5,276 1,483 309 1996
1997 4,708 3,507 932 1,156 2,005 1,676 1,652 5,335 1,510 349 1997
1998 4,745 3,752 858 1,574 1,929 1,768 1,305 5,701 1,230 660 1998
1999 4,790 3,854 863 1,600 1,826 1,907 1,317 5,725 1,249 693 1999
2000 4,552 4,260 841 1,646 1,786 1,967 1,331 5,734 1,181 770 2000
2001 4,656 4,899 869 1,581 1,751 2,031 1,350 5,755 1,240 807 2001
2002 4,567 5,159 844 1,602 1,702 2,080 1,328 5,807 1,087 692 2002
2003 4,472 5,306 797 1,659 1,662 2,129 1,295 5,865 1,022 698 2003
2004 4,446 5,397 766 1,708 1,421 2,386 1,127 5,931 958 773 2004
2005 4,347 5,655 744 1,724 1,286 2,519 1,040 6,031 820 753 2005
2006 4,123 5,932 730 1,694 744 2,858 898 6,188 724 854 2006
2007 3,875 6,232 716 1,708 684 2,919 742 6,371 678 902 2007
2008 3,629 6,522 1,014 1,882 645 2,955 538 6,582 611 976 109 155 2008
2009 3,324 6,843 957 1,936 613 2,992 423 6,671 581 975 61 205 2009
2010 2,890 9,741 732 2,106 370 4,140 225 6,739 330 1,256 28 269 2010
2011 2,615 10,469 756 2,180 281 4,513 205 7,101 314 1,219 25 293 2011
2012 2,260 10,844 627 3,018 167 4,566 177 7,122 278 1,248 23 290 2012
2013 1,936 11,111 588 3,028 115 4,628 150 7,087 228 1,256 21 294 2013
2014 1,760 11,247 499 3,107 83 4,651 134 6,840 196 1,239 12 135 2014
2015 1,533 11,440 446 3,157 80 4,650 127 6,646 166 991 11 133 2015
2016 1,415 11,544 427 3,174 80 4,651 99 6,673 143 1,011 9 135 2016
2017 1,314 11,607 379 3,214 80 4,651 74 6,627 128 747 9 135 2017
2018 1,182 11,691 343 3,247 76 4,610 70 6,628 121 670 9 135 2018
2019 1,018 11,796 325 3,298 56 4,631 54 6,628 102 680 9 135 2019
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3─5　蔵書数（非図書資料タイトル数） （単位：タイトル）

年度

三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料

1989 866 7,549 327 2,215 7 758 18 23 1989

1990 1,035 7,586 340 2,370 17 788 19 27 2 380 1990

1991 1,309 7,672 407 2,561 18 758 19 35 159 640 1991

1992 1,535 7,794 466 2,898 21 912 21 39 193 1,009 1992

1993 1,555 7,844 561 3,143 33 1,306 21 73 351 1,402 1993

1994 1,730 8,028 634 3,316 36 1,422 99 138 440 1,591 1994

1995 1,981 8,082 745 3,354 106 1,551 282 163 546 1,741 1995

1996 2,181 8,116 910 3,565 265 1,613 408 175 657 2,041 1996

1997 2,430 8,315 1,108 3,790 345 1,645 477 179 756 2,132 1997

1998 2,548 8,532 1,103 3,761 407 1,722 570 178 956 2,257 1998

1999 2,706 8,610 1,233 4,062 468 1,771 684 263 1,243 2,449 1999

2000 2,961 8,940 1,432 4,483 545 1,846 780 311 1,563 2,832 2000

2001 3,424 9,141 1,801 4,881 626 1,872 859 356 2,115 3,826 2001

2002 3,685 10,087 2,153 5,430 715 1,914 962 377 2,347 4,155 2002

2003 3,899 10,321 2,324 5,807 812 1,930 1,117 395 2,585 4,235 2003

2004 4,178 11,301 2,492 6,419 941 1,983 1,021 396 2,464 4,523 2004

2005 4,533 11,625 2,580 7,076 1,089 2,031 1,118 411 2,413 4,912 2005

2006 4,862 11,832 2,719 7,910 1,060 1,646 1,185 422 2,580 5,057 2006

2007 5,087 11,950 2,575 8,794 1,152 1,757 1,286 438 2,728 5,335 2007

2008 5,355 12,106 2,909 9,684 1,240 1,854 1,384 482 2,849 5,640 350 112 2008

2009 5,613 12,356 3,052 10,576 1,158 1,944 1,445 586 3,101 6,053 367 130 2009

2010 3,306 12,433 965 9,124 208 1,191 213 443 314 4,785 66 285 2010

2011 3,431 12,926 1,156 9,583 197 513 232 448 369 4,997 85 322 2011

2012 3,394 13,033 1,212 9,894 201 562 233 448 367 5,474 89 333 2012

2013 3,466 13,222 1,270 10,179 178 760 240 268 377 5,553 92 357 2013

2014 3,478 13,250 1,260 10,399 180 445 232 268 361 5,599 92 329 2014

2015 3,505 13,320 1,277 10,510 187 457 237 268 355 5,798 104 394 2015

2016 3,548 13,379 1,303 10,623 191 489 222 279 336 5,791 91 423 2016

2017 3,674 13,437 1,296 10,683 198 526 212 283 174 5,870 92 429 2017

2018 3,680 13,436 1,295 10,955 202 522 217 287 174 5,969 92 442 2018

2019 3,652 13,394 1,280 11,113 204 523 243 292 173 6,062 92 453 2019
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3─5　蔵書数（非図書資料タイトル数） （単位：タイトル）

年度

三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料
マイクロ・
機械可読

視聴覚資料

1989 866 7,549 327 2,215 7 758 18 23 1989

1990 1,035 7,586 340 2,370 17 788 19 27 2 380 1990

1991 1,309 7,672 407 2,561 18 758 19 35 159 640 1991

1992 1,535 7,794 466 2,898 21 912 21 39 193 1,009 1992

1993 1,555 7,844 561 3,143 33 1,306 21 73 351 1,402 1993

1994 1,730 8,028 634 3,316 36 1,422 99 138 440 1,591 1994

1995 1,981 8,082 745 3,354 106 1,551 282 163 546 1,741 1995

1996 2,181 8,116 910 3,565 265 1,613 408 175 657 2,041 1996

1997 2,430 8,315 1,108 3,790 345 1,645 477 179 756 2,132 1997

1998 2,548 8,532 1,103 3,761 407 1,722 570 178 956 2,257 1998

1999 2,706 8,610 1,233 4,062 468 1,771 684 263 1,243 2,449 1999

2000 2,961 8,940 1,432 4,483 545 1,846 780 311 1,563 2,832 2000

2001 3,424 9,141 1,801 4,881 626 1,872 859 356 2,115 3,826 2001

2002 3,685 10,087 2,153 5,430 715 1,914 962 377 2,347 4,155 2002

2003 3,899 10,321 2,324 5,807 812 1,930 1,117 395 2,585 4,235 2003

2004 4,178 11,301 2,492 6,419 941 1,983 1,021 396 2,464 4,523 2004

2005 4,533 11,625 2,580 7,076 1,089 2,031 1,118 411 2,413 4,912 2005

2006 4,862 11,832 2,719 7,910 1,060 1,646 1,185 422 2,580 5,057 2006

2007 5,087 11,950 2,575 8,794 1,152 1,757 1,286 438 2,728 5,335 2007

2008 5,355 12,106 2,909 9,684 1,240 1,854 1,384 482 2,849 5,640 350 112 2008

2009 5,613 12,356 3,052 10,576 1,158 1,944 1,445 586 3,101 6,053 367 130 2009

2010 3,306 12,433 965 9,124 208 1,191 213 443 314 4,785 66 285 2010

2011 3,431 12,926 1,156 9,583 197 513 232 448 369 4,997 85 322 2011

2012 3,394 13,033 1,212 9,894 201 562 233 448 367 5,474 89 333 2012

2013 3,466 13,222 1,270 10,179 178 760 240 268 377 5,553 92 357 2013

2014 3,478 13,250 1,260 10,399 180 445 232 268 361 5,599 92 329 2014

2015 3,505 13,320 1,277 10,510 187 457 237 268 355 5,798 104 394 2015

2016 3,548 13,379 1,303 10,623 191 489 222 279 336 5,791 91 423 2016

2017 3,674 13,437 1,296 10,683 198 526 212 283 174 5,870 92 429 2017

2018 3,680 13,436 1,295 10,955 202 522 217 287 174 5,969 92 442 2018

2019 3,652 13,394 1,280 11,113 204 523 243 292 173 6,062 92 453 2019
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3─6　蔵書数（電子資料） （単位：タイトル）

年度
全学共通 三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB

2004 63 18,577 ─ 187 19,066 1,627 98 18,874 1,627 76 20,848 1,637 82 20,033 1,627 113 21,030 1,957 2004

2005 80 22,717 ─ 231 23,310 2,453 115 22,995 2,453 91 23,498 2,457 93 22,853 2,453 109 25,220 2,454 2005

2006 91 25,531 ─ 230 26,318 4,828 115 25,999 4,795 101 26,470 4,800 106 25,720 4,795 123 29,045 4,790 2006

2007 101 24,908 ─ 237 25,147 5,883 120 25,108 5,883 111 25,898 5,966 110 25,101 5,882 127 28,403 5,882 2007

2008 101 40,789 ─ 250 41,178 11,637 138 41,071 11,638 114 41,645 11,783 110 40,970 11,637 131 41,572 11,637 110 40,827 11,637 2008

2009 125 36,881 ─ 257 36,881 17,782 158 36,383 17,783 138 36,988 18,221 134 36,350 17,835 161 36,984 17,782 136 36,762 17,782 2009

2010 80 55,819 13,141 95 57,378 13,141 90 56,424 13,142 86 57,206 13,141 90 56,169 13,141 96 57,068 13,141 84 56,726 13,141 2010

2011 123 66,343 332,680 142 67,798 332,681 133 66,918 332,741 129 67,700 332,854 129 66,701 332,741 138 67,461 332,680 128 67,308 332,680 2011

2012 149 75,267 343,754 160 75,811 343,755 158 75,431 343,754 153 75,556 343,887 152 75,442 343,815 161 75,359 343,754 154 75,324 343,754 2012

2013 161 94,487 348,723 170 95,018 348,724 171 94,592 348,784 166 95,350 349,846 166 94,642 348,784 173 94,565 348,723 166 94,541 348,723 2013

2014 164 97,885 337,480 172 98,634 337,481 175 98,003 337,739 171 98,733 338,603 169 98,031 337,739 177 97,965 337,480 169 97,940 337,480 2014

2015 169 112,551 347,358 178 113,312 347,359 180 112,675 347,935 176 113,435 348,481 174 112,704 347,935 182 112,642 347,358 174 112,611 347,358 2015

2016 170 106,747 353,862 178 107,514 353,863 182 106,840 355,118 178 107,636 354,985 175 106,875 355,118 183 106,837 353,862 175 106,771 353,862 2016

2017 175 116,757 367,358 187 117,148 367,359 185 116,850 369,022 180 117,643 368,481 179 116,906 369,022 187 116,849 367,358 180 116,781 367,358 2017

2018 207 137,986 371,515 219 138,353 371,516 217 138,083 373,222 213 138,866 372,638 209 138,173 373,222 217 138,060 371,515 212 138,023 371,515 2018

2019 211 139,144 674,103 221 139,614 674,104 220 139,258 675,998 216 140,034 675,377 213 139,331 675,999 218 139,238 674,103 216 139,183 674,103 2019

凡例）　DB：データベース　　EJ：電子ジャーナル　　EB：電子ブック
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3─6　蔵書数（電子資料） （単位：タイトル）

年度
全学共通 三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度
DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB DB EJ EB

2004 63 18,577 ─ 187 19,066 1,627 98 18,874 1,627 76 20,848 1,637 82 20,033 1,627 113 21,030 1,957 2004

2005 80 22,717 ─ 231 23,310 2,453 115 22,995 2,453 91 23,498 2,457 93 22,853 2,453 109 25,220 2,454 2005

2006 91 25,531 ─ 230 26,318 4,828 115 25,999 4,795 101 26,470 4,800 106 25,720 4,795 123 29,045 4,790 2006

2007 101 24,908 ─ 237 25,147 5,883 120 25,108 5,883 111 25,898 5,966 110 25,101 5,882 127 28,403 5,882 2007

2008 101 40,789 ─ 250 41,178 11,637 138 41,071 11,638 114 41,645 11,783 110 40,970 11,637 131 41,572 11,637 110 40,827 11,637 2008

2009 125 36,881 ─ 257 36,881 17,782 158 36,383 17,783 138 36,988 18,221 134 36,350 17,835 161 36,984 17,782 136 36,762 17,782 2009

2010 80 55,819 13,141 95 57,378 13,141 90 56,424 13,142 86 57,206 13,141 90 56,169 13,141 96 57,068 13,141 84 56,726 13,141 2010

2011 123 66,343 332,680 142 67,798 332,681 133 66,918 332,741 129 67,700 332,854 129 66,701 332,741 138 67,461 332,680 128 67,308 332,680 2011

2012 149 75,267 343,754 160 75,811 343,755 158 75,431 343,754 153 75,556 343,887 152 75,442 343,815 161 75,359 343,754 154 75,324 343,754 2012

2013 161 94,487 348,723 170 95,018 348,724 171 94,592 348,784 166 95,350 349,846 166 94,642 348,784 173 94,565 348,723 166 94,541 348,723 2013

2014 164 97,885 337,480 172 98,634 337,481 175 98,003 337,739 171 98,733 338,603 169 98,031 337,739 177 97,965 337,480 169 97,940 337,480 2014

2015 169 112,551 347,358 178 113,312 347,359 180 112,675 347,935 176 113,435 348,481 174 112,704 347,935 182 112,642 347,358 174 112,611 347,358 2015

2016 170 106,747 353,862 178 107,514 353,863 182 106,840 355,118 178 107,636 354,985 175 106,875 355,118 183 106,837 353,862 175 106,771 353,862 2016

2017 175 116,757 367,358 187 117,148 367,359 185 116,850 369,022 180 117,643 368,481 179 116,906 369,022 187 116,849 367,358 180 116,781 367,358 2017

2018 207 137,986 371,515 219 138,353 371,516 217 138,083 373,222 213 138,866 372,638 209 138,173 373,222 217 138,060 371,515 212 138,023 371,515 2018

2019 211 139,144 674,103 221 139,614 674,104 220 139,258 675,998 216 140,034 675,377 213 139,331 675,999 218 139,238 674,103 216 139,183 674,103 2019

凡例）　DB：データベース　　EJ：電子ジャーナル　　EB：電子ブック
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4─1　サービス統計（入館者） （単位：人）

年度 三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

1982 ─ ─ 185,676 ─

1983 ─ 460,296 188,789 ─

1984 ─ 428,486 191,310 ─

1985 ─ 634,387 159,146 ─

1986 ─ 727,458 ─ ─

1987 ─ 841,713 ─ ─

1988 ─ 807,483 ─ ─

1989 ─ 780,239 ─ ─

1990 ─ 780,494 ─ ─ ─

1991 ─ 846,797 ─ ─ ─

1992 ─ 855,586 ─ ─ ─

1993 ─ 868,347 ─ ─ ─

1994 ─ 909,901 ─ ─ ─

1995 ─ 931,739 ─ ─ ─

1996 ─ 929,243 ─ ─ ─

1997 831,320 859,051 201,718 ─ ─

1998 795,718 841,356 198,815 ─ 546,245

1999 831,813 1,003,960 216,661 ─ 367,089

2000 807,192 938,659 217,184 241,305 450,485

2001 913,447 905,809 216,871 223,499 615,725

2002 910,180 900,512 208,251 206,976 577,123

2003 919,476 920,979 180,465 231,410 543,716

2004 919,360 924,759 167,005 224,079 531,479

2005 1,116,006 937,018 165,500 230,122 502,829

2006 1,128,892 909,654 170,246 259,878 473,522

2007 1,303,990 887,786 168,750 266,445 439,068

2008 1,159,407 980,758 122,466 253,643 444,866 118,516

2009 1,054,711 954,676 127,803 264,655 414,224 108,075

2010 938,486 944,357 117,723 276,954 401,909 120,571

2011 721,113 948,823 120,711 277,107 375,589 123,471

2012 708,468 934,672 120,257 256,218 365,937 134,788

2013 723,258 967,863 107,582 256,809 341,572 131,587

2014 719,147 945,426 98,279 264,880 316,352 139,010

2015 703,290 927,849 89,395 274,433 309,467 139,671

2016 587,138 914,465 87,734 251,440 298,440 138,737

2017 580,751 862,045 78,617 237,789 285,932 136,353

2018 537,411 813,493 71,652 221,373 273,736 135,388

2019 509,187 783,128 69,578 205,668 244,277 128,159
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4─2　サービス統計（館外貸出） （単位：冊）

年度 三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学
1970 21,804 7,489 35,462 20,569
1971 41,632 9,325 33,979 ─
1972 55,917 9,932 32,479 16,971
1973 62,477 10,720 35,481 14,009
1974 67,047 12,523 32,528 12,264
1975 61,231 19,397 29,897 9,630
1976 61,724 24,692 28,871 11,382
1977 63,897 35,086 29,653 13,767
1978 66,952 38,381 32,966 17,202
1979 68,314 42,164 35,316 17,127
1980 69,798 45,619 39,850 18,852
1981 74,305 46,805 44,266 26,296
1982 111,949 64,228 46,052 28,768
1983 129,524 65,961 49,994 34,197
1984 137,359 66,629 57,663 42,169
1985 139,951 86,402 60,392 49,385
1986 142,714 93,266 66,321 53,797
1987 152,758 112,849 64,279 56,338
1988 153,298 110,241 61,648 44,740
1989 151,838 108,033 58,849 46,787
1990 158,200 109,109 57,493 52,453 13,605
1991 163,907 118,901 57,309 52,681 23,540
1992 178,208 133,063 62,345 56,334 72,556
1993 189,265 135,534 75,479 53,734 73,308
1994 195,601 144,428 82,235 51,386 61,825
1995 205,772 155,005 86,736 55,826 69,965
1996 196,502 162,505 95,853 58,894 78,114
1997 194,369 156,927 88,915 55,291 87,068
1998 195,625 151,315 74,695 55,662 90,026
1999 186,278 161,120 73,026 55,918 104,856
2000 191,343 154,697 68,273 64,632 106,711
2001 199,803 157,860 60,681 65,802 118,685
2002 209,314 166,013 54,337 70,927 125,051
2003 219,117 169,148 57,702 72,963 134,932
2004 223,752 172,382 53,470 70,934 137,590
2005 226,771 164,781 51,392 77,753 137,003
2006 228,550 162,390 51,202 68,575 130,075
2007 224,285 160,290 49,179 65,195 117,491
2008 223,920 181,438 50,558 65,255 115,982 3,917
2009 220,700 191,872 57,392 64,066 104,541 10,202
2010 272,620 247,400 54,174 78,808 138,159 8,169
2011 295,081 287,091 59,344 88,337 139,744 9,838
2012 326,952 309,629 66,912 95,942 161,800 10,888
2013 335,241 319,225 74,745 102,359 165,374 11,909
2014 352,763 336,868 77,715 117,828 177,474 14,647
2015 352,238 335,546 70,829 125,311 182,111 15,051
2016 416,517 321,460 66,443 115,847 175,076 16,441
2017 450,796 311,110 59,384 91,171 158,062 14,122
2018 448,243 311,222 58,145 89,118 159,865 16,632
2019 152,408 128,781 20,045 42,779 70,020 7,955
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4─3　サービス統計（相互貸借：依頼を受けた（貸）） （単位：件）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物
国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外

1970 ─ ─ 150 ─ ─ ─ ─ ─ 408 ─ 4,656 ─ ─ 6 4,236 3 1970
1971 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 112 ─ 17,071 ─ ─ ─ ─ ─ 1971
1972 30 ─ ─ 2 ─ ─ ─ ─ 18 ─ 29,024 148 ─ ─ 3,136 ─ 1972
1973 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 274 ─ 31,280 96 ─ ─ 13,195 ─ 1973
1974 ─ ─ 678 65 ─ ─ ─ 1 138 ─ 11,072 45 ─ ─ 17,436 ─ 1974
1975 ─ ─ 367 1 ─ ─ 57 ─ 169 ─ 13,114 174 ─ ─ 17,907 ─ 1975
1976 ─ ─ 342 1 ─ ─ 69 ─ 86 ─ 13,171 115 ─ ─ 19,116 ─ 1976
1977 ─ ─ 437 1 ─ ─ 61 ─ 23 ─ 12,520 162 ─ ─ 21,665 ─ 1977
1978 ─ ─ 559 3 ─ ─ 57 ─ 53 ─ 11,643 330 ─ ─ 24,799 ─ 1978
1979 ─ ─ 653 6 ─ ─ 129 ─ 66 ─ 11,253 82 ─ ─ 27,240 ─ 1979
1980 ─ ─ 712 4 ─ ─ 179 ─ 59 ─ 9,918 37 ─ ─ 26,216 6 1980
1981 ─ ─ 789 3 2 ─ 110 2 74 ─ 8,805 51 ─ ─ 28,285 1 1981
1982 ─ ─ 1,344 36 ─ ─ 114 ─ 39 ─ 8,780 105 2 ─ 27,185 ─ 1982
1983 ─ ─ 1,476 6 ─ ─ 128 ─ 52 ─ 8,457 184 ─ ─ 28,042 ─ 1983
1984 ─ ─ 1,673 4 ─ ─ 152 ─ 44 ─ 9,111 53 ─ ─ 31,212 ─ 1984
1985 60 ─ 1,876 4 13 ─ 346 ─ 36 ─ 10,196 167 ─ ─ 37,721 4 1985
1986 237 ─ 2,286 7 30 ─ 150 ─ 74 ─ 10,994 133 3 ─ 38,873 1 1986
1987 313 ─ 1,820 2 2 ─ 162 ─ 97 ─ 10,299 154 3 ─ 34,053 ─ 1987
1988 254 ─ 2,268 3 ─ ─ 209 ─ 57 ─ 10,510 149 13 ─ 33,488 7 1988
1989 344 ─ 2,664 8 14 ─ 289 ─ 39 ─ 10,240 136 8 ─ 34,227 ─ 1989
1990 343 ─ 2,657 11 3 ─ 278 ─ 46 ─ 9,684 306 15 ─ 34,416 ─ ─ ─ ─ ─ 1990
1991 457 ─ 2,627 9 13 ─ 303 1 38 ─ 11,629 396 22 ─ 31,580 ─ 11 ─ ─ ─ 1991
1992 406 ─ 2,985 15 10 ─ 617 ─ 31 ─ 12,340 403 15 ─ 29,577 ─ 22 ─ 11 ─ 1992
1993 403 ─ 2,714 2 10 ─ 443 ─ 45 ─ 16,576 377 27 ─ 25,846 10 20 ─ 44 ─ 1993
1994 486 ─ 4,002 15 10 ─ 620 ─ 36 ─ 19,004 409 12 ─ 24,848 15 30 ─ 206 ─ 1994
1995 ─ ─ 2,650 15 6 ─ 741 ─ 28 ─ 18,732 245 27 ─ 23,013 ─ 17 ─ 286 ─ 1995
1996 208 ─ 2,085 17 15 1 771 ─ 53 ─ 23,290 278 11 ─ 22,387 ─ 21 ─ 421 ─ 1996
1997 266 ─ 4,803 8 15 ─ 621 1 63 ─ 24,481 206 13 ─ 21,770 ─ 61 ─ 390 ─ 1997
1998 284 ─ 4,835 13 29 ─ 544 2 50 ─ 21,571 142 13 ─ 20,703 ─ 28 ─ 472 ─ 1998
1999 583 ─ 5,484 23 106 ─ 711 ─ 63 ─ 25,786 169 12 ─ 19,057 ─ 194 ─ 572 1 1999
2000 1,229 11 5,745 21 187 ─ 628 1 57 ─ 27,899 130 10 ─ 16,958 ─ 205 ─ 649 ─ 2000
2001 1,315 9 5,842 13 219 ─ 568 ─ 22 ─ 25,956 84 47 ─ 15,910 2 197 ─ 772 ─ 2001
2002 1,177 84 6,001 38 158 ─ 609 ─ 48 ─ 28,722 47 53 ─ 16,625 ─ 184 ─ 1,213 ─ 2002
2003 1,171 113 5,936 91 230 ─ 486 ─ 34 ─ 27,518 58 34 1 14,584 ─ 191 ─ 2,444 ─ 2003
2004 1,310 115 5,658 71 236 3 481 ─ 37 ─ 28,086 34 50 ─ 13,975 ─ 226 1 3,031 2 2004
2005 1,106 126 4,802 58 193 1 487 ─ 32 ─ 26,644 10 38 ─ 11,671 ─ 251 2 2,917 1 2005
2006 979 61 4,939 55 240 ─ 493 ─ 34 ─ 23,586 9 38 ─ 10,009 ─ 262 1 2,702 1 2006
2007 953 135 4,598 177 163 ─ 463 ─ 29 ─ 21,121 2 42 ─ 8,513 ─ 294 1 2,044 2 2007
2008 1,034 94 3,824 163 180 1 536 ─ 67 ─ 20,751 15 30 ─ 7,147 ─ 341 ─ 1,573 2 5 ─ 282 ─ 2008
2009 795 71 3,047 222 159 ─ 515 ─ 63 ─ 17,821 5 33 ─ 5,659 ─ 239 1 1,233 3 15 ─ 304 ─ 2009
2010 728 56 2,309 225 153 ─ 455 ─ 35 ─ 18,181 1 26 ─ 4,717 ─ 144 ─ 1,011 4 6 ─ 246 ─ 2010
2011 838 70 2,330 254 128 ─ 513 ─ 45 ─ 20,535 6 21 ─ 3,625 1 146 ─ 915 3 8 ─ 229 ─ 2011
2012 790 50 2,359 192 119 3 461 ─ 38 ─ 17,279 15 16 1 2,660 ─ 127 ─ 820 1 5 ─ 175 ─ 2012
2013 733 50 2,057 186 132 ─ 408 ─ 26 ─ 15,087 11 10 ─ 658 ─ 120 ─ 694 1 2 ─ 141 ─ 2013
2014 727 50 2,105 300 131 ─ 402 ─ 21 ─ 12,417 9 14 ─ 610 ─ 105 ─ 649 1 ─ ─ 103 ─ 2014
2015 650 38 1,687 264 134 1 342 ─ 15 ─ 10,249 10 8 ─ 439 ─ 104 ─ 526 ─ 1 ─ 82 ─ 2015
2016 497 9 1,237 186 115 ─ 439 ─ 11 ─ 9,071 26 10 ─ 440 ─ 80 ─ 474 1 1 ─ 133 ─ 2016
2017 531 14 1,049 233 110 ─ 281 ─ 19 ─ 8,163 25 6 ─ 434 ─ 98 ─ 440 ─ 3 ─ 118 ─ 2017
2018 530 6 1,117 231 129 ─ 292 ─ 16 ─ 7,698 15 6 ─ 433 ─ 118 ─ 395 4 1 ─ 95 ─ 2018
2019 580 19 1,050 308 179 ─ 235 ─ 27 ─ 6,765 29 21 ─ 288 ─ 101 ─ 375 ─ 2 ─ 135 ─ 2019
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第三部　資　料

4─3　サービス統計（相互貸借：依頼を受けた（貸）） （単位：件）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物
国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外

1970 ─ ─ 150 ─ ─ ─ ─ ─ 408 ─ 4,656 ─ ─ 6 4,236 3 1970
1971 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 112 ─ 17,071 ─ ─ ─ ─ ─ 1971
1972 30 ─ ─ 2 ─ ─ ─ ─ 18 ─ 29,024 148 ─ ─ 3,136 ─ 1972
1973 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 274 ─ 31,280 96 ─ ─ 13,195 ─ 1973
1974 ─ ─ 678 65 ─ ─ ─ 1 138 ─ 11,072 45 ─ ─ 17,436 ─ 1974
1975 ─ ─ 367 1 ─ ─ 57 ─ 169 ─ 13,114 174 ─ ─ 17,907 ─ 1975
1976 ─ ─ 342 1 ─ ─ 69 ─ 86 ─ 13,171 115 ─ ─ 19,116 ─ 1976
1977 ─ ─ 437 1 ─ ─ 61 ─ 23 ─ 12,520 162 ─ ─ 21,665 ─ 1977
1978 ─ ─ 559 3 ─ ─ 57 ─ 53 ─ 11,643 330 ─ ─ 24,799 ─ 1978
1979 ─ ─ 653 6 ─ ─ 129 ─ 66 ─ 11,253 82 ─ ─ 27,240 ─ 1979
1980 ─ ─ 712 4 ─ ─ 179 ─ 59 ─ 9,918 37 ─ ─ 26,216 6 1980
1981 ─ ─ 789 3 2 ─ 110 2 74 ─ 8,805 51 ─ ─ 28,285 1 1981
1982 ─ ─ 1,344 36 ─ ─ 114 ─ 39 ─ 8,780 105 2 ─ 27,185 ─ 1982
1983 ─ ─ 1,476 6 ─ ─ 128 ─ 52 ─ 8,457 184 ─ ─ 28,042 ─ 1983
1984 ─ ─ 1,673 4 ─ ─ 152 ─ 44 ─ 9,111 53 ─ ─ 31,212 ─ 1984
1985 60 ─ 1,876 4 13 ─ 346 ─ 36 ─ 10,196 167 ─ ─ 37,721 4 1985
1986 237 ─ 2,286 7 30 ─ 150 ─ 74 ─ 10,994 133 3 ─ 38,873 1 1986
1987 313 ─ 1,820 2 2 ─ 162 ─ 97 ─ 10,299 154 3 ─ 34,053 ─ 1987
1988 254 ─ 2,268 3 ─ ─ 209 ─ 57 ─ 10,510 149 13 ─ 33,488 7 1988
1989 344 ─ 2,664 8 14 ─ 289 ─ 39 ─ 10,240 136 8 ─ 34,227 ─ 1989
1990 343 ─ 2,657 11 3 ─ 278 ─ 46 ─ 9,684 306 15 ─ 34,416 ─ ─ ─ ─ ─ 1990
1991 457 ─ 2,627 9 13 ─ 303 1 38 ─ 11,629 396 22 ─ 31,580 ─ 11 ─ ─ ─ 1991
1992 406 ─ 2,985 15 10 ─ 617 ─ 31 ─ 12,340 403 15 ─ 29,577 ─ 22 ─ 11 ─ 1992
1993 403 ─ 2,714 2 10 ─ 443 ─ 45 ─ 16,576 377 27 ─ 25,846 10 20 ─ 44 ─ 1993
1994 486 ─ 4,002 15 10 ─ 620 ─ 36 ─ 19,004 409 12 ─ 24,848 15 30 ─ 206 ─ 1994
1995 ─ ─ 2,650 15 6 ─ 741 ─ 28 ─ 18,732 245 27 ─ 23,013 ─ 17 ─ 286 ─ 1995
1996 208 ─ 2,085 17 15 1 771 ─ 53 ─ 23,290 278 11 ─ 22,387 ─ 21 ─ 421 ─ 1996
1997 266 ─ 4,803 8 15 ─ 621 1 63 ─ 24,481 206 13 ─ 21,770 ─ 61 ─ 390 ─ 1997
1998 284 ─ 4,835 13 29 ─ 544 2 50 ─ 21,571 142 13 ─ 20,703 ─ 28 ─ 472 ─ 1998
1999 583 ─ 5,484 23 106 ─ 711 ─ 63 ─ 25,786 169 12 ─ 19,057 ─ 194 ─ 572 1 1999
2000 1,229 11 5,745 21 187 ─ 628 1 57 ─ 27,899 130 10 ─ 16,958 ─ 205 ─ 649 ─ 2000
2001 1,315 9 5,842 13 219 ─ 568 ─ 22 ─ 25,956 84 47 ─ 15,910 2 197 ─ 772 ─ 2001
2002 1,177 84 6,001 38 158 ─ 609 ─ 48 ─ 28,722 47 53 ─ 16,625 ─ 184 ─ 1,213 ─ 2002
2003 1,171 113 5,936 91 230 ─ 486 ─ 34 ─ 27,518 58 34 1 14,584 ─ 191 ─ 2,444 ─ 2003
2004 1,310 115 5,658 71 236 3 481 ─ 37 ─ 28,086 34 50 ─ 13,975 ─ 226 1 3,031 2 2004
2005 1,106 126 4,802 58 193 1 487 ─ 32 ─ 26,644 10 38 ─ 11,671 ─ 251 2 2,917 1 2005
2006 979 61 4,939 55 240 ─ 493 ─ 34 ─ 23,586 9 38 ─ 10,009 ─ 262 1 2,702 1 2006
2007 953 135 4,598 177 163 ─ 463 ─ 29 ─ 21,121 2 42 ─ 8,513 ─ 294 1 2,044 2 2007
2008 1,034 94 3,824 163 180 1 536 ─ 67 ─ 20,751 15 30 ─ 7,147 ─ 341 ─ 1,573 2 5 ─ 282 ─ 2008
2009 795 71 3,047 222 159 ─ 515 ─ 63 ─ 17,821 5 33 ─ 5,659 ─ 239 1 1,233 3 15 ─ 304 ─ 2009
2010 728 56 2,309 225 153 ─ 455 ─ 35 ─ 18,181 1 26 ─ 4,717 ─ 144 ─ 1,011 4 6 ─ 246 ─ 2010
2011 838 70 2,330 254 128 ─ 513 ─ 45 ─ 20,535 6 21 ─ 3,625 1 146 ─ 915 3 8 ─ 229 ─ 2011
2012 790 50 2,359 192 119 3 461 ─ 38 ─ 17,279 15 16 1 2,660 ─ 127 ─ 820 1 5 ─ 175 ─ 2012
2013 733 50 2,057 186 132 ─ 408 ─ 26 ─ 15,087 11 10 ─ 658 ─ 120 ─ 694 1 2 ─ 141 ─ 2013
2014 727 50 2,105 300 131 ─ 402 ─ 21 ─ 12,417 9 14 ─ 610 ─ 105 ─ 649 1 ─ ─ 103 ─ 2014
2015 650 38 1,687 264 134 1 342 ─ 15 ─ 10,249 10 8 ─ 439 ─ 104 ─ 526 ─ 1 ─ 82 ─ 2015
2016 497 9 1,237 186 115 ─ 439 ─ 11 ─ 9,071 26 10 ─ 440 ─ 80 ─ 474 1 1 ─ 133 ─ 2016
2017 531 14 1,049 233 110 ─ 281 ─ 19 ─ 8,163 25 6 ─ 434 ─ 98 ─ 440 ─ 3 ─ 118 ─ 2017
2018 530 6 1,117 231 129 ─ 292 ─ 16 ─ 7,698 15 6 ─ 433 ─ 118 ─ 395 4 1 ─ 95 ─ 2018
2019 580 19 1,050 308 179 ─ 235 ─ 27 ─ 6,765 29 21 ─ 288 ─ 101 ─ 375 ─ 2 ─ 135 ─ 2019
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4─4　サービス統計（相互貸借：依頼をした（借）） （単位：件）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物
国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外

1970 ─ ─ 83 25 ─ ─ ─ ─ 139 ─ 3,174 125 5 ─ 1,070 195 1970
1971 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 202 ─ 6,810 392 ─ ─ ─ ─ 1971
1972 151 ─ ─ 72 ─ ─ ─ ─ 120 ─ 5,953 658 ─ ─ 790 42 1972
1973 ─ ─ 352 78 ─ ─ ─ ─ 137 ─ 7,623 617 ─ ─ 780 70 1973
1974 25 ─ 224 124 2 ─ 50 1 96 ─ 1,661 103 ─ ─ 757 68 1974
1975 20 2 89 105 ─ ─ 69 14 117 ─ 2,033 112 ─ 1 1,119 104 1975
1976 65 ─ 137 89 4 ─ 75 2 100 ─ 2,043 109 ─ ─ 957 116 1976
1977 18 ─ 118 110 1 ─ 30 2 45 ─ 2,318 144 ─ ─ 1,014 106 1977
1978 38 ─ 246 171 1 ─ 38 ─ 67 ─ 2,512 130 ─ ─ 1,197 134 1978
1979 26 ─ 254 186 ─ ─ 159 1 40 ─ 2,336 96 ─ ─ 1,089 116 1979
1980 52 7 297 236 ─ ─ 69 8 28 ─ 2,529 85 ─ 1 1,312 189 1980
1981 52 9 373 106 5 ─ 43 1 24 ─ 2,438 107 1 ─ 1,270 132 1981
1982 64 ─ 517 225 ─ ─ 175 12 28 ─ 2,698 64 3 1 1,316 88 1982
1983 92 ─ 719 368 ─ ─ 103 32 48 ─ 2,323 49 68 ─ 1,362 106 1983
1984 78 ─ 861 359 ─ ─ 75 37 45 ─ 2,471 98 38 ─ 1,331 43 1984
1985 178 29 764 478 85 ─ 298 41 90 ─ 2,719 48 26 1 972 49 1985
1986 174 53 1,193 265 63 2 116 52 46 ─ 1,903 70 38 ─ 1,264 59 1986
1987 172 33 913 191 47 1 153 38 68 ─ 1,899 108 51 ─ 1,183 73 1987
1988 165 19 1,211 197 49 6 242 61 44 ─ 1,897 122 44 ─ 1,564 83 1988
1989 208 30 923 223 16 1 212 119 47 ─ 1,919 62 18 1 1,211 69 1989
1990 164 35 777 171 25 4 144 74 43 ─ 1,974 96 23 ─ 1,393 77 25 ─ 28 ─ 1990
1991 148 44 679 266 39 ─ 194 152 43 ─ 1,698 42 25 ─ 1,305 33 18 ─ 25 ─ 1991
1992 100 40 921 194 25 9 227 66 23 ─ 1,859 60 31 ─ 1,445 36 54 ─ 77 ─ 1992
1993 98 72 765 211 33 3 233 87 27 ─ 2,337 92 20 ─ 1,228 24 23 3 160 9 1993
1994 101 88 985 196 18 3 211 65 51 2 3,397 76 29 ─ 1,434 18 72 ─ 45 ─ 1994
1995 62 100 976 314 10 ─ 192 24 34 ─ 3,486 125 15 ─ 1,390 35 115 ─ 209 10 1995
1996 137 288 1,137 422 17 1 169 33 55 ─ 3,044 105 15 ─ 1,736 65 90 ─ 91 5 1996
1997 334 351 1,441 627 7 2 247 56 36 1 2,955 85 10 ─ 2,028 ─ 167 4 374 17 1997
1998 363 370 2,373 645 15 2 341 53 66 1 2,895 74 9 ─ 2,296 ─ 164 ─ 619 27 1998
1999 487 370 2,625 529 60 3 458 69 41 1 2,714 77 17 ─ 2,572 82 267 2 850 25 1999
2000 641 345 2,531 376 148 27 507 44 47 ─ 2,524 83 19 ─ 2,843 105 225 ─ 762 13 2000
2001 698 241 2,235 301 161 16 468 141 20 ─ 2,241 122 56 ─ 3,052 107 222 ─ 1,332 33 2001
2002 808 234 2,354 297 360 52 776 112 47 2 2,371 145 52 3 3,571 71 281 9 2,407 79 2002
2003 853 185 2,483 350 339 32 645 43 45 ─ 2,096 85 33 3 3,973 108 242 ─ 2,573 102 2003
2004 903 137 3,169 352 325 27 609 28 11 ─ 1,698 43 24 2 3,782 79 324 3 2,237 52 2004
2005 786 86 3,383 261 298 19 1,117 120 43 ─ 1,742 31 26 ─ 3,273 58 174 5 1,620 32 2005
2006 723 111 3,189 213 233 14 572 39 17 ─ 1,679 38 52 1 2,668 35 259 2 2,023 17 2006
2007 1,128 149 2,874 268 194 6 916 38 35 ─ 1,550 40 57 ─ 2,239 36 239 2 1,353 14 2007
2008 1,157 122 2,723 300 258 12 692 32 43 ─ 1,516 45 55 1 1,732 22 160 3 1,314 18 ─ ─ 654 ─ 2008
2009 1,062 79 2,186 186 161 3 649 23 36 ─ 1,383 33 52 2 1,063 9 143 2 1,056 7 ─ ─ 493 6 2009
2010 932 107 2,059 376 194 ─ 757 33 34 ─ 1,217 31 28 ─ 684 4 210 ─ 1,033 31 2 ─ 250 1 2010
2011 950 97 2,421 114 219 4 466 24 35 ─ 1,132 36 31 ─ 495 11 89 ─ 983 11 ─ ─ 220 2 2011
2012 982 77 1,961 194 239 4 523 2 18 ─ 917 19 29 ─ 392 ─ 112 ─ 1,174 11 3 ─ 275 ─ 2012
2013 957 89 1,589 240 152 7 480 25 10 ─ 807 26 16 ─ 225 1 88 1 524 3 3 ─ 262 2 2013
2014 859 100 1,503 110 154 ─ 574 28 20 ─ 618 24 15 ─ 226 ─ 75 ─ 721 11 1 ─ 191 2 2014
2015 822 42 1,544 158 167 3 535 ─ 9 ─ 455 17 32 ─ 220 2 81 ─ 511 8 4 ─ 123 ─ 2015
2016 745 50 1,400 164 159 ─ 590 22 17 ─ 561 26 19 1 165 3 109 ─ 396 1 ─ ─ 140 ─ 2016
2017 833 40 1,239 128 171 4 434 26 16 ─ 458 23 17 ─ 147 8 63 ─ 456 5 1 ─ 144 ─ 2017
2018 597 47 1,184 96 161 7 569 32 16 ─ 580 26 7 ─ 154 2 49 ─ 386 10 ─ ─ 56 ─ 2018
2019 679 45 1,169 116 196 3 408 29 24 ─ 582 39 22 ─ 123 2 36 ─ 189 1 ─ ─ 90 ─ 2019
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第三部　資　料

4─4　サービス統計（相互貸借：依頼をした（借）） （単位：件）

年度
三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学

年度現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物 現物 複写物
国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外 国内 国外

1970 ─ ─ 83 25 ─ ─ ─ ─ 139 ─ 3,174 125 5 ─ 1,070 195 1970
1971 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 202 ─ 6,810 392 ─ ─ ─ ─ 1971
1972 151 ─ ─ 72 ─ ─ ─ ─ 120 ─ 5,953 658 ─ ─ 790 42 1972
1973 ─ ─ 352 78 ─ ─ ─ ─ 137 ─ 7,623 617 ─ ─ 780 70 1973
1974 25 ─ 224 124 2 ─ 50 1 96 ─ 1,661 103 ─ ─ 757 68 1974
1975 20 2 89 105 ─ ─ 69 14 117 ─ 2,033 112 ─ 1 1,119 104 1975
1976 65 ─ 137 89 4 ─ 75 2 100 ─ 2,043 109 ─ ─ 957 116 1976
1977 18 ─ 118 110 1 ─ 30 2 45 ─ 2,318 144 ─ ─ 1,014 106 1977
1978 38 ─ 246 171 1 ─ 38 ─ 67 ─ 2,512 130 ─ ─ 1,197 134 1978
1979 26 ─ 254 186 ─ ─ 159 1 40 ─ 2,336 96 ─ ─ 1,089 116 1979
1980 52 7 297 236 ─ ─ 69 8 28 ─ 2,529 85 ─ 1 1,312 189 1980
1981 52 9 373 106 5 ─ 43 1 24 ─ 2,438 107 1 ─ 1,270 132 1981
1982 64 ─ 517 225 ─ ─ 175 12 28 ─ 2,698 64 3 1 1,316 88 1982
1983 92 ─ 719 368 ─ ─ 103 32 48 ─ 2,323 49 68 ─ 1,362 106 1983
1984 78 ─ 861 359 ─ ─ 75 37 45 ─ 2,471 98 38 ─ 1,331 43 1984
1985 178 29 764 478 85 ─ 298 41 90 ─ 2,719 48 26 1 972 49 1985
1986 174 53 1,193 265 63 2 116 52 46 ─ 1,903 70 38 ─ 1,264 59 1986
1987 172 33 913 191 47 1 153 38 68 ─ 1,899 108 51 ─ 1,183 73 1987
1988 165 19 1,211 197 49 6 242 61 44 ─ 1,897 122 44 ─ 1,564 83 1988
1989 208 30 923 223 16 1 212 119 47 ─ 1,919 62 18 1 1,211 69 1989
1990 164 35 777 171 25 4 144 74 43 ─ 1,974 96 23 ─ 1,393 77 25 ─ 28 ─ 1990
1991 148 44 679 266 39 ─ 194 152 43 ─ 1,698 42 25 ─ 1,305 33 18 ─ 25 ─ 1991
1992 100 40 921 194 25 9 227 66 23 ─ 1,859 60 31 ─ 1,445 36 54 ─ 77 ─ 1992
1993 98 72 765 211 33 3 233 87 27 ─ 2,337 92 20 ─ 1,228 24 23 3 160 9 1993
1994 101 88 985 196 18 3 211 65 51 2 3,397 76 29 ─ 1,434 18 72 ─ 45 ─ 1994
1995 62 100 976 314 10 ─ 192 24 34 ─ 3,486 125 15 ─ 1,390 35 115 ─ 209 10 1995
1996 137 288 1,137 422 17 1 169 33 55 ─ 3,044 105 15 ─ 1,736 65 90 ─ 91 5 1996
1997 334 351 1,441 627 7 2 247 56 36 1 2,955 85 10 ─ 2,028 ─ 167 4 374 17 1997
1998 363 370 2,373 645 15 2 341 53 66 1 2,895 74 9 ─ 2,296 ─ 164 ─ 619 27 1998
1999 487 370 2,625 529 60 3 458 69 41 1 2,714 77 17 ─ 2,572 82 267 2 850 25 1999
2000 641 345 2,531 376 148 27 507 44 47 ─ 2,524 83 19 ─ 2,843 105 225 ─ 762 13 2000
2001 698 241 2,235 301 161 16 468 141 20 ─ 2,241 122 56 ─ 3,052 107 222 ─ 1,332 33 2001
2002 808 234 2,354 297 360 52 776 112 47 2 2,371 145 52 3 3,571 71 281 9 2,407 79 2002
2003 853 185 2,483 350 339 32 645 43 45 ─ 2,096 85 33 3 3,973 108 242 ─ 2,573 102 2003
2004 903 137 3,169 352 325 27 609 28 11 ─ 1,698 43 24 2 3,782 79 324 3 2,237 52 2004
2005 786 86 3,383 261 298 19 1,117 120 43 ─ 1,742 31 26 ─ 3,273 58 174 5 1,620 32 2005
2006 723 111 3,189 213 233 14 572 39 17 ─ 1,679 38 52 1 2,668 35 259 2 2,023 17 2006
2007 1,128 149 2,874 268 194 6 916 38 35 ─ 1,550 40 57 ─ 2,239 36 239 2 1,353 14 2007
2008 1,157 122 2,723 300 258 12 692 32 43 ─ 1,516 45 55 1 1,732 22 160 3 1,314 18 ─ ─ 654 ─ 2008
2009 1,062 79 2,186 186 161 3 649 23 36 ─ 1,383 33 52 2 1,063 9 143 2 1,056 7 ─ ─ 493 6 2009
2010 932 107 2,059 376 194 ─ 757 33 34 ─ 1,217 31 28 ─ 684 4 210 ─ 1,033 31 2 ─ 250 1 2010
2011 950 97 2,421 114 219 4 466 24 35 ─ 1,132 36 31 ─ 495 11 89 ─ 983 11 ─ ─ 220 2 2011
2012 982 77 1,961 194 239 4 523 2 18 ─ 917 19 29 ─ 392 ─ 112 ─ 1,174 11 3 ─ 275 ─ 2012
2013 957 89 1,589 240 152 7 480 25 10 ─ 807 26 16 ─ 225 1 88 1 524 3 3 ─ 262 2 2013
2014 859 100 1,503 110 154 ─ 574 28 20 ─ 618 24 15 ─ 226 ─ 75 ─ 721 11 1 ─ 191 2 2014
2015 822 42 1,544 158 167 3 535 ─ 9 ─ 455 17 32 ─ 220 2 81 ─ 511 8 4 ─ 123 ─ 2015
2016 745 50 1,400 164 159 ─ 590 22 17 ─ 561 26 19 1 165 3 109 ─ 396 1 ─ ─ 140 ─ 2016
2017 833 40 1,239 128 171 4 434 26 16 ─ 458 23 17 ─ 147 8 63 ─ 456 5 1 ─ 144 ─ 2017
2018 597 47 1,184 96 161 7 569 32 16 ─ 580 26 7 ─ 154 2 49 ─ 386 10 ─ ─ 56 ─ 2018
2019 679 45 1,169 116 196 3 408 29 24 ─ 582 39 22 ─ 123 2 36 ─ 189 1 ─ ─ 90 ─ 2019
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4─5　サービス統計（参考調査） （単位：件）

年度 三田 日吉 信濃町 理工学 湘南藤沢 薬学
1970 2,115 ─ 3,538 167
1971 4,042 ─ 4,976 ─
1972 ─ ─ 4,569 ─
1973 ─ ─ 5,093 3,460
1974 ─ ─ ─ ─
1975 ─ ─ ─ 912
1976 ─ ─ 4,047 4,187
1977 ─ ─ 4,057 3,814
1978 10,851 ─ 4,786 3,510
1979 11,282 2,287 4,770 3,494
1980 11,278 1,653 4,673 187
1981 9,143 1,712 4,393 4,921
1982 12,205 2,975 4,217 5,032
1983 13,743 3,328 4,749 5,115
1984 13,282 3,432 4,703 4,168
1985 12,542 6,463 4,621 6,544
1986 12,212 6,487 4,808 5,610
1987 12,072 7,541 4,294 6,358
1988 13,155 8,412 5,126 6,741
1989 13,859 7,264 4,832 7,295
1990 14,569 7,658 4,541 7,375 804
1991 15,511 8,032 4,886 7,895 1,619
1992 17,522 7,420 4,960 8,007 1,566
1993 16,107 7,209 5,470 8,031 1,838
1994 14,816 7,593 6,759 8,105 2,808
1995 14,360 7,539 6,287 8,052 4,140
1996 25,724 10,128 4,214 8,617 4,114
1997 29,214 9,803 3,790 9,539 3,781
1998 36,925 8,624 3,648 10,668 3,896
1999 28,594 6,956 3,582 10,788 2,690
2000 28,506 5,213 4,525 12,886 2,908
2001 26,700 4,169 4,579 10,187 4,244
2002 24,842 5,753 3,068 5,995 4,394
2003 20,939 4,627 7,265 5,275 5,000
2004 20,409 4,912 7,892 5,179 5,874
2005 20,815 3,479 7,572 4,961 5,227
2006 18,594 3,540 8,292 4,439 5,064
2007 17,780 4,757 8,297 4,205 4,863
2008 14,254 4,258 9,566 2,065 3,865 821
2009 11,407 3,959 10,275 2,376 3,569 1,315
2010 10,322 3,558 1,607 2,423 2,927 1,355
2011 10,389 4,623 1,465 2,508 2,276 1,185
2012 6,310 4,966 2,296 2,418 2,198 1,185
2013 5,519 4,521 2,080 2,159 1,453 1,279
2014 4,593 5,367 1,502 1,691 1,444 1,408
2015 5,282 5,405 1,475 1,740 1,211 1,317
2016 5,886 5,041 1,524 1,272 1,141 953
2017 6,505 3,712 1,512 966 1,176 523
2018 5,040 3,134 1,736 822 1,173 548
2019 4,464 3,839 1,032 933 1,339 728
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